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てに 園 公津 大 影 撮 秋 年 七 正大 

士 If 郎多幾 田 西 '目 人 四 り よ 右て つ 向 列 後 

氏 男 毒 良 世 •  士 tf 郞 十 S 永 IS  • 氏 淸木三 

者 著 • 


文明 批評と 


！、 文明 批評 及び 社會閗 超に K する 数多くの 杏村の 著作の 中から 若干の 代表的な もの を選擇 して、 この 第 八 

卷を編 露した。 読者の 便宜 を考 へて、 is 篇、 中篇、 後篇の 三つの 部分 を わかった が、 その K 分 は ほば 執 

肇の 時期の K 序に 隨っ てゐ る。 

1、 前篇 は 謂 はば 序 說に該 常す る。 はじめの 「文明の 高等 批萍」 はもと 杏村の 處女 W 版 物 『文明 思^と 新哲 

學』 (大正 三年 出版) の卷 頭に 載せられ たもので あり、 次の 「島國 家と しての 日本の 將來」 はもと！： じ 

名 を 冠した 小 誉 (大正 十三 年 出版) の 前半に 收 めら れ たも Q である。 

1 、 本卷の 直點は 中篇のう ちに 見出される。 はじめの 「現今の！^ 濟」 は 『社 會哲學 原論』 (大正 十四 年 出 K) 

から 一章 を！ 体した ものである。 「文 S は 何虑へ 行く」 は 昭和 五 年 出版の 同じ 名 Q 著書の 全 内容 を收錄 

した。 「日本に 於け る國梓 社會黨 の 可能性 間 題」 はもと 雜誌 『孤 國』 (昭和 五 年 十一月 ID に 掲載され 

たもので あり、 「農村 間 超の 肚余 E 舉的 基礎」 は 同じ 名 Q 著書 (昭和 三年 出版、 六 年 改版) G 前半 Q 內容 

を收錄 せる ものである。 

一、 後篇に は、 杏村が 非常時 的 世相 を 凝視しつつ 執维 せる 諸 篇を收 めた。 「現今 世相の 特性」 は 『現代 世相 

論』 (昭和 七 年 出版) の 第 一 章 を採擇 せる もの であるが、 他の 一 篇は 『思想 . 人物 . 時代』 (昭和 七 年 出 

版) の 中の 「時代 篇」 から 敉錄 せる ものである。 

1、 思想家 的 生涯 S 出 發點 において 杏村 は旣に 文明 批評 者 を 以て 世に立つ こと を意圆 し、 終生 斯 かる 抱 食 を 

持ちつ づけた。 恐らく こ Q 全集に 收 めら れた 評論 的 著作 はすべ て 文明 批評 者と しての 杏村の 見解 を 呈示 

する ものと 言 ひ 得る であらう が、 なかんづく 笫ニ卷 『iM 會哲舉 及び 文化 哲學』 並びに 第三 卷 『現代 思想 

批判』 と 比 照しつつ 本 卷を讀 まれる こと をお 勸 めしたい • 


扉 題簽 西 田 幾多 郎 

見返 賓 土 田麥僵 

前 篇 

文明の 高等 批評  ： 

島國 家と して の 日本の 將來 ……- 

一 序 論  

二 輸出 本位の 產 業の 危險  

三 輸出が 及ぼす 國民 生活の 不利益 

四 輸出と 國民 經濟の 本義…，  


五 將來 Q 强國 0 资格は 何 か  W 九 

六 日本の 實業 家の 經營 振り  四 I- 

七 島國 家と しての 將來の 政策  四 五 

中 篇 

現今の 經濟  S 

一 生活に 於け る 經濟の 地位  五 五 

二 物質的 基礎 の 豐醇  五セ 

三 生產 作用の 自律  五 凡 

四 消費と 生產 との 社 會的 平等 性  六 二 

五 國民經 濟犟位  2 

六 經濟 生活 の 現寶的 機械 性  六 六 

七 政治よりの 支配  六 凡 

八 國際的 通商の 强制  七コ 


九 生活 享受の 粗悪  ま 一 

1〇 勞 働に 於け る 創造性の 缺乏  七 六 

一 一 現代 產業 文明の 浪費 性  七 八 

一二 鑛 山と 水力 電氣  <  二 

1 三 戰爭 による 文化の 破壊   < 五 

1 gl 全民衆への 課題  << 

一 五生 產の 藝術 性の 恢復  凡 0 

1 六 生産の 道德 性の 恢復  九 一一 一 

1 七 生產 Q 社會的 統制  九 八 

一 八 國有 論の 出發點  一 00 

一九 新ら しき 產業 文明  一 0 一一 一 

二 〇 國民 的經濟 生活の 根 本義  10 四 

二 一 食糧 政策  一 

ニニ 動力 政策と 原料 品 政策  二  0 

二 三 產業 政策  一 一二 

二 四 對勞働 組合 政策  -  一 一四 


五 


文明 は何處 へ 行く  ^ 

^  ^ 

第一 講 文明の シグナル  

ビルディング を 望む 汽車。 山間の 旅。 文明の シグナル。 田舍 人の 心理。 i 

會 へ のき 與 の 要求。 日常生活の 矛盾。 文明の 尖端。 何が 尖端 か。 キネ マ、 一 

トォ キイ、 ジャ ッズ。 モダン .ガ アルの 羞恥心。 生活體系の^^錯。 無 感動 一 

と 不安。  一 

第二 講 現代文明 を 決定す る もの  

流行。 社會 性の 特色。 社 會經濟 と 現代 生活。 機械に よる 決定。 總 えず 新ら 一 

しい 世界 を 展開。 社會 性と 機械の 發明。 右蠶と左^^-の區刖。 現代文明 問題 < 

考察の 頗序。 動き は 否定せられ るか どうか。 何が 主 決定 者 か。 生活 を 生か ュ 

すため に。 人類 生活の ために。  ； 

第三 講 機械の 問題  一 

機械 は 何を齋 らした か。 機械が 起した 革命。 機械 は 勞働を 減少せ しめた か- 

機械に よって 支配せられ る 生活。 個性の 略奪。 自然の 母胎 を 離れる。 機械 

文叨は 否定 3! 來 るか。 自然 科 拳の 無限の 進步。 自然 科學の 理想 は。 自然 科 一 

舉は 行き詰まった か。 獨創 的の 進み は 無くなる か。 機械と 人間の 勞役。 人 一 


間の 好奇心。  . 

第 四 モダァ  一 I ズムと 機械 時代 (一)  

機械の 進步と 生活 Q 理想。 汽船の 美。 何故 機械 は 美しい か。 装飾的より 構 

成 的へ。 モダァ 一一 ズム と は 何 か。 表現主義の 崩 接。 K 用の 新ら し い 意味。 一 

構成主義の 目樑。 機械 は 聰明な 目。 理智と 生活との 關係。 機械と 社會。 一 

第五 講 モダァ -1 ズムと 機械 時代 (二)  一 

中世に 於け る K 用 主義。 茶道 は 現代の もので あり 得る か。 中世 的な 民藝運 一 

動。 新ら しい ェ藝運 勧。 映畫 の 世界。 トォ キイの 出現。 小說 はどうな るか"： 

無產者 文藝に 就いて。 装飾的な 描寫の 無產者 文藝。 モガ、 モボは 現代的 か。； 

機械と 精神との せ 口， 合。  一 

第六講 現代の 英雄  一 

機械の ェ. f 的 合理性と 社會 性。 文明の 外貌 G 著しい 變化。 圓 タタの 流行。 ； 

圆 タクの 性質の 分 祈。 均 一 化の 理想。 商品の 社會的 性質。 商品の 焦燥 意識。： 

ジャ I ナ リズ ム の 平凡と 尖鋭。 昔の 英雄と 現代の 英雄。 英雄と 商品 性。 ； 

第七講 商品 化と 標準化  一 

機械の 標準 性と 商品の 平均 性。 標準 性と 平均 性の 類似と 相違。 社會 性の 限 ： 

定。 商業主義 社會。 機械 製品と 商業主義。  ： 

第八講 社 會經終 はどう 進む か  


货幣の 合む 理想。 商品 は货 に變 らうと する • 資本主義の 社會。 ft 本の 働 

らき。 信用 手形が 生れる。 信用 手形の 魔力。 鈸 行の 活動。 マルキシズム 修 

正の 必要。 信用 G 任意 發行は 危險。 文明の 割 一 化が 起る。 

第九講 都會 と田舍 はどうな るか  一一 一 « 1 

田舍に 文化が あるか。 都 書 はどうして 生 沽出來 るか。 革 純 都市と 複雜 都市。 

例 を 米屋に 取る。 絕 消耗 體とは 何 か • 田 合と 嬲 保す る 仕方。 都 t と田舍 

との il 係 法則。 關 保から 起る 種々 の 問題。 田舍が 征服 せられた 理由。 この 

根本 問題 を どうして 解決す るか。 都會 はどうな るか •  二十 世 fcQ 肚 會改迭 


方法。 

第 十講黎 明  1  一一 U 

幻想 を 描く。 この 霧 を 晴らす ために。 

日本に 於け る 國粹社 會黨の 可能性 問題  一一 一六 凡 

農村 問題の 社 會學的 基礎  …： 一一 ー< 九 

改版 序  一一 一九 一 

一、 都會と 農村との 根本 關係  一一 一 ルセ 


絶 封 消耗 體學 說。 絕對 消耗 體ゎ 自己 支持。 絕對 消耗 體の 生活 安 料の 消却 方 

法" 都會 と田舍 との 鼸 保の 社 會問 題。 都會と 田舍と CS1E 係 C 文明 間题。 m 

對 消耗 體 法則 の 數學的 表現 • 如何にして 此の 關 保 を 教濟す る か。 

二、 物價を 決定す る都會 農村の 關係 公式  

本 K 的 関係の 典型的 形式。 典型的 都會 形式の 生活様式， 都會と 農村との 特 

珠的關 係。 都會と 農村との 一般的 關保。 都鄧關 保の 根本 法則。 農村 閉题斛 

決 へ の 方向。 

三、 文明 問題と しての 農村 問題 を 解決す る 根本原理 及び 方策 ：… 

文明に 於け る 農村と 都會と e 闢保。 農村 固有の 文明 的 意 義。 《a 村 間 題 解決 

C 根本原理。 蔑 村 問 題解决 e 根本 方策。 一 般的敎 養の 設備 及び 二三の 時論 • 

他の 二種の 敎養 及び 貍濟的 方策 • 

四、 農村 爭議と 將來の 農村 學校  

小畢孥 童 C 盟休。 初等 敎育 c» 級 性。 敎育 QS- 級 性 へ の 對抗。 階級 性より 

雕 する 敎 育の 驚 手點。 廣 村に 於け る將來 G 學校。 

篇 

現今 世相の 特性  ： 


日本 は何處 へ 行く  •  1- ーゼ 

1 日本 は 存立 m 來 るか  

二 日本 存立 Q 物質的 基礎 はどうなる  五一 二 

三 國民的 統制 經濟と は 何 か  五 ニー 一一 

四 國 家社會 主義の 誤謬  五一 S 

五 戰^ は 避け 得られる か  ：- …：. ；…… ：. ；…  五一 一九 

六 n ン ミ ュ - ーズム と 非 統制 資本主義  五ーーー0 

七 日本の 經濟 は何處 へ 行く  五一 一一 四 

八 日本の 政治 は 何處へ 行く  五一 一一 六 

九 統制 國民 主義 へ  S 八 

ー〇 日本の 敎育は 何處へ 行く  五 四 0 


文明の 高等 批評 

島國 家と しての 日本の 將來 


文明の 高等 批評 


文明の 高等 批評 


最低 の 公衆 を 着 P へ點 とした 哲學の 解^^か ら 、 锻高 0 自由に 思索した 俊 自ら 0 評論 を lEl:^ す る た 

めに、 僕 は 自らの 評論 を 名付けて 文明の 高等 批評と 言 ふで あらう。 文明の 髙等 批評の み、 M の 意 

義に 於け る 評論と 呼ばれ 得る 資格 を 持 つて ゐ るので あって、 他 は 例へ 議論の 體裁 をな し 比 铰の條 

理に從 つ てゐ るに せよ、 悉く 解說と 呼ばる ベ き 性質の ものである。 

我國 現在の 評論と. S はれる もの を 見る に、 文明の 高等 批評 をな す も Q は 極めて 少く、 大多数 は 

ただ 通俗的の 取扱 ひ をな す解說 に過ぎない ものである。 自然 科學の 範園內 では、 その 旣存の 知識 

を 生活に popularize する ために 通俗の 取扱 法 を 以て 一般 說を 努め、 叉 一 方 最高の 自由 圈內で 

は、 最高の 實-驗 と 組織と を 以て 學の 未知 範圍を 征服し、 統一 を 新たに しょうとして ゐ るが 故に、 

1 五 


その 發逹 は駸々 として 止まる 處 なく、 且つ 日常生活に 多大の 貢 獻を爲 して ゐる。 獨り 評論に 於い 

て は 最低の 階級 を 標準と し、 泰西の 人生 批評家の 生活様式 を 表面的に 解說 しょうとして ゐ るが、 

進んで 最髙の 自由 圈內に 這入り込み、 この 人生 批評家の 生活様式 を も 忌憚な く 批判して、 自己の 

生活に 統 一 しょうと 企てて ゐる ものの 少 いのは 何故で あらう か。 恐らく 彼等 は 評論の 採る 方法と 

その 目的と を 誤解して ゐ るので ある。 評論 は 彼等の 信す る 如く その 方法に 於いて は 訓詁で あり、 

その 目的に 於いて は獨斷 である もので は 決してない。 僕の 信す る處を 以てすれば、 評論の 方法 は 

蓋し 討議で あり、 その 目的 は 蓋し 生活様式の 徹底 をな すに ある。 

二 

評論 そのもの がー の行爲 である 如く、 行爲 そのもの は 又 一 の 評論で ある。 行爲の 方法 は 討議で 

あり、 その 目的 は 生活様式の 徹底で ある。 評論に 訓詁と 獨斷 とが 採用 せられな. S と同樣 に、 行爲 

に 於いても 訓詁と 獨斷と は 吾人に 何等 の 決意 を 促す もので ない。 この 意味に 於いて 哲學 の 通俗 解 

說は 自然 科學の 通俗 解說 Q 如くに 實 行に 有 爲 なる 動力 を與 へる こと はないで あらう。 何と なれば 

自然 科學は 生活 材料の 利用で ある けれど、 哲擧は 生活 惯 値の 制 別で あるから である。 生活 材料の 

利用に 於いて は 知識で 十分 だが、 生活 惯 値の 制^に は 評論が 必要で ある。 かやう に 嚴密に 曾 ふな 


らば、 哲學を 通俗的に 解說 するとい ふこと さへ も 不安定の も Q となる。 これ は必す しも 議論で は 

なぐ、 事實が 旣に證 明して ゐ るので あって、 最近 ベルグ ソン、 オイケンの 哲學が 汗 牛充楝 もた だ 

ならぬ 書冊に よって 解說 せられる けれど、 國 人の 思想界に 何れ 程の 光明 を も II さない のに、 ラヂ 

ュ I ムの發 見 は醫學 上に 一新 境地 を 開いて その 化舉的 极據を 知らない 俗人に も 遺憾な く 利用 せら 

れ るの を 見ても 分る ので ある。 

自然 科 學には 最高の 自由 圈 があって、 この 範域 では 最高の 學說最 深の 知識が 多くの 學者 間に 討 

議 研究 せられて ゐ るから、 學の 進步は 一 日 一 時 をも忽 せに して ゐな. S ので あるが、 我國 現在の 哲 

學 はこの 最髙の 自由 圈に 於いて 討議 研究す ると 言 ふこと がない から、 一向に その 進歩が なく、 自 

然科 學の發 達に 比するならば、 祈 1： 學 の進步 はた だに 二 世紀 や 三 世紀の 後れで はない ので ある。 國 

人の 生活様式 は 未だ 渾沌た る狀況 であって、 徹底 自覺の 行爲は 殆ど 求む るに 難く、 獨斷か 模倣に 

據る 盲動が 大部の 行動 を 占めて ゐる。 

かくの 如き 過誤の 責任 は、 無論 全般の 國人 にも そ Q 1 半 を 分って ゐる けれども、 尙ほ 十分の 問 

罪 は 文明 批評 者 自身に 向って 爲 すべき もので あらう。 彼等 は 第一 に その 獨創 心が 缺 乏して なる。 

問題の 內 部に 深く 立 入って これと 共鳴し、 そ Q 改造 を爲 すに は 健全の 創造力が 第一 に 必要で ある 

けれど、 彼等に は それだけの 天 一 m が缺 乏して ゐ るので ある。 第二に 彼等 は廣く 諸科舉 Q 知識に 通 

じて、 而 かも その 科 學獨特 の 論理に 熟達して ゐ ると いふ ことがない。 彼等 はために その 思索が 偏 
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狹 であり その 組！！ が 不徹底であって、 渾然たる 文明 を 批評す るに は 準備が 餘 りに 素朴で ある。 か 

くの 如き 哲舉 者が 何う して 泰西の 哲人に 伍して 自由 討究が 5^ 來 ようか。 

評論の 目的 は 生活様式の 徹底で あると 一 百 ふこと から 直ちに 演緯 して、 評論 はこれ を 自己の 生活 

よりも 原始的なる 人に のみ 示して、 その 向上 を 促す ものであると いふなら ば 大いに 誤って ゐる。 

評論 は實 際、 低級の 生活 をな す 人の 向上 を 計る こと も その 重要なる 任務と はして ゐ るが、 自己と 

同 一 或 ひ は それ以上の 程度の 生活 をして ゐる髙 級 Q 人に 示す こと も 亦 忘るべからざる 任務に なつ 

てゐ る。 何と なれば、 評論の 形式 は 討議で あるから、 互 ひに 刺激し なければ 思想 は問定 して 一 般 

の 心的 文明 を 進める ことが 屮 I 來な いので ある。 この 最高 自由 圈內で 互 ひに 討議す る 評論 は、 實に 

文明の 高等 批評であって、 僕 は ただこの 種の 評論ば かり を 創作し ようと 心 懸けて ゐる。 

言論 著作 の 自由が 高等 の 文明 批評 者 に最 要の 條件 であるの も、 Isli し 評論の 形式 は 討論 であるか 

ら である。 思想の 自由がなかったならば 文明 批評 者の 存立 は 不可能で あるが、 發 表の 自由 は 思想 

の 自由に 於いて 最大の 部分 を 占めて ゐる。 思索の 自由 を 保留す る だけで、 思想の 自由 を 認容して 

ゐ ると は 言 はれない。 然る に 我國の 政府 は 文明 の 高等 批評に 對し て も往 々 にして 峻 酷なる 態度 を 


示し、 最低の 標準 を 以て 最高 自由の 高等 批評 を も 拘束し ようと 企てる が、 かくの 如き は ra^ して 國 

家の 文明 を 進める 所以の 道で あらう か。 有害なる 感化 を國 人に 及ぼす として 發 表の 自由 を剝 奪す 

る その 標準 は" 常に 社 會の讀 者 或 ひは聽 衆の 最低 を 基礎と して ゐ ると 觀 察せら るるの は、 批判力 

あり 經驗の 豊富 である 中等 以上 の 知識階級 に は、 その 影響が 決して 有害で ない と 見られ 得る 證跡 

が あるから である。 例へば 社會 主義の 如き は、 我國に 於いて 未だ 眞 正の 意味に 於いて 研究せられ 

てね ない けれど、 國人は その 名 を 聞く こと 恰 かも 身 を 滅ぼす 病菌 か 毒劑の 如き 態度に なつ てゐる 

とい ふの は、 明かに 政府の 處 置が 有力の 原因と なって ゐ るので ある。 社會 主義者 をして、 最高 自 

由 の 範 域に 高等 批評 を爲 さしむ る こと を 認容して ゐ るなら ば、 俗人 を 誤る こ ともなく 却って 心的 

文明 を 向上し、 國 家の 病弊 を 改革す る ことが 31 來る であらう に、 徒らに 思想の 自由 を剝 奪し 個人 

に 迫害 を實 行す る な ら ば、 彼等 は 寧 ろ國 家に 對す る 反感 を 醸成 して その 結果 は 甚だ 有害な る もの 

となる であらう。 世界に 於いて 最も 進歩す る 運命 を 擔ふ國 家 は、 藍し この 文明の 高等 批評家と 結 

託し、 これと 親善なる 友誼に 於いて ある 國家 であると、 僕 は 固く 信じて ゐる。 

行 爲の選 擇に關 して 本來 批評 は發 生した ものである。 欲 動の 胚 種が そのまま 行 爲 にまで 發逹し 
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て、 而 かも 何等 0 後悔の ない 生活が 續 けられる とするならば、 批評 は 屏息すべき である。 實驗上 

かくの 如き 場合 は、 複雜 なる 有機 體と、 分化せ る 作用 を 有する 吾人々 類に 極めて 稀で あるから、 

批評の 効用が 現代に 消散した と は 決して 言 はれない。 かくして 批評 は發 生の 起原から 見て、 その 

對象は 全く 個性 そのもので あるべき 普で ある。 批評 本來の 効用 も 亦 この 個性の 批評に よつ て 生活 

樣式 の 徹底 を 爲すこ と 以外に は 決し てな かるべき 答で ある。 批評の 發生的 意義と 効用と は S V 世 

上に 誤られて ねる。 

併しながら 我々 は 自らの 個性 を 批評す ると 同時に、 自我 Q 表現 個性の 產物を も 批評す る ことが 

ぉ來 よう。 何と なれば 斯く する ことによって、 我々 は 單に僴 性 を 批評す る 直接的 方法ば かりから 

得る 効用よりも、 更ら に擴大 せられた 効用の 範域を 占有す るに 至る からで ある。 文明と は 個性 Q 

外部 流動の ことで ある。 批評の 第二 類は實 にこの 個性の 外部 流動、 卽ち 文明と よぶ ものの 批評で 

あるが、 その 意義 は 結局 個性の 批評の 外にな く、 効用 も 亦 批評の 第一 類と 違って ゐる 害がない。 

外的なる 文明の 批評に はこれ も 低級と 髙 級と 一 ー種^^方法がぁる。 個性の 外部 流動 を單に 外部 か 

ら接觸 する 方法と、 その外 部 流動 を 常に 內部 原因の 個性にまで 還元して 同情す る 方法と は卽 ちそ 

れ であるが、 低級 批評 卽ち 解說的 方法が その 前者に 執着し、 文明の 高等 批評 卽ち眞 の 意味に 於け 

る 評論が その後 者 を 採用して ゐる こと はいふまで もない。 我々 が 批評に 際して 一 人の 哲學 者の 思 

想、 一個の 文明 運動の 動機に 深く 立 入って、 同情 態度の 研究 をす る 時には、 研究者の 個性 は その 


思想家 その 運動 者の 個性に からみ 合 ひ、 彼我の 生命と 生命と は 直接 打つ かつ て 何とも 批評が 出來 

なくなる とい ふこと は 屢./ 經驗 する 事實 である。 何 ぞ我國 の 思想家 達が、 泰西の 新 思潮 新 哲學を 

紹介し 批 ITU する に、 一向に 內部 徹底の 手段 を 採らす、 外部 輪廓 を獏 索す るに 極めて 大膽 であるか Q 

如何な る 惡弊も 虚榮に 基せ る ものより は 善良 である と は 僕 平素 の 感慨で あるが、 我國 に批 li^ 家と 

呼ばれる ものの 態度 を 見て 特に 感 すると ころで ある。 彼等 はこの 解說の 外部 接觸 によって は、 何 

等 その 偶 性の 內容に 革命 を！^ らす ことが 屮ぃ來 す、 批評 木 來の發 生 的 意義と 効 15 と を 無視して ゐる 

ものであると. S はなければ なるまい。 

文明の 低級 解說 から、 僕 自らの 評論 を 文明の 高等 批評と して 分離すべき ものである。 
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一 序 論 

一 つの 大戰 を經過 すれば、 ^界の 陸海 軍に は その 戰 術に 大 改正の 行 はれる こと は、 一般の 熟知 

する 事實 である。 例へば 歐 洲の大 戰を經 過した 各國 は、 陸軍に あって は 飛行機 を、 海軍に あって 

は 潜水艦 を、 そ 0 主要なる 戰 鬪機關 となす に 至った が、 これら Q 機關が 實戰に 多大の 貢默 をな す 

こと は、 實際 に戰爭 を經驗 して 見なければ 分らなかった ことで ある。 若し これらの 機關 が資戰 の 

主要々 素 をな すと いふので あれば、 それに 伴隨 して 陸海 軍の 軍備 編成 に は 著しい 變革 が 加 へ ら れ 

なければ ならない し、 隨 つて 我 國の國 防 策 そ Q もの も、 その 重要なる 部分に 於いて 變改 せられな 

ければ ならなくなる。 

かくの 如き は大 戰の經 驗が與 へた 戰 術の 技術的 方面の 變改 であるが、 更に その 大戰 Q 結 によ 
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り變 化せ しめられた 國際 政治的 事實の 影響 を與 へた 戰 術の 變改、 隨 つて 國防 策の 變改も 亦 著しい 

ものと 言 はなければ ならない。 例へば 從來我 國の假 想 敵 は亞細 ISI の 大陸 方面に あり、 隨 つて そ 0 

陸軍 を擴 張す る こと は 已むを得ない 國際 政治的 狀 勢であった が、 露國の 革命 後 はこの 献勢 一 變し、 

我々 は その 假想敵 を從來 とは^の 方面に 明視し なければ ならす、 隨 つて il 海軍の 取る 戰術、 及び 

國防 策に も顯 著なる 變改が 加 へられなければ ならなかった。 

しかし 戰^ の經 驗の與 へ る 理論的 及び 實際 的變改 は、 あ へ て 戰術ゃ 國防策 やの 範 園に 止まらな 

so 諸般の 思想が それにより 大 影響 を 受ける こと は 今 罔の 大戰 の與 へた 敎訓 であるが、 中に も 政 

治と 經濟と Q 理論 は、 それの 幾多の 部面に わたって 變改が 加 へられた し、 また 從來 知る を 得な か 

つた それの 新 說も頻 々として 現 はれて 來た。 若し 政治的 圃策、 經濟 的圃， 焚と 5 ふやうな 一 W 紫 を、 

國防 415^ とい ふと 並行した 意味で 使用し 得る とすれば、 大戰後 は 我國の 政治的 國策、 經濟的 W 策 も 

その 主たる 部分に 於いて 顯 著なる 變改の 加 へらるべき もので あらう。 そして この場合 にも、 戰衛 

や 國防策 におけると 同じく その J^. 響 は 二つの 方面より 加 へられる。 その 一は、 大 戰の經 験に より 

變改の 加 へられた 政治、 經濟の 理論よりの 影響で あり、 その 二 は、 大戰 後に 成立した！： 際 的 政治 

關 係の 新 局面よりの 影響で ある。 大戰 後の 日本 は、 もはや 大戰 前の 日本で はない。 隨っ てまた 大 

戰 前の 日本の 政治的 圃策、 經濟 的阔策 は、 もはや 大戰 後の 日 木の 政治的 國策、 經濟的 1： 策で はな 

.s。 さう した 變改が 我 國の國 ^の 上に 加 へらるべき 必要 は、 我々 自身に より 痛感 せられて ゐ るに 


止まらす、 外國の 識者 も 亦 等しく そのこと を 言つ てゐる ので ある。 

島國 家と しての 日本の 將來に は、 必然的 法則と して 如何なる 運命が 臨んで ゐ るか。 隨っ てこの 

運命 をより よき 方向へ 轉換 する ために、 日本 は 今後 根本的に いかなる 國策を 建設すべき であるか。 

大戰 後に 興隆した 諸般の 新 思想に つき、 私と して は 出来るだけ 公平の 調 _ ^；を 績 けて 來てゐ る に、 

漠然ながら その 國 策の ヴ イジ ョ ンが 私の 腦裹に 浮んで ゐる。 現に 何人も 覺 悟して ゐる 如くに、 日 

本の 將來は 安臥 を 許す 悠々 閑々 底の もので はない。 私 は 自らの 懐抱す る國策 論の 一端 を 直 一一 ni 的に 

國 民の 前に 訴 へたい ので あるが、 それ を なすことの 自由 は 全部 的に 許されて はゐ ない。 また これ 

を 語らな. S 方が 國際 外交的に は 有利で あらう と 思 ふ 部分 も 多々 ある。 それ故に 私 はこ こに 『*Q 國 

家と しての 日本の 將來』 なる 標題 を揭げ て、 自らの 懷 抱す る國策 論の 一端 を 公表しょう とする の 

であるが、 何故に かかる 國策を 取らなければ ならぬ かの 理由に 至って は、 自說を 述べる ところな 

く、 自說を 得る に 有力なる 刺激 を與 へた 資料 を そのままに 提示し、 その 解釋に 至って は讀 者の 想 

察に 任せて 置かう と 思 ふ。 しかし その 資料 も敢て 多く を 選ぶ ので はなく、 互 ひに 思想の 聯絡 を 保 

ち、 且つ 現在の 國 難に 對 照せられ て 我々 に敎へ ると ころの 多い もの 三種 だけ を 選んだ ので ある。 

その 资料 を解說 する にあたって は、 特に 原著者の 言葉に 執着せ す、 日本の 事情 を參 酌して、 私自 

身の 言葉で 語って 行きたい。 

かかる 资 料の 第一 は、 私が 昨年 來我國 0 學界へ 紹介して 來た 英國の ドウ グラス イズムの 思潮で 
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あり、 私の 宽 集し 得た それの 文献 だけで も旣に 四十 冊餘に 達して ゐる。 ドウ グラス イズム は ギル 

ド社會 主義の. M: 部に 起った 全く 新ら しい 經濟 學說 であり、 信用 制度の 機轔を 法則 的に 言 ひ 表 はし 

た點 では 確かに 獨創 的なる もの を 持つ て 居り、 或る人 は ドウ グラス 氏の 學界に 於け る 功績 を マ ル 

タスの それに 比すべ きもので あると さ へして ゐる。 その 所說を 全部 的に 解說 論評す るた めに は 私 

はな ほ 他の 著 を 費 さう と 欲して ゐる。 今 本論の 問題に 關係を 持ち、 我々 の 考察に 有力なる 资料を 

供給す る は、 それらの 文獻の すべてが 、生産 品の 國外 輸出に 關し、 一致して 主張しつつ ある 或る 

意見で ある。 

資料の 第二 は、 バ アト ランド. ラッセル 氏の 近著 『產業 文明の 前途』 である。 擧界 における ラ 

ッ セル 氏の 地位に ついては、 今 改めて II 叙す るの 要はない。 氏を單 なる アナ キス ト 或は 社會 革命 

家と 見る は 當れる もので はなく、 この 書に 於いて 氏の 公平なる 文明 觀は 全面的に 公表せられ、 何 

人 を も 首肯せ しめねば 巳まない 力強い 文明 批評が 述べられて ゐ るので ある。 この 書に 於いて 今 私 

達の 考察に 必要なる 部分 は、 ラ ッ セ ル 氏が 現在の 世界の 列 とま 會、? HI おの iA.^ か を 論じた 

ところと、 及び 日本、 ま那、 英國、 米國、 その他 世界の 列强の 運命 を豫 言しつつ あると ころと で 

ある。 

資料の 第三 は、 南 滿洲錢 道 株式 會 社の 地方 部學務 課が 昨年の 十 1 一月 に 一 部の 人士 へ 公開した パ 

ンフ レット 『華 人の 觀 たる 日本人』 であって、 その 内容 は 分量と して 少ない もので はあった が、 


そ の意見は不田.^議にも私 の 胸 を 打 つた。 これに 於いて 私 は 支那に 於い て 事業 を 爲し つつ あ る：^ 人 

と 支那 人との 經營の 相違、 ひぃては產業革命後の日本んと支，んぃ^^4か§^^&1„がに就き、 反 

省せ しめられる ものが あった。 併し この 資料 は 滿鐵會 社が r 秘」 の 印 を 押捺して 頒布し、 その 序 

に 新聞 雜 誌に 登載すべき 性質 もので はない と 書いた ものである。 全 冊 を 讀み通 ほした ところで、 

こ れを 公表す る に 何の 支障 もな. S もの だ と 私 は 批判す るので あるが、 その 發表者 がかく 斷言し た 

限り、 私 は當然 思想 公表の 道德を 守って、 その 全部の 內容を 公表すべき ではない。 それ故に この 

料に 就いて だけ は、 單に 部分的に 觸れて 置く ので ある。 

二 輸出 本位の 産業の 危險 

第一 の 資料 は、 從來 私が 「ドウ グラス 信用 計畫」 の 文獻と いふ 名目 を 以て 紹介して 來 たもので 

ある。 

ドウ グラス 信用 計畫 は、 社會 主義の ごとき 革命的 變革を 社 會に與 へる ことなく、 資本主義 Q 前 

提を そのままに 許容しながら 一 の 新ら しい 社き 改造 方法 を 採用し それ を 徹底的に 遂行す る ことに 

よって、 社會的 生活の 內容 を社會 主義の 實 行せられ た 場合と 同じ ものにしよう とする。 卽ち 彼等 

主 者の 中の 或る 一 人の 言葉 を 使へば、 「富める 人 を そのままに 富ましめ、 貧しき 人 を 次第に 富 


ましめ、」 かくして 社會の 何人 を も 傷害し ない 改造 Q 方策で ある。 ドウ グラス イズム は 如何なる 

時代の 社 會へも 適用 せられる ことが 可能で ある けれども、 特に 現在 その 主張の 意義 を 容認せ ざる 

を 得ない 所以 の も Q は、 それ が 現在 困難に 陷っ てゐる 欧洲の 處業的 不振 を 再興し 得る か ら である。 

^ 洲の社 會が今 現に 苦んで ゐる もの は库 業の 不振、 金融 Q 逼迫、 失業の 流行で ある。 一例 を擧 

げれ ば、 英國は 大戰の 前後 を 比較す るに、 その 產業的 設備 は戰 後に 於いて 著大なる 擴張を 示して 

ゐる。 換言すれば 英國の 富 は、 戰 後に 於いて 戰 前よりも 著しく 增 大して ゐ るので ある。 それに も 

拘ら. f- それらの 産業 的 設備 は 入 土 部 的に 運用 せられて ゐ ない。 それ を 運用す る 勞働カ は 何等 缺乏を 

來 して ゐ るので なく、 寧ろ 反對に 大衆の 失業者 を 出して ゐ るので あるし、 また 消費者の 立場から 

ID^ て も 供給 せられる 貨物の 分量 少なく、 切に 大量の 貨物 を 要求して ゐ るので ある けれども、 それ 

らの生 產機關 は 運用 せられて ゐ ない。 その 原因と して ドウ グラス イズムの 指摘す ると ころ は、 そ 

れに 特有の 經濟 理論 を 背景と する ことで あるから、 ここに 1 言 を 以て 讓す こと は s: 來な いが、 要 

する に、 原因 は 現在の 社會の 貨幣、 銀行、 信用の 制度に 潛 むと 見る。 それ故に ドウ グラス イズム 

の 改造 方策 を 探 用 すれば、 これらの 困難が 除去せられ るから、 隨 つて 現在 歐洲 の難關 たる 産業の 

不振、 金融の 逼迫、 失業の 擴大 もまた 完全に 解決せられ ると いふので ある。 

私が 今 ここで 必要 を感 する 思想 は、. ドウ グラス イズムの 贊成者 等が、 一致して、 國外 isj のた 

めの 企業に 反對 して ゐる點 である。 この 主張 は ドウ グラス イズム に 特有なる 經濟 理論から 演繹せ 


ら れて來 たので は あるが、 なほ 痛切に それ を感 する に 至つ た 社會的 環境 は 次の 二つの 事情で あら 

う と 思 ふ。 

一 、 世界 大戰 は、 各 國が國 外 輸出 Q 競爭を はじめ、 市場の 爭变 ^ 戰を 演じた こと を 主たる 原因と 

した。 かか ひや S -、 i まか 4-.^ i ヽ 戰爭が 根絶せられ るた めに は 骨 界の各 產業國 は 市場 獲得の ため 

^き ^.ii ま で^へ ない。 若し 各 國が大 戰後も 同様の 政策 を績 けて ゐる とすれば、 大戰爭 は 今 

後 も 決して 絶無に 歸 して はゐ ない。 そして 戰爭 をな すべき 運命 を擔 つた 國 家と は、 外 國に巿 場 を 

獲得し ようと 努めて ゐる圃 家で あり、 また その 交 戰の對 手國と は、 纖績 的に その 市場 奪 戰を： 奴 

じつつ ある 對手國 である。 それ 以外の 理由 を 以て は、 恐らく 戰爭は 起り 得ない に 相違ない。 

二、 經濟 生活 單 位の 範 園が 次第に 擴 張せられ、 國民經 濟に代 ふるに 画 際 經濟を 以てする こと は 

現 時 Q 大勢で は ある けれども、 同時に 國 際經濟 には大 いなる 危險の 伴 ふこと が大戰 によって 明か 

に 意識せ.^ れた。 殊に 英國の 如き は 自國內 に 生活必需品の すべて を 持って はゐ ない。 食物 さへ 英 

國 全土の 產額 は英國 人の すべて を 養 ふこと が 出来ない ので ある。 そして 英國は それに 對し 多くの 

注意 を拂 はなかった。 諸外國 から 產 業の ための 原料 を 輸入し、 それ を 加工して 輸 3； する ことによ 

り 利益 を牧 め、 その 利益 金 を 以て 生活必需品 を 諸外國 より 輸入 すれば それで 十分 だと 考 へて ゐた 

ので ある。 大戰 後の 英國の 危機 は 全く この 政策の 中に 宿って ゐた。 しかし これと同じ. S 性質の 危 

機に 遭遇した もの は、 ひとり 英國 だけではなかった。 それ故に 大戰 後に は、 自國 の經濟 生活 は、 
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自國. 円 を以 て 自給 完了す べき ものであると 0 思想が 至 ると こ ろに 勃與し た 0 で あ る。 今 nri 社會改 

造 問題に 關聯 して 發 行せられ る 諸 論 著 を 見る に、 多少で もこの 色彩 を ：i^; つ て ゐ な い 場 合 は 少 な い 0 

三 輸出が 及ぼす 國民 生活の 不利益 

ドウ グラス イズムに あって は、 現在の 產業 組織 を 以てして は、 何れの 國も 必然的に その 生產貨 

物を國 外へ 輸 3^ せざるを得ないと 論す る。 その 理論 根據 は專ら 財政 的なる ものであって、 マルク 

スゃ H ンゲ ルスの 「征略 競爭」 の 理論と も異 つた ものである。 その 生產 貨物 を國 外へ 輸出す る こ 

と が 窗らす 社會的 缺陷は 次の 如き ものである。 (私自身 の 言葉で 語らう。) 

一 、 それにより 必然的に 各國 によっての 市場の 爭考戰 を 演じ、 隨 つて 世界の. 1^ 戰 を苒來 せしめ 

る。 今世界の 各國 さへ 互 ひに 市場 爭奪戰 を 演じなかった とすれば、 戰爭の 原因 は 大部分に 於いて 

除去せられ たもので ある。 

二、 それにより 國內 Q 經濟 生活 を 貧弱なら しめる。 貨物 を國 外へ 輸 35 する は、 同 內に それ 0 需 

要 者が 少ないた め 過 剩を來 して ゐ るから とい ふで はなしに、 それ を國 內で寶 るより は國 外の 市場 

で賣る 方が、 より 多くの 利益 を牧め 得る からで ある。 それ故に 國內に は 如何に 多くの 需要 ある 場 

合で も、 甚だし. S 場合 は それ が 生活 の 必需品 で あるた めに それ を國外 へ 輸出す る こと は國 民の 生 


活を 脅威す る 所以の ものである 場 4 口で も、 輸出す る 方が より 多くの 利益 を^る ときには、 企業家 

や 商人 はこれ を 輸出して 博る ところがない。 輸出 人品-を 調節す る 唯一 の 手段 は關稅 であるが * 關 

稅の 目的 は 現在に 於いて は產 業の 保護に 置かれて あり、 消費者の 保護に 置かれて はゐ ない。 のみ 

なら やその 货 物が 國 外へ 輸出 せられる 場合に は、 その 貨物の 價 格は國 外の それに 達する まで 纏り 

上げられ、 國民は 髙ぃ價 格の 貨物 を 買 はなければ ならなくなる。 若し それが 生活必需品であった 

やうの 場合に は、 そのために 被る 國 民の 損害 は どれ だけ 大き い か 分らない。 

なほ その 貨物が 輸 35 せられて 大. S なる 利益 を 得る 場合に は、 生産者 は 競って それの 生産に 志 ざ 

い、 ためい 國內の 生産力 は それだけの 部分 を 奪 はれる ことと なる。 今 若し 國 外への 輸出品が 生活 

必需品ではなくて ill 澤品、 享樂 品であった とすれば、 生活必需品 を生產 する ための 生 產カは それ 

だけ 削減せられ るから、 隨 つて 生活必需品の 生産額 を减少 せしめ、 その 惯格は 高くなる ので ある。 

のみなら す、 赘澤 品享樂 品の 生產 にあって は、 生產 費用の 割合に 少な. S に對 比して、 その 惯格 

は 高. S のが 普通で ある。 それが 贅澤 品、 享樂 品で あるとの 消費者 心理に 隨 つて、 消費者 は その 價 

格を怪 ます、 或る 場合に は 却て 高價 なること を悅 ぶので ある。 かくして 贅澤 品、 享樂 品の 生産の 

利益 は 他の それに 比し 著しく 大きい が、 若し かくの 如き 生產 業の み發 達した とすれば、 隨 つて 生 

活 必需品の 生産の 利益 も 亦 それに 釣り合つ たものに ならなければ ならす、 必然的に 生活必需品の 

惯格を 高く する ことと なる。 


三 四 

この 後の 場合 は 日本が 今 現に 經驗 しつつ ある。 香水の 生產 費用 は 一 瓶 僅かに 一 一 錢 位で ある 場合 

にも、 その 價格は 八十 錢 一 圆と髙 くつ けられて ゐる。 然るに その 消費者 は 毫も この 高 價を怪 まな 

い。 その 價 格が 低い 時には、 消費者 は 却て それ を 粗 質なる ものの 如くに 見て 購入し ないから、 生 

魔 者 は 寧ろ 注意して それ を髙價 にしなければ ならな. S 。婦人の 化粧料、 賫藥 は、 現在のところ 最 

も 多くの 利潤率 を牧 めて ゐる ものであると 思 ふが、 隨 つて それら Q 生産者 は 常に 巨大なる 廣吿費 

を 散 じて 惜 まない。 

大戰以 來我國 の 家庭 は何處 でも 女中 難の 聲を發 して ゐる。 女中 そのものが 拂 底して ゐる 許リで 

はなく、 女中の 貸 銀が 髙. S ために 苦む。 何が 故に この ことが 起った かと 雷へば、 婦人 を 使用す る 

工場の 數が 大戰以 來激增 したため、 婦人 勞働 者は貨 銀の 割合の よい 工場へ 走り、 隨 つて 女中 は拂 

底と なり、 若し それ ありと する も その 赏銀は 工場の それへまで 驟り 上げられる。 今日 我國の 普通 

の 中流 家庭 は育兒 の 任務 あるが ために、 女中な し では どうしても 立ち行かな. S ことと 思 ふ が 女中 

拂 底の 結 ™r その 能率 著しく 低下し、 のみなら すその 賃銀が 工場の それと 等 額になる こと は、 中 

流 家庭 の堪へ 得ない 苦しみで あらう と 思 ふ。 それらの 工場 は 大戰中 は 概ね 輸出の ための 生 產を爲 

す もので あつたが、 今の 場合 は 輸出の 盛況なる ために 家庭の 生活が 脅威 を 被った 一 例で ある。 

我國の 海外 輸出品 中總 金額の 最も 大 いなる もの は 生絲、 絹織物の 如きで あるが、 この 兩者は 生 

活 必需品ではなくて 贅澤 品、 享樂 品で ある。 贅澤 品、 享樂品 は 前に 述べた ことにより、 その 利益 


の 率の 大 なる ものであるから、 かくの 如き 貨物より 外に は 輸出し 得ない とい ふこと は、 我 國に於 

ける 產 業の 經營が 世界的に 見て 巧みで はなく、 甚だ 拙なる こと を 示して ゐ ると 思 ふ。 SM にす： S 業 的 

經營の 巧みなる もの は、 その 生產 品の 種類と して 生活必需品 を 取り、 ^益の 率の 最も 低い も のに 

く堪、 へ 得る 經營者 である。 換言 すれば 食物な ど の 生 活 必 需品 の安價 なる 國は、 內容 的に 見て 眞、 

に 産業 的 經營の 巧みなる もので あらう と 思 ふので ある。 我國の 如くに、 國內の 主たる 產 業が 贅澤 

品、 享樂 品の 生產 である 場合、 言 ひ換 へれば 產 業の 利益の 率の 高 5 國 にあって は、 生活必需品の 

惯格も その 率に 釣り合 ふため 高慣 となる から、 消費者と しての 國 民の 生活 は そのために 不利益 を 

被らされ るので ある。 

四 輸出と 國民 經濟の 本義 

貨物 を國 外へ 輸出す る經濟 生活に は、 なほ 一 つ 重要な 缺陷が 伴って ゐる がそれ は 稍. - 後に 至つ 

て 述べる ことと する。 

貨物 輸出 の窗ら す圃民 生活の 損害 は 右に 述べた ところの 如くで あるが、 ドウ グラス イズムに あ 

つて は、 な ほ經濟 生活 その ものの 本義より して 貨物の 輸 35 に反對 する ので ある。 

抑. -國民 經濟の 本義 は何處 にある やと i 百へば、 一圃の 民衆 Q 需要す る 生活必需品、 蝥澤 品、 享 


樂 品等 を 生産して、 國 民の 消费へ 提供す る ことに ある。 經濟 生活の 本義 は それだけ であり、 それ 

以外の 事 はこれ だけの 仕事が 凝滯 なくな された 後の 餘剩カ を 以て 爲さ るべき である。 然 らば 或る 

一 國の經 濟が輸 s: 品の 生產を 本義と するならば、 それ は國 民經濟 として 旣に 邪路に 人った もので 

ある。 また 政府と して 切に 輸出 を獎勵 する 事 も、 國民 經濟の 本義に 悖って ゐる。 國 家が 富んで ゐ 

ると は、 自國の 生産 品を國 外へ 輸出し、 それの 輸出超過 によって 自國へ 多額の 金貨 を 輸入す る こ 

とで はない。 國內の 生産者と しても、 國內の 購買力が 大 であり、 いかなる 大量の 生産 も それ を 消 

費し 得る 購買力 を 見出し 得た とすれば、 それだけで 十分に 生産者と しての 利益の 擧 げられ る こと 

であるから、 何 を 苦んで その 生產 品の 画 外 輸出に 憂身 を やつす であらう か。 それ故に 國家 として、 

政府と して、 國 民に 獎勵 すべき こと は、 輸£ 品の 生産ではなくて 國 民の 生活必需品の 生產 である。 

然 らば 私達 は 全然 貨物の 國外 輸^ を 心掛けて ならない もの かとい ふに、 必 すし もさう ではない。 

國內的 需要 品の 生産に 全力 を盡 し、 且つ 國 民の 必要 分量 を 十分に 提供し、 なほ 且つ 餘り ありと す 

れば、 これ を國 外へ 輸出して よいので ある。 併し この場合に は その 輸出の 意味 は 全然 國際 的に 有 

無 相 通す る ことに あるので、 市場 爭奪は その 目的で はない。 換言すれば 市場の 爭奪 は、 現在に あ 

つて は國 家の 死活に 關 する 重 耍 問題で あるから、 それが ために 國家 間の 戰爭 を惹き 起す ので ある 

が、 有無 相 通す るた めの 輸出に は それだけの 執着 を 持たない から、 必然的に 戰爭を 起さす、 寧ろ 

圃際的 協調の 傾向 を增大 せしめる ので ある。 


現在に あって は、 國外 輸出品の 生』 M は國民 經濟の 主部 分で あり、 國內的 消費 物の 生產は それに 

依存す る ものと なって ゐる。 英 闘に 於いて その 狀態は 特に 著しかった が、 我 國も亦 決して その 傾 

^い」 か r 尸；.」 か,^ J いの^はなかった。 それ故に 小八戰 後の 世界 經濟の 如くに、 產業的 不振が 世界的 

の 流行と なり、 購買力 を， 界 的に 減少せ しめ、 隨 つて 輸出品 Q 生產を 極度に 减少 せしめた 時には- 

それに 伴隨 して 國內的 消費 貨物の 生産 も 極度に 褰 額し、 國內に は 失業と 物 價騰贵 とが^ 行して 現 

はれる ので ある。 國內的 消費 貨物の 生產 だけ を 振興せ しめよう としても、 生 產機關 Q 聯闘 により 

それ は 全く 不可能で ある。 それが現在の歐洲^^は國の狀態でぁる。 私が 先き に 輸出 工業に 伴隨 する 

缺陷 として、 なほ 一 っ數 へる こと を 延ばして ゐ たもの はこれ であった。 國內的 消費 貨物の 生產を 

主と し、 輸出 工業 を それの 自然 的擴 張と して 經營 した 場合に は、 私達 はかくの 如き 危險に 面接す 

る ことから 免れ る こ とが 出来る で ぁ る。 

ドウ グラス イズムの 贊成者 等が 一 致して 主張す ると ころに よれば、 大戰 により 聯合 國は 勝利 を 

占めたが、 產業 的に は大戰 直後の 獨逸 こそ は 勝利 を 占めた。 何故 なれば 聯合 國 では その 產業 璣關 

が 幾許 も運轉 して ゐ ないで 產業的 閉塞の 欣 態を續 け、 失業者の 數 を增大 せしめて 國家的 危璣を 招 

いて ゐ るに 拘ら す、 獨 逸の 產業機 關は大 戰後活 澄に 運轉 し、 何處 にも 失業者の 姿 を 見なかった か 

ら である。 かくの 如き 狀態を 今後 永く 縫镜 せしめる 時には、 獨逸は 忽ちに して 世界の 市場 を獨占 

し、 舊 時の 强國を 再現せ しめる に 相違ない。 然 らば 獨逸は 如何にし てこの 狀態 を招來 する ことが 
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出来た かとい ふに、 ^逸で は 通貨の 膨脹 を 恐れす 國內 Q 金融 を圓 滑なら しめて、 先 づ國內 的產業 

の 恢復 を 計った。 國內的 産業が 活 俊になる と 同時に、 その 生産 品 は 甚だ 安價 であるから、 國 外の 

需要 も 亦增大 し、 獨 逸の 生 產品は 世界 至る ところ Q 市場に 現 はれた。 輸出が 盛に なれば 國 內の產 

業 機關の 運轉は 益. -活潑 となる から、 愈. -運轉 して 愈. -物價 は 低下し、 失業者な きが 故に 國內の 

購買力 增大 し、 獨 逸の 產業狀 態 は 益 V 好運なる 環境 を 作った ので ある。 聯合 諸 國が獨 逸の 勃興 を 

大いに 氣 にせざる を 得なかった 原因 は そこにあった。 

大戰 直後 の獨 逸の 產業 によって 例示 せられた 如くに、 國內的 消費が 目的と せられて 蓮轉 する 產 

業に あって は、 必然的に そ Q 物惯を 低下せ しめる。 物惯は 低下す るが 國民 Q 購買力 は必 すし も 低 

下しない。 國 民の 經濟的 生活と して は、 よく 生産して よく 消費す るが 故に、 實 質的に は 最も 充實 

した も Q になって ゐ るので ある。 その物 價が 低ければ 國際巿 場に 於いても 勝利 を 占める の は當然 

であり、 輸 ffi; としても その 國の產 業 は 成功した ものになる ことが 35 來る。 ただ 右 Q 如く 國內的 消 

費を活 澄なら しめる ために は、 獨 逸に 於いて 通貨の 膨脹に 何等の 制限 策の 加 へられなかった こと 

が自 から 獨 逸の 産業へ 有利に 働. S たこと によって 例示 せられる 如くに、 貸 幣制 度 その他に 或る 改 

造の 加 へられる ことが 必要で あり、 その 改造な しに は、 物價の 低下 も 購買力の 增大も 必然的に 起 

るので はな. S 。併し、 そのこと を 今 問題の 外に 置く として、 國 內的產 業と 輸出 的產 業と その 何れ 

を 先き にすべき かと 言へば、 わたくし 達は斷 乎と して、 國 内的 産業のお のづ からなる 發 達に より- 
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有無 相 通す る 意味に 於いての 輸出が 起る、 さう した 產業を 最も 健全なる 產 業と 呼ぶ と 主張し なけ 

れ ばなら ない ので ある 0 

五 將來の 强國の 資格 は 何 か 

次に 私 は 第二の 資料と して、 ラッセ ル 氏の 近著 『產業 文明の 前途』 を 瞥見したい。 前旣に 述べ 

て 置 5- た 如く、 私 は 彼の 所說の 中の 僅かに 一 一 點を 注意す るに 止めて 置く。 

世界に は 生長しつつ ある 力と 減 返しつつ ある 力と あるが、 ラッセ ル氏 によれば、 現 時 生長し つ 

つ ある 力の 中の 最も 有力なる もの は 産業 主義と 國民 主義と である。 それらに は 各々 また 二つの 形 

式が あり、 產業 主義 は 資本主義と 社會 主義と に 分れ、 國民 主義 は帝國 主義と 民族自決 主義と に 分 

れる とする。 それ故に 私達 は、 今世界に 於いて 葛藤しつつ ある 重要なる 政治力と して 右の 四つの 

形式の 上に 注意す るが 肝要で ある。 

ラッセ ル氏 によれば、 國民 主義 は 人間の 種 群 本能より 發 達した ものであるから、 產業 主義と は 

違った 途を 歩いて 生長す る。 それ故に 社會 主義が 發逹 して 至る ところの 國 民に 國際 主義の 傾向 を 

作った としても、 社會 主義 自身 の 力で 國民 主義 を 打破す る こと は 不可能で お る 。 寧 ろ それと は 反 

對に、 社會 主義が 發 達すれば 却て 國民 主義い 結び付き、 社會 主義 的國民 主義 を であい， 國 
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家 的對抗 とい ふこと は、 今後の 社會に 於いても 容易に は 消滅す る もので ない。 何故 なれ ぼ、 國民 

主義 は 前述 の 如く 國 民の 種 群 本能 に それ Q 起原 を 置く も の で あ るから。 

ラ ッ セ ル氏は 徹底的 Q 圃際 主義者、 平和主義者で あるから、 かくの 如き 強烈なる 感情 を 背景と 

した 國民 主義に 赞成 する もので はなく、 寧ろ それの 破毀 を 希って ゐ るので ある。 しかしながら 社 

會 主義者 等が ひ たす ら社會 主義に よって 國民 主義の 打破 せられる ものの 如くに 言 ふことの 淺見 を 

指摘し、 國際 主義 は 決して 社會 主義の みの 力 を 以て 招來 せられる もので はない とい ふので ある。 

ラッセ ル 氏の 目的と すると ころ は、 それ故に 社會 主義 は 先 づ國民 主義 化せよ とい ふこと にある の 

でな. S こと は 言 ふまで もな. S が、 その 目的 如何に 拘ら す、 社會 主義の 勢力が 大 となった 時で も、 

私達 はな ほ 外部より 國民 主義の 壓カを 感じなければ ならない とした ことに は、 十分に 注 怠し なけ 

れ ばなる まいと 思 ふ。 これが 今 私の カ點を 置いた 第 一 事で ある。 

ラッセ ル氏 はまた 將來の 强大國 家の 资格 として、 その 國 民の 生活 を 支持す るに 不可 缺 的なる す 
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ベ てのもの を 生活す る 土地の 廣大 なる 範圉を 所有し、 その 國 民の 生活 は外國 との 通商の 上に 結對 

的に 依存し な. S こと を 擧げて ゐる。 

かう した 考へは 大戰後 その 苦が い 經驗を 通 ほして 強められ、 何れの 社會 改造 論者 の 口に も 0 ぼ 

つ てゐる こと を 私 は 先き に 述べ て 置いた が、 ラッセ ル 氏の 將來 文明 觀も亦 すべて その 根本 見解の 

上に 立って ゐ るので ある。 そして この 主張の 誤りで ない こと を、 大戰後 英國が 困難に 遭遇し、 米 


國が 世界 列強の 牛耳 を 執り、 その 富は彌 やが 上に も l!:!^ 大 なる ものに 向 ひっつ ある 事實が 何より 雄 

辯に 證 明して ゐ るので ある。 

ラッセル 氏 は 言って ゐ ない が、 大戰 中に 經濟的 巨富 を 占めた 日本が 日を經 るに 隨ひ、 その 經濟 

的 地位 を 下落せ しめ、 やがて は 昔日の 日本の 經濟を 現 33 せしめよ うとして ゐる 現下の 事實の 根本 

的 原因 も、 亦 右の 理由に 存す るので はない かと 思 ふ。 ラッセ ル氏 によれば 米國の 現在 的 地位 を 覆 

い 55! t^Iii かい 持った 國家 は何處 にもない。 また 今後 も 決して 現 はれ はしない。 今 若し 英國 が米國 
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と 戰端を 交へ たと しても、 英國 側に は 結對に 勝利の 見込みがない。 今日のと ころ 英國 は、 その-^ 

政 問題に 於いて さへ 米 國を無 親す る ことが 出來 なくなった。 いな 進んで は 歐洲の 全體が 現に 米國 

に 依存して その 生活 を 維持しつつ ある。 米國は 今や その 市？ ％を 支那に 求めて ゐ るが、 現在 支那に 

市場 を 求めて ねる 國家 は、 結局 は 米國の 前に 屈しなければ ならない 運命 を 持って ゐる。 要するに 

I か、 ノ國ゃ 日本の 如き 島 画家 は、 今後 益. /困難の 地位に 立たなければ ならない。 かくの 如き 米 國に對 

し將來 或は 對抗し 得る だけの 實カを 持つ に 至り はしない かと 豫 測せられ るの は、 世界に 於いて 支 

那と 露西亞 との 二 國 である。 何故 なれば この ニ國 は、 米國と 同じく その 土地 は廣大 に、 その 天産 

は豐 富に、 以て その 國民 の 生活 を 支持 自給し て 餘り ある からで ある。 

ラッセ ル 氏が 米國の 强國 たる 所以の 根本的 资格 として 擧げ ると ころの もの は 次の 六條 件で ある。 

第 一 に、 米國は 平和と 戰 (サと 何れの 場合に 於いても 必需品の すべ てに 就き 自給 的で ある。 第一 一に、 


米國の 人口 は 露 西 亞を除 s て は 世界に 最大 多數の 白人 を 包容し、 のみなら す それらの 民衆 は 甚だ 

熟練せられ、 勢力 的で あり、 身體 的に 强健 である。 第三に、 加奈陀 はいかなる 戰爭の 場合に も 米 

國に 味方す るで あらう し、 メキシコ は その 鑛 山へ 米國が 關與 する に 至る こと を 担み 得ない。 それ 

敌將 來戰爭 の 起った 場合に は、 北 131 米 利 加 の 全土 は米圃 に加擔 する ものと 考 へなければ ならない- 

第 四に、 米 國は戰 1  学の 起った 後に、 いかなる 強大なる 海軍 力 を も壞滅 せしめ 得る だけの 有力なる 

軍艦 を 建造す る こと、 ia5 来る。 (私 註。 だから 平和 時に どれ だけ 堅固に 軍備制限の 協約 をつ くつ 

て 置いても、 米 國は戰 端の 開かれた 後に どれ だけで も强 力なる 軍備 をつ くる ことが 屮： 来る。) 第 

五に、 全 歐洲は 米國に 依存して ゐる。 例へば 英國は 原棉と 加奈陀 麥とを 輸入す るた めに、 その 生 

活は 米國に 依存して ゐ るので ある。 第 六に、 米國人 は、 聰明と、 外見 的の 溫 和と、 熟達した る僞 

善の 使用と に 於いて 英國 人よりも 優って ゐる。 現在 世界に 存立す るいかなる 國家 とい へ ども、 か 

かる 要素の 結合に 對 して、 それに 勝利 を 占める 希望 を 持つ ことが 出来ない。 ラッセル 氏 はかう 論 

じて ゐる。 それ故に 若し 米 國と戰 端 を 開く ものが あると すれば、 米國は 益. - 富み、 欧洲 は 益. -貧 

しくな り、 その 間の 差が 極端に 達して、 それらの 被 壓迫國 民が 社會 主義者に より 指導せられ、 こ 

こに 世界 を擧 つて 米國と 輸赢を 決する に 至った 時で あり、 その 時 は、 ラッセル 氏 Q 想像す ると こ 

ろに よれば、 世界の 文明 全體も 亦 壞滅す る 時で ある。 

併し 勿論 これ は 一 個の 想像で ある。 今 若し 世界の 大國 が、 經濟 的に 自足 自給す る ことが 出来る 


やうに なった とすれば、 それら 相互の 間で 戰爭を 開始す る 原因 を 除去す る ことが 出来た ので ある 

から、 世界 は 平和と なる ので ある。 かくの 如き 大國 として ラ ッ セ ル氏 Q 想像す ると ころ は、 第 一 

に 阿弗利加 を 併せての 歐 洲諸國 0 聯邦で ある。 (因みに 記す が歐 洲諸國 がー の 聯邦 を 作る ことの 

可能性 を 論す る もの は ひとり ラ ッ セ ル氏 だけで はな so) 第二に、 支那 は 世界の 强國 となり 得る 

资格を 持って ゐ るので あるが、 現在 0 ところ その 希望 を 持ち 得ない から、 結局 は 露 西亞の 統治 下 

に 含まれる ものと 見なければ ならない。 それ故に ここに 支那 を 併せての 露 西亞の 大國が ある。 第 

三 は米國 である。 世界が かく 三 大國に 分割せられ たと すれば、 それらの 各々 は攻擊 にも 防禦に も 

有力で あるから、 容易に は 戰爭を 開始し ない。 卽ち三 大强國 の 鼎立 を 以て 勢力 均衡が 長く 繼鑌せ 

られ るで あらう。 (ラッセル 氏 は 英國は 攻撃に 利 あり、 防禦に 不利で あると して ゐ るが 同じ こと 

は 日本に 就いても 言へ る。) 

ラ ッ セ ル氏 の豫言 は 大體右 Q 如き ものであるが、 その 中には 私達の 注意すべき 事項が あまりに 

も 多く 含まれて ゐる ではな. S か。 

六 日本の 實業 家の 經營 振り 

第三の 資料に 就いて 私 は、 ゎづ かに 數ー百 をし か 費す ことが 屮： 來 ない。 こ Q パンフレットの 内容 
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を 語った とい ふ 支那 人 は 誰で あるか 知らないが、 ラッセ ル 氏の 文明 論、 支那 論 を 讀んだ 服で 観察 

する ときには、 餘程 注意す ベ き 日本人 評が その 中に 語られて ゐ ると 私 は 思 ふので ある。 

この 支那 人の 語る ところに よれば、 支郑 人は實 質的に、 眞 に經濟 的の 國民 である。 それに も拘 

ら十國 家 的圑結 心が 弱い から、 支那 人 は 不利益なる 立場に 立って ゐ るので ある。 彼等が 事業 を 起 

す 時には、 それが いかに 大規模の ものである 場合に も、 安つ ぼい 帳面の 十 冊 も 揃へ、 卓子の 二三 

脚 も あれば 足る ので あるが、 日本人の 經營 にあって は、 準備 費と か 設備費と かに 大部分の 金 を 費 

やし、 资金 はお 留守に なって 了 ふので ある。 日本人 は その 口 暮らしの 經營 振り をしながら、 自動 

車に 乘 つて 平氣 であるが、 支那 人は餘 程の 金持ちで も その 生活 振り は 甚だ 簡單 である。 それ故に 

洋服 を 着て 人力車 上に 反り返って ゐる 日本人の 中には、 その 車を牽 いて ゐる 車夫 ほどの 金 を 持た 

ない ものが あり はしない かと 疑 はれる。 かくして 支那 人 は 日本人と 共同に 事業 を 起す こと を 好ま 

ない。 日本人に は それだけの 信用がない。 世界に. S かなる 不景氣 風 か 来ても、 支那 人の 生, は 一 

向に 影響 を 受けない が、 日本人 は その 時附場 地に 引上げて 共哈ひ の競举 をして ゐる。 

かくして 支那の 物價は 至る ところ 安く、 日本人 は 支那で いかなる 商寶 をしても、 結局 は 支鄄人 

と 競爭し 得ない。 この 批評 を爲 した 支那 人の 觀察 によれば、 露 西 亞人は それらの 點で 支那 人に よ 

く 似て ゐ るから、 滿洲も 久しから ぬ 間に、 再び 露 西亞人 活動の 舞臺 になり はしな. S かと 首 ふので 

ある a 


これ を 要するに、 私自身の 言葉で 翻譯 して 言へば、 支那 人 は 自足 自給 的で あるから 薄利に 堪へ、 

よく 貯蓄し、 その 實 質的の 富 を 豊かなら しめる が、 日本人 は 利潤 本位なる 商業主義 を 皮相に 四洋 

人より 受取り、 ひたすら 利潤 を 追うて 活動して ゐ るから、 表面的の 費用の み 多くして、 薄利に 堪 

へす、 貯蓄な く、 實 質的の 富 は 空虚で あると 論， f るので ある。 支那 人が 世界の 不景氣 風の 影響 を 

受けて ゐ ない と 語って ゐ ると ころも、 私達に はよ い 反省の 资料を 提供し てゐ ると 思 ふ Q である。 

七 島國 家と しての 將來の 政策 

私が 提供し ようと 志して ゐた 資料の 解說は 以上 を 以て 終った。 これらの 何れの 意 a Q 中に も、 

曰 本人の 敎 へ られる 幾多の 暗示が 潛 んでゐ ると 私 は 痛感す る ものである。 その 感銘 を 自身の 口で 

語る より は、 むしろ 外人 をして IH 木 を 批評せ しめる 方が、 讀者 諸賢に は 有意義で あらう とおへ、 

私 は敢て それ を资料 のま まに 提供した ので ある。 
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島國 家と しての 日本の 將來 は、 決して まったく 有利なる もので はない。 將來に 取るべき 日本の 

政策と して、 私 は 次の 如き 綱領が 必要で あると 信す る。 

一 、 對 民衆の 政策が 次第に 社會 主義 的と なる は 當然の 勢 ひで ある。 併しながら、 世界に 圃際主 

義 を招來 する ために は、 日本人 自ら 非 國家的 活動 を爲す ことが 必要で あると 考 へる 社 會 主義者が 
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あると すれば、 それ は甚 しい 淺慮 であると 思 ふ。 世界の 社會 主義 は、 いかによ く發 達しても、 國 

家 的 障壁が 除かれ、 一 世界的 社會を 現出せ しめる こと は 百 萬 年の 後で あらう。 恐らく はさう した 

時代 は 人類の 社會へ 永遠に 到達し ないか も 知れない。 

二、 日本 はいかなる 犧 牲を拂 つても、 當 分戰爭 を 避けなければ ならない。 いづれ の圃 家と 戰爭 

を 開始した にせよ、 持久 防禦の 天然資源と、 人口と、 財力と を 持た な. S 日本 は、 その 爲め 莫大の 

損害を被 るに 相違ない。 よし その 戰爭に 勝った にせよ、 その 勝利 は その 損害 を 償 ふこと が 出来な 

い ので ある。 

三、 諸 外國は 日本 を 今な ほ帝國 主義 的、 軍國 主義 的なる 國家 として 觀 察して ゐる。 その 事 は 現 

に 日本へ 甚だ 多くの 不利益 を與 へて ゐ るので ある。 それ故に 國內 に國粹 主義、 反動思想が 勢力 を 

得る こと は、 却って 諸 外國の 感情 を惡 化せし める ものである。 平和主義、 民主々 義、 圃際 主義が 

民衆の 間に 勢力 を 得 る こと は 却つ て 諸 外國を して 日本 を 信頼す るの 感情 を 增 さしめ る 所以 の途と 

なる。 所謂 國粹 主義者、 國家 主義者 等が 國 家の 前途 を 憂 ひて、 反動的 政策 を 取り 國民的 感情 を 振 

起しようと 努めれば 努める ほど、 その 結果 は反對 になって 現 はれて 來 るので ある。 國粹 主義 は 結 

局に 於て 島國 家と しての 日本の 大を なす 所以で はない。 

四、 日 木の 經濟 政策 は、 今後 自足 启 給 的に、 根本より 建て直 ほされる 必要が ある。 同時に 人口 

の增 殖に對 して 何等かの 處置を 取らなければ ならない。 輸出 獎勵の 産業 政策 は、 國 内の 民衆の 生 


活を實 質的に 豐 富なら しめる 意味の それによ つて 代替せられ なければ ならない。 

五、 それが ために は、 國 內の產 業の 種類に も大 いなる 變革を 加へ なければ ならない。 生絲、 絕 

11 物 を 主 産業に する やうな 現在の 產業的 發達は 健全 だと は 言 はれない。 日本 は 先づ、 食 精の 自足 

自給 を 計り、 そのための 產 業に 主たる カを盡 し、 以下 順次に 生活に 必要なる 程度に 隨 つて それ ぞ 

れの產 業を發 達せし めなければ ならない。  . 

六、 原料 品と 工業 動力と を 商業主義 的經 營の對 象に 委して 置く は至當 でない。 原料 品と 工業 動 

力と は、 結局 は國有 化せら るべき ものである。 

七、 國 民の 素質 を 速 かに 進歩せ しめなければ ならない。 保健と 敎育 とに 今後 大 いなる 力 を 注が 

なければ ならな. so 

八、 露 西亞と 支那と に 1 し、 一層 親善の 關係を 結ばなければ ならない。 日本が 今後 攻守同盟 を 

結ばなければ ならぬ 國家は 露西亞 である。 若し それが 達成せられ たと すれば、 日本の 大 いなる 成 

功で ある。 しかし 現在、 露 西 亞は產 業 復興の ための 財力 を 持たない から、 米國の 援助 を 仰いで 一 

層 米國に 近づく であらう。 支那 は、 日本が そこ を 主たる 市場と 考 へて ゐる問 は、 完全に 日本と 鋭 

善の 關係を 結び 得ないで あらう。 のみなら す 日本が、 支那の 領土 內に^ 等 かの 支配 權を 設立して 

ゐる間 は、 支那が 日本に 對し眞 に 胸襟 を 開いての 親善 を 示し 得な いのは 當然 である。 支那との 貿 

易 關係は 商業主義 的の それで はなく、 眞に 有無 相 通す る 意味の それと ならなければ ならない。 
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今！ n  Q 時局に 當 面して 私の 主張した いこ と は 多々 あ るが、 今後 C} 國 策の 基調と なる もの を 擧 ぐ 

れば、 右の 諸 件で ある。 我 國には 政變が 多い。 その 政變の 原因と なる もの は、 職業的 政治家の 内 

幕に おける いきさつ だけで あり、 それ は 國內的 原因の 更に 一 小 部分 を 占む る ものに 過ぎない。 日 

本の 國 策の 根本的 理解 を 異にし、 隨 つて その 成績に 責任 を 持ち、 政變が 起った とい ふ 場合 を 我々 

は 全く 知って ゐ ない。 例へば 歐 洲大戰 後の この 難局に 際會 して、 ただ 一同の 政變 も、 戰 後の 國策 

の 適否 を 原因と して は 起って ゐ なかった ので ある。 のみなら. f 組織 せられた 內閣 は、 つねに 短命 

であり、 よし 何等かの 意見 を懷 抱して ゐ たにせ よ、 それ を實 行す る機會 なく、 軍に 彌縫を 以て 一 

曰の 政治 を 見送る のみで ある。 政治家の 主たる 視點 となるべき 國策 その も Q に 至って は、 政治家 

自身の 日夜の 憂 ひとなら す、 彼等の 談 すると ころ はた だいかに して 政權を 得べき か、 黨勢 を擴張 

すべき かで ある。 今日に 於いて 我々 は、 職業 政治家の 行動に 何等の 希望 を も 置か なくなった。 期 

待す る と こ ろ は國民 自身に よる 國策建 はの 舆論ぁ るの み。 私 Q こ の 小論が、 幾分で も國 民の 察 

に 资料を 提供す る ことが m 來る とすれば、 これに 過ぐ る 私の 悅び はない。 

この 論文 は、 大正 十三 年 一月 二十 九、 三十 兩 日に 起 革せられ、 『日本 及 日本人』 の 同年 二月 十五 日號に 

揭 載せられた 同じ 標題の 論文 へ 字句の 修正 を 加へ たもので ある。 これ を 起草して ゐる 時には、 國際爲 一せ 

市場に おける 回慣は 今の 如く 暴！ 5^ して ゐ ないし、 移民 間 題に つ いて の 日米 問の 問題 も 現在の 如き 斷然た 

る 結果 を 示して はゐ なかった。 この 論文の 公表せられ た St を 轉间點 として、 日本の 對外關 保に は大 いな 


る變 化が 起った。 勿論 その 原因 は 短日月の 間に 蓄積せられ たもので はない が、 表面的に 俄然と して 

の 如き 情勢 を 現出せ しめた こと は、 仝國 民の 心 f;. にたし か に 一つの ショ ッ クを與 へた ものである。 
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現今の 經濟 

文明 は 何處へ 行く 
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農村 問題の 社 會學的 基礎 


現今の 經濟 


現今の 經濟 


一 生活に 於け る 經濟の 地位 

現今の 經濟 生活 を 批評す るた めに は、 凡そ 經濟 生活なる ものの 本義 は どこに あるか を 見 極 はめ 

なければ ならない。 法律 は 生活の 形式で あり、 經濟は それの 內容 だと 考 へる ものが あり、 經濟を 

法律に 對 せしめた ときに、 この 言 表 はかなり の點 まで 正當 だと 言 はれ 得る けれども、 單に 經濟を 

生活の 全部 的內容 だと 言 ふこと は 出来ない。 生活の 內容 として は、 經濟の 外に 宗敎、 藝術、 道德、 

敎育、 その他す ベての 文化 生活の 內 容を數 へる ことが 出来、 法律、 政治 を も その 中へ 包容す る。 

經濟は それらの 文化 生活の 一 部分、 寧ろ 正しく 言へば、 生活 内容 全體の 見方の 一 部面 だ。 しかも 

生活と して は、 最も 特質 ある、 また 最も 普遍的なる 見方の 一 部面 だ。 藝 術の 價値、 宗 敎の價 直、 

又は 哲學の 價値を 人生の 中に 容認し 得ない もの はかなり に澤山 あると 思 ふが、 經濟の 價値を 容認 
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五六 

し 得ない もの は、 先づ 一 人 もな S とずって よい。 宗敎 Q 價値、 哲舉の 惯値は 絕對的 文化 價値 であ. 

るが、 生活 を强 制 する こと はない。 これに 反して 經濟價 値 は、 社會的 文化 價値 であるが、 最も 確 

寳に 生活 を强 制する。 個人的の 生活に あって、 法律の 社 會的强 制 は 消極的で あり、 我々 は その 强 

制と 沒交涉 に 生きる こと も 可能で あるが、 言ひ換 へ れば 法律 を 通じての 社會 交感 は 消極的で ある 

こと も 可能で あるが、 經濟の 社 會的强 制 は 積極的で あり、 いかなる 個人の 生活 も、 何時、 どこに 

あらう とそれ と 沒交涉 に 生きる こと は 不可能で あり 、言 ひ換 へれば 經濟を 通じての 社會 交感 は 積 

極 的で ある。 社 會性を 最も 稀薄に 味つ てゐる やうな 人物に あつ て も、 經濟 生活の 社會性 だけ は甚 

だ 濃厚に 味 はれなければ ならない。 それ故に、 經濟 生活 は、 我々 に 社會的 制約の 必然性 を 痛感せ 

しめ、 隨 つて 我々 の 社會的 生活の 内容の すべ て は經濟 生活 だとの 感をさ へ 懐かしめる。 隨っ て 我 

我の 經濟 生活の 更改 は、 その他す ベての 部面 生活 を 更改せ しめる 全 動力 だとの 感をも 我々 に與 へ 

る。 これ は 經濟の 意義 を過當 に誤視 した もの だ。 經濟は 我々 の社會 生活 を 制約す る條 件と して、 

また 同時に 動力と して、 現在の ところでは 普遍性の 最も 强 いもの だと は 一一 K へる。 その 斷言 は、 過" 

去に も 全く 同じく 適用 せられる こと は 出来なかった し， また 今後 も 常に 同じく 適用せられ ると は 

言へ ない。 生活の 一 面觀 として 見た 唯 物 史觀は 誤謬で はない。 しかし それと 併行して、 唯 宗敎史 

0, 唯道德 史觀、 乃至 は 唯 法律 史觀も 成立す る こと は 可能で ある。 それらす ベて を 排斥しての 唯 

物 史觀を 主張す る もの が あ る とすれば、 私 は その 時 明かに 唯物史観の 誤謬 を斷言 して、 こ れを誹 


^し、 その 理論の 上に 立脚した 社き 改造 方策 を 一括 的に 打破す る こと を辭 しない ものである。 

二 物質的 基礎の 豐醇 

我々 G 社會 的經濟 生活の 本義と して 私の 數 へる もの は、 次の E: つで ある。 この 中の 一 要件で も 

が缺 けて ゐた とすれば、 それ は旣に 本義と しての 經濟を 離れて ゐる。 それ故に これらの 四 要件 は、 

直ちに 現今の 經濟 生活の 價値を 測定す るた めの 標準に なつ てゐ るので ある。 

第一 に、 經濟の 意義 は、 我々 の 物質的 生活の 內容 を豐醇 ならしめ る ことに ある。 これ を 言換へ 

て、 我々 の 文化 生活の 物質的、 または 资料的 基礎 を潤澤 ならしめ、 それらの 文化 生活の 充實に 遣 

？ S を 感ぜし めな. S こと だとして もよ い。 併し 後の 霄 表 は、 我々 の 所謂 物質的 生活 を 餘リに 乎 段 的、 

资料 的の ものと 見、 それの 自律 的 意義 を 担す る 怖れが ある。 文化 生活の 價 値は歷 史的 努力の 中に 

樊 見せられる も Q であ リ、 現在の 價値附 け は それの 全部で はない。 新ら しい 價値附 け は 生活の 超 

魏的 方面に も 求められ るが、 また 同時に 現在 は 手段 的、 资料 的と 見られて ゐる もの Q 中へ 沈潛し 

て、 それの 内在的 價値 を發 見す る 方向に も 求められなければ ならない。 現在のところ、 經濟 生活 

は それら 未發 見の 價 値の 總 名と なって ゐる やの 觀が ある。 それ故に 經濟 生活 を物赏 的、 资料 的な 

る 生活と 呼んだ ときには、 そこに は 今後 發 見せら るべき 價 値の 實 現の 一 弧線が、 彈カ 的に 無限に 交 


五八 

錯 する ものと 考 へなければ ならない。 それだけの 意味 を 含蓄せ しめて、 經濟 生活の 本義 は、 我々 

の 物質的 生活 の 內容を 豐醇な らしめ る ことに あると 私 は  一一 K1 ふ 。 

社會的 機構が 我々 の 生活 を 不自然に、 機械的に 壓迫 すれば する ほど、 それらの 彈カ 的、 可能 的 

なる 價値實 現の 意味 は沒 却せられ、 單に 物質的、 资料 的なる もの へ墮 落す るので ある。 そしてな 

ほ單に 物質的、 資料 的なる 生活 を だけで も 保障 せられる ことの 耍求を 痛切に 社 會へ對 して 發 する 

ので ある。 その 社會 にあって は、 それと 同時に、 藝術 は娛樂 としての 地位 を.、 道德は 功利と して 

の 地位 を、 宗敎は 方便と して Q 地位 をし か社會 的に は與 へられない。 卽 ち經濟 生活の 價値 は、 單 

に 物質的、 資料 的なる それ以上の もの を發 揮して はゐ ない。 現代 は 正に その 時代 だ。 經濟 生活の 

價値 そのものが、 本義と して 物質的 資料 的 以上の もの を 持たない Q ではない。 食 ふこと に は 食 ふ 

ことむ 價値、 着る ことに は 着る ことの 價値、 同様にして 衣食住の すべての 部面に、 それの 自律 的 

價 値が ある 害 だ。 そして それらの 價値 は、 無限に 潤澤 に、 豐 富に、 實 現せら るべき だ。 

實 現の 可能 力 を 超えた 餘剩 充足 を 私 は 必要 だと は 言 はない。 何故 なれば、 その 餘剩 は、 單に物 

質的なる もの へ墮 落す るからで ある。 例 を 以て 示せば、 ピアノの 彈 けない 人へ ピアノ を 潤 澤に供 

給す る こと は 物質的 だ。 また ピアノの 彈 ける 人から ピアノ を 奪 ひ 去る こと も 同じく 物質的 だ。 ピ 

ァ ノの彈 ける 人へ ピアノ を與 へ、 ピアノの 彈 けな- SA- に ピアノ を與 へす、 更に ピアノの 彈 けない 

人へ、 それの 彈 ける やうになる 刺激と 敎 養と を 與 へる ことが、 生活に 物質的 餘剩を 持た しめす、 


それの 全面 を惯値 的に 生かす 仕方 だ。 經濟 生活の 本義と して 私の 擧 げた 物質的 生活の 內容 の潤澤 

と は、 さう した 意味 だ。 

一一 一 生産 作用 の 自律 

第二に、 經濟の 意義 は、 社會の 物質的 基礎 を潤澤 ならしめ るた めに 行 はれる 生産の 作用が 生產 

の 作用 自體 として 自律し、 人間の 創造 作用と しての 悅びを それにより 享受し 得る ことに ある。 

私 は 今 前段より の 順序と して、 生産の 作用 は社會 の 物質的 基礎 を潤澤 ならしめ る 目的 を 以て 起 

る やうに 言った が、 生産が 生產 として 自律す る 以上、 生產の 目的 は 消費に あると は 言へ ない。 少 

くも 消費に よって 拘束せられ、 指導 せられる 經濟 は、 生產か 消費 かその 何れ か Q 作用に 缺陷を 持 

つたと き だ。 消費の ために 必要なる 货物 を生產 すると 見れば 消費 は 生產の 目的 だ。 貨物の 消 養に 

より、 それよりも 髙ぃ價 値の 貨物 を 生む。 言換 へれば 現在の 貨物 を將 來の货 物の 資料と 見て、 そ 

の 貨物の 價做 騰價を 起す 作用 を、 消費より 生産への 作用 連績 とすれば、 現實货 物の 減惯は 消费、 

將來货 物の 騰價 は生產 だ。 この $r 合に 生産 は 消費の 目的 だ。 併し 消費と 生産と は 何れが 第一 次、 

何れが 第二次と して 起る もので はなく、 同一 の 創造 作用の 中に 於いて、 それ Q 滅價 { ^側面 を 消費- 

それの 騰價の 側面 を 生 產と言 つたに 過ぎない。 生産が 創造 作用と 見られ、 創造の 悅びを 享受す る 
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ことの 出来た とき は、 直ちに 消費が 獨 立の 創造 作用と 見られ、 創造の 悅びを 享受す る ことの 出來 

たと き だ 0 

併し 消費が 創造の 悅びを 享受す ると は、 ただ 一 色の 心理 舉的 快樂を 得る ことで はなく、 例へば 

學問を 學ぶ悅 び、 藝術を 鑑賞す る 悅びを 得る とい ふやう に、 それの 內容 として、 質的に それぞれ 

異 つた 悅び である。 併し その 悅びを 享受 するとき に、 その 作用 は 最早 厳密に は 消費 だと も 言へ す、 

ただ 人間の 價値 創造の 絕 對的悅 びで ある。 同じ ヒとは 生産に 就いても 一一 目 はれる。 生産 は 確に 創造 

だ。 人^の 創造 行動 Q 中で も、 最も 創造ら しい 最も 人間ら し. S 行動 だ。 しかし それ を絕對 的に 創 

造と して 體驗 して ゐる 時には、 最早 それ は生產 だと も 言へ ない。 そこに はた だ 人間の 絕對 的惯値 

创 造の 過程 あるの みだ。 これらの 消費と 生產と を、 一 の經 濟的惯 値の 创造 過程と して 見た ときに 

は、 その 唯一 絕對 的なる 行爲 は、 社會 よりの 決定 を 受け、 社會價 値と しての 評價を 受けなければ 

ならない。 例へば 一 枚の 繪畫を 描く こと は、 自己の 藝術的 理想 を 具現し、 藝術價 使の 絕對的 S 現 

をな したいと. S ふこと だけで はなく、 社 會に對 し 一 枚の 簿畫を 提供し、 社 會の藝 術的鑑 赏の资 料、 

卽ち藝 術 的 富を少 くも 一 點 だけ は 社會の 中に 增加 せしめた とい ふこと だ。 創造と 生產と は、 

的價 値と 社 會的價 値との 相違 だ。 我々 は创 造に、 生活 创造 としての 悅び ある 如くに、. 生産に は 生 

産と しての 生活 創造の 悅 びがなければ ならない とい ふ。 併し 勿論 生產 の 惯値は 社會的 で あ るから、 

その 悅 びの 性質 は 絡 對的惯 値の 創造に 於け る悅 びの それと、 全く 同じい もの だと は 一一； 一口へ ない。 生 


產 に生產 作用と しての IT ひ、 勞 働に 藝 術と しての 悅 びがなければ ならぬ といっても、 すべての 货 

物の 生 產に伴 ふ悅び は、 藝術^ 作の それに 伴ふ悅 びと 必然的に 異る。 勞 働の 藝術化 は、 比 論と し 

て は 興味 ある 說 だが、 眞 資は勞 働の 人格化 だ。 大工が 家 を 建て、 農夫が 耕作し、 車夫が 傅 を牽く 

勞 働が、 藝 街の 如くに 悅び であれと 言っても、 それ は 可能で ない。 藝術 は沈潛 であり、 そ Q 悅び 

は 直接に 努力の 苦しみ を救濟 する。 然るに 右に 述べた 勞働 は、 藝 術と 同じ. S 沈 潛の悅 び を！ I らす 

KJ とが 出來 ない。 その 勞 働の 苦しみ を救濟 する もの は、 ひとり 社會 的なる 惯値 見地で ある。 生産 

は 社會的 富の 生產 だ。 また 社 會的勞 働の 分擔 だ。 その 悅び は藝術 的と いふより は 寧ろ 倫理的 だ。 

それ故に 我々 が經濟 生活の 意義と して、 生產 作用の 自律 を擧 げたと すれば、 それ は 生產慣 値の 沈 

潛的 自律 を 意味せ す、 それの 努力 的、 倫理的、 隨 つて 人格 的なる 自律 を- M 味した ものである。 社 

舎に 於け る 汚穢なる 仕事 は、 s かに 理想的なる、 寧ろ 極樂 的なる 社會に 於いても 絶滅す る もので 

ない。 卽ち 人生より は 苦 惱的耍 素 を絕對 的に 除滅し 得ない の だ。 社會 主義 ゃァ ナ アキ ズム は、 從 

來 汚穢なる 仕事の 除滅 を、 その 理論 構成の 重大なる 要素と して 論じて 來 たが、 汚 機なる 仕事 は藝 

銜 化せら るべき ものではなくて 人格化 せらる ベ きもの、 倫理 化せら るべ きもの だ。 勞 働の 人格化 

と は、 勞 働の 主體 たる 人格が、 他の 人格の 手段と なって 命令 せられる ことなく、 その 主體 たる 人 

格 自身の 社會的 義務 意識に より、 自主的に 命令せられ、 指導 せられて 行動す る こと を 言 ふ。 我々 

は勞 働の 解放 を 期す る。 機械と しての 勞働、 使役と しての 勞働を 解放して、 人格の 自律 的 決定に 
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よる 社 會的勞 働にまで 進める こと を、 經濟 生活 Q 1 つ 0 意義と して 內感 する。 

四 淸 費と 生産との 社 會 的 平等 性 

第三に、 經濟の 意義 は 消費と 生產 との 社會的 平等 性 を 得る ことに ある。 消費の 獨 占が 不當 であ 

ると 同時に、 生 產の獨 占 も 亦 同じく 不當 だ。 消費と 生産と は 社 會的價 値への 關係 であるから、 そ 

れ 自身に 社會的 公正の 倫理的 要求 を 持つ。 社會的 公正と は 通俗的に は 直ちに 消費と 生産との 平等 

性 を 意味す るまでに、 公正の 意義 は 經濟に 於いて 發 揮せられ る。 

社會的 平等 性と は、 これまで も 述べて 來た ごとく、 異質 的 平等 性 だ。 各人の 社會的 參螯の 能力 

に相應 する 相對的 平等 性 だ。 この 平等 性 を社會 的の 制度にまで 問定 したと きに、 それ は 法律と な 

り、 政治と なる。 それ故に 社會的 平等 性 は その ま. 1 に 法律 的耍 求、 政治的 耍求 である やうに 考へ 

られ るが、 法律 又は 政治の 形式へまで 固定せられ ないでも、 經濟が 一 つ の社會 生活で あり、 社會 

的價 値の 實現 である 以上 は、 社會的 平等 性 は經濟 生活 自身の 自律 的 要求で ある。 そして 經濟 生活 

に 於いて 社會的 平等 性の 最も 典型的なる もの を 見る ので ある。 杜會が 公正の 理念に より 規制 せら 

れ、 各人が 社會的 富の 消費と 生產 とへ 正しく 參畫し 得た 時に、 その 參畫は 消費 若しくは 生産の 社 

會的 分配で ある。 分配が 主と なり、 消費 若しくは 生產 がそれ に追隨 する ので はな. S し、 また 逆に 


消費 若しくは 生產が 主と なり、 分配が それに 追隨 する ので もない。 行爲は 一 の 創造的 行爲 だ。 そ 

れが社 會的價 値に 關 係し、 經濟 としての 特異の 生活 領域 を開展 したと き、 社會的 富の 減價 は消费 

となり、 その 騰惯 は生產 となった が、 消費と 生 產とは 社 會的價 値への 關與 によっての 生活 名目 だ。 

なほ それらの 消費と 生產 とが、 それの 正しい 地位と 程度と を 保持し、 社會 的. 0 値と しての 意義 を 

發 揮しょう とする 時、 それらの 消費と 分配と は、 直ちに 社會的 分配と しての 意義 を 持つ ので ある。 

消費 は 生 產を豫 想し、 生產は 消費 を豫 想す る。 また 同じ やうに して 消費と 生 產とは 分配 を豫 想し、 

分配 は 消費と 生産と を豫想 する。 消 養と 生 產まづ あり、 それらの 間の 交換 行 はれて、 最後に 交換 

の 社會的 公正が あると する は 心理的、 發生的 順序 だ。 この 意味の 交換 的 公正 は、 社き 的 平等の 基 

礎と なること が 出来ない。 それ故に 論理的に は 消費と 生產と 社會的 平等 性と は、 人間の 創造的 行 

爲 が經濟 としての 部面 を 開拓した とき、 卽而 に、 相 依 的に 開展 する 經濟の 本義 だと 言 はるべき だ。 

五 國民經 濟單位 

最後に 經濟の 意義 は、 一 國 民の 集圑 的社會 生活 を單 位と する ことに ある。 經濟 がつ ねに 國 民！^ 

濟の名 を 以て 呼ばれる 所以 は そでに ある。 世界的、 國際 的經濟 生活 は、 我々 の 終極 理想 だ。 今日 

と S へど も 世界的、 E, 際 的に 有無 相 通 やる 經濟は 行 はれて ゐる から、 經濟の 本義 を 我々 の 國際的 
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生活に 取る こと は至當 であり、 且つ 事實 にも 合致す る やうに 見える が、 經濟價 値 は 一 つの 社き 價 

俊で あり 隨 つて それに 歷 史的 制約 性を考 へなければ ならぬ とすれば、 今日の 經濟 生活 を 制約す る 

歷 史的 社 會的單 位 を 一 國 民の 範圉に 限る は、 實は 巳む を 得ない こと だ。 經濟 生活 は 甚だよ く 規制 

統一 せられた 社會 組織 を 持たなければ ならない。 その 作用が 複雜 緻密と なれば なるほど、 その 社 

會的 構成 を 支配す る 規制 は複雜 緻密と ならなければ ならない。 經濟 はこ こに 政治と 法律と を 必然 

的に 要求す る。 そして その 經濟 生活の 社 會的單 位 を 一 國 家に 取らう と 要求す る。 

經濟の 意義と して 先き に擧 げた 三つの 要件 は、 經濟の 純理 的 要素 だ。 今擧 げた 要件 は それらの 

ものと 根本的に 性質 を異 らしめ、 經濟惯 値が 社會 的、 歷 史的 價 値なる 限り 考慮せられ ねばならぬ 

歷 史的 要素 だ。 兩 者の 間に は 本質の 著しい 相違が ある。 最後の 歷 史的 一 要件 は、 歷 史の發 達に よ 

つて は、 それでな. S ものへ 變化 推移し 得る、 また 必す變 化 推移す るに 相違ない 性質の もの だ。 し 

かし 現在の 經濟 生活の 價値を 批判す る 場合に は、 經濟の 社 會的單 位 を 一圃 民 的に 考へ、 それで 自 

足 自給し 得る こと を 本義と し、 國際的 經濟を それの 從と 見る か、 或は また 國際 的經 濟を經 濟社會 

單 位と 見、 國境を 超えての 有無 融通 を 經濟の 本義と し、 國民 經濟を それの 從と 見る かに、 我々 の 

經濟 政策 を 立てる 上に 於いて、 着服の 著しい 相違 を 示す。 私 は その 前者の 見方 を 正しい とする も 

の だ。 純理 論、 純理 想に 於. S て 正しい とい ふので はなく、 今日の 經濟 生活の 發達は その 點 までへ 

しか 達して ゐ ない と觀 察し た 結果、 標準 を その 點に 置く が適當 だと 言 つたまで のこと だ。 


經濟 生活の 社會的 s 単位 を 一 國民 的に 見る と は、 經濟的 貨物 交換 を國際 的に 全く 禁絕 せしめる 意 

味で はない。 我々 は經濟 生活の 社 會的單 位 をむ しろ 國際 的に 擴 張したい 希望 を 持つ が、 また 現在 

その 希 は 或る 點 まで 達せられ、 事實 となって 現 はれて はゐ るが、 それ を 本義と する までに 歷史 

的 事實は 進んで ゐ ないから、 我々 の 規定 は 已むを得ないと したので ある。 それ故に 有無 相 通の 國 

際 經濟が 平和的に 行 はれ、 次第に その 希望 を 高めて 我々 の 經濟的 理念にまで 進む は 少しも 支障の 

ない ことで ある 許りで はなく、 むしろ 大いに 歡迎 すべき 倾向 なので ある。 ただ そのこと を經濟 に 

舞しての み 期待す る は、 策の あたった もので はない。 

以上 四つの 耍件 を擧げ て、 私 は それ を 今日の 經濟 生活の 缺く ベ か ら ざる 論理的 前提 だ とす る 。 

要件の 四つ は、 經濟價 値の 論理的 分析に より 必然的に 成立した それの 現 實的諸 面相で あるから、 

相互に 聯關 して そ Q 一  を も 失 ふ を 得ない。 これらの 中の 何れ か 一 要素 を 特に 取り 屮 I して、 經濟生 

活の 理想に 取った とすれば、 それ は經濟 生活 を 正しく 認識し 得ない ことになる。 例へば 今 或る 經 

濟學 者が、 要素の 中の 第一 を 高調し、 我々 の 物質的 生活の 內容 を豐醇 ならしめ る こと を經濟 生活 

の 理想で あると したならば、 その 高調の 弊 は快樂 主義に 陷る ことに ある。 民衆の 利福 を增 進せ し 

める 厚生の 經濟 は、 理想的なる 經濟 生活 だとい ふこと になる。 併し かくの 如き 生活の 利福より 勞 

働の 自律 性、 消費と 生産との 社會的 平等 性の 理念 は、 論理的に 演繹 せられる ことが 出来ない。 ま 

た勞働 組合が その 理想と して 取る 勞 働の 自律 性 は、 それの み 高調 せられる ときに は勞働 組合 の 社 
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<|3 が. 支配と なり、 民衆の 消費生活が 應迫 せられる 趨勢 をつ くる。 私 は 生産 をのみ 生活の 創造 だと 

は 言 はない。 消 费も亦 同じ 高さ を 以てする 生活の 創造で ある。 また 創造 は卽 ち生產 でな い。 生産 

は 創造の 一 面 観 だ。 人^ Q 一  創造的 行爲 が經濟 的に 見られた とき、 そこに は 消費 も 成立 すれば ま 

た 生產も 成立す る。 それと 同時に 社會的 平等 性の 要求が 成立し、 また 一 國民的 社會軍 位の 條件も 

成立す るの だ。 これら は 論理的 ー聯帶 だ。 經濟 生活の 理想と して、 それらの 諸 要件 は 同時に 發揮 

せられる が至當 だ。 

六 經濟 生活の 現實的 機械 性 

經濟 0 要件 は卽ち 經濟の 理想 だ。 我々 はい ま その 理想に 照し 合せて、 現在の 經濟 生活 現象 を觀 

察する に、 それ は餘 りに も 甚だしく 經濟 生活の 本義より 逸脫 した ものに なって ゐ る。 經濟 生活が 

その 本義 を發 揮す る こと は、 經濟惯 値が 自律す る こと だ。 現在の 社會 生活に あって 經濟愤 値 は 他 

の 3： 等 かの 耍 件に 從歸 する ものと なり、 それの 岡 有の 意義 を發 揮し 得ないで ゐ るの だ。 我々 が 現 

今の 經濟 生活 を 改造す る 方策 を 建設す る ことの 服 目 は、 それ故に 經濟價 値の 自律 性 を 現今の 社會 

生活の 中より 救濟 する にある。 

第一 に、 現在の 經濟 生活 は 經濟惯 © により 指導せられ す、 經濟 生活の 現資的 機械 性に より 支^ 


せられる ものと なって ゐる。 先き に 言った ごとく、 經濟 生活 0 發達 は、 社會的 機構の 線 {4? 複雜に 

構成 せられる 事 を それの 必然的なる、 重要なる 倏件 とする が、 かくの 如く 高い 程度に 構成せられ 

た社會 は、 機構と しても、 また 機能と しても、 一 の 社會的 惰性 を 持つ ことと なる。 我々 はこれ を 

社會の 機械 性と 呼ぶ。 社會の 機械 性 は それ 自身 何等の 罪惡 でもなければ、 また 生活の 個性の 魔醉 

でもない。 生活の 各部 局が 愈. - 機械化せられ、 構成 化せられ、 それの 全體的 統一 に 於いて 侗 性的 

創意 を 示す こと は、 我々 の 文化 生活の 進步 だ。 ただ 注意すべき は その 機械 性 は 生活の 手段で あり、 

生活に より 統制 せられる ものであって、 生活 を 手段と し、 生活 を 統制す る もので はない こと だ。 

かくの 如き 現實的 機械 性の 第一 に擧げ なければ ならぬ もの は、 利潤 を 主と する 經濟の 商業主義 

だ。 また その 經濟の 産業 主義 だ。 原始的 社 會の經 濟には 商業主義の 姿な く、 交換の 上の 商業 は あ 

つ て も 未だ 商業主義な る もの は 生長し てゐ なかった。 利潤が 交換 の 中に 成立し た 時代 は 甚だ 古 い 。 

しかし そ Q 商業 制度が 利用 せられて 商業主義 を 樹立せ しめ、 文明の 全 機構が それの 俘囚 となった 

の は、 割合に 近世に 近づいて からの ことで あり、 一 且 その 活動 目標が 成立す る や、 商業主義 は 加 

速度 的の 發達を 遂げ、 人間の 活動 は 悉く 利潤の 標準 を 以て 評惯 せられる ことにな つた。 生産す る 

ことが 直ちに 生活の 目標で はなく、 生産に 伴 ふ 餘剩價 値の 牧得 がそれ である ことにな つた。 そし 

て 利潤 を牧 得する ために 社會的 機構の 統制が 必耍 とせられ、 自然と 機械と 人間と を 俳せ て 大量 的 

機械 性の 支配す る 一 經濟單 位が 構成せられ、 歷史に その 類例 を 見ない 大規模の 人間 機械化が 行 は 


れ はじめた。 産業 主義 は 更に 商業主義よりも 新ら しい 歷史を 持つ。 我々 の 世界に 眞の 意味の 產業 

主義の 起った の は產業 革命 以後の ことで あるが、 その 發 達の 加速度 は 商業主義の それと 調子 を 合 

せて ゐる。 商業主義の 要求なければ 產業 主義 は 生れなかった。 商業主義 は產業 主義 を それの 手段 

として 取った の だ。 產業 主義に 就いては なほ 後に 論す る 機會を 持つ。 社會 人の 全 活動が 利潤 を 目 

標 とし、 活動 自身の 偸悅を 持たない やうに なった の は、 人類と して 大. S なる 墮落 だ。 人間 は 生れ、 

人間 は 死ぬ。 歷史の 連續は 悠久 だ。 しかし そこに 生命 を^て 来た ものの 活動が、 ひたすら その 文 

明の 機械 性の ために 虐げられ、 衣食 は 薄く、 獨立は 失 はれ、 ただこの 大量 的牧利 機械の 中に 窗々 

たる 生命 を 送って その 死 を 待つ より 外になかった とすれば、 これ は 正に 人類 自身の 手 を 以て 人類 

自身の 咽喉 を扼 したの だ。 その 大規模なる 生命 虐殺の 機械の 中より 人類 を 解放す る ことほ ど 速 急 

を 要する 解放 はない。 宗 敎は靈 を救濟 するとい ふが、 社會の 商業主義 的 機械 性 を 打破す る こと を 

以 て靈の 救濟の 序幕 は 始まる だら う。 藝 術ゃ敎 育の 視角 も そ こに 集中せられ なければ ならな い 0 

今 R の 社會に 於いて、 凡そ 商業主義の 打破 を 究極の 目標と しない 如何なる 活動に も、 私 は 多くの 

惯値を 容認す る ことの 出来ない もの だ。 

現資的 機械 性の 第二と して、 私 は 金融 本位の 經濟的 社 會鞲成 を擧げ る。 金融 本位 經濟は 商業 主 

義の 必然的 演繹なる こと、 產業 主義の 商業主義に 對 する 關 係と 同じ. S ものであるが、 その 機械 性 

は 商業主義の それ、 または 產業 主義の それと 性質に 於いて 異る。 金融 は 金融 獨自の 機能と 構成と 


を 持ち、 それに 獨自の 機械 性 をつ くった の だ。 全 產業を 資本主義が 支配す る 他面で は、 全 產業を 

銀行が 支配して ゐる。 交換の 仲介と して 貨幣 を 使用し、 货幣を 基礎と して 銀行の 信用が 發行 せら 

れた。 その 軍なる 機械 性が、 現代の 經濟 生活と 交錯 すれば、 ここに 資本主義 または 商業主義と は 

おの づか ら 性質 の 違 つ た 機械 性 を 成立せ しめ る/ J ととな つたの だ。 手段が 目的 を 率ゐる こと は 人 

間の 生活の 各部 面に 見られる が、 それの 最も 適切なる 實例は 貨幣が 人間 を 率ゐる 場合の それ だ。 

今や 人間 は 貨幣の 十字架 上に 礎 刑に 處 せられて ゐ るの だ。 

七 政治よりの 支配 

次に、 現在の 經濟 生活 は、 經濟惯 値 以下の 政治 價値 により 指導 せられる 危險の 場合 を頻屮 I せし 

める。 政治 運動の 背景に 經濟的 要求 ある こと を 私 は 否定し ない。 それ故に 經濟 生活 を 支配す る 政 

治 的 要求の 背景に、 更に 他の 經濟的 要求が あると 考 へる こと は 部分的に 眞だ。 しかし 政治 は侗人 

の 英雄主義に よっても 動く、 政黨の 勢力 爭覇、 獨裁的 野心家の 出現な どが、 强ぃカ を 以て 經濟生 

活を 支配す るに 至る 場合 は 珍ら しく はない。 經濟的 機械 性の 程度の 進んだ 社會 にあって は、 その 

機械 性に より 社會の 構成 は 緻密 複雜 になって ゐ るから、 經濟 生活 は經濟 生活 自身 を 以て 充足し、 

敢 て 政治的 勢力の 干涉を 許さない が、 それの 構成が それほどの 程度に 進まない 社會 にあって は、 
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これ を 支配す る 政治的 勢力の 强 さは 甚だ 高い。 それ故に 我國の 如くに 商業主義の 發 達が 中位に 止 

まり、 國の 一方に は 周密なる 產業 文明が 發 達し、 その他 方に は 依然た る 封建主義 文明の 榮 えてね 

ると ころで は、 經濟を 支配す る 勢力の 中心 はこれ ら兩 者に ある。 政 黨が從 來經濟 的 利益に 干涉を 

加へ、 國 民の 經濟 生活に 損傷 を與 へた こと は、 民衆の 熟知す ると ころ だ。 

八 國 際的遍 商の 强制 

最後に、 現在 0 經濟は 國民經 濟と國 際經濟 との 板 挾みに 遭つ て換惱 しつつ ある。 

經濟 は本來 政治 や 法律 やより 獨立 した 社會 生活 だ から、 緊密に 國家的 背景 を以 て堪充 せられる 

必耍を 見ない。 或る時 代に は 有無 相 通す る 意味の 國際的 通商が 行 はれて ゐた。 今日に 於いても 全 

く 需要の ない ところへ 貨物 を 輸出す る こと は屮： 來 ないから、 表面的に はや はり 國際的 通商 は 有無 

相 通の ものに なって ねる。 しかし 昔時に 行 はれた 或る 通商 は、 純粹に 有無 相 通 だけの 意味 を 持つ 

たもので あり 得た。 貨物 を 輸入す る 土地 は その 輸入なければ 生活が 出来なかった ので はなく、 一 

國家を 軍 位と して 自給 的 經濟は 成立して ゐ たが、 なほ その 生活 を 快適な ものと なすた めに、 異邦 

の 珍寶を 得ようと したの だ。 だから 圃際的 通商 は 大した 經濟的 意味 を 持つ も Q ではなかった の だ- 

然るに 後 稍./ 時代 を經 るに 隨ひ、 國際的 通商 は そ の 輸出 先き の 經濟單 位 へ 珍奇なる もの を 齎ら 


す ことにより 奇利を 博し 得る ことが 遍く 知られ、 かく Q 如き 國際的 通商 を專 業と する 民族の 集團 

も m 來上 がり、 通商 は專ら 商業 的 快捷の 目標に せられた ので ある。 それと 同時に 最も 安惯な 原料 

品と 半製品と を、 やや 未開 野蠻 なる 地方より 甚だ 廉價に 買 ひ 取り、 製造 工業の 盛んな 文化の 程度 

の 高い 地方へ 窗 らして、 奇利を 博す る ことが 考へ 出された は 言 ふまで もない。 しかし その 時 はま 

* た 國民經 濟と國 際經濟 との 間に 密接の 關係 なく、 國際 經濟は 世界の 上に 多くの 害惡を 生む ことが 

なかった。 

玆に國 際 的 通商に 全く 新ら しい 色彩 を 齋らす やうに なった もの は、 產業 革命と ともに 著 大 な發 

達 を 遂げなければ ならない 運命 を 持った 資本主義 である。 機械と 發明 とが 人間の 有限 的勞働 力と 

交替した こと、 資本主義 制度 は その 制度 Q 必然性に 支配 せられて 加速度 的に 貨物の 過剩 生産 をな 

すの 外な きこと などの 原因に より、 資本主義の 發 達した 國家 は、 自國內 に それらの 貨物の 全部 を 

費消す る 購買力 を 見出す ことが 出来す、 必然的に 國際的 通商 を 要求す る ことと なった。 圃民 經濟 

と圃 際經濟 とが 密接 不離の 關係を 持つ に 至った の はこ Q 時からで ある。 先に は圃際 經濟は 自國の 

消費者の 要求に よって 起った。 今や それ は 自國の 生産者、 特に 資本家の 要求に より 强 制せられる 

ことと なった の だ。 資本主義 を 維持しながら、 その 生產を 無限に 繼. 綾した とすれば、 资 本家と 勞 

働 者との 關係は 如何に あれ、 全體 として 生產 側の 货 物の 偎値は 無限に 增 大して 行く が、 消費 側の 

購買力 は それと 釣合った 程度に は^ 大 しない。 その 差 引に よって 生じ た 貨物 騰愤 の 捌け口が！： 外 
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市場で あつたの だ。 だから 國際經 濟はー の壓迫 だ。 有無 相 通で はなく、 有の 無理押し だ。 

有無 相 通の 國際 經濟 は、 他の 缺乏 に乘 じて 奇利を 博す る 不德義 を 働ら いて ゐ たが、 また その 不 

德義 によっての 法外なる 利得 あるが 故に その 貿易業 者の 悅ぶ ものと なって ゐ たが、 資本主義 發達 

後の それ は壓 迫の 通商 だから 法外の 利益 を 計る ことが 屮 M 來す、 或は 時に ダン ピ ングを さへ 行 はね 

ばなら す、 その 意味で は 大いに 道義 的の ものに なった。 不德義 は、 現在の 國 際經濟 では 同時に 最 

大の 不利益と なって ゐ るの だ。 併し この 德義不 德義は 表面的の 意味の もので、 眞實は 全く それの 

逆と なって ゐ る。 有無 相 通 は それ 自身 道德的 だ。 それにより 奇利を 獲る こと、 その 通商に 携 はる 

ものの 動機が 商業 的で ある こと は道德 的で な. S にしても、 有無 相 通と. S ふこと 自身 は、 少 くも 多 

少は 道德的 だ。 何故 なれば そこに 成立した 社會性 は、 本質的に 協同 的連帶 的の もので あり、 且つ 

自他の 人格の 自律 を 害して はゐ ないから だ。 これに 反して、 資本主義 により 支配 せられる 國際經 

濟は、 本質的に 不道德 的 だ。 貨物の 價格ゃ 品質に ついては 道德 的で も、 この場合の 國 際經濟 は、 

意義に 於いて 不道德 的な の だ。 自國の 資本主義が 何時までも 繁榮し 得る ために 國際的 通商、 特に 

货 物の 國外 輸出が 必要と せられた の だが、 隨 つて その 通商 は 輸出 先き の國 家が 何時までも 産業 的 

に未發 達の 狀 態に 止まる こと を 欲し、 また 事實に 於いて そのこと を 計らなければ ならない。 例へ 

ば その 國の產 業が 幾分で も發 達し かけよう とすれば、 これまで 輸^ を續 けて 來た國 は どこまでも 

货 物の 惯格を 低下せ しめ、 その 產 業の 倒滅を 計らなければ ならない。 のみなら す この 通商 は、 輸 


出先き の 經濟 „。卑 位 を自國 の それへ 從屬 せしめる 性質 を 持 つ。 自國の 經濟 生活 は 自律す るに せよ、 

その 自律へ の 手段と して 他國 の經濟 生活 を 必要と する の だ。 

かくして 現在の 國 際經濟 は、 意義に 於いて 他國の 文化的 發達を 阻止し なければ なら や、 また 他 

國 の 經濟生 活を 自律せ しめす 之 を 手段と して 取扱 ふ ものであるから、 それ 自身 本質的 に 道德的 で 

はない。 資本主義 は勞 働の 上に 搾取す るから、 それ 自身 道德 的で はない。 商業主義 は 人格 惯爐を 

商品 惯 値に 從屬 せしめる から、 それ 自身 道德 的で はない。 然るに 八：. また 私 は國際 經濟の 意義 を 分 

祈して それ 自身 道德 的で ない とする。 すべ て これら は 現在の 經濟 的社會 制度 を 一 貫した 精神 だ。 

その 制度の 前提 こそ は、 これらの 罪惡を 生まねば 巳まない の だ。 

九 生活 享受の 粗惡 

かくして 現在の 經濟 生活 は、 それ を 取る 方向に 於いて 確に 邪 路に陷 つて ゐる。 經濟 生活の-取々 

たる 若干 部面が 罪惡 的と なった ので はなく、 經濟 生活 そ の ものの 嫗 幹と 精神と が罪惡 的の ものに 

なった の だ。 我々 は その 楼構を 動かす 某者廿  1^ 者 を 憎むべき ではない。 經濟 生活 そのものの 機構が 

理想 を 離れた の だ。 それの 當然 なる 結 鬼 こそ は戰慄 すべき 人格の 汚獨 だ。 

第一 に、 我々 の 消費生活 は、 安惯な もの、 人格の 創造性と 光輝との 失 はれた ものに なった。 我 
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我の 使用す る 器具の 脆弱に して 非藝術 的なる は 言 ふまで もない。 それ は 一 面 機械文明 Q 必然的 結 

果だ とも 言へ るが、 機械に よる 大量 生 產は必 すし も粗惡 なる 貨物 をつ くり はしな. s。 或る 場合に 

は、 機械 は 人力の 及ばない 精巧 さ を 助ける ことが S 來 るから、 機械 を 用 ひての 生產 は、 手 藝的生 

産の 創造性 を 持ち、 併せて それの 粗野に 代へ るに 練 熟の 技巧 を 以てする ことが 出來 ると さ へ 言 へ 

る。 然るに 貨物の 大量生産と それの 購買力との 併進し ない こと、 社會に 愈. - 富める 少數者 あると 

同時に 愈/ -y 貧しい 民衆の ある ことと は、 生產 せられる 商品の 性質に 大 いなる 影響 を與 へ、 商品に 

は 甚だ 髙價 贅澤 なる 優良品 あると ともに、 甚だ 安 慣粗惡 なる 下級 品 ある ことと なる。 そして 民衆 

の 大多數 が 消費す る 商品 は それの 下級 品 だ。 

我 國には 農民の 數が 多く、 隨っ て それら 農民の 自ら 所有す る 家屋 も 相當に 多. s數© ものと なつ 

てゐる けれども、 他方で は 借家と 借家 住みの 人間と は 加速度 的に その 數を增 加せ しめつつ ある。 

今日 都/建の 借家 に 住んで ゐる 人達の 大部分 は、 嘗て その 幼時 を 農村の 自家に 生活した もので あら 

う。 然るに 彼等 は 最早 永久に 借家 住み をし なければ ならない し、 彼等の 兒孫は その 借家の 中で 生 

れてゐ る。 農業が 經營 として 支持し 得られない やうに なった ときには、 現在 鄕 里の 自宅に 生息し 

てね る 農民 も、 その 鄕家を 離れて 或は 都 會へ來 り、 或は 他の 利益 多い 農業 地へ 屮 I 镓 ぎしなければ 

ならない。 かくして 現在の 農民 も 亦 借家に 住む 人と なる であらう。 國 の 民衆 を擧 つて、 借家人 

となる 傾向 は、 今後 蔽ひ 難き ものになる ので ある。 然るに それらの 借家 も 亦 一 の 商品と して 生產 


せられる から、 商品の 被る 法則の 支 IK を 受けなければ ならす、 加速度 的に 愈. -粗惡 の ものと なる 

現在 すら、 大多數 の 借家 は國民 衛生的 見地より 見て 住む に堪 へす、 のみなら すそ C- 牧 利の 比率 は 

法外の ものと なって ゐ るに 拘ら す、 法律 は その上に 幾許の 規定 を も 加へ てゐ ないし、 また 國. 3^ が 

進んで その 住宅 を 設立す るまでに 立ち至って はねない から、 住宅 の 粗惡 となる 倾向 は 日 を 逐ぅ て 

甚し いものと なつ て 行く。 

食物の 性質が 劣惡 となる ことに ついては、 一 々例 證の要 もない。 從來の 日本人、 殊に 5^!^ 民を國 

民の 大部分と した 我々 日本人 は、 その 食物に 蛋白質と 脂肪と を缺乏 せしめて ゐ たが、 それの 補 ひ 

として、 米麥 蔬菜 を 多量に 食して 僅かに ことなき を 得た。 蓋し 彼等 農民 は それらの 米麥 蔬菜 だけ 

は 相當に 多量に、 且つ 相當に 自由に 瘦 得する 便宜 を 持って ゐ たからで ある。 然るに 今や 農業 地 を 

離れた 民衆 は、 それらの 米麥 蔬菜 を すら 甚だ 制限 せられた 分量 を 以ての外 購買す る ことが 31 來す 

他面 蛋 S 質と 脂肪と に豐 富な 魚 獸肉を 取らないで ゐ るから、 彼等の 榮養 は從來 以上に 劣 惡のも Q 

となった。 國 民の 健康の 將來、 寒心に 堪 へない ものが ある。 

要するに 我々 の 消費生活 は安價 Q ものに なった。 價 格に 於. S て 安 惯 ではない が、 價 値に 於いて 

安價の ものと なった。 現代 は 封建 制と 资本 主義 制との 中間に 立つ。 我々 の 父母、 我々 の 幼時 は 封 

建 制の 中に あり、 田舍へ 行けば まだ 至る ところ 封建 制の 社會的 構造が 殘 つて ゐる。 それだけ 我々 

の 生活 も 亦 急迫 を吿 げす、 相 當に安 慰と 單 純と を 味 は ひ 得る 餘地を 持って ゐ るの だ。 併し 文明の 
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牧野 的 情趣 は 5 よいよ その 影 を 薄く し、 我々 の 現在、 我々 の 兒女は 直ちに 業 的社會 構成の 燥擾 

な る 交響 樂 中に そ の 生命 を 托し てゐ るから、 生活の 资本 主義 文明 化卽ち 生活 享受の 劣 惡化は 今後 

蔽ひ 難き 傾向 を 以て 進む ことで あ らう。 

10 勞 働に 於け る 創造性の 缺乏 

第二に、 ^々の 勞働は 生活 創造の 悅 びを缺 くものと なった。 我々 は 費消すべき 货 物の 分量 を豐 

富なら しめ、 生活の 內容を 潤 It にす る ことの 要求 を 持つ から、 手藝に 代へ るに 機械的 生產を 以て 

する 大量 經濟 起り、 且つ それの 意義 は 保障せられ 得る けれども、 ー兀來 機械的 生 產は勞 働の 藝術性 

を 奪 ひ、 にこれ を 物質 化せし め、 手段 化せし める 傾向 を 持った もの だ。 蓋し 機械 は單に 運用せ 

られる だけで あり、 その 運用の 經 過に は 何の 個性の 介在 も 許されない。 個性 化 をな す 人と、 それ 

に隨 つて 單に 機械的に 動く 人との 分業が 行 はれた の だ。  . 

しかし それだけの 意味で は、 機械文明 はま だ 悉く 生活 創造の 悅 びを缺 いたと は 言へ ない。 何故 

なれば、 それに は 創造の 藝術 性は缺 除せられ たにせ よ、 なほ 創造の 道 德性は 少しも 缺 除せられ て 

ゐ ないから だ。 自己が 社會的 生產の 一 角に 地位 を 占め、 自ら 動き、 自ら 制し、 なほ 楚 岡なる 社 會 

的 51 働 の 雜務 心 を. 2： 感 して ゐ ると ころに は、 社會 慣値 の釗 造に 參畫す る 人格 の 自律 的 道義 的 意義 


が發 揮せられ てゐ るから、 機械的 生 產に勞 働す る こと は、 それ 自身 意義と して 創造的で ない と は 

一一 目へ ない。 生活 剖 造の 悅び は單に 藝術惯 値に ついて Q み 言 はるべき も Q ではなく， 道德 について 

も科學 についても、 等しく 感受 せらるべき ものである。 そこに 勞働 する 個人 は、 それ故に 道 人 

だ。 なほ かくの 如き 機械文明が 一 絲亂れ ない 協働 を 保ち、 彼此 相補して 一 の 社 會惯値 を 創造して 

ゐ る壯觀 は、 それ 自身 文化の 聰明と 數智と を 表現す る。 我々 は それの 內感に 人智の ：5 休 合せられた 

一 の 創造 意 識 を 持つ の だ。 

しかし それ は 人格 活動が 機械に より 率 ゐられ す、 機械 そのもの を 率 ゐてゐ る 場合の こと だ。 現 

在の 經濟は 少しも その 語に 適しない。 勞働者 は 機械的 生産に 從事 する ことにより 勞 働の 藝術 的^ 

造 性 を 失った が、 なほ その 生産が 資本家の 行動に 屬し、 勞働者 は 手段 視 せられ、 人格 0 自律 を 奪 

はれた ことにより、 勞 働の 道 德的 創造性 を も 失った。 その 生産 は 社會的 費消への 義務的 關聯を 持 

つた もので はな，、、 單に賓 本家の 利潤 意識に より 經營 せられる ものであるから、 生產單 位と して 

見ても、 それの 動機 は 利己的で あり、 社 會連帶 的 道義心 を缺 くもので あるが、 その 生產單 位の 手 

段と して 勞働を 課せられる 勞働者 は、 隨 つて 一 一重の 意味で 他律 的と なって ゐる。 自らの 强 制せら 

れた勞 働の 中には、 何等 Q 釗造 的なる 悅びを も 味 ふこと が 出来ない。 勞働者 は單に 無智なる 勞働 

者の 地位に 止められ、 それらの 機械的 生産の 整頓 せられた 叙智を 理解し 得ない。 のみなら す、 そ 

の 文明が 私人の 利潤 心の 奴隸 となり、 それの 本來 0 自由 を發 揮し 得ない 點で、 現在の 機械的 生産 
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を 支配す る 動機 は 少しも 聰明で はない。 それ故に 我々 は 現在の 產業的 文明から 人智の 自由に 解暢 

せられた 科學 創作 の 燦然 た る 慣値を 認識す る こと も 出来な いの だ。 

一 一 現代 痙 業 文明の 浪費 性 

第三に、 我々 の 社會の 生產は 甚だしい 浪費 をな しつつ ある。 共同 社會は その上に 何等か 0 制 抑 

を 加へ る 實カを 持って はゐ ない。 資本主義と 機械的 生産と が 結合した 結果と して、 どれ だけ 大置 

の 货物も 生産せられ 得る ことと なった が、 なほ その 構造の 不斷に 運用 せられる こと は、 資本主義 

を倒滅 せしめな いために 必須の 條件 となった。 それ故に 資本家の 工場 は 購買力の 有無 如何に 拘ら 

す、 とにかく 無限に 生產 を繼績 する。 試みに 我々 は 都市の 商業街 を 漫歩して、 それらの 店舗の 中 

に滿 開し た 華樹を 見る ごとく 陳列せられ た 商品 の 分量 のい かに 剩 多な るか を 仔細に 認知す るが よ 

い。 これらの 店舗の 在荷 は、 とにかく 現に 消費の 外なる 貨物で ある。 その 在荷の 分量 は、 現に 消 

費す る もの Q 分量に 較 合し、 いかに 著大の 比率 を 持つ か。 それ は 消費への 準備と して は餘 りに も 

過剩 なる 比率 を 示す。 勿論 それ 等の 貨物の すべてが 何れ かの 時に 消費せられ ると いふ もので はな 

く、 その 中の 或る 部分 は 永久に 消費せられ ないか、 或は 甚だしく 減價 した 貨物と なり、 それが 始 

めに 持った 利用 價 値の 極めて 少ない 部分が 消費せられ ただけ で廢棄 せられる ので ある。 現代の 資 


本 主義 文明 は その あらゆる 方面に 於いて 浪費 をな しつつ あるが、 單に 貨物の 減價に 基づく 浪費 だ 

けで も 驚くべき 文明の 損失 だ。 

なほ これらの 生産せられ た货 物と、 地球 自身の 持つ 可能 生産力との 比率に 示された 驚くべき 浪 

費に 對 しても、 我々 は 觀察を 怠って ならない。 我々 の 生産 は 機械と 發 明と を應 用す るから、 どれ 

だけで も豐 富に 貨物 を產 出す る ことが 出来る やうに 考へ られる けれども、 それらの 生産の 原料と 

動力と だけ は、 いかにしても 根本的に は 地球より 得る 外に 途 がない。 いかなる 科 學の發 明 も、 原 

料 をつ くる こと は 出来な. S し、 また 原動力 を 生み出す こと も 出来ない。 結局 人間 は 永久 運動 をェ 

夫し 得ない とい ふことの 根本的 原因 は そこに あるの だ。 然るに それらの 原料と 動力と は、 1 旦或 

る 方向へ それの 形態が 變化 せしめられた とすれば、 それの 可逆の 換 元は 一定の 制限 を 持ち、 いか 

なる 科 舉の應 用 も その 制限 點を 超える ことの 出来ない もの だ。 

かくして 地球上の 原料と 動力との 使用し 得らるべき 部分 は、 幾分 かづつ 再ぴ 使用し 得られない 

ものに 變 化して ゐ るから、 若し その 使用し 得られない 部分が 極點 にまで 多くな つた ときには、 人 

類 は 地球上の 生活 を 終熄せ しめなければ ならない であらう。 しかし 勿論 科學は その 可逆の 換元を 

可能な らしめ る 幾多の 發明を 完成す るで あらう から、 原料 と 動力と により 押し詰められて 人類が 

絶滅す ると 考 へる こと は、 單に 空想に 過ぎない かも 知れな. S 。併しと にかく、 最も 使用し やすい 

原料と 動力と が 費消し 盡 される こと を考 へる は 空想で はない。 今 若し かかる 佼 用し やすい 原料と 
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動力と が 悉く 費消せられ、 後に は 利用の 困難な 原料と 動力との みが 殘 つたに 拘ら す、 科擧 0 進歩 

はこの 額 勢に 伴 はす、 それら を 利用す る 新ら しい 方法 を發 見し 得なかった とすれば、 我々 の 文明 

は その 時に 額廢し 始め、 人類の 生活 は 粗 貧の ものになる であらう。 それ故に 今後 各國 家の 競爭は 

原料と 動力との 供給地 を獨 占す る ことで あらう と豫 想す る もの 0 ある も、 „4 なる 空想と は 言 へ な 

い。 

使用し やすい 原料と 動力と は それ故に、 人類の 或る 一 時代 を 以て 費消し 盡 すべき も Q ではない。 

それ は 我々 の 生活 を豐 富なら しめる ための 自然の 贈物で ある 許りで はなく、 我々 が 我々 の兒 孫と 

ともに 共 R に、 公平に 費消すべき ものと して られた 有限なる 財寶 だ。 我々 は 我々 の兒 孫の 文化 

を (一;: き 詰まりと しないた めに、 31 來る だけ それ を 節約して 費消し なければ ならない。 自然 自身 は 

それの 費消に 何等 自發的 の 制限 を 持たない から、 この 制限 を つくる もの は 共同 社會 自身 である 普 

だ。 卽ち 共同 社會は 原料と 動力と を 管理して、 それの 私的 獨占を 許すべき ではない。 然るに 現在 

の 資本主義 文明に あって は、 原料と 動力と は 最初に それ を 利用した ものに より 獨 占せられ、 且つ 

一 旦 それが 獨 占せられ た ときには、 それの 處分は 全く それの 占有 者の 任意に 委ねられて ゐる。 然 

るに かかる 原料と 動力と を 利用し 得る までの 形に 變 化せし める に は、 相當に 大規模の^ 備を 要す 

るから、 結局 それらの 原料と 動力と は 少数の 資本家に より 獨 占せられ る。 资 本家 はた だ 利潤 を 本 

位と して それの 利用 を 計る から、 彼 は 第一 に、 この 二者 を 利用す るに 生產 費と 利 との 比較 を 考 


へ、 出来るだけ 多くの 利益 を牧 めようと 計る。 第二に、 彼 は どれ だけで も 4!*. わ 速に これらの 二者 を 

利用し なければ ならない。 藍し 原料と 動力との 利用 は 全く 無價 値の もの を 有 慎爐の ものと すろ こ 

とで あるから、 どれ だけ 急速に 利用しても、 大抵の 場合に 资 本家 は 利益 を 受ける ことが 3^ 來 るた 

めだ。 かくして 資本家に より 利用せられ はじめた 原料と 動力と は、 非常なる 浪費の 目的物と なる 

Q だ。 

我々 はかくの 如き 浪費の 實例 として、 石炭 や 石油の 採取 を舉げ る ことが 出来る。 十九^ 紀ょリ 

二十世紀に 亙る 文明の 原動力と して、 石炭が 人類に 貢獻 したと ころ は 驚くべき 程度に 達する。 今 

や 石油 は 往日の 石炭と その 地位 を 代へ つつ あるが、 これが 一 一十， 批紀の 人類 生活に 寄與 する もの は 

い かに 大で あるか、 計り 知りが たい。 然るに これら 二者 は、 恐らく は 前世紀と 今世紀の 生活 を豐 

かなら しめる だけで 消盡， し、 それ 以後の 世紀に 生活す る 人類 は、 最早 これ を 原動力と して 利用す 

る ことが- S 來 ないで あらう。 恐らく 人類の 利用し 得る 原動力と して、 石炭と 石油と は その 利用 0 

方途の 最も 容易なる もので あらう と 思 ふが、 それらの 動力 は、 人類の 甚だ 長い 歷史の 中の、 僅に 

二三 世紀 をみ たす 貨物に 變 形せられ るの だ。 そして これらの 貨物 は、 利用 せられる 以前の 石炭 石 

油の ごとく 货物 としての 減價を 免れて ゐる こと は屮： 來 ない。 一 一三 世紀 間に 生產 せられた 货物 は、 

勿論 僅かに それ Q 一  部分より 外に は 人類に より 费 消せられ ない ので あるが、 その 殘 りの 大部分 は 

費消せられ ない 問に 減" 0 し、 货物 としての 意義 を 失 ふに 至る。 然る 時には、 探 取せられ た 石炭と 
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石油と は、 資本主義 のために、 人類の 長い 歷史の 中 Q ゎづ かに 二三 世紀の 生活に 就き、 なほ それ 

の 一 部分に 利用せられ ただけ の 意義 をし か發 揮し 得ないで 終った の だ。 かくの 如き 浪費 こそ は 人 

類の 將來の 歷史に 恐るべき 暗影 を投 する。 十九 世紀と 二十， 紀 とが、 物質的に 繁榮を 極めて ゐる 

の は、 „4 に 機械 ゃ發 明の ためで はない。 我々 は 置に 將來 の數十 世紀の 人類が 享受すべき 物質的 享 

受を 不當に 掠奪して、 それ を 贅澤に 使用して ゐ るの だ。 

十八 世紀までの 歷史が 持つ 罪惡は その 世紀 を 以て 直ちに 淨 罪せられた。 例へば 過去の 奴隸 制度 

は、 それが 廢 止せられ た 今日へ は 多くの 害 惡を殘 して ゐ ない。 戰爭然 り。 封建制度 然り。 宗教 的 

獨 裁と 君主 的專 制と 亦然り だ。 ひとり 地球の 原料と 動力との 上に 加へ た Eli- 惡は、 永遠に 人類の 呢 

咀 となって 止まる 遺産 だ。 恐らく は 後世の 歴史家に より、 人類 將來の 文明に 決定的の 罪惡を 遺し 

た 呪 ふべき 時代と して 記錄 せられる もの は、 それの 長い 歷史を 通 ほして、 十九 世紀 乃至 二十 一世 

紀の 二三 世紀で あらう と 私 は 思 ふ。 

一二 鎭 山と 水力 電氣 

石炭 石油 等の 動力 は 勿論の ことと して、 多くの 鑛物を 採取す る ものが、 甚だ 不經濟 なる 探 取の 

方法 を 取って ゐる こと は 今に 於いて 旣 に科學 者の 攻擊 すると ころと なって ゐる。 その 鎮 山の 所有 


者 は、 採取の 費用と 利潤との 差額の ai 來る だけ 大 なること、 大量の 採掘 を 出来るだけ 急速に 得る 

こと を 股 目と してす ベての 指圖 をす るの だから、 鑌坑は 不經濟 な 仕方で 通せられ、 鑛 石の 精鍊方 

法 は粗雜 だ。 それ故に 本来 その 土地が 含んで ゐた 利用 鑛 物の 僅かに 幾 割かが 利用 せられる だけで、 

他 は そのまま 廢棄 せられる。 勿論 かく Q 如き は、 精鍊 方法に 就いての 科舉的 知識が 顯 著に 進歩し 

ない 間 は 何時の 時代に も 已むを得ない ことで は あるが、 現在 は 殊に それらの 鑛 山が 不經濟 に 採掘 

せられて ゐる。 しかし それらの 鑛 山が 共同 社會 により 管理せられ、 それの 採掘の 分量 や 方法に つ 

き 何等かの 制限が 加 へ られ たと すれば、 それの 精鍊 方法に つ い ての 科學の 知識 は 一 層 進められ、 

經濟 的に 利用せられ るに 相違ない。 現在で は、 往時 採掘せられ 精鍊に 適しない ものと して 魔棄せ 

られた 滓鑛を 採取して 精鍊 しつつ あると ころが 可成に 多い。 併し 現在 精鍊を 加へ た 滓鑛が 今後 再 

び 利用せられ 得る や 否や は 甚だ 疑問 だ。 何故 なれば、 それら 0 滓鎮の 現在 慶棄 せられた もの は 旣- 

に化學 的の 處置を 受け、 甚だ 利用し がたい 形態の ものに 變 化せ しめられて ゐ. るから だ。 鑌 坑の不 

規則に 掘進せられ、 不規則に 處 分せられ 終った もの は、 その 土地の 鎮脈を 荒 凉に歸 せしめ、 なほ 

所在に 多くの 鑛 石を殘 して ゐる にしても、 再び それ を 採掘す る こと は 不可能 だ。 然るに 現在 は、 

その 含有す る鑛 分の 割合に 乏し. S もの を 採掘す る は、 企業と して 不利益で あるから、 よし 相 雷に 

多量の 鍍石を 後へ 殘 して ゐ るに せよ、 利 薄ければ それに 廢坑處 分 を 加へ る。 かくして 空しく 廢棄 

せられる 鑌 物の 分量 は、 寧ろ 採掘 せられた それの 分量の 數十 百倍に 上る であらう。 今後 科 擧の進 
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步 するとと もに、 それらの 滓鑛、 それらの 廢坑を 利用す る 方法 は 絕對に 案 31 せられな いと 言へ な 

いけれ ども、 併しと にかく 容易に 利用せられ 得る 原料の 分量 著しく 減殺 せられて、 容易に 刺 用し 

がた きそれ のみが 後に 殘 された こと は 疑 ふべ くもない。 

動力と して 電氣が 利用 せられる やうに なつてから は、 水流 瀑布 もまた 經濟 的に 重大の 要素と な 

つた。 殊に 我國の 如き は 石炭 石油の 產 出に 限度 あり、 その 最も 多產 的なる もの さへ 今後 數十年 を 

支へ 得ない やうな 狀 態に あるから、 水力の 利用 は國 家の 產業 的發 達と 不離の 關係 にある。 然るに 

我國の 河流の 利用せられ 得る 限り は、 その 事業の 起工 如何に 拘ら す、 早く も少 數の资 本家の 手に 

獨 おせられて ゐる。 卽ち ただ それ を 將來に 利用し 得べき 權利 のみが 豫め獨 占せられ てゐ るの だ。 

今後 我 國の產 業が 石炭 石油の 動力 を 離れて 専ら 電氣の 動力に 就く ときには、 水力 鼋氣 の社會 有の 

題 は、 恰 かも 英國に 於け る 炭坑 國 有の 問題の 如くに、 民衆の 社會 問題の 主たる 地位 を 占める で 

あらう。 なほ 進んで 言へば、 小作 問題と 食糧 問題との 行き詰まりの 結果 現 はれる 農業 土地 國有論 

と、 工業 上の 諸問題の 究極の 紛糾と して 現 はれる 水力 電氣國 有 論と は、 よし 資本主義 的 文明が 現 

時 の 如き 繁榮を 維持し 得 てゐる 場合に も、 必す や 將來に 於 いて は ：！！：^ 衆に よ り 最も 險 14 せら れる政 

洽 問題と なること であらう と 思 ふの だ。 

私 は 嘗て 木 曾の 勝景 寢覺床 をば 1^1 見し、 その 水深 淺 きがため に 日本の 一 勝景た る 意義 を 失 ふに 至 

つたこと を 知り、 深く これ を 哀惜した ことがある。 然るに 後年 機會 あって 天 龍 峽の絕 勝 を 見る を 


得、 そ Q 天然の 奇ェを 讚 1； したが- 奇景を 縫うて 峡 中の 岩 上に 測量む 標旗の 翻る を 認め * こ Q 勝 

景も 亦將來 は寢覺 床の 跡 を 追 ふの 外な き 運命に ある こと を、 天然の ために 痛恨した。 勿論 私 は 水 

力 電氣が 我國の 河流 を 利用す る こと は 不可で あると 言 はない。 ただ かくの 如き 天然の 美景 は歷 m ん、. 

上の 古 遣 跡、 古 遺品と 同じく、 人工 を 以て 再び 獲 難い 絶對 Q 價値を 持った ものであるから、 產業 

のた め それに 毀損 を 加 へ る もの は 三思 後昆の 批判 を 思 ふべき であると する の だ。 繰り返して 言 ふ。 

天然 は 人類の 共有 財產 だ。 一私人 一世紀の これ を 私有して、 任意に 處 分し、 毀損すべき もので は 

ない。 二十世紀 は その 世紀の 物質的 生活 を豐 富なら しめる ために、 歷史 の存續 する 限り 人類 永遠 

の 財 富と なるべき 天然 の 絕對惯 値 をす ベて 無に 歸 せしめた、 惯 値破壞 の 時代 で あ る と 後世 Q 歷史 

家 をして 記錄 せしめる 途を、 我 々 は 今 現に 追 ひ つつ あるので はない か。 

一三 戰爭 による 文化の 破壤 

最後に、 國民經 の 必然的 演繹と して！； 際 的 通商の ための 市場 を 獲得し ようと 努めた 結 5^ は、 

當然 界 の 諸 國家閒 の 戰爭を 生起せ しめた。 

經 濟と國 家と は、 本來必 すし も 結着した 關係を 保持すべき 必要の な いもので は あるが、 國際巿 

場の 爭覇戰 の 行 はれた ときには、 經濟家 はいかに しても 國 家の 武力 を 自らの 北：；： 景 に i;^ かなければ 


ならぬ ことと なった。 國際 經濟は 意義に 於いて 有無 相 通で はなく、 资本 主義 的 生産の 必然的 結果 

として 生起した 强 II である こと は 旣に霄 つて 置いた が、 強制 は それに 物理 力お 伴 はないで は强制 

の資を 擧げる ことが 出來 ない。 ここに 於いて か當 然各國 間の 戰爭が 起る。 資本主義の 發達を 原因 

として 起らない 戰爭は 近代に はなかった が、 また 將來も その 原因な しに は、 絕對 的と いっても よ 

い 位に 戰爭は 起る もので はない。 

現代人 は 文化的に 開發 せられた から、 戰爭の ごとき 暴力 を 用 ひての 英雄的 行動 に 興味 を感 ぜ t 

他の 文化的 創造 行爲に 主たる 興味 を 注ぐ やうに なった。 また 侗人 として はとに かく 何人も 戰爭の 

犧牲 となって その 生命 を 失 ひ、 或は 他人の 生命 を 奪 ふこと を悅 ばない やうに、 彼等の 情緖を 洗煉 

せしめた。 それ故に 國家內 の 各人の 間に、 よし 法律の 制裁 を 顧慮し ないでも、 相互に 戰鬪 的行爲 

を 取る こと を 避け て ゐ ると 同様に 、 各 國家は 容易に は自國 の 運命 を 賭し て 他の 國 家と 戰爭を 開始 

しょうと はしない. >  戰爭は 正に 經濟的 生存の 已むを得ない 勢 ひ を 支持す るた めに 起る。 今 若し 何 

れ かの 國 家が、 他の 國 家の 領域 內に 市場 を 求める 政策 を絶對 に拋棄 したと すれば、 また 同時に 自 

國內で 費消 せられる 貨物 を 他の 何れの 國 家に 於いてよりも 廉價に 生産す るが ために、 他の 國 家よ 

り 貨物 を 輸入す る 必要 を 殆ど 全く 見ない やうな 狀 態に 達し 得た とすれば、 その 國家は 必すゃ 今後 

戰举 の慘禍 より 永久 的に 遠ざかる ことが 出来る であらう。 

戰爭は 二の 理由 を 以て、 二の 性質の 國 家の 間に 開かれる。 一は 產業 的に 發 達した 國 家が、 それ 


の未發 達なる 國家を 完全に 自國の 經濟單 位下に 置かう とする 戰爭 であり、 その 結果 は當然 後者の. 

敗北と なり、 その 多くの場合に 後者 は國 家と しての 獨立性 を さへ 失 ふ。 しかし この種の 戰爭關 係 

は 今世紀の 始めまでに 概ね 整理せられ て 了った。 二 は 同一 市場の 奪取 を 努めて ゐるニ 以上の 産業 

的 發達國 が、 自國 家の 優越 的 地位 を 確保 せんがた めに 起す 戰爭 であり、 その 勝敗 は豫め 決定す る 

を 得ない。 この 戰爭 が名狀 する ことの 出来ない 悲慘事 を 人類の 生活の 上に 竄らす こと は、 何人も 

の 熟知す ると ころ だ。 しかも その 悲惨の 程度 は、 今後の 大戰に 於いて 愈. /強烈に 進められる こと 

も 殆ど 疑 ふ を 得ない 推測 だ。 戰爭 は實に 人生の 大罪 惡だ。 のみなら すそれ は 人類の 歷史 への 大脅 

威 だ。 人類の 絶滅 は、 戰爭 により II ら される かも 知れない との 推測 さへ、 實は 推測と はい へない 

確實の 論證の 上に 立って ゐる。 今後の 戰爭は 人智の 及ぶ 限り を盡 し、 機械と 自然との あらゆる 利 

用を盡 し、 國 家の 提供し 得る 全部の 富を盡 し、 眞に國 民の 全 運命 を それに 托して、 しかも 長期に 

亙り、 世界の 國 家の すべて を それへ 參加 せしめて 行 はれる ことで あらう。 その 一 戰 の破壤 し鎖盡 

する 富 は、 恐らく は數十 世紀の 人類の 生活 を 支持す るに 足る もので あり、 隨 つて その 大戰 後人 類 

の 生活 內容は 極度に 低下せ しめられ、 甚だ 久しき に 亙り、 歷史 の暗黑 時代が その後へ 綾く であら 

う。 勿論 費消し 易い 形態の 原料と 動力と は 悉く 費消 せられた 後の 暗黑 時代で あるから、 或は 人類 

は そのまま 文化人と して 再起す る 希望 を 失 ひ、 空しく 結滅の 運命 を 見る に 至る や も 計り 難い。 恐. 

るべき は產業 文明の 絶頂に 現 はれる 世界の 大戰 だ。 
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一 四 全民衆 へ の 課題 

资本 主義 的產業 文明 は、 人 ii の 創造した 知識と 機械と を 我々 の 生活へ 適用す る ことにより、 我 

我の 社會 生活 そのもの を 機械化し、 非 人格化した。 知識と 機械と を 生活へ 適用す る ことの 本来の 

動機 は、 人間の 有限 的なる 能力 を 補充し、 生活 资料を 豊富なら しめる ことに あつたが、 また ある 

べき だが、 現在に あっての 動機 は 多く 顧みられる ことなく、 资 本家の 利潤 獲得 欲が それの 地位 を 

奪った。 生活 を 本位と する 動機のお のづ からなる 結果 は、 また それの 經過 は、 常に その 動機に よ 

り 規制 せられて ゐ るから、 それの 結 または 經 過が 動機 を 超えて 生活 を 傷害す る 場合 は 少なくな 

るが、 その 動機が 利潤の 獲得に ある 場合に は、 この 新たなる 動機 は どれ だけで も 生活 を 本位と す 

る 動機 を 超え、 それへ 無頓着に 働き、 つ ひに はこの 本來の 動機に 傷害 を 加へ る ものと なる。 我々 

の 現在の 生活が 正しく それ だ。 そして この 結果 起る 大. S なる 破綻が 世界の 大戰 であ つたこと は、 

すべての 人に よく 知られた 事赏 だ。 

資本主義 的社會 は、 利潤 獲得 欲に 隨 つて 知識と 機械と を 支配す る ことに 何等の 社會的 制^ を も 

S かない。 知識と 機械との 爲す 事業が、 人間の その外の 機能の なす 事業に 比較し、 それほど 大き 

くない 社會 では、 资本 主義 も 大した 害惡を 人生の 上に 加へ ないか も 知れな. scr たが、 現代の ごと 


く 知識と 機械と Q 力が 甚だ 大きく 辰 開せられ、 人生の 上に 如何なる 大 いさの、 また 如何なる 强さ 

の 影響 を も 加へ る ことが 屮 Z 來、 つ ひに は 人生 その も Q を 指導し 得る に 至った ときには、 資本主義 

にこの 支配力 を 許して 置く ことほ ど、 大 いなる 脅威 を 人間 生活の 上に 加へ る もの は あるまい。 0 

本 主義 的產業 文明の 進步 する 速さ は 加速度 的 だ。 産業革命 以後の その 文明の 行詰り は 案外 早く 來 

て、 そ Q 總 勘定の 序幕 は 世界 大戰 であった が、 しかし 産業革命と 大戰 との 間に 相當の 年數が 隔た 

つて ゐる とも 言へ る。 今後 この 年數 はた だ 狭められる 許り だ。 若し 以前に  一 ^紀を 必要と した も 

のなら ば、 こ Q 次に は 十 年で 澤山 だ。 次 囘に十 年 を 要した ものなら ば、 次々 囘には 二 年で 澤山 だ- 

その 社會 が戰爭 前の 文化へ 復活す る 力 を戰爭 により 全郃 的に 壞滅 せしめた ときに すべて は 巳む。 

さう でない 限り、 戰爭は 加速度 的に 幾囘 でも 右の 順序 を 以て 繰 返される であらう。 そして この 

爭の 本来の 原因が、 資本主義 的 産業 文明の 特質に ある 以上 は、 戰爭の 目的 もまた 次第に この 缺陷 

の 意識に 結びつき、 資本主義 的 産業 文明 を 改作して、 その上に 人格 的 統制 を 置かう とする ものに 

なること は、 巳み 難き 大勢で あらう。 

現代の 經濟的 機構が 不自然な、 また 非人 格 的な 前提の 上に 立つ ことから 起る 困難 は、 その 困難 

の 程度が 强く、 且つ 永镜 的で ある ことと、 人 問の 知識の 啓發 せられて 行く ことと により、 ^れの 

時 かすべ ての 民衆に 氣づ かれる ものと なる。 伸し， 界 の大戰 まで は、 资本 主義の 發達も 僅かに そ 

れの 序幕で あるに 過ぎなかった から、 この 機構 を不滿 とする 聲も 大いに 高かった と は 言へ ない。 
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九 〇 

年後 は 資本主義に 決して その 安逸 を 許さない。 社會 主義 的 傾向 は 宣傳を 用 ひないで 民衆の 中に 愈 

愈 强く發 達して 行く であらう。 そして この 資本主義 的社會 機構に より 自己の 人格 を 汚損し なけれ 

ばなら ぬ もの は、 ひとり 勞働者 だけで はなく、 その 中に すべての 消費者と、 資本家と を 含む であ 

らうから、 この 機構 を 如何に 修正す るか は、 勞働 者の 消費者と、 資本家と、 それらす ベて を 含む 

全民衆の 課題と して、 熱心に 討議 せられる ことで あらう。 この 傾向への 序幕 も 亦、 今す でに 我々 

の 世界で は 開かれて ゐ るの だ。 現今の 經濟 生活 は 如何に 改造 せらるべき であるか。 その 問 ひに 答 

へる 途は、 この 行詰り を裔 らした 究極の 原因 を 知り、 それへの 對 策を講 する ことより 外に はない 

曾 ひ換へ れば產 業 文明の 全 機構 を社會 自身 の 人格 的 要求 を以 て 社會 的に 統制す る こ と より に は 

ない。 それ はすべ ての 改造への 原則 だ。 經濟 生活 は 意義と して 手段に 止る もので はなく、 それ 自 

身 目的と して、 それ 自身の 自律 的 原則 を 持つ の だ。 

一 五 生産の 藝術 性の 恢復 

現今の 經濟 生活 を 改造す る 原則の 第一 は、 勿論 生産 作用に 於け る 人格 性 を 恢復す る こと だ。 人 

格 性の 恢復 は、 前に 論じた ことにより、 當然 二つの 方向に 向って 爲 される。 それの 一つ は、 生產 

の藝術 性の 恢復 だ。 次に、 それの 道德 性の 恢復 だ。 


さきに 生産の 藝術 性の 恢復 を 問題と すれば、 こ Q 事業 は 或る 點に 限界 を 持つ こと を 我 々はいか 

にしても 否定す る を 得ない。 產業 文明 は 機械文明 だが、 機械 を 利用す る產業 文明 は、 资本 主義 的 

でない 社會 にあっても 全然 的に 廢棄す る こと を 許され てゐ ない。 產業 文明の 缺陷を 私 は 十分に 容 

認 する もので は あるが、 現在の 產業 文明の 弊害 は、 大半 資本主義から 來 たもので あって、 産業 文 

明 自身の 罪で はない と 思 ふ。 それ故に、 今後の 社會 がよ し 資本主義 的 制度の 統制 を 受けない やう 

になった としても、 產業 文明 自身 は 必す今 以上の 程度に 發 達しよう。 また 我々 は その 發達を 担む 

べきで はない。 然るに 產桊 文明 は 生産の 經過 をす ベて 機械に 托する から、 如何にしても、 生産の 

藝術 性に 侵略 を 加 へ なければ ならない。 

併し 人間の 生活 全體 が、 見方によっては 實は 機械化して ゐ ると 一一 一一 n はるべき であらう。 それ は. 我 

我の 生活の 習慣と いふ もの だ。 生活 Q 大部分に よき 習惯 をつ くる こと は、 我々 の 生活 を 他律 的に 

する もので はなく、 赏は それ を大に 快適なら しめ、 且つ 自律せ しめる もの だ。 我々 の 生活 は、 一 

面の 見方 を 以て はすべ て 習慣で あり、 他面の 見方 を 以て はすべ て 創造 だ。 すな はち 習慣 を 材料と 

して 創造が 行 はれて 行く の だ。 この場合の 生活の 機械化 は、 だから 生活の 創造性 を 破り はしない- 

我々 の 生活が 徹頭徹尾 創造で あり、 習慣 化の 要素 を 持たなかった とすれば、 我々 の 創作 は 却て 錯 

雜し 且つ その 力 を 弱める であらう。 これに 反して 我々 は 自己の 生活の 甚だ 大 いなる 部分 を 習惯化 

し 得れば、 その 結果と して 我々 の 勢力と 注意との 濫費と 混雜 とから 免れる 事が m 來、 我々 は純粹 
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無雜 に、 且つ 個性 集約的に、 その 創作 を 完成す る ことが 出来る。 生活の 習慣 化 は 生活 を毀损 し、 

こ れを 機械 性の 奴隸 となす こと を 目的と する ものではなくて、 寧ろ 生活の 創造性 をより 大 ならし 

め、 純粹 ならしめ るた めの もの だ。 それと 同じい 原則が 社會 生活の 機械化に 就いても 適用せられ 

なければ ならない。 

生産の 機械化が それの 創造性 を 奪った の は、 その 機械化が それに 携 はる 勞働者 の 創 遣 性に 何等 

の 貢獻を もしなかった からだ。 卽ち 徒らに 機械化の 分量 を 殖やし、 その 创造性 を 極 少なら しめる 

やうに 進んだ からだ。 今 若し その 生産の 機械化が、 直ちに 勞働 者の 生活 創造へ 寄與し 得る ものに 

なった とすれば、 言 換 へれば 產業 文明に おける 機械 性 は、 個人の 生活に おける 習慣に 匹敵す る も 

のとな つたと すれば、 勞働者 は その 機械化 を嫌惡 する もので はな. S  C 

これが ために は、 第一 に 勞働者 は單に 機械化の 生活 を 以て その 生活の 全部 を费 消す る ことなく- 

他に 創造的なる 仕事に 關與 する ことの 出来る 時間 を當然 自分 に 持って ゐ なければ ならない。 それ 

は 原則として、 社會 人の すべてが 彼の 個性 を 以て 社會の 創造 事業に 參畫 し、 彼 以外の 創造 事業 を 

助ける こと を 前提と する。 社會 人の すべて は 工場に あつ て 機械的 生産に 從 事す るの 篛務勞 働 を 持 

つ。 併し その 時間 は 彼の 生活の 全勢力 を 奪 ふ もので ない 程度の 短い もの だ。 社 會人は その 義務 勞 

働 以外の 生活に 於いて は、 文化的 傳統 よりの 教養 を 受け、 且つ 彼 自身の 創見に 努力す る。 かかる 

社 會的梭 構に あって は、 義務 勞 は 機械の 利用 を 以て 行 はれ、 出來る だけ その 生產 時間 を 短縮す 


る こと は、 社會 人の 大 いなる 利益で あり、 斷 じて それの 損失で はない。 そして その 機械的 生產に 

從事 する ことにより、 一 の 知識 的 陶冶 を 受け、 且つ その 機械的 生 產の經 過に 何等かの 缺陷を 見出 

して 行く こと を、 生活の 一 の偸悅 となす に 至る であらう。 

第二に、 勞働者 は その 敎養を 進められ、 彼 自身の 知識 を 以て、 その 工場の 機械の 構造と 運轉と 

を 理解し 得、 なほ 進んで は その 生產 が社會 的に 占める 正しい 地 を 理解し 得、 隨 つて 同時に、 技 

術 的 及び 社會 的の 兩 面に 亙り、 その 生 產機關 の 改作に 對し、 自由なる 發霄權 を 持つ ものでなくて 

はならない 0 

第三に、 その 生產 工場 は、 クロ ボト キンの 考 へた 工場 Q ごとくに、 出来る限り 藝術 化せられ、 

彼の 一一 一一 c 紫 を 借れば 藝術 家の ァ トリ H の ごとくに 美しく、 且つ 快適なる ものと ならなければ ならな 

一 六 生産の 道德 性の 恢復 

次に 論すべき 生產 の道德 性の 恢復に 就いては、 敢て 多くの 言葉 を 費す を 要しない。 所謂 勞働^ 

動 はすべ てこの 要求の 上に 立ち、 今 現に 多くの K 布 望と 勇 氣とを もって 戰 はれつつ ある。 生産へ 直 

接に 自己の 人格 的 活動の 一 部分、 しかも 最も 主たる 一 部分 を 提供す る勞働 者、 現在の 制度 下に あ 
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つて それ は犟に 一部分と 言 はるべき ではなく、 その 人格 的 活動の 殆ど 全部、 なほ 適切に は 彼の 正 

當 なる 活動の 限度 を 大いに 超過し、 それ を 提供しつつ ある 勞働 者が、 その 參畫 する 生 產に對 して 

何等 Q 支配 權を も、 また 發言權 を も 持たない とい ふこと は、 確に 道德 的に 非難 を 被るべき 社會制 

度の 罪惡 である。 だから 勞働者 をして 生産の すべて を 自治せ しめ、 勞働 者の 生產的 活動、 勞働者 

の 社會的 生産と 爲さ しめる こと は、 社會の 活動 自身が 自律す る ことの 必然的 前提 だ。 現に 世界の 

勞働 者が 實際 運動 を 起し て 熱心に 要求す る產業 自治 は、 だから 經濟 生活 を破壤 する もの ではなく、 

それ を救濟 する もの だ。 その 意義 は 協調 的の も Q ではなく 全く 革命的 Q もの だ。 資本家と 勞働者 

とが 彼等の 物質的 利益の 配分に つき、 利害 本位 を 以て、 例へば 勞働 者に 就いて 言へば 彼等 自身の 

物質 生活 を 向上せ しめる こと を 目的と して それ を 主張す るので はなく、 生産に 於け る、 更に 廣く 

言へば 社會に 於け る 彼等の 道德的 地位 を 恢復しょう とする の だ。 卽ち 人類の 社會 生活の 中に あつ 

て、 その 人格 を隸屬 的、 物質的たら しめて ゐる ものの 數を たった 一人で も减少 せしめ、 その 社會 

の 人格 品位 を 高めよう とする の だ。 

それ故に 生産者の 革命的な るに 對 して は、 社會 人の すべ て は 何等の 反對を もな すべきで はな 5-。 

また それ を 妨害すべき 理論 根 據を發 見す る ことが 出來 ない。 若し 何等か Q 理由 を 以て、 生產 者の 

この 運動 を 阻止し 若く は 阻止す るた めの 理論 を 主張した とすれば、 それ こそ 社會 人の 道德 運動に 

阻害 を 加 へ る こと を爲す もので あり、 それ 程 社會の 道義心 を額廢 せしめる もの は あるまい。 私 は 


近 來社會 民衆が 正しい 道義心の 歸趨を 失 ひ、 自ら 渾沌の 途 を彷植 しつつ あるの 現象 を觀 察して ゐ 

る。 かくの 如き 現象が 最近 特に 著しくな つた 所以の もの は、 主として 社會 制度 そのもの G 前提に 

不道德 的 要素 を 含む がた めに、 到る ところ それの 缺陷を 暴露し、 我々 は眞に 本能 的に それへの 反 

感を 起しつつ あるに 拘ら や、 他面で は社會 生活 そのものに 革命的の 意味 を 持った 我々 の 要求 もま 

た、 それ 自身 不道德 的なる かの ごとき、 これ 亦眞に 本能 的と も 言 ふべき 反感 を 懐いて、 兩 者の 深 

刻なる 葛藤 を 自らの 心中に 經驗 しつつ あるが ためで あらう。 それ は 又 現在、 社會 民衆の 一般的 水 

準が 勞働 運動に 對 して 懐抱す る 感慨で も ある。 併し 今 若し 勞働 運動の 根本的 動機 を單に 物質的に 

しか 見得な. S で、 それの 革命的なる 道德的 意義 を 否定す る ものが あると すれば、 却って それほど 

社會 の 自然 的發達 に 人爲の 阻害 を 加 へて、 社 會混亂 の 端緖を つくる もの は あるまい。 勞働遝 動の 

道義 的 要求 は、 よし それが. S かに 現 社 會に對 して 革命的なる ものであった にせよ、 そのまま 現 社 

會 によ リ 容認せられ なければ ならない。 義し きをた だ義 しとせ よ。 それ 以上に 社會を 安定なら し 

める 仕方 はな い。 

現在の 政治家 や 商人 やの なすと ころ を 放 鋭淫陋 であると して 非難しながら、 他面で はまた 現在 

の 新ら しい 社會 運動 を危矯 過激で あると して 指彈 する、 所謂 中正 的 態度 は 社會の 中に 今餘 りに 多 

く 見出される。 併し それが 道義の 根本 意義に 於いて 主張せ られつつ ある もの だと すれば、 それ は 

大 いなる 誤 護で あらう と s:i ふ。 何故 なれば 現在の 政治家 や 商人の 放 縱淫陋 を 非難す るなら ば、 意 
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義に於 5 て 新ら しい 社會 運動の 態度 を 是認し なければ ならな いし、 また 反對に 後者の 態度の 危矯 

過激 を指彈 するならば、 意義に 於いて 當然 前者の 熊 度 を 採用し なければ ならなくなる。 道 德的意 

義 は純粹 であり、 系統 立てられて ゐ なければ ならない。 私 は 右の 所謂 中正 的 熊 度の 理論的に 容認 

せられ 能 ふ 根據を 見出す こ と が 出來な い。 そこに は 原則 意識の 缺乏が ある。 

併し 私 はな ほこ こに 我々 自身の 道義 的 良心 を具體 的に 反省して 見たい。 社會的 安定 を 我々 の 生 

活に 保障し 得る こ との 要求 は、 殆ど 本能 的と いっても よい 强さを 以て 我々 を lii 迫す る ものである 

が、 それ は 生活の 內 容を豐 かなら しめよう との 耍 求の 外に、 なほ 一 の 社 會道德 的 要求で さへ ある 

と 思 ふ。. 社 會の 安定性 は 我々 の 對他的 活動に 根本と なる 信用の 依止處 だ。 信用と は 結局 は社會 Q 

安定性の 信用 だ。 社會に 安定がなければ 社會的 信用 は 巳み、 社會的 信用が 巳めば 對他的 活動の 大 

部分 は已 む。 それ故に 社會的 安定の 强不强 により、 我々 の 對他的 活動の 廣狹が 定まる。 社會 がそ 

れの 安定性 を 絶對 的に 缺く ときには、 僅かに 一 一人者の 對他的 活動 さへ その 基礎 を 失 ふから 現社會 

制度 を 改作しょう とする 社 會遝動 も 亦 それの 基礎 を 失 ふ。 それ故に 社會的 革命 は 固定した 或ろ 社 

會的 安定 を破壞 して、 それと は 違った 形式の 或る 社會的 安定 を 得ようと する ことで あるが、 さう 

した 革命の 達成せられ るた めに は、 前の 社會 より 後の それ へ の 過渡 時代 も 亦 同じ やうに 社 會的安 

定を 持って ゐ なければ ならない。 一一 一一 n ひか へれば 我々 は、 革命に ついては 一 の 社會的 安定 を 破る が 

ために、 それへ 直ちに 接 綾した 社會的 安定 Q 存 する こと を 必然の 條件 としなければ ならない、 一 


e 論理的 矛盾の 中に 捕 へられる の だ。 この こと は 必然的に、 如何なる 社會的 革ん 叩 も 漸進的に 行 は 

れ なけれ ば な ら な いこと、 及び そ れ は單 に 暴力 的 に 行 はるべき もので はなく、 知識 を 以ての 宣傳 

を それ は 伴 はなければ ならない ことの 理論 根據を 示す もの だ。 

かくして 社 # 的 安定 は、 單に 心理的に 快適なる ことの 主 觀的耍 求で はなく、 それ は 論理的に、 

また 客観的に 是認 せらる ベ き社會 構成 へ の 前提 だ。 社會が 當然に 要求す る 我々 社會 人の 道義 的 制 

約 だ。 私 は勞働 運動の 道德的 意義 を 革命的であって 協調 的で はない としたが、 同時に 他面で は 社 

會 人に 對し、 一 の 道德的 意義 を 要求す る もの だとした。 ここに 於いて か 意 1i に 於いて は 革命的な 

る勞働 運動、 すな は ち 勞働者 の 産業 自治 の 運動 も それの 實 際的戰 略と し て は 寧ろ 革命的 と なら や- 

漸進的と なる は、 社會 人と して 我々 の 課せられた 當然の 義務 だと 思 ふ。 意義に 於. S て 漸進的と な 

る は社會 運動の 墮落 だ。 經 過に 於いて 漸進的と なる は社會 運動の 進步 だ。 それの 經過 もまた 革命 

的で あらう とする は 思索 として 寧 ろ 甚だ 容易 だ が , 事實 として それ は 多くの場合に 贅 現の 可能な 

る もので はない。 露國の 革命 さへ、 その 所謂 社會的 革命 を 以て 實 質的に は 幾許の 社會的 革命 を も 

達成し 得なかった ことに 就いては 既に 述べた。 我々 は 所謂 革命の 形式的なる 美辭に 憧憬して、 意 

義 としての、 同時に 實質 としての 革命 を忽 諸に 附 して はならない。 經 過に 於け る 漸進 を 以て 意義 

に 於け る 革命 を 達成す る 方 案 を 考察す る ことこ そ、 我々 0 眞に 困難なる 思索 だ。 そして 同時に 最 

も質賈 なる 事務 だ。 
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一 七 生 滢 の 社會的 統制 

現在の 經濟 生活 を 改造す る 原則の 第二 は、 國 民の 經濟的 幸！ 1 を 保障す る こと だ。 それ は 二つの 

方向に つ S て 言 はれる。 一 つ は 我 々自身の 社會 について 民衆の 幸 一幅 を 全部 的に 保障す る こ とで あ 

り、 他の 一 つ は 我々 の 後に 來 るべき 子孫の 幸福 を 保護し、 それに 傷害 を 加へ ない こと だ。 我々 自 

身の 社會 について 生活の 幸福 を 保障す る は、 この 原則の 一般論 だ。 然るに この 原則 は 實行 として 

我々 が 第一 に 考察した 生產に 於け る 人格 性の 恢復と 別なる もので ない。 卽 ち生產 者と しての 勞働 

者が、 人格の 自律 を 失った 原因で ある 社會 制度 そのもの を 改作し なければ、 消費者と しての 幸 幅 

も 亦 保障 せられる こ と が 出来な い 。 

资 本家 は 最も 多く の 利潤 を 得しめ る こと の豫 想を與 へ る 購買力に 對 して その 貨物 を生產 する。 

分析して 言へば 資本家の 生産の 目標と なる もの は、 一 つに はより 多くの 利潤、 二つに は 購買力 だ。 

然るに この 二者 は 民衆 e 實 質的なる 需要と 必然的の 關係を 以て 動く もので はなく、 單に货 物と 貨 

幣 との 流通す る 社 會的關 係に より 決定 せられる。 民衆の 熱心な る實 質的 需要が そこ にあ つ て も、 

その 貨物へ の 需要 は、 他の 貨物に 對 する 購買力 を壓 倒す る實カ を必す 持ち 得る もので はない し、 

また 有效 なる 購買力 は 現に 存在 するとしても、 それより 大 いなる 利潤 を牧め 得る との 見込み を資 


本家が 持ち 得る 0 でなければ、 その 購買力の 方向に 向って 生產 事業 は 起る も 0 でない。 かくして 

生産の 起る 原因が 右の 二に 限られて ゐる 間に、 民衆 C- 消費生活 は生產 により 結えす 虐げられる。 

そして その 程度 は 資本主義 Q 發達 と共に 加速度 的に 進む の だ。 その 生活の 幸福が 社會 的に いさ さ 

かも 保障 せられて ゐ ない 民衆 は、 その 生活の 苦 惱を增 加せ しめる に隨 ひ、 當然 この 苦惱の 根本的 

原因 を 根絶せ しめよう とする 方向へ 動く。 それ は 生 產機關 の 社會的 統制と いふ こと だ。 さらに 具 

體 的に 言へば、 それ は生產 全稷關 Q 國有： H とい ふこと だ。 かくして 生 產锼關 の 社會的 統制 は、 我 

我の 經濟 生活の 生産の 方面から も 要求 せられれば、 また それの 消費の 方面から も耍 求せられ るの 

我々 の 後に 來る 子孫の 幸福 を 保護す ると は、 地球の 固有す る 動力と 原料との 消費せられ 易. S 形 

態に ある もの を、 我々 の 時代 だけで 浪費し ない こと だ。 その 生産が 購買力と 利潤と を 目標に する 

のでない 社會 制度が 成立した にしても、 なほ そこでの 生產 は、 兒 孫の 幸 驕へは 無頓着で ある こと 

が 可能 だ。 これ を 防ぐ ために は、 生 產機關 の 社會的 統制 は その 着眼 を擴 張し、 動力と 原料と を 費 

消 するとき、 その 兒 孫の 當然 享受す る 幸福 をまで 剝奪 しない やうに、 社 會が其 上に 統制 を 持つ こ 

と は 甚だ 肝要 だ。 生産の 社會的 統制 は、 この 點に 達して それの 道德的 意義 を 最高の 程度にまで 發 

揮す る ことが 出来る であらう。 
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二 八 國有 論の 出發點 

生產諸 要素の 社會的 統制が 一 國民 的に 行 はれた とき、 それ は 生產譜 要素の 國有 だ。 阈有 は勞礙 

問題の 最後の 歸結 として 起って 來 るよりも 前に、 消費者と しての 全國 民の 痛切なる 要求と なって 

現 はれる。 生活の 缺 くこと を 得な. S 需要 あるに 拘ら す、 物價は 法外に 高く、 のみなら や 如何なる 

價格を 支拂ふ も、 その 生活 必要品の 生産がない ため、 これ を 購買す る ことが 出来ない とい ふ、 0 

濟 制度 の 矛盾のお のづ からなる 歸結 として、 消費者た る 全國 01^ か救濟 せられる ことの 屮 I 來な 5 悲 

況に £ つたと き、 そこに 案 £ せられる 改造 案 は、 生産 諸 要素の 全 國民的 統制、 または それへの 段 

階に ある 何等 か の 實行策 であらう。 その 經濟單 位 としての 國家 の 範圍 が狹少 であれば ある ほど、 

そ の 消費生活 は 不自然 事 を 頻發せ しめ 且つ 速 かに 行き 詰る か ら、 國有 0 要求 は 容易に 生起す る で 

あらう。 そのよき 實例 として 我國を 擧げる ことが 出来る。 關東 震災 は、 偶然に も、 我國 産業の 全 

部に 亙り、 社會的 統制 を 令し なければ ならぬ 必要 を 生ぜし めた。 我國の 全面 積と 震災地の それと 

を對 比せし めれば、 この 政策 を實 行す るの 外はなかった の だ。 それ は 一 時の 現象で 終った が、 恐 

らく はこの 震災の 影響より 免れる だけの 經過 にあって さへ、 今後 幾度 か、 生産と 消費との 社會的 

統制に 類す る 政策 を實 行し なければ ならない であらう。 私 は 我國の ごとき 小範圍 の國家 は、 かか 


る 震災の 影響 を 受けないでも、 經濟 生活の 機械 性が 異常なる 發達を 遂げた 今日の 世界 經濟の 中に 

あって は、 自らの 地位 を 支持す るた めに、 今後 最も 速 かに 生産の 社き 的 統制 を必耍 とする に 至る 

こ とと E ひ ふ。 

併し 生産の 社會的 統制、 卽ち國 有 も 亦、 政策と して 實行 せられる ときには それに 漸進的 段い： が 

あ る。 それの 究極に 豫 想せ られる 國 家社會 主義 的 構成 にまで 達しない 幾多の 國有 が ある。 國 おは 

ただ その 名 を 聞いた だけで 大いに 危險 なる ものの 如く 見られる けれども、 今日で さ へ 現に 我國で 

は 幾つかの 產業 やその 他の 機 關は國 有に せられて ゐる。 何れの 國家 でも 全 然國有 の もの を 持た な 

いとい ふところ はない。 英國の 勞働黨 は その 綱領の 1 つに 國有を 提示して ゐ るが、 自赏 Q 內閣を 

級^し た とき」 全 國的產 業の 國有 を斷 行し なか つ た。 し 彼等 は國 有に も それぞれの 段階 あ る こ と 

を 知って ゐ るから だ。 併し 勞働黨 がその 綱領に 國有 を揭げ てゐる こと は、 その 黨員 0 熟 心なる 說 

明に も拘ら す、 國！ 1^ により これまで 誤解 を 受け、 黨の 勢力の 埒加 する こと を 妨害した ので ある。 

とにかく 社き 力 を 以て 現在の ブル ジョァ . リベラリズムに 何等かの 制限 を 加へ る 政策 は、 すべて 

國 有へ 0 一  段階 だ。 例 へ ば 物價を 調節す るた めに、 商品の 最高 價 格を國 家が 規定す る こと は、 國 

有への  一 階 だ。 少 くも 阈 有の 理想 を豫 想しての 政策 だ。 

產業 を！： 有す る ことに は 勿論 大 いない 弊害 を 伴 ふ。 それの 究極で あ る國 家社會 主義 か ら それへ 

の 段階の 諸政 策に 至る まで、 それに は 政策と して 1： じい 缺陷を 伴 ふ。 その 弊害と は、 第一 に そ Q 
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經營の 官僚主義 化する こと、 第二に 經濟が 政策よりの 支配 を 受ける 危險を 多くす る こと だ。 前者 

によって は その 生產の 能率 を 減退せ しめ、 勞働 者の 非 人格化の 程度 を 高める し、 後者に よって は 

生産が 資本家に より 支配せられ たと き 以上の 利益 占 奪 を、 勢力 ある 少数の 政治家 または 政 黨に許 

す ことと なる。 それ故に 今日 國有 は、 何 處の國 でも 寧ろ 國 民の 呢咀の 的と なって 居り、 私的 經營 

以上の 害毒 を 流す 場合 は少 くない。 我國 でも 多くの 國家的 經營は 官僚主義 的で あり、 民衆化 せら 

れてゐ ない。 なほ 多くの 國家的 または 半國家 的なる 事業 は、 政治家 または 政黨の 好餌に 供され て 

ゐた。 鐡 道の 敷設が 黨勢擴 張の-具 となり、 半 國家的 經營の 諸 銀行き 社が 彼等の^ 物と なって ゐた 

こと は、 今日 周知の 醜享赏 だ。 

それ故に 國有 は國 民が その 生活の 行き詰まり により、 切に これが 必要 を 痛感 するとき まで 實行 

すべきで ない。 國 有の 目的 は、 國民 生活の 幸 幅 を 保障す るた めに 現在の 商業主義 を廢棄 する こと 

にあり、 國家 がー の 資本家と なり 大 いなる 利潤 を 受ける 商業主義の 實 行者と なること にある ので 

はない。 國有 は當然 生産者 自身に よる 産業の 自治と 倂 行し なければ ならぬ。 國家が これ を 所有す 

る、 或は 正當 には國 家が 私有す る ことに、 國 有の 主たる 意味 はない。 生産者の 產業 自治が 國 有の 

本来の 意味お。 產業 自治が それに 供 行し、 且つ それと 同時に 消費者、 専門技術 家、 その他の 諸 代 

表 者 機關が 設立せられ、 民衆 自身の 手 を 以て これ を 統制し 得る ときには、 國 有に 伴 ふ 諸 弊害 も 亦 

直ちに 拂 拭せられ るで あらう。 國 有の 弊害 も 亦 實は現 制度に 伴 ふ 弊害 そのもので あつたの だ。 


一 九 新ら しき 産業 文明 

最後に 經濟 生活 を 改造す る 方策の 原則 は、 國 民の 生産力 を增大 せしめ、 國 民の耍 求す る货 物の 

分量 を大 い に 豐 富な らしめ る こと だ。 

しかし この 原則 は當然 前の 二者に おくれて 位置す る。 勞働 者が その 人格 性 を 恢復せ す、 消費者 

としての 國民も 亦 その 幸福 を 保障 せられて ゐ ない ところでは、 生産力 を增大 せしめる と は、 勞働 

者 以外の 機械 力 を 增大 せしめ、 のみ ならす 勞働者 の 生產 能率 を騰ぼ すため に 赏銀を 低下せ しめ、 

そ の 勞働カ を 極度 にまで 費消す る こ と を 意味す るで あらう。 その 結果 は 商業主義 の 畸形 的 發達を 

助長す るば かりだ。 これに 反して 生 產者も 消 费者も その 人格 を 自律せ しめ、 國 家の 全經濟 生活 を 

民衆に より 統制し 得る に 至った 場合に は、 その 生産力 は增大 せられ、 貨物 は豐 富に 生產 せられな 

ければ な ら ない。 何故 なれ ば そ Q 費消す る 貨物 の 分量 の 少ない ところでは、 民衆 は その 耍求を 全 

人的に、 個性的に、 發揮 する ことが 許されない からだ。 

生産力 を增大 する ために は、 當然 大いに 機械 力 を 利用し なければ ならない。 この 理由 を 以て 產 

業 文明 は それに 多くの 罪 惡を伴 ふに も拘ら す、 今後 永遠に 廢棄 せられる ので はなく、 寧ろ それ は 

今 以上の 發達を 示す も ので あ らうと 思 ふが、 この こ と を 許容す る 以上、 私 は 人生観と して 產業文 
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明の 支持者に ならなければ ならない。 今日 產業 文明の 缺陷を 批評して、 寧ろ それの 原始的 復歸を 

至當 だとして 論す る聲は 甚だ 盛んで あり、 私自身 その 傾向に 多くの 同感 を 持つ ものである けれど 

も、 人間の 科擧的 要求 も 亦 それ 自身 純粹の 人格 的 要求で あり、 且つ 理論 は 常に それ 0 實行的 輿 味 

を 伴 ふ ものである 以上 は、 産業 文明の 發達を 阻止す る ことこ そ、 却て 人爲 的で あり、 多くの 害惡 

を 生む であらう し、 また 實 行の 事實と しても 全く 不可能で あらう と 思 ふの だ。 

併し 私 は その 產業 文明の 內容 まで 現在 0 それと 同一 であると は 言 はない。 利潤の ための 産業 文 

明と 幸福の ための それとの §1 に は、 恐らく は その 內容に 於いて 革命的の 相違 を 持つ であらう。 今 

後の 科 學的發 達 は、 その 產業 文明の 特色 を 決定す る ことに 與 つて 力 ある もの だから、 我々 は それ 

の 特色 を豫め 推察す る こと は 出来ない が、 單に私 一個の 想像 を 語る とすれば、 今日の 工場 生産に 

敵す る もの は 案外 簡單 化せられて 單色 となり、 それに も 拘らす 大量 的生產 をな すが、 それ 以外 

の生產 は手藝 的と なり、 細緻なる 機械 を 利用しつつ 家內 工業 的に、 アトリエ の 如き 彼の 侗 人的 ェ 

場の 中で 生產 せられる ことになる もので はな いかと 思 ふので ある。 

二 〇 國民 的經濟 生活の 棂 本義 

德 m 時代 を 顧る に、 封建制度 下の 各藩で は、 私的 商業主義 は 今 ほど 自由に 許されて ゐゃ、 各藩 


Q 政治家 は 原則と し て その 藩の 民衆の 自足 自給 的 生活 を 顧慮した。 かかる 自足 經濟が 何の 缺陷も 

なく 運用し 得られれば、 その 政治家の 經濟 政策 は稱揚 せらるべき であった： 同じ こと は、 鎖國政 

策 を 取つ てゐる 全日 本の 經濟 政策に つ. S て も 首 はれ 得た ことで、 あれ だけ 長い M 大した 危機に も 

遭遇せ す、 とにかく 自足 經濟を 支持して 來た とすれば、 その 時の 政治家の 努力に はかなり 推獎せ 

ら るべき ものが あつたに 相違ない。 經濟 と. S へば、 單に その 藩の 貨幣 的 富を增 加せ しめる と. S ふ 

ではなし に、 その 藩の 全體的 生活の 支持 せられる こと を^ 目と して ゐ たこと は举 へない。 

然るに 明治 以後の 我國 は、 一躍して 國際 的經濟 場裡の 役者と なり、 私的 商業主義 0 自由 を保證 

したから、 その 生產 組織に 大 いなる 革命が 窗ら され、 g: 圍の 事情と 國內の 生産力との 合成 結 と 

して、 とにかく 阈際的 交易に その 輸出入の 平均し 得る だけの 產業 を與隆 せしめる ことが 出來 た。 

重農主義 は 破れた。 今や 我 國も歐 洲の諸 列强と 同じく、 重工業 主義の 上に 國 1- 的經濟 生活の 原則 

を 建てよう として ゐる。 土地の 面積の 絕對 的に 狹少 なること と、 小農 業 經營の 利益の 殆ど 呰 無な 

る ことと は、 民衆 をして 次第に 農業 を 離れし め、 養 鬵製絲 工業と 絹綿 織工 業との 興隆 は 我 國の經 

濟的 立國の 根基と せられた かの 觀を呈 した。 こ 0 大勢 を 今後に 押し進める とすれば、 我國は 原料 

品と して 棉花、 及び 國 民の 食糧の 供給 を國 外に 仰ぎ、 單 なる 加工 工業、 換言すれば 中 的 工業 を 

以て 國 家の 經濟的 生活 を 支持し なければ ならぬ。 かくの 如き 狀勢 は、 封建制度 下の 我國の 夢想 だ 

になし 得なかった 新事實 だ。 
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私 は 勿論、 資本主義 制度 下にお ける 商業の 自由 を 尊重す る。 よし それが 商業であった にせよ、 

それの 自由の 容認 は、 卽ち 個人の 活動の 自律 を 容認す る こと だ。 けれども 我々 は、 我國の 經濟的 

立國の 根本 策に さう した 變 動の 起きて ゐる とき、 それの 前途に 望む 危險を 避ける ことに 就い て も、 

なほ 大いに 賢明で ある ことが 必要 だ。 歐洲諸 列 强は今 我國が 次第に 移りつつ ある その 經滴 政策 を 

取り、 大 戰を經 過して それの 危險を 暴露した。 如何なる 經濟 政策 を 取る か は、 第一 に それの 自然 

的 環境に より 決定 せられる ものであるから、 歐洲 はこの 危機 を經 過した にせよ、 今 俄かに それ を 

廢棄 する ことが 出来す、 舊 政策 を 踏襲す るで あらう。 その他に 於いて こ Q 缺陷 を補缺 し、 若しく 

は囘 避し 得る 方策 を發 見す る こと は、 歐洲の 生活に 取り 刻下の 急務と せられて ゐる。 カッセル 敎 

授が、 軍備の 制限、 經 濟的國 境の 撒廢、 機會 均等な どの 條件 をカ說 し、 諸國 民の 共同 努力に より 生 

產を 興隆せ しめて 現下の 經濟的 危機 を脫 しょうと 勸獎 する の は、 それらの 事情より 來 たものと 見 

るべき であらう。 我國 は我國 として 今後の 危機 を 克服す る 賢明なる 政策 を 建設し なければ ならな 

私 は單に 工業 立國を 排斥す る もので はない。 それなければ 我國の 貿易 決濟 はなし 得られな いか 

も 知れぬ。 また その 政策に、 根本的の 變更が 加 へられなければ ならぬ としても、 急激に 從 來のェ 

業 立國策 を廢棄 する こと は 我々 の 生活に 却て 大 いなる 危機 を窗ら す。 併しい ま、 我々 に は 三 雀す 

べき 時期が 来たの だ。 我國の 經濟的 立國策 は、 私が 旣に 論じて 来た 根本原理に 隨 つて、 新たに 改 


造せられ、 建設せられ なければ ならない。 私的 商業主義の 任意の 發 達へ 國家 ひ經濟 生活の 將來を 

託 任す る は、 大. S なる 危險 である。 國際 的經濟 生活の 發 達した 結果、 世界の 一 國は經 濟的單 位と 

して 往時の 一 藩の 形態と 意義と に 匹敵す る 以上の もの を 持って はゐ ない。 小國の 生活に 於いて 特 

に然り だ。 米國の 如き 支那の 如き 土地と 人口と 動力と 原料と に 何の 缺乏を も 感じて ゐ ない 國 家と. 

それらの 要素の 平行に 運命的の 缺陷を 持つ 我國と は、 その 取る 經濟 的立國 策に もお のづ からなる 

差違 を 持たなければ ならぬ。 我國は 世界の 商業 場裡に 立ち、 その 持つ 環境と して は 往時の 一 小 藩 

. に 匹敵す る 以上の 何物 を も 持たない。 經 濟的單 位と して は、 その 內 部に 分裂 を 許さす 組織と して 

單純 極まる もの だ。 ここに 立って 我々 は國民 的經濟 生活の 根本 方策 を 建設し なければ ならない。 

二 一  食糧 政策 

我 國經濟 生活の 根本的 方策と して、 私 は 次の 諸 項 を 特に 主張したい。 

第 一 に、 我々 の 堅 岡に 打ち 建つべき もの は國 民の 食糧 政策 だ。 私 は 先き に 我々 の 取る ベ き 政治 

的 方策の 第一 に 人口問題 を 擧げ、 隨 つて 國 民の 食糧 問題、 及び 保健 問題に 關說 し、 これらの 解決 

こそ は眞の 意味の 政治問題 であると したが、 その後 起った 米國の 徹底的 排日 案 は、 この 問題に 特 

^の 注意 を拂ふ 必要 ある こと を 我々 に 痛感せ しめた。 人口の 過多に は絕對 的と 相對 的と ある。 絕 
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對的 過多と は、 地域に 比較し 一 平方 哩に 就. S ての 人口密度の 濃厚なる こと を 意味し、 相對的 過多 

と は、 消費 せらるべき 物资と H ムプ ロイ メント の 分量と に對 比して 人口の 過多なる こと を 意味す 

る。 我國 では その 前者に のみ 着眼して 後者 を 度外視し、 人口問題 は 我國の 地域的 事情と して 運命 

的に 來る ものの 如くに 考 へて ゐ るが、 人口問題 が 重大 の 意味 を 持つ は 人口の 相對的 過多 の 場合 で 

ある。 それの 絶對 的に 過多なる 場合に も、 相對 的に は 過多と なって ゐ ない 場合が あり、 相對 的に 

過多なる 場合に も、 絕對 的に は 過多で ない 場合が あり 得る。 人口問題 解決の 第一 策と して は、 當 

然 食糧の 問題と H ムプ ロイ メント の 問題と を 解決し なければ ならぬ。 我國の 場合に は、 これら は 

何れも 非 能率的に 空費せられ てゐ るから、 完全に 絶 的 の もの だと は 言 はれな い と 私 はま： 信す る „ 

國民の 賢 良 を 擧げて 組 11 せられた 經濟的 諸會議 は、 これまで 幾度と なく 開かれて 来た けれども * 

それら はつねに 餘り にも 分科 的で あり、 小節に 拘泥して、 國： 經濟の 根 本義 を 忘却した。 國： 

食^ 問題 を 徹底的に 解決す るた め、 何等かの 具體的 調査が なされた 場合 は 丁度で もなかった。 然 

るに 私 はこ こに 我が 國經濟 生活の 根本 方策が あり、 且っ人ロ問題の究極的^^決がぁると考へ るも 

ので ある。 

日本人 は 米 以外の 澱粉 を 主食と なし 得な. S 民族で ある ことが 一般的に 迷信せられ、 米の 產額 Q 

不足 を 以て 直ちに 食糧の 缺乏 であると なす 場合 は 多い。 併し 日本人 C 食 Sll は 現に 全部 的に 米で は 

なく、 これ を麥 粉に 求めて ゐる 分量 も 亦 決して 少なくない。 食 粉 政策に して 宜しき を 得れば、 今 


後 この 趨勢 は 一 暦 進められる であらう。 のみなら. f- 日本人の 殿 粉 採 食 量 は 常食と して 多き に 過ぎ 

る。 脂肪と 蛋白質と を 今 以上に 採 食 すれば、 殿 粉の 必要 量 は 減退す る。 それ 以上に 不經濟 なる 米 

の 消費 は、 これから 酒 を 醸造す る ことで あるが、 酒の 飮用を 禁止す る こと さへ なし 得ない 我國 は、 

食糧 缺乏を 言 ひ、 人口 過多 を訴 へる 資格 を 持たない。 日本が 移民 問題に より、 世界の 到る とこら 

より 排斥せられ、 日本 自身 を 以て それ を 解決す るより 外に 途 のない 地位に 到達した 場合に は、 期 

せす して 酒 醸造 禁止の 政策 を 取る ことで あらう。 

米 Q 問題 は 右の 如くに して 解決せられ るが、 その他の 動物 的 食糧に 就いては、 政府 は 慎重なる 

調 _ ^をな し、 今後 永遠に 我國の 領土の 何れより かそれ を 取り得る 方策 を 講じなければ ならない。 

何故 政府 は國民 の 消費生活 と は 沒交涉 に、 單 にこれ を 商業主義の 支配に 任せて ゐ るので あるか。 

國 民の 健康 は 日 一 日と 顏廢 して 行く。 國家 非常 Q 際に は 國民は 第一 に 動物 的 食糧の 缺乏を 痛感し 

なければ ならぬ。 政治家 は これらの 問題と は 全く 沒交涉 である。 人間の 物質的 生活、 特に その 生 

命 を 最低 度に 保證し 得べき 炭水化物、 蛋白質、 脂肪 等 を 何程 また 何處 より 得べき か を さへ 考究し 

ない 國家 は危險 だ。 殊に 我國の 如く、 地理 的狀 勢の 然ら しめる ところ、 小 IeM 域 を 以て 經濟 的に 獨 

立した 一 單位を 構成して ゐる ところでは、 食糧 政策 を 根本的に 解決し な いこと は、 累 卵の 危ふ 5 

運命 を 前途に む ものと. S はなければ ならな 5。 

酒の 醸造 を 禁止 すれば 米 供給 Q 問題 は 解決 せられる。 水田に 適しない 土地で は麥を 栽培し、 麥 
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粉 を 自給し、 趟飽を 製造して 米食 を 補 ふ。 北海道、 樺 太 及び 朝鮮の 近海から は安價 なる 魚類 を 供 

給し、 朝鮮と 滿洲 とから は 隊肉を 供給し 得よう。 なほ 內 地の 到る ところに 大規模の 牧場が 經營せ 

られ なければ ならぬ。 これらの 食糧 を國 民へ 適 當に 分配す るた めに こそ、 鐵道網 は その 最善の 貢 

獻を なし 得る。 これらの 食糧 政策 は、 何故 國 民の 注意に 上 ぼり 得な. S ので あるか。 榮養 採取の 不 

足に より、 民に 茱色 ある も、 所謂 政治家 は それ を 個人の 問題と して 顧みない ので ある。 我々 は 今 

後 結束し てこの 問題に ついて の 輿論 を 起さう。 

ニニ 動力 政策と 原料 品 政策 

第二に、 我々 は國 家の 動力 政策と 原料 品 政策と を 確立し なければ ならぬ。 

動力と して は 石炭、 石油、 水力 電氣 がそれ €: 主たる ものであるが、 私 は 原則として これらの 動 

力の 國有を 主張す る。 しかし 國有 は 生產者 自身 による 產 業の 自治 を 離れ て その 意義 を 持たぬ こと 

前旣に 41 じた 通り だと すれば、 今 直ちに これらの 動力 を國 有と して 見たところで、 大した 効 m; へ を 

擧げ 得ない。 それ故に 現在で は、 國家は これらの W 業に 對 して 甚だ 高 S 程度の 發霄 權 を 持ち、 且 

つ 將來に 於. S て それ を國 有と する 必要の あるときに、 それの 可能なる 程度の 自由 を 保留して ゐな 

ければ ならな 5. 0 


これら 三つの 主要 動力の 中で も、 石炭の 意義 は 今日 ところ 大して 重要の もので はない。 石炭 

を 主要 動力と した 時代 は 次第に 去りつつ あるし、 なほ また 我國の 石炭 採掘 はやう やく それの 末期 

に 近づきつつ ある。 石油 は 今後 石炭の 地位 を 奪って 重要の 動力と なり、 殊に 交通 諸 機關と 軍艦と 

は 石油に 最も 多く 0 望み を 置かなければ ならぬ ことと なった が、 その 產 額の 我國に 少な. S こと は 

遺憾で ある。 我々 は 今後、 そ Q 供給 を必す 外國に 仰がなければ ならぬ ものと すれば、 石油の かか 

る 供給地 を 確定す る こと は國 家の 運命 を 托した 切要 事 だ。 水力 電氣は 今後の 產 業界 を 支配す る 重 

耍 動力で あるが、 我國の 河川 は 到る ところ それの 根本 動力 を 供給し 得る。 然るに それらの 河川の 

使用 權が、 甚だ 寬大 なる 條件 Q 下に 私-的. 资木 家の 占有に 委せられつつ ある こと は、 將 來に大 いな 

る 禍根 を殘す ものと 言 はなければ ならない。 私 は、 水力 電氣 Q 國有が 原則として 取られ、 それの 

經營 が 現在の 如く 私的 资 本家 の 占有に 委ねられた ときには、 その 經營の 條件は 十分に 嚴 格で なけ 

れ ば な ら ぬと 信じて ゐる。 錢 道の 電力 化と ともに 水力 電氣 0 國有は 次第に 國 民の 輿論に な る こ と 

であらう。 

原料 政策なる もの は、 軍事的 目的の もの を 除き、 從來 それに 統一的なる 何等の 方針 も考 へられ 

てはゐ なかった。 その 缺陷 より 來た 苦痛 を 我々 は 現に 痛感しつつ ある。 我 國產業 Q 大部分 は、 そ 

の 原料の 一部 若く は 大部 を國 外に 仰いで ゐ るから、 原料 政策の 確立 は 一 日も忽 がせに する ことが 

出来ない。 し 原料 は產 業あって の 原料 だから、 原料 政策 は當然 次に 考 へる 產業 政策に 隨は なけ 
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れ ばなら ぬ。 國 tw: 的 需要に 應 やる 產業を 主と し、 國 外的 需要に 應 する それ を從 とする 産業 政策 は、 

原料 政策に 及 ぼ す 影響 の 最も 大 いな る もの だと 思 ふ。 

二三 逢欒 政策 

第三に、 從來 全く 無 方針であった 産業の 根本 方策が 建設せられ なければ ならない。 

産業の 發 達が 單 にそ^ 時 Q 事情に 委ねられて ゐ たこれ までの 仕方 は、 我國の 如き 小國に は危險 

な 進みであった。 產 業の 發 達に 對し， 國 家が 一 々干渉 を 加へ る 官僚 的の 仕方 は、 勿論 産業の 進歩 

を 殺す もので あり、 企業と 投資と に はかなり の 自由が 保留せられ なければ ならない。 殊に 現在の 

如く 生産者 自身の 產業 自治が その 目的 を 達して ゐ ない ときには、 產 業の 發 達に 對し、 政府が 一 々 

に 干涉を 加 へ る こと は、 經濟的 利權を 支配しょう とする 政治家 0 野心 を滿 足せし める 機緣 をつ く 

り やすく， 却って 排斥すべき 傾向で ある。 併し、 他方 企業と 投資と を 私的 資本家の 放縦 心に 任す 

ことが、 我々 の 生活に 脅威 を 加へ る 原因になる も Q だと すれば、 そこに は 政府と 實業 家と 銀行家 

との 共働 を 以ての 產 業む 監 祿 が 成立して ゐ なければ ならない。 

今 若し かかる 機關が 成立した ものと すれば、 それによ る產 業的發 達の 指導 は、 次の 方針 を 持た 

なければ ならない。 ^.51 に 、産業 は 國內的 需要に 應 する 性質の もの を 主と し、 國 外的 需耍 に應. f- 


る それ を從 としなければ ならぬ。 第二に、 實利的 目的に 應. f る 性質の 產業を 主と し、 奢侈 的 目的 

に應 する それ を從 としなければ ならぬ。 第三に、 投機的 企業 を禁遏 しなければ ならぬ。 第 四に、 

民衆 生活の 逼迫の 程度に 隨ひ、 長期的 事業と 短期 的享 業の 何れ を 主と する か を 決定し なければ な 

ら ぬ。 

これらの 諸條 件に は、 多くの 說 明を附 加す る 必要が あるまい。 產 業の 目的が その 國 民の 生活 を 

支持す るに ある 間 は、 國內的 需要に 應す る 性質の 產業を 主 とする は、 產業發 達 の 當然な る 進み 方 

でも あれば、 また 同時に 國民的 經濟犟 位を獨 立せ しめ て その 生活の 危險性 を 除き 得る 所以 で も あ 

るが、 我 國從來 の 產業的 發達は その 方向 を 取って ゐ なかった。 我々 は 今や 大覺悟 を 以て これらの 

産業 種目の 漸次 的變 換を實 行し なければ ならない の だ。 それ は將來 の產業 政策の 眼目 だ。 我々 の 

實 質的 生活の 支持 を 欲する 產 業が 主と なり、 奢侈 的 目的の それが 從 となる は特 言す る を 要しな， S 

條件 であるが、 我國に 於け る 事實は 寧ろ それの 反對 であり、 奢侈 的 目的の それ はよ く 生 產費を 支 

持し 得る けれども、 實利的 目的の それ は 常に 輸入品に 壓 倒せられ てゐ る。 蓋し 後者 は 生産費と 慎 

格との 開きの 少な S こ と を 必要と して ゐ るし、 前者 は それの 大 S なること が 消費者に は 大して 意 

とせられて ゐ ないから、 前者 の 產業 を 支持す る ことの 容易な るが ためで ある。 今や 我國は 國^ 品 

の 消費 を 熱心に 勸說 して ゐ るが、 眞 0 意味の 國產 品に 何が あるか。 投機的 企業の 禁遏 は、 確實な 

途を 歩んで ゐる實 業 家と それに 資金 を货 付ける 銀行家と が 共働して 監視す る に 於いて は、 かなり 
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の 程度にまで その 目的 を 達し 得る であらう。 最後に 長期的 事業と 短期 的 事業 0 何れ を 主と する か 

は その 時の 國民 生活の 逼迫 Q 程度に より 決定 せられる。 金融 逼迫し、 民衆の 消 養 生活が 必要 程度 

以下に 壓 迫せられ てゐる 場合に は、 當然 短期 的 事業 を 主と しなければ ならぬ が、 それらの 間に も 

國 家の 産業 種目の 漸進的 變換 は、 全く 顧慮せられ ないで よ. S とい ふこと もない。 金利 は 低下し、 

民衆の 消費生活 も 一 定 度に 保 證 せられた 場合に は、 國 家の 産業に 永遠の 計 を 立てる ため、 露に 國 

民の 生活 を豐 富なら しめ 得る 堅實 なる 長期的 事業へ、 餘裕 ある 財力 は轉 向せ しめられなければ な 

る ま. so 

二 四 對勞働 組合 政策 

最後に、 政府 及び 賓 本家 は、 速 かに 勞働 組合 を 公認し、 これと 協同して 我國 の經濟 政策 を 確立 

し、 それ Q 實行 にあたら なければ ならない。 

すべての 生産 機關は 究極 的 に は國有 化せら るべき であると すれば、 それの 運用 は 究極 的 に は勞 

働 者の 自治 的 統制に 委ねら るべ きで ある。 併し それの 所有の 原則に 私有 制度の 廢 止せられ ない と 

きに、 それの 運用に 所有 主 を 排斥した 徹底的なる 勞働 者の 自治 的 統制 を 要求す る は 不合理 だ。 寧 

ろ その 實行は 不可能 だ。 階段 的 順序と して、 現今の 產 業が 资木と 勞 働との 合議に より 運用せられ 


る ことに 私 ほ 反對 する も Q でない。 現代の 產業 經營の 問題 は、 如何にして 資本主義 を 廢 減せ しむ 

ベ き か で はなく、 むしろ 如何にし て 資本と 勞 働との 合議 的 經營制 を 最も K く 組織し 得べ き か で あ 

ると いふ も、 主として 實際的 見地に 立つ こと を條 件に するならば、 誤った 觀察 では あるまい。 

勿論 私 は 現在 0 勞働 組合 を 理想的なる 形態 だと は考 へて ゐ ない。 我國 現在の 組合が、 社 會的公 

正の 見地に 立た す、 單 なる 集 圑的 利己主義 Q 上に 立って 活動す る 場合 も 相當に 多い と 見なければ 

ならぬ。 併し 組合 を 公認し、 組合と 協同す る こと は、 むしろ これらの 組合 を 進歩 高 上せし むる 所 

以 であり、 資本家と しても 有利なる 途を步 む もの だ。 勞働 組合の 質が 今 以上に 優良の ものと なる 

條件 として、 政府と 資本家と による 組合の 公認と 及び 勞働 者敎 育の 普及との 外に、 私 は 何等の 期 

待 を も 持つ ことの 中： 來な いもの だ。 資本家 は 組合 を 公認せ す、 組合の-利益 を壓 迫しょう とする か 

ら 組合 は 資本家と 鬪爭 する。 そして その 鬪爭 Q 正義 は、 結局 は 組合 側に あると 見なければ ならな 

い。 何故 なれば 勞働 こそ は 生産の 主要- 素 であり、 勞働 こそ は それの 成 菜に 第一 Q 發言權 を 持ち 

得べき ものなる が 故 だ。 けれども 資本と 勞 働との 鬪爭 は、 產業 自身と して は 確かに 不利益で あり 

それの 成果 を 減少せ しめる であらう。 この 損害の 現に 最も 顯 著なる もの は、 地主と 小作人と より 

成る 農業 經營 だ。 農業が 一 の 投資と して 成算 を 持ち 得ない こと は、 今日 もはや 疑ふ餘 地を存 しな 

いが、 それ は 地主と 小作人との 兩 者に 取り、 共に 成算が 立た な 5 の だ。 私 は 小作 爭議を 一般 勞働 

爭議の 外に 置かう とする もので はない けれども、 併し それの 程度の 深刻化 するとと もに、 地主と 
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小作人と 共倒れに なり、 我國の 食糧 政策に 類例な き 危機 を 招来す るに 至る 曰が 來 はしな. S か を 恐 

れる。 この 危機 を 免れる ために は、 地主 は 速 かに 小作人 組合 を 公認し、 農業 問題の 解決 全部 を擧 

げて 地主と 小作人 組合と 政府と 消費者との 合同 會議に 委ねるべき だ。 

我々 が 現に 取るべき 經濟 政策の 根本的なる 要件 は、 以上の 四つ を 以て 盡 きる。 それにより 我々 

の 前途に 望み 得る 目標 は 何で あるか。 曰く、 生產の 創造的 悅 びの 恢復、 曰く、 國民 的連帶 生活の 

恢復、 曰く、 軍國 主義の 排斥と 戰爭 0 囘避。 現に 國際 的經濟 場裡に 立つ 我 國經濟 の 地位と して、 

私 は 特に これらの 目標に 重要の 意義が 含まれて ゐ ると 信 する もの である。 
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現代文明 はどうな るか。 映畫、 トォ キイ、 ラ ヂォ、 テレヴ イジ 3 ン、 飛行機、 ッヱ ッ ペリン、 

ジャ ッズ、 階級 鬪爭、 マルキシズム、 ダグラス イズム、 イデ ォ CT キイと、 最近 殊に 急速 度 を 以て 

新ら し. S 樣相を 展開せ しめた 現代文明 Q 中心 點は 一 體何 であるか。 また この 文明 は 何 を 要求し つ 

つ、 將來 更にい かなる 新ら しい 樣相を 展開し ようと 欲する もので あるか。 私 はこの 喾の 中で、 そ 

の 現代文明 問題の 根本的 考察 を 試みた。 現代 は 殊に 生活の 統一 を 要求して ゐる。 文明が これ だけ 

複雜に 分化して その 內容 を豐 かにし、 部分的の 生活が それぞれに 獨 立した 意義 を 展開しつつ ある 

時代に は、 これら 全體の 文明に 對 して、 一の 統一的な 立場 を搆 成す る ことが 何よりも 肝要 だ。 私 

は 今 これら 現代文明の 複雜な 様相 を 分析し、 批判しながら、 それらに 對 する 一 0 新ら し. S 統一 的 

立場 を 獲得しょう とつと めた。 現代文明 0 內容は 極めて 多岐で ある けれども、 私 は その 中で 特に 
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中心的の 問題に なって ゐる、 機械と 藝 術と 社 會經濟 生活と イデ ォ D ギィと 社き 改造 論との 問題が、 

全體 的に いかに 統 一 せらるべき であるかの 考察に カ點を 置いて ゐる。 

本書の 敘說は 達意 を 主と した。 そして 意味の ある Q は、 その 全體の 構成 だ。；！^ は 出来る限り 叙 

述を 平易に して、 一 般 の社會 人が 極めて 容易に 現代文明 問題の 全般に 通じ 得る やうに と 希 願した。 

本書の 一 部分 を辭 書の やうに して 讀んで 見たところで、 それ は 無意義の こと だ。 ； は 全 體を讀 み 

通 ほした 後に、 初めてす ベての 問題の 關聯が 分かる やうに して 書いた から、 讀み 始めたならば 必 

す全體 を通讀 して 欲しい。 最近の 新ら しい 文明 思潮と して はいろ いろの もの が 勃興して ゐ る が、 

私 は 大體に 於いて 漏れな く それらの 新 思潮 を 本書の 中で 書いて ゐる。 そして これらの 新 思潮の 中 

心點を 私の 叙說の 中に 綠り 込みながら、 それに 對 して 出 來る だけ 理解と 公平と を缺 かない 批判 を 

なす やうに 努めた。 それ故に 本書の 思想 は、 決して 私 だけの 個人的の もので はない。 寧ろ 私 は 現 

代 思潮の 多く を餘 りに そのまま 取り入れ 過ぎて ゐる とい はれる かも 知れない。 けれども 現代 社會 

にあって は、 一個人が 自分 だけの 個人的の 意見 を 述べる やうな ことが 許され なくなって ゐる。 現 

代の 中に 起る すべての 生活と 思潮と は、 時代に 對 して それぞれに 重要な 意義 を 持ち、 しかも 社會 

的に、 機械工 學 的に 發 生した ものであるから、 我々 の 批判の 事業 は、 或は これ を そのままに 取り 

人れ ると か 或は 反對に それ Q 全部 を 否定す る とかい ふではなくて、 それらの 生活と 思潮との 中心 

的 要求 を 分析しつつ、 これ を 統一 せられた 一 社 食生活の 中に いかに 構成 化すべき かを考 へる こと 


あると い へる の だ。 それが また 現代 生活の ー特徵 である。 だから 私 は 現代の 最も 新ら しい 文明 思 

潮 を 殆ど 殘り なしに 取り込んで ゐる けれども、 それ故に 私の 見地が な. S とい ふ ものが あると すれ 

ば、 それ は 私の 思想 を 部分的 斷片 的に 見て ゐるも Q であり、 私自身 はこれ と は反對 に、 それらす 

ベて をい かに 全 生活 的に、 健康に、 構成 化して 行く かに 思索 0 カ點を 置いて ゐ るので ある。 建築 

は 煉瓦 と 凝結 土 によって 批判 せらる べきで はなく、 全體の 構成 の 用と 美と によって 批钊 せらる ベ 

きで ある。 隨 つて 本書 Q 思想 は 私 個人の 創造した 思想で あると 同時に、 現代 社會 人の 一般的 思想 

であると 考 へて ゐる。 卽ち 思想家 も 亦 建築 技師の 如くに、 社會的 技師と しての 一 責務 を果 さなけ 

れ ばなら ない のが、 現代の ー特徵 だ。 現代の 文明 問題 を 考察す る こと は、 恰 かも 都市 計畫の 仕事 

をな す  一 土木 技師が、 地 圖 の 上に 用と 美との 一致した 構成 的な 計 畫線を 引く ことに 類似す るの だ。 

私 は それらの 新ら しい 文明 思潮 を 主張す る 人達の 名前 やその 人達の 直接 Q 言葉 や を 一 つ も 直接 に 

引用して ゐな い。 そして 出来るだけ 平易 且つ 達意に、 それらの 思潮 を 私自身の ものと して 敍說す 

る ことにつ とめた から- 本書の 讀者 は、 現代の 新ら し. S 文明 思潮が どんな こと を 主張して ゐ るか 

を も 鳥瞰 的に 知り 得 るで あらう。 

平易と 達意と を 主と した 叙說 では ある けれども、 その 問題の 取扱 ひ 方 はまた 決して 通俗的で な 

く、 最も 深 S 問題にまで 觸れ た。 引用文 や 難解な 專鬥 術語 や を 羅列した 叙說 だけが、 問題 を 深い 

ところで 取扱つ て專鬥 的に なった もの だと は 5- はれない。 私の 念願 は 最も 深. S 水準に ある 問題 を、 
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最も 平易な 言葉の 水準で 一 般 大衆と 共に 撿 討し 合 ふこと にある 。さう した 目的から 私 は 先き に 「思 

想 問題」 とい ふ 一書 を 公刊した が、 本書 は その 同じ 意圖を 以て、 社會 人と しての 責務 を 果たす た 

めに 大衆の 間に 伍して 放送した 第一 ー聲 なの だ。 

昭和 五 年 二月 


第一 講 文明の シグナル 


ビ ル ディ ングを 望む 汽車 

私の 汽車 は 都會を 離れた。 朝の 六 時、 窓から 見た 外景 は^かな 祈りに 包まれた 如く 落ちついて 

ゐる。 都會は 一 秒 一 秒 我々 のうしろ に 遠ざかり、 汽車の 鐵路が 多少 づっ 方向 を變 へる 度に 窓から 

見える その 位置 を變へ るから、 全く 飾 窓の 中の 廻轉 する 玩具の やうに 美し- so 大きな ビルデ イン 

グが マッチ 箱 を 重ねた やうに なつ て 見える。 私 は 今 その M 犬な 建物の 中から 出 て來 たばかり なの 

だ。 片面 は 夕日 を 受けて. m く 輝き、 片面 は 紫水晶の やうに 美しい 陰影 をつ くって ゐ る。 そして 廻 

り 一 ばいに 開いた 窓の 目、 誰が これ を 髙惯な 玩具と 見ないで あらう か。 あの ビ ルディ ングの 中に 

は數 百の 事務室が 蜂の 巢の やうに 區 劃せられ て、 その 中には あらゆる 事業と 計算と 交涉 とが 行 は 

れ、 毎日 そこへ 數 百の 人が 吞吐 せられて ゐ ると は、 ここから 見て どうして 信 する ことが 屮 U 來る か。 
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私の 目に は その 人波が 見え、 その 計赛 器の 昔が 聞え る。 それ はま だものの 三分と たたない 直ぐ 前 

の 光景な Q だ。 が、 私 は 今 この 汽車の 一隅に 腰をおろして ゐる。 都會 は、 E 大な ビルディング は、 

旣に 私から 何哩 かの 後に 去った の だ。 11 

汽車 は 都會の 廻り を 幾分 か名殘 惜し さう に 廻りながら、 次第に それ を 遠ざかる。 今 は 都 會の全 

幅が 一 望の もとに 私の 視野に 入る やうに なった。 私の 汽車 は その 郊外の 田 鳥の 間 を 走って ゐ るの 

である。 この 平野 Q 中に 生れ 育った 大 都會、 それ は 全く 不思議な 姿の もので はない か。 ここに 人 

生の あらゆる 喜劇と 悲劇と が いそがしく 演ぜられて ゐる けれども、 昔 は そこ は單 純に 蘆の 葉の そ 

よぎ が 大空 の 月 を 浮べて ゐ たに 過ぎな かった の だ。 その 葉の そよ ぎの 海から これ だけ 大きな 都 倉 

が 育って 來た 過去の 歷 史を考 へて 見る と、 不思議の もの だ。 が、 この 郊外 Q 田 島 を 走って ゐ ると、 

そこに はま だ雜木 林も殘 つて 居れ ぼ、 目高の 泳ぐ らしい 細い 流れ も ある。 それ は 何千 年 か 前の こ 

の 平野の 趣き を 幾分 か S ^驚せ しめる もの だ。 けれども その 雜木 林が 切り 拓 かれて、 そこへまで 都 

會の觸 手が 延びて 來 るの は、 そんなに 遠い 將來 のこと では あるまい。 

汽車 は 次第に 都會を 遠ざかる。 流石に もう 私の 目 や 耳から は、 都會の 巨大な ビルディングの 幻 

像が 消えて いった。 日 は 次第に 高くな つた。 木に いささかの 風が あり、 山腹 をき り 開いた 斜面の 

土が 白く 目 を 射る。 旅 だ。 さう 思って 見る と、 私の 汽車 も何處 となく 田舍 じみた 感じが する。 と、 

私 は 今 ま で氣 もっかなかった 周 圍の乘 客の 容姿 や 風俗 を 見 る。 そこに は 都會に 珍ら しい 田 舍の人 


の 姿が ある。 大都會 の 見物に 心を醉 はせ て、 この 乘客は 今 住み 古した 故 鄉へ歸 る 0 であらう か e 

都會は 田舍を 反撥す る。 都 會人は 田舍人 0 侵入 を 滅多に 許すまい， -」 する だ。 そして こ Q 田舍人 

の 田舍へ の 還元。 けれども そこに はま だ 多分の 都會 人が 混じて ゐる。 この 人達 は 田舍へ 何の 商業 

と計畫 とに 旅立 つて ゐ るので あるか。 

山間の 旅 

夕 露が 私 の 汽車 を すっかり 取り 卷 いて 了つ た 時で ある。 私 は 終日 この 汽車に 乘 つて ゐ てもう す 

つかり 身體に 疲勞を 感じた。 ここ は都會 から 數百哩 を 隔てた 山間の 溪谷 である。 汽車 も 流石に こ 

こで は 終日の 走驅に 倦怠 を 感じた 如く、 その 速力 を にぶらせ、 濃密な 黒煙 を 下の 谷へ 途 つて ゐる。 

周圉の 旅客に は、 都會 人ら し. S 風貌の 人が もう 僅かに 二三 人 だけにな つて、 驛 ごとに 乘降 する 客 

は その 風俗 を 全く 一  新せ しめた。 私 も 自ら を都會 人ら しく 顧みて、 その 周 園に そぐ はぬ 感じが す 

る。 山と 山との 間の 狭い 谷 を 縫 ひ、 私の 汽車 はもう 何十 哩 深く 溪 谷の 中へ 這入り込ん だので あら 

うか。 それでも こ Q 溪 谷の 奥深く、 流石に 住家 は 建って ゐる。 そして 山と 山と 0 間 を 流れる 小さ 

な 溪流を 唯一 の 水源と して、 山 を數段 かの 段丘に きり 開き、 そこに 田 畠 を 耕作して ゐる のが、 丁 

度帶を 解き ほぐして 捨てた やうに なって 見える。 こんな 田舍の 小驛で 私が 汽車 を 捨てて 降りた と 
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したら、 私 は 今朝 立って 來た都 食の ビル， ティングに 對 照して、 何と 著しい 相違の 生活 を 見る こと 

であらう か。 

そこに は 永遠の 牧歌的 情調が、 山 を、 谷 を こめて 流れて ゐる であらう か。 この 軒の 低い 藁屋根 

の 傾いた、 小さな 農家の 中 は、 幾 代 かの 先祖 以来 くすぶらした 爐の 煙で 眞黑 になり 何 一 つ 白く 輝 

いて ゐるも Q がな い。 そして 中央に 明るく 爐の火 だけが 燃えて ゐる。 この 農家の 夕食に この 家の 

人達が 食べて ゐる 食事 は どんな も 0 だら うか。 肉 や 魚の 切れ端で さへ、 ここの 食事で は 滅多に 見 

られ ない。 朝 も晚も 同じ 大根 や 蕪 菁の煮 總茱を 一 家が 寄り集まって 食 ふので ある。 今夜 都 會のカ 

ッフ H 1 では どんな 美味の 洋食が 調理 せられて ゐ るか。 肉 や 魚の 美味の 部分 だけ 取り出した 料理 

に、 野菜 も 美味の 部分 だけ を 極く 少し だけ 取り 添へ て 客の 前へ 出す の だ。 その 野菜 も 客 は 概ね 食 

ベて 了 はすに、 大部分 はた だの 附 けたり の ものと して そのままに 殘 して 捨てる だら う。 そして 調 

理の 時に 出て 来る 肉 や 野菜の 調理し ない 殘部 は、 惜し 氣も なく 塵箱の 中へ 捨てられ るの だ。 この 

取り捨てられる 殘部 でさへ、 田舍の 家へ 持って来れば、 どんなに 珍しい 料理と して 悅 ばれる こと 

だら うか。 農夫 は 朝の 霜 を 履んで 畠に 出で、 夕の 月 をいた だいて 家に 入る ので ある。 終日 畠の 中 

に 立ち 盡 して、 農夫の 耕作す る 面積 は狹 いもの だ。 この 勞働を 貸 銀に 換算したら、 この 終日の 勤 

勞を 以てして 1 圆 にもなら ない。 それ は 都 會のカ ッ フ 1 で、 女給の 嬌笑が 醉 客の 手から 五分と 

たたない 間に 卷き 上げる その チップの 額の 问分 Q 1 に過ぎないの だ。 そして この 料理店で 今夜 開 


かれる 或る 宴 會の總 費用 は、 こ Q 老人の 農夫が 一年中 鶴いて 得る 農作物の 寶 債よりも 大きい。 い 

ゃ實 際のと ころ、 その 料理の 費用 は、 この 帶の やうな 田 畠の 幾 枚 11 老人が それ を 唯一の 生活 源 

として ゐる  かの 價 にさ へ相當 する Q である。 

それにしても、 都會 と田舍 と、 この 生活様式の 甚だし. S 相違 は、 何が 原因と なって 起った もの 

だら うか。 田舍 はすべ ての 生活 資源 を 生産して ゐる。 我々 の 衣食住に 使用す る もの 何 一 つ を 取つ 

て 見ても、 それ は田舍 で生產 されなかった もの はない。 都會の 工場 は 軍に それに 加工した ので あ 

る。 そして 都會 人の 大部分 を 占めた 商人 は、 かく 田舍で 生産し 工場で 生産した もの を、 彼の 手よ 

りこれ Q 手へ 轉 移せし める だけの 仕事 をして、 これ だけの 都 會を發 達せし めて ゐ るの だ。 いや 商 

人 は、 —— 商人の 中の 最も 大きく 活動して ゐる人 は、 —— そ 0 工場で 生產 した 商品の 姿 を さ へ 見 

てゐ ないで、 ただ 帳簿と 手形と だけ をテ H ブルの 上に 置いて ゐる。 それだけで この 都會が 繁榮す 

る Q だ。 けれども 老人の 農夫 は、 それに 就いて 何の 不思議 を も 感じて ゐ ない。 彼 はた だ默々 とし 

て 耕 畝に 勞 働す るので ある。 我々 は その 對照を 不思議に 感じない か。 

文明の シグナル 

その 感慨に 耽つ て ゐた私 を、 突然 電光の やうに 驚かした 外景の 一 點が ある。 私 は 自分の 目 を そ 
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の 一 點に凝 注せし めた。 11 それ はこの 田舍に 不思議の 對照を 示す、 ラヂォ の 一 一本の ボ オルで あ 

つた。 

その 家 はこの 溪 間の 小 村で も、 幾分 か 富裕な 階級に 屬 する 家で あるの だら う。 屋根の 一 部 は 瓦 

で葺 いて あるし、 家の 前に はさ さやかな 庭が 築かれて ゐる。 そして この 家の 屋根に 高く 二 本の ボ 

オルが 立てられて ゐ るの だ。 さう だ、 ラヂォ は單に 都會の ものではなくて、 今では こんな 溪 間の 

小 村へまで 普及して 來 たの だ。 都會で 奏される 壯 麗な大 管紋樂 が、 先祖 代々 壎 すぶ らした こ の 家 

の爐 透で 聲 高く 聞え てゐ る。 それ こそ まことに 不思議な 對照 ではな. S か。 この 都會の 騒音が、 直 

接に 溪 間の 靜 澄な 空 氣の 中へ 途られ たの だ。 都會の 脈搏が 直ぐに 田舍の 家の 中で 脈打って ゐる。 

もう 本當の 意味で 全國に 田舍と 呼ばれる ところ はなくな つたの だ。 津々 浦々 のどん な 端へ 行つ て 

も、 都會の 同じい 脈搏が 同じ. S 時刻に 脈打って ゐる。 田舍は 消散した。 どヒ にも 都會 が， 踏して 

ゐる。 都會の 言葉が、 都會 を宣傳 して ゐる。 

我々 が ラヂォ を 知った の は、 極めて 最近の ことで はない か。 いや、 我々 は 今から まだ 數十年 前 

に は、 この ラヂォ と 同じ. S 內容の もの をュ ー ト ピアの 文學 で、 珍ら しい 創案と して 聞. S てゐ たの 

だ。 11 日曜の 朝に 窒の 一 隅の ボタン を 押す と、 聲 高く 牧師の 說敎が 窒內へ 聞え て 来る けれども、 

牧師の 姿 は窒內 の何處 にも 見えない。 この ュ ー ト ピア を 訪れた 靑年 は、 その 餘 りの 不思議 さに こ 

の 說敎が どこで 話されて ゐ るか を ュ —ト ピアの 人に 尋ねる とその 人 は 「今では ここで は說 敎を敎 


會 へ 聞きに 行く とい ふこと をし ない。 ただこ Q ボ タ ンをさ へ 押せば 直ぐに そ 0 牧師の 說敎が どの 

家庭へ も 聞え て來る やうに なって ゐ るの だ」 といって 敎へ て くれる。 ュ ー ト ピアの 訪問者 は、 そ 

の 不思議な 說明 にこと ご とく 感嘆し て 了 ふので あ る 。 —— そ れ はま こ と に 文學者 の 空想 を 奔放な 

らしめ た 創意で あるに 過ぎなかった の だ。 然るに 今 その ュ ー ト ピア は 我々 Q 世界で 少しも 珍ら し 

いもので なくなって ゐる。 それ はこ の溪 間の 小 村で さ へ 聞かれる ものに なって ゐ る。 なほ 我々 Q 

時代の 發 明が 進んで 行ったら、 トォ キイと テレヴ イジ ョ ンの發 明が 進められて、 我々 は どんな 場 

所に ゐて も、 世界の どんな 場所で でも 起る 出來事 を、 その ありのままの 姿、 ありのままの 音で 見 

且つ 聞く じと が 出来る であらう。 ！ この 書 Q 版が 重ねられて 行く 時に、 この 記載 は旣に 時代お 

くれの ュ ー ト ピア 的なる ものと なること であらう。 —— さうな つた 時に、 都會 と田舍 Q 生活に 凡 

そ 何の 區 別が 立てられ るか。 

すべての 大衆 的な もの は 大規模に 經營 せられる が 故に、 將來益 X/ 安價 となる。 ラヂォ の 如きで 

さへ も、 これ だけ 不可思議な 働ら きをす る 機械で あるに 拘ら す、 今では 少しも 高價 でな く、 大衆 

の ものに なった。 トォ キイと テレヴ イジ ョ ン が發 達すれば、 その トォ キイと テレヴ イジ ョ ン を 放 

送す る ことが また 新聞の 定價 ほどに 安價 となって 來る。 いや 新聞の 機能と 活動で さ へ もが その 時 

に は 古くな つて、 トォ キイと テレヴ イジ ョ ンの 放送が この 新聞の 地位 を 奪 ふか も 知れない。 そし 

て 極度に 安價 となった 放途 は、 どんな 溪 間の 小 村 を も その 支配 下に 牧 める ことで あらう。 —— こ 
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れは 決して 空想で はない。 餘り 遠くない 將來 にもの こと は 屹度 實現 せられる。 旣 に米國 では トォ 

キイの 放途が 開始 せられた。 この 山間の ラヂォ でさへ も、 それが 初めて 据ゑ つけられた 時には こ 

の 村の 人達に は どんなに 大きな 驚異 を甯 らした か 知れない。 村の 人達す ベ てが この 一 軒の 家へ 集 

まって 來て、 ラウド ス ピ イカ ァ から 聞え て來る その 都 會の聲 にあら ゆる 讚嘆 を惜 まな いので あつ 

た。 それから 一箇月 二 箇月の 間 は、 この 村の 幾人 かが 常に 入れ 替り 立ち 替 りして その ラウド スピ 

イカ ァ へ 集まって 來た Q であった。 けれども 近頃 は その 田舍の 人達で さへ も ラヂォ を 大して 珍ら 

しい ものに 思って ゐな い。 村の 人達が それ を 聞きに 集まって 來 ないだ けで はなく、 ことによると 

こ の 家の人 さ へ その 聲 をうる さがって、 面白い 催し物の ない 場合に は その 放途を 聞かう とせす 早 

く寢 込んで 了 ふか も 知れない。 さう いへば 我々 は 都會の 郊外 住宅地な どを步 いて、 以前 は 家 毎に 

聞え る ラヂォ の 聲に惱 まされた もの だが、 近頃 は それ 程 頻繁に 聞く こ ともなく なった。 放 途を選 

擇 して 聞く やうに なった の だら う。 そして 都會の 脈搏 を 朝から 夜まで 聞き 續 けに 聞いて ゐる 生活 

を、 むしろ 倦怠に 感じ 始めて ゐ るの だら う。 田舍 でさへ もが 同様に 都會に 倦怠 を 感じ 始めた。 さ 

て 都會の 脈搏 は、 この 次に 田 舍へ何 を 送らう とする ので あるか。 

田舎 人の 心理 


併し 私 は 汽車の 窓外 を 眺めた とき、 こ の 文明の 普及 力の 偉大 さに 驚異の 目 をみ はった ので はな 

かった。 私 は都會 と田舍 との 生活様式の 相違と、 それに も 拘らす 都會の 脈搏が 潮の やうに 田舍を 

侵蝕して 行く その 力の 偉大 さとの 對 照に 就いて、 驚異 を 感じた のであった。 この 文明の 進みの 將 

來 はどうな るので あるか。 

都 食の 大ビ ルディ ング と田舍 のこの 藁 家と では、 その 生活様式に 何と. S ふ 大きな 隔てが 存在し 

てゐ るか、 都會は 都會、 田舍 は田舍 と、 何 世紀 かの 間 雨 者の 生活に は 根本的の 隔たりが 存在した。 

併し その 間に も 都會は 始終 田 舍へ蠶 食の 觸手を 仲ば して ゐ たので ある。 然るに 近代に なつてから、 

都會の 生活 は 想像の 外の 急 テン ボを 以て 進歩した。 田舍が 今まで 通りの 田 舍でゐ る 間に、 都會は 

一 足 飛びに 何 世紀 か を 飛び越して 了った の だ。 それが この 都會 と田舍 との 生活様式の 隔たりで あ 

る。 然るに 都會 は、 自分 だけの 世界で 叫喚の 聲を あげる ことに 滿 足せす、 一時に その 満 手を^ 界 

のいた ると ころへ 伸ばさう とした。 都 會の騷 昔が 數百哩 の 野 を 越え 山 を 越えて、 いかなる 山村の 

爐邊へ も そのままの 形で 途られ たの だ。 田舍の 人達 は、 その 生活の 推移 を. いかなる 目で 顧みよう 

とする の だら うか。 

私 は 田舍の 人達の 心理 を先づ 次の やうに 考 へる。 彼等 は 第一 に、 都會 と田舍 との 生活様式の 隔 

たり を はっきりと 意識 させられる であらう。 自分 達の 爐邊 では 先祖 代々 のとろ 火が かすかな 煙 を 

あげて ゐ るのに、 都會 では 急 テンポの 文明の 享樂が あらゆる 交響 樂を 奏して ゐる。 そこに は餘り 
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にも 甚だしい 生活様式の 相違が 存在す るの だ。 彼等 は嘗っ て 東京 見物 や 上方 見物に 35 かけた 時に、 

その 生活の： S を 見て 歸 つた。 が、 それ は 歸鄕の 汽車が 何百 哩かを 隔てた 時に、 次第に 遠 5- 夢の 

やうに なって、 記憶の 世界から 薄ら 5 で 行く 程度の ものであった。 田舍 へ歸れ ば、 やはり 田舍の 

のびのび とした 生活が ある。 彼等 は 山川の 四季の 推移に 美しい 心 を 生長 させて、 こ^Jには心のし 

み じみと 落ち 付いた 樂 園が 存在す るの だと 考 へる やうに なって ゐた。 その 都會の 外貌 は、 今では 

夢の 想像の 中へ さ へ 現 はれて 來 ないやう になった の だ。 然るに 今 驚くべき ことに は 爐邊で ジャッ 

ズが 奏される。 そして この ジャ ッズが 朝から 夜まで 奏される。 田舍の 人達 も 流石に その 生活様式 

の 相違 を はつ きりと 意識 しなければ ならない。 田舍の 人達 は 理論で 論理的に 考 へて 行く 習慣 を 持 

たない。 けれども この 爐 遽とジ ャッズ との 相違 を、 漠然とした 感情で 感得して、 そこに 明確な 隔 

たりの ある こと を 意識す る やうに なつ て ゐる。 

都會 へ の參與 の 耍求 

第二に は、 田舍 Q 人達 は單に その 様式の 相違 を 意識す るに とどまら や、 進んで は 自ら この 都會 

の 生活の 中 へ 參與し 得る やうに 都 會に對 して 要求す るで あらう。 現に 彼等 は ラヂォ の 機械 を 買つ 

て 自家に 装置し、 ボ オル を 立て、 放送局へ 申込 をした だけで も 自由に 都會の その ジャ ッズを 聞く 


ことが 出來 たの だ。 田舍の 人達 も 一定の 料金、 しかも 餘 り高價 でない 料金 を都會 へ支拂 ふこと に 

よって、 爐 逢へ 都會を 窗らす ことが si 來 たの だ。 都 會は觸 手 を 田舍へ 伸ばして その 脈搏 を 田舍へ 

達った が、 そのこと は 他面より 見れば、 田舍は 一定の 料金 を都會 へま 拂 つて、 都會の 生活へ ー步 

づ っ參與 した ことで ある。 都會 への 田舍の 參與！ この；.」 とがより 一 曆癀大 せられて 行ったら ど 

うなる か。 田 舍は單 純に 勞 働して 原料 品 を 都 會へ途 り、 都會は 锼械を 使って これに 加工し、 更に 

帳簿と 計蕃 器と を 使って それより 互大の 利益 を牧 める。 機械と 競爭 する もの は、 必す しも 工場の 

勞働 者で はない。 田舍の 原料 生産者 こそ は 正しい 意味で、 機械に よる 再生産と その 速力 を 競爭し 

なければ ならない の だ。 いやな ほ 進んで は、 その 農民の 一打 一打す る 鍬の 動きが、 記帳 や 計算の 

動きと 速力の 競爭 をし なければ ならない の だ。 田舍の 生活 は 貧しい。 田舍の 衣食住 は 粗末 だ。 け 

れ ども 田舍 人が 都會の 生活へ 參與 してなら ない 理由 は、 どこに も あるまい。 田舍の 人達 は、 都會 

の 人達の 持つ あらゆる 享樂と 便宜と 速力と 活動へ、 都會人 同様に 參與 しょうと 要求す る だら う。 

都會は その 參與を 拒絶すべき 何等の 理由 を 持たない。 いや 現在 ラヂォ の 普及 は、 その 參與を 積極 

的に 勸獎 して さへ ゐる ではない か。 が、 田舍 が都會 への 參與を 徹底的に 要求した 結果 はどうなる 

か。 田舍は 生活の 原料 品の 生產を これ 程 まどろつ こしく、 且つ 利益の 薄い もの はない と感 する で 

あらう。 そして 斯うした 仕事に 携 はって ゐ るより は、 都會の 人達と 同じく 帳簿と 計算器と を 持つ 

ことによって もっと 活潑 に、 且つ 一時に E 大の 利益 を 得る 商業の 事務に 携 はらう と 希求す るで あ 
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らう。 そ. の 結果 はどうな るか。 すべてが 商業の ビズ ネスに 携 はる こと を 希うて、 誰 一人 原料 品 を 

生產 しょうと 欲しない 時に、 我々 の 生活 は 一 體 どうなる か。 

現在 Q 文明 生活 は、 都會 と田舍 とが 截然と その 樣式 を異 らしめ る こと を 前提と して 成立して ゐ 

る。 然るに 田舍 が都會 とその 生活様式 を 全く 異 らしめ てゐる こと を 明確に 意識して、 更に この 都 

會 の 生活へ 同等に 參與 する こと を 希求す る やうに なった 時、 我々 の 文明 はいかなる 姿 を 取る であ 

らう か。 現代文明 は 今の ままに 存 緩す るか、 或は 全く 滅亡す るか、 それとも 何等か 違った 姿の も 

のに 變 化する ので あるか。 我々 に は それが 大きな 問題と なる。 

私 はこの 溪 間の 小 村に さびしく 立って ゐ るラヂ ォのボ オル を 凝視して、 感慨に 耽った。 この さ 

びし ぃボ オルが 私に は 文明の 將來に 一 の警 吿を發 する シグナル である やうに 見えた の だ。 都會は 

脈搏 を田舍 へお くる。 そして 田 舍は都 會に對 して 最後に 叛逆 を 官-戰 した。 この シグナル を 取り 卷 

いて、 やがて 來る もの は 雨で あるか 嵐で あるか。 私に は その 豫 報が 不安の ものに なつ て考 へられ 

る 0 

日常生活 の 矛盾 

私 は 都會と 農村と が 生活様式の 上で 大 いなる 隔たり を 持つ こと を 幾分 か觀 察した。 勿論 それ は 


誰に も氣 付かれて ゐる ことで、 少しも 珍ら しい 事實 ではなく、 寧ろ 餘 りに 珍ら しくな. S ために 旣 

に 人々 の 注意に さ へ もの ぼら なくなって ゐ る事實 なの だ。 併し 生活様式の 間に かう した 著しい 相 

違の ある こと は敢て 都會と 農村との 間に 於いて だけで はない。 我々 はな ほ 細かに 見て 行く に、 現 

代 社會の 中には 生活様式の 上で 幾つか 0 型が 出來て 居り、 その 諸 様式の 間の 隔たり は餘程 著しい 

ものである。 

人間が どうい ふ 生活様式 を 取つ てゐ るか は、 その 人間の 住んで ゐる 建築 を 見れば 直ぐに 分かる。 

然るに 現代 社會に は、 5 ろい ろの 種類の 建築が 存在す るので ある。 子供の 時代からの 過去 を懊想 

して 見よう。 私 は 農村に 生れた。 我々 の 農村の 家 はそんな に 小さな ものではなかった。 宅地 も 相 

當に廣 く 取って あり、 家の 中の 大黑柱 は黑々 と 輝. S て 子供の 手で はとても 一 抱へ する ことの 出來 

な S 太い ものであった。 倉庫 も あれば 納屋 も ある。 庭園が それらの 間に 築かれて ゐて、 座敷の 前 

に は 別の 閑 庭が 物 寂び てゐ た。 我々 はさう した 農家の 家庭で 平和に 育って 來 たもので あった。 が、 

その 農村で も、 學校 となると 建築 様式 はすつ かり 違って ゐた。 明治 0 初年に 出 來 たとい ふ 古め か 

し. S 洋館と その後 幾度 かに 建增 しせられた ガランと した 洋館と が、 何の 味 もな く、 ただ 大きく 建 

ち 並んで ゐた。 それ は 我々 の 家庭の 建築 様式と はすつ かり 違った ものである。 けれども その 平和 

Q 農村 は 今や 次第に 衰亡した。 農村 はさう した ゆとりの ある 生活 を 昔の ままに 繼績 する/ J とが 出 

來 なくなつ たので ある。 そして 農村で 生れる 人間の 多くの 部分 は、 都會へ 出て 來 なければ ならな 
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くな つた。 lal? 男 だけが 農村 を 支持 すれば それでよ い。 次男坊 や 三男 坊は、 生れ 故鄕の 農村で 暮ら 

し を 立てて 行く 餘裕 がない。 そこで これらの 過剩 人口 は、 都會へ 出て 月給取り や 工場 勞働 者に な 

るので ある。 が、 その 月給取り も 百圓內 外の 俸給 を 取らう と 思 ふと 容易で はない。 どうにか 百圓 

の 月給に ありついた とすれば、 その 俸給で どんな 生活 を 立てて 行く ことが 出來 るか。 この 俸給 生 

活者は 三十 圓內 外の 家 賞の 借家へ 這 入る。 そこに は庭圜 もなければ 倉庫 もない。 我々 は 子供の 時 

分に 惡 いい たづら をす ると、 倉へ 入れて やる と、 親から たしなめられ たもの だが、 都 倉の 月給 取 

り はい たづら をす る 子供 を たしなめる 倉 を 持たない。 「倉へ 入れて やる」 とい ふ 先祖 代々 の 言葉 

に 代へ るに、 「押入れへ 入れて やる」 とい ふ 位の 新ら しい 言葉が 製造せられ るの だ。 さて その 三 

十圓內 外の 借家の 建て 方のお 粗末 さは どう だ。 壁 は 薄. S し、 窒は狹 い。 この 僅か 十 幾 坪し かない 

家の 中 こそ は、 家族 幾人 かが 安全な 生活 を 保障しょう として 籠城す る 城な の だ。 その いかにも 貧 

弱な 借家が、 これ はまた 驚く ばかり 極度に 都會の 土地 を 利用して、 押し合 ひへ し 合し 建て 籠 めら 

れてゐ るの だ。 西洋から 日本へ 歸っ て先づ 最初に 氣 のつ くこと は、 建つ てゐる 住宅が いかにも 小 

さくて、 ごみ ごみ 重なって ゐる こと だと は、 誰でもの いふ 言葉 だ。 外國 人の 日本へ 來 たも 0 も、 

やはり 同じい 言葉 を 感想 として 漏らす。 そして 日本 には子 供が 實に 多く 遊んで ゐる のが 目につく 

と- S ふ。 日本の 人口の 增殖は 著しい もの だから、 子供 Q 多い とい ふ 觀察は 無理 もな. S が、 併し そ 

れ だけで 子供の 多い のが 目につく ので はない。 日本の 住宅 は， ^さい、 そして これに 庭園が ついて 


ゐ ない t だから この 狹ぃ 一!^ 域の 中に 住んで ゐる 子供達 は、 勢 ひ 大道へ 出て 遊ぶ より 外に 仕方がな 

い Q だ。 人の 通る 大道が 子供の 遊び場 所に なって ゐる。 だから 日本の 住宅が 小さくて、 子供が 澤 

山に 遊んで ゐ ると， S ふ 印象 は、 誰の 目 にもつく こと だら う。 

私 はな ほこれら の 月給取りの 日常生活 を 記載しょう。 家賃 は 月給 生活 者に 取って まことに 重大 

な背稅 だ。 これ を 取られた 殘餘で 食と 衣との 生活 をす る 月給 生活 者 は 何とい ふ みじめな もので あ 

るか。 家挨 並んで 樂 しむ 夕食の 膳が 貧弱になる の はどう も 致し方がない。 子供達の 洋服 をつ ぎつ 

ぎに 買って やって、 近傍へ 恥 かしくない 體裁 をつ くら ふの も 大抵で ない 苦勞 だ。 が、 さて この 月 

給 生活 者が 出勤しての 會社ゃ 銀行の 建築 はどうで あるか。 堂々 たる 鐵筋 凝結 土が、 目 貫の 十字街 

の 一 角に 嚴 然と 脾 睨しつつ 立って ゐる。 その 中の 設備 は 何 一 つ 立派で ない もの はない。 冬に なれ 

ば 暖かい スト ー ヴ、 夏に なれば 凉風を 途る煽 風 器、 その他す ベて は 家庭での 日常生活と 何と 著し 

い 相違で あるか。 併し 彼等 はこの 不自由の ない 生活の 支配者に なって ゐ るので はない。 自ら はた 

だ そこの 被 傭人 だ。 この 不自由の ない 生活 も、 慣れて 了へば 少しも 偸 快に は 感じられない。 しか 

も その 擔當 した 地位 地位に 終日 帳簿 を 記入す る 人造 機械の 仕事 をす る 身 は 少しも 偸 快の もので は 

ない。 彼等 は その 日の 仕事 を 終って 家庭へ 歸る。 心 だけ は 暢び暢 びす るが、 その 住宅のお 粗末 さ 

は 終日 籠城し て ゐた錢 筋 凝結 土の 大 建築と . 何とい ふ 著しい 對照を なすこと だら う。 

かう した 日常生活 をして ゐ ながら、 我々 は 家庭での 生活と 會社 銀行での 生活との 間に 調節 をな 
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す ことに 大 S なる 骨折り をし なければ ならない。 事務室での 生活 を 本位と して 家庭での 生活 を 顧 

みれば、 それ は餘 りに も 小さく 餘り にも 粗 貧の もの だ。 事務室の スト ー ヴは 赤々 と 燃えて ゐ るが. 

家庭での 火鉢 は 炭火 も 憐れに、 借家 普請の すき 間 もる 風が 一 しほ 寒い。 我々 の 精神が 調節 を 失 ふ 

前に 身體の 方が 調節 を 失って、 直ぐに 風邪 を 引く の だ。 寒 胃！ さう だ、 これが 都會の 月給 生活 

者の 生活に 調節の 失 はれて ゐる 一 つの 象徴 だ。 そして 都 會には 寒 胃 ほど 多い 病氣 はない。 こ. の 都 

會 生活の 著しい 反對と それらの 間の 無 調節と は、 今後 5 かやう に 進む ので あるか。 

文明の 尖端 

文明の 尖端と いふ 言葉が 流行す る 。何が 果して 尖端で あると いふか。 キネ マ は 尖端 か。 ラヂォ 

とトォ キイと は 尖端 か。 カツ フ H l は 尖端 か。 ジャッ ズは 尖端 か。 新ら しい 女の 何とも 形容の 出 

來な S 服装が 尖端であって、 ダン サァ の變轉 やまない 戀が 尖端で あるか。 我々 はとに かく. S かな 

る 內容を 以て 文明の 尖端と なすべき であるかに、 それぞれの 異論 を 持た うが、 何となく 現代の 生 

活に 尖端の ある ことが 感じられて ゐた。 こ Q 尖端 意識 は都會 Q 文明 人に どうして 起った か。 

我々 の 生活 は 常に 調節 を 求めて ゐ ると 同時に、 こ の 調節 を 破つ て絕 えす 新奇 0 生活 へ 移らう と 

する 巳み 難 5 要求 を も 持って ゐる。 併し その 調節と 新奇への 要求と は、 全く 無關 係に ある もので 


"はない。 調節 せられた 生活 は、 その 中から 自然に 何等かの 新奇への 勉物線 を 射 5^ する の だ。 けれ 

ども 現代の 生活で は、 その 生活の 調節と 新奇なる 拋物 線と は、 一方から 離れ離れの ものに なり 始 

めて ゐる。 生活の 調節 は、 この 新奇 を 統一 しょうと 思っても、 到底お つつかない。 そこで 新奇が、 

調節の あちこちより 頻りに 多方面の 觸手を 射出す るの だ。 この 射出 せられた 觸 手が 所謂 尖端 文化 

である。 だから 尖端 文化が 我々 の感覺 を强く 刺激し その 意識が 特に 顯 著に 我々 を 支配して ゐ ると 

いふの は、 專ら 我々 の 現代 文化が 生活の 調節 をな す 機能 を 失 ひかけ てゐる ことに 起因す るの だ。 

それ故に 我々 は 所謂 尖端 文化の 內容を 一 々に 顧慮す るよりも 前に、 かやう に 文化の 尖端なる もの 

を 意識す るに 至った 我々 の 生活 自身 を 反省し なければ ならな. S の だ。 

私 はな ほ 文明の 尖端なる ものに 就いて 分析 を 進めよう。 

何が 尖端 か 

尖端なる もの は、 第一に 一 つ だけ 存在す るので は 意味 をな さない し、 また その 1 つ だけの もの 

では 尖端の 意味 をな さない。 尖端と いはれ るから に はいくつ もの 新奇が 倂 列して 存在す るので な 

ければ ならない。 現に 呼ばれて ゐる 尖端の、 ラヂォ 、圓 タク、 トォ キイ、 ジャ ッ ズ、 ダン ス等々 々、 

決してた だ 一 つ だけの 存在で はない。 ただ 一 つ だけ 存在す る 場合に は それ は 過去の 生活 調節と 何 
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等 か 必然的の 關係を 持つ 箸で ある。 さう した 新奇が、 過去の 調節の 沈滞 を 破って どうしても 新た 

に 生れて 来なければ ならない。 こ C 新奇 は 調節の 要求した ものであるし、 調節 は 新奇に 地盤 を提 

供して ゐ るの だ。 この場合に は、 生活の 新奇 は あへ て 尖端と 呼ばれる ことが 出来ない。 それ は必 

然 的に 要求せられ たもの だから、 よし 實際は 生活の 尖端で あるに しても、 —— この場合に 尖端と 

呼ばれる ことの 方が 語の 意義と して は、 寧ろ 正しから うが、 —— 社會人 Q 意識に は、 尖端と して 

のぼらな いの だ。 尖端の 意識が 社會 人の 自省に 問题 となった 時には、 その 尖端 は 幾つ も 併存して 

ゐて、 しかも その 尖端の 何れもが、 過去の 調節と 必然的 全體 的の 關係を 持ち 難いが ために、 各個 

別々 に 調節より 逸脫 して 意識 せられて ゐ るの だ。 卽ち 調節 はこの 多方面に 射出 せられて ゐる 尖端 

に對 して、 新たに それ を 調節す る 機能 を 失って ゐ るので ある。 

第二に、 尖端と なる もの は それ 自身、 何等かの 體系を 持って ゐる。 しかも その 體系 は、 必す我 

我の 實 生活の 何れ かの 部分 を その 中に 襟り 込んで ゐ るの だ。 この こと は、 例 を擧げ て說明 すれば 

直ぐに 分かる。 例 へ ば 現代の 一 流行 思想で あると； J ろの マ ル キ シズム だ。 マルキシズム の價 値に 

關 して は、 人 各々 見解 を 持ち、 或は 眞の 意味で は、 これ は 現代 社會の 尖端 思想で はない かも 知れ 

ない。 私な ど は、 マルキシズム は 十九 世紀 思想であって 現代 經濟社 會に對 照 すれば 旣に 古く、 そ 

のま まの 形態で は 役に立たない 思想で あると 考へ てゐ る。 卽ち 理論的には、 マ ルキシ ズムは 現代 

社會の 尖端で はあり 得ない の だ。 (そのこと は 後に 詳論す る。) しかし それに も 拘らす マル キシ 


ズム はや はり 我が 社會に 於け る 尖端 思想で ある。 私 は マ ルキシ ズムが 一般 社會に 1^ り、 尖端 的の 

思想と して 意識せ られつつ 流行して ゐる 事實を 看過し ようと は 思 はない。 そして 理論的に 考 へ れ 

ば、 マルキシズム は 十九 世紀 的 思想で あるから、 現代 經濟社 會に對 し 決して 左翼 的の 思想で ある 

とい ふこと は 31 來な いが、 社 食の 現實 意識と して は、 左傾 的 思想と して 一般に 考 へられて ゐる事 

實は 否定せられ ない。 我々 は 今 社 會を觀 察する にこの 現實 的搴實 を 以てして ゐ るの だ。 さて マ ル 

キ シズム はかく 現代 社 會に對 し 一 の 尖端 思想で あると して、 その 尖端 思想で あると ころの マル キ 

シズム は、 それ 自身  一 Q 體系を 持つ 思想 だ。 分らす やが ただが むしゃら に 無理 を 言って 主張して 

ゐる 思想で はない。 

また 次に この マ ル キシズ ム は、 無 產勞働 者の 現實 生活に 於け る 不満と 緊密に 結びついて ゐる。 

無産 勞働者 は 资 本家に 雇傭 せられて その 勞働 を摔 取せられ てゐ る。 その 事實は 否定せられ ない。 

無 產勞働 者 はこの 現實 生活 を 打破 したい、 深刻 な 熱情 を 持 つので ある。 マルキシズム は 直ちに そ 

の 無 產勞働 者の 現赏 的な 生活 體驗を 自らの 體 系の 中へ 織り込んだ。 この 現實 的な 體驗を 織り込ん 

だ 全 體の體 系が 現に 流行して ゐるマ ルキシ ズムと 呼ばれる ものの 正體 なの だ。 だから 今 rtll らをマ 

ルキシ ストと 呼んで ゐる 大衆の 中で、 マ ルクスが 主張した 理論の 內容 など を 詳しく 知って ゐるも 

の は 幾人 もない。 勞働價 値說も 何も 大衆の 知識に はなって ゐな 5。 辨證 法的 唯物論な どい ふ もの 

になって 來 ると、 專門 的な マ ルクス 擧者 でさへ も 間違 ひの ない 知識 を 持ち合せて はゐ ない。 それ 
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にも 拘らす 辨證法 は 流行し てゐ る。 辨證 法が 分らなければ 眞 正の マルキシストに はなれな いとい 

つ て、 辨證 法が 流行して ゐる。 專鬥 的な マ ルクス 擧者 でさ へ も 間違った 講義し か出来な いやうな 

辨證 法が 流行して ゐる。 何の こと だか 意味 は さっぱり 分らない。 —— 併し 現寶 的な 事實 に はい さ 

さかの 疑問 もない。 譯の よく 分らない その マ ルキシ ズムが 大衆の 中に 一 つ の 流行 思想と なつ て 行 

はれ、 これに 反對 する も Q は、 この 思想 を左倾 的な 危險な も Q として 取締らなければ ならぬ とい 

つて、 そこに 兩 者の 鬪^ が 行 はれて ゐ るの だ。 事 實は疑 ひもな くそれ だけであって、 何人も その 

事 實の觀 察 を 否定す る こと は 出來な い 。 

が、 我々 は マルクス の 主張した マ ルキシ ズムを 理論的に 批評す るので なく、 現に 流行して ねる 

所謂 マルキシズム 的 思想 を事實 的に 觀 察するならば、 この 流行 思想が 一 の 體系を 持ち、 現實 生活 

Q 1 部 を そ Q 中に 深刻に！！ り 込んで ゐる こと を 否定す る わけに 行くまい。 マ ルキシ ズムを 信奉す 

る もの は、 その 辨證 法的 唯物論 だの 勞働 惯値說 だのの 內容を 理論的に 詳しく は 知らないが、 ただ 

こ の 思想 は 無 產勞働 者 Q 生活 を 基礎と し、 現代 社會 制度 を そ の 無 產勞働 者 を 本位と して 改造す る 

思想 だと だけ 知って ゐる。 理論的に 綿密に 考察 すれば、 マルキシズム は 果して かくの 如き 性質の 

もので あり、 この 目的 を 達する も Q である や 否や は 問 © だ。 私な ど は社會 改造の 戰術 としても、 

マ ルキシ ズムの それ は 古くて 役に立たぬ も Q だと 考 へて ゐる。 けれども そんな 綿密な 考察 はどう 

でもよ いの だ。 とにかく 漠然と 社會 0 中で は、 マルキシズム はかくの 如き 思想 だと 考 へられて ゐ 


る。 それが 現實 的に 流行して ゐるマ ルキシ ズムの 眞の體 系 だ。 事實 として 流行して ゐるマ ルキシ 

ズム がかくの 如き 體系を 持つ こと を、 我々 は事责 として 否定し ようと は 思 はない。 

キネ マ、 トォ キイ、 ジ ャッズ 

私 は 今一 例と して 社會に 流行して ゐるマ ルキ シズム の現實 的な 形態 を觀 察した。 けれども 尖端 

と 呼ばれる 思想 や 流行 は、 すべて この 例に 於 5 て 見た と 同一 の 性質 を 持つ もの だ 0 卽 ちそれ は自 

身に 或る 獨 立した 體系を 持ち、 現實 生活の 何等かの 部分 を その 體 系の 中へ 織り込んで ゐ るの だ。 

キネ マ は 演劇の 地位 を 奪った。 そして 偉大な 勢力で 屍 社會の 中に 流行して ゐる。 それ は 確かに 

現代の 生活の 一 尖端で ある。 この場合、 キネ マ は キネ マで 社會の 中に 流行し なければ ならな 5 キ 

ネ マ 自身 の 體系を 持ち、 同時に その 體系 Q 中へ は 現代人 の 或る 生活 耍求を 確か に 織り込んで ゐ る 

Q だ。 キネ マ を 好 愛する 現代人の 要求 は、 單に ふらふら とした 一 時 的の もので はない。 然 らば キ 

ネマは 一 體 それ 自身に どうした 體系を 持つ であらう か。 キネ マ は 演劇よりも その 進行が 早い。 進 

行の 早い もの は 急忙な 現代人に 取って 演劇よりも やっと 便利 だ。 が、 キネ マ は 更に 演劇と は 違つ 

た 性質 Q 世界 を 獲得し はじめた。 キネ マの 世界 は 演劇の 世界と 性質 上 同一 の もので あり キネ マ は 

ただ 粗惡の 演劇 を 安價に 大衆へ 提供す る、 とい ふので あれば、 キネ マ は それ 自身に 獨特の 體系を 
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持つ ことが 出来ない。 體系を 持つ と は、 それ 自身で 纏まり Q つく 原理 を 持って、 その 原理に より 

すべての 耍素を 統一し、 一塊の ものにして ゐる こと を. S ふの だ。 キネ マ は 今や さう した 獨自の 世 

界を 持ち、 獨自の 世界 を 展開せ しめて ゐ るので ある。 この キネ マ は、 現代 生活の 一 尖端 だ。 

その外、 トォ キイ も ラヂォ もジャ ッズも ダンス も、 それぞれに 現代 生活の 一 尖端で あるに 相違 

ない。 ダン サァ の戀愛 もゥ-  I タァの 嬌笑 も、 それが 時代の 尖端で ある 以上 は、 同様にして それ 

自身の 體系を 持ち、 現代 生活の 何れ かの 部分 を この 體 系の 中へ 織り込んで ゐる だら う。 現代 社會 

の 生活の 中には、 さう した 體 系が 無 數に 生れ はじめて ゐる。 昔の 社會 では、 そ Q 社會 生活の 中に 

かう した 體系は 無數に 成立 するとい ふこと がな く、 社會 生活 を 動かす それらの 體 系の 數は 比較的 

少なかった から、 これらの 體 系の 間の 調節 を 得る こと は 大した 困難でなかった。 然るに 今 社會の 

中には この 體 系の 萠芽が 朝に 夕に 無数に 成立し 生長し 消滅して ゐる。 一 の 新ら しい 體系 となって 

成長す る もの も あれば、 漠然たる 倾 向で 止まる もの も あり、 また 旣に 解體 しかけて ゐる それ も あ 

る。 丁度 それ は 水の 中に 氷の 結晶が 出来て 行く 隨間 Q やうな もの だ。 その 結晶 は 何れも 水 を それ 

の 成分と して 含む。 しかも 從來 なかった 或る 結晶 形と して、 そこに 新ら たに 成立して 行く の だ。 

これらの 諸 體系を 一 つ Q 大ぃ なる 統一 にまで 裔らす こと は 容易な 事業で ない。 

私 は 先き に 現代 社會の 中の 建築 樣 式の 下に 想定 せられる 幾つかの 生活様式の 交錯 を 語った。 借 

家 は 借家の 生活 を 持ち >  鐵筋 凝結 土の ビ ルディ ングは その ビ ルディ ングの 生活 を 持って ゐる。 一 


人の 倉 社員 銀行員 はこの 借家に 住み、 この ビルディングへ 通 ふけれ ども、 二つの 建築 樣 式の 相違 

は 二つの 生活 體 系の 相違 を 決定して ゐる。 借家の 持つ 生活 體 系と ビ ルディ ングの 持つ それと は、 

性質に 於. S て、 大 いなる 相違が あるの だ。 が、 同一人の 會 社員 銀行員 は、 一 日の 生活に 於いて、 

この 二つの 體 系の 中へ 所 馬し なければ ならない。 さう し た こ と は 農村 の 生活に 於いて 先づ 普通 に 

は 見られな いこと だ。 併し 都會 と田舍 とを對 照せ しむれば、 これ はまた 大 いなる 相違 を 持った 二 

つの. 生活 體 系の 對 照で ある。 

モダン. ガ アル の 蓬 恥 心 

い かなる 社會の 人間 も 何程 かの 程度の 羞恥心 を 持って ゐる。 その 羞恥心 は 或る 社會 的の 性質に 

よって 規定 せられる。 社會 生活 を 顧慮し ないで 自分 ひとりで 生活して ゐる 場合に は、 何の 羞恥心 

を も 感じない かも 知れない。 羞恥と は、 社會の 中の 他の 人々 が 自分 を 低く 評價 する かも 知れない 

期待 を 含んで それ を 嫁惡し 避けよう とする 時に 感. f- る 一 つの 意識 だ。 だから 羞恥 は、 社會 人の 平 

均 的なる 評 債を豫 想して ゐる。 社會の 大部分の 人が 低く 評價 する 時に 羞恥 を 感じ、 小 部分の 人が 

低く 評價 する 時には 大した 羞恥 を 感じない。 羞恥 はかく 社會 人の 平均 的な 評 債を豫 想す るが 故に、 

そ の 豫想は 同時に 或る 平均 的な 內容を 含む。 大部分の 數の 人間が 評價す ると いふ だけで はなしに、 
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その 人達が 平均 的に 新 々の 內容の 評價を なすこと を豫 想す るの だ。 そのこと は 言 ひ換 へれば、 社 

會の大 多數の 人々 が、 或る 平均 的の 一定 せられた 物の 見方 を 持つ こと を豫 想す るので ある。 それ 

故に 羞恥心が 强く社 會人を 支配す る社會 は、 第一 に は、 その 社會の 生活が 各人 孤立 的に 組織 せら 

れてゐ ないで、 何等か 緊密な 結合 を 持つ も Q でなければ ならない。 第二に は、 その 社 會に屬 する 

社會 人の 物の 見方が、 平均 的に 統一 せられて ゐ なければ ならない。 現代 社會を 見る と、 この 第一 

の 性質 は强 くな つて ゐる。 昔の 社會 はま だよ ほど 各人 孤立 的であった けれども、 現代 0 社 會は緊 

密に 結合 せられて ゐる。 社會 性が 强く 且つ ひろ. S 範圍で 高調 せられる 點 では、 現代 社會は 昔の 社 

會と 全く 比較が 出來 ない。 併し 第二 Q 性質 を 見る と、 現代 社會は 平均 的の、 或る 一定 せられた 物 

の 見方 を 持つ と はどうしても 言 へないで あらう。 私 は旣に 現代 社會の 中に 無数の 種類の 生活 體系 

が 交錯して 居り、 なほ それ は絕 えす 新ら たに 生長し 消滅す る こと を觀 察した。 また それ故に、 現 

代社會 では 特に 生活の 尖端と いふ ことが 何人の 目に も 映 じて ゐる こと を觀 察した 0 さう した 社會 

で、 社會 人の 物の 見方が、 平均 的に 統一 せられて ゐ ると はどうしても 言へ ない こと だ。 

現代人 は 羞恥心 を 失って ゐ ると は、 我々 が屢. - 聞かされる 言葉で ある。 現代人 は 菜して 羞恥心 

を 失って ゐ るか。 その 反 對の名 譽心を 見る に、 名譽 心、 それの 更に 高調 せられた 英雄主義 的 意識 

は、 まだ 容易に 消滅して ゐ ない らしく 見える。 然らぼ その 反對の 羞恥心 は、 現代 生活に 於. S てま 

だ 全く 絕滅 して ゐな いので はない か。 けれども 我々 は、 社會の 中を步 いて ゐて、 何が 茶して 羞恥 


の內容 であるか、 その 內容を 確然と 決定す るに 苦しむ 場合が 多い。 例へば 街路 を 異様の 服装 をし 

て濶步 する 所謂 モダン .ガ アルと、 我々 は 途中で すれ違った 。我々 はもの 装の 新奇 を 少しも 美 

しいと は 思 はない。 寧ろ これに 言 ひ 難い 嫌惡と 嘲笑の 念 を さ へ 持った の だ。 そして 覺ぇす 彼の 女 

を 振り返って、 「よくも あんな 服装 をして 人中 を步 ける もの だな」 とか、 「隨分 恥 知ら. f の 女 だ 

な」 とか 思 ふので ある。 併し さう した 批判 を 下す 自分 を 静 かに 反省して 見れば、 かやう に 下す 自 

分の 批判の 標準が すっかり 正しい もの だと はどうして 言へ よう。 すべての 人が 自分と 同じ 批判 を 

下す ものなら ぼ、 彼女 は 自分で も恥づ かしく、 まさか その 恥づ かしい 服装 をして 外出し ようと は 

考 へな S であらう。 けれども 社會の 批判の 中には、 彼の 女の 新奇な 服装 を 新ら しい 美 だとす る も 

の も あるが 故に、 彼の 女 はさう した 服装 をして、 平然と、 いや 寧ろ 得々 然と、 大道 を濶 歩す るに 

相違ない Q だ。 この場合 は 昔の 言葉の まま を 以て は、 確かに 現代 社會に 羞恥の 意識が 低くな つた 

の だ。 

けれども 羞恥の 意識が 低くな つたと は、 要するに 或る 行爲を 是認す る 生活 體 系が 社會の どこか 

に 成立して ゐ るが 故に、 その 行爲を 羞恥と 感ぜす、 社 會には そのす ベての 生活 體系を 統一す る 唯 

1 の 評價が なくなつ たこと を 意味す るの だ。 現代 社會の 生活に は、 一般に 羞恥心が 低下した とい 

ふ觀察 は、 誤って ゐ ないで あらう。 そして 我々 はこの 事實の 原因 を、 必， f しも 現代人の 道德 意識 

の 低下した ことに 歸 せしめる 譯 にいかない。 「赤. S 戀」 によって 戀愛觀 に 新ら しい 見方 をつ くつ 
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た 現代の 女性の 一 部 は、 幾人 かの 男性と 性交 涉を 持つ ことに 羞恥 を 感じない であらう。 彼等 は 性 

道 德に關 して 或る 新ら しい 見方 をつ くった の だ。 けれども この 性 道 德體系 を 容認し ない 社會 人の 

他の 一 部 は、 彼等 女性の 戀愛 生活 を 極度の 羞恥 を感 すべき 破廉恥の 行爲 として 非難す るで あらう。 

舞踏 を 非と する もの、 可とする もの、 カツ フエ 1 'の 女給 を 非と する もの 可とする もの、 全く そこ 

には斷 乎た る 批判の 標準が 缺 けて ゐる。 そして 社會人 は、 概ね 自己の なすこと に對 して 羞恥 を感 

じない。 常 套の目 を 以て はいかなる 新奇、 いかなる 破廉恥と 感じられる こと を 以てで も、 現代人 

は 大道 を濶步 しょうと する ので ある。 これ を 以て 羞恥心の 低下と なすならば、 それ は 確かに さう 

であらう。 けれども この 事實は 結局 社 會の實 相 Q 一  面 を 語る に過ぎない。 要するに 社會 人の 間に 

羞恥心が 低下した の は、 社會 生活の ゆに 無數の 生活 體 系が 交錯して、 現代 はこれ を. S かに 統一 す 

べき か Q 方針 を 持た す、 將來 0 文明の 形態に 關 して 確定 せられた 豫想を 持たない 事 實を 背景と す 

る もの だ。 眞實に 存在す る 事實は 後者であって、 前者 は それの 一 つの 様相に 過ぎない。 

併し 私 は、 かやう にいっても 現代の すべての 破廉恥の 行爲 が、 それぞれに 容認 せらるべき 理由、 

それの 根據 となるべき 生活 體系を 持つ が 故に 破廉恥の 行爲 でなくなる といって ゐる 0 ではない。 

破廉恥の 行爲 をな しつつ その 行 爲者は 案外 これ を 破廉恥と 感じ なくなって ゐ るの は、 現代 生活の 

1 様相 だ。 たと へば 巨 萬の 牧賄 をな して/ J れを 軍用金と し 政黨の 首領に ならう とした もの も、 自 

ら はこれ を 破廉恥の 行爲と 感じない ので あらう か、 「水 は 瓶に あり」 などと 書いて 晏如 とし、 毫 


も 恥 ぢる樣 子がない。 その 心理 を考 へて 見る に、 牧賄 をな しても それ を 一身の-快 樂 のために 使用 

する ので はなく 一  黨の 首領に なるとい ふ 公的の ことに 佼 用す るので あるから、 恥づ べき ことで は 

ないし、 また ー黨の 首領と なって 幾分 かよい 政治 を すれば、 前の 罪 も 滅んで 了 ふと 考 へて ゐ るの 

ではない かと 思 ふ。 かやう に 理窟 をつ けて 行けば 何とか 理窟の つかな S ことの なくなって ゐ るの 

が、 現代 生活の 眞相 だ。 言ひ換 へれば 何とか 逃避す るに 都合の よい 生活 體 系が、 現代 生活に 於い 

て は、 無数に 交錯して ゐ るの だ。 破廉恥 漢が 自らの 破廉恥 行爲を さまで 恥づ べき 行爲と 感じない 

でもよ い 理由 を どこかの 點に 見出し 得る がた めに、 破廉恥 行爲 は 現代 社會 に 於いてい よいよ 多く 

なって 行く とい ふ 傾向 は、 全く 見られな いも Q でも あるまい。 また かやう に 生活 體 系が 複雜に 交 

錯 すれば、 何が 正しく 恥づ かしくない 行爲 であるか を刹斷 する に 困難と なる ために、 社 會人は 知 

ら す 謙らす 正しくな い 恥づ ベ き 行爲を 犯して ゐ る やうな 場合が あるし、 また そ の； 1E^、 羞恥心 を 

一 般に 低下せ しめ、 恥づ べき 行爲に 羞恥お 感ぜす 平氣で これ を實行 するとい ふ もの も 出て 來 るで 

あらう。 

生活 體 系の 交錯 

要するに 現代 生活の 內容は 簡單の も Q でない。 その 中に は 結晶 の 無數 の 萠芽 が 結晶 を はじめ 生 
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長し 消滅して、 それらの せ； i 晶は 極めて 複雜に 交錯して ねる が 故に、 これらの 結晶 11 卽 ちそれ ぞ 

れに 何等か 容認 せらるべき 理由 を 持った 生活 體系 11 は、 それぞれに 他を排 擊 する 主張 を 持ち、 

社 會人は これらの 生活 體系 について 選撵 をな すに 苦しんで ゐる。 またよ し 自分 だけ では それの 選 

擇を なし、 値 打の 批判 をな し 得た としても、 これらの 生活 體系は 自分の 批判に よって 消滅す る も 

のでな く、 それ 自身の 存在 を績 けて わるので あるから、 結局 我々 は これらの 生活 體 系の 幾つかに 

跨った 生活 を鑌 けなければ ならな. S 。例へば 我々 は、 安普請の 借家に 住んで 鐵筋 凝結 土の ビ ルデ 

イングへ 通勤し なければ ならない の だ。 我々 は 日常の 社會 生活に 於いて、 この 生活 體 系の 無數の 

形態の ものが、 それぞれの 存在理由 を 以て 成立し、 互 ひに 鬪 (IHa, るの を 眺めつつ 生活して ゐる。 

いや、 我々 は 軍 純なる 傍観者と なって この 鬪爭を 眺めて ゐ るので はない。 我々 自身の 生活 を この 

鬪 爭の戰 場と なし、 我々 自身の 生存の 利害 を 常に これらの 相鬪爭 する 生活 體系 によって 蹂^せ し 

めつつ あるの だ。 我々 自身が 何等かの 選擇 何等かの 態度 を 取った ところでお つつかない。 一 個人 

の 選擇ゃ 態度よりも、 これらの 生活 體系は 客観性 を 持って 有力で あり、 我々 の選擇 我々 の 態度 を 

破壞 して 更に その上に 働ら きかけ る 實カを 持つ ので ある。 自己の 日常生活 を かやう に 無 數の體 系 

の鬪爭 する 戰場 になして ゐる、 なすより 外に 仕方のない 現代人 は、 それ故に 昔の 人の 感じな かつ 

た 或る 新ら しい 心理 を 持つ であらう。 それ は 第一 に、 無 感動で あり、 第二に 不安で ある。 


無 感動と 不安 

我々 の 生理 作用 は、 有意的の もの を 無意 的 Q ものに 化する 1 つの 機能 を 持つ ので ある。 すべ て 

の 活動 を 一 々有意的に やって ゐた では 煩琪で 仕方がない。 そこで 自然の 生理 作用と して、 最初 有 

意 的で やった こと も 身體の 習慣に なれば それ を 無意 的に やっての ける ことが 中い 來 るの だ。 我々 が 

道 を 歩いて ゐる。 最初 は 左右 Q 足 を 交互に 出す こと を考 へる かも 知れない。 いや それ を へる の 

も實は 子供の 步き 始め だけの ことで、 後 はた * た 習慣 的に 「これから 步 かう」 と考 へる だけで あら 

う。 さう して 歩き 始めた あと は、 ただ 習慣 的に 步 くの だ。 步 くこと に 就いては、 特別に 何も考 へ 

てゐな 5。 かやう に 有意的な 活動 を 無意 的の ものに 化する ことによって、 我々 は 生活 を 自然に 經 

濟 的に 整理す る ことが 出来る の だ。 我々 が 無数の 生活 體系 Q 鬪 爭に處 して 現代 社會の 中に 生きて 

行く 場合に は、 やはり 同様の 習慣 性が 働ら き、 最初 は 一 々に 我々 の 選擇ゃ 態度 や を 刺激して、 神 

經を 過敏なら しめた もの も、 後に は それだけの 强 さで 感じられ なくなり、 終に は 我々 の 注意へ た 

だ 漠然たる 刺激と なつ て 印象せられ るに 過ぎない やうに ならう。 それが 無 感動 叉 は 無 感激で ある。 

無 感動 は、 それ故に 自己の 生活 を 支持す るた めの 自然の 生理的 擁護で あると- S つても よい。 

併しながら この 無 感動 は、 何も 刺激がなくて 倦怠に 堪 へな S ところの 無 感動と は 性質が 逮 ふ。 
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平和な 牧場 を 歩いて、 我々 に は 何の 珍奇な 刺激 も與 へられす、 ただ 倦 总に堪 へない。 それ も 一種 

の 無 感動で あ る 。 併しながら 現代 生活 の 中で 發 生した 我々 の 無 感動 は それ と は 性質の 違った もの 

だ。 我々 に は 無數の 刺激が 與 へられて ゐる。 しかも その 刺激 は、 何れも 我々 の 生活力と 比較して 

寧ろ 强烈で 仕方のない もの だ。 交通 煩雜な 電車 線路の 交錯す る 十字街 頭の 安全 地帶に 立って ゐた 

とする。 自分の 前 を 疾走す る 電車、 タク シィ、 貨物自動車 等々々 の 煩雜は 全く 殺人的で あり、 そ 

の 喧騷は 我 々 を 窒息せ し める。 しかも 我々 はこの 安全 地 帶に立 つて それらの 刺激に 驚か されない， 

かなりに 安 靜 な 感情 を 持ち 續 けて ゐる。 それが 無 感動と いふ もの だ。 現代 生活の 無 感動 は、 この 

安全 地帶に 於いての 無 感動と 性質の 共通した ものである。 そこに は 無 數の强 い 刺激が ある。 しか 

も 我々 は それらの 刺激に 無 感動と なって ゐ るの だ。 この場合 無 感動 は、 牧場に 於 5 ての 安 靜な無 

感動と は 性質の 違った ものである。 かう した 無 感動に 於いて は、 それに 或る 特別の 感情の 結合し 

て來 るの が 生理的に 普通の ものと なって ゐる。 それ は 一 種名 狀 しがたい 不安の 感情 だ。 無 感動で 

は あるが、 背後から 恐ろしい、 寂しい 不安が 襲 ひか かって 來る。 それ は 不意に 激動と なって 感じ 

られる こと も あるが、 また 常に 一般 感情と なって 我々 を 殆ど 無意識的に 支配しつつ ある その 不安 

だ。 現代人 はすべ てこの 無 感動と 不安と Q 生活 を、 社會 より 强 制せられて ゐる。 それ は神經 病理 

的に 已むを得ない 現象で あり、 個人的の 努力 だけで は その 無 感動 や 不安 を 取り除け る譯 にい かな 

い。 


併し この 無 感動と 不安との 交錯す る 中から、 文明に 對 する 我 々 の 反省が 自然に 生長し て來る で 

あらう。 昔の 生活で は、 將來の 文明 はどうな るかな どを考 へ る こと は先づ なかった といって よい。 

勿論 專門 的な 哲畢者 や 文學者 は、 その 問題 を考 へたで あらう が、 一般の 社 會人は 大して 熱心に そ 

の 問題 を 者へ はしなかった。 日常生活の 重大な 問題と して、 その 問題 を考へ はしなかった。 然る 

に 現代人 は、 專鬥 的な 哲舉者 ゃ文學 者で はなく とも、 何程 かづつ この 問題 を考 へて ゐる。 いや そ 

の 文明の 問題 を考 へないで は、 生活 出來 な. S やうに なった ので ある.。 昔の 人 は、 生活 態度 を 選ぶ 

ことに 於いて 大して 惑 ひ はしなかった。 社會 は大體 或る 調節 せられた、 生活 體系を 持って、 何等 

かの 方向へ 推移して 行く。 この 推移の 方向 は 自然の 運行の 方向の 如く 必然的の ものに 見えて、 こ 

れに對 し 疑惑 を 持つ もの もない し、 また その 調節 せられた 生活 體系も 亦、 至極 必然的の ものに 感 

じられ た。 我々 はこの 生活 體系、 こ Q 推移の 方向に 對 して 大 いなる 不安 を 持ち はしなかった。 併 

し 現代 生活に 於いて は、 その 態度 はも はや 持續 せられない。 我々 はこの 交錯す る 生活 體 系に 對し 

てと にかく 何等かの 批刺を 持ち、 生活 態度 を 定めなければ ならな 5。 それらの 生活 體 系の 壓迫 は、 

個人の 努力な どで どうに も 棑擊の 出来な ぃ强カ 且つ 必然的の ものであった としても、 自分 は 自分 

だけで やはり それら の 生活 體系 へ の 批判 を 持ち、 何等かの 態度 決定 をな さないで は ゐられ ない。 

不安 はいくら 排除しても 排除しても なほ 後に 殘る 大きな 社會 不安であった にせよ、 やはり この 不 

安に 對 して 最後の 治療 を 施さ ないで は ゐられ ない。 ここ に 文明 問題 は 我 々 現代人に 取つ ての 大ぃ 
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なる 反省と なる。 現代文明 は どこへ 行く か、 それ は 我々 の 深刻な 現實 問題お。 


第二 講 現代文明 を 決定す る もの 

流 行 

我々 の 社會に は、 その 性質 を 異にして、 しかも それぞれに 成立の 理由 を 持った 生活 體 系が 無数 

に 生滅し 鬪爭 しつつ ある こと を 私 は 旣に觀 察した。 然 らば これらの 生活 體系 は、 それぞれに 全く 

性質 を 異にして 相互の 間に 何の 關係を も 持た す、 その 中の 或る 一 者が 壓倒 的に 他 を 支配し 決定す 

る こと は 現 社會に 於いて は 全く 見られな いこと であるかと いふに、 決して さう ではない。 これら 

の 諸 生活 體系は 相互 爭鬪 しつつ あるに は 相違ない けれども、 なほ それらの 間に はより 强く 決定的 

の 地位 を 保持す る も 0 とさう でない ものとの 區刖が ある。 勿論 その 決定的なる ものと 決定せられ 

る ものと は、 常に その 同じい 地位 を 保つ ので はなく、 この 關係は 絶えす 轉 化しつつ あるの だが、 

或る 一 定の 時期に は 確かに それらの 間に 決定と 被 決定との 關 係が 成立して ゐる。 我々 は その 一例 
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として、 世 0 所謂 流行 を 擧げる ことが，： S 來 よう。 流行に も 內容に 就， S て 種々 の ものが 含まれる け 

れ ども、 私 は 今 衣食住の 必須 的な 生活に は 割合に 關 係の 薄い らしく 見える 女性の 髮の 形 だ とか、 

パ ラ ソルの 形 だと かに 於け る 流行 を 見て 行かう。 髮の 形が 耳 を隱す 流行から 耳 を 出す それへ 移り、 

細 柄の パラソルの 流行から 太 柄の パラソルの それへ 移って 行った としても、 我々 の 社 食生活に は 

偉大な 變 革が 起った と は 5 はれない。 勿論 耳 隱しは 耳隠しに 特有な 生活 理論が あるし、 また この 

好 尙には その 好尙に 結びついて 行く 現實 生活の 要求が 存在す るに 相違ない。 すべ て 現代 Q 生活に 

大衆 的なる 何等かの 支 K 何等かの 決定 をな す もの は、 さう した 性質の 生活 體系を 構成して ゐ るの 

だ。 併しながら 髮の 耳隱 しと 耳 31 し、 パラソルの 細 柄と 太 柄と は、 我々 が現實 的に 必， f- 食べて 行 

かなければ ならな. S 生活な どと は大し た 關係を 持つ やうに は 見 え な い。 それに も 拘らす 流行 は、 

偉大なる支配カ決定カを持っ^-でぁる。 パラソルが 太 柄に なれば 紬抦の パラソル を 持って は步け 

なくなる。 衛生上、 使用 上、 鑑賞 上、 細 柄 は 太 柄に まさるな どと 抗 辯して 見ても、 おつつかない。 

流行 は 無言 の 壓倒カ を 持つ の だ。 その 點で は 流行 ほ ど專制 的な も の はない。 

尤も 一 つの 生活 體 系が 他の それの 上に 優越 的な 地位 を 占める とい ふに は、 必す しも 他の 生活 體 

系の すべ て Q 上に 支配力 を 及ぼさな いでよ いこと だ。 社會の 中に 成立して ゐる諸 生活 體 系の 中に 

は、 割合に 固定した もの、 不安定で 動搖 する もの、 支配力の 緩漫な もの、 活 澄な ものな ど. S ろい 

ろの 別が ある。 この 中の 割合に 固定した もの、 支配力の 緩漫な ものな ど を そのままに 取り 殘し 


て g いて、 支觀 力の 活^な ものが、 社會 或る 一 部を擾 勢に 決定しつつ 通過す る やうな 場合 も少 

なくない。 言 はば 旋風が 都市の 街路 を 通過す る やうな もの だ。 かう した 場合に は、 やはり この 部 

分 的の 生活 體 系が 他の 部分的の 諸 生活 體系を 支配して ゐ るに 過ぎす、 その他の 大部分の 生活 體系 

はもとの ままの 安定 を 以て 動搖 せす にゐ るので あるが、 やはり その 社會 の全體 的の 風貌 を この 旋 

風 的の 生活 體 系が 決定す るので ある。 今 マ ルキシ ズムが 社會の 中に 流行して ゐる など は、 丁^ こ 

の狀 態に 於. S て あるのお。 民衆の 大部分 は マルキシズムに 用 はない。 そんな ものの 流行と は沒交 

涉に 生活し、 無頓着に 落ちついて ゐる。 併し その マ ルキシ ズムが 民衆の 中の 或る 部分 を 優勢に 支 

配し 始める と、 その 小 部分の 流行 を 以て マ ルキシ ズムは 現代 社會の 風貌 を 何等か 支配し 決定す る 

ので ある。 それが 現在の マルキシズム 流行 の 形態 だ 。 

社會性 の 特色 

かくして 我々 の 社會に 存在す る 諸 生活 體系 は、 相 拮抗す る もので は あるが、 また 他面に 於いて 

その 中の 一 者に より 他者 を 支配し 決定せ しめる もので も ある。 女性の 髮の 形、 ソラ ソルの 細 柄 太 

柄の 如くに、 我々 の現實 的な 食うて 生きる 生活と は 大した 關係を 持たない 流行であって さへ、 さ 

うした 決定の 優勢な 例 を 示す。 併し 我々 の 生活の 中で、 いかなる 性質の 生活 體 系が、 他に 超えた、 
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最も 强 い 支配力 決定 力 を 持つ であらう か。 この 決定的 地位に 立つ もの は歷 史的に 變 化して ゐ るか 

ら、 その 內容を はっきり それと 斷 言す る こと は 困難で あらう。 ただ 我々 はこの 生成 變 化しつつ あ 

る 生活 體系 にっき、 「現代」 として 151! 劃す る 時期 を 幾分 か 長く 取った とすれば、 その 諸 生活 體系 

について 如何なる 性質が 他に 優駕 して 支配的 決定的の もので あるか を觀 察する こと は 出来る。 S 

かなる 內容の ものが 現に 支配的 決定的で あるかと いふので はなくて、 いかなる 性質の ものが/ J の 

我々 の 生活に ついて 最近に、 また 近. S 將來に 支配的 決定的で あつたか、 また ある だら うか を觀察 

する こ と は 出来る。 

第一 に、 我々 の 現代 生活 を 決定して ゐる 有力な 要素と して 社 會經濟 の 生活 體系 を擧げ なければ 

ならない。 社 會經濟 の 生活 體系 といった 時に、 私 は先づ すべてが 社會 的に 決定 せられて ゐる こと 

を 意味し、 次に すべてが 經濟 的に 決定 せられて ゐる こと、 最後に 隨 つて すべてが 產業 主義 的に 決 

定 せられて ゐる こと を 意味す るので ある。 昔の 人間 生活 は、 今 ほど 社會 的に は 決定 せられて ゐな 

かった。 各人が 隣人と 甚だ 多くの 生活 關係を 結ばな 5 でも 生活 出來 たの だ。 

この こと は 現在で さへ 都會の 生活と 田舍の 生活と を 比較して 見れば 分かる。 田 舍の家 は 隣家と 

相當の 距離 を 隔て、 その 家の 廻りに 畠 や 田 をめ ぐら， して ゐる。 農家で は、 この 畠の 野菜 を 取り こ 

の 田の 米 を 食って ゐれ ば、 食物の 點 では さほど 他と 交涉を 持たない。 隣り の 家と 團結を 結ばな け 

れば、 甚だ 不利益で 仕方がな いとい ふやうな こと は先づ ない。 家で 鷄 でも 飼って ゐれ ば、 その 肉 


と 卵と を 食べて、 先づ 肉類に も 不足し ないで 行ける。 だから 農家の 人 は社會 意識 を 深刻に 持た な 

い。 然るに 都會の 生活で は、 さう はいかない。 朝から 晚 までの 食べ物が 皆 買って 來る 品物 だ。 一 

錢 でも 一 厘で も 安價な 食物が 欲しい。 近所に 公設の 市場で もが 出来て、 品物 を 安く 費って くれる 

こと は、 その 近傍 全體の 人達が 共同して 希望す ると ころ だ。 勤めに 行く ために 朝の 電車に 乘る。 

その 忙し. S 時間に 停電して、 電車が 動かない。 乘客 はみ な 氣が氣 でない から 首 を 電車の 外へ 出し 

て、 何とか 早く 動いて くれない かと 心配して ゐる。 幾つか Q 電車の 乘客 共同の 利害が そこに 現 は 

れる。 一 つの 工場に 使 はれて ゐる勞 働 者 は、 工場の 支拂ふ 賃銀 その外 種. <<  の 待遇に 對 して 勞働者 

共同の 利害 を 感じて ゐる。 すべて かやう にして 都會 では、 一 個人 は その 個人 だけで 離れ離れに 生 

活 する ことが 出来す、 共同の 利害 を 感じ 社會 生活と いふ もの を强く 意識す る Q だ。 田舍 だって 令 

では その 社會 生活と 沒交涉 に は 生きて 行かれな. S やうに なった。 交通 機關が ぐんぐんと 田 舍へ伸 

びる。 都會 でつ くられ る 商品 を 買 ふ 方が 自足 自給で 品物 を 描 へる よりもす つ と 手綺麗 で 安いと い 

ふので、 都 會の生 產品を 買って ゐる 間に、 おの づ から 都會 Q 工場 や 商人 やと 密接の 關係を 結ぶ こ 

とに なった。 かやう にして 現在の 我々 の 生活 は 「社 會」 と. S ふこと を 强く意 識 しなければ ならぬ 

も 0 になって ゐる。 社 會を沒 却して 我々 は 最早 一 時 も 生活 a; 來 ないし、 また 社會 とい ふこと に、 

我々 は 絶えす 頭 を 刺激 せられる やうに なって ゐ るの だ。 そこで 我々 の 生活 體 系の 中で は、 この 社 

會 性の 特色 を 持った ものが、 最も 強く すべての 人 を 決定し 拘束す る ことと なった ので ある。 「社 
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會性」 とい ふ特. S の 生活 體系 はない にしても、 生活 體系 はすべ てこ 0 社會 性の 特色 を 濃密に 持た 

なければ なら なくなつ たの だ。 

社 會經濟 と 現代 生活 

また この 社會 性の 特色に あはせ て、 r 經濟」 とい ふこと が 深い 關係を 持って 來た。 「社 會」 と 

「經 濟」 と は 何も 同一 の 內容の もので はない。 藝 術ゃ學 問に ついても 社 會は考 へられる ことで あ 

るから、 社會 が經濟 とだけ 結びつかなければ ならぬ 理由 はない の だが、 近来の 社會 では、 社會生 

活 とい へば、 經濟 生活と 最も 密接な 關係を 結ぶ やうに なった の だ。 尤もい かなる 社會 も經濟 とだ 

け 密接な 關係を 持って ゐ たので はない。 或る時 代に は、 その 社 會全體 が宗敎 生活と 密接な 闘 係 を 

持って ゐ たやうな こと も ある。 然るに 現在の 社會 生活 は、 經濟と 特別に 不離の 關係を 持った ので 

ある 0  . 

また 近来の 經濟 生活 は、 工場での 生産と 多くの 關係を 持って ゐる。 物 を 掠へ ると. S へば 手職 を 

以て 一 つ 一 つ 持へ ると か、 自分の 家 を 工場 兼用に して その 品物 を 捲へ ると か、 いふ ことで はない 

やうに なった。 さう した 手 職 卽ち 手工業 や、 自分の 家 を 工場 兼用に する 所謂 家內 工業 は、 現在 も 

全く 存在 しないので はない。 けれども 大部分の 工業 は 工場の 工業に なった。 先づ 家庭と 工場と が 


別にな つた。 その 工場の 持主 經營 者と、 そこで 仕事 をす る 被 僚 者勞働 者と が^々 の ものに なつた- 

手で 品物 を搏 へる のではなくて、 機械が 品物 を 椿へ、 勞働者 は その 機械 を 動かす だけの ものに な 

つた。 かう した 工業の 形 を 「產業 主義」 と. S ふので ある。 現在の 經濟 生活 は、 この 產業 主義と 密 

接 不離の 關係を 持つ ことにな つた。 家內 工業で は、 家庭と 工場と が 別になら す、 その 工業の 經營 

者と 仕事 をす る當の 人間と が 別になら す、 大規模の 機械 を備 へつ けて はゐ なかった が、 その {¥內 

工業 は產業 主義に よって 押へ つけられ、 手 も 足 も 出ない やうに なって 了った。 

私 は 今 その 一例と して 紙の 製造業 を あげよう。 我々 の 子供 Q 時代に は 日本紙が 極めて 普通に 得 

られ た。 紙 は 手で 漉く ものと 考 へられ、 小學 校の 敎科 書な どに も その 製造の 手順が 書かれて、 紙 

を 漉く ために 冷たい 水の 中へ 這 入る ことの 勞 苦が 修身の 教科書にまで 載り、 一 枚の 紙 も 粗末に し 

て はならない と敎 へ ら れてゐ た。 然るに 今日 こ の 手漉き の 紙な ど 得ようと 思つ て も 出来る ことで 

ない。 すべてが 工場で 機械の 製造す る ものに なった。 こより を 稀へ ようと 忍っても、 そのこより 

に 使へ る 紙がない。 所謂 日本紙と. S はれる もので も、 その 機械が 製造す るの だから、 手 遮き の 紙 

でも 使 はう と 思って 搜 さう ものなら、 これ は 途方 もな. S 値段の ものに なって ゐる。 手渡き の^ほ 

ど 贅澤の もの は、 今日は 存在 しないの だ。 中には 一 妆 遮き などい ふ 贊澤な 紙が ある。 これ は 一 枚 

づっ手 遮き にした と. S ふ贊澤 さ を 示す ために、 わざと 紙の 端を斷 たす、 端から 紙の 繊維 を 不行儀 

に 出した しろもの だ。 昔なら ば 手漉き でも 紙の 端 をき ちんと 格好よ くす るの がよ かった のに、 今 
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では 贅澤を 示す ために 不行儀の ままが よい ことにな つた。 然 らば 今 一 枚 漉き の 紙と して この 不行 

儀な 紙が 容易に 得られる だら うかと いふに、 さう はいかない。 成る 程 店へ 行けば 一 枚 漉き の 紙と 

いふ もの を寶 つて ゐる。 けれども それ は 一 且 機械で 大きな 形に 漉き 上げ、 それ を 小さく 切斷 した 

ところで、 その 一枚 一枚 を 一 枚 漉き に 見せかける ため、 紙の 端 を 荒 硬で こすり、 わざと 不行儀に 

した ものであると いふ。 さう までし なければ 手工業 Q 模倣 は 出来ない の だ。 

マ ルクスの 經濟學 は、 この 產業 主義に 支配 せられた 社會的 經濟の 立場 を 取った ところに 大 いな 

る 特徵を 持った ので ある。 その 點 では、 マルクス は經濟 學界に 不朽の 功績 をな した。 社會に 起る 

すべての 現象 は、 必 す經濟 的に 有力に 決定 せられて ゐる。 また その 經濟 現象 は、 必 す社會 的の 特 

色 を 持つ ので ある。 經濟 現象 を考 へる に は、 第 一 にこの 社 會經濟 的の 着眼 を 離れて ならない。 經 

濟 現象 を 個人的に 考 へる 時代 は 去った。 い かなる 生產品 も、 商品と して 市場へ 持って来られる。 

市場へ 持って来れば、 機械で 製造した もの も 手工 的に 製造した もの も 一 視 同仁 だ。 どんなに 手漉 

き は蝥澤 でも、 荒延で こすって 手漉き の 模倣 をした ものと、 本當に 手漉き を やった ものと、 外見 

上 大して 違 ひがなければ、 買 ふ 人 は 値段の 安い 機械 製の もの を 先き に 手に する であらう。 さうな 

れ ばいか なる 手工 藝品も 工場 製品と 競爭 をし なければ なら ない。 そこで 市場 の 全體を 支配す る も 

の は、 その 社 會經濟 であるから、 手工業 はこの 社 會經濟 の 立場から やはり 一視同仁に 取扱 はれる _ 

その 社 會經濟 の 立場 を 離れて 手工業 的 經濟の 見方から 今日の 經濟 現象 を 観察した ところで、 それ 


は 何の 役に も 立たない。 

かくして 今日の， 我々 の 生活 は、 產業 主義 を 基礎と した 社 會經濟 生活に より 最も 有力に 決定し 規 

定 せられて ゐる。 いろいろの 生活 體 系が 我々 の 生活に 於いて 無数に 交錯す ると はいふ ものの、 そ 

の 生活 體 系の 中で その 社 會經濟 生活の 體系 は、 最も 有力に すべての 生活 を 決定して ゐる。 またす 

ベての 生活 體系 は、 多少に 拘らす この 社 會經濟 生活の 特色 を 持って ゐ るの だ。 

機械に よる 決定 

第二に、 我々 の 生活 は、 最近 特に 著しく 機械に よって 決定 せられて ゐる。 機械 は科舉 者が 逐次 

に發 明して 行く もの だが、 新式の 機械が 發 明せられ ると、 我々 の 生活 は、 今までと はがら りと 校 

様が へ をす るの だ。 近代に 產業 主義が 手工業に 取って 代った 時には、 かう した 機械の 採用に より 

多くの 人手が 不用と なった ため、 その 不用と せられた 人達 は 「かう した 運命 を 我々 に與 へた もの 

は 機械で ある。」 といって、 徒黨を 組み、 その 機械の 破壞を 企てた。 併し 一 茵所ゃ 二 筒 所の 機械 

を 破壊して 見たところで、 それが 何の 役に立た う。 機 枝 を 採用す る こと は、 時勢 そのもの であつ 

たの だ。 如何と もいた し 方がない。 流石に その後 は 「機械 破壞 者」 はなくな つた。 

かやう にして 近代 Q 產業 主義 は、 全く 機械の 著しい 進歩に 促が されて 起った 氣 運で あつたの だ 
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機械が これ 程までに 進步 しなければ、 産業 主義 的の 經濟 生活 は 起らない し、 產業 主義が これ 程 ま 

でに 勃興し なければ、 我々 の經濟 生活 は社會 的の 特色 を 持たなかった かも 知れない。 が、 機械 は 

すべての 生活 を 革命 化した。 そして この 機械 はな ほ 益. - 勇敢に、 我々 の 生活 を 革命 化して ゐ るの 

であ-る 0 

その Di 'い 例 は、 飛行機、 飛行船、 ラヂ ォ.' トォ キイな どであって、 そのこと は 誰も 知って ゐる。 

飛行 梭、 飛行船が この 上と も、 どしどし 進步 改良せ しめられた となると、 世界の 交通 機關 はすつ 

かり 革命 化せられて 了 ふ。 そして 我々 の 「交通」 とい ふ考 へがす つかり 變 へられる の だ。 どんな 

夙に 變 るか。 それ は 今 我々 の考へ の 上 だけで 何とか 豫想 する わけに はいかない。 全く 機械が 實際 

に發 明せられ て、 その 機： i を運轉 して 見なければ どうに も 分らない こと だ。 トォ キイに して 兒て 

も、 やはり さう である。 我々 は考 への 上で、 「映畫 が 同時に 物 を いったら」 と、 空想して ゐる。 

その 空想 は、 實 際に 科 學の 力で 實現 せしめられる だら う。 今の トォ キイの 科學理 II など は、 簡單 

な もの だ。 併し その トォ キイが 發 明せられ ると ころまで は 想像し 得た としても、 その 贅 際の 發明 

により 我々 の藝術 意識が どんな 風に 革命 化せられ るか は、 想像 を 以て どうに も 推定の 出來 ない こ 

とだ。 映 畫が物 を 一一 一一 n つたと しても また それ は 極めて 完全に 成功した としても、 さて その トォ キイ 

なる もの は、 どの位まで 藝術 的に 成功す る だら うか。 それ は 從來の 映畫に 僅かに 毛の 生えた 位の 

もので はない か。 物 は 違っても 藝術 的の 效菜 は、 同じ 風の もので はない か。 この こと は、 機械が 


實 際に 發 明せられ て 見ない と、 どうに も 決定の 來な いこと だ。 が、 さて トォ キイなる ものが 發 

明せられ て、 我々 の 前に 映寫 せられた。 それ を 見る と、 斷然 これ は 從來の キネ マと は 遠った もの 

. だ。 トォ キイ はトォ キイの 世界 を 持って ゐ るし、 また それ は從來 0 キネ マの 持たなかった、 一 つ 

の 藝術效 m ボを發 揮す る もの だ。 この こと は 最早 何としても 否定せられ ない。 機械が 我々 の藝術 Q 

位界、 藝 術の 效菜を 革命 化した。 11 

機械 を發 明す る もの は 我々 人間で ある。 そして 如何なる 機械 を こ Q あ と發 明し ようかと いふ こ 

と を 決定す るの も 概ね は 我々 人 ii であると いってよ い。 勿論 機械の 中には、 偶然の 機會を 以て 副 

產物 として 發 明せられ たもの も 少なく はない。 併し 概ね は、 斯々 の 機械 を發 明しょう と、 我々 人 

問が 意識的に 考 へて 新ら しい 機械 を發 明す るので あるし、 また 偶然の 機 會に發 明せられ た 機械で 

あっても、 全く 我々 によって 豫 想せられ なかった もので はない。 かやう に 機械 そのものの 發明 は、 

何が 發 明せられ ようと 大して 驚くべき こと はない。 ただこの^ 械の發 明に よって、 我々 の 生活の 

關 係に、 大. S なる 變 動の 起る ことが 恐ろしい の だ。 また それによ つて 我々 に は 全く 豫 期しな かつ 

た 新ら しい 世界の 提供 せられる ことが 恐ろし. S の だ。 トォ キイが 發 明せられ た。 トォ キイが 完成 

せられたら、 大體 映畫が 映りながら そ Q 時に 話す 會話ゃ 音 樂ゃも 聞え て來る 位の こと は 分って ゐ 

る。 だから それだけ のことの 成功に は、 大して 驚く 必耍 がない。 が、 それが 發 明せられ て 我國へ 

輸入せられ ると 同時に、 映畫に 使用 せられて ゐた 人に は 重大な 變 動が來 た。 それ は 映 ffi 館へ 雇 は 
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れてゐ た昔樂 演奏者が、 最早 必要で なくなつ たこと である。 音樂 演奏者 は その 地位 を 擁護す るた 

めに、 勞働 爭議を 起し かけた。 けれども その 爭議を 起した からといって、 完全に 自分の 地位の 擁 

護 出来る 箬 がない。 何れ は 必要でなくなる 音樂 だ。 よい 加減の 時に 見切り をつ ける より 外 はない。 

そこで 映畫 館で 解雇 せられた 人達 は、 カツ フ. - 1 で音樂 演奏者 Q 仕事 を 得ようと した。 何 處のカ 

ッ フ ェ ，<  へ 行って 見ても、 急に 音樂の 演奏が 殖えて 来た。 カツ フ H  !• の 情景 も 亦 1 變 した。 かく 

して トォ キイが 發 明せられ たとい ふた だ それだけの ことで、 社會の 人間の 關 係に 1 ゆるぎ 起させ 

る Q である。 その 社會 的の 變 動まで は、 容易に 豫 測せられ ない。 

タク シィの 輸入 もまた やはり それの 例 だ。 今では 人力車な どが 容易に 見あたらない。 街路 を 走 

る ものと いったら、 ただ 自動車 だ。 然 らば 以前 Q 車夫 は、 一 體 今頃 何處へ 行った の だら う。 停車 

場に ゐた 車夫 達 は、 最初 はク クシ ー と競爭 して ゐ たが、 どうしても 競爭の 出来ない ことが 分る と、 

淚を 揮って 車夫の 解散 式 をな したと S ふこと を 新聞で よんだ の もつ い 近頃の こと だ。 その 解散し 

た 車夫 Q 中には、 タク シィ の運轉 手に 變っ たもの も ある だら う。 けれども、 車夫と タク シィの 運 

轉手 とで は 素養から し てす つかり 違って 來 なければ ならな い。 隨 つて さう さう 早い 換り方 はお 來 

る もので ない。 そこで 以前の 車夫 はや はり 何處か へ沒 落した であらう。 悲惨な 生活が、 その 車夫 

の 家庭 を 襲って ゐ るに 相違ない。 

車夫と 運轉 手と では、 その 服装から してす つかり 變 つて 來た。 車夫の 仕事着 を 捲へ てゐ たもの 


は、 その 形 を さへ 忘れて 了 ふだら う。 もう 少し すれば、 車夫の 服装が 明治 大正時代 0 風俗 を 語る 

昔の 資料と して、 物 珍ら しげに、 博物館へ 陳列 せられる やうになる であらう。 

かくして 一 つの 機械が 發 明せられ る 毎に、 社會の 中には 人間と 人間との 關 係に 大 いなる 變 動が 

起る ので ある。 そして この 機械が 革命的に 新ら しい、 人間の 生活に 關係 すると ころの 多. S 機械で 

あれば ある 程、 我々 の 社會の 人間 相互の 關 係に は、 革命的の 變 化が 起る の だ。 所謂 革命 は、 人 問 

が 故意に 社會 制度 を變 革せ しめる こと を 意味す る けれども、 機械 は實に 所謂 革命と 同じ 程度の 社 

會變革 を 我々 の 生活に 加へ るの だ。 產業 主義が 起り、 家內 工業が 沒 落して 大工 場の 生産が 始まつ 

た 時には、 勞働 する 人間の 社 會的關 係に 根本的の 變 化が 起った から、 これ を產業 革命と 呼んで ゐ 

る。 家內 工業 をな し、 自分の 仕事 を 自分で 經營 して ゐた 境遇から、 自分で 支配の 屮： 來 ない 工場へ 

ただの 勞働 者と して 雇傭 せられる やうに なった 境遇と は、 これ は 確かに 境遇の 上で 大 いなる 變革 

だ。 この 革命 は、 何人も これ を 咎め立て する ことが. W 來 ない。 革命的の 社 會的變 革 だからと いつ 

て、 それ を 合理的で ない とか 漸進的で ない とか いって、 非難す る わけに. S かない。 

絕 えず 新ら しい 世界 を 展開 

また 機械が 發 明せられ ると、 我々 の 現に 經驗 しつつ ある 世界の 性質まで が 違って 來る。 その 一 
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例 は映畫 である。 映 畫が發 明せられ る 前まで は、 我々 の藝 術と いったら 建築、 繪畫、 彫刻、 ェ藝 

品、 文學、 演劇、 詩、 評論な どに 限られて ゐた。 それだけの 藝 術の 世界が、 今日まで すっと 緩い 

てゐ たの だ。 人間が 藝術 について 考 へる といへば、 これらの ものに ついて 者へ る こと を 意味し、 

美に ついて 研究 するとい へば、 これらの ものの 美 を 研究す る こと を 意味して ゐた。 然るに 映畫が 

發 明せられ てから、 我，々 の藝術 I 界に變 化が 起った。 藝術 世界の 一種と して、 新たに 映 畫が加 

はった ので ある。 こんな こと を 今から 二百 年 三百 年 前の 藝術學 者、 美學者 は絕對 に考へ 得な かつ 

た。 隨 つて その 藝術 學、 美學の 中へ は、 映畫の 美に ついての 考察が 這 入って ゐ なかった の だ。 が. 

實 際に 映 畫が發 明せられ て 見る と、 ここに は映畫 特有の 藝 術の 世界が ある。 つい 前まで は、 映畫 

を 演劇の 附錄 位に 考 へて ゐ たの だ が 、 今 で は映畫 は 映 畫 として 全く 新ら し い 藝術 0 世界 だ とい ふ 

こと を 大抵の 美學 者が 容認す る やうに なった。 そこで 我々 の藝 術の 世界が 變 化し、 藝術 について 

の 考察に 變 化が 加 へられた の だ。 その 原因 は映畫 とよぶ 一 の 機械で ある。 

トォ キイが 發 明せられ ると、 また 一 つ 我々 の藝術 世界に 變 化が 加 へられた。 トォ キイと お.！： 通の 

映畫 とで は、 そ Q 藝術 世界の 性質が すっかり 違って ゐる。 ここで は 普通の 映畫 について 考へ て來 

た 藝術ゃ 美の 物 尺が、 また 役に立たなくな つたの だ。 

トォ キイが 發 達して 來 ると、 音樂ゃ 舞踊の 世界に も變 化が 起る。 例へば 今日 隆盛 を 核め てゐる 

所謂 レヴュ ゥと いふ もの を 見る がよ い。 レヴュ ゥは 誠に 米國 式の 藝術 である。 高級の 藝術 である 


かどう か は 問題で あると しても、 大衆に よって 支持 せられて ゐる 以上、 この 藝 術の 世界が 成立し 

て ゐ る こ と を 何人も 否定す る わけに いか な い。 然るに トォ キイ が發 達した 結果、 場末の 安つ ぼい 

レヴ ュ ゥを 見る より は、 トォ キイに よつ て 第 一 流の レヴ ュ ゥを 見る 方が よくな つた。 トォ キイ Q 

レヴ ユウ は實演 のレヴ ユウ を壓 迫し はじめた。 が、 その 時に レヴ ユウ そ Q ものが トォ キイに 適す 

る やうに 或る 改造 を 受ける こと はいふまで もない。 トォ キイ を 通じての レヴ ユウと いふ、 或る 新 

らしい 藝 術の 樣 式が そこに 成立す るの だ。 

かくして 新 機械が 發 明せられ る 毎に、 我々 の社會 生活に は、 人間 相互の 關 係に 就いて 大 いなる 

變 革が 起る。 時には 社會に 革命に も 等し. S 重大な 變 革が 起る。 t 八に は、 我 の 生活し 經験 する 世 

界 そのものの 性質に、 大 いなる 變 革が 起る。 社會人 は、 この 社會の 新ら しい 關 係と 新ら し 5 性質 

の^ 界 とに 對 して、 新規 蒔き 直しの 態度 を 取らなければ ならない。 この 變 化した 新ら しい 社會關 

係 は、 我々 の 日常生活に 直ちに 影響を及ぼす。 また 我々 の經驗 する 世界の 性質が 違って 來れ ば、 

それに ふさ はし. S やうに 我々 の 物の 見方 も變 つて 來 なければ ならない。 絕 えす 新ら し. S 生活、 そ 

れは 何も 我々 の 好んで 選ぶ 生活で なくと も、 さう して 生活 を絕 えす 新ら しく 改造して 行く こと を 

機械文明 は 我々 に 要求す るの だ。 「新ら しい 機械が たえす 發 明せられ て 行く。 全く 現代文明 は 驚 

嘆すべき もの だ」 といって ゐ たにしても、 單に新 機！ が發 明せられ て 我々 の 生活 を 便利に してく 

れる だけの ことならば、 それ 程 驚くべき こ ともない。 驚くべき こと は、 この 機械の 發 明が 卷き起 
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す 一 つの 旋風 だ。 それ は社會 Q 人問關 係を變 へる。 我々 の經驗 する 世界 を變 へる。 換言すれば 我 

我の 生活環境 を 悉く 變 へて 了 ふの だ。 生活環境と いふ 言葉に も 語弊が ある。 生活 交渉と いふが よ 

いだら う。 生活環境 とい へば、 周圍の 環境と 我々 個人の 生活と は 別々 の ものに なって ゐて、 外部 

の 環境から 獨 立しても 個人 は 個人 だけで 生活 出來 さう に考 へられて いけない。 さう ではない。 我 

我の 生活 は瑗 境の 中に 織り込まれて ゐる。 環境 は否應 なしに 我々 を 限定す る。 また 我々 はこの 環 

境に それぞれに 力 を 加へ てゐ るの だ。 生活環境と 我々 個人の 生活と 一 一元的に なって ゐ るので はな 

い 。生活環境 は、 我々 の 生活 そのものの 內に 這入り込んで ゐる。 それ故に 我々 は 寧ろ 生活 交涉と 

いふが よいで あらう。 いや、 このす ベて を 「生活」 そのものと 呼ぶ がよ いので ある。 さて かく 櫞 

械が 絶えす 新ら しく 發明 せられれば、 我々 の 生活 そのものが 必. f 絕 えす 何等か 變 化して 行かな け 

れ ばなら ない。 

現代の 生活 は急忙 だと いふ。 それ は 何も 一 分 一秒が 忙しくて たまらな いとい ふ 意味で はない。 

一 分 一 秒 を 忙しく 立ち 廻らなければ やって 行け なくなつ たこと は 言 ふまで もない が、 それよりも 

急忙 なの は、 右 Q やうに して 我々 が 絶えす 新ら しく 生活 を變 化せし め 生活 態度 を 結えす 淸 新に 改 

造して 行かなければ ならぬ こと だ。 自分 だけ そ の變化 をな さす 自分 だけ 古 い 生活 態度 を 支持し よ 

うと 思つ て も、 出來る ことで はない。 例へば 手漉き にした 紙が どんなによ. S といって ゐて も、 店 

に その 紙が なく、 またあった にしても 日常 これ を 使用す るに は餘 り高價 であると いふ ことに なれ 


ば、 やはり 手漉き の 紙 を 買 ふこと を やめて 機械で 製造した 紙を賈 はなければ ならない。 毛筆 を 使 

ひつけて ゐ たもの も、 俄かに ベ ンと 持ち かへ なければ ならない。 ベ ン字 になれば 昔の 字の 姿から 

して 變 化せられて 來る。 それらす ベての 變化を 避けようと 思って ゐて も、 出来る ことで ない。 强 

ひて これ を 避けようと 思へば、 手漉き の 極めて 髙價な 紙 を 使用し なければ ならない が、 それ は 我 

我の 堪 へる ところで あるまい。 また 「日本式の 舞踊 は 美しい、 米國 式の ダンス は 下品 だ、 」 と 5 

つて ゐて も、 どこの 劇場で も その 曰 本式の 舞踊より は米國 式の ダンス を舆 行す る ことが 多い、 と 

すれば、 やはり こ の米國 式の ダ ン スを 見る 機會が 多くなる けれども どうに もなら ない。 

社會 性と 機械の 發明 

さて 私 は、 我 々の 生活 を 決定す る 有力な 要素と して 社 |h 性と 機械の its 明と を あげ、 ； J れと 我々 

の 生活と Q 關係を 幾分 か考 へて 見た。 我々 の 生活に は 無数の 生活 體 系が 交錯して、 それらの 何れ 

によっても 決定せられ 規制 せられて ゐ るので あるが、 この 決定 要素 Q 中で 最も 有力な ものと して、 

^は 先づ 右の 二つ Q もの を 擧げる ことが 出 來 たので ある。 そして これらの 要素が どう， S ふ 具合に 

我々 の 生活 を 決定す る もので あるか を觀 察した 如くに、 我々 は 何等か こ 0 決定に 對 して SS を 取 

ら なければ ならない。 態度 を 取らないで 置かう としても、 先方から こちらへ 新ら しい 態度 を 取る 
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やうに 强 制して 來る。 これで はいくら 動かないで 疆か うとしても どうに もなら ない。 併し 社會の 

關係は 喊 限に 複雜 だ。 我 々はこの 先き どう， S ふ 態度 を 取って よいの か、 これに は 全く 迷って 了 ふ- 

どう にか 態度 を 取らなければ ならぬ やうに 仕向けて 來る けれども、  こ のま ま その 强 制に 隨 ってゐ 

れば 正し. S のか どうか、 それが 分らない し、 また 我々 の 感情 上 この 變化 を歉. 迎 する こ ともあれば 

襟迎 しない こと も ある。 人間の 生活 は 情意の 作用 を根據 として 統一 せられた 生活 だから、 さう さ 

う 容易に は 一方から 他方へ 移って 行けない。 これらす ベての 衝に 立って、 我々 はた だ當 惑し、 混 

逢す るの だ。 何とか 自分 だけ を 守って 行けるならば、 せめて 我々 の 情意 生活の 上で は 不愉快な 思 

ひ をし ないで 濟 むの だが、 かう して 営 惑し 昏迷し、 その 間に 廻りから 規定 せられて 行く 生活 は懾 

快の も Q でない。 そこで 我々 は、 この 現代文明 そのものに 對 して 次第に  一 0 反省 を 持つ やうに な 

るで あらう。 現代文明 は どこへ 行く。 それ は 我々 に 取って 決して 閑 問題で はない ので ある。 それ 

は 生活 態度 を 取る ために、 さしせまっての 問題 だ。 また 我々 の 情意 生活 を不偷 快な もので なくす 

るに は、 さし， せまって 文明の 進みに 對 する 批刺を 持って ゐ たい。 かくして 文明 批評 は 我々 の現資 

生活に 重要な 役目 を 果たす ことと なる。 私が 本書に 於いて これから 考察しょう とする 問题 は、 こ 

の 現代文明 その も Q に對 する 總括 的の 批刹 である。 いや、 私 はか やうに 問題 を 整理して 來る 問に. 

すでに 文明の 問題に 對 する 考察 を はじめて ゐ たの だ。 


右翼と 左翼の 區別 

思想 又は 態度の 進歩と 保守と は、 5 つの 時代に も IeM 別せられ た。 近來は その 進歩と お- -屮 との.^ 

りに、 左翼と 右 K とい ふ 一一 目 葉 を 使 ひ、 更に その 左翼 右翼の 普通 以上に 極端の もの を 4.1^141 かな ど 

と 呼んで ゐる。 左翼 及び 右翼と は、 ー體 何で あるか、 文明の 進み は 何等かの 方向 を 取って 動く と- 

先づ S 初に 考へ るので あらう。 進みの 尖端 は 社會の 現狀を 打破し、 何等かの 程度の 生活 革命 を資 

行し なければ ならない。 だから この 失 端に 位置 を 占める 所謂 左翼 は、 現狀 革命的の ものである。 

これに 對 して、 右翼 は 進みの 尖端の 値 打 を 批判し、 かくの 如き 性質の 尖端へ は 動かない が 宜し い 

といって ゐ るの だ。 その 左翼と 右翼との 中 問 も 勿論 ^在す る。 かやう に 見て 行けば、 叉 は 生 

活 態度 は、 右翼より 左翼に 向った 一 つの 方向 を 持ち、 次第に その 左 の 方へ 移って 行って、 かつ 

て 左翼であった もの も 右翼と なり、 交互に その 位置 を變 へつつ 絶えす 左翼の 方へ 發展 して 行く も 

のと 見られる 。言 ひ換 へれば、 文明の 進み は、 或る 一本の 道 を 進む； J ととなる ので ある。 

併しながら 文明の 進み は、 ra^ して かやう の 一本道 を 取る もの だら うか。 マルキシスト は辨- ^力， 

とい ふこと を 熱心に 主張す る。 或る 一 つの 態度が 成立して ゐ ると、 それの 正 反對の 態度が 必然的 

に出來 る。 さて かく a. と 乙と が 相反 對し て 尉 立 して ゐ ると、 それの 折哀 の 態 成 が 出来る とい ふの 
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ではなくて、 この 二つの 態度の 何れ を も 含みながら 更により 高い 立場に 立った とい ふ 風の 生活 態 

度が s; 來る。 これ を 「合」 の 立場と. S ふので ある。 すべての もの は 斯うした 發展の 仕方 を 取る と 

いふ。 この 發展の 仕方 を辨證 法と いって ゐる。 然 らば 社會 及び 文明の 進み は 1 本道ではなくて、 

辨設 法的 だ とい ふこと になる。 マルクス 主義者 は 自ら 左翼 主義者で あ る ヒとを 標榜し てゐ るが、 

左翼へ 左翼へ と發展 して 行く こと は、 辨證 法的に 發展 して 行く ことと は、 互 ひに 矛盾し なければ 

なるまい。 左翼 は 右翼と 正 反對の 立場に ある 生活 態度であるなら ば、 その 右翼と 左翼との 雙方を 

含みながら、 更に それよりも 高い 立場に 立った 何等かの 生活 態度が 豫 想せられ なければ ならない。 

この 方向へ 向つ て社會 及び 文明が 進む ものなら ば、 左翼の 方向へ 社會 及び 文明 を 動かさう と 努力 

する こと は、 マ ルクス 主義者 自身の 態度と しても 變な もの だ。 また その マ ルクス 主義者に しても、 

左翼 は 左翼で ありながら、 極端に 左翼の もの も あれば 割合に 右翼に 近い もの もあって 一 致しない。 

誰でも 自分の 位置す ると ころ を 適度の ものと 考 へ るから、 a: 分よりも なほ 一 暦 左翼に ある ものに 

對 して は、 これ を 左翼 小兒 i などい つて 非難して ゐる。 併し 極左が 左翼 小兒 病なら ば、 右翼から 

見た 左翼 はや はり 左翼 小兒 病で あらう。 そして まだ 大人に なりきらない、 現實 ばなれの した、 靑 

一 一才の 者へ だと. S ふこと になる であらう。 

かやう にして、 左翼と 右翼との 境界 は 勿論 はっきりして ゐな 5- し、 左翼 右戮の 見方 そのものが 

元 來辨設 法の 見方と さ へ 矛盾す る ことで あるが、 それでも 現在 左翼と 右翼との IeM 分 は 我々 の 生活 


に 取って 重要 だ。 殊に 今日 マルクス主義 を 信奉す ると 稱 する 人達の 中には、 その 思想の 內容に 就 

いて 詳し 5- 理解 や 同感 はなく とも、 とにかく マルクス主義 は资本 主義の 現狀を 打破す る 左翼 主義 

だからと. S ふ 理由 を 以て、 それ を 信奉す る も Q が 少なくない。 思想の 內容 から 言へば どんなに マ 

ルクス 主義よりも 進んだ 態度の ものが あつたに しても、 必す しも それ を 左翼 だとい はない。 だか 

ら、 左翼 右翼 は、 理論の 內容 について 言って ゐる 言葉で は 決してない。 「とにかく 現狀を 勇敢に 

打破し なければ ならない、」 11 その 態度が 左翼であって、 これに 反對 したり、 その 破壞を 公平に 

批評した りする もの は、 すべ て 右翼になる の だ。 レ 一一 ン など は、 現に さう いって ゐた。 今の 時代 

では 左翼 か 右翼 か 二つの 態度し かない。 自ら 左翼の 態度 を 取らう と 努めない もの は、 かく 努力 を 

しないと いふ ことで、 旣に 右翼に 屬す るの だ。 11 レ 一一 ン はさう. S つて ゐた。 理論 は 頗る 明瞭で 

ある。 い かに も 左翼と 右翼と を 151! 別す る 以上 はさう いふ ことに もなる であらう。 

併し 左翼と 右翼との 區別を かやう に考 へるならば、 左翼 右翼 は 要するに 情意 的の ものであって- 

冷靜に 理論的の もので はな. S ことにな らう。 今日 マ ルクス 主義者 は 自らの 態度 を 左翼 主義 だと 考 

へて ゐる。 そして 私な どが これに 何等かの 批評 を 加へ よう ものなら、 左翼 主義に 批評 を 加へ たと 

い ふた だ そ のこと を 以て、 こ れ は 右翼 反動主義に 屬す る もの だと 宣言す る ので ある。 私な どが い 

ふの は それで はない。 マルクス主義 は 十九 世紀 思想であって、 二十世紀の 今日の 社 食に は 適合せ 

られ ない。 だから マ ルクス 主義よりも もっと 新ら しい 思想 を 取らなければ ならない とい ふの だ。 

1 七 五 
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併し 現狀を 遮二無二 打 しょうと いふ 點 では、 マルクス 主義者の 言說の 方が 單 純で、 また 理論の 

內容 はどうで あれ、 マ ルクス 主義 はか やうの 破壞 過激の ものと 通俗的に は考 へられて ゐる。 だか 

ら 彼等 は 依然として 左翼で あり、 我々 は 左翼で ない ことと なる。 この iHil 別の 基礎に は、 理論 以上 

の 情意 生活が 横 はるの だ。 我々 は 文明 及び 社會の 動きに よって、 單に 思想 的に ではなく、 情意 生 

活の 根から 强烈に ゆすぶられる。 生活 態度 を 決定す る こと は、 理論的に より は 寧ろ 情意 的に それ 

を 決定す る こと だ。 然るに 我々 の 情意 生活 は、 さう さう JI!.^ 激 には變 化せられな いもので ある。 理 

窟は理 IS で 說服も 出来る が、 感情に は 理知の 眼が ないから、 何とも 説服す る わけに いかない。 そ 

こで 或る人 を 理論的に 納得 させようと 思っても、 理窟 だけで は 人 は 容易に 動く もので ない、 對手 

は 何とか 反對の 理由 を 並べ立てる。 が、 これ は 理論が さう した 反對 をして ゐ るので はなくて、 感 

情 生活が さう した 反對 をして ゐ るの だ。 そこで 幾度 も 幾度 も 熱心に 說 きつけて ゐる 問に、 この 人 

もやつ と 納得して 來る。 この 時 は 情意 生活が やっと 遲 蒔きながら にこの 方へ 動いて 來 たの だ。 す 

ベて はかう した ものである。 文明 及び 社 食の 動きに 對 して、 或る人 は 急激に 現狀 打破の 方へ 動く 

こと を 好む し、 或る人 は その 反對 である だら う。 この 時に 左翼と 右翼と が 分れる。 それ はすべ て 

情^！：-生活を基礎としてのものでぁる。 併しながら 我々 はすべ ての 動き を こ の 情意 生活の 決定に 委 

ねて 置く わけに いかない。 理論の 上で はっきりした 考へを 作って 置きたい。 今の 社會に 於いて、 

左翼 を 取るべき か、 右翼 を 取る ベ きかの 理論 を はっきりと 批判して 置きたい。 


現代文明 問題 考察の 順序 

さて 我々 は、 この 値 打の 批判と 態度の 決定と に 迷 ふ 現代文明 Q 動きに 對 して、 いかなる 惯値批 

刹 をな し、 いかなる 態度 決定 をな すべきで あらう か。 問題の 細密な ことに 就いては 逐次 考察して 

行く つもりで あるが、 先づ その 批判 及び 決定の 方針 を 定める について の 根本 原則 を考 へ て 置く 必 

要が ある。 換言すれば、 どうい ふ 根本 方針で この 問題 を 解決すべき であるか、 その 根本 方針なる 

も Q を 最初 に 定 め て 置く ので あ る。 私 はこの 根本 方針 として 次の 如き もの を考 へた。 

第一 に、 或る 文明の 動きが あると すれば、 その 動き を 我々 は 結 筒 否定し 得る か、 或は また 我々 

は 結局 どうに も その 動き を 否定し 得な. S もので あるか を考へ な ければ ならない。 否定し 得ない 動 

きに 對 して、 否定の 意見 又は 態度 を 取って 見たところで、 それ は 無效に 終る。 

第二に、 生活 體 一糸が 無数に 交錯し、 我々 は それ Q 選 揮 及び 批判に 惑 ふとしても、 我々 は これら 

の 生活 體系 の 中で 何 が 最後 の 決定 要素 であるか を見究 め る 必要 が ある。 最も 强く^ 定的 で あ る も 

のと、 その 究極 的の ものに 支配 せられて 割合に 從羼 的で ある ものと を區刖 しなければ ならない。 

第三に、 これらの 生活 體 系に ついて、 何れが 我々 の 生活 を 全般的に 自由なら しめる か、 或は 何 

れが 我々 の 生活 要求 を 最も 豊かに 充 たして くれる かを檢 討し な ければ ならない。 
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先づ これ だけで ある。 この 諸條 項の 意味に ついて、 私 はな ほ 少しく 說明を 加へ て 見たい。 

動き は 否定せられ るか どうか 

第一 に、 結局 我々 は その 動き を 否定し 得る かどう か を 決定す る こと、 これ は 最初に 考察し なけ 

れ ばなる まい。 例へば 今 細 柄の 洋伞 に對 して 太 柄の 洋傘が 流行して 来たと する。 この場合 我々 は 

細 柄 か 太 柄 か を 決定し なければ ならない。 その 時に 我々 は、 先づ太 柄の 流行 はどうに も 否定の 出 

來 ない 根據を 持つ もの かどう か を 批判す るの だ。 太 抦は細 柄よりも 衛生的で あると か、 細 抦は不 

經濟で 仕 方が ないか ら 結局 經濟的 の 太 柄に ならなければ ならぬ とか いふので あれば、 太 柄 Q 流行 

は 否定す る わけに 行くまい。 併しながら 太 柄 は 細 柄よりも 衛生的で もなければ また 不經濟 でも あ 

ると したら、 結局 太 柄の 流行 もい つか は衰 額す る ことで あらう。 さう なれば 太 柄の 流行 は必 やし 

も 否定 ai 來 ない もので はない とい ふこと になる。 併し 同時に 我々 は.^ の やうに 考 へる こと も 來 

よう。 太 柄の 流行 は 右の やうに して 必然性 を 持たない。 けれども 世の 風俗の 流行と いふ もの は、 

概ね さう した 性質の もので はない か、 衛生と か經濟 とかと は 全く 逆行した 流行と いふ もの も ある。 

勿論 それ は 長 綾き する わけに 行くまい が、 さう した 流行が ある 間 は、 我々 は 寧ろ 流行 品 以外の 商 

品 を 買 ふに 困難 を感 する。 その 場合 流行に 隨 ふこと は 已むを得ない ではない か。 これ は 流行の 根 


據の 否定 如何 を 究極 的に 見き はめた もの ではなく、 當 分の 事情と して 否定 出來 るか どうか を考へ 

たもので ある けれども、 現實 的に 何 かの 態度 を 取らなければ ならない 我々 として は、 この 見方 を 

も あはせ て 取らなければ なるまい。 

かやう に考 へて 行く と、 文明の 錯雜 した 問題 も その 性質が 大分 はっきりして 來る。 そこで 現代 

の 文明 問題の 中には、 先づ この 批判 をし なければ どうに もなら な. S 問題、 この 批判 をな せば 問題 

の 性質 及び 解決の 仕方が よほどのと ころまで はっきりして 來る 問題が、 澤 山に 存在す る ことが 分 

つて 来る。 例へば 資本主義 對社會 主義の 問題 だ。 資本主義 は 結局 否定お 來 ないか。 反對 のが は を 

見て いふと すれば、 資本主義の 改造 を 主張す る社會 主義 は 結局 否定 出来ない か。 かやう に考 へれ 

ば、 問題の 性質 はすつ かり はっきりして 來る ではな いか。 资本 主義 は 給 局 否定せられ 得な. S とす 

れば、 資本主義 について 根本的の 革命 をい ふこと は 無意義であって、 資本主義に 5- かなる "罪悪が 

あらう とも、 結局 それ を 改良す る 程度に とどめる より 外 は あるまい。 また 反對 に社會 主義 は、 結 

局 否定せられ 得ない 根據を 持つ もの だと すれば、 社會 主義 否定の 態度 を どれ だけ 熱心に 續 けて 見 

たと ころで、 それ は 無意義 だとい ふこと になる。 そして 假 りに 社 會 主義 は 結局 否定せられ 得ない 

とい ふこと が論證 せられた とすれば、 社會 主義 的 主張 をな す も の を危險 思想家 だ と 呼ぶ こと は屮 I 

來 ないで あらう。 併し これに は 直ちに 附け 加へ て、 現實 的の 見方 を 取る ことが 出来る。 社會 主義 

ほ、 究極 的に は 否定せられ 得ない にせよ、 今 直ぐ 資本主義 をぶ つ 倒さう としても それ はお 來るこ 

.  1 七 九 


• .  一八 〇 

とでない。 资本 主義 は、 現實 的に は、 昨今の ものと して は、 否定 せられな. S ことが 論證 せられた 

とすれば、 遮 一 一 無 一 ー资本 主義 をぶ つ 例 さう と 努力す る もの は、 耍す るに 不可能 を 敢て する も Q で 

あり、 莫； i 莫迦し い 骨折 をして ゐる ことになる。 これらの 點を 我々 ははつ きりさせ たい。 

例 を 擧げれ ば 際限がない。 都會 と田舍 との 對立、 この 問題 もや はり それ だ。 現在のところ 都會 

は どしどし 膨脹して 行く。 けれども 都き の 膨脹 は 結局 否定せられ ない もので あるか。 これにつ い 

て は、 綿密な 者 察が 必要で ある。 結局 都 含 e 膨脹 は 否定せられ 得ない とすれば、 都合の 膨脹 その 

こと は歡迎 せらるべき ことで ない としても、 我々 は その 事柄 を 否定し ない こと を先づ 基礎 に 置い 

て さ て こ の 膨脹の 弊 を 匿 正す る 方法 を考 へ なければ なるまい 。 都會の 膨脹 は 歡迎す ベ き ことで な 

い、 だから 都會の 膨脹 を 否定しょう。 と、 これで は 議論に ならない。 本來 否定の 出来ない もの を 

否定し ようと 努めて 見たところで それ は徒勞 であらう。 が、 この 問题 について 私 はま だ 何とも 斷 

定 をして ゐ るので はない。 否定 か 肯定 かの 斷定 は、 後へ 行って 述べる。 トォ キイが 流行して 來た 

ために 映畫 館の 音樂 者が 解雇せられ たと しても、 こ Q 解雇者に よって 組合 をつ くり 映畫 館に 對抗 

するとしたら どうなる か。 我々 はこの 組合の 肩を持つべき であるか どうか。 どう 考へ て もこの 解 

雇 は 必然の 勢 ひで ある。 どんなに ささへ て兑 たと ころで、 その 大勢 は 阻止 出來 な. S の だ。 さう す 

れば我 々 はこの 組合の 組織 を 無意味 Q こ とだと 考 へる。 ただ こ の 組合の 組！！ におい て 解雇 手當を 

餘 計に 赏ふ 工夫 を するとい ふので あれば、 それ は現實 的に 理由が あると い へよう。 それならば、 


我 々は 直ちに この 組合 の 組織に 同意し、 そ の 耍求を ま 持す る こと が S 來る。 

景氣 恢復と 失業 問題、 この 困難なる 速 鎖な ども やはり 今の 考察の 例で ある。 勞働 者の 立場から 

い へば、 失業して は大變 である。 失業 すれば 明日からの 生活に 苦しまなければ ならな い。 けれど 

も その 勞 働 者 を 雇う て ゐ る 資本家 にして 見る と、 不景氣 時代 に餘 計の 人數の 勞働者 を 雇う て ゐ る 

餘裕 はない。 時势が 不景氣 になれば 事業 を 縮 少しなければ ならす、 事業 を縮少 する について は そ 

の 事業 不相應 の 數の勞 働 者 を 解雇し なければ ならない。 これ はどうに もやむ を 得な 5- 大勢な Q だ 0- 

そこで 時勢が 不景氣 になれば、 失業者の 數は餘 計に なって 來る。 この 大勢 は 何としても 否定 出來 

ない。 然 らば 失業 問題 を 根本的に 解決す るに はどうす るか。 世間 を景氣 よく 盛り 立 て る より 外に 

致し方 はない。 だから 勞働者 も 亦 景氣の 恢復す る こと を 希求し なければ ならない。 ところが 景氣 

をよ くす る こと は、 f な 本家の 儲け を餘 計に する こと だからい けない と い ふ ものが ある。 い かに も 

景氣 がよく な れ ば资 本家 の 儲け は 多くなる だら う。 その 儲け は餘 りひ ど. S 程度の も 0 になって 貰 

ひたくない。 これ は 誰し もの 望む ところ だ。 が、 それ だからと. S つて 景気-が 恢復し なければ、 失 

業者 はなく ならな. S とすれば、 資本家の 儲け 如何に 拘ら す、 とにかく 勞働者 は 資本家と 一緒にな 

つ て 景氣 の 恢復す る こと を 希 はなければ ならない。 こ れ は 論理的に 否定の 3! 來な い 筋道で ある。 

然るに 勞働者 は、 失業 は救濟 せよ、 景氣が 立直って 資本家の 儲けが 多くなる の は 瘤に 障る から そ 

れは 阻止せ よと. S つて ゐて は、 結局 自殺 論になる より 外 は あるまい。 「失業 を救濟 せよ」 と は、 
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「自分 を 賃銀 勞働 者と して 雇へ」 とい ふこと で、 その 要求 自身が 資本主義 を 容認す る ものな の だ 9 

資本主義 は こ の 先き 否定せられ るか どうか は 今 問題 にしない として、 と にかく 現實 的に は 資本 主 

雜の 否定せられ ない こと を、 失業 救 濟の耍 求 は 前置きして ゐる。 さう 分って 見れば、 あらゆる 失 

業救濟 0 方法 は、 資本主義の 存績を 否定し ない こと を 先 づ豫定 して 取り かからなければ ならない 

だら う。 

その 文明の 動き は 結局 否定-: a 來 る か 否定 出来な いか。 ま た 結局 は 否定せ られ ると しても 八 r 目前 

のと ころで 現實 的に 否定 出来る か屮 H 來 ないか。 その 問題 を 最初に かたづけなければ ならない。 否 

定出來 ない 文明 や 社會の 動き を 否定し ようと 決定し、 その 態度 を 取って 見たところで、 これ は 正 

しい 文明の 運動に はならない。 

何が 主 決定 者 か 

第二に は、 現に 勢力の ある 生活 體 系の 中で、 かやう の も 0 は 何 か 他 Q も Q に從屬 的に なって <^ 

る 要素で はない か、 それとも これが 眞 にどん づ まりのと ころで 決定的の 要素に なって ゐ るので は 

ないか、 を考 へて 見る 必要が ある。 我々 は 結局 Q ところで 決定的の 要素に なって ゐる ものに 隨は 

なければ ならない。 從屬 的の 耍素 は、 その 最後 究極 的の 決定 要素に より 支配 せられる。 だから そ 


の 從屬的 の 要素 を 最後 の 決定 耍素 だと 考へ、 それに 隨 つて 動き をして ゐた とすれば、 この 態度 は 

まづ いも Q になる だら う。 何が 眞に 最後 決定的の 要素で あるか、 我 々は 或る 問題に 對 して 態度 を 

決定す るに、 先づ そのこと を 考へ拔 く 必要が ある 0 だ。 

例へば 今 力 ッ フ ェ ー が 世間で 隆盛 を 極めて ゐる。 そして 女給なる ものが 發 生し、 その 女給が 種 

種 Q 點で 社會の 風儀 をみ だすと 人 はいふの だ。 この場合 或る人 は 直ちに カツ フ - 1 'と 女給と を攻 

撃し、 「かやう 0 ものが 流行して 來る のが、 ー體 いけな. S の だ。 カツ フ H 1- に 大彈壓 を 加へ、 女 

給に 嚴 重な 取締 を 加へ なければ いけない」 といって 憤慨す るで あらう。 この 憤慨 は 勿論 間違 ひで 

はない。 カツ フニ ー と 女給と 0 跋愿 する 社會 は、 たしかに 結構な 社會 でない 。併しながら この カツ 

フ ヱ ー と 女給との 流行が 直ちに 社會の 風儀 をみ だす 最後の 決定 要素 だら うか。 カツ フ 1 と 女給 

とが 世の 風儀 をみ だす こと は 決して 誤謬で はなく、 何人も それ を 否定し 得ない としても、 さて か 

やうの ものが 流行して 來 たに は、 他に より 有力な 理由が あるので はなから うか。 カッフ，^,|ゃ女 

給の 流行し ない 以前に も 待合 や 藝者は 存在した。 その 待合 ゃ藝 者の 幾分 か 姿を變 へた も Q が 力 ッ 

フ HI や 女給で はない か。 とにかく 社會 人の 性生活に は、 或る 無理が 存在す るの だ。 また 大した 

無理 は 存在し ないでも、 人間が 何等か 性的の 發散機 關を耍 求す る こと は、 社會が 或る 程度まで 高 

上して 来ない 間 は、 否定の 出来ない もの かも 知れない。 同時に 女性が 自分の 性 を 以て 男性に 從嵐 

的と なること は、 現 社會に 於いて 少しも 否定 せられて ゐ ない。 だから 藝者だ とか 女給 だと かはい 
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ろい ろと 姿 を か へ て 社會の 中に 現 はれて 來る にせよ、 社會の 根本 事情が 現在の 如くであるなら ば、 

何とも 致し方 はない もの かも 知れない。 さて 世間の 事情 は、 益、、 經濟 的で しかも 時間の かからな 

いもの を耍 求す る やうに なって ゐる。 以前の 待合 ゃ藝 者で は、 第一 莫迦 莫迦し く 不經濟 であった 

し、 また そこで 遊ぶ に は 時 問 も かかった。 然るに カツ フエ I で 女給 を對 手に 遊ぶ に は、 大した 經 

費が いらない し、 時間 も經濟 的に 濟む。 そこで 待合 ゃ藝 者は衰 類して カツ フ ェ ー や 女給が 全盛 を 

極める ことにな つたの だ。 かやう に 見れば、 カツ フ .1 1 や 女給の 流行す るの は 現代の 經濟 的耍求 

に隨 順した もので あり、 社會 の 經濟的 事情 の 方が より 有力な 決定 要素 であると いふ ことになる だ 

らう。 また 女給 は 客 を墮， 落せし め、 社會の 風儀 をみ だすと しても、 女給 を耍 求した もの は 寧ろ 男 

性で あり、 女給 を 力 ッ フ H  I に 現 はれし めた もの も 亦 男性であって、 實 際に 女給 を 誘惑す る もの 

は 第一に 男性の 容 そのもの であると すれば、 一概に 女給 を 咎める こと も 出来なくなる。 それより 

は 男性が 女性 の 戀愛を 金で 買 ふとい ふ社會 のしき たりが. S けない の だ。 そこで 根本の 原因 をた ち 

きる ものと すれば、 この 後者の しきたり を 改造し なければ なるまい。 カツ フヱ I や 女給の 流行 は、 

そ れ 自身 社會 の 決定 要素 であると はいへ ない。 

乇ボ、 モガ、 いろいろの ものが 流行す る。 そして 乇ボゃ モガに ならなければ、 新ら しい 人 問に 

はなれな いの だな どと 考 へる もの も 出て 來る。 或る人 は 乇ボと は、 斯々 の 性質 を 持った もの だ、 

などと いって、 その モボ たる ことが いかにも 時代 の 尖端 に 位する ものの やうな 一一 一一 n 說を する。 そこ 


で 世 Si では、 かやうな モボゃ モガが 我々 の 時代に 先行す る 男性 や 女性な のであって、 それにな り 

得な いもの は 時代から 取り 殘 された 時勢お くれの 男性 や 女性な ので はない かな どと. Z ：々 心配し 始 

める。 W. しモ ボゃモ ガが 3 ほに 時代の 尖端 を 行く ものである かどう か を 決定す るに は、 モ ボゃモ ガ 

の 生れて 來た 時代 情勢 を はっきり させ、 これで 時代 を ひきす る 決定的の 勢力で あるか どうか を 明 

確に 調査す る 必要が ある。 モボゃ モガが 新時代で あり、 我々 の 時代 を 勇敢に 先方へ 引つ ばって ゐ 

る もので あるか。 それとも これ は 社會の 進みの 屮に現 はれた 浮動 的の 要素であって、 要するに-: § 

瓖 する 社會 のが はに 排泄 せられた 屑で あるか。 そのこと は 詳密に 社會 現象 を 分析 して 見なけ れ ば 、 

何ともい へ ない。 我々 は 社會の 動きに 最後 決定的で あると ころの 生活 體系を 重視し なければ なら 

ない。 この 最後 決定的 であると ころの 要素に ひき すられて 勁く 隨伴的 第 二次的 0 要素 を 主要 0 も 

と考 へ、 その 要素の 支配に 自分の 批判 や 態度 決定 や を 委ねた とすれば、 大 いなる 生活 誤謬に 陷 

るで あらう。 

私 は 先き に 論じた ところで、 現代の 社會 生活に 於いて 如何なる 要素が 究極 的に 決定的の 地：！^ に 

立つ か を 幾分 か 考察した。 併し この 決定 被 決定の 關係 は、 一層 詳密に 一 々の 文明 問題に ついて お 

察する 必要が ある。 その 文明 問題の 內容を それぞれ 分析した 後、 こ の 關係を 決定し なければ なら 

ない。 

マルクスの 所謂 唯 物 史觀說 は、 この 社會 文明の 動きに 對 して、 社 會經濟 的の 要素が 最後 決定的 

一 八 五 


1 八 六 

の 位置に 立つ も Q である こと を 主張した ものであった。 その 社 會經濟 的の 要素と いっても、 それ 

を いろいろに 見る ことが 出来る けれども、 マ ルクス は專ら 社會の 生產關 係が 社會の あらゆる 現象 

の 特質 を 決定す る ものと 見た ので ある。 これ は 確かに 獨創 的な、 偉大なる 考察で あつたと 首 はな 

ければ なるまい。 併しながら 我々 は、 現代 社 會の實 相 を 分析した 結 菜、 まことに マルクスの 主張 

したと ころに そのまま 隨ひ 得る かどう か。 何が 最後 決定的の 耍素 であるか は、 その 社會の 事情が 

變化 推移す ると 同時に 多少 づっ 違って 來る。 マ ルクスの 時代に は マ ルクスの 主張した 観察が 正し 

かった にしても、 その 同じい 觀 察が 現在の 社會 にも 同様に 適合せられ るか どうか は 疑問で あらう- 

そして この こと は マルクスの 時代の 社會 ではな. S 現在の 社 會の實 相 を 詳しく 分析して 見た 結 菜、 

何れと も判斷 せられる ことで ある。 現代 社 會の實 相 を 解剖せ す、 いきなり マルクス主義 を 持って 

來て、 「マルクス主義で はかう だから」 と 主張す る 態度 は 正しい といへ ない。 この 問題 は、 なほ 

後に 詳しく 考 へ て兒 たい。 

生活 を 活かす ために 

第三に、 我々 は 文明の 動きに つ いて、 その 動き は 厲 に 我- „< の 生活 を 自由にし、 我々 の 要求 を豐 

かに 滿 足せし めて くれる ものである かどう かを檢 討し なければ ならない。 換言すれば、 我々 は 文 


明の 動きに 對 して、 それの 値 打 卽ち價 値 を 批評し なければ ならない の だ。 また 價値を 批判す ると 

.S ふ 場合に は、 そのものが 眞に 我々 の 生活 を 自由にし、 我々 の 要求 を豐 かに 滿足 せしめて くれる 

ものである かどう か を、 常に 撿討 しなければ ならな. S の だ。 文明の 動き は必 すし も 一 本道で はな 

いか も 知れない。 結局 否定せられ ない もの を 否定し ようと 努める こと は徒勞 であらう。 また 最後 

決定的でなくて それに 隨 順して ゐる 要素 を 主 要素と 誤認し、 これにす ベての 運命 を 委ねる こと は 

愚擧 であらう。 併し さう した 徒勞 ゃ愚擧 をな さない としても、 なほ その 中間に はかれと これと に 

動き 得る 階段が 全くない とはいへ まい。 その 選擇を K 明に なすこと が、 生活に 於いて 我々 の 取る 

ベ き 態度で ある。 

尤も 我々 は、 或る 立場に 於いて 全然 自由に、 完全に 自らの 要求 を 達し 得る もので はない。 ー體 

人間が 完全に 自由に、 また 完全に 豐 かに 要求 を滿 足し 得る 社會は 存在し な- SQ だ。 さう した 社會 

が あると 想像したら、 單 なる {41 想で ある。 人間 は 神で はない。 人間 は 永遠に 人間の 道 を 歩まな け 

れ ばなら ない。 人間の 住む ところ は本來 地上で ある。 その 地上に 於いて どうして 百パ アセントに 

完全な 社 會が建 Si はせられ よう。 そこで 我ケは 或る 地位に 立って その 地位 をお 來る だけ 髙 度に 完成 

し 得る 態度 を 取らなければ ならない。 一 つの 完成 を 達すれば、 直ちに その 時に 一 つの 不滿が 生れ 

よう。 完成 はいつ の 代に も 不滿の 前 階 だ。 併し それ なれば こそ 人間 は 人間と して 生れて 來 たこと 

を光榮 としなければ ならない。 人間 はた だ 無意識的に 本能の まま を 行動す る 動物と は 違 ふ。 また 
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完成 せられた 天國の 安易なる 世界に 住ま ふ 神で もな 5。 人 は 半神 半獸 だ。 獸の 本能 を 持ちつつ 

神の 國を 憧憬れ てゐ る。 そして 我々 の 意識的の 努力に より、 祌の 分國を 地上に 窗 らし、 神 を模す 

る 生活 を 自らの 內に營 むこと が 來る。 そこが 人 問 生活の. S かに も 尊と い、 また 偸悅 極まりない 

と ヒ ろ だ。 そこで 或る 地位に 於いて、 我々 は 我々 の 努力が 達し 得る 限りの 生活の 自由と 豐燒と を 

樂 しむので ある。 或る 地位 を假定 すれば、 その 地位に 於いて 達し 得る 限りの 生活の 自由と 豐饒と 

は 決定 せられる。 我々 は その 點 までの 完全 を 期す ベ きで ある。 かくして 我々 の 生活の ー劍 一刻が 

生きて 來る。  * 

人類 生活 のために 

併し な が ら我々 はまた 或る時に は、 次代 の 幸福の ために 自己の 幸 幅 を犧牲 にしなければ ならな 

いで あらう。 この場合に 我々 は 自分 を 不幸なら しめたので あるかと いへば、 決して さう でない。 

次代の ために 自己 を犧牲 にす る ことによって、 却って 自己の 生活 は 正しく 生かされ るの だ。 批刺 

の 立場 は 常により 髙 ぃ社會 的の 立場で なければ ならない。 自分 だ けが 生活 內容の 上で 幸福で あ る 

の は、 まことに 幸福で ある 所以で はな. S 。社會 人の すべてが、 より 高く、 またより 大きく 幸 幅で 

なければ ならない。 この 社會 人と. S ふ 中へ は、 自分と 同時代に 生きて ゐ るん 達ば かりが 含まれす、 


今後 無^に 生れて 來る 人達が 含まれる。 それ故に 我々 は社會 人の すべ て を 幸福なら しめる ために 

は、 我々 の 次代の 人 を も 幸 幅に 生かす こと を考 へ、 そのより 高い より 廣い 立場に 立って は、 自己 

の 生活 を 次代の 生活の ために 犧牲 にしなければ ならぬ 場合 も 起る。 かやう にして 人類の すべ て を 

自由にし、 人類の すべての 要求 を豐 かに 滿 たす ことによって、 我々 人類の 生活 凱歌 を 奏しな けれ 

ばなら ない。 

かくして 現代の 文明 問題 を 解決す る 我々 の 根本 方針 は 決定した。 我々 は、 何が 露に 否定し 得ら 

れ ないか を觀破 しなければ ならない。 何が 眞に 最後 決定的 の 要素で あるか を 洞察し なければ な ら 

ない。 また 最後に 何が a; に價 値の 高い 動きで あるか を 批判し なければ ならない。 徒 勞と愚 擧とは 

避けなければ ならぬ。 が、 最後に 行動の 選擇に 於いて、 我々 は 神 を 憧憬れ ると ころの 人 問で なけ 

れ ばなら ない。 私 はこの 根本 方針に 隨 つて、 現代の 文明 問題 を 聰明に 解決す る 道を讀 者と 共に 撿 

討して 行きたい。 
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第三 講 機械の 問題 

機械 は 何を齋 らした か 

我々 の 生活 は、 1 方で は社會 とい ふ ものに より 大 いなる 制約 を 受けて ゐ るし、 他方で は 機械に 

より 大 いなる 制約 を 受けて ゐる こと を 私 は旣に 考察した。 さて/ J れら 二つの 要素に ついて 我々 は 

なほ 立ち入った 考察 をし なければ ならない ので あるが、 ； 1^ は 最初に 機械の 問題 を 者へ て 見たい と 

思 ふ。 

現代 生活に 於いて 機械が 大 いなる 問題に なった と は、 どうい ふ 意味で あるか。 先づ 第一 に は、 

我々 の 現代 生活 は、 機械 を 離れて 生活のお 来な. S ものに なって ゐる。 機械が 現代 生活に 於いて 重 

要な 役割 を つとめ、 機械が 現代 生活の 或る 樣式を 決定す る やうに な つて ゐる とい ふこ と を 意味す 

るで あらう。 いかにも 我々 の 生活 は、 一日 も 機械 を 離れる； J とが 出来な^。 また 現代文明の 特色 


はすべ て键械 によって 規定 せられて ゐ ると s ふこと は、 殆ど 疑 ひの ない こと だと 思 ふ。 併しな が 

ら それだけ では 機械 はま だ 問題に ならない。 機械 は 我々 の 生活 內容 を豐 富に して くれる だけで、 

それ 以外に 我々 の 生活に 對し 何の 損害 を も 加へ ない とい ふので あれば、 機械 は 何等かの 問題と し 

て 我々 の 頭に 考へ 浮べら れる こと も あるまい。 が、 また 機械 は 生活に それ 程 重要の ものであるが、 

今や その 發 達の 絶頂に 達した。 我々 の頭腦 では これ 以上の もの を考へ 出 す ことが 出来ない。 そこ 

で 我々 は、 今後 どうして 新ら しい 機械 を發 明し 我々 の 生活 を豐 富に する かにつ いて 焦燥の 感じ を 

持た されて ゐる、 とい ふので あれば、 これ 亦 機械に ついて 重要な 問題で あるが、 この 點 について 

我々 は 何等 杞憂の 必要が ないやう だ。 人智 は どこまで 發 達して 行く もの か、 殆ど その 果て を 知ら 

ない。 機械の 發 達が 行き詰まりになる など は、 今日のと ころ 全く 考 へな. S でよ. S こと だ。 これら 

諸點を 以て は、 機械 は 一 向に 我々 の 文明 問題に なつ て來 ない。 

然 らば 機械が 現代の 文明 問題と して 重大の ものに なって 來 たこと は 一 體 機械の 如何なる 點に關 

してで あるか。 凡そ 問題になる もの は、 利害 相半ばして、 それの 取捨 選 擇に惑 ふ もので なければ 

ならない。 狻械 について 5 へば、 機械 は 我々 の 生活 內容 を豐 富に し 我々 の 生產の 骨折 を 省いて く 

れる もので は あるが、 この 大 いなる 利益の 外に はな ほ 甚だ 大 いなる 害惡を 含む ものに なった。 そ 

して この 利益と この 害 惡とを 比較 對照 するならば、 我々 は 一 體 今後 機械 を 大いに 發 達せ しめてよ 

いもの か、 それとも 發達を 一先 づ この 程度に とどめて おく か、 または 全然 機械 を廢棄 すべきで あ 
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るかに 惑 ふこと になった。 或は また 機械の 利益ば かり を 今 のま まに 保存して それの 害惡の 部面 を 

なくして 了 ふ 工夫 はない もので あるか。 その 思案に 我々 は 惑うて ゐる。 ここに 機械 は 初めて 現代 

生活の 大 いなる 問題に なった の だ。 然 らば 機械 は 抑. - 現代 生活に 對 してい かなる 功過 をな す もの 

であるか、 機械の 利益 は 今更 問題に しないでも 分かり切って ゐる。 我々 がた だの 勞働 だけで やつ 

てゐる 生產の 仕事に 機械が 人り 込んで 來 ると、 第一 我々 の 骨折が 助かる、 隨 つて.^ に 生産せられ 

る 品物の 分量が 驚く ほど 多くな つて 來る。 また 或る 品物に よって は、 ただの 手工で 持へ 上げる よ 

り も 手綺麗に 出 來て氣 持ちが よいし、 極端に 大きな もの だと かまた その 反對に 極端に 小さな もの 

だと か は、 人手で やり 上げる ことが 屮 I 來 ないで、 どうしても 機械の 助け を 借らなければ ならない。 

11 かやう にして 機械 は 我々 の 生活 を どれ だけ 豐 かにして くれた か 知れない。 骨折りが 少なくて、 

品物が 多くなる。 生活に 取って これほど 悅 ばし いこと はない の だ。 機械が 我々 の 生活に どんな 

の 利益 を與 へる か は、 今 改めて 考へ て 見る まで もない。 

然 らば 次に 機械 は、 我々 の 生活に 對 して いかなる 害 惡を與 へて ゐ るか。 それ を考 へて 見よう。 

機械が 起した 革命 

第一 に、 機械 は本來 我々 の 生活 を豐 富に して くれる 目的 を 以て 發達 せしめられ たも Q だが、 今 


では 機械 は 人間の 忠實 なる 從 僕ではなくて、 人 問 を 機械の 忠 實な從 僕に なし はじめて ゐる。 人間 

と 機械と は、 今や その 主客 を顚 倒せし め、 機械 を 使 ふ 人間が 機械に 使 はれ はじめて ゐる。 この 窖 

悪 を 如何に 解決すべき であらう か。 

いかにも 機械が 發 明せられ るまで は、 大工 場と いふ もの も 世 問に なかった の だ。 大工 場 は 近世 

の 初めの 產物 である。 大工 場が 起らない 以前 は、 品物 を 持へ る もの は 自分の 家庭 を 工場 兼用に し 

て、 そこで 家族 や 見習 を 助手と しながら、 鼻唄 まじりに 仕事 をして ゐ たの-だ。 その 工場の 經營者 

は、 その 勞働^ 自身で あり、 出来た 品物 は 自分で 算盤 を 持って 他人に 資り もした。 その仕^^-は暢 

氣な もの だし、 第 一 その 仕事 を經營 する ものと そこで 仕事 をす る ものと が、 同 一 人 だと S ふこと 

は、 樂し いもの だ。 かくして 昔の 工業 は、 それ IS 苦しい 仕事で なく、 所謂 名人 氣 質の 人 さへ その 

勞働者 の 中から 屮 いる ことが W 來 たので ある。 然るに 近世の 初めに 機械が 大規模に 採用 せられる や 

うになる と、 澤 山のお 金 を 持った もの は 自分で 勞働 者で なくと も 工場 だけ を 建て、 そこで 働ら く 

勞働 者を赁 銀で 雇うて、 大 仕掛の 生產 をす る ことにな つた。 人間 0 手と 機械との 競 (ザで は、 機械 

が 勝つ に 極まって ゐる。 機械で 製造せられ たもの は 手 n 十くて 安惯 だ。 この 工場 製造品と 家. M: 工業 

の 製造品と が 太刀 打 出 來な いのは 當然 である。 家內 工業 者 は 自分の 家庭での 生産 を やめ、 工場へ 

雇 はれて 機械 を 動かす 勞働 者に ならなければ なら なくなった。 そこで 今まで は經營 の 主人で あつ 

たもの が、 一 日 いくらで 自分の 勞働を 切り 寶 りする 賃銀 勞働 者に なった の だ。 賃銀 を 貰 はな けれ 
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ば 暮らしが 立たない。 一 日で も 工場へ Q 出勤 を 休んだら 大變 だ。 

さて かやう にして 大工 場の 生産が 始まる と、 その 工場 Q 持主 はいくら でも 新ら しい 機械 を 採用 

し、 そこで 勖 らく 人手に か へ るに 機械 を 以てしよう とする。 人間 は 疲勞も すれば、 やる け もす る。 

然るに 機械 は疲勞 したりす るけ たりし ない。 おまけに 人手 は髙惯 だが 機械 は安價 である。 い かに 

も 一 豪の 新式 機械 を 買 入れる お金 は澤山 だが、 これ は 元手 を 一 時に おろす と. S ふだけ のこと で、 

1 n; 機械 を 買 ひ 込んで 了へば、 その 機械 を 使 ふ 方が 人手 を 使 ふより どれ だけ 經濟的 だか 知れない。 

だから 工場で は 益 5 機械 を 採用して、 人手 を减ら さう と 努力す るので ある。 一旦 工場へ 雇 はれて 

ゐ たもの さ へ 次第に 解雇 せられて 工場に 用の ない 人間になる し、 また どしどし 生れて 來る 人間 は 

雇って 貰 ふところ のない 悲哀 を 嘗めなければ ならない。 ここに 失業 問題が 起る。 賃銀 勞働 者と な 

つて 働かう にも、 機械 萬 能 時代に は 働ら く 仕事、 雇うて 貰へ る 工場 を 見つけ 得ない とい ふ 不可 思 

議 極まる 問題で ある。 

併し かうな つた 時には、 工場の 經營者 自身 も そろそろ 困り 始めた 時 だ。 自分 Q 工場で 製造した 

品物 を 一 體 誰が 買って くれる のか。 それ はや はり 勞働 者で はな いか。 勿論、 勞働 者が 全部の 購買 

者で はなく、 その外に 遊んで 食って ゐる人 も 贅澤に 品物 を 買つ て くれる からよ いやうな ものの、 

何に しても 勞働 者が 品物 を 買って くれな いのは、 賨る 身に 取って 大打擊 だ。 併し 勞働者 は 工場へ 

雇って 貰へ や、 賃銀の 支給 を 受けて ねない から、 工場の 品物 を 買 ひたいに も 買 ふこと が 出来ない 


の だ。 そこで 不思議な 運命が、 どうどうめぐり をす る ことになる。 工場で は 出来るだけ 安く 品物 

を 製造す るた めに 人減らし をして 機械 を 採用す る。 工場へ 雇 はれる 勞働 者の 數が滅 つて くれば、 

勞働 者の 受取る 賃銀 全額が 少ない から、 工場で 製造した 品物 を 買 ふ 分量が 少なくな つて 來る。 ェ 

場で は、 赍れる 品物が 少ない から、 その 生産の 分量 を さへ 減少せ しめなければ ならす、 工場の 勞 

働 者 は 又々 解雇 せられる。 結局 工場が 機械 を 採用して 使 ふ勞働 者の 數を 減らす こと は、 勞働 者と 

工場 持主との 雙 方へ、 自殺的の 苦 惱を與 へる ことにな つて ゐ るの だ。 

機械 は勞働 を 減 少 せしめた か 

機械が 發明 せられれば、 機械が 人 聞の 勞 働の 代り をして くれる から、 機械 を 使用す る だけ 人 問 

の 骨折 は 省かれる ことになる。 田舍へ 行く と、 荷馬車 を ひくに 犬に 先驅を させて ゐる ところが あ 

る。 犬が 五 匹 も 六 匹 も 車の 前につな がれて 馬よりも 先き に 走って ゐ るから、 これ だけの 犬の 力が 

加 はれば、 馬の骨 折 は それだけ 省かれる ことになる だら う。 要するに 機械が 進歩して 來れ ば、 人 

間 は 機械に 勞 働の 身代り をさせる から、 よい 機械が 發明 せられれば 發 明せられ る だけ、 人間 は 左 

團 扇で ゐられ る ことになるの だ。 —— が、 事實に 於いて ral^ して さうな つた か。 

成程た だ 遊んで 食って ゐる人 は、 機械が 新ら しく 發明 せられれば せられる だけ、 生活が 便利 至 
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極に なり、 暑い にも 塞い にも 何 一 っ苦勞 をせ す、 安樂 椅子に 寢そ べつて ゐて 何もかもの 用事の 足 

せる 世の中に なった から、 いかにも 機械 は 我々 の勞カ をい c?p 略して くれたと いふで おらう。 けれど 

も、 さう いって 左圑 扇で ゐられ る もの は、 この 世の中で 幾人 あるの だ 。大多数の 人間 は、 さう し 

て 遊んで 食つ て 行く 譯に いかない。 やはり どこかの 工場へ 雇 はれる 勞働 者に ならなければ ならな 

い。 然るに その 工場へ 雇 はれた ものに 取って、 機械 は 菜して 我々 の 勞働を 省略して くれたら うか。 

斷 じて さう ではない。 昔 自分の 家庭 を 工場 兼用に して ゐた 時には、 すべ ての 勞 働に ゆとりが あつ 

た。 鼻唄の 一 つもうた へる のびのび とした 空氣 が、 その 工場 を 支配して ゐ たの だ。 然るに 機械 を 

使 ふ 八 I 'の 大工 場 はどうで あるか。 ここ は鼻喷 どころ の騷 ぎで はない。 全く 機械 ほど 目まぐるしく 

て 忙しい もの はない の だ。 人間が 機械と 一緒にな つて、 目の 廻る 勞働 をし なければ ならない。 雇 

ひ 主 は 勞働者 を 機械 同様に 見て ゐ るから、 勞働者 は 機械の やうに 勤勉に ならなければ ならない。 

朝の 出勤時間が 早い。 夕方の 退けが おそくて 夜業まで やらされる。 ； J れ では 休息 どころ の 話で は 

ない。 そして 工場で 働いて ゐる 時には、 勞働者 を どうい ふ 風に 使 ふと 最も 多くの 能率 を あげ 得る 

かとい ふこと を 工場 主 は 研究す る。 それが 所謂 產 業の 合理化で ある。 賃銀 を 多くし 勞働 時間 を少 

なくした 方が 能率が あがる とか、 いや；」 の 工場で は 時間 を 長く 使った 方が 經濟 的に 行く とか、 す 

ベて 能率 本位、 經濟 本位で 決定 せられて 行く。 要するに 勞働者 を 出来るだけ 有利に、 機械 同様に 

使って 行く 方法の 研究 だ。 かう した 勞働者 自身に 取って、 機械 は 何で 我々 の 骨折り を 減少せ しめ 


て くれる もので あらう o 

かやう に 言 へ ば、 次の やうに いづ て反對 する ものが あるか も 知れない。 —— それにしても 一 殺 

の 人の 骨折り は 機械に よって 餘 程の 程度まで 減少せ しめられた ではない か。 早い話が 勞^ 者 だつ 

て 電車に 乘 るし、 月給の 低い 會 社員 だって 郊外電車に 乘 つて 通勤す る ことが W 来れば こそ 郊外の- 

家に 住む ことが 出来る ではない か。 日曜に なれば、 三等の 汽車に 乘 つて 二十 里 遠い 景色 Q ところ 

へ 遊びに 行く こと も S-H 来る。 これ だけ 便利に なった の は 機械のお 蔭 だ。 遊んで 食つ てゐる 人が 機 

械の 恩惠を 蒙って ゐる こと はいふまで もない が、 工場 勞働 者の 生活 だって 機械に より 多くの 利益 

を 受けて ゐ ない と は 決してい へまい。 11 この 反對は 全然 道理 を 持たない もの だと もい はれない。 

併しよ く考 へて 見れば、 やはり 可笑し. S ものになる。 いかにも 工場 勞働者 だって、 電車に 乘 つて 

工場へ 通って ゐる。 けれども かやう に 毎日 工場 へ 通 はなければ ならぬ やうな 社會を つくった もの 

は、 一 體誰 であるか。 自分の 家庭 を 工場に して ゐた 時代に は、 朝早く 工場へ 通勤す るな どの 必要 

がなかった。 電車に 乘っ て 通 ひたく はな S の だが、 今の やうな 工場 制度で はさう する より 外 はな 

いの だ。 S はば これ は 工場 制度の 延長で はない か。 會 社員に して 見た つて、 その 通り だ。 日曜に 

なれば 電車で 遊びに も る けれど、 今の やうに 不懾 快な 會 社の 事務で は、 さう して 息拔 きをし な 

ければ 生きて 行けない ではない か。 自分 達 は 何も 汽車に 乘っ て 遊山に 行かなければ ならぬ 理. m は 

ない の だ。 それより は、 昔の 人達の 一 瓢を たづ さへ て悠々 閑々 と 遊びに 屮： た 境涯の 方が、 何程 羨 
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ましい か 知れない。 お 江戸 見物で も 上方 參り でも、 汽車がなければ ならぬ 理由 は 毛頭ない の だ。 

現在の やうな 暮らしで は、 汽車 はあって も 東京 見物 さへ 出来る ことで ない。 かやう に考 へれば、 

スピ イド 時代 だと. S つて 威張って ゐる 現在の 交通 機關だ つて 何 だって、 さっぱり 有難い もので は 

ない a 

機械に よって 支配 せられる 生活 

機械が 發明 せられても 我々 の 折 は 一 向に 省いて 貰へ なかった だけで はなく、 機械の 採用に よ 

つ て 工業に たづ さはる こと はさつ ばり 面白くな いものに なった。 昔 は 一 つ の 仕事が 1 つ の 家庭の 

中で 行 はれた。 それ を 描へ る 上に ついて、 おの づ から 名人 氣質も 生れて 來 たの だ。 然るに 現在の 

工業で は、 一 つの もの を 製造す るに もこ まかく 分業が 行 はれて ゐる。 だから 1 つの 品物が 製造せ 

られ 仕上って 行く 全體の 工程 を、 勞働者 は 見る ことが 出来ない。 一人の 勞働者 は、 その 工程の 極 

めて 僅かの 或る 部分 を擔當 する だけ だ。 そして この 部分 を擔當 して 行く につ いて 名人 も 凡人 もな 

い。 勞働者 はた だ 一 つの 雛 形に 隨 つて、 機械が 指圖 する ままに 動いて 行く より 外 はない。 最早 人 

問 は 機械 を指圖 する 位置に ゐ ない。 成る ほど 工場の 持主 は、 その 機械 を 動かす こと も 休める こと 

も m 來るの だから、 工場の 持主 だけ は、 完全に 機械 を 使役して ゐる だら うが、 その 工場に 雇 はれ 


てゐる 大勢の 勞働 者に して 見れば、 機械が 運轉 せられて ゐる その 工程の どこかに 部署 を 得て、 機 

械と 一 緒に なり、 機械の 動く ままに 動いて ゐ なければ ならない。 ちょっと 機械 を 休めて 煙草 を 1 

服と いふので あれば、 勞働者 も 機械 を 使役して ゐる ことになるが、 今の 工場で は 機械の 運 轉が勞 

働 者の 動き を指圖 して ゐ るの だ。 勞働 者が 機械の 一 部に ならなければ ならない。 機械が 發明 せら 

れ、 物の 製造 は 大工 場の 中で 行 はれる やうに なつてから、 人 問 は 機械に 指圖 せられる も Q になつ 

て 了った。 工場 主 だけ は 機械 を指圖 する ものに なって ゐ たこと は旣に 見て 來 たけれ ども、 社會の 

大部分 を 占める もの は勞働 者で、 その 工場の 持主と いふ 階級に 屬 する ものの 數は 極めて 少ない。 

勞働 者が 工場の 中に 生活して ゐる 時す つかり 機械に 支配 せられて ゐる こ と は 右の通り だが、 ェ 

場 以外に あっての 我々 の 生活 も 亦す つかり 機械に より 支配せられ 始めて ゐる。 ビル ディ ングの 事 

務 窒へ逋 ふ。 ビ ルディン グの 偉大なる 構造 は、 冷く 我々 を壓 迫す る H レヴ H 1 タァ にの つて 何 階 

か 上 へ のぼる。 人間が 荷物と 同じ 待遇 を 受ける の だ。 電氣の スウィッチ を ひねる。 煽 風 器が 舞 ふ。 

右 を 見ても、 左 を 見ても 何から 何まで 梭械づ くめ だ。 そして 我々 は、 機械が らいて くれる 以外 

のこと を 註文す る わけに いかない。 何も彼も を 機械が 獻 立して くれる の は 至極 有難い ことの やう 

に 見える が、 さう して 有難が つて ゐる 間に、 我々 の 周 園の 生活 はすつ かり 機械に なり、 機械で a: 

來る 以外の 註文 をす る ことが 出 來 なくなって 了った の だ。 
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個性の 略奪 

そこで 我々 は 直ちに 機械の 第二の 害惡に 面接す る。 それ は 我々 の 生活が 個性 を 失 ひ、 すっかり 

一 色の ものに なって 了 ふこと だ。 品物 を 手工に よって 製造して ゐた 時代に は、 我々 の 使 ふ 品物に 

それぞれ^々 の 特色が あった。 自分の 使って ゐる 品物と 隣り の 家で 使って ゐる 品物と は、 格好 か 

ら 趣味に いたる まです つかりが 遠って ゐる。 そして どれ も 中々 に 雅致の ある、 面白い 品物に なつ 

てゐ た。 店 へ い つて 品物 を 買 ふに も それぞれ 自分の 趣好に 合 ふやう に選擇 が出來 たもので ある。 

かう した 時代に は、 我々 の 生活 は それぞれに 他の 人達の 生活と 遠った ものに なり、 互 ひに 自分の 

侗性を 育て上げる ことが 屮  1 來 たの だ。 然るに 現代の 我々 の 生活 は、 何から 何まで 一 色で 侗性 のな 

いものに なって 了った。 

先づ その 住んで ゐる (，から 13^ て 行く。 どれ もこれ も 同じ 格好 同じ 間取りの 借家 普請 だ。 尤も こ 

れは 直接に 機械の ためだと はい へない けれども、 機械に よって 板 を 挽き 柱 をつ くる 建築の {41 氣の 

中で は、 かう した 手っ取り早. S 仕組の ものし か 作れない。 その 建物の 中へ 入れる 疊 建具 も、 同様 

にして 何の 趣好 もない ものに なって ねる。 電氣と 瓦斯、 さう だ、 どこの 家へ 行って 見ても、 同じ 

形の 電燈と 白い 笠、 尤も 近 來はそ QD い 笠に 多少の 装飾 をつ け 趣好 を 出さう とい ふので、 レ H ス 


の 装飾な ど をつ けたり はする も 0^、 その 装飾が また どこの 家で も 同じ もの だ。 瓦斯の， 機械、 こ 

れ もみな 一 色 Q ものである。 . —— 等々 ん， 私 は 一 々觀 察して ゐ るいと まがない。 とにかく 我々 は、 

我々 の 生活の 周圍を 眺め 廻したら、 それでよ いの だ。 ラヂォ が 便利 だとい つても、 その 近傍の ラ 

ウド. スピ イカ ァ から 聞え て來 る昔樂 が、 みな 同一 の もので あり、 その 町す つかりに 同じ 昔樂が 

響き わたって ゐる としたら これ はまた 何と. S ふ 調の 世界で あるか。 機械に 個性 は まれない。 

一 つ の 機械に いろいろの 形の 電燈の 笠 をつ くって 貰 ひたいと 註文した ところで それ は 出来る こと 

でな. S 。機械 は 精々 よい 形の もの を 一 つ だけき めて 置いて、 さて その 形の もの を 出来るだけ 早く 

出来るだけ 安價 につく る 工夫 はない かと 骨 を 折った 結 屮： 來 たもの だ。 が、 どんなに よい 形で も 

一色し か社會 にない ものと すれば、 これ は 賢に 單調 極まる、 まことに 退屈な もので はない か。 機 

械は 便利 だとい つて 機械に すべ ての 品物 を 製造 させて ゐた 11 に、 我々 の 生活 はすつ かり 機械で 製 

造した ものに 取り 圍 まれ、 まことに 單調 無趣味な ものに なって 了った ので ある。 況んゃ 工場で 働 

らいて ゐる 身に して 見れば、 あの 工場 Q 不倫 快な 騷音、 惡臭、 沈 1^ を 何とすべき であるか。 これ 

ほど 沒 趣味な 工場の 中で、 仕事から 何の 慰藉 を 受ける こ ともなく 終日 勞働 しなければ ならない 近 

代の 生活 は堪へ 難い もので はない か。 
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自然の 母跆を 離れる 

第三に、 機械が 人間の 手に 代った 結果、 我々 の 生活 は 次第に 土臭. S 自然から 離れて、 人工的の 

ものに なって 行った。 また これからの 生活 は、 1 暦 さう して 自然から 離れた ものに ならう として 

ゐる。 生活の 一 部分が 人工的の ものになる の は 已むを得ない ことで あるし、 また 人工的な もの だ 

から. S けな S とい ふ 理由 もない。 人工的な もの 勿論 頗る 美しく も あれば、 また 我々 の 生活 を悅ば 

せて くれる もので も ある。 併しながら 自然 はや はり 我々 の 生活の なつかしい 母で はない か。 自然 

はつめ たくない。 ra: 苦しい 思 ひ を させない。 そして 人工的の もの は 一 面 的の 働ら きに よって 一 面 

的に 使役せられ、 一面 的の 美し さ を 持つ に過ぎないが、 自然の もの は 全面的の 働ら きを 持ち、 全 

面 的に 美しい。 それ はどう 使っても 使 ひきれ ないし、 また どう 眺めても 眺め きれな. S 美し さ だ。 

自然 はまた 甚だ 健康で あり、 奥深い ゆかし さ を 持って ゐる。 霧 深い 谷に 建って ゐる 陋屋から 朝に 

夕に 眺める 景色 は、 電飾が 照らし 出す 都會の 街頭より は 勿論 美しくて、 その美 は 千 差 萬 別で あり、 

眺めて. S よいよ 深くなる。 そして、 ここで は 都會の やうに 氣ぜ はしい 感じが しな. so 夕 顏搠の 下 

で 蚊 遣 火 をた きながら 飮む 1 ば. S の 番茶 は、 ジャ ッズを あびる 力 ッ フ H 1 で 女給の 嬌笑に 迎 へら 

れ ながら 飲む 髙惯な 紅茶よりも、 どんなに 健康な、 また 心の底から 親 まれる 香氣を 持つ ことで あ 


人工的な ものが ひろく 使 はれる と は、 結局 は都會 的な ものが 跋扈 するとい ふこと である。 ffl 舍 

の 生活 は實際 Q ところ 健康であった。 何 を飮ん でもた ベ て も、 それ は 田 舍で土 Q 上に 生 ひ 育った 

自然 物 だ。 然るに 都會 でつ くられる もの は、 菓子 一 つに しても 有毒な 色素が 含まれ、 防腐 劑が沮 

和せられ てゐ て、 我々 の 健康 を 害する。 便利 だ、 安價 だと 思って ゐる 間に、 それ は 大抵 都 會のも 

のに 特有の 有害な 成分 を 含み、 我々 の 生活 を 蝕 害する。 これ だけ 文明が 進んで 來た曉 に、 我々 は 

改めて 田 舍を戀 する やうに なった。 人工 物の 虛僞を 離れて 自然の 母の 懐に いだかれ たくな つたの 

だ 0 

機械文明 は 否定 出來 るか 

現代文明 は、 機械文明 だと i: ばれて ゐる。 機械 を發 明した 最初に は、 機械 を 使って 多少で も 我 

我の 骨折 を 減らし 生活 を豐 かにし ようと 思った ものであるが、 さて 今の やう に 機械が 跋 凰し て 來 

て 見る と、 さあ 我々 はこの 機械の 恩惠を 蒙った 文明に 感謝して よい か、 或は それ を 非難して よ S 

かに 惑 はなければ なら なくなった。 機械 は 我 々 の 使 ふ ものではなくて 我 々 を 使 ふ ものである。 機 

械は 我々 の 生活から 個性 をす つかり 奪 ひ 去った。 機械 は 我々 を 自然の懐から 離して 了った。 かう 
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なって は、 機械 は單 純に 我々 の 生活の 便 不便の 問題で はない。 それ は 文明の 性質 を 全然 ー變 せし 

めた の だ。 機械に 使 はれ、 個性が 失 はれ、 自然から 取り離された 生活 は、 全く 生き甲斐 のない、 

價 値の 低い 生活で はない か。 我々 は それでもな ほこの 機械 文 明 を 最後 ま で 謳歌す る こと が 出來 る 

であらう か。 それと も 機械 の ま だ發明 せられて ゐ なかった 昔の 生活に 還 冗す るた めの 運動 を 起す 

べきで あらう か。 ここに 機械 は 我々 の 文明の 重大問題 になった の だ。 

我々 は先づ この 問題 を 解決す るた めに、 問題 をい かやう に處 置し 整理すべき であるか を考 へな 

ければ ならない。 機械 は筢 えす 進歩す る ものである こと を 私 は旣に 並べ た。 機械の 進歩が 一 定の 

と； J ろで 停止し、 その 點 以上に は 進歩し ない ものである とすれば、 機械 は 我々 の 文明 問題に なら 

ないで あらう。 何故 なれば 機械の この 頂上の 發達を 標準と して、 我々 は 生活の すべて を それに 適 

合 出來る やうに 調節す る； J とも K 來 るからで ある。 然るに 機械の 發 達に は 際限がない。 永遠の 將 

來 にいた るまで さう であるか どうか は 不明 だとしても、 とにかく 現在 はさう であるし、 相 當に遠 

ぃ將來 まで もさう である こと は 疑 はれない。 しかもな ほ 重要な こと は、 機械の 進歩 は 極めて 僅か 

の もので あっても、 その 進歩が 社會 生活の 上に 裔らす 革命 は、 最近に 於いて は實に 偉大な ものに 

なった とい ふこと だ。 例へば 舫縝 機械の 發明 Q 如き は、 物理 學的 知識 Q 適用の 上から 見れば、 大 

した もので ない。 これ 位の 發明は 何も 取り立てて. S ふべき 程度の もので ない。 それに も 拘らす 社 

會 生活の 上に は、 紡績 機械の 發明は 全く 革命的の 變 化を與 へる。 その 機械 を 使って 大規模に 生產 


の 仕事 をす る 大工 場 制度 は、 それ を 端緒と して 發 達する の だ。 ラヂォ ゃトォ キイの 發 明な ども、 

發明 自身と して 見れば 大して 驚嘆すべき ことで はない。 これ 位の 發明は 現在の 物理 學に 取り 餘り 

にも 當然の もの だと. S へる であらう。 併しながら ラヂォ ゃトォ キイが 民衆の ものに なつ た 現在 Q 

文明 生活 は、 舊 時と 比較し すっかり その 色彩 を 改めた ので ある。 我々 の 藝術的 世界 だけにして 見 

て も、 過去 數 千年の 歷史が 經驗し 得なかった 新ら しい もの を、 トォ キイ は 我々 に 提供した の だ。 

かやう にして 機械 今後の 發 達を豫 想しても、 物理 學ゃ 化學 の範圍 では 理論的に さう 大して 驚嘆す 

ベ き發明 でない に 拘ら す、 我 え の 文明 生活 社會生 活に與 へる 影響 は 屡 C 革命的 である に 相違な い 0 

機械の 發達は 依然として 我々 に 重大の 問題で ある。 

さ て かく 機械 は 今後 も 絶えす 進歩し て やまない ものと すれば、 機械 自身に 取つ て は 常に 進歩し 

て 一 所に 停滞し ない ことが それの 本性で あると い へよう。 然 らば 機械 を 現在の 儘で とどめて これ 

以上に 發 達せし めな. S やうに するとい ふ 見方 は、 一種の 機械 反對 論で ある。 何故 なれば、 機械 は 

進む のが それの 本性で あるから、 これ を 進ませないで 置く ために は そ の 進みに 妨害 を 加 へ なけれ 

ばなら す、 隨 つて それ は 機械の 進みに 妨害 を 加へ る 一般の 論と、 論の 性質 上 何の 相違 を も 持た な 

い ものになる が 故で ある。 機械に つ いて は、 だから 二つ の 見方し かない。 第 一 に は、 機械 を その 

本性に 隨 はしめ て 絶えす 進步 せしめる か、 第二に は、 機械の 進みに 何等かの 調節 を 加へ る ためこ 

の 進みに 停頓 を 加へ る 方策 を講 する か だ。 それで 我々 の 問題 は、 始めて その 主眼 點を 明らかなら 
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しめ、 その 問題の 性質に 整理 を 加へ しめたの である。 卽ち 我々 の 最初に 決定し なければ ならない 

問題 は、 先づ 次の 如き 形 を 持たなければ なるまい。 「我々 は 機械の 結えざる 進歩 を 否定す る こと 

が 出来る か。」 さう だ、 この 問題が 決定せられ なければ、 機械の 進みに 關し 如何なる 偎値 批判 を 

なした ところで それ は 無用に 歸 する。 何故 なれば 機械の 進み は 否定せられ 得る かどう かが、 我々 

の 先決問題 であり、 その 進み を 否定し 得る ものなら ば、 我々 は 現在の 生活に 適合す る やうに 機械 

を任意に調節することが3^來るでぁらぅし、 また その 進み を 否定し 得ない ものなら ば、 機械の 進 

みに 對 しいかなる 價値批 刹 をな したと ころで、 それ を 否定す る 方策 を どうに も發 見し 得ない から 

である。 —— 問題の 形 は、 先づ 明らかにせられた。 我々 は 機械の 進み を 否定す る ことが £ 來 るか 

どうか 0 

自然 科學の 無限の 進歩 

この 問題 を 周到に 考察して 行った 結果、 私 はどう も 機械の 進みに 何等かの 制 抑 を 加へ る ことが 

m 來 ると 考る ものに、 赞成 する ことのお 来ない 氣 がする。 機械の 進み は 我々 の 生活に 對 して、 總 

括 的に 利益 を 與へ る もので あるか 或は また それの 反對 であるか、 機械の 與 へる 利益と 害惡 とを牧 

ま 決算した 結 ra; ^機械の 進み は 寧ろ 利益で あるか、 或は 寧ろ 有害で あるか、 その 價 値の 批釗 につい 


て は 今し ばらく 述べない。 何故 なれば、 機械の 無限の 進み は 我々 に對し 寧ろ 有害で あると 批钊せ 

られ たと しても、 その 進み はいかに しても 否定せられ 得ない ものである とすれば、 この 惯値 批判 

は 直ちに 何等かの 方策 を 生み出す こ とが 出来ない。 批判 は；！ 局 我 々 の資 行に 對し て 空論と なる。 

然るに 今 この 機械の 進み を 種々 の點 から 考察して 見ても、 その 進み を 否定す る こと は 全く 不可能 

であると 斷す るより 外 はない。 然 らば 機械に 對 して 取る 我々 の 方策 は、 ^局 機械の 進み を 否定し 

な. S こと を 根本に 容認して、 その 容認の 上に 立てられなければ なるまい。 

機械の 進み は、 結局 何故に 否定せられ 得ない か。 その 理由 は 次の 如き ものである。 

第一 に、 我々 の 自然 科學は 絡え す 進歩す る 性質の もの だ。 機械の 進み は 寧ろ この 自然 科 學の進 

みの 一 面 を 表現した に過ぎない。 自然 科學の 進みが 無限に 停止せ しめられ 得ない 以上 は、 機械の 

進み を 何等かの 點で 停止せ しめる こと は 出来る 箸がない。 

この 理由 は 極めて 明瞭で あらう。 自然 科學も 勿論 我々 の 生活の 要求の 中から 生れた もの だ。 併 

しながら 一 旦 自然 科 學が學 問 的に 成立して 了った とすれば、 その 學問は 無限に 發 達する こと を そ 

れの 本能と する。 言 ひ換 へれば、 自然 科學 なる ものが 成立した 原因 は 勿論 人間の 要求に あるが、 

そ の 自然 科 學を學 問 的に 組織 立 てること もまた 人間の やみ 難. S 要求で あるし、 ま た 斯く科 舉を學 

問 的に 組織 立てる 以上 は、 科學は 無限に 進歩して 停止し ない。 「この 逢のと ころで 科學の 進み を 

とどめて かう」 といって 科擧を 研究して ゐて は、 科 擧は實 は退步 する より 外に 仕方がなく、 科 
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學の 進み を 停頓せ しめる ところに 科學 なる も 0 は 最早 存在して ゐ ない。 言 はば 科學 の進步 は、 算 

術の 問題の 運算に 取り かかった やうな もの だ。 私 は 運算 をし はじめた。 一旦し はじめた 以上、 そ 

のま ま 運算 をつ づけて 答へ を 出 さなければ ならない。 ここらで  一 tn; 運算 を 停頓せ しめて 置かう と 

いふ 譯に はいかない。 が、 自然 科學の 運算に は、 究極の 答への 出る 時がない。 何 か 1 つ 答への お 

た 時 は、 もう 直ぐに 新ら しい 問題が 與 へられた 時 だ。 自然 科 學を考 へて ゐる とい ふこと は、 その 

科學を もっと 先方 へ 進める やうに 骨 を 折って ゐ ると いふ ことで あるから、 自然 科舉を 全く 考 へな 

い 限り は、 自然 科學を 進めないで 置く と. S ふわけ にいかない。 

自然 科學の 進み は、 また 例 を 取る とすれば、 空中 を 飛んで ゐる 飛行機の やうな もの だ。 我々 は 

今 軍用 飛行機で 敵 狀の愤 察に 出た。 敵が 駐屯して ゐ ると. ころまで は、 勿論 飛行機 も 飛んで くれな 

いと 困る。 また 地上に ゐては 射 せられる から、 飛行機 は 敵の 頭上 遙 かに 飛んで ゐて くれないと 

困る。 さて 飛行機 はいよ- S よ 駐屯して ゐる 敵の 頭上に 來 たので ある。 最早 飛行機 は それ 以上 遠く 

へ 飛ぶ 必要 はなく、 ただ 敵の 上に 停頓して ゐて くれれば それでよ. S の だ。 が、 飛行機に 取って は 

飛んで 前へ 進む ことが、 飛行機 を 空中へ 浮揚せ しめる 所以で ある。 前へ 飛ぶ こと を やめた 時 は、 

直ちに 機が 地上へ 落下した 時で ある。 機 を 空中に 支持す るた めに は、 飛行機 は、 とにかく 飛んで 

絡え， f 前方へ 進まなければ ならない。 11 自然 科學 がまた 全く さう した 性質の もの だ。 「自然 科 

擧は 一定の 程度の 進みで 停頓せ しめて 置いて、 その 程度の 自然 科學の 恩惠を 受けよう。」 これ は 


1 見 便利な 方策の やうに 聞え るが、 實際は全く不可^：-のことを目論んだものでぁる。 

SI 然科學 の 理想 は 

自然 科學の 無限の 進歩と いふ ことに 對し て は、 次 G や ラ に 說を なす もの が あ る 。 —— 自然 科 £51- 

は 今までに 實に 驚嘆す ベ き 發達を 遂げた。 人間 は 全く そ Q 知識の すべ て を これに 打ち込んで、 科 

學を 前方へ 押し進め たの だ。 倂 しか やうに 學問を 極度に 押し進めた 時に、 人 は 自分 C- 頭の 重み 

に堪へ なくなった。 今 の 自然 科學 の 內容を 見よ 。 それ は 何とい ふ複雜 極ま りの ない もので あるか。 

そして 餘 りに も專門 的に、 分業 をな して ゐる。 この 複雜 の內容 は、 それに 素人の 寄り付く こと を 

許さない。 また 一 つの 科學の 專鬥家 は、 自分の 取り扱つ てる 以外の 科舉の 知識 を 容易に は 知る こ 

とが 出來 ないやう になって 了った。 これ 程內容 が複雜 となり 專門 的と なって 了った 時に、 人 il は 

つ ひに 頭ば かりが 大きくな つた 動物に なった の だ。 人 問 は その 科學の 重みに 堪 へられない。 この 

複雜 の內容 をな ほ 一 歷複雜 ならしめ 專鬥 的の も Q をより 深く 專鬥 的なら しめようと 思つ て も、 人 

問の 知力 は旣に それの 限界に 達して ゐる。 ここまで は堪 へる ことが 出來 た、 し，？." しこれ 以上に は 

流石の 人間 も堪 へる ことが 出 來 ない。 —— 

この 考へ方 は 一見 道理が ある やうに も 思へ る。 そして 世間の 多くの 人々 が、 それに 同感す るか 
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も 知れない。 併しながら よく 考 へて 見れば、 これ は大 いなる 誤謬に 陷 つて ゐる。 自然 科學の 硏究. 

は 行き詰まり になって ゐ るか、 自然 科擧者 はも はや その 研究の 重みに 堪 へないで ゐ るか。 そのこ 

とに ついては、 何よりも 先き に 自然 科學者 自身のと ころへ 行って、 たづね て 見る がよ い。 「^じ 

て」 II さう 答へ る ことに 於いて、 彼等 は 屹度 一 致す るに 相違ない。 自然 科學の 內容は どんなに 

複雜 になった としても、 これで 進歩 0 限界に 達した もので はない。 また それで、 自然 科學 者が 知 

識の 重みに 負けて 了って ゐる とい ふやうな もので は斷 じて ない の だ。 先づ 第一 に、 自然 科 學の內 

容 は複雜 極まりな いものに なった とい ふこと について 考へ て 見よう。 いかにも 自然 科學者 はむ づ 

か し- S 公式 だの 數學式 だ の を 動か して ゐる ので、 その 內容は 素人な どに 及び のっかな いものに な 

つ て 了った。 準備の 知識がなければ、 今の 自然 科學を 一 寸^いて 見よう などい つたと ころで 出來 

る ことで はな い。 だから 一般の 人達 は、 自然 科 學の專 門の 知識と 沒交涉 に 生き、 專 門の 自然 科學 

者 だけが その 研究に たづ さはって ゐる。 こんなにむ づ かしい 數學式 を 解く やうになる に は、 容易 

の 努力で あるまい。 だから これから 先き その 內容を  一 ij 押し進める こと は、 全く 不可能の ものに 

相違ない。 11 我々 が專 門の 自然 科舉 書を靦 いたり、 機械の 澤 山に 並んだ 工場な ど を見學 したり 

すれば、 直ぐに さう 考へ るので ある。 併し この 見方 は 事實に 合致し ない。 當の 自然 科學者 自身に 

して 見る と、 自然 科舉の 內容は 一向 複雜の ものに なって ゐ ない。 そして 自然 科學の 進んで 行く 方 

向 は、 この 素人 風の 見方と は 全く 反 對だ。 自然 科 學の發 達 は、 見方 を 益 5 複雜に 進めて ゐる もの 


ではなくて、 見方 を 益 X- 簡單 にしよう として 進んで ゐる もの だ。 そして 現在の 自然 科學の 知識 は 

だんだんと 簡 單に統 一 せられた も Q になって 來た。 

自然 科學の 見方が 初めて 起った 時には、 一 々の 現象 ごとに^々 の 法則 を考 へて ゐた。 併し 一つ 

の 現象に ついて 一 つの 法則 を考 へて ゐて は、 自然 科學 にならない。 幾つかの 現象に 對 して 共通に 

適用 せられる 法則 を 見出す、 しかも 3^來 る 限り 簡單の 法則 を 見出す、 —— これが 自然 科學の 要求 

である。 だから 出来る限り 少ない 數の 簡單の 法則で、 出来る限り 廣ぃ範 園の 現象 を說 明し 得る や 

うに、 自然 科學は 過去に 於いて 進んで 來た。 これからの 進み もまた 全く それで あるに 相違ない。 

昔 は 熱と 光と 電氣と は 皆な 別々 の 現象であった。 我々 の感覺 に觸れ ると ころで は、 熱と 光と 電氣 

と は、 それぞれに 別の 現象で あり、 それら を 一 つに 纏めて 考 へる こと はちよ つと 出来さう にもな 

い。 物理 擧も亦 それぞれに 別の 研究の 道 を 取って ゐた。 然るに 今の 物理 學 では、 それらの 現象 を 

すべて 電氣の 見方で 統一 して 考 へる やうに なって ゐる。 それだけ 自然 科學の 見方が 簡單 にせられ 

たの だ。 自然界の 物質 を いくつかの 元素の 寄り集まって 來 たもの だと 考 へた 化 學は、 自然 科學 

として 一 大勝 利 を 得た ものと いはなければ ならな. so 何故 なれば、 水 を 水と 呼ぶ 特別の 物質と 考 

へす、 酸素と 水素との 化合した 物質と 考 へた 時に、 水に ついて 特別の 見方が 必要で なく 世界の 物 

質の 見方の 數は それだけ 減少せ しめられ たから、 なるほど 水 を 分解して 酸素と 水素と にした とこ 

ろ は 却って 見方 を複雜 にした ともい へ るで あらう。 併し 酸素と 水素と によって 水 以外の 多くの 化 
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合 物も說 明^ 來る とすれば、 全體 として 見 fc^ は 甚だ 簡單 にせられ たの だ。 が、 その 元素で さへ も" 

今では それより もっと 簡單な ものに 歸 せしめられよ うとして ゐる。 

自然界の 現象 や 物質 を それぞれ 別箇に 取扱 ふと は、 それらの 間に 關係を 求め 得ないで ゐる とい 

ふこと だ。 關係 がっかなければ それだけ 見方 は複雜 になって 來る。 例へば、 我々 は 今 或る 小學校 

へ いって、 運動場で 遊んで ゐる 子供達 を 見た とする。 その 數は 多くて、 とても 全體の 子供 をお ぼ 

ぇることが3^來なぃ。 それ は これらの 子供 相互の 間に、 何の 關係を も 見 31 す ことが 出來 ないから 

だ。 然るに 授業が 始まって、 それらの 子供が それぞれの 舉 年の 窒へ這 入った とする。 4 一-. K は 何と 

いふ 簡 saf さで あらう。 子供達の 間は學 年と いふ 關 係で 整理せられ るの だ。 次に この 學 年の 子供が 

男と 女と で兩 側へ 分れて 並ばせられた とする。 今度 はもう 一 段關 係が 細かくな つた。 また その 男 

女に ついて、 名前の 五十音順で 並ばせられて ゐた とする。 その 時 は 全體の 人数が 殆ど 完全に 整理 

せられた の だ。 いかにも 斯樣 にして 關係は 次第に 細かになる から、 その やうに 關 係が 細かになる 

こと はものが 一 層複雜 になった こと だと も 見られよ うが、 取扱 Q 上で は 決して さう でない。 我々 

は 何も 一 々の 生徒 を 記憶して ゐる 必要 はない。 學 年で 分け、 男女で 分け、 最後に 五十音順で 並ば 

せた。 ただこれ だけの こと を 知って 居れば、 それでよ. SQ だ。 あと は 帳簿に その 結 raK を蒈 いてお 

けば 必要の 時に 調べ る こと が出來 る。 —— 今 の 自然 科學が さう した 性質の ものな の だ。 

大冊の 生徒 名簿、 男女^に した もの、 年齢 別にした もの、 通學地 一!il 別にした もの、 學 年. 別に レ 


たもの、 成镜 順にした もの、 等々々、 幾 冊 かの 名簿 を備 へつ けて ある 外観 を 人 は 見て、 「これで 

は 複雜で やり切れない。 これ を 知る ところの 敎師は 行き詰まり だ」 とい ふ ものが あると すれば、 

それ は 自然 科學 が複雜 でもう 行き詰まり になって ゐ ると いふと 同じ 人 だ。 かやう の 名簿 をつ くれ 

ば こそ、 子供の 見方が 簡單 にせられ るの だ。 一 人 一 人の子 供に ついて 別々 の 知識 を 持つ とすれば、 

それ はいかに 複雜 で、 面倒く さいこと であるか。 一 © の 名簿 もない。 それ は その 點 では. S かに も 

簡單 であらう。 しかし かう して 名簿 一 冊ない ところで 一 人の子 供の 年齢 成績 等々 々を どうして 知 

る；」 とが 來 るか。 

自然 科學の 知識 はだん だん 統一的になる。 そしてす ベての 現象す ベての 法則 Q 上に 更に 何等か 

の 關係を 求めて 行かう とする。 複雜 になる の は外觀 であって、 それの 內容 ではない。 少なくも 自 

然科擧 は、 現象の 關係を 出来るだけ 簡單に 統一 的に まとめる こと を 目的と して ゐる。 その 自然 科 

學の 知識が 進めば、 我々 は 頭 を 益. Z 簡單に 整理す る ことが 出來 るので ある。 そして 一 々の 現象に 

屬 する こと は、 悉く 頭の 中へ 記憶して ゐ ないでも、 記錄に 書きと どめて 置けば、 必耍の 時に 索引 

でさが し 出せば それでよ い。 自然 科舉 は、 物の 見方 を！ I ぬ- > /經濟 的に 進める こと だ。 それに 限界が 

ある こと は考 へられない。 
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自然 科 學は行 詰 つた か 

次に 自然 科擧の 知識が 專門 的に 分科して 行く から 行き詰まりに なると. S ふ考へ も、 今の 考 

察に より、 決して さう でな. S ことが 分る であらう。 自然 科學の 知識が 益 丄界門 的に 細かく 分科し 

て 行く こと は、 僞 でない。 今の 自然 科學は 確かに さう して 發 達した。 併しながら その 專門 化と い 

ふ は、 先き の兒童 名簿が： 細かに 專門 化して 行く とい ふと 同じ もの だ。 兒童 名簿 は、 年齢^、 

通舉地 151! 別、 成績 別、 性能 別 等々々 種々 の 標準 を 立てて 益./ 細密に 調査して おかなければ ならな 

いが、 それ を 完全な、 該り のな. S ものにしようと 思へば、 或る 一人の 敎師は 何 學年か 0 子供 を 一 

緖 に取极 はないで、 出来る限り 少數の 子供 だけ を取极 はなければ なるまい。 さう でなければ 觀察 

に 誤が 出來 る。 かくして 敎師は それぞれに 分擔 をして、 或る 少數の 子供 だけ を 自分の 擔任範 園と 

する。 かくした 時に、 仕事 はいよ いよ 尊 門 化した とい はれる かも 知れない。 しかし 斯く すれば こ 

そ、 全體の 統一 は簡單 となり、 すべての 上に 危 つけの な. S 關係を 求める ことが 出来る やうになる 

の だ。 一人の 科學 者. は 他の 科學 者の 研究 を 基礎と して、 その上に 自分の 擔 任した 範圍の 研究 を 進 

めて 行く。 一 々の 細密な 末端 を 研究 範圍 にせす、 法則の 根本的な もの だけ を 研究の 材料に し、 そ 

れ の 相互 關係を 求める とい ふ 專門學 者 も 出て 來る であらう。 人 それぞれに 任意の 範圍を 自分の 研 


究 Q 內容に すれば よい。 學問は 益、、 分業 化せられ、 專鬥 的と なって 行く けれども、 一 人 Q 科舉者 

がその すべて を 頭の 中に つめ 込まなければ ならぬ ので はない。 一人の 科學者 は、 自分の 播當 した 

範圍 だけにつ いて 詳密な 知識 を 持ち、 それ 以外 Q 事に つ S て は 他の 舉 者の 研究した 結果 を 借れば、 

それでよ い Q だ。 學 者が 分業 化した から、 その 學 問に 行き詰まりが 來る とはい はれない こと だ。 

獨創 的の 進み は 無くなる か 

尤も かやう に自 然科學 が 細かく 專門 的に なれば 、知識 はた だ 細密に なって 行く とい ふだけ で、 

獨創 的に 大きく 飛び出す ことがない。 隨 つて 學 問の 進みに は 限界が あって、 今後 それ 程 偉大な 發 

見 はない かも 知れない、 —— とい ふ 見方が 出る とも 思 ふけれ ども、 こ の 見方 も 全部 的に 正し いと 

は. S はれない こと だ。 自然 科挙 はか やうに 專鬥 的に 分科して、 一 々の 現象 を 次第に 細かく 分析す 

る こと を、 仕事の 目的と して ゐる。 それが 自然 科 學本來 の 任務な の だ。 この 點 では、 自然 科舉の 

仕事 Q 見方 は 文明に 對 する 我々 の 見方な どと 違った ところ を 持つ もの だ。 社會に 起る 歷 史的 Q 現 

象、 文明の 現象な どに 對 して は、 細かく 分析 を 加へ る 仕事 は 勿論 必要で あり、 それ を缺 かす こと 

は出來 ない けれども、 それだけ では 社會ゃ 文明に 對 しての 纏まった 考 へが 出来て 來 ない。 社會ゃ 

文明の 現象に 對 して は、 全體を 一度に 目の 中へ 入れた 方法 を 加へ る ことが 必耍 だ。 もっと 詳しく 
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い へば 自然 科學 では 現象 を いくらでも 細かく 部分に 分ち、 分けた 部分 を 更に 細かく ti 分 するとい 

ふこと をして、 その 部分で 研究した 法則 を 他に 押さう とする が、 社會ゃ 文明に ついては、 先づ全 

體を そのままに 受け取って、 その 全 體に對 しこの 現象 はどうい ふ 地 伉 を 持つ もの だら うか と^へ 

る 0 

自然 科舉 では、 法則 を 得る といっても、 自然界に 起る 現象 をす つかり 觀ぉ A して 然る 後に 一 つの 

法則に 纏める ので はない。 例へば 「物 はすべ て 地球に 向つ て 落下す る」 と 法則 的に. S はう とすれ 

ば、 我々 は 過去 現在の 現象に ついて 經驗の 及ぶ 範圍 での 観察 ゃ實驗 をし、 その 觀察 ゃ實驗 を 土 S 

にして、 これ だけの こと をい ふので ある。 今後 起る 無数の 現象に ついても その 法則が 一 の 例外な 

く 適 川せられ るか どうか はま だ觀 察せられ 實驗 せられて ゐな. so 併し 我々 は 或る 部分での 觀察ゃ 

實-驗 を 基礎と して、 「今後 起る すべての 現象 を 通じて、 物 は 悉く 地球に 向 ひ 落下す るに 相違ない」 

と斷定 する ので ある。 かやう にした 時、 自然 科擧の 法則 は 成立す る。 社會ゃ 文明に 對 する 我々 の 

見方 は それと は 違って ゐる。 これに 對 しても 部分的の 調 は 必要で あるし、 自然現象 について 試 

みたと 同じ やうに 或る 部分の 觀察を 基礎と して 全體の 動き を 推定す る 方法 を も 取るべき であらう o 

併しながら、 それ は 社會ゃ 文明の 現象 を 研究す る 同 有 Q 方法で はない。 社會ゃ 文明に つ. S て は、 

先 づ全體 に 着目す る ことが 肝要 だ。 自然 科學 では 部分 を 纏め 上げれば 全體 になる の だが、 社 や 

文明で は 部分 を 纏め 上げた だけで _ ^りなく 全體 0 ものに なるとい ふわけ にいかない。 全體の もの 


は、 その 全體で 或る 特色 を 持って ゐる。 そして 部分の 現象 は、 そのみ； 體に對 して 或る 地位 を 持つ 

ので ある。 明治時代 は 明治時代で 或る 特色 を 持ち、 その 時代の 中に 自由 黨は 自由 黨 としての 特有 

の 地位 を 占めて ゐた。 これ を 自然現象 として 見るならば、 明治時代 も 大正時代 も區刖 せられない 

し、 自由 黨も政 友 會も無 產黨も 等しく 政黨 だ。 い やその 政 蒸と いふ も Q も 人間の 群壤 とい ふ點で 

他の 會 合と ら ない。 —— 

自然 科學 では かやう の簡單 化の 道 を 取る。 然るに 社會ゃ 文明 を觀 察する もの は、 政 友會ゃ 無産 

黨が政 友會ゃ 無產黨 であって それ 以外の 政黨 ではな. S ところの 個性に 着目し なければ ならない。 

それ は全體 を先づ そのままに、 一纏めの、 個性 を 持った 統一 體 として 受取り、 さて その 統一 に 於 

ける、 個々 の 現象の 個性的な 地位 を 見る こと を 意味す るの だ。 さて かやう にして、 自然 科學 特有 

の 仕事の 性質が 分った とすれば、 自然 科學 がいよ いよ 細かく 分業 的に なり、 專門 化して 行く こと 

は、 自然 科學 自身の 進みの 停頓 を 意味す る もので はない。 それ は 自然 科學 本来の 性質で ある。 社 

會ゃ 文明の 見方が かやう に 細かく 分業 的に なり 專鬥 化せられ て. S つ たと すれば、 その 分業 的の い 

ろい ろの 見方 を 結びつ け 全體を 全體 として 取极ふ 、 と い ふ 態度が 多少 はおろ そかに せられる かも 

知れない。 かやう にして 全體 としての 見方が 失 はれれば、 社會ゃ 文明に 關 しての 研究 は 大いに 進 

步 する ことが 出 來 ない。 併しながら 自然 科學に 取って は、 分業 や 專鬥化 は どれ だけ 細かに なった 

としても、 それ故に 自然 科學の 大局の 目が 失 はれ 自然 科學の 進み は 停頓した、 など. S ふこと はな 
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いので ある。 部分的に 極めて 細かく 進んだ 研究の 中から 大. S なる 法則 を 見出す のが、 自然 科學の 

仕事 だ。 

かくして 我々 は 自然 科學の 進みに 關 して、 殘る ところな く考 へて 見た。 我々 人類 は、 自然 科學 

のこの 複雜 なる 知識の 重みに 堪へ なくなった。 自然 科學の 進み は 今や 全く 行き詰まり になった、 

と- S ふ 見方 は 誤謬であった。 勿論 今後 或る時 期が 来たら、 自然 科學の 進みに も 多少の 停頓が 来な 

いと も 限らな. s。 何 か 或る 理由 を 以て 人間が 自然 科學の 研究に 今程 熱心に たづ さはれ なくなった 

と か 、 自然 科學が 極度に 進み これ 以上の 發見を なすこと が 容易 で なくなった とかい ふ 時が 来たと 

すれば、 自然 科學の 進みに は 一 頓挫が 来る かも 知れない。 倂 しこれ は 今後 どれ だけの 年代 を經過 

せしめる か 知れない すっと 先き のこと だ。 また さう した 時代が 來 るか 来ない かも、 明確に は斷定 

のお 来ない、 ただの 想像な のお。 現在のところ では、 我々 はさう した こと を考 へないで よ 50 自 

然科學 は 今後 も 何等 停頓す ると ころな く、 澄剌 として 進步 する だら う。 そして 自然 科學 がさう し 

た發達 をな す 以上 は、 この 自然 科學の 進みに よって 刺激 せられる 機械の 進みに も、 我々 は 何等か 

の 停 滯を考 へるべき でない。 

機械と 人間の 勞役 


機械の 進み は 決して 否定せられ 得ない 理由 Q 第 一 を 我々 は 考察し 終った。 更に その 先き を考へ 

つ づけよう。 

第二に は、 11 機械の 進み は 否定せられ 得ない 理由の、 1 , 梭械 はや はり 人間の 勞役を 減少せ 

しめる もの だから、 人間が その 勞 役の 代りに 益 多く 機械 を 使用す る こと は、 否定せられ さう に 

見えない。 

成程、 我々 が旣に 見て 來た 如く、 機械が 人間の 勞 役の 代り をな し 人間の 骨折 を 減少せ しめてく 

れる こと は、 遊んで 食って ゐる 人に 取って は眞實 であっても、 工場へ 雇 はれて 働ら く勞働 者に 取 

つて は M: でな いとい ふ反對 論が 成り立つ であらう。 この 反 對論は 決して 間違 ひで ない。 併しな が 

ら我々 は 今人 間 を さう した 階級に 區 別し ないで、 人間の 集まり を全體 として 考へ、 その 人間の 骨 

折 を も同樣 に全體 として 考へ、 「この 全體の 人間の 勞役を 見るならば、 人間 は 機械 を 使 ふこと に 

よって その 勞役を 減少せ しめ 得て ゐ るか どうか、 —— と 者へ て 見よう。 然る 時には、 人間 は 機械 

を 使った 時の 方が 機械 を 使 はないで ゐた 時よりも、 その 勞役を 大いに 節約せ しめて ゐ るに 相 遠な 

い。 我々 の 社會が 持って ゐる 生活に 必要な 品物に 比較しての 我々 の勞 働の 分量 を 見て 行く と、 確 

かに 僅かの 勞働を 以て 多くの 品物 を 生産して ゐ るの だ。 然 らば それだけ 我々 の 勞役は 節約せられ 

てゐ るので ある。 梭械を 使用 すれば 機械 を 使用し な. S 時よりも 我々 の勞 役が 節約せられ るの は 全 

く 自明の理 だ。 そこで かやう に 機械 を 使へば 確かに 我々 の勞 役の 節約 せられる ことの 分って ゐる 
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時に、 我々 は 他に よほど 强. S 理由 を 持った にしても、 容 0^- に、 機械 を廢棄 しょうと^ へる もので 

ない。 機械の 進み はどうしても 否定せられ 得ない。 —— 

併し これ は 抽象的の 議論 だとい ふ 反 對論も 見られる であらう。 何故 なれば それ は 社會の 階級 的 

分裂 を 無視した 議論 だから。 働かない 階級と 働ら く 階級と が 分裂して ゐ る社會 では、 働ら く 階級 

の 勞働は 少しも 減らされて ゐす、 寧ろ 前より は餘 計に なった。 また 今の 商業主義の 弊害から、 今 

の社會 では 不必要に 多くの 商品 を 製造して ゐる。 全部が 寶れ もしない 商品 を、 お 互に 競爭 して 無 

數に 生産して ゐる。 商品の 分量 は、 昔と 今と で とても 比铰が S 來な いし、 また この 先き どれ だけ 

でも 增 加す るに 相違ない 形勢 だ。 これで 勞 働の 骨折が 減少す るな どと はどうして. S はれよう。 な 

る ほど 全體の 人間が こ の 機械に 取り かかって そ れを 動かす もの ならば 、 骨折 は 減少 するとい ふこ 

とも あらう が、 機械に はさう 澤 山の 人間が 總 がかり でか かる わけに も 5- かない。 結局 僅かの 數の 

勞働 者が 工場へ 雇 はれ 他 Q 人達 は 失業す る。 その 雇 はれた 勞働 者に して 見れば、 仕事の 分量 は 前 

に 較べ 少しも 減少して ゐな いの だ。 —— かやう にいって 反對 する ものが あると すれば、 その 論 は 

決して 誤って ゐ ない。 

併しながら この 論に 對 して 我々 は、 論の 内容 を 分解し その 耍素を 一 つ 一 つ 取り はなして その上 

で考 へる；.」 とが 必要で あらう。 この 反對論 は、 社會の 階級 的 分裂と いふ こと を 併せ 含んで 考へ て 

ゐ るの だ。 そこで 我々 は、 先づ その 要素 だけ を 取り はなして 了 ふ。 そして 「然 らば この 社 會の階 


級 的 分裂から 来る 影響 を 除去し、 純粹 に璣： たけの 問 ri にしたら どうなる か」 と考 へて 行かう。 

社會の 階級 的 分裂と いふ ことによって は 影響の 及ぼされ なくなった 社 會と考 へ て もよ ければ、 ま 

た社會 G 極端な 階級 的 分裂 は 社會の 進化と 共に 何れ かの 時に なくなる と考へ て もよ. SC- だ。 さう 

し た社會 を考 へたならば、 機械 を 探 用す る ことによって 我々 は勞働 の 骨折 を 減少 せしめる と考へ 

得る かどう か。 問題 を かく 置き 換 へて 了へ ば 機械 の 利用 はや はり 人間 の勞 働の 骨折 を 減少 せしめ 

る ものに 相違な. S の だ。 そこで 社會の 組立 0 方 はどうす るかと いふに、 これ はこれ で刖の 問題と 

し、 「いかにして 社會の 組立て を 改造す. K? か」 と考 へれば よい。 問 tl は、 二つの 刖の ものに 分解 

せられた。 そして 機械 だけの 問題と して 考 へれば、 機械 は 人間の 勞役を 減少せ しめる が 故に、 今 

後 その 發 達の 否定 せらるべき もので はな. S ことになる。 現に 界の 機械 設備の 全能力 は總 動員せ 

られ てゐる もので なく、 僅かに その 設備の 三パ ァ セ ント 位し か ー轉 させられて ゐな いもの だと 論 

する 經濟學 者 も ある。 然 らば 今の 設備 e 全能力が 總 動員せられ た 時で さへ、 機：^ が、 人 問の 勞役 

を 減少せ しめて くれる 分量 は 實に大 い なる もので あらう 0 

人間の 好奇心 

第三に は、 人 問が 絕 えす 新ら しい も Q を 望んで ゐる 好奇心 は 終^せ しめられる わけに は. S かな 
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いから、 機械に ついても 絡え や 新式の も 0 新 考案の もの を 創造して 行って その 結果 を享樂 しょう 

とする 我々 の 好奇心 は衰 類し さう にない。 この 好奇心が 衰頹 した 時 は、 人類の 生活力 もよ ほどの 

程度で 滅 退した 時で ある だら う。 先づ 普通の 生活力 を 持つ ものと 考 へれば、 この 好奇心 は 決して 

減退す る もので ない。 機械が 進歩す る 根 抵には 自然 科學の 進歩が あり、 その 自然 科學は 本性 上絕 

えす 進歩して 已 まない ものである こと を 私 は旣に 述べた が、 なほ 機械 自身の 着服から しても 絶え 

す 新奇 を 追求す る 我々 の 好奇心 は、 機械の 進み を 一 日 も 停滞せ しめない の だ。 トォ キイ は 普通の 

キネ マが 發 明せられ、 その 發達 Q 極度に 達して 後 初めて 發 明せられ たもので はない。 トォ キイの 

發明は 寧ろ 普通の キネ マ の發 達と その 時期 を 同じく したと いっても よい 位の もの だ。 動く 映畫を 

見せる に は、 同時に 現 實の聲 を も 聞かせて、 出来るだけ 寫實 的の もの を 提出し なければ なるまい 

と考 へられた の だ。 然るに キネ マ は、 # 初から トォ キイと して 發 達せす に、 無 聲映畫 として 發達 

した。 さて 人間の 好奇心が 無聲 でない もの を 求め、 それと 同時に 映畫 企業家の が はに も 種々 の 事 

情が 起って、 ここに 古い 發 明の トォ キイ を 新ら しく 復活 させた の だ。 トォ キイ は 世界的の 流行と 

なり、 民衆の 好奇心 を滿 足させる ことが 出来た。 この場合に は、 自然 科舉の 進步が 直ちに 新 機械 

を 刺激した とはい はれない。 新 機械 Q 採擇に は、 人間の 好奇心が 常に 參與 して ゐる。 さて かやう 

に 人間の 好奇心 は、 絕 えす 新ら しい. 機械の 發 明せられ る こと を 希求して ゐる ものと すれば、 今後 

の 文明に 於け る 機械の 發達を 我々 はいかに しても 否定す る わけに いかない。 


右に 考察した ことにより、 镄械は 現代の 文明に 於いて 到底 否定せられ 得ない ものである ことが 

我々 に 分った。 文明が 機械的に 發 達する こと は 結局の 牧 支に 於いてよ いこと であるか 惡 いこと で 

あるか を 今 論外と して、 とにかく 機械 は 人類の 本性、 文明の 特質と 離す こと Q 出来な. S 關係を 持 

つも Q であり、 その 將來 の發達 は、 我々 の 文明に 於いて 到底 否定せられ 得ない ものであった。 然 

らば 文明と 機械との 關 係の 將來を 我々 が考 へる に 就いても、 我々 の考へ 方の 方向 は 一 先づ 決定せ 

られ たといって よから う。 それ は 機械の 無限の 發達を 否定し ないで 置いて、 しかも 我々 の 人間性 

を 害しない やうな 將來の 生活 態度 はない かとい ふこと だ。 「機械の 無限の 進步 は、 人間性 を 害す 

る ものになる、 だから 我々 は 機械 を 否定して 昔の 自然に 還らなければ ならない」 と 主張す る考へ 

は、 將來の 文明 觀 として 無效の ものである。 何故 なれば 文明 を かやう に考 へて 見たところで、 璣 

械は 結局 否定 せられる 譯に いかな 5 から。 併しながら 機械が 我々 の 人間性 を 毀損し、 機械 にん 間 

を從 靄せ しめつつ ある 情勢 も 亦、 決して 誤謬 ではない。 然ら ば 我々 は 機械 の 無限 の 發達を 否定 せ 

す、 しかも その 機械に よって 支配 せられた 所謂 機械文明の 上に 人間性の 優越 を 示す、 さう した 文 

明 的 熊 度 を どうして 建設す る ことが 出來 る であらう か。 
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第四講 モダァ 一一 ズ ムと 機械 時代 (1) 

機械の 逸歩と 生活の 理想 

稷械の 進歩 は 却つ て 我々 の 人間性 を 毀損し、 人間 を锼械 に從屬 せしめる に 至る こと を 我々 は旣 

に 考察した。 併しながら 機械と 人間性との 關係 は單に それだけの もの だら うか。 機械が 人間の 勞 

役 を 省き、 人間に 多くの 物質的 利益 を 供給す る こと は 難に も 知れ 切った こと だ。 が、 それ 以上に 

機械 は 我々 の 人間性の 進歩的な 特色 を 何等か 表現す る もので はないだら うか。 我々 が 現在の 文明 

について 逐次に 建設し ようと 欲して ゐる 人類 的な 要求 を、 機械 は 何等か 代表して ゐる もので はな 

からう か。 雷 換 へれば、 機械 は 現代 生活が まことに 要求す る ものの、 最も 新ら し. S 代表者と して 

立って ゐる もので はなから うか。 . 

かやう に考 へて 行く と、 機械 は 決して 單 純に 我々 に 物質的 利益 を 供給して くれる だけの もので 


はない。 機械 自身が 一 つ Q 魂 を 持つ の だ。 機械 自身が 文明の 遠い 將來に 向って 理想の 旗 を 揭げて 

ゐ るの だ。 そして 機械 は 我- <c の 生活 を 自らの 進んだ 段階へまで 到底 達し 得ない も Q として 低く 見 

下し、 我々 を 機械 0 方へ と 手招きし、 誘導して ゐる。 然 らば その 機械が、 我々 に對 して 新しく 揭 

げる と こ ろの 旗印 は 何 で あ-るか。 

汽船の 美 

試みに 我々 は 海岸に 立って、 岸 近く 航行して ゐる 一隻の 汽船 を 眺める とする。 それ は 誠に うら 

らかな 天候 だ。 海 も 青く、 空 も 青い。 その美し い 海の 上 を、 汽船 は 今 白. S 波 を 蹴って 航行す るの 

だ。 それ を 眺めて ゐ ると、 我々 は 何ともい へな- S よい 氣持 になり はしな いか。 そして こ の： 汽船 航 

行の 一場面 を 美しい 風景と 感じ、 汽船 そのもの をまで 新ら し. S 美 だと 感じ はしない か。 昔 は 海岸 

の 美しい 風景と いったら、 波打ち際に いろいろの 形狀の 岩が 立ち、 その 岩が 或は 家に 見え、 或は 

鳥に 似る、 さう した 風姿 を 賞美した も Q である。 そして こ Q 多くの 岩 Q 立って ゐる 間から、 姿の 

怪しげな 漁 舟が 見え、 その 漁 舟の 上に 人の 坐して 竿 を 垂れる のが、 まことに 閑寂た 風景と 見えた 

の だ。 鹽を 汲み 鹽を燒 く 海岸の 風景 を 賞美して、 その 田舍 らしい 様 を そのまま 都の 庭園で 資演し 

風流の 極 だとした 昔の 公卿 も ある。 岩が 美しいた めに はなるべく それぞれに 形 狀を異 らしめ なけ 
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れ ばなら ない。 あれ もこれ も變 化が あって 不揃 ひだ。 そして 一 つ 一 つの 岩の 形 は 四角 だと かまる 

い とか いふ ものではなくて、 あちら 角が 張り、 こちらの 肩が 缺 けて ゐる とい ふやうな 不 取締り 

の もので ない といけ ない。 成るべく 不揃 ひで 不取綠 りな もの、 それが 我々 に は 美しく 感ぜられた 

の だ。 けれども 汽船 を 眺めて 美しい と. S つた 今の 我々 の評愤 は、 確かに それと は 趣きの 違った も 

の だ。 汽船 は 自然の 物で はない、 それ はた だ 機械で ある。 我々のェ場の锼械が製造した一種？^機 

械 である。 その 機械が 美 だと. S ふこと は、 本當 だら うか。 しかも この 機械 は、 多くの 變化を 含ん 

だもので ない。 不揃 ひと 不取 蹄り と は、 機械に 取って 最も 嫌 ふところ だ。 行儀よ くき ちんと 纏ま 

つて ゐ なければ ならない。 自然 在りの ままの 絵で 出 來てゐ てはいけ ない ので、 それ こそ 機械的に 

きちんと 整理 せられた 幾何 舉 的の 線で 出 來てゐ なければ ならない の だ。 そんな ものが どうして 我 

我に、 美と 感じられ たので あるか。 

けれども この 機械が 我々 に 美しく 感じられる こと は、 決して 間違 ひではなかった。 それ は 新 時 

代の 新ら しい 美な の だ。 機械文明が 產んだ 新ら し. S 美的 世界の 展開な の だ。 我 々は その美の 出現 

を 否定すべき ではな い。 また 我々 が 古. S 美から 新ら し. S 美に 移った 時に、 我々 の 取る 美の 標準に 

突然の 革命が 起った の だと も考 へる ことが 出来ない。 美 はや はり 同 一 の 美な の だ。 昔 Q 美の 標準 

は 死んで ゐ ない。 ただ 新ら しく 呼び 覺 まされた の だ。 機械に 於いて、 我々 は 却って 美の 最も 本質 

的な も Q に 目 ざまされ たの だ。 


何故 機械 は 美し い か 

何故 我 々 は 今 改め て 機械 を 美しく 感じた の だら うか。 かつ て 機械 は 我 々 に 自然ら し い 美 を 滅ぼ 

す、 冷たい 鐵と 感じられた。 然るに その 機械の 冷た さの 中に 文明の 生活の 新ら しい 熱 を 感じる こ 

とが 來た Q は 何故 だら うか。 機械 はすべ ての 無駄 を 排斥した も Q だ。 無駄 を 排斥して 出来る 限 

り竄用 的の ものになる ことが、 機械の 理想 だ。 殊に 汽船の やうな ものに なれば、 徹底的に 無駄 を 

排斥して 實用 的の ものに ならなければ ならない。 同一 の 面積 をなる ベく 廣く 利用して、 必要で な 

い 目方 は 出來る だけ 省き 去らなければ ならない。 さう した 理想の 極度に 發 揮せられ たもの が、 機 

械 である。 汽船へ 乘 つて 見る と、 よくも これ だけ 狹ぃ 場所 を 利用して、 これ だけ いろいろ 0 用事 

の 足せる やうに した もの だと 感心 させられる。 また 何處ー つ 大效裟 なと ころがなくて、 輕快 だ。 

それと いふの が 不必要な 部分 を 出来る限り 捨て去つ たからで ある。 例へば 汽船の 手 指 を 見る がよ 

い。 これ は 細い 鐵條を そのまま すっと 廻らして、 これに 白く ベ ンキを 塗った だけの もの だ。 こん 

なに 經濟 的で 實用 本位の もの はないだ らう。 けれども これ だけの 手招で 汽船 は 不便 を 感じる だら 

うか。 こ Q 手招 を大 銀行の 階段に つ. S た 手指と 比較して 見る がよ い。 その 手指 は 大理石 を 積み 上 

げて、 何となく 堂々 と威壓 的の もの だ。 成る 程 これ も 美で ない とはい へないで あらう。 大理石 は 
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美しく -1 かれ、 その 形 は 整然として ゐる。 かう した 外観が、 銀行 そのもの を も 威 M 一 的の も 0 にし 

て、 いかにも ブル ジ ョ ァ らしい 感じが するとい へ るで あらう。 併し この 大理石の 手指 を 汽船の 甲 

板へ 持って 來 たら どんな もの だ。 第一 こ Q 大理石の 重さに 堪 へられない。 そして こんな 大装裟 Q 

ものが 船の 上に あったら、 むだに 面積 を 取って 仕方がな いし、 すべての： ii 事に 邪魔の ものと なる。 

そ Q 不經濟 さと わざとら しい 仰々 しさと は、 汽船 そのものの 統一 を 害し、 却って この 汽船 を 醜い 

も Q にす るの だ。 だから、 汽船に 取って は、 手招が 細く、 ただ 白べ ンキで 塗られて ゐ るの がふ さ 

はしい。 しかも その 汽船が 海岸 を 航行して ゐ るの を 見る と、 この 細く 白. S 鐵條の 手摺が、 何と 輕 

快で 新鮮な こと だ。 それ こそ は 新ら しい 美で はない か。 が、 ひるが へって 考 へれば、 銀行 だって 

その チ招を かう し た實用 本 の輕 快な ものにしたら どんな もの だ。 すっかり 無駄 を 省いて 建築 を 

中： 來る 限り 實用 的に 利用した 時には、 その 建築 も 何と 美しい もので あるか。 ここに 銀行の 大 建樂 

も、 汽船の 機械的な 新ら しい 美 を 模倣し なければ なら なくなった。 それ は あらゆる 無駄 を 省いて 

^來る 限り 實用 本-化の ものに なること だ。 

無駄の あるの は變 化の ある ものの やうに 見える だら う。 たと へば 海岸の 岩に しても、 そこにい 

ろ. S ろの 形の 岩が 立つ てゐ ると したら、 かやう に贅 渾 に 岩が 存在す る ことによって 海岸 は 我々 に 

變 化の 多い 美しい ものに も 見えよう。 着物の 模様な どに しても やはり さう だ。 いろいろの 模様で 

一 ぼい に 飾った 着物、 花 だの 鳥 だの 木 だの 雲 だの 蟲だ ので 着物 一 ばいに 意匠 を 凝らした その 圇案 


は、 我々 に 何と 贅澤な 美に 見える ことで あるか。 陶器の 表面に ところ 狹く螯 を かいた もの、 壁面 

殘 りなし に窒內 装-飾 を 施した もの、 それ はや はり 或る人 達に 好ましい 美と して 感じられよう。 現 

代の 一部に は、 まだまだ さう した 美が 跌屋 して ゐる けれども、 さう した 無駄の 多い 美 は、 實 はま 

ことの 美に なって ゐる とい へな いの だ。 その 無駄が 我々 に は 嫌味と なって 來る。 そして 全 體の統 

1 を 害する の だ。 どんなに 澤 山の ものが 存在 するとしても、 それが 統一 を 失って 了へば 最 美に 

はならない。 美しい もの は 整然たる 統一 を 持たなければ ならない。 出来る限り 中心へ 引き 綠る感 

じ、 出來る 限り 人間的に 深まる 感じ、 そこに 我々 のま ことの 美が ある。 然るに 無駄な もの 賛澤な 

もの は、 我々 の 心に 油斷を 起させ、 我々 の 生活 を 末梢的な ものの 上に 停滞させる。 それで はまこ 

との 美に ならない。 無駄な もの は、 その 無駄の 部分 を 一 端から 省略して 行く がよ い。 さう した 時 

に 却って 本質的の 美を發 揮せ しめる。 贅澤の もの は、 贅澤と 感じられる 間 は 心に 多くの 末梢的 輿 

味 を 含む の だ。 この 末梢的な もの をす つかり 除去した 時に、 心 はおの づ から 中心的に 統一せられ 

生活の 內 面へ 意味 深く 沈潜した ものになる。 かくして 何處 まで も 無駄 を 省き、 生命の 中心へ 統一 

せられた もの は、 靜 的に 限りない 深さ を湛 へて ゐる けれども、 それ は靜 かに 沈みき つた もので は 

なくて、 直ちに 新ら しい 跳躍の 力に 充 ちた、 動的な ものな の だ。 我々 の 美 は 今や 實用 的の ものと 

一 致した。 意味の 深い 美で ある ことが、 生活に 限りなく 實用 的で ある ことと 全く 一  致した の だ。 

美的の もの は 本質的の もので あり、 生命 的に 統一せられ たも Q でなければ ならない が、 我々 の 生 
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活を 限りなく 實用 的に すると は、 直ちに 生活に 本質的と なり、 生命 的に 統一 せられた ものと なる 

ことであった。 美と 實 用と は 生命の 中心に 於いて 渾然たる 一 つの ものに 歸 したの だ。 

装飾的より 構成 的 へ 

無駄が 多く 贅澤な もの は、 美 は 美で あっても 何となく 餘 計の. もの を 含み、 重つ 苦しく 凝滞した 

感じが する。 卽 ちその ものから 不用の もの を 一 つづつ 取り離して、 却ってよ. S 感じの する もの だ。 

かう した 無駄の 多い もの を 我々 は 装飾的なる ものと 呼んで ゐる。 然るに それと は反對 にあら ゆる 

無駄 を 省いて 必要な もの だけ を發 揮し、 しっかりと 統一 せられた 感じの する もの は、 生命の 無限 

の 深さ を 港へ てゐ る。 靜 かに 堪へ、 直ちに 動かう とする 生命の 潑剌 たる 姿 を 表現して ゐる。 かう 

した もの を 我々 は、 構成 的なる ものと 呼ぶ ので ある。 装飾的より 構成 的へ。 それ はいつ の 時代に 

も 我々 を 導いて くれる 美の 目安 だ。 

然 らば 「装飾的なる ものより 構成 的なる もの へ」 と は、 例へば 我 の驁 物の 園 案な どで いった 

ら どんな ことになるの であるか。 自然界に 存在す る 花や 鳥 を そのままに 寫 生して、 着物の 圖案に 

利用した もの は、 美しくな S ではない。 また かやう にして 花や 為 を 題材に した 圖案 は、 決して 少 

なくない ので ある。 併しながら ただの 花た だの 鳥の 形が そのままに 描かれて ゐて は、 見る 我々 に 


何となく 無駄 を 含む 感じが しないで あらう か。 例へば 花の 瓣を かくに、 自然に あるがままの 線 を 

使 ひ、 あちこちの ゆがんだ 花辨を か. S たと したら、 その 線の ゆがんで ゐる ことが、 我々 に 何とな 

く 無駄 Q 多い 感じ を させ、 だれた 氣分 にさせ はしない か。 そこで この 花 瓣の線 をす つきり した 幾 

何學 的の 線に したと すれば、 その 時に 全體 Q 圖案は 引き締った 感じ を與 へる。 もっとも 凹凸 Q 少 

ない 線と いったら、 直線 か圓 かその 外 据物線 双曲線の やうな 幾何 學の 線で なければ ならない。 全 

體の圖 案 を かう した 直線 圓 などの 幾何 學 的の 線で 組み立て、 その 組み立てが いかにも 經濟 的で あ 

つて 少しの 無駄 も 感じられな S としたら、 その 時に この 圖案は 構成 的で あると. S はれよう。 そこ 

でた だの 花や 鳥 や を かいた 着物の 圖 案よりも、 一見 質素な 鎬柄 などが 美しく 感じられ るの は、 そ 

れが 構成 的であった ためな の だ。 着物の 圖案 だけで はない。 家具の 意匠 もさうな つた。 室 內 装飾 

の すべてが さうな つた。 建築が さうな つた。 窒內に 装飾 を するとい つても、 むだに ごたごたと 品 

物 を 並べた の は、 装飾的であって 構成 的で はない。 並べる それらの 品物の 間に 統一 がなければ な 

ら ない。 そして こちらの 品物 そちらの 品 ゆの 線が 少しの 無駄 を も 含まない やうに 組み合さって ゐ 

なければ ならない。 結局 無駄に 澤 山の 品物 を 並べて 字義 通りに 装飾 を 凝らす より は、 さう した 装 

飾の 品物 を 31 來る 限り 省略した 方が、 窒內 装飾の 本義に 叶って ゐ ると いふ ことにさ へなる。 今の 

凝結 土 建築 を 見ても、 その外 形が 幾何 學 的の 線に よって 5- かに 構成 的に 組み立てられよ うとして 

ゐ るか は、 街頭 を あ る く 何人の 目 に も 直ち に 映す ると ころで ある だら う。 


モダァ 二 ズムと は 何 か 

さて かやう に、 家具 ゃ窒內 装飾品 や 建築 やが、 すべて 構成 的な 線卽ち 幾何 學 的の 線で 組み立て 

られ たがよ いとい ふこと になって 見る と、 我々 は はじめて 藝術を 機械の 上に 信頓 しても よい こと 

になる。 何故 なれば 機械 はさう した 構成 的な 線、 幾何 學 的な 線 を いくらでも 理想的に 發揮 する こ 

とが W 來 るから。 例へば 我々 は 茶碗 を 取つ て 見る。 自然の 味に 近い 茶碗 を 持 へ よう と 思ったら、 

我々. は 粘土 を 手に 取って、 いろいろと 面白. S 線 を 作り さなければ ならな， S であらう。 かやう に 

して 作った 茶碗 も 面， 日くない ので はない。 いやかう した 茶碗 はたし かに 質素で、 がっしりした 感 

じ、 自然ら しい 感じ を 含む もの だ。 昔の 茶人 はさう した 手づ くねの 茶碗 を樂 しんで ゐた。 しかし 

人間 Q 手で 捲へ 上げた 茶碗の 線 も 無駄に 凸凹の ある ものなら ば 我々 に 美しく 感じられない。 や は 

り それ は 何 處か搆 成 的の 深. S 味 を 含む もので なければ ならない。 さう なれば 茶碗 を手づ くねで 作 

る こと は 結局 無駄の 多. S ことになる。 それより は 茶碗 を 機械で 製作し、 思 ふ 存分に 構成 的な 形、 

構成 的な 線、 構成 的な 色彩お 發 揮させる がよ 5 ではない か。 機械で つくった もの だから 美で な. S 

と は、 最早. S はれ なくなった。 機械が 藝 術の^ 界へ參 加す る ことが m 來る やうに なった。 いや、 

我々 が 機械 を 使つ て、 いくらでも 完全な 藝術を 製作す る ことが 出來る やうに なつ たの だ。 •  機械で 


つくった ものが 美で あると は、 不完全ながら 美で あると いふ 意味で はない。 機械が 完全な 美 を 製 

作し 得る ことにな つたの だ。 

機械が 新ら しい 構成 的の 美 をつ くり 得た だけで はない。 機械 自身が 理想的の 美 だ。 汽船 は 一 つ 

の 機械で ある けれども、 限りなく 美しい こと を 我々 は 旣に觀 察した。 しかし 我々 のす ベて Q 機械 

が、 近代 生活の 新ら し. S 美 を 表現して ゐる ではない か。 例へば 自動車 を 見よ。 飛行機 を 見よ。 自 

動 車 や 飛行機 ほど 近代 生活の 尖端 を 代表して、 あらゆる 無駄 を 省き、 實用 的に なった もの は ある 

まい。 新式の 自動車 は 機械の 組立て が 新式に なって 快走す る ことに 一層 有利と なった から、 新式 

なので はない。 それと 同時に 自動車の 持つ 全體の 雾圍氣 —— その 全形、 タイヤ、 その他す ベて を 

端的に 踪 合しての、 . I が 新式に なった の だ。 藝術 としての 自動車が 新式に なった の だ。 だから 

一 九 三 〇 年 型 は 一 九 一 一九 年 型に 比較して、 ただ 端的に 我々 に 新鮮に 感じられる。 自動車と 馬車と 

を 比較しょう ものなら、 馬車 は 自動車よりも おそくて 不經濟 だと かい ふだけ では 濟 まされない。 

その 形、 その 快走ぶ りが 旣に 新式な の だ。 飛行機 も 同様にして 我々 に 新式の 美の 典型 を 示して ゐ 

る。 飛行機 は その 重さ を 少なく し、 s 氣の 抵抗 を少 くし、 それで ゐて 多くの 積載量 を 持ち、 快速 

力 を 出さなければ ならな. S から、 その 形 は 常に 新式の ものに 移って ゐ るが、 その 新式 は 我々 の 他 

の 生活に 於いて 到底 見出されな. S 新式で ある。 それ こそ は實に 時代の 生活様式の 最 尖端な の だ。 

そして この 形の 新式、 實 用の 上での 新式が、 直ちに 我々 の 目に 最も 新しい 美と して 感じられる。 
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かうな ると 我々 は 機械 を 人工的、 非藝術 的な もの だとして 輕蔑 する こと は 5^ 來 ない。 寧ろ 反對 に、 

機械 こそ は 最も 藝術 的な もの だ。 最新式の 機械 C- 理想 を 追求す る ことが、 新ら しい 造型 藝術 Qr;£ 

事で なければ ならない。 そのこと は 現に、 第一 に 建築に 現 はれた。 建築 は 機械 Q 仕組 を模 しい 一 5 め 

た。 いや、 建築 自身 を 機械の 目で 見なければ なら なくなって 來た。 自動車 や 飛行機が 人間 や 品物 

を 遠距離へ 早く 運ぶ ための 機械で あると したら、 建築 は 人間 を 住ま はすた めの 機械で はない か。 

かくして 勇敢なる 建築家 は 建築 を、 全く 機械 を 見る目で 設計し はじめた の だ。 最もよ く實 用に 適 

して 明るく 健康な 建築、 それが 現代 建築の 理想で ある。 そして、 建築 Q すべてが 輕 快に 出来 上る。 

階段 一 つ を 見ても、 前の やうに 重つ 苦しい もので なく、 どこか 汽船 か 工場で 見る 風な、 輕 快な、 

實用 本位の 形の ものになる。 凝結 土と 硝子と が 建築に よい 材料 を 提供した。 家 一 ばいに 明けた 硝 

子 窓の 目、 それ は 全く 建築 を 聰明な も Q にして 見せる。 外觀 は何處 となく 汽船 や 自動車 や 飛行機 

に似て 來た。 現代の 建築 界に 於け る この 新ら しい 風潮 は、 モめ ァ 一一 ズムと 呼ばれて ゐ る。 

モグァ -1 ズムは 今や 建築 界を 風靡す る だけでなく、 装飾 ェ藝- 映畫 など を も 同様に 風 魔し はじ 

めて ゐる。 そして モダァ 一一 ズムに 取って は、 構成が 第一 に 重要の 意味 を 持つ ので あるから、 ただ 

一 軒 だけの 建築 を 目 あてに したで は 満足 出来ない。 いくつかの 建築 Q 1 纏めと なった 全體の 構成 

が、 何よりも 問題になる。 そこで 借家 建築の 上に、 モダァ 一一 ズムが 適用 せられて 來た。 模範的と 

いっても よい、 大規模な アバ アト メント 建築が 出現した。 また その 範圍を  一 II- ひろくして、 都市 


の 構成 そ 0 ものが 問題と なる。 いか やうに 都市 を 構成すべき か。 ここに 都市 計 晝に對 して モダァ 

一一 ズ ム の 尖鋭 思想家 11 といつ て も 專鬥の 技術 家 だ 11 は、 新ら しい 意見 を 公表しょう とする。 

勿論、 それ は モダァ 一一 ズム が發展 して 行く 自然の 方向と いはなければ なるまい。 

表現主義の 崩壞 

最も 實用 的の ものが 最も 藝術 的な ものになる —— こ Q こと は 不思議な 關係 だ。 かつ て藝 術と 1« 

用と は、 全然 相反す る も Q の やうに 考 へられて ゐた。 藝術 的に ならう とすれば、 實用 的で なくな 

る。 實用 的で あらう とすれば、 藝術 的でなくなる。 そこで 實用 一 點 張りの 人から 見る と、 藝術は 

ただの 贅澤 品になる。 また 藝術 本位の 人から 見れば、 赏用 一 點 張り ほど 殺風景 沒 趣味な もの はな 

い。 それ故に、 美と は 利害 心 を 離れた 時の 意識で あると 定義した 哲擧者 もあった。 この 見方 は 一 

應は 決して 誤つ てゐ ない。 けれども なほ 深く 突きつ めて 考 へれば、 最も 美的な もの は 最も 實用的 

の ものであるし、 最も 實用 的な もの は 最も 美的な もので あつたの だ。 そして これの 中途半端の も 

のが、 兩々 相反して 一致し なかった 0 だ。 が、 最も 實用 的な ものが どうして 最も 美的な ものに な 

る ことが 出來 たので あるか。 

美的な ものと は、 それの 構成に 於いて 美的な もの だ。 例へば 着物の 圖 案が 美しい と 5 つても、 
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そこへ 描かれた 花や 鳥が 美し. S と. S ふ Q ではない。 また、 その 一つ 1 つの 色が 美し. S と いふので 

もない。 これら 全體の 組立て 11 卽も 構成が 美し. S の だ。 花や 鳥 はた だ 花や 鳥と して 見られて 面 

白い ので はない。 それ を 組立て る 線 や 色の 全 體の耩 成が 面， nse だ。 かやう に考 へて 行った 時に、 

我々 は圖 案に 於. S て 次第に 花や 鳥と いふ 實 在の ものから 離れて 行 くだらう。 花の 線で あると 鳥の 

線で あると は、 問 ふところでな. 耍す るに 線 全體の 組立て が 面 csb だ。 かくして 線 や 色彩 を 

-3 成した ものに 於い て、 我々 0 生命の 內面 的の 深さ を 表現しょう とする。 實在 する も 0 から 離れ 

て、 ひとへ に 我- の 內面性 を 表現しょう とする。 それが 獨 逸に 於いて 大戰後 有力であった 表現 主 

義の目 ざした ところで ある。 しかし 表現主義 は、 間もなく 壞滅 しなければ ならなかった。 表現 主 

義はその^^ス現を極度に進めて いった 時に、 表現す ベ き 何物 を も 持た なくなって 了った ので ある。 

實在 する ものから 離れる。 そして ひとへ に 我々 の 生活の 內面性 を 表現す る。 がその 内面 性と は 1 

體 どんな もので あるか。 あまりに も それ は、 漠然たる 一一 li 〔葉で はない か。 例へば 今 我々 は 二 本の 線 

を 組み立てる にあたって、 それの 比例 を 求める とする。 三と 五との 比例、 二と 七との 比例、 一と 

九との 比例、 また その 線の 交叉す る 角度 は、 九十 度、 三十 度、 十五 度、 等、 々、 ん、 いろ. S ろ あ 

るが、 我々 はー體 それの どれ を選擇 する がよ. S ので あるか。 ただ 我々 の 目に 映 じて 美しく 感じら 

れる 比例 や 角度 を 選ぶべき であるか、 例へば 所謂 黄金 截を 取るべき であるか。 それが 餘 りに 陳腐 

な 美で あると いふなら、 この 比例と は 違った 何等かの 新ら し. S 比例 を、 實 驗美學 的に 選定すべき 


であるか。 或は また それ 選擇 するとき の 生活 氣 分に すべて を まかせて、 その 時の 生活 氣 分に ふ 

さはし. S もの を 任意に 選槔 すると S ふので あるか。 かやう にして、 表現主義 は 一 體 何も を 表現 

すべき かに 惑 はなければ なら なくなった。 實在 する もの、 例へば 花や 鳥 を ゴ 9 . とい ふので あれば、 

目的 ははつ きりして ゐ るし、 その 道 もまた 惑 はない。 內面性 を 表現す るな どい ふこと は、 その 內 

面 性 を いかなる もの と 決定す るかに 就. S て、 つねに かくの 如き 渾沌 主義に つ て 了 ふの だ。 

建築に ついても 同様の ことが 見られた。 建築の 構成 を 主と するとしても その 構成 をい かやう に 

進める と. S ふので あるか。 構成の 全 體に S かなる 理想 を 表現し なければ ならぬ と. S ふので あるか。 

それらの こと が 甚だ 瞹眛 である。 そこで 巾：： 來上 つ た 建築 を 見 ると、 すべてに 不自然な も のにな つ 

て 了 ふ。 階段 を 無闇に 大きく して、 室との 調和 を 持たせる。 かやう に 無闇に 大きく する こと は實 

用 的に 見て 不必要な ことで あるが、 さう する ことが 全體の 構成 を 美しく する ものなら ば、 斷 然實 

用 的 見地 を 捨てよう とする。 さて^く し て 出來上 つ た 建築 は 成る 程 面 G い 形の ものである にして 

も、 實用 的に は 一 向 面 ，35 もので ない。 また 實用 的で なくと も 大いに 藝街 的であるなら ば^ な 

ことで ある けれど、 かく 構成 的に 建てられた 建築 は 一 體 どんな 思想、 どんな 生活 を 持つ ので ある 

か。 その 建築が 目 ざ した 目標が さつ ばり 分ら な い 。 建築家 0 內面性 を 表現した も の であると して 

も、 その 內面 性の 正體 がさつ ばり 揮沌 として ゐて、 我々 に 確實に 把捉 せられな 5-。 

以上の やうに して、 藝術に^-ける單なる構成は、 その 目標 を 失った。 構成に 於いて 我々 の 生活 
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の 內面性 を 表現す る こと は 少しも 誤った 見方で ない が、 その 內面 性が 餘り にも 漠然として ゐた。 

だから この 意味の 構成主義 は、 標準の 立たない 渾沌 主義 虚無主義 になって 了った。 見る ものに 何 

が 何だか 分らない もの を 提供す る。 分らな. S とい へば 「頭が わるい からだ」 とい はれる の は 巳む 

. を 得ない にしても、 我々 の周圍 のど ちら を 見ても その 分らない 作品で 滿 たす こと は、 我々 の 生活 

にょい 影響 を與 へない。 我々 は、 侗 人的の 生活 をして ゐる もので ない。 益 社會 的に 結合せられ、 

その 社會 的の 見地から 規制せられ るの が、 現代 生活 だ。 それ故に 我々 の 生活 は！ 確實な  >  安定 

せられた 道を步 まなければ ならない。 確實 な、 安定 せられた 道 を 歩まなければ、 社 < ^人 全 體の利 

害 を 毀損し、 1 人の なすと ころの 影響が 萬 人の 上に 及ぶ の だ。 然るに 意味の 分らない この 藝術 は、 

社會 生活 を 渾沌た る、 虚無的の ものにする。 それ は 我々 の堪 へる ことの 出来ない 社 會罪惡 だ。 表 

現 主義 や 初期の 構成主義 は、 我々 の 社會の 重大なる 一 つの 要求 を 代表す る もので ありながら、 そ 

の 道 を 進んだ 終局に 於いて 主観主義 となり、 個人主義 となった。 そして かやう に 社會の 中の 銘々 

が 勝手に 內容の 瞹昧な 所謂 內面性 を 個人主義 的に 表現す る こと は、 我々 の 社 會を愐 性の 豐 かな も 

のにせ す、 方針の 立たない 虚無主義に 陷れる 所以の ものであった。 併し S かなる 個性 も社會 生活 

に參與 し、 その 社會 生活 を 內容豐 富に 進める 點で 意義 を 持つ の だ。 社 翁 性の 軌道から 離れた 個性 

は、 現代に 於いて は 個性と して の 意義 を 持つ こ とが 屮 I 來 ない。 


實 用の 新ら しい 意味 

かくして 實用 とい ふこと は、 新ら たに 意味 を 持つ ことが 出来た。 しかも その 實 用と は 偶人 主義 

的の 實用 ではなくて、 社會 的の 實用 なの だ。 表現主義が 生活の 內面性 を 規準と して 虚無主義に 陷 

つた 時に、 その 內面 性に 置換へ るに この 社 會的實 用 を 以てすれば、 それで 新藝術 は構诚 Q. 確實な 

方針 を 持つ ことが 3,1 來 たの だ。 然 らば 實 用と は 一 體何 であるか。 

我々 は 勿論 商賣に 都合が よいと か、 搾取 をす るに 便利 だと かいふ 「必要」 を、 實 用と は 呼ばな 

い 。 それ も 一 莨 用 の 一 種 かも 知れない が、 我々 は 階級 的 意味 を 持つ た 實用を ま こ と の實 用と は考 へ 

ない の だ。 何故 なれば、 その 場合の 實用 は、 或る 一 人 Q 生活 を 利しても 他の 一 人 生活 を 損する 

であらう。 そして また かく 或る 一 人の 生活 を 階級 的に 利した としても、 それ はこの 人の 生活 をよ 

くす る ことにな つて 居らす、 結局 彼 の 生活 を 利す ると ころの なかった もの だとい はなければ なる 

まい。 まことに 寶用 的な もの は 生活の 上つ 招り のと ころで よい 加減に 利益 を與 へ る ことで はなく- 

その 人の 生活 を 生命の 根柢から 利益す る こと だ。  言ひ換 へれば、 その 人の 生活 を 生長させる こと 

だ。 が、 かやう にして 我々 の 生活 を 眞實の 意味で 生長させる ものなら、 表現主義が 生命の 內面性 

を 生長させる と考 へた、 その 生命の 內面 性と 實 用と は 共通の 見地 を 得る であらう。 表現 せられる 
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生命の 內面性 は、 深い 意味 を 持って 眞實の もので なければ なるまい。 また その 意味、 その K 實を、 

倦む ところな く 生長 させて ゐる もので なければ なるまい。 然 らば 新ら しい 構成主義が、 我々 の 生 

活の實 用を考 へた 時の その 實 用と、 この 內面 性と は 同一 の 規準の 上に 立った の だ。 

しかし、 生活 を かく 本質的に 生長させる とする 場合の 生活 は、 單 純に 偶人 だけの 生活であって 

はならない。 我々 の 生活 は、 社會 的の 意味 を 持った もの だ。 社會 的に 結合 せられて 互 ひに 他に 影 

響 を與へ つつ 生長して 行く もの だ。 だから 今實 用と して 顧慮 せられた 我々 の 生活 は、 社會 的の 立 

場から 顧みられなければ ならな 5。 實用は 個人的の 實 用ではなくて、 社會 的の 實用 だ。 社 會全體 

の 人間の 生活 を 意味 深く 健康に 生長させる ことが まことの 實用 だ。 そして 若しも 表現主義が 生活 

の 深い 內面性 を 表現す る も Q であると すれば、 かう した 意味の 內面 性、 卽ち社 會的實 用の 意味の 

內面性 を 表現し なければ ならない。 それ は社會 的の 意味 を 持った もの だ。 だから 確固と して 容觀 

的の 生活 標準 を 提供して ゐる。 さきの 表現主義 は、 構成 的で はあって も主觀 的で あり、 氣 紛れ 的 

であった が、 今や それ は 我々 の藝術 意識に 「標準」 とい ふ 感じ を與 へる。 生活 は、 虚無主義 渾沌 

主義の 危機 を脫 したの だ。 また 構成 は、 任意に 何等の 目的 を も 意識 しないと いふので はなく、 は 

つきり 實 用と. S ふ 目的 を 得た の だ。 實 用の 見地から、 すべて は 構成せられ るの だ。 無用に 大きな 

階段 は、 構成 的で あると S へる か。 それ は 我々 の社會 生活に 無用の もの だ。 だから それ は 決して 

構成 的の もので なく、 やはり 奢侈 的 装飾的の もの だ。 多くの 彫刻 を 施した 窒內 椅子 は、 構成 的で 


あると. s へろ か。 窒內 椅子 は、 我々 に 安易な 休息 を與へ る こと を 目的と してなる。 そ 0 目的 を 達 

する やうに、 全 體の形 を 整理した ものが 最も 構成 的な のであって、 それ 以外の 取りつ くろ ひ は 装 

飾 的 ，-」 なる。 この場合 我々 は 在來の 椅子と いふ 概念から 離れ、 椅子の 普通の 形から 解放せられ、 

ただ 一途に 椅子の 機能 を考 へなければ ならない。 椅子 は、 我々 を 安座せ しめる ための 一 侗 e 機械 

なの だ。 機械 は、 機能 を 最もよ く實 質的に 表現す る も Q でなければ ならな 5。 かくして 實 用と は- 

我々 の 生活の 機能 を 最もよ く 生長 させ、 すべて を經濟 的に、 整理す る ことなの だ。 また そ 0 經濟 

的と は、 生活 を 本質的に 生かし、 それ 以外の 方向に 展開せ しめな 5 こと 以外の 何もの を も 意味し 

ない。 

構成主義の 目標 

構成主義 は 今や 新ら たに 確 罔た る 目標 を 持った。 構成 的で あると は、 あらゆる 無駄 を 省いて 生 

活の 本質的の もの を 生かす ことであった。 構成 的な ものが 何故 美的に 感じられ るかと いへば、 そ 

れは 生活 を 本質的に 生か すがため であった。 木質 的の もの だけが 健全に、 確實に 生かされて ゐ る- 

生活の その 統一 せられた 姿が、 藝術 美に 外なら なかった。 併し 生活に 本質的の ものと いへば、 再 

び 我々 の隨 ふべき 標準 を 曖昧の ものにする 惧れ はない か。 生活の 本質的な ものと いふと、 生活の 
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內面 的の ものと. S ふと、 そこに は 何の 相違が 見られる か。 隨 つて 生活の 本質的の も Q のみ を 生長 

させる とい ふこと は、 再び 昔の 表現主義の 虚無に 歸ら せる 危險を はらむ もので はない か。 —— 

いかにも 我々 は 生活の 本質的なる ものと S ふこと を、 ただ 漠然と 考 へて ゐ たと すれば、 再び 昔 

の 表現主義へ 陷 つて 了 ふで あらう。 が、 今 我々 は その 本質的な ものの 內容 を、 はっきりと 知った。 

それ は、 實用 とい ふことの 最も 深. S 意味であった。 實 用と は、 生活の あらゆる 機能 を豫 想す る も 

の だ。 しかも その 機能 は、 犟に 個人的の 意味 Q も Q ではなくて、 社會 的の 意味 を 持った もの、 社 

會 的の 生長に 參與し 得る もので なければ ならない。 何等か 0 意味で 社會 的に 參與し 得る 生活の 璣 

能が 生長せ しめられた 時に、 我々 は その 表現 を 美的に 感 する。 藝術 は、 單 純に 表現で はない。 直 

ちに それが 生長で ある。 S や 生活 そのもの なの だ。 藝術を 目指して 生活 は 生長せ しめられ るので 

はなく、 生長せ しめられた 生活が そのままに 藝術 として 感じられ るの だ。 

さて かやう に 我々 の 社會的 生活が 生長 させられる として、 我々 は その 社會的 生活 機能の 內容 を、 

いかなる も Q と考 へるべき であらう か。 單に 生活 機能と S ふだけ では、 何が 主で あり 何が 從で あ 

るかの 選擇、 いや それらす ベての 統一 の 立場 を 失って 了 ふ。 我々 は 今 自らの 生活 機能 を 反省し な 

がら、 その 何れ を 主として 生長せ しめ 他の 何れ を これに 從屬 せしめる べきで あるか。 我々 は 再び 

社 會的實 用の 內容 に關 して、 前に 遭遇した と 同一 性質の 困難に 當面 したので あった。 が、 我々 は 

その 社 會的實 用の tg: 容を も、 思索に よって 適切に 決定す る ことが 出來 るで あらう か。 勿論 思索 は 


これに 不必要な もので はない。 い や、 思索 は絕 えす その 道 をき りひら いて 行く 鎌になる であらう。 

けれども 何が 眞に實 用 的で あるか、 いかなる 方向に 本質的なる もの を 求むべき であるか は、 生活 

自身が 自らの 生みの 苦しみ を以 つて 發 見し 創造す る ものな の だ。 我々 の 生活 は、 旣に社 < ^的の 兄 

地より 見られて ゐる。 そこで 社會的 生活が そ Q 必要の 上よ り從來 の 決定 を 押し破 つて 創造す る^ 

界は、 我々 0 反省 的 思索に よって 知る を 得な. S 深い 性質の ものである。 そこに はおの づ からなる 

壓 力が ある。 お 0 づ からなる 壓カ は、 おの づ からなる 必要 を それ Q 背景と して ゐる。 そして この 

社會 生活 Q 壓カ によって 創造す る實用 0 尖端 は、 機械に 於いて 現 はれる 0 だ。 機：^ はまこと に、 

社 會的實 用が 自ら Q 本能の 中より 創作し 整理した、 その 表現な の だ。 だから 藝術 は、 お Q づから 

その 社會 生活 を 表現す る。 そして 機械 は藝 術の 尖銳 なの だ。 我々 は 我々 Q 社會 生活が 何 を 要求し、 

い かな る 內容を 生活 の 本質的 機能 として 主張しつつ あるか を 明確に 知らな い 。 それ は 現代 0 社會 

生活の 中に 於 S て、 ただ 本能 的に 壓カ として 內感 せられつつ ある もの だ。 

勿論 その 社會 生活 0 耍求ゃ 主張 や は、 靜 的に ただ 同一 Q ものに 決定 せられて ゐ る も Q ではない。 

それ は社會 生活の すべ ての 事情が 變 化し、 生活 0 生長が 變 化しつつ ある 1^ 合 的 0 關 係に 於いて、 

絕 ぇゃ變 化し つつ ある もの だ。 だか ら藝 術の 內容 として 何が 痛切に 藝術 的な る も の として 評惯せ 

られ るか は、 そ Q 時代 Q 生活 を 基礎と しなければ 決定 せられな いこと だ。 現代 は 現代の 藝 術を耍 

求し、 明日 は 明日 Q 藝術を 要求す るで あらう。 そして 斯く 生活が 時代 生活の 中の ー點を 占めて、 
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1 Q 新ら し S 藝術 を生產 したと しても、 これ を產む 動力、 これ を 産む 要求 Q すべて は、 ただ 生活 

自身に よって 生活 的に 意識 せられて ゐる。 思索に よって 反省 的に 意識す る もの は あるに しても、 

この 反省が 新ら しい 生活. ハ產 むので はない。 ^界 の-中に 新ら しい 「質」 を 生む も Q は、 ただ 生活 

自身な の だ。 かくして 我々 は 新ら しい 機械 を 生産した。 社會が 明らかに  一 C 機械 を 意識して、 然 

る 後に その 機械 を發 明した ので はない。 我々 は 寧ろ 一 の 新ら しい 機械が 發 明せられ た 後に、 その 

機；； W を觀 察して 我々 0 社 會の實 用が 何で あるか を 確實 に 認識す る ことが 屮： 來る。 この 意 味に 於い 

て 機械 は 常に 我々 Q 止まる 生活の トップ を 切って ゐる。 我々 が 機械 を敎 へる ので はない。 機械に 

よって 我々 が敎 へられる の だ。 そして 機械 は 現代の 社會 生活の 踪 合せられた 機能 を 表現す る も Q 

であるから、 我々 は その 機械 を 分析して、 そこに 我々 自身の 生活 や 機能 や 耍求ゃ 壓カを 反省す る 

ことが？^ 來 よう。 この 機械に 於け る 如く、 社 會的實 用が 誤 まると ころの ない 表現 を 示した もの は 

ないか らだ。 璣械は 最も 經済 的なる 道 を 自ら 選擇し て ゐ る。 锼械 は本來 いささかの 無駄 を も 許さ 

す、 不經濟 な 方向に 進む こと を 許さない。 機械 はた だ 合理的で なければ ならない。 そして 機械が 

合理的で あると は、 機械が 眞に 機械的に なつ てゐる こと を 意味す る。 

かくして 我々 の 所 副藝術 は、 新ら し. S 機械の 構成 を學 び、 それ を模 する ことによって、 新ら し 

い 時代の 藝術 となる ことが 屮： 來る であらう。 覺し 機械 は、 時代の 最も 藝術 的な 尖端に 立つ ものな 

るが 故で ある。 我々 は 先き に 建築の 各部 分の 比例に ついて、 階段 や 手指の 大 いさを どの位に する 


が 最も 構成 的で あるかに 惑うて ゐた。 が、 今や 我々 は 飛行機 や 自動車の 構造 を學 ぶこと によって、 

建築の 比例 を 知る ことが 5： 来る。 一 つ 0 建築 は それに 對 して どれ だけの 面積の 窓 を 持つべき であ 

るか。 その 比例に ついては 飛行機 や 自動車 の 窓 が 最も 合理 的な 模範 を 示して くれる ことで あらう。 

建築 の 高さと 幅との 比例 、角-度 等に 對 して は、 やはり 汽船 や 自動車が よい 範例 を 示して く れ る 。 

工場 內 0 あらゆる 合理的な 機械が、 また 直ちに 我々 の 建築に 合理的な 生活 を敎 へて くれる の だ。 

勿論 機械 は それぞれに 機能 を異 らしめ るから、 住む ための 機械が、 空 を 飛ぶ ための 機械と 全く 同 

じ 形に ならなければ ならぬ 理由 はない。 併し 飛行機 は、 空 を 飛びながら も 人間に 住む ための 場所 

を 供給して なる。 そこに は 生活 機能に ついて 全然の 相違が あると はい はれない。 然るに 飛行機 は 

住む ための 建築の 概念から 全く  放せられ て、 ただ 合理的に 住む ための 場所 をつ くらう とした。 

そして ここに 新ら たに 作られた 飛行機 は、 住む ための 建築の 概念 を 根本的に 革命 化した の だ。 我 

我が 建築 を 建てる と考 へて 建築して ゐる間 は、 そ Q 在来の 概念に 支配せられ、 我々 はどうしても 

完全に 合理化 せられる ことが 出来なかった。 今や 我々 は 從來の 概念から 解放せられ 完全に 生活 接 

能に 合理的と なった。 住む ための 機械の 典型 を 飛行機から 學 ぶこと が出來 た。 建築が 飛行機に 學 

び、 飛行 梭の 様式に 則った と は、 さう した ことの 意味で ある。 
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機械 は 聰明な 目 

キネ マ は 我々 の 生活の 要求から 95 たもの だ。 トォ キイ も 亦 我々 の 生活の 要求から 出た もの だ。 

そのこと は 少しも 疑へ ない。 併しながら 我々 は 寧 ろ 意識的 にこの 要求に 氣づ くこと が 出來な か つ 

た。 意識的に この 要求 を 反省しつつ、 さう した 要求に 基いた 機械 を發 明しょう と 欲した 時には、 

我々 の 前に 旣 にさう した 機械が 提供 せられて ゐた。 機械の 合理化の 要求 は、 我々 の 生活が s; 來る 

限り 實用 的に ならう とする 要求 以外の 何もので もない。 そして 機械の 合理化の 進み は、 常に 我々 

に 新ら しい 生活 を 提供す るので ある。 現代 生活の 要求 は 何で あるか。 社 會は何 を 意識しつつ ある 

か を 適切に 反智 する ために は、 我々 は 現代の 機械 を 見る がよ い。 キネ マ は 直ちに 現代の 要求 だ。 

トォ キイ は 直ちに 社會 意識 だ。 我々 は 機械に 於 いて、 時代 を、 社會 を、 自ら を 反省す る。 

新ら し. S 機械が 絶えす 我々 の 前に 發 明せられ る 度 毎に、 我々 Q 社會 生活 は 益. -複雜 に關係 づけ 

られ、 構成せられ るの だ。 それ故に 我々 は、 つねに 新ら し. S 機械の 前に； K 惑 させられて ゐる こ 

の 機械 を どう 處 分し、 どう 評價 すべき かに 惑うて ゐる。 そして 我々 は 現代の 前に、 我々 の 生活 我 

我の 文明 を どう S ふ 風に 統一 し、 それ を いづれ の 方向に 向 はすべき かにつ いて、 完全に 無智 を吿 

白しょう とする。 「現代文明 は 何が どうなる のか、 さっぱり 分らない。 この 先き どんな ものが 生 


れる 0 か、 我々 はすつ かり 豫 言が £ 來 なくなった。 人間 はた だ 機械の あと を 追うて ゐる。 機械の 

やうな 冷た ぃェ學 的の も Q によって、 我. ><  の 自由なる ベ き 生活 の 先 1  一 を さ せ てゐ る。 生活 をして 

機械の あと を 追 はし； G す 、機械に 先行せ しめる 方法 はな いも Q か。」. ——それが 現代人の 聲に な つ 

た。 併しながら、 我々 は 機械 を 生活に 先行させる こと を 以て、 決して 自己の 生活の 汚辱と 感すべ 

きで な s。 機械 こそ は本來 生活の 先驅 者と なる もの だ。 そして かく 機械 を 合理的に 進める 力 は、 

實は 我々 の社會 生活 0 壓カ そのものに 外なら なかった の だ 。我々 は それ をェ學 的に 追求す る 0 だ 

とだけ 意識して 生活 的に、 まことに 悲痛に、 それ を 追求して ゐる Q だとい ふこと を 意識し なかつ 

た。 併し 眞に 悲痛に 生活す る も Q は、 その 生活 0 意識 を缺 いて ゐる。 我々 は發 明した 械 によつ 

て、 時代 を、 社會 を、 我々 自身が 何 を 要求し 何 を 意識しつつ あるか を、 反省す る ことが 3： 來 たけ 

れ ども、 それ はた だの 反省で ある。 生活の 眞 Q 創造 は、 それよりも 前に 行 はれて ゐる。 新たに 發 

明せられ た 機械の 後 を 追 ひながら、 それ を 反省す るの は、 生活が 不活潑 なからで はない。 それが 

直ちに 生活の 様式な の だ。 我々 は 改めて、 新ら しい 生活 要求 を 摸索し な. S でよ. s。 我々 Q 前に 提 

供せられ た 機械 そのものが、 我々 の 社會の 生活 要求 だ、 生活 意識 だ。 機械 は 冷た. S ェ學 G 産物で 

はない。 機械が、 我々 の 生活の 聰明な 目 だ。 その 運轉 に、 我々 の 生活 Q 溫か 5- 血が 流れろ。 
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理智と 生活と の關係 

併しながら 我々 Q 理智 は、 單 純に 機械が 創造した も Q の あと を そのままに 追求して 行く もので 

はない。 勿論 理智 は、 生活 を 突破し 得ないで あらう。 新ら しい 生活 を 創造す る 原動力 は全體 的の 

生活であって、 理智は その 生活の 一部分 を 占める に過ぎない。 併しながら 理智は 更に、 かくして 

生活が 創造した ところの もの を 分析し、 批判す る。 私 は 我々 の社會 生活が、 その 生活の 必要より 

お 0 づ から 實用 的な 文化 を 構成し 創造す る こと をい つたが、 その 新ら しい 生活 剖 造 は、 勿論 その 

時の 社會 生活 を 表現す る。 それ は 例へば、 野に 生長して 花 をつ け實を 結んだ 一本の 野草の 生活に 

も比较 せられよう。 野草 は 最もよ く、 その. i- の 生活環境に 自ら を 適合せ しめる 道 を 知って ゐる。 

野草が 理智を 持って ゐて、 この 適合 を處 置した ので はない。 野草の 生活 自身が、 その 必要より、 

必要に 的確に 相應 する やうに、 この 適應を 創造した ので ある。 野草の 葉の 大 いさ、 花の 色、 種子 

の 數な ど は、 この 野草が そ の 生 活力 を 以て この 自然環境 に 自ら を 適合 せしめる に 丁度よ い 最大限 

度を發 揮した 0 であった。 野草 は. ただ 一 つの 無钛を もな して ゐ ない。 それ は 節約の 極度 を發揮 

して ゐる。 隨 つて 野草の 生活 は 生活 自身の 必要が 決定して、 最も 合理的な、 最も 構成 的の ものに 

なった の だ。 けれども この 野草 を異 つた 自然環境の 下に 置いたら、 また^ち に 自ら を それに 適應 


せしめて、 異 つた 姿の 構成 を 示した であらう。 現に 或る 植物 は 乾燥地に 生育す るた めに その 棄を 

厚 質なら しめる が、 これ を 水 漁 地に 持って来て 培養 すれば、 f^-第にその葉の厚質を失はしめるの 

である。 我々 の社會 生活に 就. S て も、 同樣 のこと がい へ る。 我々 の 社會に は、 生 產に關 して 階級 

的の 對 立が 見られる。 また 我々 の社會 生活の すべて は、 商業主義 によって 支配 せられて ゐる。 そ 

の 他社 會 生活 は、 その 時の 歷 史的 事情に 隨 つて 種々 の 限定 を 受けて ゐ るので ある。 生活が 合理的 

に 新ら しい 様式 を 創造した 場合に は、 勿論 これらの 限定の すべての 條件を かく 創造した ものの 上 

に 表現す るの だ。 だから、 それ は 社會の 階級 的對 立に も ー應の 適應を 示し、 商業主義 にも 同様の 

適應を 示す であらう。 我々 の理智 はこの 成 ra^ に對 して 批 1： を 加へ なければ ならない。 いや、 當然 

それ を 分析し 批判す る やうに 勵らき 出す ので ある。 そこで 理智 は、 この 階級 的 對立ゃ 商業主義 や 

に對 して、 痛烈な 攻擊を 加へ、 それへの 敵意 を 示す。 

理智 はかう した 點で、 生活に 對し、 決して 無意味な もので はない。 それ どころ か、 理智 によつ 

て 生活の 新ら しい 進みが 響せられ ると ころ は 大きい の だ。 理智も 亦 生活の 新ら し. S 創造 を 決定 

すると ころの 一 つの 原動力で ある。 生活 は、 この 理智の 批钊を 1 の カ强ぃ 生活環境 として 取る。 

生活環境と いふ 言葉 は、 環境と 生活と を 二元的に 對立 せしめて いけない。 今の 場合 は、 生活 交涉 

又は 生活 關 係と いふが 至 當 であらう。 理智も 一 の 生活 交涉 要素で ある。 生活に よって 理智が 批判 

せられ、 理智 によって 生活が 批判 せられる。 そして 理智は 常に 文明の 進みの 全 體觀を 失 ふまい と 

二 四 九 


二 五 〇 

して ゐる。 文明の 進みに 對 して、 全體的^；^ロ的の値打から離れまぃとしてゐる。 この 意味で は、 

理智が 生活 を 指導して ゐる といっても 亦、 全然 過言 だと はい はれまい。 理智は 常に 生活 全 體の综 

合 的の 値 打 を 失 ふま. S と 努めて ゐる。 この 全體的 綜合 的の 生活の 値 打 を また 生活の 目的と- S ふこ 

とも S 來 よう。 然 らば 理智は 生活の 目的の 意識から、 一刻 も 離れな S ので ある。 そして この 生活 

の 目的の 意識が、 生活の 上に 働ら きかけ る 力 は 偉大な もの だ。 また 創造 せられた 生活に 對 して批 

判す ると ころも、 痛烈で ある。 併しながら 創造 はこの 生活 目的の 全部 を擔 つて その 註文 書 通りの 

もの を 書いて 行く もので はない。 生活 自身 は、 一の 爆發 である。 一の 胃險 である。 それ は 生活 自 

身の 綜合 せられた あらゆる 原動力から、 一 の 新ら しい 生活 を 創造す る。 併しながら 生活 自身の 本 

能 的な この 原動力に 委ねた 爆發 は、 全く 無智な、 向 ふ 見すな、 出たら めな もので はない。 所謂 理 

智を 離れた 生活 自身 は、 また 甚だ 聰明な もの だ。 生活 は 提灯の 明るさ を 持たない 闇の 夜 を 歩いて 

も， おの づ から 溝の 部分 を 避け て 步く 聰明 さ を 持つ もの だ。 

生活 は、 自ら Q 必要 を 生活 的に 自覺 して ゐる。 そして こ Q 必要から 容易に 離れよう としない。 

それ故に 生活 自身の 撰擇 が、 おの づ から 合理的に、 おの づ から 目的 的になる ので ある。 それ は 一 

般の 動物 や 植物の 生活が、 人間の やうな 理智を 持たないでも、 おの づ から 合理的に 生活して ゐる 

ので 分かる。 そして こ Q 生活 本來の 合理性 は、 環境が 加へ る 不合理な 影響と 鬪ひ、 それ を 打破す 

る やうに さへ 働ら き 出す。 例へば 社會 生活 自身が、 その 生活 を 合理化し ようとして 働ら き 出し、 


社會の 階級 的 對立ゃ 商業主義 を 克服す る やうな 合理性 を 示す ので ある。 機械の 現に 追求す る 道 は、 

現代の 商業主義 を 表現す る けれども、 また 同時に 合理的に 商業主義 を 克服す る 精神 を 含んで ゐる。 

さて 生活 自身と 理智と は、 右の やうな 關係を 持つ もの だ。 一 てれ は 決して 二元的に 對 立した 性質の 

もので はない。 生活 自身が 本能 的に 合理的に ならう とする その 性質の 一 暦 明らかに 自覺 せられた 

ものが、 所謂 理智 であるに 過ぎない。 生活の 合理性と 理智の 合理性と は、 同一 の 生活の 持つ 本能 

を、 幾分 か異 つた 程度に 眺めて ゐ るの だ。 

機械と 社 會 

かくして 私 は 現代の 機械に 於い て 、 生活 自身が 本能 的に 自ら を 表現す る 聰明な 目 を 見た ので あ 

る。 機械 自身の 持つ ェ擧的 合理性 11 それ は 我々 の 現代 生活の 無駄 を 省いて 生活の 本質的な 必要 

へ實用 的になる とい ふ 理想の 典型と して 立つ ものであった。 これ は 機械の 現代的な 一 面の 見方で 

ある。 が、 機械 はな ほ 現代 生活の 第二の 面 を 表現す る。 それ は 機械が 全く 社會 的な 存在 だとい ふ 

こと だ。 私 は 機械の 聰明な 本能 を 語る 時に、 旣に それに 觸れ ないで は ゐられ なかった が、 今 特に 

機械に ついて その 性質 を あげ て 行きたい。 

機械 を 使用す る 私 は、 それ を 使用す る ことによって 私 個人の 生活の 必要 を豐 かに 充 たす ことが 
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來る。 隨っ てこれ を 使 ふ 時の 機械 はた だ その 時の 私の 生活 必要へ 個人的に 相應 した も 0 だと 考 

へ る ことが 3^ 來 よう。 けれども これ は 機械の 性質 を、 全面的に 觀 察した もので はない。 私 は 機械 

を 使用す る ことによって、 私の 個人的の 必耍 を社會 生活 の 中へ 參與 せしめる ことが 出来た の だ。 

機械 は 我々 の 生活 を社會 的に 結合す る ことに 役立って ゐる。 例へば 今 私 は 私の 窒の 中で、 電動 力 

によって 動かされる 1 つの 機械 を 動かして ゐた とする。 その 時に 私 は、 1 本の 電線 を傳 はって 來 

る 電動 力 を 通じて、 社會と 密接な 關係を 結んで ゐる。 私 はこの 線の 彼方に 忙しく 立ち働ら いて こ 

の 電動 力 を 達る ために 發 電機 を 適 當に處 置しつつ ある 發電 所內 0 1 群の 勞働者 を 田い； ひ 浮べ なけれ 

ばなら ないで あらう。 私が 瓦^ 機械 を 使用 するならば、 やはり 同様の 關 係が はじまる の だ。 その 

外 如何なる 機械 を 使用しょう としても、 私 は 直ちに この 機械の 上に 5；! 合 的に 表現 せられて 來る社 

會を 見なければ ならない。 また 機械の 典型的な もの は、 工場 内で 運轉 せられて ゐ るが、 その 工場 

に は勞働 者の 社會が 組成 せられて ゐる。 1 つの 社會 生活が、 この 工場の 機械 を運轉 する の だ。 ま 

た 機械 は 一 人の 必要 を 適切に みたす やうに は 製作 せられて ゐ ない。 機械 は 一 の 「標準」 を 示す も 

の だ。 それ は社會 生活 を豫 想して、 その 社會 人の 標準 的な 必耍 をみ たす やうに 製作 せられて ゐる。 

機械 はかく、 そのす ベての 點に 於いて 社會 的な もの だ。 否 寧ろ その 關係を 逆にい ふなら ば、 現代 

人 は、 必 すその 中に 入り込まなければ ならない 機械的な 生活に 於いて、 自ら を社會 人と して 意識 

する の だとい つても よ. S であらう。 我々 は 現代の 機械に ついて、 こ の 性質 を 忘却して ならない。 
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中世に 於け る實用 主義 

私 はさきに、 機械 は 我々 の實用 をみ たす ものであると. S つたが、 その 時 同時に こ 0 實用 を社會 

的實 用と いふ 語で 置き 換 へて ゐ たこと に 就いては、 多くの 說明を 加へ なかった。 けれども 我々 の 

生活 0 實用は 社會的 意義から 離れる ことが 出来す、 隨 つて 社 會的實 用と いはれ なければ ならない 

こと は、 今や 我々 に 明らかと なって 來た。 我々 が 現代 社會に 於いて. S ふところの 實用 は、 社會的 

實用 以外の 何もので もない。 そして この 點で私 は 日本の 古い、 個人的 實用を 本位と した 時代の 構 

成 主義と 我々 の 構成主義と を、 本質的に 一?i 別す る ことが 出来る。 

無駄 を 省いて 實用 本位と なる 1 . そのこと は 現代 生活の 重要な 一 要求で あるが、 その 同じ 要求 

はかって 日本の 古い 時代に も 行 はれて ゐた。 そして こ の 要求が 最もよ く發 揮せ られ たもの は 茶道 
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であった。 茶道の 寂び 11 それ は キネ マの、 トォ キイの、 自動車の、 飛行機の、 現代文明に 對照 

して、 い かに 徽 くさく、 時代お くれの ものに 感じられる ことで あるか。 併しながら 茶道の 本義 を 

觀 察する に、 ここで は 完全に 實用を 主と するとい ふ 理想が 實 行せられ てゐ る。 茶道 はた だの 風情 

を 尊んだ ものではなかった。 そこに は 第一 に實 用が 支配し なければ ならない。 我々 の 生活の 必要 

をみ たす こと を 本義と して、 その他の あらゆる 無駄 を 省かなければ ならない。 例へば 茶 庭の 飛石 

を 並べる にも、 ただ そ Q 道 を 曲りくねらせて 物數奇 にあち こちへ 石 を 配置す る こと を、 茶 書で は 

深刻に 非難して ゐる。 そして この 飛石 を 渡って 步 くこと が、 第一 に 飛石 配置の 目的で あると いつ 

てゐ る。 腰掛 をつ くるに しても それに 大 いさの 特別の 規定が ある 譯 ではない。 ただと にかく 腰 を 

かけよ 5 やうに 据 ゑる ことが 腰かけの 髙さ をき める 標準 だと いふの だ。 この 徹底的の 實用 主義 か 

らお 發し たもの は、 結局に 於いて 生活 を 構成 的なら しめ、 それ を 風情 0 深い ものにした。 風情 風 

流 を 目的と して この 藝術を つくる ためで はなく、 實用を 本位と して 生活に 構成 的と なった 結果が、 

こ の 風情 風流と な つ た の だ。 

そこで 我々 は 足 を 茶室 建築の 中へ 運んで 見る。 これ は 他の 建築に 比較して 何と 狹ぃ 面積の 建築 

であるか。 この 狹ぃ窒 の 中で、 1 つの 確實な 生活 を 行 はう とする。 それ は 生活の あらゆる 無駄 を 

省いて、 我々 が この 大自然の 中に 生活し その 大自然と 交涉 する 場合に 占める 地上の 面積な の だ。 

人間 は それ 以外の 何もの を も 持って ゐ ない。 何もの を も 持たない 人間 は、 自然の 中に ただ かく 一 


身 を 坐せ しめる 面積 を さへ 持って ゐれば それでよ い。 他の 建築 は、 人間の 階級 的 地位 を 支持す る 

目的 を 放棄して ゐ ない。 あらゆる 英雄主義と 財產と 人爵と から 解放 せられて ゐ ない。 かくして 茶 

窒はそ 目的 を 合理的に 追求す る 間に、 おの づ から デモ ク ラシィの 人間的 理想 を發 揮して、 その 

時代の 生活 を 批判す る ものと なった。 さて 我々 はな ほ 茶室の すべての 柱 や 窓 を 見る がよ い。 それ 

は 何 一 っ顯 著な 装飾 を 持た す、 ただ その 柱 や 壁の 線 を 以て 構成 的に、 意味 深い 世界 を 組立て るの 

だ。 この 組立て こそ は、 おの づ から 所謂 構成主義の 意圖 した ものに 合致して ゐる。 我々 は そこに 

生活の 本質的な ものが、 極めて のびのびと 生長 させられて ゐ るの を 見る。 寂び と は、 外的の 世界 

から 隱退 的になる こと を 意味して ゐ ない。 この 茶室の 美 を 見れば、 正しく それ は 構成の 極 を發揮 

した もので あり、 我々 は そこに 生命の f 胶剌 たる 姿 を 凝視す る ことが 出来る。 卓越した 茶人が 自ら 

土 を ひねって 製作した 茶碗 を 見ても >  我々 はまた 同樣 のこと をい ひ 得よう。 それに は 特別に 目立 

つ 装飾がない。 けれども その 茶碗 を 構成す る 線 は 簡素 健康であって、 我々 は そこに 生命の 純なる 

活動 を 見る ことが 出來 るので ある。 かくして 茶室 の 建築と 器具 と は 、 ただ 無駄 を 省 いて 生活の資 

用を發 揮し ようと 欲した ものであるに 拘ら す、 そ Q 結果 は 最も 霊的な 感じ を 凝結せ しめた ものに 

なった Q だ。 實用 とい ふやうな 言 はば 物質的な 選擇 が、 かく 最も 靈 的な 表現に なった の は 不思議 

な もので ないか。 旣に 見て 來た 如く、 生活の 最も 木質 的な 機能へ 實用 的と なること は、 その 生活 

を油斷 なく 發揮 させ、 中心的 意義の もの へす ベて を 凝集せ しめて、 他の あらゆる 冗漫 を 放ち 去る 
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こと を 意味して ゐる。 その 凝集が、 全體の 組立て を 構成 的なら しめたの だ。 それ故に 茶道の 創造 

した 世界 は 決して 古い もので なく、 我々 の 生活に 最も 近く！^ 置す る ものに なって ゐる。 茶道 は 構 

成 主義の 示さるべき 典型の 一 つで ある。 

茶道 は 現代の もので あり 得 る か 

併しながら こ 0 茶道 を 現代の ものと して 見ようと すれば、 明らかに それ は 時代錯誤 となる。 茶 

道 は 結局 中世 的な もの だ。 そして 決して 現代の 生活の もので はない。 何故 なれば 茶道 は 中世の 偭 

人 主義 的な 時代 生活 を 表現して ゐ る 。 そ の 時代 に も社會 は 存在し なかった ので はない けれども、 

當 時の 社會 とい ふ もの は 今の やうに すべ ての 社 會人を 緊密に 機械 を 以て 結合せ しめる 風の 性質の 

ものではなかった。 個人 は 他から 離れて 十分に 個人的の 生活 を傥樂 して ゐた。 茶窒は 孤 獨を豫 想 

せす、 必. f- 一  つの 社 會を豫 想す る。 それ故に、 茶室 は 一 層 標準化せられ、 放肆な 主觀 主義から 遠 

ざ かる ことが 出来て ゐた。 彼等 は數人 の 人達の 生活の 心 の 底から 交感す る そ の社會 生活 を 傥樂し 

ようと 欲して ゐ たので ある。 併しながら 茶室の 持つ その 社會性 は、 僅かに 數人を 包容す る だけの 

範圍の ものに 過ぎない。 その 社會 は全體 の社會 より 見れば、 なほ 甚だしく 個人的で ある。 それ だ 

けで はない、 この 茶室に 精神 交會の 一 つ の 世界 をつ くる 數 人の 人達 は、 他の 一 般社會 の 人達から 


階級 的に 確然と 區 劃せられ てゐ る。 一 般社會 の 中に あつ て勞 働す る數 人の 人達が この 室へ 集まつ 

て 来て、 その 茶 事を樂 しむので はなく、 階. 級 的に 社會を 支配す る 少數の 人達が、 有閑 的に この 窒 

へ 集って、 その 風流 事 を享樂 したの だ。 だから 茶窒 は、 なほ 多分に その ブル ジョァ 的の 要素 を留 

めて ゐる。 一 般社會 へ 持つ て 来れば、 餘 りに 平凡なる が 故に 標準 的と なるやうな 一 つ の 茶器が、 

ここで は 數千數 萬 金に 値する。 卽ち 標準 的な ものが、 やはり ブル ジ ョ ァ 的な 目に よって 眺められ 

てゐ たの だ。 かやう に 一般の 社會 より 階級 的に 自ら を 分離 優越せ しめて ゐる 有閑 者 Q 茶室が、 社 

會 性を缺 いて 著しく 個人主義 的と なる G は、 あまりに も當然 のこと だ。 私が、 茶窒は 依然として 

中世の もので あり、 現代の もので はない と. S つたの は その 點 である。 

茶窒は 確かに 耩成 的であった。 併し それ は 前期 構成主義に 靄して、 現代の 構成主義に 震 する も 

ので はない。 現代の 構成主義 は社會 的で ある。 そして 社き 的なる が 故に： ま械 に信賴 して ゐる。 或 

は 寧 ろ 、 稷械を 媒介 として 社會 的なる ものが 現代の 構成主義で あると いふが よい かも 知れない。 

中世 的な 民 藝蓮動 

この 點 から 私 は、 最近 我が 國のェ 藝界に 起った 所謂 「民 藝」 の 運動 を やはり 中世 的なる ものと 

考 へて ゐる。 民藝 運動 を 以て 来るべき 時代の ェ藝 運動で あると 考 へるならば、 それ は大 いなる 誤 
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謬に 陷っ たも Q であらう。 

民藝 運動に 携 はる もの は、 頻りに 「下手物」 とい ふこと をい つて ゐる。 下手物と は藝術 家が 意 

識 して 藝術 的に 製作した 作品で はなく、 昔の 名もない ェ藝 家が 長い間の 傳 統に據 つて 民衆の 要求 

をお のづ から 具現しつつ 製作した、 その 名もない ェ藝品 を 意味して ゐる。 かう した 下手物 は 本質 

的に 構成 的であって 何 一 つ 無駄の 装飾 を 持たない。 また それ はよ く 人間 生活の 必 耍に應 する もの 

でありながら、 健康な ェ藝的 風格 を 持つ ので ある。 かう した 點で 我々 は、 下手物と 茶室との 問に 

多くの 共通 點を 見る ことが 出来よう。 民衆 運動 は、 機械の 製作す る も Q に 極端の 憎惡を 向けて ゐ 

る。 そして 手工 藝を 復興せ しめながら、 この 下手物が 表現した やうな 作品 を 製作し ようと. S ふの 

である。 いかに それ は 時代錯誤 Q 甚だしい 中世 主義で あるか。 勿論 我々 はこの 民藝の 運動の 中 か 

ら 一面の 眞理を 拾 ひ 出す ことが 出来る。 それ は 我々 が 現代 Q 藝術 について 分析した 要素と、 共通 

する もので も ある。 下手物 は 第 一 に 用と 美との 一 致した もの だ。 人間の 必要に 應 じて、 生活の 本 

質的な もの だけ を 表現し、 それ故に 藝術 的の 作品と なって ゐる。 第二に、 隨 つて それ は 構成 的で 

あり、 あらゆる 無駄 を 省略して ゐる。 第三に、 それ は 一 つの 社會 的の 產物 である。 社會の 全體の 

人が それに 携 つて 製作した もので はない けれども、 民衆が 社會 的に 共通して 持つ 耍求を 具現せ し 

め、 その 點で この 作品 は 標準化 せられて ゐ るので ある。 これら Q 點は、 我々 が當來 のェ藝 に對し 

て やはり 同 樣に耍 求す ると ころの ものである 0 


併しながら 下手物 はいかに しても 現代の ェ藝 品に はなり 難い。 何故 なれば それ は 機械に よって 

製作せられ たもので なく、 すべて 手工に よって 製作せられ たもので あつたから。 その 點で、 この 

作品 は 著しく 個人主義 的で ある。 勿論 その 時代に 機械 を 求める こと は 可能で ない。 社會 はま だ 機 

械の目 を 持つ までに 聰明に なって はゐ なかった の だ。 そして 當 時の 工人が こ の 下手物 を 製作す る 

勞働カ は、 他の 仕事の それに 比較して 多. S ものではなかった。 それ故に 下手物 は 社 會の同 樣のェ 

藝 品に 比較して、 著しく 安價 な、 經濟 的な もので あつたの だ。 下手物が 中世 的の 製作 品で あるに 

拘ら す、 著しく デモ クラ ティ ックの 精祌を 表現して ゐ るの は そのため である。 然るに 現代の 民藝 

運動 者 は、 機械の 進歩した 現代の 中に 生活しながら、 なほ 手工 藝品を 製作して、 機械に よる 製作 

品 を 否定しょう とする。 併し 手工 藝 品が 璣械 製品よりも 高價 になる の は 言 ふまで もない。 現代の 

民藝的 製作 は、 全く 骨董 的の 髙價 品に なって ゐる。 それ は 貴族的 有閑 的の 氣分を こそ 多分に 持つ 

ものであるが、 民衆の 藝術 であるな どと はいかに しても いはれ ない。 

私 は先づ こ の 民藝 運動 者が、 手 ェ藝 ばかり を 尊重し て 機械 を輕 蔑す る 見方 を 誤謬 で あ ると す る 。 

そのこと は、 旣に 詳しく 論じて 来た。 手工 藝品 は、 勿論 美しい 美を湛 へる ことが 出来る。 併しな 

がら 機械の つくる ェ藝品 も 亦 手工 藝 品に 劣ら や 美と なること が 出来る。 新ら し ぃェ 藝家 は、 如何 

にして 美しく 構成 的な 機械 製品 を 製作すべき か を 熱心に 考 へなければ なるまい。 所謂 民藝が 手工 

藝品を 主張して ゐる間 は、 それに は 中世 風の 個人主義 的 { 仝氣が 濃厚に 立ち籠め、 貴族的 有閑 的で 

二 五 九 


二 六 〇 

あって、 民衆的 無産者 的で はない。 さて 民藝が 下手物の 本來の 意義 を發 揮して、 用と 美と を 一 致 

せしめ、 同時に 機械に よって かやう の 作品 を 製作す る やうに なったならば、 作品 は 初めて 安-恨に 

一 S 民衆に 提供せられ、 藝術 的な よい ェ藝 品が 社會へ 普及 せられる ことになるから， 民藝 は民藝 

としての 意義 を發 揮す る ことが 出来る であらう 。現在 Q 民藝 は、 民 藝と稱 しながら その 實ブ ルジ ョ 

ァ 階級へ 提供す る、 一 の 骨董 的藝 術で あるに 過ぎない。 そして この 運動 者 は、 作品の 値段 Q 高い 

こ と を社會 のが は が 負擔す べき 罪で あると し、 作品 の 値段 を 安く す る 道 は社會 を 改造す る 經濟學 

者の 研究に ゆだねよ うとい つ てゐ る。 民藝 論と してい かに 大 いなる 矛盾 を 極めた 自殺 論で あるか- 

民藝 運動 者 は、 自らの 製作す る ェ藝品 を 以て 社會 改造の 一端の 仕事 を分擔 する もので はない のか- 

それでなければ、 「民 藝」 と 5 ふ 言葉 さへ 自己矛盾 を 含む ものと なる。 一つの 時代の 作 OS は、 そ 

の 時代の 社會 生活 を 表現し、 同時に それ を批！ > する ものである。 民藝が 手工 藝品 でありな がらた 

やすく 民衆の 手の ものと なり 得る、 安惯 な、 社會 的な 作品で あるた めに は、 民藝 運動 者 は その 矛 

盾 を 自分自身で 解決す るより 外に、 解決 せられる 機會は 永久に 來る もので ない。 民藝 運動 者 は 一 

箇の懷 古 主義者で あり、 有閑 藝術 論者で ある。 經濟的 Q 民衆 問題 を 解決せ す、 寧ろ それに 觸れる 

こと を 避けて ゐて、 自らの 民 藝と稱 する 一種の 作品 を貴挨 的に 製作し、 茶人 趣味の (それ も 亦 現 

代に 於いて は 有閑 的 趣味 だ) ブル ジョ ァ 階級の 有閑 的與 味に だけ 御用 立てして ゐる 態度 は 甚だし 

く 個人主義 的であって、 少しも 民藝 的の もので ない。 民藝 運動 を 以て 當來の ェ藝品 を 指導す る 新 


らし い 運動 だとす る ことほ ど、 時代錯誤 的の もの は あるまい。 

新ら しい ェ藝蓮 動 

新ら し. S ェ藝 運動 は、 第一 に 用と 美との 一致 を 主張す るが、 第二に それ は 個人主義 を 離れて 社 

會的 民衆的と なり、 隨 つて 手工 藝品を 離れて 機械に よる 製作 を 主張す る もので なければ ならない * 

かくの 如き ェ藝 運動 は、 旣に 欧洲に 於いても 起って ゐる。 例へば 我々 は、 家庭で 使 ふ 日常の 食器 

の 標準 的な もの を 機械で 製作して、 一般 民衆の 家庭へ 提供し なければ ならない。 いかなる 曲線 を 

使用した 陶器が 最も 實用 的であって、 同時に 近代 生活 を 健康な 悅 びの 多い ものにす るか を 考察 し 

なければ ならない。 また これまで 貴族的 骨董 的な 陶器 だけが 持って ゐ たやうな 美しい 光澤 や 色彩 

や を、 極めて 安價 且つ 容易に 31 す ことの 出来る 新 化學的 方法 を發 明し なければ ならない。 かやう 

にして、 從來は 僅かに 骨董 的に ブル ジ ョ ァ階教 Q 有閑 的 趣味へ だけ 提供 せられて ゐ たやうな 高價 

な 陶器が、 日常の 食器と して 一般 民衆の 家庭へ 送られる としたら、 我々 の 家庭生活 はいかに 美し 

く悅 ばし いものになる か。 銀 Q フォ ー クゃ スプゥ ンを 一 般 家庭へ 提供す る こと は 不可能で あると 

しても、 銀の 食器と 同じい 光澤 や 氣品を 持ち、 同時に 銀の 如く 堅緻 であると ころの 合金 を發 明し 

て、 それにより 家庭の 食器 を 製作 するとしたら、 この 革命 は大. S なる 威力 を發 揮す る ものである 
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かくして 我々 の 新ら しい 運動 は、 單 純に 藝術家 だけの も Q で、 はなくて、 化學 者ェ舉 者が 熱心に 

參與 しなければ ならぬ ものと なる ので ある。 社會が それぞれの 個性 を 持った 社き 人 Q 總意的 創作 

によって 動く 如く、 新ら しい 社會 運動 はつねに かく 特殊 專鬥 人の 總意的 創作 を 期待し なければ な 

らな いの だ。 これ は 家庭の 食器の 一例で あるが、 更に 進んで は あらゆる 家具から 住宅 そのものに 

まで 及び、 更に 都市の 電車 車輛、 廣吿 塔、 電飾 等の すべ て を 標準 的の ものにし、 合理的な るが 故 

に 美的 だとい ふ ものに 改造し なければ ならない。 なほ 一 着 進んで は、 都巿ゃ 田舍の 構造 そのもの 

の 改造に 着手し なければ ならない。 かくして 初めて 生活 Q 合理化 運動 は、 その-目的 を 果たす こと 

が S, ぃ來 るの だ。 さしあたって それに は 先づ、 家庭の 食器 その他の 家具に ついて 標準 的の 機械 製作 

品 を 提供す る 新ら しい ェ藝 運動な どが、 日本に も 新たに 起って よいと 私 は考へ てゐ る。 

映 畫 の 世界 

大衆 的に よ 5 藝術品 を 提供す る 現代の 要求 は、 當然 映畫を 重要の ものにした。 映畫 はかって 演 

劇に 代用 せられる ものと 見られて ゐた。 演劇 は 個人的の 俳優が 演 伎す るので あるから、 これ を大 

衆 的 に 鑑賞 せしめる ことが 3,:; 来な い。 そこです ぐれた 俳優 Q よい 演劇 を 安惯且 つ 容易に 一般大衆 

へ 提供して、 浪劇を 見る ことの 来ない 大衆の 藝術的 要求 を滿足 せしめる ことが 現代の 生活で は 


必要に なった。 映畫 は元來 この 耍 求を滿 足せ しめる ものと して 普及せられ たの だ。 そして こ の も 

の は 機械に よって 製作せられ、 社會 的に 鑑賞 せられる 點で、 大 いなる 特色 を 持って ゐた。 隨 つて 

映畫 は、 現代の 藝術 である。 併しながら かくの 如き 映畫 はやが て 演劇より 獨 立して、 映 畫獨特 の 

世界 を 創造す る やうに なった。 映畫は 機械に よって 製作せられ たもので ある。 けれども 機械 を 通 

しての この 藝術 は、 機械 を 通して でなければ 達し 得ない やうな、 獨 立した 一 つの 藝術 領域 を 開拓 

した。 

今や 映畫 は、 立派に 一 藝術 としての 映畫 である。 例へば それ は 大衆の 活動 を 表現す る 場合に、 

いかなる 文學も 演劇 も 果たし 得ない もの を 果たす ことが 出来た。 大衆の 活動が、 かく も 押し迫る 

壓カを 以て 觀 客に 來る藝 術 は 他に 求めが たい。 映畫 の寫眞 は、 鎗畫 としての 構圖の 美を與 へる。 

その 寫 3 典に よって 運ばれて 行く 1 々 の 情景の 組立て は、 文學 的の 感興 を 喚び 起す。 それらす ベ て 

の 組立て に 於いて 映 畫は、 建築の 持つ 综合的 精神 を 最もよ く發 揮す る ことが m 来たので ある。 か 

くして 映畫に 於いて は、 組立て が 極めて 重要の. 意味 を 持つ ことにな つた。 この 組立ての こと を 映 

畫 では モ ンタ アジ ュ といって ゐる。 モ ンタ アジ ュ を どうす るか は、 映 畫美學 の 重要 問題に なった 

そこで 我々 は 一つ の 話 を 蓮ぶ にも、 その 話の 筋の まま をた だ寫實 的に 進めるべき ではなく なった 

我々 は その 進行の 中に、 或る 觀念を 映し出しても よい。 また 或る 事件の 象徵を 何もの かによ つて 

映し、 觀 者の 印象に 中心 點を與 へても よい。 激しい 舞踏 は、 寧ろ 脚部の 混亂 だけ を寫 すが 至當で 
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あらう。 そして これらす ベて 0 寫 a の 組立て によって、 我々 は そこに 進行す る 世界の 本質的 精神 

を 表現す る ことが 51 来る。 それ故に こ Q モ ンタ アジ ュ こそ は、 我々 が 幾度 か 述べて 來た ところの 

「構成」 の 精神が、 映畫藝 術なる が 故に 特別に 高調 せられた それで あつたの だ。 映畫は 今後 益. - 

新ら しく 發展 して 行く 藝術 である。 その 發 達に は、 當然ェ 擧的發 明が 重要な 役割 をす るので ある- 

トォ キイの 出現 

映畫が 新ら しい 藝術的 世界 を 開拓した 如く、 トォ キイ はまた トォ キイに 特有な 藝術的 世界 を 開 

柘 しはじめた。 トォ キイ は 果してよ く藝 術と なり 得る か。 また トォ キイの 藝術的 世界 は その他の 

藝術 Q 持つ ^界と 性質に 於. S て いかなる 相違 を 持つ かな ど は、 すべ てトォ キイが 實寫 せられて 見 

なければ 分らない こと だ。 また トォ キイ を 今後 いかなる 方向 へ 發 達させる ベ きで あるか も、 トォ 

キイ を實寫 した 後に い へ る こと だ。 そして 現在のところ では ェ學 者の 手に まだまだ 多くの もの 力 

ゆだねられて ゐる。 ェ學 者の 新ら しい 發明 は、 トォ キイの 將 來に對 して 神に も 人類に も 全く 未知 

の^ 界を どしどしと 開拓して 行く ことで あらう。 併した だ 一 つの こと は 確 實に斷 言 95 來る。 それ 

は、 トォキ ィは 無？ i 映畫と は 違 つ た 藝術的 領域 を 今後 開拓し て 行く に 相違な いと 5 ふこと だ。 

胖し 忘却して ならない こと は、 かくして 映畫 なり トォ キイな りの 開拓して 行く 世界 は、 悉く 現 


代 生活に 合理的な もの だと- s はれない こと だ。 そのこと は、 すべての 文化に 對し てあて はまる。 

無 聲映畫 もトォ キイ も 現代の 社會 生活の 一 表現 だ。 だから それに は當然 現代の 商業主義 も 反映せ 

ら れてゐ る。 例へば トォ キイが 近來 頻りに 作り a! す 所謂 レヴュ ゥ 物が、 現代 生活の 合理的な 耍求 

の 一 面 を 表現して ゐ るか どうか は 疑問で あらう。 映畫は 演劇の 世界から 言語 を 抹殺した から、 國 

際 的に なった。 そして この 國際 的な 點が、 現代の 國際資 本 主義の 要求に よく 投 する ことが 出來 た。 

然るに トォ キイ は その 映畫に 言語 を與へ る ことによって、 却つ て 映畫の 世界の 國際性 を 抹殺した 

ので ある。 さて トォ キイが かく 映 畫の國 際 性 を 抹殺した とすれば、 國際 資本主義 はこれ に對 して 

大 いなる 苦痛 を感 する であらう。 だから その 國際性 を 恢復す るた めに は、 成るべく 昔樂ゃ 舞踊 を 

本位に した トォ キイ を 作り出さなければ ならない。 この こと は當 然の經 過で ある。 そして この 國 

際 資本主義の 要求に 應 じて、 所謂 レヴ ュ ゥ 物が跋 凰し はじめた。 けれども それ だから レヴ ュ ゥ物 

が 決して 現代 社會 生活の 要求す る 合理性で ない こと は、 分明に なって 來る。 あの 全體 の、 贅澤 な、 

ブル ジョァ 的 签氣を 以て 蔽 はれて ゐ るレヴ ユウ 物 は、 寧ろ 我々 が 排斥すべき 文明の 装飾な の だ。 

小說 はどうな るか 

さて かやう に 我々 の 現代 社會 生活の 要求す ると ころ を 表現し つ つ、 映 霊 ゃトォ キイが 最も 現代 
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的な 藝術 として 發 達して 來 ると、 その他の 小說、 詩歌、 演劇、 繪晝、 彫刻、 音樂 等の 藝術 はいか 

なる 形式 を 持たなければ ならぬ であらう か。 またす ベての 藝 術が 映畫ゃ トォ キイに 綜合 せられて" 

その 獨自の 存在 を 失 ひ はしないで あらう か。 かく 考 へて 行った ところで、 私 はま だすべ て 他の 藝 

術 形式 が 滅亡し て 了 ふとまで は考 へて ゐ ない。 しかしな が ら それが 大衆 の 生活に 據 つて ゐる 勢力 

に 消長が ある だら うと は考 へて ゐる。 例へば、 小說が 十九 世紀に 於け る 如く 一 一十 世紀に も 大いに 

流行す る 形式で あるか どうか は 疑問で ある。 小說 とい ふ藝術 形式 そのものが、 實は ブル ジョァ 的 

生活と 深い 關係を 持った ものではなかった か。 中^に も、 小說は 存在した。 十六 七 世紀に も小說 

は 創作せられ なかった ので はない。 併しながら 文壇に 於け る小說 家の 地位 は、 まだ 極めて 低い も 

のに 過ぎなかった。 十八 世紀 以後に なって 近代 资本 主義が 發達 しはじめ ると 同時に、 小說 は文藝 

に 於いて 中心的 勢力 を 持ち はじめた。 g し 貴族の 有閑 婦人 達が、 あたたかな 煖爐の 前で 靜 かな 時 

間 を悠々 と 消して 行く に は、 その 場面、 性格、 心理な ど を描寫 しっくして 遣憾 のな. S 小說の 厚い 

本 を 開く が、 最も 適當 した ものであった からだ。 

併し、 現代 生活に はも はやさう した 閑暇がない。 また さう した 詳密な 描寫の 中を經 過し なけれ 

ば、 藝術 的の 深い 感銘 を 受け 得ない と. S ふ もので もない。 例へば 我々 は 群衆の 叫喚の 聲を 極めて 

詳密に 描寫 して ある 小 說を讀 むよりも、 群衆の 殺到 を、 その 目、 その 足、 群集の 顏の 行列な どの 

寫眞の 組み合せ によつ て 僅かに 一 分 間に 映寫 する もの を 見る 方が どれ だけ 的確に 印象 させられる 


か 知れな. s ので ある。 また 我々 は 頭の 中で 種々 のこと を混亂 して 妄想して ゐる とすれば、 それ を 

小說 によって こま ご まと 描寫し て 行く よりも、 映畫 により いくつかの 場面 を 混亂 せしめ て 映寫す 

る 方が、 眞實に 近い 感じ を 受ける ことが 出来る であらう。 小說 とい ふ 形式 そのものが、 現代 一般 

の社會 人に は 次第に 不適 當な 形式 の ものに なりつつ ある かも 知れな い 0 

かやう にして 藝 術の 5- くつ かの 形式の 中に も、 その 社會 化の 程度に それぞれの 消長が 見られる 

であらう。 けれども 我々 はま だ その 形式の 何れ かが 滅亡す るに 至る とまで は、 考 へる ことが S 來 

ない。 ただ 他の 藝 術の 形式が、 映畫 などが 進んで 來 たと 同様の、 機械化 社會 化の 倾向を 次第に 濃 

厚に 進める であらう とい ふこと だけ は 推測 出来る。 例へば 小說に 於いて、 個人の 心理的 世界 を詳 

密 に描寫 するな どい ふこと は 次第に 流行お くれの ものになる であらう。 何故 なれば、 かやう に 心 

理描寫 をい かに 詳密に 進めて 見たところで、 その 個人の 心理的の 動き は、 我々 の 現代的 社會 生活 

の 動き を 左右し 得る 主動 力に はなり 難. S からで ある。 そして 個人の 動き は、 一社 會の 動きの 中に 

沒入 する。 個人の 心理的 經過 を描寫 する 代りに 社會の 心理的 經過 を描寫 する ことが、 重要の 仕事 

となる。 社會の 心理的 經 過と は、 社會 心理 學 的の 經 過と いふ 意味で はない。 社會 自身が 5 かに 闢 

係し、 觀 念し、 行動す るか Q その 經過 のこと だ。 個人の 行動 は、 この 社 會的經 過と 重要な 關係を 

持つ 部面に 關 して だけ 記載 せられる。 かう なれば、 小 說全體 の 描寫は 全然 的の 變革を 蒙る に相途 

ない。 1 侗 人と 一個人と が 何等かの 會話を 取り か はして ゐた としても、 小說は その 會 話の 個人的 
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011 ュ アンスな どに は 最早 一 々興味 を 持たない かも 知れな S  。そして 從來の 小說に 於け る 大部分 

の會話 は、 我々 の 現代 生活に 對 比し 倦怠 極まる ものと して 廢棄 せられる 場合 も 起り 得る。 會 話の 

描寫樣 式が 變 化すれば、 その 會話を 連ねる 地の文 意 は 勿論 全く 變革 せしめられる。 かくして 小說 

は、 その 取材に 於いて も 描 寫に於 s て も 根本的に 違った 內容の も のになる。 

綠畫、 彫刻、 音樂 などに も 同 樣の變 化が 起る こと は 想像せられ よう。 例へば 彫刻に は、 旣に著 

しく 構成 的な、 機械的な、 作品が 現 はれて ゐる。 彫刻が 建築の 目 を 以て 見られた の だ。 綾靈 にも 

同樣 の签氣 が 動いて ゐる。 しかし、 新ら しい 搶畫に 最近 一時 流行して ゐ たシュ ー ル . レア リズム 

とい ふ もの は、 表現主義の 如くに 主觀 的、 虚無的と なる 危險 を擔 うて ゐた。 それ は 搶畫の 構成 主 

義に 達する までの 序曲であった。 繪畫も 標準化され 社會 化されなければ ならない。 虚無主義 は、 

生活の 否定の 姿であって、 それの 建設の 姿で はない。 だから、 ^畫が 新たに 客觀 化され 社會 化さ 

れた 時には、 それ は 當然シ ュ ー ル. レア リズムと いふ 如き もの を 離れて、 構成主義 的の ものに な 

るので ある。 併しと にかく 現 時の フラ ン ス綠畫 を 見よ。 それ はいかに 多く 機械化 されて ゐ るか。 

工場 的に 濃 深な 褐色 ゃ靑 色の 線の 交錯、 金屬的 光澤 を 放つ かと 思 はれる 建築の 壁面な ど、 それら 

すべて は 我々 に 機械的な 社會の 印象 を與 へる。 


無産者 文藝に 就いて 

こ Q ことに 關聯し て 我々 が 直ちに 考 へ る 問題 は、 所謂 無産者 文藝の 問題で あらう。 

無産者 文藝 が當來 の文藝 である こと は、 もはや 論す るまで もない。 現代 社會は 現代 社會 の文藝 

を 要求し、 また 當然 現代 社會 生活の 機能 を 表現す る。 それ故に 新 文 藝は旣 に 述べた 如く、 そのす 

ベての 點で 舊來の 文藝を 革命 化する ので ある。 現代 社 會に生 產に關 して 階級 的對 立が ある 以上、 

文藝 もまた 當然 その 對立を 表現し なければ ならない。 また この 對 立に 對 して、 我々 が觀念 的に 一 

の批 1^ と 要求と を 持つ とすれば、 その 批 刹と 要求と を も 文藝に 表現し なければ ならない。 そ、 ル故 

に文藝 は、 題材と して 社會の 階級 的 對立を 取り、 精神と して 階級 的 鬪爭を 表現す る。 無産者 文藝 

と はかくの 如き ものである。 隨っ て 無産者 文 藝は、 從來の 文藝と 主たる 點に 於いて 大 いなる 差違 

を 持つ ことと なる。 第一 に それ は 題材に 於いても、 描寫の 形式に 於いても、 侗 人的 主観的 虚無的 

ではなくて 社會的 客觀的 建設的で ある。 第二に それ は疲勞 すると； J ろの ない、 健康な、 社會 構成 

の 意欲 を 含む ものである。 こ の 意欲 はプ 口 レタ リア 精神と 呼ぶ ところの ものである。 我々 はかう 

し た點 で 新文藝 の 持つ 新ら しい 意義 を 高調す る ことが 出来る。 

併しながら 我國で 現に 見る 無産者 文 藝は、 すべて さう した 點で 理想的に なった もの だと はいふ 
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ことが 出来ない。 所謂 無産者 文 藝は、 まだまだ 多く Q 清算すべき 舊社會 的 要求 を 含む ので ある。 

第一 に それ は、 餘り にも 窮屈に マルキシズムの 公式 的 原理 を 固執して、 ただ その 公式 を事實 によ 

つて 示す だけの、 公式 をう しろから 追つ かけた だけの、 狭い 世界の ものに なって ゐる。 藝術は 現 

實社 會の最 尖端に 於いて 現 實社會 を 表現す る もので なければ ならない のに、 却って 藝 術が 理論的 

公式 の 背後 を 追う て その 公式 Q 中に 跼蹐す るので ある。 我々 は藝 術が 現代 の 社會學 經濟學 に 暗示 

を與 へる こと を 望， < でゐ る。 社 會學經 濟學の 理智の 範園內 で 動く 作品 は、 旣 に現實 から 數歩 をう 

しろへ 退かしめ たものと いはなければ なるまい。 また かく 藝 術が 現 實 生活の 最 尖端に 立った めに 

は、 無産者 文藝は 現實の 全面に 互って ひろ. S 目 を 向けなければ ならない。 然るに 現 時の 所謂 無産 

者文藝 は、 この マルキシズムの 公式 を證 明す るに 役立つ だけの 題 村 を 取り、 それ 以外の 世界に 目 

を 向ける こ と を、 雜惡の やうに 怖れて ゐる。 これで は 生活 を 導く 新ら し. S 文藝 は、 生れる もので 

ない。 現に 彼等 作家が 公式と して 取る マルキシズムの 理論 そのものが、 現 時の 社會 生活 を 表現す 

るよりも 以前の ものに なって なる の だ。 彼等 作家 こそ はこの マ ルキ シズム の 新ら し， S 轉 化に 對し 

て 暗示 を與 へなければ ならない 第一 の 人で あるに 拘ら す、 彼等 は 寧ろう しろより、 やう やく マル 

キシ ズムの 理論 Q 中の 極めて 大ざっぱな、 公式 的な 部分 だけ を、 追求す る ものに なって ゐ るので 

ある。 

更に 我國の 無産者 文藝 家に ついて、 大 いなる 矛盾で あると 思 ふ も Q は、 彼等 作家が 現に 取って 


ゐる描 寫の樣 式が 全然 舊 時代 的であって、 彼等が 概念的に 主張す る 無産者 文藝 理論と 少しも 一 致 

しない ことで ある。 我々 はかう した 矛盾 を、 彼等の 懷抱 する 理論が 古いた めだと は考 へない。 彼 

等 は 無產者 文藝を 理論的には 主張して ゐて も、 その 實 彼等 Q 生活が 少しも 無産者 的な もので はな 

いの だ。 卽ち 彼等に 於いて は、 無產者 文藝は どんなに 激越な 言葉で 主張 せられて ゐた としても、 

それ はま だ 觀念的 領域の ものである に過ぎないの だ。 だから 彼等 は 作家と して、 5- かなる 描寫を 

取るべき か を 知って ゐ ない。 ただ 題材の 上で、 無產 者の 生活が 虞 げられ てゐる こと や、 スト ライ 

キの實 況ゃを 取る に過ぎない。 或る 作家の 如き は、 他面で 頗る ブル ジ ョ ァ 的な 通俗 小說を 婦人 大 

衆雜 誌の 上に 執筆しつつ、 僅かに 一 夜の 吿白狀 によつ て ブル ジ ョ ァ 作家より プ 口 レタ リア 作家に 

轉宗 したと 宣言して、 或る 一 部面で だけ さう した 無產者 文藝の 外形 を 持った 作品 を 書いて ゐる。 

し 我々 はこの 作家 の 轉宗と いふ ものに、 何の 信 賴をも 置く こ と が 出来な い 。 

裝飾 的な 描寫の 無産者 文藝 

彼等 作家が 現に 取る ところの 樣 式に は、 二た 通り ある。 第一 は、 古い 自然主義 小 說の描 寫樣式 

を 取る こと だ。 第二 は、 感覺 的な 描 寫樣式 を 取る こと だ。 この 第一 の樣式 は、 一 時代 前の 描寫樣 

式で あるから、 所謂 ブル ジョァ 作家で さへ も そんな も Q に 固執して ゐ ない。 さて 新與 作家-を 以て 
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自任す る もの は、 精神に 於いて 近代的と 見られて ゐる マルキシズム を 取った から、 描寫樣 式に 於 

いて は 尖鋭な 感覺的 描寫を 取らう とした。 が、 我々 の 着眼 は旣に 社會の 集圑的 行動に 向って ねる- 

この 集圑的 行動 を 本質的 構成 的に 描寫 しなければ ならな S 場合に、 感覺 的の 描寫が 何の 役 を果し 

得る か。 文 藝の描 寫も亦 標準化 されて 客観的、 建設的 Q ものと ならなければ ならない。 然るに 感 

覺は それと 反對の 傾向に 進んで ゐる。 それ は當然 個人的、 主觀 的の 道 を 進む もの だ。 感覺が 各人 

について 標準化 される こと はあり 得ない。 それ 故はレ 一一 ン はかって 所謂 マツ 〈主義に 對 して 痛烈 

なる 批判 を 加へ た。 マッハ 主義なる もの こそ は、 實に感 覺の主 觀性を 本位と した ものである。 こ 

れは單 に哲學 Q、 純粹に 認識論 的な 問題で あつたに 過ぎなかった が、 レ 一一 ン はこの マツ 《主義 こ 

そ は マルキシズム を顚 覆させる 危險を 含む ものと して、 それに 痛烈なる 批判 を 加へ た。 何故 なれ 

ば この 感覺 主義に よって は、 マルキシズムに 反する アナ キズム 的な、 主觀 主義 的 虚無主義 的な 精 

神 を 興隆せ しめる ものに なった からで ある。 S ま 我國に 於け る 無産者 文藝 の感覺 的描寫 は、 その 

マツ ハ 主義 を 再興せ しめる ものと して、 マ ルキ シズム にさ へ 叛逆す る ものと 言 はなければ なる ま 

い。 

我々 は 今 かう した 感覺的 描寫の 無産者 文藝を よむ とする。 社會的 集圑の 運動 を 描く 構成 的な 線 

に對 して この 感覺の 羅列 は、 工場の 中で 貴婦人の 首 飾 を 壌して まき 散らした やうな ものに なり、 

ただ 装飾的な、 ブル ジョァ 的な ものに なって 見える。 それ は 精 祌を遲 緩 させ 構成 を 痲痺させる。 


トォ キイに 於け る レヴュ ゥの 如き 存在 こそ は、 この 感覺 的描寫 なの だ。 そして 我々 はこの 感覺的 

描寫 の享樂 に沈湎 しつつ、 無 產者的 精神 を 高調す る 作家に 生活の ブル ジ ョ ァ的 要素の 淸算を 要求 

しなければ ならない。 また それよりも 前に、 かやう に マルキシズム、 感覺 主義、 所謂 モダ アン 的 

風貌 (先き に 意味した 乇ダァ 一一 ズム のこと ではない。 それと は 全然 對 躕 的の もの だ) と 現代の 流 

行 的な 風潮 を、 それら 相互の 矛盾に も拘ら す、 すべて 一身へ 寄せ集めて、 レヴ ユウ 的の 店 出し を 

して ゐる 一 部の 所謂 新興 小説家の 商業主義の 墮 落した 精神 を 我々 は 暴露し なければ ならない。 無 

產者 階級の 力闘に は、 銀座 街の 感覺 を樂 しんで 澄步 する ラッパ - ズボン 的 マルキシストの 參 加す 

ベ きもので はない。 

かやう に- S つても、 私 は 文藝に 於け る 感覺的 描寫そ Q もの を 否定し ようとい ふので はない。 マ 

ルキシ ズムを 超越して、 より 新ら しい 構成 を 達する がた めに、 その 創造の 母 體に歸 つた 意味 0 感 

覺的 描寫に は、 (モ オラン や プル ゥ ストの 如き) 私 は 多くの 意義 を 認めて ゐる。 現代の 綺畫 はか 

つて 野獸 主義と. S ふやうな、 全 否定的の 立場に 立って ゐた。 併し その 全 否定 は 同時に 全部の 生活 

の發 見で あつたの だ。 現代の 繪畫 は、 この 根源 的の 生活から 出發 しょうと した。 文藝が 新ら しい 

描寫を 發見 する ために、 この 感覺的 描寫へ かへ ると いふので あるならば、 それ は 意味 を 持つ ごと 

が出來 るで あらう。 併し 感覺 主義 は由來 ブル ジ ョ ァ 的な 装飾的 誘惑 を 受け やすい。 我國の 感覺主 

義は、 現に その 誘惑の 危險の 前に さらされて ゐ るの だ。 ナンセンス とい ふやうな 文藝も 流行して 
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ゐる 。併し これ は 要するに 文藝の 標準化 を 離れて、 方針 もな く主觀 的に 迷 ひ 出さう とする、 ブル 

ジ ョァ的 趣好から たもので ある。 そして 近時の 文壇 的 作品 を 見て、 我々 が 著しく 不偷快 を感す 

る こと は、 かう した 主觀 性、 無 方針 を 何等か 近代的な 精神の やうに 思 ひ 誤って、 その 主觀 的、 無 

方針 的な ものに レヴュ ゥを 演じさせ、 社會へ 装飾的 有閑 的な 空氣を 放散 させて ゐる こと だ。 それ 

はトォ キイの レヴュ ゥと 何の 選ぶ ところ もない、 一 箇の 商業主義 的藝當 であるに 過ぎない。 

我々 は、 社會 生活の 轉 化の 本流 を 見誤って はならない。 構成 的な ものと 装飾的な ものとの 選擇 

を 誤って はならない。 それが 時代 批 刹 を 正しく 主張す る ことの 第一義で ある。 

モ ガ、 モ ボは 現代的 か 

モグ アン . ガァ ル 或は モダァ ン . ボ オイと いふ やうな 言葉が、 我國で 一 時流 行して ゐた。 略し 

て は モガ、 乇ボ とさへ. S つて ゐる。 モガ、 モボが ra^ して. S かなる 男女 を 意味す る もので あるか を 

概念的に 語る こと は、 何人に も 困難で あらう。 併しながら また 他面 モガ、 モボ といへば、 いかな 

る 風貌 の 男女 を 意味し てゐ るか を 具體的 に 想像す る こと は、 恐らく 何人に も 可能 で あ ると 思 ふ。 

そして かく 具體 的に 各人が 想像す ると； J ろの も Q は、 誤 ま ると ころな く 共通 の も のに 相途な い 。 

時代が 生んだ 何もの かの 風貌 は、 つねに その 時代 人が 具體 的に 的確に 想像す る ことが 出來 るの だ- 


それ故に 私 は 今 特に モガ、 モ ボが 概念的に いかなる 性質の もの を 意味して ゐる ^'.で1^^ら-フとは思 

はない。 

モガ、 モボ は、 我が 國 現代の 社 會 生活の 中，^ ら 生れ 出た、 一の 社 會的產 物で あるに 相違ない。 

そして かくの 如き 性質の 男女 は 從來も 全くなかった ので は あるまい が、 今 特に 現代的の ものと し 

て 我々 に 思 ひ 浮べら れる 以上 は、 確かに 何等かの 現代的 特徵を 持つ に 相違ない Q だ。 併しながら 

この モガ、 モボを 以て 現代的 精神の 本質的な も Q であると か、 時代の 進みの 最も 敏感なる 尖銳で 

あると か 信じて ゐる ものが あると すれば、 私 は その 見方に 反對 しなければ ならない。 モガ、 モボ 

は 現代の 產物 では ある けれども、 現代 を 前方へ 押し進める 勢力 だと は. S はれな. S 。そして、 これ 

は 語の 正しい 意味に 於いて、 決して 一て ダ アンな もの だと は 5 はれない ので ある。 モダ アン -ガァ 

ル、 モダ アン . ボ オイの モグ アン は、 何れも 快樂的 虚無的で あ つ て、 装飾的 だ。 . 

その他 我々 の 周圍で モダァ ン といって るる もの は、 大抵 この 装飾的な 意味 を 持つ ものであって、 

私が 先き に 現代の 重要なる 一 思潮と して 主張した モダァ ュ ズムの モダァ ンと は、 全然の 反 極に 立 

つもので ある。 建築、 ェ藝 美術、 映畫 など を 風靡した 眞の 意味 ©乇 ダァ 一一 ズム は、 實用を 本位と 

して 無駄 を 省略し、 装飾的 を排 して 搆成 的と なる 意味の もので あつたが、 我 國で近 來モダ アンと 

いって ゐる もの は、 それと は 全く 反 對に實 用 を 離れて 快樂的 個人主義 的と なり、 構成 的 を 離れて 

装飾的と な つた もの を 意味し てゐ る。 かう した もの を もモダ アンと 呼ぶ こと は 呼ぶ ものの 勝手 で 
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あり、 我々 は それに 反對 する こと は a 來な いが、 ただ 世界的に 今 意味 せられて ゐ るモダ アンと は、 

意味が 正反對 になって ゐる こと を考へ てゐ なければ ならない。 そして 我國で 意味して ゐる やうな 

モダ アンなら ば、 その 實 少しも モダ アンの 性質 を 持たない ものであって、 それ は 時代が 商業主義 

的の 支配 を 受けて ゐる ために、 偶. - 時代の 進みの 間に、 その 商業主義 的 要素 を 多分に 含ん で^き 

出した 装飾的の 花で あるに 過ぎない。 モガ、 モボ は社會 生活の 標準 性 を 離れて 主觀的 個人主義 的 

である。 そして この 主 觀的価 人 主義 的の 着想 は、 何等 確實な 社會的 目標 を 持つ とい ふ もので なく、 

その 目標 を 持た すに 虚無的と なって ゐる點 で、 社會の 注意 を ひいて ゐる。 それ故に モガ、 乇ボの 

新ら しさ は、 出 鍵 目な、 ただの 思 ひ 付きの 點で物 珍ら しいだ けで あり、 社會の 構成と は 何の 關係 

を も 持ち 得ない。 モガ、 乇ボ は社會 構成の 健康な 意欲 を 持た すに 寧ろ この 意欲から 離れて 放 蹄に 

なって ゐる點 で、 存在の 意味 を 持つ もので あり、 その 生活 は享樂 的、 装飾的で ある。 

併しながら モガ、 モボ はまた 大いに ブル ジ ョ ァ 的な もので もない。 ブル ジ ョ ァ 的な もの は、 資 

本 主義 的生產 制度 を 支持して 行く 必要より、 ブル ジ 3 ァ 的な 構成の 意欲 を 持ち、 また ブル ジ ョ ァ 

的な 性質 を 以て 社會 的客觀 的で あるから、 この ブル ジョァ 階級に 伴 ふ 生活の 享樂 は、 また それに 

特有の 意欲 を 持ち、 社 會性を 持つ ので あるが、 モガ、 モボ はこの ブル ジョァ 階級に 所羼 する もの 

ではなくて、 寧ろ それにより 壓 服せられ てゐる ものである 故に、 享樂的 装飾的で あっても 何等の 

意欲 を 持た す、 また 社 會性客 觀性を 持って ゐ ない。 ただ 彼等が 自由に 感じられる iK、 被 等が ブ 


ルジ ョ ァ 階級の 固定から 遊離して ねる が 故であった。 彼等 は 本來プ B レタ リア 階級へ 所屬 すべき 

ものであるに 拘ら す、 この 階級へ 確實 に所屬 して ブ C レ タ リア 的な 意欲 を 持ち その 階級の 社會性 

階級 性 を 持つ とい ふこと もな 5-。 結局 彼等 は 商業主義に 壓 倒せられ ながら、 これに 構成 的なる 意 

欲 を 以て 反抗す る 氣カを も 持た す、 結局 は 滅亡す る 社會の 装飾的 屑片 として 暫時の 存在 を 享樂し 

つつ、 商業主義へ 媳態を 示して ゐる、 さう した 存在で あるに 過ぎない。 モダァ ン - ガァ ル、 乇ダ 

ァ ン . ボ オイに 當來 文明の 何等かの 要素 を 求めよう としても、 それ は 不可能の もの だ。 況 んゃモ 

ガ、 モ ボを來 るべき 社會 への 最 尖端で あるな どと 見る ものが あると すれば、 それ は 時代の 精神 を 

全然 誤解した ものと いはなければ ならない の だ。 

機械と 精神と の 結合 

かくして 我々 は、 機械が 現代の 社會 生活に 於いて 果たす 役目 を ほぼ 殘る ところな く 考察し 終つ 

た。 機械 は先づ その 値 打 如何に 拘ら す、 文明の 進みに 於い て 我々 がいかに しても 否定す る ことの 

出. 來な. S もの だ。 が、 かく 否お し 難い ものと して 機械 を 再び 凝視した 時に、 我々 は 機械に 寧ろ 積 

極 的の 生活 意義 を 見出す ことが 屮ぃ來 た。 それ はかくの 如き 生活 意義 を 持つ が 故に、 結局 我々 によ 

つて 否定せられ 難， S 存在で あつたの だ。 我々 の 文明 は 装飾的に 無駄の 多い もので なく、 その 無駄 
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を 省いて 構成 的な も Q でなければ ならない。 

生活が その 機能 を 本質的に 生長せ しめる と は、 生活が 實用 的と なった こと を 意味し、 また 生活 

がかく 實用 的と なること は、 生活 を 精神的なら しめる 所以で ある。 精神的で あると は、 物質的の 

も Q を 棄却す る こと を 意味す るので はない。 我々 の 生活の 要求が、 その 緊張 を 失 はすに、 本質的 

に 生かされて 行く ことこ そ は 精神的と いふ ことの 本義で ある。 だから 昔の 茶道 は 精神的であった。. 

茶窒は 精神的であった。 併しながら 今 その 茶道 や 茶室に 比較せられ 得る もの を、 我々 は 機械に 於 

いて 見る ことが 出来る。 機械の 目的 は 生活に 合理的と なって、 あらゆる 無駄 を 省き 最も 有力に 我 

我の 生活力 を發 揮す る ことで ある。 こ の 機械 こそ は 現代に 於いて 精神的な ものと. S はなければ な 

ら ない。 茶道 ゃ茶窒 はな ほ 中世 的で あり、 個人主義 的耍 素から 解放 せられる ことが 出來 なかった 

が、 機械 は 全く 現代に ふさ はしく 社會 的で ある。 そこに 茶室と 機械との 相違 を 見る ことが 出来る。 

けれども 我々 はまた 兩 者に 共通の 精神が 發 揮せられ てゐる こと を 看過して ならない。 茶道に よつ 

て 精神的に 敎 へられた 我々 は、 また 機械に よって 精神的に 敎 へられなければ ならない。 機械と 精 

神と は 結合せられ なければ ならない。 いや 機械に 於いて、 我々 の 精神的なる ものが 旣 にェ學 的の 

表現 を 得て ゐる。 そこに 我 .k は 現代文明 Q 意義 を體認 し、 我々 の 社 食生活の 今後 進むべき 方向 を 

內省 しなければ ならない。 


第六講 現代の 英雄 

機械の ェ學的 合理性と 社會性 

機械 は 現代 社會 生活の 中で どんな 役割 を 演じて ゐる もので あるか を、 我々 は旣に 考察した。 機 

械 ま， それ 自身に ェ學 的の 合理性 を 持って ゐる。 そして この ェ學 的の 合理性に 於いて、 我々 は 我々 

の 生命に 根本的であって 決して 否定 せられる ことの 屮： 來な. S 理想主義が、 表現 せられて ゐ るの を 

見た。 それ故に 機械 は 自ら こ Q 理想主義 的 Q 本能 を發 揮して、 時代 を批 制し、 文明 を 訂正しょう 

としたの だ。 併しながら 我々 は、 機械 も 亦 時代 生活 そのもの を 表現して ゐる こと を 忘れて はなら 

ない。 機戒は 時代の 生活と 戰 つた 後の、 いや 現に 戰 ひっつ ある、 その 表現で ある。 だから 我々 は 

現代の 機械の 持つ すべての 性質 を 合理的な ものと 考 へて はならない。 それ は 現代の 生活 事情 を 顧 

慮して、 全く 合理的な もの だ。 仉 しながら かくして 表現 せられた 形の もの は、 そのまま いかなる 
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時代に も有效 であると ころの 合理性で はな. so 旣に 語った 如く、 本來 乾燥した 土地に 生育す る植 

物が、 濕 潤な 土地へ 移植せられ たために その 葉の 厚 質 を滅少 せしめた としても、 葉が 厚. S 質の も 

のから 薄， い 質の ものに 變 つたこと は、 その 時の 事情 を 顧慮 すれば 全く 合理的で あるが、 その 事情 

を 取り除いて 了つ て、 一 般に 葉が 厚い 質 Q ものから 薄い 質の ものに 變る こと は 生活に 合理的で あ 

る、 とはい はれない。 ひとり 機械 だけで はない。 現代文明の 中に 生長して 行く もの は、 何 11^ か 時 

代 を 支^す る 力 を 持つ 限り、 それ は 確かに 一 面に 於いて 機械 を 含み、 機械の 持つ ェ學的 合理性 を 

表現して ゐる けれども、 他面に 於いて は 現代文明 がその 特殊の 歷 史的 事情に よって 持つ に 至った 

要素 を 表現す るので ある。 我々 は これらの 諸 要素の 上に 批判 を 加へ なければ ならない。 

私 は 先き に、 現代の 文明 生活 を 決定す る 要素と して 二つの もの を 特に 重視し なければ ならない 

といった。 それ は 機械と 社會 性と であった。 そして 我々 はこの 中の 機械に ついて、 ほぼ 殘 りなく 

考察した ので あつたが、 その 考察に 於いても、 勿論 社會 性が 併せ 考 へられて ゐた。 機械 を考 へる 

時には、 いかにしても 社 會性を 離れて 考 へる ことが 3J 來な いからで ある。 また 同様に、 社 會性を 

考 へる 時には、 機械から 全く 離れ 去る と い ふ こと は 來 まい。 我 々 は 今 現代文明 を 決定す る重耍 

要素の 社會 性の いかなる もので あるか を 考察す るた めに、 旣に鑌 けて 來た 機械の 考察に 卽 しつつ、 

その 道 を 進めて 見よう。 


文明の 外貌の 著しい 變化 

或る日 のこと、 私 は 田 舍の靑 年の 訪問 を 受けた。 田 舍の靑 年で も 今 は 圓 タク を 利用す る こと を 

知って ゐる。 彼 は 停車場から その 圓 タク を驅 つて 眞っ 直に 私の 家へ やって 來 たの だ。 私 は 靑年を 

玄 關に迎 へた。 「赤毛布」 その 名 は旣に 古典的と なった。 が、 赤毛布 は 生成の 當時必 すし も 時代 

おくれの ものでなかった。 毛布 は 日本で 中  1 來 ない 舶来 も Q である。 そして 昔 あれ 程髙惯 だった 毛 

布と いふ ものが、 西洋から これ 程 安價に 輸入 せられて 來 たので ある。 それ は 直ぐに 田舍の 端々 へ 

まで 行き 亙って、 都會 ではもう 誰も そんな もの を 引っかけて 步 くもの が なくなった 時に、 田舍で 

は 都の ぼり をす る 時に、 これ 程 重寶の もの はない として 愛用 せられる やうに なった の だ。 「赤毛 

布」 が、 都會へ 出て 來た 田舍 者の 刖名 となった。 昔の 都き が 田舍の 片隅へ 押し やられた の だ。 

けれども 私 Q 家の 玄關に 立った 田 舍の靑 年 は、 流石に 赤毛布な ど を 身に 纏うて はゐ なかった。 

今では 赤毛布 も 立派に 一 時代 前の ものに なった の だ。 田 舍の靑 年 は、 都 會の靑 年と 何の 變り もな 

い 表情 をし、 手に は 立派な トランク を さへ 持って ゐる。 W し 私の 書 齋へ這 入って から 後に 青年の 

話す ところ は、 流石に 田舍 ものら しい 驚異 を 言葉の 端々 に 漏らす。 靑年は 先づ圓 タクの 效 能を褒 

め 立てた。 この 人 がらの 悪い 都 會へ來 て まごまごして ゐ れば俾 代な ど どれ だけ 暴ら れ るか 分らな 
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so それ だのに 圆 タクに 乘 らう ものなら、 どんな 遠隔な 知らない 場處へ でもた だ 0 一  圓で 行ける 0 

こんな 安慣な 便利な もの はな， S と- S ふので ある。 また 彼 靑年は 百貨店の 食堂 を 褒め立てた。 どん 

な 御馳走で もが 見本に なって 入口に 並べられ、 おまけに それに は 値段 書が ついて ゐる。 田舍 など 

で 料理屋へ 一寸 行かう ものなら いくら 取られる か 知れない やうな 珍ら しい 御馳走 を、 見本に つい 

て 鍵 腹た ベる ことが 35 來る。 こんな 料理が 田舍 にも あれば どんなに 便利 だら うか、 と 靑年は 感心 

する ので ある。 全く これ は 便利 感心の ものに 相違ない。 我々 もこん な 世界に 住む の は、 つい 近頃 

のこと なの だ。 つ. S 近頃の ことで は あるが、 便利に 慣れても うそろ そろ その 便利 を 忘れ かけて ゐ 

る 0 

我々 の 文明の： S はこの 最近に 著しい 程度で 變 つて 来た。 都會の 血液が ビル ディ ングの 中から 

流れ出で、 圓 タクが 生れ、 ラヂォ が 生れ、 トォ キイが 生れた。 そして これらの 新ら しい ものが 社 

會へ 提供 せられる 度 ごとに、 社會の 外貌 は 著し. S 程度で 變 つて 行く の だ。 新ら し S ものが 社會生 

活の 中に 見られ、 文明が ハイカラ になった から、 それだけ 社會 生活の 外貌が 變 つて 行く とい ふの 

ではない。 これらの 新ら しい もの はたと ひどん なに 新式の 發明 であると しても、 物と して 見れば 

大して 驚くべき もので はない が、 今の やうに 社會の 集圑的 生活 が 緊密な 結合 を 示して ゐ る 場合 に 

は、 その 新ら しく 發 明せられ たものに よって、 社會關 係の 上に 及ぼして 來る變 化 は 著し いもので 

ある。 たと へば 飛行船 や 飛行機が どんな 速力で 飛ばう と、 速力 自身の 變化 として は 別段に 驚く ベ 


きこと ではない けれども、 日本と 米 大陸との 間 を 飛行機が 燕の やうに 極く 安々 と來往 する ことに 

なったら、 11 それ は 決して 遠 S 將來 Q ことで はない —— 日米 間に 戰举を 起す 關係 は、 一 變 しな 

ければ ならない。 そして 資本主義 社會の あらゆる 努力が この 戰爭を 未然に防が うとして、 政治的、 

經濟 的、 外交的の 種々 の 政策に 腐心して ゐた としても、 それらす ベての 腐心 を 直ちに 一掃して こ 

の 戰爭を 不可能なら しめる もの は、 その 飛行機の 發達 だ。 世界 軍縮 會議 がどう 結着 づ けられよう 

と、 列國の 勢力 均衡に よって 漸くに 決定す る 海軍 力 比率 を 皮肉に 冷笑しつつ、 全然 それ を 無意義 

に歸 せしめる もの は、 發 達した 飛行機で ある。 かやう にして 假 りに マル キシ ストの いふ 如く、 资 

本 主義 最後 の 段階と し て の 帝國 主義 的 時代 に 於いて 世界 大戰が 必然的に 起る ものである と 假定し 

て も、 その 帝國 主義 的 戰爭を 一 つの 機械で あるに 過ぎない 飛行機が 不可能なら しめる。 それ故に 

^は マル キシ ストの やうに、 現代 社 會の經 濟的耍 素 を 以て 文明 Q すべての 動き を 決定し ようとす 

る 見方に そのまま 贊成 する ことが 屮： 來 ない。 il かくして 機械の 發 明が 最近 顯 著に 進められ るに 

隨 つて、 我 々の 文明の 外貌 は、 まことに 驚くべき 變化を 遂げて 來た。 

圓 タクの 流行 

その 外貌の 變化 Q 一  つと して 我々 が 今 直ちに 數 へる ことの 出來る ものが、 圆 タクで ある。 圆タ 
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クが 出現して から、 都會の 街路 を 走る 俥の 姿 は、 殆ど 全く 見られ なくなった。 そして 街路 一 ばい 

を 埋めて その 圓 タクが 走って ゐる。 かう した こと は、 つい 數年 前まで は米國 がへ りの 人達に よつ 

て 珍ら しげに 語られた もので あつたが、 今 その 都市 外貌 は 我々 の 周 園に も窗ら された の だ。 さて 

この 圆 タク は、 い かなる 性質 を 持つ が 故に、 現代の 文明 を 征服した もので あつたか。 また かく 圆 

タ ク が 現代 社會を 征服し て 行く 精神 は いかなる もので あるか。 

圓 タクが 都市交通 を 支配す る。 その 理由 は 何で あるか。 勿論 圓 タクの 速力が、 他の 同様の 交通 

機關に 比較して 著しく 速. S からで ある。 都市の 外郭 は、 廣 く擴大 せられて いった。 然るに 現 

代の 商業主義 的 生活 は、 益. M 念 速に 事務 を處理 する こと を 我々 に 要求す る。 かう した 都市の 交通 

機關 として は、 出来るだけ 速力の はやい もので なければ ならぬ こと は 言 ふまで もない。 それ故に 

圓 タクが 現代の 交 逋機關 として 壓倒 的の 勝利 を 占める こと は、 これ は 誠に 當然 の經 過な の だ。 併 

しそれ は圆 タク を單に 一 の 機械と して 見ての 觀察 である。 若し 圓 タクが 速力の 上で 速いた めに 勝 

利 を 占めたと いふので あるならば、 自動車 はもつ とすつ と 早い 時期に、 大いに 流行し なければ な 

ら なかった。 圓 タクと 同じ 性質の 自動車 は、 勿論 圓 タク 以前に 存在して ゐ たの だ。 然し 自動車 そ 

の もの は、 圓 タクの 如くに 大いに 流行す るに は 至らなかった。 然 らば 圓 タクが 時代 を 風靡す るに 

いたった 原因 は、 ただ その 速力の 速い こと だけ だと はい はれまい。 速力が 早い こと は、 圓 タクが 

機械と して 持って ゐる 性質 だ。 併し 圓 タク は、 その外の 性質 を 持って ゐる。 機械と して 他の 機械 


を 征服して 行く 性質 を 持って ゐる 外に、 なほ 現代の 商業主義 的 社會の 中で、 他の 交通 機關を 商業 

、王義 的に 征服して 行く 性質 を 持って ゐる。 その 點が 今は盱 要な の だ。 一 の 機械 は狻找 としての 脇 

利 者で ある だ け ではなく、 商業主義の 戰 ひに 於いての 勝利者で なけ れ ば な ら ない。 そして 現代 社 

會の屮 で 勝利 を 占めて 行く もの は、 何で あれ、 すべて これら 二つの 性質 を 併せ持って ゐる。 

圓 タクの 性質の 分析 

私 は 今、 圓 タクの 持って ゐ るかう した 機械 以外の 性質 を 分析して 見よう。 その 性質 は 勿論 機械 

がーつ 一 つの 個體を 以て 獨 立に 持って ゐる 性質 だと は考 へられない。 圆 タク はさう した 個體的 Q 

性質 を も 持って ゐる であらう。 圆 タクが 黑色 であるか 空色で あるか、 有蓋で あるか 無蓋で あるか、 

など は、 すべて さう した 侗體 的の 性質で あらう。 けれども 圓 タク は、 その 侗體 的の 性質 を 以て 勝 

利 を 占めたので はない。 步 行に 非常に 早い 人 問が ゐて、 飛脚と しての 勝利 を 占めたと する。 これ 

は その 飛脚が 個人的に 持って ゐる 性質 を 以て、 勝利 を 占めたの だ。 圓 タク も その 個 體 的の 性質 を 

以 て 臉利を 占める 場合 は 全くな S ので はな S 。例へば 圆 タク を 待 つ 人 は、 走って 來 るいくつ もの 

圓 タクの 車體に 注意して、 それが いかなる 式に 屬 する もので あるか、 古い か 新ら しいか、 など を 

明らかに 認識した 後、 最新式の 様式に 屬 して 車體も 新ら し. S と 思 はれる もの を選擇 し、 その 車 を 
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よびとめる であらう。 この場合に は、 明らかに 固 タクの 個體 的の 性質が、 勝利者と なる に 重要 Q 

もので あつたの だ。 併し 圓 タクが 他の 交通 機關を 征服した 性質 は、 さう した 侗體 的の もので はな 

い。 それ は圆 タクと いふ 一 つ の 集 群 を 以て、 その 集 群の 持つ 性質に より、 他の 交通 機關の 上に 勝 

利 を 占めたの だ。 卽ち圆 タク は、 その 社會 的に 表現す る 性質 を 以て 勝利者と なった の だ。 商業 主 

義的 社會の 中で 圆 タク を 勝利者に した 性質 は、 正しく この 社會 的の 性質で あつたの だ。 

然 らば 圓 タクの 持つ 社會 的の 性質と は 何で あるか。 何よりも 先き に氣 のつ くこと は、 圓 タクが 

その 運賃 を 均一なら しめて ゐる こと だ。 いかなる 場所へ 走らせよ うが、 その 距離の 遠近に ついて 

は 何の 差別 もな く、 ただ 同 一 の 運賃で 走らせる。 そして この 運賃 もい ろ. S ろの 端錢を 持つ のでな 

く、 ただ r 1 圆」 とい ふ、 基礎的な、 甚だ 數へ よい 金額 だ。 圓 タクの 持つ この 性質 は、 圓 タク を 

して 壓倒 的の 勝利 を 占めさせる 原因と なる。 距離に よって その 運賃 を異 らしめ るメ I- トル 制で は、 

乘 つてね て 何となく 不安 を 感じなければ ならない。 距離が 遠く なれば 遠くなる に隨 ひ、 どんなに 

高い 運賃 を耍 求せられ るか も 知れない ことが、 我々 を 何となく 不安に 導く。 また その メ ー トルの 

標示 も 正しい もの か 正しくな いもの か、 それに 就いても 不安 を 感じなければ ならない。 さう した 

不安の 感じ を 持つ こと は、 忽忙な 現代人に 取って 隨分 荷厄介の もので はない か。 距離の 近いと こ 

ろ を乘る 時には、 圓 タクに 乘る こと はメ ー トル 制の 自動車に 乘 るよりも すっと 高憒 につく ことで 

あるか も 知れない。 併し その 場合の 損失 を敢 てしても、 現代人 はな ほ圓 タク を 選ばう とする ので 


ある。 現代人に 取って は、 不安定の 感じ を 避ける ことが 一 つの 强ぃ 要求で ある。 そして 成る 可く、 

我々 の 頭腦で 物を考 へる こと を簡單 にしたい。 我々 の 生活 事務 を 簡略 0 ものにしたい。 かくして 

圓 タク は その 料金 を 均一 にした ことが、 社會 的に 重耍な 性質であった。 

均 一 化の 理想 

圓 タクが 料金 を 均 1 ならしめ てゐ ると いふ こと は、 その 中に いろ. S ろの 性質 を 含めての もので 

ある。 商業主義の 社會 では、 物の 値 打 は そのものの 俯 によって 標示 せられる。 その 做 段が 品位 

でも あれば、 尊敬で も あり、 また 社會 的の 地位で も ある。 それ故に 五圆の 商品 は五圆 だけの 品位 

を 持ち、 十阆の 商品 は十圓 だけの 品位 を 持つ。 百圓の 月給 取 は社會 から 百圓 だけの 尊敬 を 受ける 

し、 一 一 百圓の 月給 取 は 社會に 二百 圆 だけの 地位 を 持って ゐる。 さて 圓 タク は、 その 値 打 をた だ 一 

圓と 標示した。 い かに 最新式の 自動車で あらう と、 舊 式で ボロボ a の 自動車で あらう と、 すべて 

自ら を 一 圓均 一 の 品位の ものと して 標示した。 自動車の 各 侗體の 持つ 値 打の 相違 は、 圆 タクと し 

て は 見捨てられなければ ならない。 古い ボ ロボ 口 の 自動車に 取つ て は その 地位の 髙上 であらう が、 

最新式 高級 の 自動車に 取って は、 その 地 伉 を 著しく 低く 評價 した ことになる。 併し この 最新式 髙 

鉸の 自動車 も、 同一 の圓 タクの 仲間入り をす るので なければ、 その 存在 を 支持す る ことが 出来な 
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いの だ。 そこで自^§.車そのもの の仲間に、 徹底的の デモ ク ラシィが 行 はれた。 この. テ モク ラシィ 

が 正しい か 正しくな. S か は、 今 問題で ない。 とにかく 現代 社會の 中で は、 自ら を 徹底的に 平等 化 

した ものが 勝利 を 占めたと いふ こと は、 我々 に大. S なる 暗示 を與へ る。 併し 自動車 はかく 自ら を 

平等 化した けれども、 その 構造の 相違が 競 (f に 於いて 全く 無視 せられて ゐ るので はない。 最新式 

髙 級の 自動車 は、 やはり 古い ボ B ポロ の 舊式車 を 塑 迫して 勝利 を 占める であらう。 併しながら 自 

動 車なる 限り は その 特殊 地位 を 振り捨てて、 同 1 の圆 タクと. S ふレヴ H ルに 立ち 戰は なければ な 

ら ない とい ふこと が、 自動車に 徹底的な デ モク ラシィの 敎 訓を與 へたの だ。 

圆 タク は 自動車 自身 を かく 平等 化し 均 一 化した に 止まらす * それに 乘る 我々 自身 を もす つ かり 

平等 化した。 圓 タクに 乘る もの は、 いかなる ブ ルジ " ァ であると プ 口 レ タ リアで あると を 問 はす、 

すべて 一 圆 の 品位、 一圓の 尊敬、 一圓の 社會的 地位 を 持った ものな の だ 。本来 は それ以上の 俯 打 

を 持った 紳士が これに 乘 つたと すれば、 その 時 この 人の 値 打 は 一 圓 まで 引下げられる であらう し、 

本來は それ 程の 値 打 を 持たない プ 。 レタ リア も、 それに 乘 つた 瞬間 だけ は 一 圓の値 打の 人間と し 

てブ ルジ ョ ァと同 一 の 社會的 地位に 立つ であらう。 そのこと は社會 的に 見て 大 いなる 變革 ではな 

いか。 月給 五 百圓の 紳士と 日給 八十 錢の勞 働 者 を 同一 の 社會的 地位に 立た しめよう としても、 そ 

れは甚 しく 困難で あるか 或は 全く 不可能の こと だ。 そして かくの 如き こと を寶 行しょう とすれば、 

月給 五 百圆の 階級の もの は、 あらゆる 手段で その 變革を 阻止す るで あらう。 然るに 單 なる 圆 タク 


が、 この 變革を 極めて 容易に 達して 了った。 よし それ は H タクに 乘る 何十 分か だけの 變革 である 

にせよ、 とにかく 社會の 中に かく Q 如き 平等 化が 資行 せられて ゐる こと は、 社會 人全體 C- 心理 を 

更改せ しめねば 巳まない も Q である。 

さてな ほ 我々 は圓 タク Q さう した 性質 を 觀 察して 行く。 自動車 は本來 ブル ジ ョ ァ 階級の 人々 Q 

乘る ものであった。 我々 は 街頭 を步. S て 自動車が 疾走す るの を 見て ゐた としても、 それ は 我々 Q 

生活と は 沒交涉 の ものであると 考へ、 それに 對し 何の 要求 を も 起し はしなかった。 然るに その 自 

動 車に ブル ジ ョ ァ でない もの も乘る ことになると、 ブル ジ 4 ァ 階級 以外の もの も ブル ジ ョ ァ的生 

活 の享樂 に參與 する ことが 出來 たので ある。 自動車 は プル ジョ ァの ものであるから、 これに 乘る 

料金の 高い こと は. S ふまで もない。 然るに 今 その 料金が  一 II と 均 一 せられた の だ。 併し  一 ^とい 

ふ 料金 は、 一般 社會 人の 生活 標準に 比較して、 十分 か 二十 分の 交通費と して さう 安 惯なも Q では 

ない。 然るに その 一 圓を 安價な 交通費 だと 感じた 理由 は、 專ら 自動車 を ブル ジョ ァの ものと 考へ 

てゐ たこと にある とい へる。 それ故に ブル ジ ョ ァ的 生活 を 買 ふ 養 用と して は、 圓 タクの 1 圆は安 

價 であった の だ。 が、 圓 タクに 乘る 頭数が 多くなる と 同時に、 人々 は  一 0 を支拂 ふこと を それ 程 

高價に 感じなくなる。 一圓 は 僅かに 十分 か 二十 分かの 交通費に しか 相當 しないの だ。 かうな つた 

時に、 貸 幣の梳 打に も亦變 革が 起った。 我々 が 一 圓を 尊重す る 心理に 變 革が 起った。 それ は 営然、 

他 の 商品 を 買 ふ 時 の 心 理 に 變革を 加 へる ものである。 
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商品 の 社會的 性質 

. 我々 は圓 タクの 持つ 社會的 性質 を 考察した。 そして この 圆 タクが 社會の 上に 壓倒 的の 勝利 を 占 

めた 時に、 社會 生活の いくつかの 關 係の 上に. S かなる 影響 を與へ たかを も 考察し 終った。 要する 

に圆 タク は、 侗體 として Q 圆 タクの 持つ 性質 をす ベて 脫ぎ 捨てて、 その 性質 を 完全に 平均 化し を 

はった 時に、 社會の上に勝利を占めることが5^來たのだ。 圓タクが自分の前に揭げてゐる 「一 觀 

均 一 」 と. S ふ 札の 「均 一 」 が、 社會を 征服す る 力 を 持った の だ。 現代 社會 では この 「均 一 」 が 恐 

ろしい 力 を 持って ゐる。 均一 よりも 上に 頭 を 出して ゐる ものが、 社會を 征服す るので はなくて、 

均一 より 上に 頭 を 出しても 叉 それより 以下へ 頭 を 沈めても、 都合が わるい。 ただ 均一 的なる もの 

が、 勝利 を 占める の だ。 社會 生活 自身が 今や 「平均 化」 と S ふ 一 つの 大きな 理想 を 持って ゐ るの 

だ。 そして この 理想 を 自らの 上に 最もよ く體 現し 得た ものが， 現代の 社會 生活の 上に 勝利 を 占め 

る ことが 出來 る。 かやう の 平均 化の-理想に よってつ くられた もの は、 所謂 「商品」 である。 

商品 は、 人間が その 生 產品を 相互 交換し はじめ たす つと 古代から 存在した やうに も考 へられよ 

う。 W し 商品 は 全くのと ころ、 近代の 產物 である。 古代に は、 商品がなかった。 中世に も、 嚴密 

の 意味で 商品が まだよ く 生長して ゐ なかった。 完全に 商品が 成立した の は、 生産に 大規模の 機械 


が 使用 せられて 所謂 魔 業 主義が 始まって から 以後の ことで ある。 私 は 一枚の 布 を 必要と する。 斯 

斯の 性質 を 持った 布 を 欲する といって、 布の 職工に これ を 織る こと を 註文す る Q である。 この 場 

合の 布 はま だ 商品 だと はい はれない。 刀工が 自分の 家の 中 だけで、 小規模に 刀 を^へ てゐ る。 一 

本 一本に 違った 個性の 刀を鍛 へて ゐる。 そして 自分の 家 を 親しく たづね、 それらの 刀 を 選んで 買 

ふ 武士 を 待って ゐる。 この 刀 も 厳密な 意味で は 商品と 呼ばれない。 況んゃ 物々 交換の 品物に 於い 

て は、 商品と いふ 考へ はま だ 少しも 起って ゐな. so 家庭の 中 だけで、 機械 を 用 ひすに 生産す る。 

そして 特定の 個人に だけ 寶 らうと 欲して ゐる。 この場合に は、 生產も 交換 もま だ 全く 個人的の も 

ので、 その 生産 品 は 大きな 社 會の風 を 受けて ゐ ない。 だから そこで 寶 買せられ る 品物 は、 その 品 

物の 持つ あらゆる 個性 を脫 して ゐ ない。 ここで は 商品と いふ 考 へが、 完全に 生長して 來 ない。 産 

業 主義 時代に なって、 始めて 商品が 現した。 それ は 特定 Q たれかれが 目 あてと なって 生産 せら 

れ るので はなく、 全 體の社 會が目 あてと なって 生産せられ るの だ。 「社會 が これ を 買って くれる 

だら う。」 1. かやう に 者へ た 時には、 商品 は 來る 限り その 偶 性的の 衣 を脫ぎ 捨てて、 一般 通有 

の、 平均 化せられた 性質 を 持たなければ ならない。 少しで も餘 計に 惘 性的 特色 を 持つ もの は、 勝 

利 者と なること が 3^ 來 ない。 出来るだけ 一般 向きに、 出來る だけ 平凡に、 また 出來る だけ 安惯で 

なければ ならない。 その 時に この 品物 は 初めて 商品と しての 存在 權を 社會 Q 中に 確保す る ことが 

來る。 社會が 平均 化の 理想 を 持つ こと は、 その 社會が 商品 を 持つ ことと 平行した 現象であった。 
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商品 の 焦燥 意識 

併し 商品の 持つ この 平均 化の 理想 は、 一 旦 平均 化に 勝利 を 占めた 以上、 全く 平凡に 留まり、 惰 

眠 を 貪って ゐて もよ いとい ふ もので はない。 この 平均 化の 背後に は、 商品 特有の 焦燥 意識が ある。 

商品が 平均 化する こと は 商品の 性質が 一 個所に 固定して ゐる ことで あるが、 かく 商品が 確 實に固 

定 しょうと 努めて ゐる に、 社會 生活 自身 は 一 刻の 停滞 もな く 進化して ゐる。 昨日から 今日 へ 、 

今日から 明日へ と、 一日の 猶豫 もな く變 化して ゐる。 かく 絶えす 變 化する 社會を 目標と しながら、 

商品 は 平均 化の 固定に 熱中して ゐる。 ここに 商品 は 商品 自身の 中に 重大なる 矛盾 を 含まなければ 

ならなくなる。 それ は 結局 商品 を解體 せしめねば 已 まない ところの 矛盾で あると もい へる。 一 Q 

商品の 背後に は、 ちに それに 叛逆して 根祇 よりこれ を 覆さう とすると ころの、 他の 商品が 押し 

寄せて ゐる。 一 の 商品が 社會の 進みに 俘 ふこと が 出来す、 その 固定に 安住して 居れば、 他の 商品 

はも はや 機敏に その 商品の 前方へ 現 はれて、 新ら し. S 社會の 大衆へ 呼びかけて ゐ るの だ。 そして 

商品の 生産者 は、 いかにして 現代 社會の 要求 を 平均 化する ことが 來る かと 焦慮して ゐる 他面で、 

S かに 新ら しい 社會へ 喚び かける ことが 出 來 るかと 憂慮す るので ある。 卽ち 商品 は、 一 面で； W だ 

保守的に ならう としながら、 他面で は 極端に 社.^ に對 して 尖鋭 化しよう とする。 また 社會 Q 新ら 


しい 動き を あれ かこれ かと 摸索しながら 確實に その 動きの 本質 を 捕捉す る ことが 出来ない ために- 

單に 現在の もの を 打破して 何等かの 新ら しさ を 出した とい ふだけ の 盲動 的 の 商品 も 生産せ られて 

來る。 また 突如と して 現 はれた 商品が、 我々 に 新ら しい 欲望 をつ くり、 我々 の 動き を その 方へ 引 

きすって 行く 場合が ある。 いや、 大抵の 場合に は、 商品が 我々 を 引きす つて 行く ので あり、 我々 

がー 々に 商品の 要求 をつ くって ゐ るので はない。 この こと は 先き に 機械に つ. S ていった と 同じ 關 

係で ある。 無數に 新ら しい 商品が 創ら れて、 店舗 を 飾る。 そして この 商品の 新ら しさ を 大衆に 示 

すため に は、 S 舗 は あらゆる 宜傳の 方法 をつ くし、 その 宣傳に 多くの 費用 を かける こと を惜 まな 

い。 けれども JJ の 商品の 中の 凡そ 幾 割が、 大衆に よって 實 際に 費消 せられる 0 であるか。 

そのこと は 今日の 雜 誌の 生産 を 見ても よく 分かる こと だ。 雜誌屋 の 店頭 を 飾つ てゐる この 數多 

くの 雜 誌の 中で、 凡そ 幾 割が 實 際に 讀者 によって 買 はれる ので あるか。 八 割と 寅れ る もの は先づ 

奇践 だとい つてよ. so 五 割 賣れれ ば 大成功の 部 だ。 多く は 一 割か 二割し か 赍れて 行かない。 そし 

て殘 りの 大部分 は 生産者へ 返送 せられる Q である。 然るに それだけの 數を 費る ために も、 生産者 

は實に 巨額の 廣吿費 を 費消し なければ ならない。 だから、 生產 せられる 雜 誌の 僅か 一 割ば かりの 

部数の 上に、 寶れ ないで 返却 せられる ものの 生産費と すべての 廣吿 費と が 載つ かる ことと なる。 

これ は雜 誌生產 につ. S て 見た 例 だが、 それと 同様の こと は 今日 我々 が 店舗に ついて 見る すべ ての 

商品に つ いてい へる の だ。 店舗の 全部 を 占める 商品 を 悉く あつめて 計算して 見る としたら、 その 
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分量 は 我々 0 社 會が實 際に 費消す る 額の 凡そ 何 倍 何十 倍に のぼる ことで あらう か。 また 工場で 生 

產 する 商品の 全額 は、 社 會が實 際に 費消す る 額の 幾 倍に 相當 する であらう か。 この 工場の 生產さ 

へ、 實は 工場の 能率 僅か 幾パ ー セントに 過ぎない ものであると 計算 せられて ゐ るの だ。 然 らば 

世界の 全 工場が その 全能 率 を あげて 生產 するとしたら、 現に 世界が 費消しつつ ある 商品の 幾 十倍 

幾 百倍 を生產 する ことで あらう か。 商業主義 はさう した 殺到 をな して ゐる。 

ジャ ー ナ リズムの 平凡と 尖銳 

いかにして 平均 化の 理想 を 巧妙に 體 現して 現代 社會の 上に 勝利 を 占めようかと 努力して ゐる背 

後と 前面と に、 それに 叛逆して 新ら しい 勝利者に ならう として ゐる 他の 商品の 無限に 殺到す る を 

望見しながら、 一 の 社會に 優勝 的 地- U を 占める 商品 は、 保守と 焦燥との 苦しい 葛藤 を經驗 しなけ 

れ ばなら ない。 が、 とにかく  一  Q 社會を 征服した 商品で ある^り は、 その 社會に 於け る 平均 化の 

任務 を 最もよ く果 した ものであるに 相違ない。 社 會に對 して 尖鋭 的な ものが、 勝利 を 占める ので 

はない。 卓越 も 亦 社會に 勝利者と なり 得る 所以の もので はない。 ただ 平均で ある。 一般的で ある- 

平凡で ある。 それが 我々 の社會 に、 嘆稱 すべき 跋恳 をな す。 その 1 二の 例 を あげるならば、 M タ 

ク によく 似た 圆本 だ。 茶々 の娱樂 大衆 雑誌 だ。 大衆 小說 だ。 映畫 俳優 だ。 これらの ものが、 今 我 


國 でも 絕對の 勝利 を 占め はじめて ゐる。 

娛樂 大衆 的の 雜誌 は、 社會の 進みに 對 して 少しも 尖鋭 的の もので はない。 それに 揭 げられ てね 

る 題目 は、 いかに 平凡な、 新ら しみの な， S もので あるか。 そして 國 民の 耳へ 1 般に 入り やすい 保 

守 的道德 を、 それの 中心的 精祌 にして ゐる。 併し 全體 Q 大衆 を滿 足させる に は、 藥味 をた だ 一種 

だけにして ならない。 それに は あらゆる 種類の 藥 品が 少 分量 づっ 混和せられ、 こ 0 藥 品の 種類 を 

網竊 する 點で はまた 實 によく 周到 で なければ ならな い 。 だから 勿論 そ の 中 へ は 尖鋭 的の 藥品も 極 

めて 僅か だけ は 加味 せられる。 が.、 その 分量 を 誤り 用 ひた 人が 生命 0 危險に 瀕した とするならば、 

その 合成 藥の 信用 を 1 時に 失墜せ しめる ことで あるから、 その 尖鋭 的の 藥を 加へ るに は 非常の 注 

意が 肝要で あり、 また 危險を 冒す より は 最初から 混和し ない 方が 寧ろ 安心で さへ ある。 用 ひる も 

の は氣附 け藥、 氣 晴らし 藥、 甘味料、 芳香 劑 など、 凡そ 人間が 飲んでも 飮 まないでも 生活に 

へのない やうな もの を 主として、 それに. S ろい ろの 引 立 役の 藥を 混入す るの だ。 かやう に 見て 來 

れば、 娛樂 大衆 雜 誌の 調 劑法 は、 世に 時め， S てゐる 某々 寶藥 某々 化粧品の 調劑 法と 少しも 違った 

もので なく、 實 は社會 生活 を 進め もお くらせ もしない、 あっても なくても よい、 とい ふ 存在 物な 

の だ。 併し その 平凡 性が、 社會を 征服し 得る 所以で ある。 

用途 を 幾分 かづつ 尊 門 化せし め、 調劑に 多少で もの 特殊 的 色彩が 加 はった もの は、 それだけ 商 

品と して 個性的の もの だから、 寶れ 行きの 範 園を狹 くす る。 が、 全く 特殊 專門 的ではなくて 幾分 
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で も 大衆 を 標準に しょうと する もの は、 全然 娱樂 大衆 的 であると；」 ろの も Q により 壓 迫せられ、 

漸次に その 讀者を 失 ふから、 やはり 自己の 生存 權を 主張す るた めに も同樣 に娛樂 大衆化して 行つ 

て、 同一 Q レヴェ ルに 立たなければ ならなくなる。 また 或る も Q は、 商品の 尖鋭 性の 部！ g に 羞^ 

して、 尖鋭 的で あると 社會で 見られる やうな もの をよ く _ 鬼 集し、 それによ つて 藥 味の 調合 を 計ら 

うと もす るので ある。 かう した もの も 一 の 生存 權を 持つ であらう。 併し さう した 一般 向き 雜 誌に 

重要な こと は、 一 時で も 保守的に 停滞して ゐて はならない こと だ。 また ジャ ー ナ リズム が 自己の 

商品 性 を 支持す るた めに、 尖鋭 的 要素で あると 社會 によって 一般に 者 へられて ゐる やうな 要素へ 

特に 力を入れて 調劑 する 場合に は、 その 要素 は、 この ジャ ー ナ リズムの 力 を 媒介と して、 社會の 

進みに 對し 必要 以上に 高調 せられる ことと なる。 かくして すべての 思想の 發 表が. 主として はジ 

ャ I ナ リズム を 媒介と する 現代に あつ て は、 社會の 思想 は集團 的に 不思議な 形の ものと なって 存 

在す る ことと なる。 思想 は 勿論 ジャ ー ナ リズム 0 上に 影響す る けれども、 一 旦 その 思想が ジャ ー 

ナ リズム の 上に 影響 を 加 へ たと すれば、 ジャ ー ナ リズム はまた その 有力なる 商品 性 を 以て、 思想 

的 存在 そのものの 上に 重大なる 影響 を 加へ るの だ。 一方に は娱樂 大衆 雜 誌の 平凡な 「健全」 な 道 

德 思想に よって 養 はれた、 保守的 思想の 巨大な 民衆 歷が橫 はって ゐる。 が、 他方に は、 商品の 尖 

鋭 性 を 目標と した ジャ， 'ナ リズムに よって は、 尖鋭 的な 思想が、 その 社會の 必要と すると ころ 以 

上に 高調 せられて、 一 の 尖鋭 的な 民衆 層 を 構成して 行く ことに 役立って ゐる。 そして これらの 歷 


を 仲介せ しめ、 すべて を 文明の 統一的 立場より 渾ー せしめよう とする 思想 は、 ジャ， 'ナ リズム を 

仲介と して は、 それに 特有 な 民衆 警を 持た なくな るので ある。 

尖鋭 的な 思想と いふ もの は、 實際は その 社會 生活に 對 して 尖鋭 的で ないか も 知れない。 ただ そ 

れは 一般の 社會 によって、 尖鋭 的と 考 へられて 居れば それでよ い。 何故 なれば、 今の 5? 合に は、 

その 思想が 眞 に社會 生活に 對 して 尖鋭 的で あるか どうかの 論理 性が 問題で はなく、 ただ 社會 によ 

つ て 平均 的に かく 認められて ゐ ると. S ふ 商品 性が 問題な ので あるから。 例へば マルキシズム とい 

ふやうな もの は 論理的に は 十九 世紀 思想で あり、 現代の 社 會に對 して 少しも 尖鋭 的で ない に拘ら 

や、 平均 的に 民衆に よって 尖鋭 的と 考 へられる 商品 性 を 多分に 持って ゐ るが 故に、 現に ジャ ー ナ 

リズムの 商業主義 によって 有力に 支持せられ、 社 食に 一流 行 品と なって ゐる。 それが 抽象的で あ 

り、 ^念 的で ある こと は、 却って この 思想の 商品 性 を 有力なら しめる 所以の ものである。 かくし 

てジャ ー ナ リズムと 民衆の 思想との 間に は、 不思議な 關 係が 成立す る。 平均 化の 理想 を 最も 有力 

に發 揮す る やうな 雜 誌が 出現して ジ ャ ー ナ リズム を 風靡す る に 至る 時には、 他方に 尖鋭 的 思想が 

對抗的 Q 流行 をな すの である。 

現代の 商品 性の 理想に よって ジャ I ナ リズムが. S かに 組 絞 立てられ、 また こ Q ジャ ー ナ リズム 

の 組織 立てが 社會の 思想の 理論 性、 民衆の 思想 の 上に、 いかなる 影響を及ぼ すか を 我々 は旣に 

見て 來た。 娯樂 大衆 雜 誌と 同様の 商品 性 を 持って 社會を 征服して ゐる ものに は、 旣に言 つた 所謂 
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大衆 小說が ある。 映畫 俳優が ある。 圓 本が ある。 また 寶藥が ある。 スボ ォッが ある。 所謂 大新^ 

が ある。 これらの ものの 上に 商品 性の 理想 はいかなる 支配 をな し、 また これらの ものの 優勝 的 地 

位に よって 現代 社會の 性質が、 いか やうに 組 終 立てられ たかを 分析す る こと は、 興味深い 仕事で 

ある けれども、 考察が 長くなる から 先き のジ ャ ー ナ リズムの 例 だけで 切り上げる ことと する。 

音の 英雄と 現代の 英雄 

我々 はかって 英雄 を 知って ゐた。 太閤 秀吉は 英雄であった。 ナボレ オン は 英雄であった。 ァ レ 

キ サン ダ ー 大王、 ジン ギス汗 は 英雄であった。 それらの 英雄が 英雄で ある 所以 は、 普通人よりも 

卓越し た 性格 能力 を 持つ てゐ て、 普通の 性格 能力 をし か 持た な い 大衆 を 征服し 統御した ことに あ 

つた。 英雄 は それ だから 第 一 に、 普通人 以上の 特刖の 性能 を 持たなければ ならない。 普通 平凡な 

人間 は、 どんなにしても、 大衆 を 征服し 得ない が 故に、 英雄と なること が 出 来ない。 また 第二に- 

英雄 はすべ ての 人 A  Q 上に 壓倒的 征服 的に 働ら きかけ る 人で なければ ならない。 それ は 智力 道德 

力 武力な どの 中の 何れの 力 を 使用す るか 人に よって 定まって ゐな いが、 とにかく それらの カを以 

て 人間の 上に 優越 的の 地位 を 建設す る點 で、 英雄の 特色 を 持って ゐる。 以上 二つの 特質 を 持た な 

ければ、 英雄 は 十分に 英雄と しての 资 格を備 へ てゐ ると はい へ ない。 英雄と なること は、 長い 人 


類の 歷史を 通じて、 何人もの 希求して 來 たこと である。 現代の 敎 育に は、 その 英雄主義 的 精神の 

鼓吹が、 容易に あと を絕 たない。 だから 甲 は 乙の 上に、 丙 は 甲と乙との 上に 俊 越 的の 地位 を 得よ 

うとして 互 ひに 競爭 する。 「偉い ものに なれ」 といって 獎勵 する ことの 根柢に は、 その 英雄主義 

がつ ねに 姿 を 潜めて ゐる。 

然 らば 現代に 於いても 太閱 秀吉、 ナボレ オン、 ァレキ サン ダ ー 大王、 ジン ギス 汗の やうな 英雄 

は、 時代 を 支 する ことが 出來 るか。 英雄の 概念に も 革命が 起った。 今 は 秀吉、 ナボレ オン 等々 

は 英雄で ある ことが 出來 なくなった。 英雄で ある ことが 出来ない と は、 何よりも 先き に 時代 を 支 

配す る 力 を 持たない とい ふこと だ。 秀吉ゃ ナボレ オン は、 普通人と 違った 異常の 性能 を 持って ゐ 

る。 だから それ は 博物館 ゃ變態 心理 研究室で 研究に 必要の もので はあって も、 現代 社會の 理想と 

する ものに は 適合し 難くな つた。 現代 社會 では、 異常で な. S もの を歡迎 して ゐる。 昔の 英雄の、 

手が 長く、 足が 太く、 額が 四 角で あると すれば、 その 英雄 Q 手を切り 詰め、 足 を 細く し、 額 を 丸 

くけ づり 上げる ことが 必要で ある。 昔の 英雄 は 伊勢海老の やうで あるが、 現代の 要求す る もの は ^ 

その 髯ゃ尾 を 切り去って 殘 りを罐 詰に し、 これに 同一 の レッテル を 貼った もの だ。 ゆ 勢 海老の や 

うにし やち こばった 英維 は、 だから それに 重い 甲胄 を 着せて、 五月の節句に 一種の 考古 品と して 

持ち出す より 外 はない。 けれども 現代に 於いて、 英雄 は 全く 存在して ゐ ないか。 古い 英雄 は、 た 

しかに 死滅した。 新ら しい 英雄 は、 再び 時代の 上に 臨んで ゐ るので はな いか。 さう だ、 現代 は 確 
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かに 英雄 を 持って ゐ る。 英雄に よって 支配 せられて ゐる。 そして 今の 英雄 は 昔 Q 英雄の 持って ゐ 

た 性質と は 全然 反對 に、 異常の 點を何 一 つ 持た す、 全然 平凡で、 通有 的で、 格^の 特色 を 持た な 

いとい ふ點に 特色 を 持つ もの だ。 卽 ちその すべての 角 を 切り はなして、 出来るだけ 均 一 化した も 

のが、 現代の 英雄な の だ。 

かう した 現代の 英雄 を 見ようと 思ったならば、 街頭の 電車の 安全 帶に 僅か 三 分 だけ 立 つ て 待 つ 

がよ. S  。我々 の 前 を 疾走す るフォ ー ドの 自動車、 それ はニ臺 三臺五 臺十臺 と、 引つ きりなしに 突 

進して 來る。 また さう した 電車 通りで ない 道路に 立って ゐた としても よい。 我々 はもう その 路の 

角から、 フ ォ I ドの 車が 現 はれて 來 るの を 見る。 都會に 住んで フ ォ ー ドの 自動車から その 目を離 

さう としても、 それ は 可能の ことで ない。 フォ ー ドは資 に 驚くべき 勢 ひで、 我々 の 生活の 巾へ 突 

進して 來 たもの だ。 かくして 我々 の 目から ものの 五分 間と その 姿を消す ことが なく、 我々 を乘 せ- 

避けさせ、 我々 の 街路 を疾驅 して ゐる フォ ー ドの 自動車 こそ は、 現代の 英雄で ある。 

英雄と 商 品性 

我々 の 時代に も、 英雄 は 決して 少なくない。 5 や 日本 を、 世界 を、 最も ひろ. S 範圍で 支配す る 

點 では、 現代の 英雄 は 昔の 英雄よりも 遙 かに 偉大な^ 在で ある。 圓本は 現代の 英雄 だ。 某々 娛樂 


大衆 雑誌 は 現代の 英雄 だ。 また それらの 商品 をつ くり 屮：； す もの、 最も 豐 かなる 商品 性 を 持つ 人 問 

として 尊重 せられて ゐる もの も 亦、 現代の 英雄 だ。 某々 大衆 雜 誌の 社長、 某々 化粧品 Q 製造者- 

某々 寶藥の 廣吿者 は 現代の 英雄 だ。 某々 大衆 作家、 某々 映畫 俳優、 某々 スボォ ッ界の 花形 は 現代 

の 英雄 だ。 それ故に 現代人の 英雄 志願者 も、 その 目標 を 昔の それより 他へ 轉向 せしめる やうに な 

つて ゐる。 昔 は 太閤 秀吉、 楠 正 成、 東鄕 大將、 廣^ 中佐に ならう と 志願した が、 今 は映畫 Q スタ 

1 女優に ならう といって 映畫 プロ ダ クシ ョ ン へ日參 する。 レヴ ユウの ダン サ ー となる ために は、 

大根の やうな 足 を 並べて 品評す る試驗 場へ も、 「英雄 心」 の强ぃ 女達が 押し かける。 

昔の 英雄 も、 商品 性 を 全く 持って ゐ なかった ので はない。 秀吉は 普通の 人より は 異常な 性格 能 

力 を 持つ て ゐ たから 英雄と なって 大衆 を 支配す る ことが 出來 たので あらう が、 全然 異常であって、 

その 異常が、 大衆 的に 理解 せられる 何等の 均一 性 を も 持って ゐ なかった とすれば、 秀士 2 の 如くに 

成功す る こと は 出来なかった であらう。 大衆化され 得る 英雄 は、 何程 かの 程度で 必す 平均 化せら . 

れてゐ る。 それ故に、 太 閣秀吉 と 石 川 五右衛門と を 比較 すれば、 石 川 五右衛門の 性能の 方が 秀吉 

む それよりも 異常で あり 卓越して ゐて、 その 側に 立った 秀吉は 五右衛門の 目に、 平凡 極まる 猿 面 

冠者と しか 見えなかった かも 知れない。 併し 五右衛門 は その 異常 性 のために 英雄と なること が 

來ゃ、 秀吉は 凡智と 小手先の 刺く 平凡 さとの ために、 英雄と なること が屮 I 來 たので あらう。 

產業 主義 社會 になって 商品 性が 一 暦 露骨に 進められ ると、 英雄が 均 一 化し 平凡 化して 来ろ 形勢 
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は、 愈 甚だしくなる。 現代に 於いて 成功の 耍 訣を說 くこと は、 それ だから 極めて 簡單 だ。 それ 

は 「何が 平均 的の もので あるか」 を 誤算な く 数へ 得る 人になる こと だ。 自分自身の 資格に 就いて 

も、 その 同じ 尺度が あて 嵌まる。 よく 立身した 男 は、 大いに 異常で あるより は、 出来るだけ よく 

平均 化された 人物であった。 商業界に 於いて 成功す るに も、 商品の 鑑別に この 均一 化の 理想 を 遺 

憾 なく 實 現す る ことが 何よりも 旰要 だ。 


第七講 商品 化と 標準化 


機械の 標準 性と 商品の 平均 性 

さて かく 我々 は 現代の 商品の 性質 を 分析し、 何が 我々 の 社會の 理想で あるか を 考察して 来たが、 

現代 社會の 理想で あると ころの 「平均 化」 又は 「商品 性」 とい ふこと は、 我々 が 先き に 機械に つ 

いて 見て 來た 性質と 大いに 類似して ゐる ことに、 何人も 氣附 かされた であらう。 機械 は 一 の 標準 

性 を 持って ゐた。 機械 は主觀 的な 出 鰐 目な 思 ひ 付きでなくて、 つねに 大衆 を その 方へ 牵 きすって 

行かなければ 已 まない 客観性、 社 會性を 持って ゐた。 そして 幾つで もの 機械が 發 明せられ て 行く 

中で、 他に 優越した 地位 を 主張し 得る もの は、 必す この 客観性、 社 會性を 確保した ものであった- 

我々 はかくして 確保 せられた 機械の 客観性、 社會性 を、 標準 性と 呼ぶ ことが 中い 來る。 然るに 今 平 

均 性 又は 商品 性と 呼ばれた ところの もの は、 機械の この 標準 性と 甚だよ く 似た ものである。 我々 
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は 先き に 機械に 於いて 我々 の 生活 を 指導し 得る 合理性の 理想 を 見屮  1 す ことが 3, い 来た。 然 らば 今 商 

品に 就いても 同様に、 その 平均 性に 於いて 我々 の 生活 を 指導し 得る 合理性の 理想 を 見 35 す ことが 

£ 來 るか。 機械の 標準 性 は、 商品の 平均 性と 全く 同じ 5 もので あるか。 いかにも >J の 商品の 平均 

性に 於いて、 現代 生活 を 指導す る 理想 を 求めて ゐる人 はないで はない。 いや 所謂 現代 道德の 中で、 

この 平均 性の 理想に よって 指導 せられて ゐ ると 思 はれる もの は、 決して 少なくない。 曰く、 安全 

第一 。 日く、 能率 進。 n く、 産業 合理化。 これら はすべ て 同じ 性質の 所謂 現代 道德 だ。 

， 標準 性と 平均 性の 類似と 相違 

機械の 標準 性と 商品の 平均 性と は 甚だよ く 類似した ものであるが、 极本 的の 性 I 只 は 全く 遠つ て 

ゐる。 それ は 次の 點でも 分る であらう。 機械 は その 本性 上 新ら し S もので なければ ならない。 機 

械は 標準化 せられて ゐる けれども、 こ の 標準化 は 機械 を 常に 一 箇所に 停滞せ しめて 置く 保守的の 

もので はなく、 かく 標準化し なければ ならない ために、 つねに ェ舉 的に 合理の 道 を 進んで 停ず 印す 

ると ころがない。 それ故に 機械 は、 我々 の 普通の 目よりも 聰明で ある。 いや、 現代 社會の 尖端 的 

な、 最も 聰明な 目が 機械な の だ。 だから 我々 は 機械に よって 新ら しい 生活、 合理的の 生活 を、 敎 

へられる。 機械の 持つ 合理性 を 分析して、 我々 の 社會の 進む 方針 を 定める ことが、 我々 の 忙しい 


仕事で なければ ならない。 この 意味に 於. S て 機械 は 標準 的で は あるが、 やはり^ 越 的で ある。 ： . 

よ. 大衆の 進む 方向の トップ をき る 。大衆と 同一 の レヴェ ルに 立つ やうな もので あれば、 最 2^,」 

械 としての 用 を 果たす ことが 3： 來 ない。 然るに 商品 は單に 平均 性、 平凡 性であって、 卑越 性で は 

ない。 そして 何等か 卓越 的の もの は、 商品と なること が m 来ない。 大衆の 最も 普通の レヴ. - ル、 

大衆の 最も 通俗的の レヴ H ルが、 商品のと どまる 限界 だ。 だから 商品 は、 決して 生活に 標準 的の 

もので はない。 11 かくして 機械と 商 口 S とに は、 性質の 上で 根本的の 相違が ある。 

^しこの 相違に も拘ら す、 雨 者の 間に かく も 著しい 類似の あるの は、 何故で あらう か。 標準 性 

と 平 re- 性と は 一 見 區 別の つかない 外貌 を呈 して ゐる やうに 見える の は、 何故で あらう か。 それ は 

機械 も 商品 も 現代 社會 生活 を 媒介と して、 互に 全く 1 關 係の も 0 ではなく、 いや 赏は 互に^ 密な 

關係を 結ぶ ものなる が 故 だ。 兩 者の 問に は 次の やうな 關係が ある。 第一 に、 機械 も 商品 も 社會性 

によって 限定 せられて ゐる。 個人主義 社會の 時代に は 機械がなかった。 商品がなかった。 人間 相 

互の 關 係が 密接と なり、 緊密に 結合せられ、 明確な 存在と して 認識 せられる 社會が 成立して 後、 

機械 も 商品 も 初めて 完全に 成立す る ことが ぉ來 たの だ。 だから、 機械 を 動かす に は 一 の 社 會が必 

耍 であり、 機械の 恩惠は 直ちに 社會の 上に 及ぶ が、 同様にして 商品 は、 工場の 中で 社會 的に 製造 

せられ、 社會 そのもの を 目標と して 市場へ 送り される。 機械と 商品と は、 かく 社會 により 限定 

せられて ゐる で、 互 ひに 類似した 性質 を 持つ にいた る。 なほ 第二に は、 兩 者の 關係 は、 かやう 
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に 形式的に 同じ 社會 性に よって 限定 せられて ゐ るに とどまら や、 內容の 上で も實 質的の 結合 をな 

す もの だ。 それ は、 商品が 部分的に それの 內容 として 機械 を 取り入れて ゐる こと だ。 いかなる 商 

品 も 工場で 生產 せられる 限り は、 この 生産に 機械が 關與 して ゐる。 そして どんなに 侗 人的に 機械 

を 使 はないで 製造した 品物が あつたと しても、 商品なる 限り は 市場へ 提供せられ なければ ならす、 

また 市場へ 提供せられ たもので ある 限り は、 機械 を 使った 商品と 同一 列に 見做されて、 それの 値 

段が つけられる。 卽ち 商品の 値段の 標準 をつ ける もの は、 必す 機械に よる 製品で ある。 

さて かく 商品が 機械に よって 生産せられ ると すれば、 商品 は その 內容 として 機械 を 取 入れた も 

ので あるから、 機械と 商品との 實質 上の 關係も 亦、 甚だ 密 であると いはなければ なるまい。 但し 

商品の 全部の 內容が 機械 だとい ふので はな 5。 商品 は 機械 を 部分的に 利用す るの だ。 商品 はな ほ、 

勞働 者の 勞働を も 必要と する。 また 商品が 機械と 實 質的に 同一 の ものと なり、 機械 をして その 理 

想 を 思 ふ 存分に 働かせた とすれば、 今 以上に 立派な 商品が 出来なければ ならない の だが、 商品と 

して は 機械が それ 程 働ら いて くれる こと は歡. 迎 して ゐ ない。 何故 なれば 機械 は 文明の 尖鋭で ある 

し、 商品 は 時代の 平均 を 目標と する から。 そこで 商品 は、 機械 を 自分の 目的に 必要な 範圍で 活躍 

させて、 それ 以上に 活躍す る ことに 對 して は、 また 反對に 制御 抑止す る 態度 を 取る ので ある。 か 

うなって 來 ると、 機械と 商品との 立場 は 反對の ものに なって 了 ふ。 


社會 性の 限定 

かくして 機械と 商品と は、 甚だ 類似した 內容の もので あり、 その 關係も 極めて 親密の もので あ 

るに 拘ら す、 或る 點 まで 来れば また 立場の 反對の ものに なって 了 ふ。 雨 者 は、 同様に 形式の 上で 

社會 性の 限定 を 受けて ゐる。 また內^_れの上では、 商品 は 機械 を 利用す る けれども、 或る 程度 以上 

は 寧ろ 機械の 活躍 を 避けて ゐる。 かやう に 商品 は 機械に 對 して、 或る 程度 以上の 活躍 を 避ける も 

のと すれば、 商品 はまた 明らかに 機械と は 違った、 商品に 獨特の 理想 を 持つ ものと. S はなければ 

なるまい。 然 らば 形式的に、 兩者 は社會 性の 限定 を 受けて ゐる としても、 その 社會 性の 性質から 

して 違った ものであると 考 へられる。 先き にもい つた 如く、 機械 は 時代の 尖端に 立つ し、 商品 は 

時代の 平均 を 目標に する ものである 以上 は、 兩者 を支麼 して ゐる 社會 性と. S ふ ものの 性質に、 大 

いなる 相違が 存す るの だ。 その 相違 は 何かとい へば、 商品 を 支配す る 社 會性は 商業主義 社會 とい 

ふ 限定 を 持った 社會 性な の だ。 賣買 によって 儲ける、 三の 元手 を 卸して 製造した もの を 五に 資っ 

て 二の 利鞘 を收 める。 また かやう にして 儲け を 取らなければ、 人間 は 生活 をして 行かれない。 こ 

の 利鞘 を 多く 取る もの は 贅澤な 生活 をす る ことが £ 來、 利雜を 取り得な いもの は 生活 を 脅かされ 

てゐ る。 卸す 元手と 資 つた 値段の 同一 な も Q は、 利雜を 取る ことが 出來 ないから、 それ はた だ P 
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道具で あるに 過ぎない。 

かくして 人並の 生活 をす るに は、 つねに 元手 を 卸して、 それの 生む 利鞘 を收 めなければ ならな 

いのが、 商業主義 社會 である。 商品 は、 この 商業主義 社會の 中の ものと して 生産 せられて ゐる。 

卽ち人 問が 利 賴を牧 める ために 製造せられ、 賣 買せられ るの だ。 商品の すべての 性質 は、 この 目 

的 を 最もよ く rai^ たす もので なければ ならな. so 商業主義 社 會もー の社會 であるから、 商品 は 形式 

的に 社會 性の 限定 を 持って ゐ たが、 その 社會性 はこの やうな 性質の ものであった。 これに 對 して 

機械の 持つ 社會性 はどう かとい ふに、 かやう の 商業主義 社會を 本來は 目標と して ゐ ない。 機械 は、. 

それ 自身の ェ舉的 合理性 を 持って 發展 する。 益./ 合理的な ものと して 發展 する ことが、 機械 岡 有 

の 目的で あり、 機械 そのもの として は、 これ 以外の もの を 要求して ゐ ない。 そして この 合理性 は 

直ちに 人間 生活の 合理的 要求の 尖端に 立つ ものであるから、 商業主義 社會 を豫定 して ゐ ない。 寧 

ろ 商業主義 社會 その他い かなる 性質の 社 會をも 突破して、 この 社會 生活 を 合理的な ものにしよう 

と 精進す るの が 機械 固有の 目的 だ。 卽ち 機械の 持つ 社會性 は、 人間の 理想 を 具現した 意味の 社會 

性な の だ。 けれども 機械 は、 その 目的 を 思 ふ 存分に 働ら かせる ことが 出来ない。 それ は 商業主義 

の 中で 生長せ しめられる。 いはば 植物が、 或は 濕潤 或は 乾燥した 瑗 境の 中で、 生 宵せ しめられる 

といった やうの 關 係に 於いて ある。 機械 は 商品の 一 部分と なって、 その 地位 を 主張す るので ある 9 

それが、 現 社 食の 中で 機械の 持つ. ことの 屮 I 來た 身分であった。 だから 現 社會の 中で 動いて ゐる機 


械は、 人間の 聰明 性 を 代表した 一 の 尖鋭 さ を 現 はして はゐる ものの、 なほ その上に 商業主義 的の 

ヴ H  I ル のか かって ゐる こと を 否定す る わけに いかない。 但し これ は、 機械 阿 有の 性質で はない Q 

機械 自身が、 かやう のヴ H 1 ルを 自分の 額の 上に よそ ほひたい と 希って ゐ るので はない。 商品 は 

これに 反して、 商業主義の ヴ ヱ 1 ルを 被る ことが その 本來 Q 性質で あり、 この ヴ ェ ー ルを 持た な 

ければ、 商品と はならない の だ。 

商業主義 社會 

さて 機械と 商品との に は、 かやう の 相違が 明らかに 認められた。 機械 は その 木來の 目的に 何 

の 障害 を も 加 へられす 生長せ しめられれば よいのに、 そのこと は 可能で ない。 そして 商業 主雜に 

よっての 支配 を 受けて ゐる。 勿論 機械 は、 この 支配に 對 して 反抗す るで あらう。 機械 は 中： 來る限 

り 合理的に 發 達する のが それの 本性 だから、 この 機械 を 生長せ しめる ことが、 直ちに 商業主義 社 

41 に 叛逆 を 企てる 所以の ものになる ので ある。 例へば、 资木 家が 機械 を 使用す るの は、 5^ 來るだ 

け 僅かな 時 問に 出来るだけ 多くの 商品 を生產 する こと を 目的に したので あるが、 かくして 木 〔豕 

が 無限に 多くの 品物 を 生産した とすれば、 どうなる か。 商品の 救の 多 いこと は、 それらの 商品の 

依 段 を 引下げ、 一 般社會 へ 安い 商品 を 提供す る こと を 意味す る。 併し 商品の 似 段が 極度に 下れば、 
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資本家 は 利鞘 を收 める ことが w 來す、 商業主義 自身が 破壞 せられる。 また 現在のところ では、 多 

くの 民衆 は 貧しい 生活 をな し、 僅かの 商品 をし か 消費して ゐな いが、 無限に 多くの 商品 を 社會へ 

提供す る こと は、 かやう にお 衆 を 貧しい 生活 狀 態に 置く 現在の 商業主義 社會の 性質が 本来 間違つ 

たもの だと 5- ふこと を敎 へる ので ある。 何れにせよ、 機械に よって 屮 M 來る 限り 多くの 商品 を 製造 

する こと は、 機械に 對 して 商業主義が 望んだ 註文で あるに 拘ら す、 それ は 註文 者の 商業主義 を 合 

理 化する やうに 働ら き 出す ので ある。 

併し かく 社會の 中で おの- づ から 合理化の 進む こと は、 あへ て 機械に だけ 限った ことで はない。 

^械は それ 自身 かやう に 合理的の 性質 を 持つ からさう した 働ら きをす るの は営然 であると もい へ 

るが、 本来 はさう した 合理的の 性質 を 持たない 商品であって さへ も、 それ を 極度に 押し進め るが 

ために 社會を 合理化して 行く。 そのこと を 我々 は 先き に圓 タクの 性質 を 分析して、 圆 タクが 會 

の 生活の 上に いかなる 影響を及ぼし たかを 観察した 時に 見て 來た。 圓 タクが 社會を 征服した ため 

に、 社會は 一歩 づっデ モク ラシィ 化せられて 行く。 商業主義 は 本来 合理的の もので ない に 拘らす 

かく 商業主義 自身 を 合理化す る 力 を 自らの 內に潛 ましめ てゐ る。 何故で あるか。 商業主義 社會も 

とにかく 一  の社會 であるた めだ。 泥坊が 二三 人で 寄って 1 つの 泥坊 組を榕 へて ゐる。 泥坊す る こ 

と はたし かに 非社會 的の 行動で あり、 かやう に 非社會 的の 目的 を 以て 社會を 組織す ると は 矛盾し 

たこと であるが、 とにかく 泥坊 はさう した 組 をつ くって ゐる。 然る 時 は、 それら 泥坊の 中で は、 


お 互に 正直し、 盜 んで來 たもの を 自分 だけで 利し ないやう に、 互 ひに 鼙 制して ゐ るし、 また 泥坊 

はさう した 點 では 案外 强ぃ社 會性を 持つ ので ある。 この 組の 中の 一 人 を 捕 へ て 他の 泥坊の 名前 を 

白狀 させよう としても 「よい 泥坊」 になれば なる 程、 容易に その 實を 吐く もので ない。 そこで 泥 

坊 でさへ も 社 會性を 持たなければ、 組 を 作る わけに いかない。 この 社 會性を もっと 强く發 揮 させ 

たと すれば、 泥坊 は 泥坊す るた めの 組 をつ くる ことが 出來 なくな る 。 

かやう に 人間が 社會を 組織す る こと は、 旣に 何程 か 理想的に 行動し 合 ふこと を 許し 合った 所以 

であり、 その 理想 意識がなければ、 人間の 社會は 組織 せられな. S の だ。 商業主義 社會 であれ 何で 

あれ、 少なくも 社會の 存在す ると ころに は、 人間の 合理的な、 理想的な 要求が 存在し、 その 要求 

が この 社會を 合理的に、 理想的に 進める やうに 働ら き 出して ゐ るの だ。 だから 商品 も 亦 何程 かの 

合理性 を 持ち、 人 1^ 的 理想 を 含む。 商品の 含む 理想 は 商業主義 的の 理想で ある けれども、 その 商 

業 主義 的の 理想 は、 なほ 合理的な 人間 理想 を も 幾分 か 自らの 中に 含めて ゐる。 安全第一 、 能率 增 

進、 產業 合理化な どい ふ 所謂 現代 道德 は、 何れも 商業主義 社會の 支持に 御 都合の よい 商業主義 道 

德 なの だが、 何程 か 合理的と 考 へられる 要素 を も 含んで ゐ るの は、 そのため だ。 商業主義 道德だ 

から、 道 德のヴ 1 'ルを かぶって 巧みに 商業主義の 儲け 生活 を 擁護して ゐる けれども、 また それ 

は 一 の社會 生活 を 支持す る こと を 主と した 社 會道德 であるが 故に、 その 程度での 合理性 を も 含む 

の だ。 安全第一、 能率 增進、 產業 合理化 を 主張す る 人 も反對 する 人 も、 これらの 要素 を先づ 分析 
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して かかる ことが 必要 だ。 

機械 製品と 商業主義 

機械と 商品との 性質 を 以上の やうに 分析して 來て 見る と、 我々 は 機械の 反對 者に 對し 更に はつ 

きりと その 反對に 理由の ない こと を說 明し 得る だら う。 機械の 反對者 はいつ てゐ る。 i 「どう 

も 機械の 製品 は粗惡 である。 このけば けばし くて、 安つ ぼい、 非藝術 的で 直きに いたんで 了ふ楼 

械 製品 は、 何とに くむべき 品物で あるか。 昔の 手工 藝品 は、 かう ではなかった。 布 一 反 を 取って 

見ても、 昔の 手織り は、 却って ガッシ リと藝 術 的で、 丈夫で 落ちついた 氣品を 持って ゐる。 機械 

製品 は、 すべて それらの 點で 落第 だ。 いや 落第 どころ か、 我々 の 人間性 を 害する ものに なって ゐ 

るの だ。 機械 製品 を 使 はなければ ならない 現代人 は、 憐れむべし である。 それに 較べれば、 手工 

藝品を 使って ゐた 昔の 人 はいかに 幸福で あつたか。 文明が 進んで 機械が 發 明せられ たため、 人間 

の 生活 は 却って 不幸と なった の だ。 我々 は 昔の 手工 藝品を 恢復し なければ ならない o」 11 併し こ 

の反對 は、 實は反 對の的 を 他へ 誤 まり そらした ものではなかった か。 彼等が 攻擊 すべき もの は、 

商業主義であった。 然るに 彼等 は 商業主義に 對 する 反對を そっくり 持って来て、 機械の 上に 加へ 

てゐ るので はなかった か。 また この 反對 をな すがため に、 人間の 生活が 益. -社會 性を發 揮し、 そ 


Q 社會的 結合 を密 にして 行く ことにまで、 反對 の 矢 を發し てはゐ なかった か。 

いかにも ％ に 機械が 作り出す 商品 は、 例へば 布 一 反 を 取って 見ても、 昔の 手織の それより は、 

けばけば しくて 藝術 的で ない Q が ある。 併し かくけば けばし くなる の は、 專ら 商業主義 社 會に於 

けろ 競爭 のた めで あり、 また 杜會の 好 尙が活 澄と なった 結 *、 一般に 昔の ものよりも けばけばし 

いも を 選ぶ やうに なった からで ある。 昔の 手織 物に もけば けばし いものが 全くなかった ので は 

なく 手織 物 だ か ら 常に 藝術的 だ と は 決まらな い。 そし て全體 の がらが 構成 的で あ つ て 装飾的 で な 

いのは、 大いに 装飾的と なる 程に 技術が 進ます、 且つ 安い 値段で は 装飾的になる までの 勞カを 注 

ぎ 込む ことが 出来なかった ためだ。 同じ 時代に 於いても、 高惯 の乎藝 品に は、 大いに 装飾的と な 

つた ものが 少なくなかった。 また 現在の 機械 製品が 粗惡で 丈夫で なく、 何となく 安つ ぼい こと も 

奪ら 商業主義から 来た 弊害 だ。 機械で 製造した ものが、 丈夫で 念入りで あらう と 思へば、 いくら 

でも 屮 3 來る。 丈夫な 點 では、 近代 工業の あらゆる 努力 を 以て 軍艦の 鐵の やうな もの を さへ つくり 

出す の だ。 丈夫と 親切と を 欲するならば、 機械の 固有す る 合理性 を發 揮して、 いくらでも 丈夫で 

親切な もの を 製造す る がよ い。 さう した 點で鼓 ハサす るなら ば、 手 藝品は どん な にした と こ ろ で 、 

現代の 機械の 持つ ェ學的 合理性と 競 ハサ 出来る もので ない。 それらす ベての 點を 通じて、 手 藝は到 

底、 機械 製造の 敵で ない。 ただ 機械 製品 は 一 つ 一 つ 違った 形 や 趣好の 品物で ある ことが 3^ 來 ない- 

手藝 品で は、 一 つ 一 つに 違った 作品 を 作る ことが 5m 來る。 その 點 はたし かに 乎藝 品の 大 いなる 特 
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徵 である。 しかし 機械 製品 は その代りに、 最もよ い 規準に 隨 つて どれ だけで も 立派に 標準化 せら 

れる ことが 屮： 来る。 

かくして 現代の 機械 製品の 惡 いのは、 專ら 商業主義の 罪に 歸 せらるべく、 機械 自身の 罪に は歸 

せられない。 手工 藝 品の やうに 一 つ 一 つ 違った 形 や 趣好の 作品で なければ ならぬ と 希望す る こと 

は、 全く 間違った もので はない けれども、 それ を 極端に 希望す るなら ば、 我々 の社會 生活 を さへ 

否定して、 個人主義 的の 生活へ 歸ら ねばならなくなる。 また ェ藝 品の 全體 の好尙 が、 昔よりも 調 

子の 强ぃ、 活 澄な ものに なって ゐた としても、 これ は 時代 全體 から 來た 影響で あるから、 ェ藝品 

だけが 中世 風の 好尙 にと どまって ゐる こと は、 出来る もので ない。 我々 は 現代に 於いても 簡單を 

愛し、 装飾 を 排斥す る。 そして また これ を 現代 生活 自身が 持つ 合理性で あると さへ 考 へる。 併し 

それ は 中世 的な、 個人主義 的の 意味で いはれ てゐ るので はない。 その 簡單、 その 構成に 於いて、 

なほ 且つ 調子の 强ぃ、 活 澄な 點が あると したら、 それ は 尊ら 時代 自身が 社會 的、 動的で、 その 內 

容を豐 かなら しめたと ころより 來た 影響で あり、 この 時代 性の 表現 せられる こと をまで、 我々 は 

排\^ しょうと 思 はない。 


第八講 社 會經濟 はどう 進む か 

貨幣の 含む 理想 

現代 社會 は、 右に 分析した 如くす ベて 商業主義 によって 强く 決定 せられて ゐる。 何もの も 商業 

主義の 支配 を脫 する こと は S3 來 ない。 機械の 如く 本 來ェ學 的の 合理性 を 追求す る も Q であっても、 

なほ 且つ 根本的に は 商業主義 のま 配 を 受けた 表現 を 示す より 外 はない。 いや あへ て、 機械 だけで 

はない。 人間 自身が、 その 生活 を 商業主義 的に 決定せ しめ、 その 表現 を 示す より 外 はな SQ だ。 

そして この 商業主義の 支配 を 受けた 何もの も、 商品 性の 規定 を 受ける。 商品 性 Q 規定 を 受ける と 

は、 そのものが 岡 有する 個性 を脫 却して、 すべて 均一 化し 平凡 化する こと を 意味して ゐる。 所謂 

商品が 均 一 化し、 機械が 均 一 化し、 人 でさへ も 均 一 化する。 かう した 社會に 典型的の 商品 性と 

して 威力 を 揮 ふ もの は貨 整で ある。 
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貨幣 は 同質の 金屬 から^ 來てゐ る。 そして 現在の 文明 國は金 を 本位に 取る ので ある。 金 貸 は 何 

故 貨幣と して、 最もよ い 機能 を發 揮す るので あるか。 それ は 均質であって 分割 せられる ことが 出 

來、 持ち運びに 便利で あり、 少量 を 以て 多くの 値 打 を 表現す る ことが 屮 I 來 るから。 が、 余货 につ 

(て かやう に數へ 上げられる 特質 こそ は 全くのと ころ 現代の 商品 性 そ の ものの 追求す る 理想で は 

なかった か。 さう だ、 商品 性の 理想と いふ ものが、 これら 货 稱 の特徵 となった の だ。 貨幣 も 亦、 

現 i.^ 社會 生活に 於け る 商品 性の 理想 を 表現して ゐる。 凡そ その 社會の 中に 生長す る もの は、 その 

社 會の據 つて 立つ 理想 を 表現し ない こと はない の だ。 货幣に は 銅貨、 銀貨、 一一 ッ ケル貨 などい ろ 

いろの 種類が ある。 併し 木位货 とい ふ 概念 は、 產業 主義が 大 いなる 發達を 示した 現代に 於いて、 

初めて 重要の ものに なった の だ。 金 を 本， 仅货 として 取った の は、 その 價 値が 頻繁に 動搖 せす、 0 

ね {i- 定 して ゐる ためで ある。 この こと は 金貨の 重要な 性質で ある。 然るに その 愤 打の 安定と いふ 

ことが、 また 商品 性の 一 つの 强 い 要求な の だ。 

商品 は 貨幣に 變 らうと する 

あらゆる 商品 は、 貨幣に 變る 理想 を 持って ゐる。 5. 商品 はま だ 甲 商品で ある だけの 個性 を 持つ 

てゐ る。 自動車 は 自動車、 洋服 は 洋服と しての 個性 を 持って ゐ るが、 それらの 商品が 貨幣に 變れ 


ば、 一視同仁の 何圓 何十 圓 であるに 過ぎない。 自動車 0 何阓 何十 圆は、 洋服の 何圓 何十 阅と 違つ 

たもので ない。 そして あらゆる 商品 は、 その 姿を貨 辖に變 へて、 商品と して 持つ 個性 を 失 ふこと 

を 欲して ゐ るので ある。 商品 は、 均 一 化の 理想 を 極度に 進める こと を その 本能と して 持つ もので 

あった。 が、 その 本能 を 極度に 進めた 時に、 商品 は 商品と して 立つ 根本の 個性 をまで 失 はな けれ 

ばなら なかった。 一 の 商品 は、 その 商品と しての 個性 を 持たなければ、 商品で ある ことが 5^ 來な 

S-0 併しながら そ 個性 を 失って 貨幣と なること が、 商品 本来の 目的で ある。 だから 商品 は あら 

ゆる 媚態 をつ くして、 货 幣に變 身しょう と 努めて ゐる。 その 商品 を賈 つた 人が、 これ を どんな 風 

に 消費す るか は、 商品 自身と して 問題で ない。 商品 は 顧客に 賣 るまでの こと を考へ てゐ る。 寶れ 

た 商品の 消費され る こと を考 へる の は、 商品 自身の 目的で はない。 そして 1 刻 も 早く 貨 |e に 姿 を 

變 へようと 欲して ゐる。  . 

身 を 貨幣に 變 へた 時、 商品 性の 理想 は 一段とよ く實 現せられ る ことが 出來 た。 だから 商品 性の 

理想より 見れば、 貨裕 はた だの 商品よりも 遙 かに 有力な ものである。 商品 はま だ その 商品の 個性 

を 持って、 ひろい 場所 を 占有し、 持ち運びに 不便で あり、 生存 競 爭場裡 に 立って すべて 身 輕に立 

ち 廻れない。 貨幣 は、 これに 對 して 遙に 有利の 存在で ある。 それ は 持ち運びに 便利で あるし、 場 

所 も ひろく 占有し ない。 そして 商品の 持って ゐ たやうな 個性 をす つかり 振 ひ 落して ゐる。 この 個 

性 を 顧慮して ゐては 萬 事に 厄介で 仕方がな いが、 貨幣 は 必要に 應 じて 商品 を 買へば、 この 個性 を 
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瘦 得する ことが 出來 るから、 平生は それ を考 へす 極めて 簡單に 生活して ゐる ことが 出来る。 かく 

商 口 g はすべ ての 性質に 於いて 貨幣に あるから 生存 競 爭場裡 に 立って 貨幣に 壓 迫せられ、 貸 幣に支 

^せられる Q は當然 Q こと だ。 

. 資本主義の 社 奮 

商業主義と は、 かく 貨幣が 商品 を 支配して ゐる 社會の 性質 を 意味して ゐる。 貸幣を 持つ ものが、 

貨幣の 持つ 魔力 を 社會の 中で 發揮 する、 さう した 社會を 意味して ゐる。 現代 社會の 中に^ 在の 地 

位 を 占めて ゐる もの はすべ て 商品で あり、 商品と しての 地位 を 占めて ゐ るの だが、 貨幣 はいかな 

る 商品 を も 支配し 得る 魔力 を 持 つて ゐる。 そして かく 社會に 於いて そ の 魔力 を發揮 させる ために 

持ち出した 貨幣 を、 我々 は 資本と 呼ぶ ので ある。 

資本 は 商品の すべて を 征服す る。 この 資本の 前に 立って は、 現代 社會 のい かなる 商品 も 頭 を 下 

げ なければ ならない。 そして 現代 社會の 中で は、 人間 も 亦 一個の 商品と しての 存在 權を 持た なけ 

れ ばなら なくなって ゐる こと を 私は旣 にいった が、 商品と しての 人間 は、 また 資本の 前に 叩頭し 

なければ ならない。 資本 は 何でも を 買 ふこと が 出来る。 その 點 では 他の 商品 は、 これ 程身づ くろ 

ひして ゐ るに 拘ら す、 その 擧動 はな ほ 且つ 敏活で あると いはれ ない。 自動車が 活動す るに は 自動 


車の 欲しい 人が 前に 現 はれる の を 待つ てゐ なければ ならない。 勞 働が 活動す るに は、 その 勞 働の 

欲しい 人が 自分 を 顧みて くれる の を 待って ゐ なければ ならない。 かうな ると 勞働 など い ふ もの は、 

活動に 最も 不自由な ものと なる。 それ はま だ 商品と しての 融通 を さへ 缺， S てゐ るの だ。 だから 勞 

働の 上に 商品 性の 要求 を 加 へられた 時には、 勞働は 甚だ みじめな ものと なる。 これに 要求す る も 

の は、 瓦斯 力 ゃ電氣 力と 同じい 勞働 力に なれと 註文す るの だ。 そして この 勞働 力に なった 時に、 

人間の 勞働 はやつ と 商品 性 を 得た の だが、 さう なれば 競 爭の對 手 は 人間でなくて ただの 瓦斯 力 や 

電氣カ だ。 この 身動きの 自由で ない、 商品 性の 理想 を 最も 拙に 具現した 勞働 は、 第一 に 資本に よ 

つて 征服せられ る" そして 資本 は、 かく 征服した もの を 自分の 意志に 從 へながら 動かして、 儲け 

を 取って 行く。 五 圓で買 ひ 取った ものに 七圆 だけの 働ら きを させて、 ニ圓 だけの 利鞘 を 取る。 け 

れ ども 一 旦 資本に 身寶り をした もの は、 この 資本の 振舞 を 何とも 左右す る ことが 出来ない。 资本 

はすべ て を 征服して ゐ るから、 ただ 资本 だけが この 利 雜を牧 める ことが 來る。 资木 によって 征 

服せられ てゐる もの は、 その 資本の 儲け 仕事に 御 奉公 をす る だけ だ。 だから 商業主義と は 結； 1;^ か 

やうに、 資本が すべて を 支配す る こと を 意味す るの だ。 この 資本の 見方から、 現代の 社會は を.^ 

主義の 社會と 呼ばれて ゐる。 現代 社會の 中に 存在す るすべ てのもの は、 資本主義 的 支配 を 受け、 

资本 主義 的の 表情 を 示して ゐる。 さきに 商品 性と いった もの も、 rVGfK 本 主義 社會の 一 表情で あ 

ると いふ ことが 出来る。 
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資本 の 働ら き 

こ oil:!: 本が 現代 社會の 中で. S かに 深刻な 働ら きをな すか を 細密に 分析した もの は、 マルクスで 

あった。 彼 は 更に かう した 社會 が、 今後 必然的に いかなる 進化 をな すか を も 考察して ゐる。 從來 

の 經濟學 者が 人間の 活動 を俩 人的に 見た 時に、 マルクス は それ をす ベて 社會 的に 観察した。 經濟 

的の 行動なる 限り は、 現代に 於いて は社會 的の 經濟 行動で なければ ならない。 またよ しいかに 個 

人的の 經濟 行動が 存在した としても、 經濟 的に 意味 を 持てば、 必 す社會 的の 性質 を帶 びる の だ。 

また この 社 會經濟 ^界の 中に 位置 を 占める もの は、 すべて 商品で なければ ならない。 商品で な. S 

品物が 存在した としても、 社會 生活の 中へ 這 入れば、 直ぐに 商品と いふ 會員意 を 持たなければ な 

らな. so 

マ ルクス はさう した 點を 自分の 觀 察の 出 發點 とした 點で、 社會 Q 觀 察に 劃時代的の 功績 をな し 

た。 我々 は 今や 根本的に マルクスの なした この 觀察 Q 出 發點 から 離れ 去る ことが 出来ない。 また 

マルクス はかくの 如き 資本主義 社會 の 進化 を 論じ、 こ の ； t^- 會の 中に 必然的に 行 はれ る階教鬪ハ；：^' Q 

結果、 人間 生活の 合理性が 必然的に 實 現せられ る こと をい つて ゐる。 人間 社會 進化 史 のこの 根本 

的の 見方 も 亦 誤って ゐ ると はいへ ない。 併し 人 Si 社會 の 必 然的 の 進みが 何故に 合理的 理想的の 進 


みに なり 得る か。 必然性に 隨 つた ものが、 何故 合理性 を 含み 得る か。 マルクスの 社會 主義 は、 理 

想 主義 を 排斥して ただ 必然 主義に その 身 を 任せよう とする。 併し 社會の 必然的の 進みが 合理的で 

はなく、 人間 を 益 不合理 的に 縛る にいた る ものであると したならば、 マルクス は 安んじて その 

必然 主義に 身 を 任せて ゐた であらう か。 マルクスが 必然 主義で 安心して ゐ たの は、 實 はこの 必然 

の 進みが そのままに 人間の 合理性の 追求 を 含んで ゐ たからで ある。 然 らば 單に 必 然 的なる ものが 

何故に 人間の 合理性 を 含み 得た ので あらう か。 それ は旣に 我々 が 観察して 來た 如く、 人間が 針パぼ 

的の 結合 を 益. - かたくして、 社會 性を實 現して 行く からで ある。 社 會性は それ 自身で 理想 を 含み、 

隨っ てまた その 理想 を實 現すべく 動いて ゐる。 泥坊の 社會 でさへ も 合理化せられ なければ ならな 

い Q だ。 社會 生活が 生んだ 機械 も 合理性 を 含む。 そして 機械が ェ學 的の 合理性 を 追 ふこと は、 機 

械 自身に 取って は それの 必然的の 運命で あると いはなければ ならない。 マ ルクス は社會 性に 罔 有 

なさう した 人間的の 合理性に 信頼した のであった。 そして 必然 主義で あるに 拘ら す、 人間の 理想 

主義が 一 步 づっ實 現せられ て 行く ことに 心 を 安んじて ゐ たので ある。 

私 はこ こで マルキシズムの 內容を 詳しく 批判し ようと は 思 はない。 それ はすべ て 私が 特別に 思 

想の 問題 を 中心として 書いた もの、 マ ルキシ ズムの 批判 を 目的と して ©ぃ たもの の 叙 說に讓 る。 

ただ 社會 生活の 進みの 將 來を考 へる に は、 社會 そのものの 性赏 を考 へる 必要 上、 いかにしても マ 

ルキシ ズムの 主要 點 に觸れ なければ ならない から、 以上の こと だけ を 述べ て 置く。 
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信用 手形が 生れる 

さて 以上 Q 如く、 現代 社會は 商品 性 Q 理想 を 徹底的に 進めた 货幣 によって 支配せられ、 所謂 資 

本 主義 社會 としての 特色 を 持つ にいた つた ものであるが、 資本が 大いに 發 達した 結 茶と して、 現 

代 社會に はまた 重大なる 轉 向が 起り 始めた。 そのこと は マ ルクス もま だ說 いて ゐ ない。 何故 なれ 

ば、 マルクス の 時代に は、 資本主義 も それ 程髙ぃ 程度に は發 達して ゐ なかった からで ある。 併し 

我々 は マルクスが 社 會經濟 生活に 於け る 商品の 性質 を 分析した その 同じい 道 を、 鉋く まで も 追求 

しょうと する の だ。 個人的 經濟 は、 社會的 經濟に 進んだ。 家內 工業で 生産して 需要 者に 手渡して 

ゐ た生產 は、 工場の 生產 によって 取って 代られ、 あらゆる 品物が 工場に 於いて 機械に より 生産せ 

られ、 商品と して 市場へ 送られる やうに なった。 商品 は家內 工業の 製品 を 征服した。 併し それ は 

また、 貨幣に よって 商品 を 征服せ しめた 所以で も ある。 生産に 於いて は 資本が 必要で あり、 その 

资本 がすべ ての 商品 を 征服し、 あらゆる もの を 商品 化せし めた。 この こと を 人間の 關係 として 言 

ひ 現 はすならば、 資本 を 持つ ブ ル ジ ョ ァ 階級 が 資本 を 持た な いもの を 支配す ると いふ ことで ある。 

現代に は、 商品 性の 理想が 行 はれて ゐる。 それ は あらゆる 個性 を脫 離して、 出来る限り 均 一 化し 

ようとす る 理想 だ。 家內 工業 品よりも 商品 は 均 一 化せられて ゐる。 商品よりも 貨幣 は 均 一 化せら 


れてゐ る。 出来るだけ 髙ぃ 程度に 均 一 化の 理想 を實 現して ゐる ものが、 勝利 を 占める の だ。 然ら 

ば 我々 は、 その 同じ 均一 化の 理想、 商品 性の 理想 を 追求して、 貨幣 以上に 均一 的な もの を 見出し 

得た とすれば どうなる か。 また さう した もの は 果して 見出され 得る だら うか。 

貨幣よりも 均 一 化せられ たもの は、 確に 存在す る。 勿論 それ は 货幣が 創造 せられる 前に 存在す 

る こと は 出来ない。 貨幣 は 資本と して 活動す る 時に、 初めて 貨幣 本來の 意義 を發 揮し、 商品 を征 

服す る ことが 出來 たの だが、 その 貨幣が 商品 を 征服した 後に、 貨幣よりも 更に 一 暦 高い 程度で 商 

品性の 理想 を 進め、 貸幣の 個性 を脫 離せし めて、 一 段と 均 一 化の 程度 を 高めた ものが 生れ 出た。 

それ は 信用 手形と 呼ばれる ものである。 信用 手形 は 貨幣よりも すっと 均 一 化せられ、 商品 的に な 

つて ゐる。 だから 信用 手形 は 貨幣 を 征服す るので ある。 

貨幣 はま だ 金 地金の 性質 を殘 して ゐる。 それ は 商品 を 支配し、 商品の 衣を脫 した ものに なって 

ゐる や" だが、 その 實 まだ 兩股を かけて ゐる。 自分 は 貨幣 だ、 もう 商品で はない、 といって ゐる霄 

葉の 下から、 金 地金の 鎧の 端 を 見せて ゐる。 いざ 鎌 倉と いふ 時には、 上の 法衣 を脫 いで 鎧 だけの 

姿に も變る ことが S 來る。 さう なれば もう 貨幣ではなくて ただの 商品 武者 だ。 この 點货幣 は、 重 

盛に 諫められた 淸盛 に似て ゐる。 金 地金で 出来た 貨幣 を 交換の 仲介に する に は、 社會 生活に 對し 

て 多くの 信用が 必要 だ。 何故 なれば、 その 社會の 人々 が皆佘 貨 によって 商品 を 渡して くれる こと 

が 必要 だから だ。 金 貸 はいかに 金で も、 それ を 食べたり 着たり する わけに はいかない。 併し 人 は 
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その 金貨 を 受取って くれる。 だから 金貨 は 通用す るので ある。 けれども 金貨 は 臆病に も、 自分 自 

身 をす つ かり 均 一 化させて ゐ ない。 そして 若しも 社會に 一 大變 動が 起ら うと も、 とにかく 金 地金 

を 持って 居れば、 商品と しての 愤打を 失って ゐな. S とい ふ、 卑怯 極まる 一 一 股 行動 を やる の だ。 貨 

幣は、 社會 生活が かたい 結合 を 示し、 もはや 實 用に 多くの 關係 のない 金貨で あっても それ を 信用 

して 通用 させて くれる、 とい ふこと を豫 想しながら、 なほ 他の 半面で は、 この 社會 への 信頼に 裹 

切って、 後生大事に それ 自身で 商品に 變り 得る 金 地金に すがりついて ゐ る。 この 襄切 行爲 は社會 

に對 して だけの ものではなくて、 實は 自分自身の 働ら きに 對 しての もの だとい つても よい。 一 方 

では 前方へ 前方 へと 進む 冒 險心を 示しながら、 他方で は 商品の 戰 線へまで 引き か へさう とする 瞭 

病 未練の 保守 心理 を 示して ゐる。 だから こ Q 臆病 未練 をす つばり と斷ち 切って、 もう 一 步戰線 を 

進めた ものが あると したら、 货幣は ffi ちに その 新進 者の ために 打ち 负 かされて 了 ふの だ。 この 新 

進 者が 信用 手形で ある。 

信用 手形 の 魔力 

信用 手形 は、 ただの 一枚の 紙で ある。 こんな 紙片 を 渡されて 見たところで、 人 はもれ を 食べる 

こと も 着る こと も 出来ない し、 また 貨幣の やうに たたき 資 つて 地金に する わけに も. S かない。 こ 


れは 全く 商品と しての 性質 を 失った もの だ。 だから それだけ、 働ら き は 勇敢になる。 金 地金と し 

ての 性質 を 失った から、 商品 性の 理想 は  一 si! 進められ、 均一 化が 一段 髙. S 程度で 實 現せられ たの 

だ。 商品 は 商品と しての 個性 を 持って ゐて、 それだけ 擧動は 緩慢で あつたが、 この 商品と しての 

個性 をい さぎよ く 振り捨てた ものが 货幣 であった。 併し その 貨幣が、 商品の 世界に まだ 片足 を 踏 

み 込んで ゐる ところの 金 地金の 性質 をまで すっぱりと 振り捨てて 了へ ば、 もう 三界の 何處を 飛び 

步 いて 見たところで、 うしろに 尻尾 を殘 さな. S ただの 信用 手形 だ。 貨幣が 商品 を 征服した 如く、 

信用 手形が 貨幣 を 征服す るの は當然 のこと だ。 そして 貨幣に 魔力 を ふるはせる 當の 主人公 は、 生 

產に 於け る 資本家と. S ふ ものであって、 今や 信用 手形に 魔力 を ふるはせる 當の 主人公 は、 生產以 _ 

外のと ころに 自らの 地位 を 置き 生產 する ものの すべて を (资 本家 を も 併せて) 自らの 膝下に 屈服 

せしめる、 銀行家と いふ ものである。 

商品が 貨幣に 進む ために は、 社會 生活の 結合の 固くなる ことが 必要であった。 何故 なれば、 金 

貨は 直接に 衣食住の 足しにならな いからで ある。 併し 萬々 一 社會 生活 0 この 結合に 大變 動が 起る 

と大變 だ。 その 時には、 品物が 直接に 物 をい ふ ものにして 置かない と 都合が わるい。 そこで 货幣 

はま だ 金 地金と いふ 性質 を 振り捨て 得なかった の だ。 併し 信用 手形に なった 時に、 社會 生活の 結 

合に 對 する 信頼 はすつ と 高 5 程度の ものと なり、 今や 我々 Q 社會 生活の 結合に は、 萬々 一 の大變 

動な どい ふ もの は 起 りつこがない、 とい ふこと を、 信じ 始めた の だ。 勿論 人間 は それだけの 證據 
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を 握らなければ、 こんな 重大の 信頼 を 置く 害がない。 然 らば 人間 はどうして それだけの 信賴 を、 

社會 Q 上に 置く ことが 出來 たかと いふに、 現代 社會 生活で は、 第一 に、 各人の 生活 物資 を 生產す 

る 仕事が 社會 Q 各人に すっかり 分嬉 させられ たから、 若しも 社會 のこの 結合に 大變 動が 起れば、 

その 瞬間から 人間 は 餓死し なければ ならな. S こと だ。 第二に、 各人の 利害 關係 はすつ かりこの 社 

< ^生活の 中に 織り込まれて 了った から、 今更 大變動 を 起さう ものなら その 利害 關 係が すっかり 狂 

つて 來て、 各人 は その 損害に 堪 へない と. S ふこと だ。 かう した 性質の 社會 生活と なった から、 社 

會 の 各人 はも はや 自分 を 生かす た めに 否が 應 でも 他人 を 生 かし 社會 を 生 か さなければ ならな くな 

つたので ある。 自然の 力に よってな らばい ざ 知らす、 人間の 力に よって 社 會に大 變動を 起させる 

こと は、 結局 直ちに 自ら を 滅亡させる 所以の ものと なる。 これ だけの 關係 は、 社會 人に しみじみ 

と 分って ゐる。 また そのこと がしみ じみと 行き 亙って ゐ ると 各人 は 信じて ゐ るので、 初めて 信用 

手形が 意義 を 持って 來 たの だ。 

今社會 に、 百箇の 商品が 存在す ると 假定 する。 (話 を 分かりよ くす るた め、 すべて 數を 空想的 

に 少なく する。) そして その 社會の 中に、 百圆の 信用 手形が 振 出されて ゐ るので ある。 この場合 

に、 信用 手形 は. S かなる 性質 を 持って ゐ るか。 それ はた だの 紙片で あるから、 自分自身 では 何の- 

藝當も m 來な いし、 人間 を 養 ふわけ にもい かな S  。併し この 手形に は、 社會 によって、 その 百箇 

の 商品 を 百圆の 信用 手形で 支配し 得る ことが 約束 せられて ゐ るので ある。 その 約束の 下に、 信用 


手形 は 通用して ゐる。 然るに そ Q 社會に 於いて、 更に 百圆の 手形 を 書いて 振出した ものが あった 

とすれば、 どうなる か。 手形の 金額 は、 二百 圓 になった。 そして この 時には、 二百 圓の 手形が 前 

の 百箇の 商品 を 支配し 得る だけ だ。 だから 一圓の 値 打 は、 前の ものの 半分に なった の だ。 然るに 

振 出人 は 百圓を 振出した こと を社會 一般に ひろく 公表せ す、 勝手に 百圓を 振出して おいて、 さて 

その 中の 五十 圓で、 まだ 前と 同値 段 でと どまって ゐる ところの 商品 Q 五十 箇を買 ひ 取つ たと す れ 

ば、 どうなる か。 この 振出人 は、 勝手に 手形 を 振出した ことによって、 全く 素手で 社會の 中の 商 

品の 半分 を 占領して 了った の だ。 これ 程 旨. S 儲けの 仕方 はな. S 。手形 はた だの 紙片 だから、 そ Q 

上に 千圓ニ 千圓思 ひの ままに 記載す る ことが 出来る。 この 手形 を 任意に 振 出す ことによって、 そ 

の 社會 に 現に 通用し てゐる 所謂 通貨 の 分量 を 少なく で も 多く で も變 化させ る こと が W 來る 。卽ち 

通貨の 牧縮 膨脹が それで ある。 その 收縮 膨脹の 度 毎に、 市場に 存在す る 商品 は、 値段が 上ったり 

下ったり し、 その 髙低を 投機的に 巧みに 捕へ たもの が 大きな 儲け をす る。 

銀行の 活動 

然ら ばかう いふ 風に、 任意に 信用 手形 を發 行す る も 0 は 誰で あらう か。 それ は 銀行で ある。 

銀行が かく 社會 生活の 上に 結大の 勢力 を ふる ひ 出した ことが、 現代 社會の 重大なる 形勢で ある。 
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それに は先づ 銀行が、 どんな 順序で 活動 を. はじめる もので あるか を 分析し なければ なるまい。 銀 

行 は 先づ、 自分自身の 資金 を 持たなければ ならない。 それ故に この 時には、 銀行 もまた 一箇の 资 

本家と して 現 はれて ゐ るの だ。 この 銀行に は 一 般 25:^ 衆から 預金が 預 入れられる。 銀行 は それに 利 

子 を支拂 ふの だ。 銀行 は、 一 方で は 民衆から 金 を 預かり これに 利子 を支拂 ひ、 他方で は その 預か 

つた 金 を 他に 貸し 附 けて それより 利子 を 取る。 この 利子の 率が 違 ふから、 銀行 は その 鞘 を 取って、 

儲ける ことが 出来る。 これが 銀行の 第一 段の 仕事 だ。 卽ち 最初 は 自分で 持って ゐる资 金 を 利息 を 

取って 赞附 ける。 これ は 金 貸 業 だが、 まだ 本當 0 意味で 銀行に はなって ゐ ない。 銀行 は、 他人の 

揮で 相撲 を 取る ものである。 他人に 貸附 ける 金 は、 實は やはり 他人から 借りた 金 だ。 それ だから 

銀行 はすべ て 他人の もの を 使 ひながら、 儲け を 取る； J とが 出来る。 これ 程う ま- S 仕事 はない。 こ 

の 場合 我々 は、 銀行の 仕事が 次第に 前の 所謂 资 本家の 仕事から 變 つて 來てゐ る ことに 注意し なけ 

れ ばなら ない 。資本家 は、 自分の 持って ゐる金 を 資本と して 卸さなければ ならない。 そして 自分 

の 持って ゐる； J の 金の 働ら きに、 信賴 する ので ある。 然るに 銀行 は、 看板 こそ 資本 何千 萬 E とか 

何億圓 とか 揭げて 置く が、 實際 はた だの 見せ金に 過ぎない。 一 定の 高の 預金 を 得た。 それ を 安全 

に货附 けた。 社# の 中に かやう の關係 をつ くった 上 は、 最早 自分の 资本を 引上げて 一 向 差 支へ は 

ない。 この 銀行 を 倒したならば、 銀行へ 貸した 人が 丸潰れになる。 そして 貸と 借との 關 係が 社 會 

の 中に 深く 織り込まれて 了へば、 社會 Q 中の 誰もが、 この 銀行の 倒れる こと をお それる やうに な 


る o さうな つたら、 もうしめ たもの だ 0  . 

そこで 銀行 は、 第二 段の 活動に 入る。 それ は 預金が あるな しに 拘ら す、 任意に 信用 手形 を 害い 

て 一般に 貸附 ける こと だ。 これ を 借る 人に して 見れば、 その 貸金が 他の 人の 預金 を 廻して 焚った 

ものである やら、 銀行が 素手で 發 行した ものである やら、 そんな こと は 分らない し、 また 金と し 

ての 働ら きに も變 りがない。 だから この 信用 手形 を 借りて、 仕事 をす るので ある。 銀行で は 預金 

を吸收 して その 預金 だけ を货附 けて ゐ たので は 儲け は 藩い が、 自分の ところでべ ン 一 つ 動かして 

何萬圓 とで も 何十 萬 圆 とで も 書き、 この 手形 を 振出して 利息が 取れる としたら、 こんな 3 曰い 商 is 

はない。 が、 銀行 は 本來、 さう した 機能 を 持った 機關 だから、 社會の 誰もが その 貸出し を惡. S と 

は 云 はない。 銀行 は 益./ 複雜に 社會の 生活の 中に 關係を 結んで 行く ので ある。 かく 關係を 全社 會 

の 上に 複雜 ならしめ る ことが、 銀行に は 第一 に 重要な ことであって、 社會 はさう した 關係 G- 中に 

織り込まれて 了 ふから、 もはや 銀行 を 生かす も 殺す も 出来なくなる の だ。 言 はばす つかり 藤に よ 

つて 取り 卷 かれた、 樓の 木の やうな もの だら う。 今更、 藤 を 取り離さ うとして 根 を 掘り かへ さう 

ものなら、 藤の 根が きれる 代りに 櫻の 木の 根 も きれて 了 ふ。 また 卷 きついて ねる 藤の 枝 を 取り離 

すと、 櫻の 木の 幹が 畸形な 變な ものに なり、 ひょろひょろ として 自立 も 中い 来なくなる。 

かやう にして、 銀行の 儲ける ことに 對抗の 出来る もの は、 何處 にもない。 资本 はいかに @,大 の 

力 を 持って ゐた としても、 銀行の この 働ら きに 對 して は、 もはや 物 Q 數で なくなる。 何故 なれば、 
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資本家 は先づ 一 定 貨幣 額の 資本 を 卸し、 その 资 本に ふさ はしい 利益 を 得る。 資本 を 卸して 生產の 

仕事 をし、 勞働 者の 勞働カ を 買 ひ 取って それに 餘 計の 仕事 を させ、 さう した 仕事の 上に 頭 を はね、 

さて 資本に 對 して 一 定 割合の 儲け を 取る の だから、 儲け を 手に する までに は 相當の 時日が 費え、 

又 その 仕事 を 管理す るた めに かなりの 頭 を 使 はなければ ならない。 それだけ ではない。 资 本家に 

取って はこの 资金を 調達す る ことが 一 つの 惱 みなの だ。 そこで 資本家 はみ な 事業 を 起す 前に 銀行 

家の 前へ 足 を 運んで、 銀行から 金 を 融通して 貰 ふので ある。 資本家 はかう した 面倒く さ. S 順序 を 

取らなければ、 儲け を 得る ことが as 來な いの だ。 然るに 銀行家 はどう だ。 ただ 一 枚の 信用 手形の 

上に ベ ンを 走らせて、 何 萬 何千 圆と 書き込めば それでよ いの だ。 これ だけの 金 を、 銀行家が 資本 

として 持って ゐ ると いふので も 何でもない。 ただ かやう の 信用 手形 を、 銀行が 自分の 働ら きで つ 

くり^す ので ある。 そして この 作り出した 手形から、 儲け を 取って ゐる。 これなら ば 銀行 は、 い 

くらで も 金 をつ くり 出す ことが 出来る。 資本家 は 互 額の 金 を 要する 時に、 どうしても 銀行家に § 

力 を 乞 はなければ ならない。 だから 大體に 於いて 事業家 は、 銀行に 利子 を支拂 つて 金 を 借り、 そ 

の 事業の 儲けの 大 いなる 部分 を 銀行に 分けて やらなければ ならす、 銀行 は 事業家の 仕事 を 管理す 

るの だ。 かくして 資本家 は、 銀行家の 前に 屈服 させられた。 そして單に信用を發行するだけ^^仕 

事 をす る ものが、 生產 全部の 仕事の 上に 支配 をな す やうに なった。 勞働者 は 資本家に 對抗 して ゐ 

たが、 今や 勞働 者と 资 本家と を 併せての 生產 のす ベて は、 銀行に よって 支配 せられた。 


マルキシズム 修正の 必耍 

かう した 現代 社會の 情勢 は、 まことに 重大な ものである。 そこで この 分析に 隨 つて 我々 は、 マ 

ルキ シズム の 上に  一 0 大. S なる 修正 を 加へ ようとす る。 マ ルキ シズム はすべ て 商品 生産の 見方の 

上に 立つ もので、 隨 つて 勞資の 階級 的對 立に カ點を 置いた。 併しながら 今や 商品 生產を 以て 現代 

の 社會經 濟を說 明す る こと は、 時代お くれに なった。 これ は マルクスが 間違って ゐ たので はない。 

マルクス の 時代に は あれで もよ かった が、 現代で は マルクスが 分析した 時代と 社 會經濟 生活の 本 

質を異 らしめ たの だ。 だから マルクスが この 信用 經濟の 分析 をし なかった の は、 少しも 耻辱 でな 

い。 いつまでも マルクスの 十九 世紀 的 經濟學 の 上に とどまって、 それに 批判 を 加へ、 修正 を 加へ 

る ものにす ベて 「反動」 とい ふ 名 を 冠 し、 原始 マルキシズム への 盲信 的 態度 を つづけて ゐる 所謂 

マルキシストが 恥辱な の だ。 資本 主 義社會 と. S ふ 言葉 さ へ、 今 は適當 でな. S であ ら う。 寧ろ 正し 

く は 信用 主義 社會 とい はるべき だ。 資本主義 的生產 は、 今 もな ほ 滅亡した のでな く、 甚だ 大 いな 

る 力 を 以て 現代 を 支配して ゐる。 けれども その 资本 主義 的 生産の 上に なほ 大 いなる 力 を 揮 ふ もの 

が、 資本 以上に 重大な 性質 を 持って来 たの だ。 

マ ルキシ スト も 金融の さう した 力 を 認めて ゐな いので はな い。 マ ルクスで さへ も 金融が S 後の 
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支配力 を 持つ こ と を 述 ベて ゐる。 ただ マルキシスト はこの 金融 を 飽くまで も 資本 の 中に 含めて 見 

てゐ る。 そして これ を 金融資本と 呼ぶ ので ある。 僅 かづつ の 金 を 一 つに 集める と、 E 大な资 本 力 

となる。 銀行の 持つ 金融 力 はさう した もの だ、 と考 へる 0 だ。 これなら ば 銀行 は、 まだ 金 貸業以 

上に 進歩して ゐ ない。 资本 としての 金が 大きく 一  つに 纏められて、 纏まった が 故の 大きな 资本カ 

を發 揮す る。 マルキシストの 金融 资 本と は、 さう した ものである。 い かに もこれ は 金融 r 资本」 

であらう。 併し 我々 が今觀 察した もの は それでない。 そして 銀行 0 重大性 は、 こんな 資本 性で は 

ない ので ある。 銀行 は 任意に 幾許 金額で もの 信用 手形 を 振出し、 それょり利益を牧めることが3^ 

來る。 これが 問題な の だ。 零細な 金 を 集めて 一纏めに した もの を 貸し 附け、 その 一纏めに した も 

0 だけの 金力 を 揮 はすならば 大して 恐るべき もので はない が、 銀行が 任意に ぺ ンを 動かして、 自 

分の 機能で 無より 有 を 作り出した その 金力が 恐ろしい の だ 。これ を どうして 资 本と 呼ぶ ことが 出 

來 よう。 また かう して 創り 出された 信用 手形が 利益 を 生み 屮 いす 働ら き Q 様式 も 亦、 全く 资 本の そ 

れとは 違った もので はな. S か。 

我々 の觀 察が 所謂 マ ルキシ ストの 觀 察と- どうい ふ點で 一 致し また どうい ふ點で 相反す るか は、 

旣に說 明した ところで 明らかにな つたと 思 ふ。 現代の 商品 性の 理想 は、 货幣を 突破して 信用 手形 

にまで 達した の だ。 そして この 信用 手形に 達した 時に、 商品の 持つ 個性 は 遺憾な く脫 離せし めら 

れて、 貨幣 は 二股 を かける こ ともなく、 甚だ 高い 程度で 均一 化せられ たものに なった の だ。 この 


こと は 他面から 見れば、 我々 C 社會的 結合が 次第に 强 くな つたこと を 意味して ゐる。 商品 は社會 

性の 一 表現と して 現 はれた が、 貨幣 は それよりも 程度の 高い 社 會性を 現 はし、 信用 手形 はまた 貸 

幣の 持つ それよりも 程度の 髙ぃ社 會性を 現 はして ゐる。 この 信用 手形が 更に 發 達すれば 何になる 

か。 それ はた だの 理論で は きめられない。 我々 はや はり 歷 ぉを赏 行し、 歷史の 中の 人に なって 見 

なければ、 この 問題 を 正しく 解く こと は 出 來 ない。 

併しながら マ ルキ シス トが考 へ る やうに 勞資 間の 階級 鬪爭 が必す しも 新社會 3,1 現の 力になる も 

のでない こと も、 今の 觀察 によって 明らかにせられた であらう。 勞资 間の 對 立よりも 重大な 對立 

が、 現代 社會の 中には 起って ゐる。 それ は 信用の 發 行者と それによ つて 統制 せられて ゐる 生産者 

とだ。 併しながら この 對立 は、 先き の勞资 間の、 その 如く 單 なる 鬪 などに よって 解決 せられる 

も Q ではない。 今の 社會は 昔の 社 會と違 ひ、 社會 生活の 中に 一 大變動 を 起す； J と を 可能なら しめ 

ない。 社會の 中に 大變動 を 起せば、 社會の 中の 人々 は 誰れ も 彼れ も 直ちに 飢餓に 瀕しなければ な 

らす、 その 影響 はこの 變動を 起した ものの 上に も 同樣に 及ぶ ので ある。 マルクス は、 無產 者に は 

3： の 損害 もない、 ただ 自分の 上に 加 へられた 鐵鎖 を斷っ だけの こと だ。 と S つたが、 これ は 誤 |_ ひ 

である。 若しも この 鐵鎖 を斷 つため に 社 會に大 いなる 變 動が 起った とすれば、 鐵 鎖を斷 つと 同時 

に 自ら も 飢餓に 瀕する の だ。 また n シァの ボリ シヱヴ イズムな どで は、 金融资 木をプ a レタ リア 

の 手に 收 める ために 銀行の 沒牧 など を 主 張し てゐ るが、 こ れ も 亦大 い な る Si 違 ひだ。 銀行 は 互 額 
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Q 金 を 持って ゐる と 通俗的 には考 へられる が、 その 實 銀行 の 金庫の 中には 幾許の 金 も 積まれて は 

ゐ ない。 だから 口 シァ の 革命に 於いて、 銀行 を沒牧 して 見ても、 手に 牧 める ことの 出來 たもの は、 

少額の 現金の 外に、 多 救の 帳簿 だけであった。 この 帳簿が、 銀行の 大事の 部分な の だ。 その 帳簿 

を 調べて 行く と、 金は隨 分の 額で 他へ 貸附 けられて ゐる。 それ をみ な 引上げたら、 實に 大した 金 

額になる だら う。 併しながら、 この 貸出しの 先き はみ な 資本家 だ 。そこで、 この 貸 附金を 引上げ 

るた めに は、 やはり 资 本家に 資本主義 を赏行 させなければ ならない。 これで は 資本主義 はさつ ば 

り 倒れて ゐ ない。 そこで 口 シァ でも、 資本主義 を 急速に 倒す こと は 全く 不可能で あると 知って、 

改めて 資本主義 を 容認す る 新經濟 政策 を 建設し なければ ならなかった。 だから &シァ 革命 は、 a 

シァの 社 會に大 S なる 變動を 起し、 そ の 社會的 諸關係 を混亂 に陷れ て 多數 の 民衆 を 飢餓 の 中に 殺 

し、 その 生活 程度 を 著しく 低下せ しめたが、 結局 は 資本主義 を 漸進的に 改造す ると ころで 落ちつ 

いて 了った の だ。 ポリシ H ヴ イズム は、 現代の 社 食生活 を 理解し なかった。 それ は舊 式の 原始的 

方法 を 使用す る點 です つかり 誤謬に 陷 つたの だ。 

信用の 任 意 發行 は危險 

然 らば 信用の この 社會的 支配 を 我々 はいかに 處 置すべき であるか。 いや それより もまへ に、 信 


用なる もの を 我々 は 一 體 排斥すべき であるか どうで あるか。 商品、 貨幣に 就いて、 それが かく 展 

開して 行く 間に も、 次第に 社會 性が 實 現せられ て 行く こと を 我々 は旣に 見て 來た。 それ故に こ Q 

展開に は、 單に 商業主義が 生長して 行く 0 を 見る だけではなくて、 人 問 的 合理性 も 亦 そ Q 中に 含 

めら れつつ 生 S して 行く の を 見る ことが 出來 たの だ。 然 らば 信用 手形と S ふやうな ものに は、 社 

會性は 貨幣 以上に 進められ、 また 人間的 合理性 も 同様に 货 以上に 進められて ゐる 他方で は、 商 

業 主義 0 限定 も 亦 貨幣の 場合 以上に 進められ てゐ るの を 見 るに 相違な い 。 い かに も 銀行家が 單に 

信用 手形の 上に ぺ ンを 走らす だけで 大 いなる 儲け を 得る こと は、 資本 を 投下して 利 箱を牧 める こ 

と 以上に、 商業主義 を 進めた もの だとい へる であらう。 併しながら それと 同時に、 信用 手形が 货 

幣に 代った 時には、 それ は 人間 生活の 合理性 を 一 層髙ぃ 程度で 進めた ものに もな つ てゐ る。 商品 

を 貨幣に よって 代表す る こと は、 ェ舉 的の 機能に 比較 をす る ことの 出來る ものであるが、 信用 乎 

形に よって 貨幣 を 代表す る こと は、 こ の 機能 を 一 層髙， S 程度に 進めた もの だとい へ るので ある。 

それ故に 信用 手形 を 使用す る こと は、 貨幣 を 使用す るよりも、 すっと 便利な ことで あり、 我々 0 

社會 生活の 中から は 排斥すべき もの だと も 思 へない。 

我々 は 機械 を 使用して 商品 を 生産した。 商品 は 商業主義 によつ て 支配せられ るが 故に 粗 惡のも 

のとな つ たけれ ども、 機械に よって 同じ 形 同じ 趣好 の もの の生產 せられる こと は 少しも 排斥す ベ 

きこと ではなかった。 さて 斯く 商品が 生產 せられた 以上 は、 その 商品 を 社會の 中に 分配す るた め 
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に、 貨幣 を 使 5- する こと はこれ 亦 便利な ことで ある。 ただこの 貨镕を 資本と して 卸し、 そ^^资本 

より 利益 を收 める 資本主義が、 商業主義の 理想 を 含んで. S けない。 さて 最後に 貨徵に 代へ るに 信 

用 手形 を 以てした とすれば、 これ は  一 便利な もので はない か。 我々 の 社會に は、 もはや 貨幣な 

ど を 流通せ しめる 必 Ij^ がない。 信用 手形 を 流通させる だけで、 すべての 用事 は 足る ので ある。 い 

や、 なほ 時代が 進めば、 そんな 手形 を 一 々人の 手から 手へ 渡す こと さへ 不便と 感じられる やうに 

なって、 今日の 電話 交換局の 如き 場所に 各人の 信用 原簿が 備へ つけられ、 そこへ 電話 か 何 かで 通 

知 をす る 毎に、 これから 彼れ へと 信用の 讓 渡が 記帳 せられて、 社會 生活の 統制 を 計り、 一人の 持 

つ 信用 力が 不當 に擴大 する こと を 防ぐ やうになる かも 知れない の だ。 —— ：！： れ にせよ 「信用」 の 

發 明と 流通と は、 決して 排斥 せらるべき もので ない。 排斥 せらるべき もの は、 この 信用の 發 行の 

上に 大 いなる 儲け を 取る 人が 存在す る やうに なった こと だ。  Z 

信用 手形の 發行 額が 從來の 一 一倍に なった とすれば、 その 時から 商品の 値段 は從來 0 半分に なつ 

て 了 ふこと を 我々 は旣に 見て 來た。 銀行が 任意に 信用 手形 を發 行す る ことによって 社會に 存在す 

る ものの 値 打 は、 絶えす 變 動す るので ある。 また 單に 信用 を發 行し、 その 發 行した 信用 手形で 品 

物 を 買へば、 何 一 っ勞作 をし ないで 素手で 品物 を 獲得す る こと も出來 るので ある。 かう した 社會 

は、 甚だ 危險の 性質 を はらむ ものと いはなければ なるまい。 そこで 信用の 發 行と 流通と、 そのこ 

と 自身 は 少しも 排斥 せらるべき もので な. S けれども、 この 信用 發 行の 權利を 個人の 任意に ゆだね 


て 置く こと は、 第一 に大ぃ な る 危險事 で あ る と f つ^ 々 は 考 へる。 そ i I で こ の 信用 發行 の 權利 を社會 

自身 の 手中に 恢復せ しめたと すれば どんな ものである か。 銀行が 任意に 乎 形を發 行し て、 それ か 

ら 巨大な 利益 を収. めたり、 社會の 物價を 上げたり 下げた" する ことのない やうに、 社會 がすく て 

こ の 信用 を發 行す る ことにして、 その 發行額 を 適當に 限定し、 その 發行 とい ふこと 自身より 特に 

利益 を牧 める ことがない やうに したと すれば、 どんな もので あるか。 また 社會が 全體 として 费 g= 

を 必要と する 時が あつたと すれば、 特別に 社會の 各人 0 上へ 賦課し ないでも、 この 信用の 發行額 

の 上に 調 節 を 加へ、 銀行家が 現に この 信用 發行 によって 利益 を 得て ゐる やうに して、 大 元のと こ 

ろで 直ぐに 陚 課金 を 差 引く 工夫に して 置いたら、 どんな ものである か。 そのこ まかい こと は 今 論 

じない として、 とにかく 信用の 發行を 社會の 手中に 牧 めた とすれば、 それで 現代 社會の 商業主義 

は 完全に 克服せられ るの だ。 商品の 時代に 商業主義 を 克服す る こと は、 甚だ 困難であった。 貨幣 

の 時代に、 マ ルクスが 考 へる やうに して 商業主義 を 克服す る こと も 亦 甚だ 困難で ある。 そのこと 

は旣に C1 シァの 場合に ついて 論じた 通り だ。 さて 最後の 信用の 時代に 於いて 商業主義 を 克服す る 

こと は、 さほど 困難の もので はなさ さう に 見える。 何故 なれば、 社會は 著しく 璣械 化せら -、 信 

用と いふ 如き もの は 最早 品物で も 何でもなくて、 ただ 帳簿 の 上での 觀念 であ る に 過ぎ なくなつ た 

からだ。 信用 手形 は、 貨幣 以上に 人間的 Q 合理性 を 含んで， Q る。 しかも その 合理性 は、 今や 信用 

手形に 於いて 高. S 程度に 機械的 ェ學 的の 形態 を 取った ので ある。 この 機械的 ェ學 的の 合理性 を、 
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その 儘に 進める ことが 必要 だ。 その 時に 我々 の 商業主義 は 克服せられ るの だ。 

文明の 劃 一 化が 起る 

また 第二に、 こ Q 信用 經濟 の社會 となって、 社會 生活が 签丄 t い 程度に 集中 化せられ たこと も、 

考 へなければ ならぬ 問題で ある。 商品が 現 はれた 時に、 社 會は旣 に 劃一化 せられた。 どの 商 口 S も 

どの 商品 も、 みな 同じ 形、 同じ 趣好 を 表現す るの は堪 へられな S こと だ、 とする 反對が 生長し 出 

した。 然るに 資本が 支配す る 時代に なつてから、 その 劃 一 化の 傾向 はな ほ 一 段と 進められて 来た。 

資本 はすべ て を 統一 化する と 同時に、 自分自身 を も 統一 化する 傾向 を 持つ ので ある。 然るに 今や 

信用が すべて を 支配す る やうに なって 來 ると、 我々 の 文明の 特色 を 劃一化す る 傾向 は、 全く 極端 

にまで 進められる。 

銀行家が 結局 に 於いて 產業を 支配す る こと は、 今何處 の國 でも 見られる 現象で ある けれども、 

特に その 現象の 顯著 なの は 資本主義の 發達 度の 高い 米國に 於. S て だ。 米國 では、 例へば 映 畫の如 

きで さへ も 今では 全く こ の 銀行 閥に 占有 せられ、 い かなる 映 畫を 作製す る か が こ の 銀行家 の 意中 

に存 する やうに なった。 米 國映畫 は、 世界の 民衆の 間に 大 いなる 勢力 を 持って ゐ るが、 我國 Q 大 

衆 を 見ても、 日本の 大臣の 名前 を 三人と 擧げ 得な. S もので も、 米國 の映畫 俳優の 名前 を 四 五 人 は 


極めて 容易に 擧げ 得る であらう。 米 國映畫 は それ 程に 日本の 大衆の 生活に 喰 ひ 人って ゐ るが、 こ 

の 米國映 畫を 支配す る もの は 米國の 銀行家 の 巨頭で あると すれば、 日本の 大衆の 享受しつつ ある 

生活が * 內容 的に は 劃一：^ に 米國の 少數な 銀行家 巨頭に よって 支配 せられて ゐる ことと なる。 か 

くの 如き 文明の 劃一化 は、 必 すし も悅 ぶべき も Q である まいと 思 ふ。 機械 製品 を 使 ひ、 その^り 

に 於いて 我 *^ の 生活が 劃 一 化せられる こと は、 必す しも、 全く 忌避 せらる ベ きこと ではない とし 

て も、 かやう に 世界 を あげて 劃一化す る ことの 如き は、 我々 の 希求すべき ことで あるまい と 思 は 

れる。 併し この 大規模の 劃 一 化が 行 はれる の は、 全く 時代が 信用に よって 支配 せられる ものに 移 

つたから である。 それ故に 我々 は、 文明の 內容が 極度に 劃 一 化せられる こと を 避ける ために は、 

この 信用の 發行權 を 社會の 手に 牧め たと しても、 その 發行權 を 持つ 社會を 幾つかに 分割す るが よ 

S ので ある。 かくすれば 我 々の 享受す る 文明の 內容を もまた 全く 劃一化せ す、 猫 群 的に 幾つかに 

分割す る ことが 出來 るの だ。 さう した 社會 療治の すべ ての 、ノ ン ドルと なる もの は、 信用で ある。 

货幣 から 信用が 進化して 出た こと は、 我々 の 生活に 取って 寧ろ 慶貿 すべき； J とであった。 然 らば 

右に 述べた 如くに、 信用の 發行權 を 全社 會 Q 手中に 牧 めたり、 その 權利を 分割した りする ために 

は、 我々 は社會 的に 如何なる 方法 を 採用すべき であらう か。 かう した 大 改造 事業が、 果して 我々 

により そんなに 容易 に 取られ 得る も Q であるか。 そめこと は 次講に 於いて 考察し よう。 

こ の 講に於 い て 私 は、 商品の 時代と 貨幣の 時代と を區 別した。 或る人 はこれ に. 反對し ていふ か 
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も 知れよ い。 「商品が 現した 時 は、 旣に资 本が 現 はれた 時で はない か。 同一 の 現象の 兩 面に 對 

して、 二つの 時代 を 151! 別す る Q は 何故で あるか」 と、 この 反對は 少しも 誤って はゐ ない。 併し 貨 

幣は、 商品 を豫定 しなければ 成立し ない。 货幣を 生長せ しめる に、 その 基礎と なる ものが 商品で 

ある。 そして 商 口 S は、 貸幣 よりもな ほ 多くの 個性 を 自らに 保留せ しめて ゐる。 それ故に 私 は 理論 

的に、 貨幣の 時代の 前に 商品の 時代 を 置いた。 歷史の 上で これらの 二 時代が 確然と 15^ 劃せられ る 

といって ゐ るので はない。 貸幣の 時代から 信用の 時代へ 移る 境界線 も 亦同樣 である。 我々 はこれ 

らの 時代の 推移に、 實際は 水より 油へ 移る やうな 區劃を 認める ことが 出來 ない。 これ だけ グ- こと 

を 最後に 念の たきに 書き 添へ て 置かう と 忍 ふ。 


第 九 講 都會 と田舍 はどうな る 力 


图 舎に 文化が ある- 6 

現代の 文化！ 晚畫、 ラ ヂォ、 トォ キイ、 面 タク、 飛行機、 ッヱ ッ ペリン、 モガ、 モボ、 レヴュ 

ゥ、 マルキシズム、 それらす ベて を 包含しての 現代 文化 は 本来 どうい ふ 性質の も Q であるか、 ま 

た その 現代 文化 は 今後 どうい ふ 方向へ 進んで 行く もので あるか、 八， まで 綾け て 來た 分析 乃至 考察 

に いて、 我々 は それらの 問題 を 取扱った。 併しながら こ Q 現代 文化と いふ もの も、 要するに 者 

會で だけ 享受して ゐる 文化で はない か。 文化と は 元来 都 食の ものな の だ。 田舍に は、 文化な ど あ 

り もしない。 旅客 飛行機が 頭上 を 飛んで 行った としても、 飛行機 は 子供の つくる 玩具と してより 

外に 自分 達の 生活に 對し 何の 用 もない もの だ。 映畫 もトォ キイ も 田 合に はない。 なまじっか 近傍 

の 小都會 に映畫 館な どが 出來 たために、 今まで 純樸 であった E 舍の靑 年 達が、 映畫 女優の 紫書寫 
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眞 など を 持って 困って ゐる。 そして 田舍 では、 相變ら やの 大根 ゃ薯 だ。 小：^ 料 は屮： せない し、 税 

金 は 高い。 この 田舍に 何の 現代 文化 だ。 現代 文化の 性質が どうで あらう が、 その 將來 がどうなら 

うが、 田舍の 人間に は 用がない。 —— 

田舍の 人達が かやう にい ふなら ば、 その 見方 は 現在のところ 少しも 誤って ゐな いと 思 ふ。 そこ 

で 我々 は、 この 書の 最初の 出發點 にかへ つて 來た。 我々 はかって 山間の 小 村で 見た 文明の シグナ 

ル にっき、 その 運命 を 占 はなければ ならない の だ。 都 會と田 舍とは 現に 如何なる 關係を 保って ゐ- 

るか、 また その 將來 はどうな るので あるか。 我々 はこの、 最後に して 同時に 最初で あると ころ a 

問題 を、 解決し なければ ならない。 

都會 はどうして 生活 出來 るか 

ここに 一 箇の 怪物が 生活して ゐる。 その 怪物 は 自分自身で 何 一 つ 仕事 をし ない。 が、 その 食物 

は 恐ろしく 大量 だ。 日に 夜に 飽く ところ を 知らす 大食す る。 その また 大食が、 隨 分と 贅澤の もの 

で. ある。 野菜の 切れっ端 など は どしどし 取り捨てて 了 ひ、 うま さうな ところば かり を 選んで 食べ 

てゐ る。 いや、 その 選 擇は實 に 全くの 虚飾で さへ あって、 ただの 濫費から 切れっ端 など は 取り 捨 

てるの だ。 この 食物の 要求 は、 だんだんに 多くな つて 來る。 その 近傍に ゐる 人達に 命令して、 い 


くらで も 食物 を 持って来させる が、 近傍の 人達 はこの 怪物に 頭 をお さへ つけられて ゐ るので、 そ 

の 命令から 如何と も遁れ 出る ことが 出来ない。 自分 達の 食べる 分の 中から、 この 怪物へ Q 供物 を 

取り出し、 自分 達は實 にまづ いもの を 食べて ゐ るの だ。 この 怪物の 圖體 は元來 大きな もの だが、 

その 圖體 がまた 日 一 日と 大きく 太って 行く Q だ。 そして かく 太って 行く 度 ごとに、 怪物の 大食 を 

する 分量 は 恐ろしい 程度で 增 加して 行く。 近傍の 人達 は 怪物への 供物の 分量 を 一 曆增 加せ しめな 

ければ ならない から、 怪物が 身 を 太らせて 行く ごとに、 自分の 身體を 憐れに 細く 瘦せ させて 行く 

の だ。 —— かう した 怪物が 實際 この 世界の 中に 樓 んでゐ ると したら、 我々 は それ を どんなに やか 

ましく 問題に する ことで あらう か 0 然るに さう した 怪物 は、 確かに 存在す る。 それが 現代の 都會 

とい ふ もの だ。 

私の 住んで ゐる家 は、 大都會 の 外郭よりも やや 外れて 畠の 中に ただ 一 軒で 建って ゐた。 近傍 一 

二 丁の 間に は、 他に 一軒の 家 も 建って ゐす、 物 を 買 ひに 行かう と 思へば 數丁 隔たった ところまで 

出かけなければ ならない し、 電車に 乘 るに は 十 丁ば かり 歩かなければ ならなかった。 さう した 不 

便の 生活 を、 私 は 殆ど 十 年ば かり 送って ゐた。 然るに 數年前 私 Q 家の 近傍へ も 急に 市の 電車が 仲 

びて 來る ことにな つた。 家 も 何も 近傍に ない 畠の 中 を、 電車 敷設 工事が 進められて 行く。 と 見る 

と、 その 電車 道路 Q 兩 側に はもう 幾 軒 かの 家が 建てられて ゐる。 この 近傍 を 見廻 はして、 何處に 

一軒の 家 もない のに、 これら 電車 沿線の 店舗ら しい 家 は、 ー體 誰に 商品 を寶 らうと いふので あら 
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うか。 私 は それ を 不思議に 思った。 併し、 これらの 家の 數は、 寶に 著しい 速力で 殖えて 行った。 

そして 町ら しい 形が その 電車 道路の 兩 側に 屮ぃ來 上った の を 見る と、 八百屋、 菓子屋、 本屋、 酒屋、 

カツ フ H  1、 床屋、 米屋な ど.、 大抵の 種類の 家が 網羅され てゐ て、 成る 程 これなら ば 都會の 中央 

に 見る と 何も 違った ところの ない 町 だ。 そして これらの 店舗の 近傍に は、 ただの 消費^と して 住 

んでゐ る 俸給生活者 などの 家 は 少ない にしても、 その 店舗 だけの 町で 立派に 自立した 生活 を營む 

ことが 出来て ゐ るの だ。 床屋へ は 米屋、 菓子屋、 酒屋、 カツ フエ ー のす ベての 人達が 行って、 髮 

を かって 貰 ふ。 それで 床屋の 生活が 維持 せられる。 米屋へ は、 床屋、 菓子屋、 酒屋、 カツ フエ 1 

等々 の 人達が すべ て 米 を 買 ひに 行き、 この 米屋の 生活が 維持 せられて 行く。 成る 程 これなら ば 都 

會は 都會を 支持し、 生活して 行ける 笞だ。 今 ここに 性質の 違った 商賫 をす る 家が 二十 軒 立って ゐ 

て、 それらの 間で お 互に 品物 を 買 ひ 合って ゐた とすれば、 それだけで これら 二十 軒の 家の 生活 は 

立って 行く けれども、 さて また その 二十 軒の 家 をす つかり 都會 から 消し 去った としても、 都會そ 

の ものに は 何の 影饗 もない。 それにしても、 都會が 膨脹して 行く 仕方 は 不思議な ものである。. I 

私 は その 時 かやう に考 へて 深い 感慨に 耽った。 然 らば 都會の 膨脹して 行く 様式に 就いて、 これ 

まで 何等かの 法則 を 持ち出した ものが あったら うか。 この 都會の 膨脹と 田舍の 生活との 關 係を數 

學 的の 公式で 表現した ものが あったら うか。 かく^_めへ て社會 經濟學 者の 多くの 著 誓 を 調べ て 見て 

も、 私 はつひに それらの 法則 や 公式 を 見出す ことが 出来なかった。 そこで 私 は、 自分自身で この 


數舉的 公式 を 作り 屮：： して 見ようと 決心した。 その後 一 部分 だけの 公式 は 確實に 決定 せられる こと 

が出來 たが、 それが 私の 所謂 都會 農村の 關係 公式で ある。 こむ 公式に 隨 つて 計算す る 時には、 我 

我 は 都會の 膨脹す る 比率と 物惯 の 騰貴し て 行く 比率と を數字 的に 算出す る こと が 出来る。 

單純 都市と 複雑 都市 

この 公式の 內容 を、 私 は 今、 ここで 詳しく 說 明しょう と は 思 はない。 たださう した 公式が 成り 

立って ゐ る 事實の 基礎 だけ を、 具體 的に 語つ て 見ようと 思 ふ。 

都會 とい ふ ものに、 幾つかの 種類が ある。 工場 を 含む 都會 は、 そこで 商品の 生 產が行 はれて ゐ 

るから、 單 純な 都會 だと は. S はれない。 我々 は 今、 最も 單 純の 形式の 都會を 取り出して 見な けれ 

ばなら ない。 それ は商賣 だけ をす る 人 問から 出 來てゐ る、 さう した 都會 だ。 この 人達 は、 何 一 つ 

商品 を 生産し てゐ ない。 ただ わ き で 生産し た 商品 を賣 買す る だけ の こ とで 生活し てゐ るの だ。 か 

うした 都會 を、 私は假 りに ffif 純 都市と 名付ける。 それに 較べる と、 俘 給 生活の 官吏が 住む とか ェ 

場が 存在す ると かいふ 都會 は、 複 雜都巿 だ。 我々 の觀察 は先づ この 單純 都市に 對 して 試みられる。 

それ は 都會の 最も 本 ！！只 的の 部分 だ。 我々 が 都會と 呼ぶ の は、 この 商人の 都會 のこと であり、 工場 

の 生産に ついては それと はまた 違った 觀察 を 下 さな けれ ば な ら ない。 そして 普 通 の 所謂 都會 は 、 
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伟 給 生活 者 や 工場 勞働者 や を 含んで、 複合した 關 係の ものに なって ゐる。 我々 は 次に 簡單 都市 Q 

生活様式 を考 へる。 

この 簡單 都市 は 幾つかの 生計 單 位から 出来て ゐる。 そこに は 米屋 も 住めば、 八百屋、 魚屋、 酒 

屋、 菓子屋 も 住んで ゐる。 これらが 一軒の 店と して 立ち 一家 族の 暮らし を 維持して ゐる とすれば、 

我々 はこれ を 一 の獨 立した 生計 單 位と 見る ことが 出來 る。 さて 我々 は、 この 單純 都市の 形 を出來 

る だけ 小さく 簡單な ものと して 考 へる。 卽ち 生計 單 位の 數は四 五十 位しかなくて、 そこで 賣 つて 

ゐる 商品の 種類 も簡單 であり、 また 米屋が 一軒 存在 すれば その他に は 米屋が 一軒 もなくて、 この 

都會の 人達 は 悉く 米 を 食べ て 生活し、 この 一 軒の 米屋から だけ その 米 を 買って ゐる ものと 假定す 

るので ある。 これ は假定 であると いっても あり 得べ からざる 場合の 假定 ではない。 また それ は 一 

の假定 とい ふより は、 一 の 典型と いったが よいので ある。 さて かう した 典型的の 都會の 生活の 仕 

方を考 へる。 さう した 典型的な 都會の 生活の 仕方 を考 へる ことにより、 我々 は 關係を 出 來る だけ 

純粹の ものにして 發 見す る こ と が出來 るから だ。 

例 を 米屋に 瑕る 

私 は先づ この 典型的の 都會の 中に また 典型的な 生活と して、 一軒ぬ 米屋 を 取屮 I し、 その 米屋が 


どんな 仕方で 生活して ゐ るか を 觀 察しよ ラ。 さて この 典型的の 都會 にある 一生 計單位 は、 家族の 

數に隨 つて その 消費す る 米の 分量 を異 らしめ る けれども、 今 その 關係を も 簡單な ものと する ため 

に、 一 生計 單 位の 中に 含まれる 家族の 數 はすべ て 同 一 であると 假定 しその 一 生計 單位は 平均 一 圆 

0 米 を 消費して ゐる とする。 卽ち 米屋 は 各戶へ 平均 一 圓づ つの 米を賣 渡して ゐ るの だ。 然るに こ 

の 一 圆の 米の 原價 は、 八十 錢 であった とする。 然る 時には、 米屋 は 1 軒の 家へ 米 を 供給す る こと 

によって、 二十 錢づっ Q 利益、 卽ち賫 價に對 し 二割 Q 利 5 へ I を牧 めて ゐ るの だ。 さて 一 生計 單 位が 

必要と する 一 日の 生活費 は、 平均 一 一圓であった とする。 米屋 は ー戶 にっき 一 一十 錢づ つの 利益 を牧 

める ことによって、 fj の 一 一圓の 生活費 を 償って 行かなければ ならない。 然 らば 米屋 は その 小都會 

の 十 生計 單位を 自分の 家の 得意と して 持たなければ ならない。 言換 へれば、 十 一 生計 單 位より 成 

る都會 があって、 その 中の 一軒が 米屋で あり、 他 はすべ て 米屋から 米 を 買って ゐる ものと すれば、 

この 米屋 は その 都會の 中で 立派に 生活して 行く ことが 出来る。 我々 は 今 觀察を 米屋に だけ 限って 

ゐ たが 同様の こと は 他の 十 生計 單 位に ついても 當て 嵌まる。 それらの 家で はや はり 靑物、 菓子、 

等々 を賈 つて 一 軒に 就き 一 一十 錢づ つの 利益 を牧 めて ゐた とすれば、 それで 生活費の 一 一圓 を慣 ふこ 

とが 出来る。 故に この 典型 都會 は、 相互に 商品 を寶 つて それから 利益 を 取り合って 居れば、 ただ 

それだけの ことで 立派に 生活 出来る の だ。 ここに 典型的の 一 小 都市が 建設 せられて ゐ る。 その 都 

市 は 何 一 つ 品物 を生產 する ので はない。 ただ 持って ゐる 商品 を、 相互に 利益 を 取って 寶る 形式 を 
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取りながら、 立派に 生活して ゐる。 それ はまこと に 不思議な 存在で はない か。 

この 都 食の 中に 住む 各 生計 單 -：： にの 人に して 見れば、 かく 品物 を rS! 人 へ賣る 仕事 は 立派に 勞 働で 

あるから、 この 勞 働への 代償と して、 原惯 八十 錢の もの を 一 圆 で 寶り、 結局 二十 錢の 手数料 を 取 

る こと は、 少しも 不當 でない と考 へる であらう。 併しながら 我々 はこの 小 都會を 引き 纏めて、 こ 

れ だけで 一 生計 單位 をな す ものの やうに して 考へ て 見よう。 この 都會の 中の 各人 は 勞働を したと 

いふが、 それ は 誰の ために 勞働 をした ので あるか。 それ はた だ 一 生計 單 位の 中 だけでの ことで あ 

り、 都會 以外の 何人 かに 對 して その 勞働 をな したので はなかった。 然 らば この 了 生計 單位 として 

の 都 會の人 は、 都會 以外の 人に 對し何 一 つ 勞倒を しないで ゐて、 それで 立派の 暮らし を 立てて ゐ 

るの だ。 何と それ はうまい 生活 G- 仕方で はな， S か。 そこで 我々 は、 この 都會を そのまま 一生 計罩 

-化 として 見る こと を やめ、 各戶の 生計 S 単 伉に 考へ を戾 す。 各 生計 單位は 他人に 商品 を寶 ると 者へ 

たから、 それ は勞働 だと も 見えた。 然るに こ Q 見方 を やめて、 各 生計 犟位 はお 互 ひに 他の { 糸 へ自 

分 0 家で 必要な もの を 取りに 行く と考 へ たら ど うだらう か。 甲 は 乙の 家へ 品物 を 取りに 行く が、 

乙 は 又 甲の 家へ 品物 を 取りに 行く。 これ はお 互の 骨折 だから、 他の 人 へ 品物 を 渡す ことより 自分 

の 骨折の 手数料 を 取る わけに いかない。 そこで 各 生計 單位 では、 お 互に 他の 家へ 品物 を 取りに 行 

くだけの ことで、 立派に 暮らし を 立てて 行く ことが 屮 I 來る。 ——. 我々 が 今 観察した 典型 都 會の生 

活の 仕方 は、 かやう に 見る こと も出來 るの だ。 


絕對 消耗 體とは 何 か 

かう して 都會が 立派に 生活して 行ける とい ふの は、 まことに 不思議な もので はな. S か。 今 舞 野 

の 中に そんな 都會が 新ら しく 建設せられ ると したら、 人 は その 建設 を 歡迎 する か、 ど うだらう か、 

斷 じて 歡迎 する もので ない。 こんな 都 會が建 せられれば、 それだけ 社 會の財 產は食 ひ 減らされ 

て 行く の だ。 そして； J の都會 0 人達 は、 その 都會 以外の 人に 對し何 一 つ 仕事 をして くれる ので は 

ない。 ただ 自分で 食って ゐる だけ だ。 そんな 消費 だけの 都會 が出來 るの を、 誰が 歡迎 する であら 

う。 この 都會 は、 いはば 小川の 末端に 存在す る 砂漠の やうな もの だ。 水 は そこまで 流れて 行って、 

限 もな く吸牧 せられる。 自分自身 では 一 滴の 水 を も 供給 しないが、 流れて 來る水 だけ は 無^に 

吸牧 して 行く。 その 砂漠の 働ら きこ そ は、 この 典型 都會の 働ら き だ。 かう した 都 食 は、 自分で は 

他に 對 して 何 一 つ 骨折 をせ す、 ただ 自分 だけで 絕對 的の 消耗 をな し、 そ JU で消费 する 程づ っ全體 

の 社 會の富 を 消滅 させて ゐる ものであるから、 私 はさう した 都會 の絕對 消耗 體と 呼んで ゐ る。 然 

らば この 都會 は、 いかなる 組織 をな すが 故に、 絕對 消耗 體 としての 生存 を 維持す る ことが 出来た 

か。 絶對 消耗 體の 成立に は 二つの 條 件が 必要 だ。 第一 に は、 そこに 一 定數の 人口が 存在し なけれ 

ばなら ない。 第二に は、 各 生計 單 位の 問で、 販寶 する 商品に ついて 分業 を 成立せ しめて ゐ なけれ 
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ばなら ない。 この 二つの 條件 さへ 成立して ゐ るなら ば、 一 の都會 は、 立派に 結對 消耗 體と しての 

生活 を 緩け る こ と が 出來る ので ある。 

さて 都會 は、 右の やうな 仕方で 絶 對 消耗體 としての 存在 をな して ゐる ものと すれば、 都 會のそ 

の 性質から 推して、 我々 は 次の やうに いふ ことが 出来る であらう。 第一 に は、 絕對 消耗 體 として 

の 都會の 自己 支持に は、 その 成員の 生活に 費消 せられる 商品の 原 僙は關 係 を 持たない とい ふこと 

だ。 前の 米屋の 例で 見れば、 米屋 は 一 圓の惯 格から 八十 錢の 原惯を 減じた 1 一十 錢 Q 利益で、 生活 

費の ニ圓を 消却す る。 米屋に 必要な もの は その 一 一十 錢 Q 利であって、 八十 錢の 原價 ではない。 も 

しも 原惯が 九十 錢 であれば、 米屋 は 米價を 一 圆 十何錢 にし、 新たなる 生活費の 1 一圓 何十 錢を 消却 

すれば よい。 原價 自身 は 米屋の 生活と 何の 關係を も 持ち はしない。 第二に は、 商品から 利益 を 取 

る 率卽ち 商品の 利益率 は、 人爲 的に 任意に 絕對 消耗 體の 自己 支持に 必要な 仕方で 定められ 得る。 

隨 つて 利益率の 高低 は絕對 消耗 體の各 成員の 生活に 何等かの 痛痒と して は 意識 せられる ことが な 

い、 とい ふこと だ。 各 成員が 一律に その 利益率 を 或は 高く し、 或は 保く したと しても、 相互の 消 

却に は 何の 影響 もない。 第三に、 絕對 消耗 體は、 その 體積を いくらでも 增大 せしめる ことが 出來 

ると いふ こと だ。 これに 制限 を 加へ る もの は、 生活 资料を 田舍が どの 程度まで 負擔し 得る かとい 

ふこと だ。 隨っ てこの 關係 は複雜 となる が、 この 第三の 法則が 間違って ゐ ない とい ふこと は、 fj- 

に 第 一 一段の 考察 を 進め て 初め て 明らかと なる であらう。 


田 舍と關 係す る 仕方 

さて 今まで 觀 察して 來た ところ は、 都 會と田 舍とを 取り離して、 單 に都會 を都會 として だけ 觀 

察して 來 たもので ある。 これ だけで は 法則 はま だ 甚だしく 不完全 だ。 また 讀者も 右の 說 明に、 直 

もに 不審 を 持 たれた こと だと 思 ふ。 それ は、 この 絕對 消耗 體 がかく 無限に 食 ひつく す 品物 を、 ど 

こから 得て ゐ るかと. S ふこと だ。. 我々 は 先き に絶對 消耗 體 では 各 成員 は 生活に 必要な も の を 相互 

に 交換 するとい つたが、 然 らば 各 生計 單位は その 品物 を どこから 得た ので あるか、 自分の 手許に 

元來 無限に 持って ゐる もの を 相互に 交換し 消費す るので あれば、 何の 問題 も 起ら す、 必 すし も絕 

對 消耗 體 だと はい はれない。 然るに 都 會の各 生計 單位 は、 その 生活 資源 を 自分の 手許に 無限に は 

持って ゐ ない。 その 生活 资 源の 一 部分 を田舍 から、 一 部分 を 工場から 得る であらう。 併し その ェ 

場から 來る もの も、 なほ 元來 は、 田舍 から 來 たものに 加工した Q であるから、 結局 はすべ て G 生 

活 資源が 田舍 から 來る とい ふこと になる。 都會 は田舍 から 來る 品物 を、 絕對に 消耗して ゐ るの だ。 

然 らば 都會で はどうい ふ 魔力で かやう に 品物 を田舍 から 吸牧 する ことが 出來 るの だら うか。 また 

この 吸牧 のために、 田舍の 生活 は どんな 影響 を 受ける であらう か。 我々 は 次に その 問題 を考へ て 

見なければ なるまい。 そして この場合に 我々 は、 考察 を 二つに 分けて 行く ことが 便利で ある。 
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第一 に は、 田舍を 無限に 大きく、 都會を 割合に 小さな ものと して 見て 行く。 この場合に は、 都 

會で どんなに 多くの 消費 をした ところで、 田舍の 生活 は 荒されない。 そして この 考察に よって は、 

都會 はどうい ふ 仕掛で 田舍の 品物 を 都會へ 持つ て來る ことが £ 來 るか、 その 仕掛 を觀 察する こと 

が出來 るの だ。 第二に は、 田舍も 有限の 大 いさで あり、 これに 比較して 都會は 相當に 大きい もの 

として 觀 察する。 然る 時には、 都會が 絕對に 消耗す る ことによって、 田舍の 生活 は どんな 風に 荒 

されて 行く か を 知る ことが 出来る。 そして 關 係が 都 會と 田舍 との 眞實 の關 係な の だ。 尤も 現在の 

都 會は倚 給 生活 者 や 工場 勞働者 や を 含み、 商業の 他に 一般 公務、 工場な ど を も 含む から、 都會と 

田舍 との 關係 はもつ と複雜 した ものに なって はゐ るが、 その 本 幹と なる 關係 は、 やはり 右の 第一 

の 場合に 示される 關 係の 公式に よって 決定せられ るの だ。 我々 は 次に それらの 關係を 考察して 行 

かう。 これに 關 して は 私が 旣に 拙著 『農村 問題の 社 會擧的 基礎』 に 書いた ところ を 繰り返す だけ 

のこと になる から、 私 は 次に その 部分 だけ を 同 著より 抄錄 して 置かう。 

都會と 田舎との 關係 法則 

「我々 は 更に 第 一 一段に 進んで、 そ 0 生活 资 料の 消却が S かにして 行 はれる か を 考察し なければ 

ならない。 この場合の 考察 は 二部に 分れる 。第一 は、 田 舍の大 いさが 都會に 比して 著しく 大きく、 


常に 田舍は 生産物の 僅かに 一 部分 だけが 都會 により 消费 せられ、 田舍は 更に 何程で も都會 へその 

生活 資料 を 供給し 得る 場合 だ。 

この場合の 關係 は、 割合に 簡單 である。 今 その 關係 を簡 ssf ならしめ るた めに、 或る 典型的なる 

結對 消耗 體が 消費す る (日時 を 一 定 とし) 商品の 原價を 百圓、 その 生活費 を 百 二十 圓 であった， -」 

假定 すれば、 消耗 體 はこの 原價の 上に 或る 利益 を 加へ て 自己の 生活 * を 支持す る 許りで はなく、 

更に その 利益に よつ て 田舍へ 支拂ふ 原價の 百圓を 消却し なければ ならない。 消耗 體の 自己 支持 だ 

けを荐 へれば * 原 惯百圓 の もの は 百 二十 圓の 生活費と なって 現 はれて ゐ るので ゐ るから、 その 利 

签率は 一 一割で ある。 そこで； J  01 一割の 利益率 を 以て 田舍へ 支拂ふ 原價の 百圓を 消却し ようと 思 へ 

ば、 消耗 體は 更に 田舍 から 五百圓 の原價 に相當 する 资料 を賈ひ 入れ、 これ を 六 百圆の 商品に し、 

その 全部 を 田 舍へ賣 つて 利签百 圓を牧 めれば よい。 結局 この 絕對 消耗 體は、 田舍 から 六百圓 Q 原 

料 品を賈 ひ、 二割の 利益 を 見、 自己の 生活費 百 二十 圓を 支持し、 殘 りの 商品 六 百圓を 田舍へ 赍れ 

ばよ いので ある。 今 若し この 消耗 體 がその 生活の 贅澤さ を增大 せしめる か、 或は そ Q 體積 を增大 

せしめる かして、 费消 する 原料 品の 價格 を大 ならしめ たと すれば、 隨 つて 田舍 から ひ 入れる 原 

料 品の 額を大 ならしめ、 同時に 田 舍へ寶 る 商品の 額を大 ならし めれば それでよ ぃ譯 である。 

結局 今の 關係を 以て、 絶對 消耗 體はそ Q 生活に 必要な 资 料の 惯格を 全部 田 舍に轉 嫁し、 それ 自 

身と して 何等 それに 關與 すると ころがなかった ので ある。 ここに 私が 先き に 述べた 法則の 丁 午 は 
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證 明せられ た。 隨っ て 今の 場合に は 次の 系の 法則が 成立す る。 

田舍が 非常に 大きい 場合に は、 絕對 消耗 體は 幾らでも その 生活 を贊澤 ならしめ、 叉 は そ 

の體積 を增大 せしめる ことが 出来る。 この場合、 利益率 は 動かないで ゐる ことが 出來 る。 

併し 我々 は 更に この 關係 をより 一 般 化せし めて、 第二に 田舍の 生產に 限度の ある 場合 Q 田舍と 

絕對 消耗 體 との 關係を 考察し なければ ならない。 この 關 係の 最も 徹底 せられた 場合 を考 へれば、 

田舍は その 生產 品の 全部 を 都會に 委ね、 自己の 生活に 必要なる もの は 再び これ を都會 より 購 ふし. 

且つ その 生產 全額 は 常に 同 一 だとし なければ ならない。 さう した 關係 について、 私 は 何等かの 法 

则を 求めて 見たい。  . 

今 田 舍の生 產總額 を 六百圓 であった と假定 する。 この 總額は 何時に なっても 變ら ない とすれば- 

田舍 がその 總額を 都 會へ賫 り、 その 結果 得た 田舍の 購買力 は 常に 六百圆 である。 この 原料 品に 就 

き 都會は 百圓を 費消し、 田舍は その 殘 りの 五 百圓を 費消す る。 都會は その 費消す る 百 画の 原料 品 

惯格 を、 田舍へ 原價五 百圓の もの を 六 百 圆に賣 る ことにより 消却し なければ ならない。 然る 時に 

は、 都會は その 原料 品に つき 一 一割の 利を牧 めなければ ならない。 隨っ て 都會の 生活費 は 百 一 一十 圆- 

田舍の それ は 六百圓 となって 現 はれ、 都會 における 商品の 總惯格 は 七 百 一 一十 圓 である。 

然るに 都會 の贅澤 さが <w« すか、 或は その 體 積が 增大 せしめられ たために、 都會は 前よりも 二倍 


の 生活 資料 を 要する ことと なり、 二百 原料 品を费 消した とする。 然る 時には 田舍 C- 養 消す る 

分は咸 少して 四百 圓に なった。 併し 田舍の 購買力 は 前と 同じく 六百圓 であるから、 都會は ffl 舍へ、 

原價 四百 圆 の もの を惯格 六 百圓 の 商品に し て 賫り、 以 て 都會 G 費消す る 分の 原價ー 一 百圆を 消却 し 

なければ ならない。 これ をな すため に は、 都會 では 商品の 利益率 を 五 割にまで 高めなければ なら 

ない。 隨 つて 都會の 生活費 は 三百 圆、 田舍の それ は 依然として 六 百圓、 都會 における 商品の 總憤 

格 は 九百圓 になった。 

この 關係 を總括 的に 見て 行けば、 田舍の 生産に 限り ある 場合に も、 絕對 消耗 體は 依然として そ 

の 生活 资 料の 原惯の すべて を 田 舍へ轉 嫁せ しめる ことが 出來 るので ある。 のみなら す、 この場合 

に は 次 0 やうな 法則が 成り立って ゐる。 

絶對 消耗 體は いくらでも その 生活 を贅澤 にす るか、 或は その 體積 を增大 せしめる、 ことが 

出来る。 絕對 消耗 體は、 人爲 的に 任意に、 いくらでも その 生活費 を 高 上せし める ことによ つ 

て 田舍の 物資 を都會 へ吸收 する ことが 出来る。 この 傾向 は 田舍の 生活 を 最低 生活 養の それに 

低下せ しめる 時まで 韈續 せられて 行く。 

田舍ひ 見掛けの 購買力 は不變 であるが、 實 際の 購買力 は、 結對 消耗 體の 生活が 資澤 になる 

か、 或は その 體 積が 増大す るに 隨ひ、 いつまでも 遞 減して 行く。 都會は 益. -榮 え、 田舍は 益. - 

亵 へる。 」 
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關 係から 起る 種々 の 問題 

抄錄 はこれ だけにす る。 さて 都會 と田舍 との 間に、 右に 示した やうな 恐るべき 關 係が 根本的に 

成立して ゐる ものと すれば、 我々 は その 關係 を輕々 に附 する ことが 出来ない。 我々 の 所謂 農村 問 

題、 特に 農村が 貧乏 化して 行く ことの 問題 は、 すべ てこの根本關係を骨組として織り3^されたも 

ので あつたの だ。 そこで この 根本 關係 によって、 都會 と田舍 との 間に は、 いかなる 社會 問題が 起 

り、 またい かなる 文明 問題が 起る か を 簡單に 見て 行かう。 

先づ その 社會 問題 を觀 察する。 第一 に、 都會は 普通に 工業 的 生産の 機 關と考 へられ、 また 商品 

交換の 機 關と考 へられて ゐる。 けれども これ は 今の 都會に 全く 眞 なる ものと して 當て 嵌らす、 都 

會は ただ 田 舍を壓 迫す る 不當の 消耗 體 として 存在して ねる の だ。 都會は 現在の 如く、 際限な しに 

膨臊 して 行かなければ ならぬ 性質の もので はな. so 都會 はた だ、 絕封 消耗 體 として 存在して ゐる 

のお。 第二に、 都會は その 生活に 必要な 資料の 原價を 全部 E 舍へ轉 嫁せ しめ、 田舍は 自分の 生活 

费 以外に、 この 都會の 生活費の 原 價をも 全部 負擔 しなければ ならな s。 併し かくして 都會は 際限 

もな く膨 膜して、 田舍 がその 人身御供に 立たなければ ならぬ とすれば、 田舍 はつひに 死滅す るよ 

り 外 はない。 併し かく 田舍が 死滅した 時 は、 同時に 都 # の 死滅した 時 だ。 第三に、 都會は 人爲的 


に、 任意に、 その 生活費 を 高 上せし め、 或は その 體積 を增大 せしめる ことが- S 來、 これが ために 

特別の 犧 牲を拂 はない こと は、 全體 0 社會 生活に 取って 危險干 萬の もの だ。 都會 がその 豪奢なる 

料理店で 美味に 飽 いて 居れば、 それだけ 田舍の 食物 は 減らされて、 田舍は 爐邊の 粗食に 飢ゑ を感 

じなければ ならない の だ。 第 四に、 その 社會 の物慣 が、 都會の 生活費に よって 或は 高く 或は 低く 

決定せられ ると いふ こと は、 これ 亦全體 の社會 生活に 取って 非常の 危險 事で はない か。 田 舍む購 

買 力 は 一定して ゐる。 だから 物 價に變 動が 起った とすれば、 その都度 自らの 生活費に 動搖 を來 し. 

或る時に は慘 憎た る 生活に さへ 堪 へなければ ならなくなる。 然るに 都會 は、 この 物 價の髙 低に よ 

つ て は 何の 痛痒 を も 感ぜす、 の みならす 自分の 生活費の 任意の 變動 によ つて この 物 價に變 動を與 

へ てゐ るの だ。 

次に 我々 は、 この 根本 關 係より 起る 文明 問題の 主たる もの を 見て 行かう。 第一 に、 田舍の 人口 

は 次第に 都會 へと 移動して 行く。 田舍の 生活 は、 加速度 を 以て 签.- 苦しくな り、 都會の 生活 は 

對 消耗 體 の 組織 を さへ つくって 了へ ば 最早 安定した も のになる とすれば 、 何人も 田舍 から 都 <^ へ 

出て 来ようと 考へ るに 相違ない。 田舍の 生活が 樂な間 は、 都會の 商人の 生活 を輕 蔑し、 先祖 傳來 

の 生れ 故鄕を 離れようと しないが、 田舍 Q 生活が 流石に 今の やうに 苦しくな つて 來 ると、 生れ 故 

鄕の 先祖の 墓 を 護って ばかり も 居られす、 雪崩 を 打って 田舍 人が 都會へ 出て 來 るの だ。 第二に、 

かう して 都會 人が 贅澤の 生活 をし、 田 舍人は 食 ふや 食 はすの 生活 をして ゐる とすれば、 誰でも 生 
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產 する 仕事 を輕 蔑し、 鍬 ゃ錄を 持って 畠へ 出る こと を 嫌 ふやう になる。 生産者と しての 道德 が、 

一般に その 社會の 中に 衰額 する。 第三に、 都會へ 割り込んで 生活 をす るに は、 とにかく 自分の 周 

園に、 自分の 店から 品物 を 買って くれる 得意 を 持たなければ ならない から、 都 會は競 爭と宣 傅の 

衝 になる。 競爭 を道德 とし、 自己 宣傳を 本能と する やうに、 人間の 性格が その 中で 訓練 せられる。 

第 四に、 都會は その 生活費 を 高 上せし める ことによって 膨脹す る ことが 出來 るの だから、 都會の 

濫養は 際限 もな しに 大きくなる。 かくして 我々 は 地球が 持って ゐる 本来の 富 を 我々 の 世紀の 間に 

無 簡 矢 轉に使 ひ 菜して 了 ふ。 かくして 我々 の 子孫が 享受す べき 生活の 资 源に 大 いな る危 險を與 へ 

つつ ある こと は、 旣に 多くの 經濟擧 者に よって 臂吿 せられて ゐる ところ だ。 その外 重要な 文明 問 

題が、 都會 と田舍 とのこの 根本 關係を 中心として 數 限り もな く 生れて 來る けれども、 私 は 今 その 

一 々を 寄いて ゐる ことが 來 ない。 

BS 舍が 征服 せられた 理由 

さて 我々 は 都會の 根本 性質 を 大體に 於. S て 分析して 見た が、 かく 分析して 見れば、 その 性質 は 

我 々 が 先き に 銀行 の 性質に つ い て 見て 来たと ころと、 大 いなる 類似 を 示して ゐ ると は 思 はな かつ 

たか。 いや、 その 機能 は、 全く 同じ ものに なって ゐ るの だ。 都會 は結對 消耗 體 であるが、 銀行 も 


亦 一 の絕對 消耗 體 である。 銀行 は 自分自身で 何の 生產を もな さやに、 ただ 銀行と いふ 地，：^ を 利用 

して 巨大の 儲け を 得て ゐた。 都 會も亦 同様に、 都會 とい ふ 地位 を 利用して、 それ 自身 何の 生產を 

もな さす、 この 絕對 的の 消耗 をな して ゐた。 ^しかく 都會と 銀行と が 共に 絶對 消耗 體 であり、 そ 

の絕封 消耗 體の 機能が 現代に 於いて 特に 著しい ものに なって 來 たの は、 無理の ない こと だ。 兩者 

は元來 別の もので ない。 現代 生活 そのものの 持つ 特性が、 一 方に 現 はれて は都會 となり、 他方に 

現 はれて は 銀行と なった に過ぎない。 だから 結局 我々 が、 この 都會の 問題 を 解決す る 仕方 は、 銀 

行の 信用の 問題 を 解決す る 仕方と 違った もので はない。 

田舍 はか やうに、 都會 によって 全く 征服 せられた。 然 らば その 征服の 行 はれた 原因 は 何で あつ 

たか。 それ は 都 會が金 を 持って ゐ たからで ある。 田 舍には 金がない。 然るに 都 會には 金が あった- 

言換 へれば、 都會 は田舍 よりもす つと 早く 現代的 商品 性の 理想 を 追求して ゐた。 そして 纏まった 

額の 貨幣 を 持つ が 故に、 田舍 でお 來る 品物 を 一纏めに して 賈ひ 取った。 田舍 では、 主として 米 を 

作る。 しかし かくして 作った 米 を 一 升 一 一升と 直接の 必耍 者に 寶 つて ゐ たので は、 暮らしが 立た な 

い。 また 米を資 りた. S 田舍の 近傍に は 米を賫 りたい 人ば かりで、 それ を 直接に 買って くれる とい 

ふ 人がない。 その 時に 都 會の米 商人が、 金 を 持って 田 舍へ米 を 買 ひに 來 るの だ。 田舍 では 何とし 

て も、 都會 のこの 米 商人に 米 を賫り 渡さなければ ならない。 そこで 田舍 では、 纏まった 金 を都會 

から 受取った の だ。 この 時に、 田舍 の都會 への 從屬が 始まった。 さてな ほ 都き のこの 米 商人 を 見 

三 五 九 


三 六 〇 

ると、 自分 Q 手許に それだけ 互 額 0 金 を 持って ゐる わけはな いの だが、 その 金 を 銀行から 借りて 

行く の だ。 銀行 は 信用 手形 を發 行して この 米 商人に 貸附 ける の だから、 何でもな いこと だ。 だか 

ら、 田 舍の米 を 買 ひ 取る もの は、 實際は 銀行が 發行 する 信用な の だ。 この 信用の 發 行がなければ、 

都會は 今の やうに して 膨股 する ことが 出来ない。 銀行 は 都會を 支持して ゐる。 いや 都 食の 大黑柱 

が 銀行な の だ。 だから 都會 Q 膨脹 を 防ぐ に は、 やはり 銀行の 信用 發行權 を 社會の 手に 牧め るより 

外 はない ことになる。 都會 と田舍 との 關係 問題 を 解決す る 道 は、 我. „< が 前講に 於いて 到達す る こ 

との 出来た ところと 全く 同一 Q ものに 歸 着した。 

こ の 根本 問題 を どうして 解決す るか 

然 らば この 解決 Q 方法 を、 我々 はどうすべき であらう か。 都會の 問题を 解決す る 方法 は 信用 Q 

問題 を 解決す る 方法と、 少しも 違った もので ない。 

我々 は 問題 最初に 歸 つて 来る。 山間の 小 村に 立って ゐるラ ヂォの 二 本の ボ オル、 その 文明の 

シグナル を 眺めて 私 は、 將來 E 舍が都 會に對 し 自分 も その 都會 の 生活に 參與す る こと を耍 求し、 

都會 への 從禱に 叛逆す る 旗 を揭げ るに 至る と 述べ て 置いた。 今や その 出 發點の 観察へ 歸 つて 来た 

の だ。 田 舍は都 < ^によって 征服 せられた。 都會の 信用 力に よって 征服せられ たこの 都會 への 從霉 


から 田舍が 解放 せられる 道 は、 直ちに 次 Q 一 一つで あると. S へ よう。 第 一 は、 田舍は その 生 產物を 

都 會へ寶 渡さす、 田舍 同志の 間へ 賣り 渡して、 その 中 問に 都會を 介在せ しめな. S こと だ。 私 はこ 

の 場合し ばらく 工場 を 看過した が、 更に 工場 を 顧慮して いふなら ば、 田舍は 工場との 間に 原生 產 

物と 再生 產 物との 直接の 交換 を 始め、 やはり その 中 問に 都會を 介在せ しめない ので ある。 第二 は- 

田舍 は田舍 自身で 獨 立した 銀行 を 持つ こと だ。 そして 田舍 のこの 銀行 は、 都會の 銀行に 對抗 し、 

自分自身で 信用 を發 行し 得る 權利を 持つ。 田舍の 農民 は 自分 達の 銀行に 預金 をし、 都會の 銀行へ 

預金 をし ない。 また 田舍の 生産物 を 一 纏めに して 買 ひ 取る 余融 力と して は、 この 田舍の 銀行の 信 

用 力 を 以てする ので ある。 

この 第一 の 目的に 隨 つて 設立 せられる もの は、 いふまで もな く 消費 組合 だ。 次に 第二の 目的に 

隨 つて 設立 せられる もの は、 農民 銀行で ある。 消费 組合 は單に 消費 組合 だけで は、 大きな 働ら き 

をす る ことが ぉ來 ない。 これと 同時に 農民 銀行が 設立せられ、 その 消費 組合の 背景に 立た なけれ 

ばなら ない。 また 逆に 農民 銀行の 信用の 實 質的 基礎と して は、 消費 組合が 存在し、 農民 銀行 を 安 

定の ものにする。 かくして 兩者 は、 必す 平行して 進まなければ ならない。 第一 に、 消費 組合の が 

は を 見るならば、 組合 は 直接に、 他の 田舍 又は 工場と 生 產品を 交換す るから、 都會へ 出て 品物 を 

買 ふ 必要 はない ことで あるし、 また 自分の 生 產品を 態. -都會 の 商人へ 賣 渡す 必要 もない。 併し 組 

合が それだけ 大きな 活動 をな すに は、 莫大の 金力 を 持って ゐ なければ ならない。 さう でなければ- 
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その 地 Q 生 產物を 一 纏めに して 買 ひ 取る だけの 實カを 持たない。 そしても しも 組合が それだけの 

金力 を 持たなかった とすれば、 田舍 0 生 產者は 自分の 生活費 を 得る ために、 相 變らす 自分の 生產 

した もの を、 都會の 商人へ 寶 渡さなければ ならぬ であらう。 さう なれば 田舍 の都會 への 從屬 は、 

同じ やうに 核いて 行く。 消費 組合の 仕事と して は、 それ だから 單 純に 自分のと ころで 必要な 品物 

を 他から 直接に 買って 來 ると いふに とどまらす、 自分のと ころで 出来る 生產 品を殘 りなし に 買 ひ 

取る ことが 必要 だ。 けれども 組合 は それだけ 大きな 金力 を 持って ゐ ない。 そこで 田舍 は、 農民 銀 

行 を 設立し なければ ならない。 

併し 農民 銀行の 資金 を、 我々 は 一 體何處 から 得る ことが、 S 來 ようか。 都會の 銀行 は、 設立の 

最初に 巨額の 貸幣 資金 を 持って ゐた。 田舍 は、 さう した 貨幣 資金な ど を 持って ゐ ない。 それ故に 

今 田舍が 銀行 を 設立した としても、 田 舍の人 自身が この 銀行の 確實 さを危 ふんで、 この 銀行へ 預 

金しょう と はしないで あらう し、 また その 銀行の 發行 する 信用 手形 を 受取ら な S に 相違ない。 然 

らば 田舍の 銀行の 設立 は 全く 不可能で あるか。 決して さう ではない。 田舍 では 貨 1™ の 资金を 持た 

ない が、 その代りに 土地 やそれ の生產 物と いふ 元手 を E 額に 持って ゐる。 この 土地 や、 その 生產 

物 を 銀行の 元手に すれば、 これ 程 安全な 銀行 はない。 そして この 資本 を 基礎と して 一 旦 銀行が 設 

立せられ、 そこへ 預金が 預 入れられる やうに なれば、 もはや 銀行 は 立派に 成立した ので あり、 そ 

の 銀行の 働ら きが 始まる。 勿論 自分で、 信用 手形 を發 行す る こと も 出来る。 かう なれば、 銀行 は 


消費 組合の 背景に 立って、 田 舍の生 產物を 一 手に 買 ひ 取る 仕事な り、 他の 田舍ゃ 工場へ の 支祸な 

り を、 一時に 決濟 する ことが 3,1 來る。 一の 田舍は 他の 田舍へ 大口で 品物 を賣 渡せば、 そ 決濟を 

甲 地と 乙 地の 銀行が 立派に やって くれる。 また 甲 地が 米の 產 地であって、 秋に なり 一 時に K 額 Q 

米が 牧穫 せられた とすれば、 この 米 は 次年の 秋までに 全國に 於. S て 消費 せられる ものであるから- 

その 代 便の 全部 を 農民 は 一 時に 得る わけに いかない ので あるが、 その 時に この 甲 地の 銀行が 活動 

して、 信用 を發 行し、 その 米の 全部 を 甲 地の 消費 組合に 買牧 させる。 また 甲 地の 銀行 だけで それ 

程の 實カを 持たなかった とすれば、 乙 地 丙 地の 銀行の 助力 を 乞 ふので ある。 かやう に すれば 農村 

の 銀行 は、 立派に 經營 せられて 行く であらう。 

都會 はどうな るか 

田舍が 消費 組合 を 持ち、 田舍の 銀行 を 持った とすれば、 都會 はどうな るか、 また 都.^ の 銀行 は 

どうなる か。 都會 では、 今 は田舍 から 品物 を吸收 する ことが 出来ない。 隨 つて 絕對 消耗 體の 機能 

をな さう としても、 何處 から も 品物 は 這 入って 來 ないから、 勢 ひその 圑體を 縮少 せしめる より 外 

はない。 ここに 都會は 以前の 膨脹と 反對 し、 漸々 と 萎縮して 行く ので ある。 また 田舍が 自分 達の 

間 だけで 品物 を 交換し、 都會の 商人に これ を寶 渡さない やうに なれば、 都 會には 貨幣が 餘 つて 銀 
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行から 借 W す 必要が なくなる。 そこで 銀行 は、 任意に 信用 を發 行す る 機能 を 折角 自分に 持ちな が 

ら、 そ の 機能 を 益 i 大きく 發揮 すると いふ わけに いかない。 銀行が 貸 出の 得意 を 失 つて 了へば、 

預金 を 際限 もな く吸牧 して 見たところで、 利息 を拂 ふに 苦しむ ばかりの ことで あるから、 その 預 

金額 を も 漸次に 少なく 制限し なければ ならない。 銀行の 預金 額が 減少して 行けば、 卽ち 銀行の 圑 

體が 小さくな つたのお。 かくして 都會の 銀行 も 次第に その 姿 を縮少 せしめる。 

二十世紀の 社騫 改造 方法 

私 は田舍 について だけ 右の 方法 をい つたが、 同様の 方法 を 工場 も 亦 取る ことが m 來る。 工場で 

は 賃銀 勞働 者が 合同して 銀行 をつ くる。 卽ち勞 働 者 銀行 だ。 勞働者 銀行の 形が 次第に 大きくな つ 

た 時には * 銀行 は その 投資 を 專ら會 社の 株券の 買牧に 振り向ける。 そして 會 社の 株券の 半數 以上 

を勞働 者が 賈牧 したと すれば、 會 社の 實行權 は勞働 者の 手に 移り、 その 經營の 一 切 を勞働 者の 手 

によって なすこと が出來 るの だ。 卽 ちその 工場に ついては 勞働 者と 資本家との 對立 がなくなる。 

その 時に 他方で は 工場の 消費 組合が 發 達して 來る であらう。 この 組合の 背景に も 亦 勞働者 銀行が 

立つ ので ある。 さて この 工場に 於いて 品物が 生産せられ たと すれば、 消費 組合が その 全部 を 買 取 

る だけの 资金 を、 勞働者 銀行が 信用 手形 を 以て 融通す る。 ここに、 工場の 消費 組合 は、 他の 工場 


の 消費 組合 や 田舍の 消費 組合と 連絡して、 この 生産 品 を 他へ 寶捌 くこと を へる。 その 決濟 を、 

勞働者 銀行と 農民 銀行と がな すので ある。 かくして 結局 消費 組合 は 同時に 生產 組合で あり、 兩者 

の 機能 を 合一 せしめた 機關 となる ので ある。 

各地の 勞働者 銀行、 農民 銀行 は、 それらの 間の 連絡 を 完全なら しめる ために、 屡. -全國 的の 銀 

行 會議を 開く。 同様に 消費 組合の 間に も 密接な 連絡が 取られ、 全國的 生産の 種類、 產額等 を 合理 

的に 調節す るた めに、 同様の 全 國會議 を 開く。 また その 會議の 決議 を實 行し 常に 全體の 連絡 を 計 

り、 統計 を 作る ところの 常設 機關も 設立 せられる。 かやう にして、 全國 的の 逑絡 はつねに 取られ 

てゐる けれども、 それら を 1 つに せ？ 合する とい ふで はなく 銀行 も 組合 も 各地に 設立せられ、 それ 

の 獨立性 を 主張して ゐ るから、 官僚 的に 全國が 一つに 統一 せられる とい ふこと もない。 隨っ てこ 

の 場合に は、 文明の 築 中 化より 來る あらゆる 弊害が 消滅す る。 文明 は 地方 化する けれども、 全體 

のかたい 連絡 を 失 はない。 

これらす ベての 改造 方法に は、 何等の 暴力 も 必要で なければ、 また 何等の 急激な 手段 も 必要で 

はない。 すべ て は 商業 的 簿記 的に 解決 せられて 行く の だ。 商業主義 を 克服す る 手段 は、 また 實に 

商業主義 そのものに 外ならぬの であった。 二十世紀に は 二十世紀の 極めて 機械的な 方法が 必要な 

の だ。 
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第十講 黎 明 

幻想 を 描く 

多 一一： 一口 をした ことに、 私 は 幾分の 疲勞を 感じて ゐる。 しかし、 今 はいふべ きこと を 悉く 言って 了 

つた。 

私 は 窓の 外の 畠 を 眺めて ゐ るの だ。 朝 だ。 あたりす つかりに、 霧が 深い。 と 私の 前に は 一 つの 

幻想が 浮んで 來る。 もう 直きに 朝日が 照り 渡れば、 この 霧が 晴れて 私の 前に は 美しい 田舍が 見え 

て來 るの だ。 何と 美しい 田舍 だら う。 そこに は 自動車が 自由に 往復す る 大道が 通って ゐる。 そし 

て 田舍に はや はり 田舍 らしい 綠 葉の 並木が 走り、 山 は 光りに 潤うて ただこの 美しい 光景に 感謝し 

てゐる やうに 見える。 その 間に 點綴 せられる 農村 は、 何れも がっしり とした 瀟洒な 建築から 出来 


てゐ る。 豊民 達の 家に まじって 消费 組合の 大きな 百貨店が 建ち、 農民 銀行の 支店 も 建って 見える。 

さう だ、 映 畫館ゃ 劇場 や 圖書館 も、 田舍に 立派な ものが 建って ゐ るの だ。 そして 農民の 住宅へ 這 

入って 見よう ものなら、 どこの 家 C- 生活 も實 に裕蝠 さう で、 土間に は 最新式の 農具が あり、 食器 

棚に は氣 品の 高い 藝術 的な 食器が 並び、 書棚 ゃ樂 器が 並んで ゐる。 何と これ は 羨し い 生活で はな 

^か D 

さて かう した 田舍が 存在す るなら ば、 かって 私の 背後に 存在した 互大 な都會 はどうな つた ので 

あるか。 さう だ、 都會 はすつ かり 田舍 へ吸牧 せられた の だ。 都 食の 持って ゐた あらゆる 機械と 生 

活 必需品と 精神的 文化と は 田舍へ 移って 行き、 商業主義 だけが 都會の 古蹑で 大空へ 消散した の だ。 

そして 今 も都會 とい ふところ は、 存在 しないの ではない。 併し そこ はも はや 人口が 雲の 如く 不健 

康に築 まって、 天空へ 攀ぢる やうな E 犬な ビルディング を 建設す る 場所で はなくな つた。 そこ は 

田舍 0 各地へ 通す る 道路の 重要 交叉 點 になって ゐる。 だから そこに は 幾つかの 事務所と 貨物 自動 

車の 置 場と 倉庫と が 存在す る。 昔 都會に 見た 歡樂 場な ど は、 今 はこの 都會に 求めるべく もない。 

都會は 田舍に 比較して、 最も 狹 い、 最も 事務的な. glEl! である。 誰も かう したと ころに 住宅 を 建て 

る こと を 希 ふ もので ない。 
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この 霧 を 晴らす ために 

私 は 霧の 上に さう した 幻想 を 描いて ゐ るの だ。 まだ 霧 は 濃密で ある。 けれども やがて、 日 は 高 

く のぼるで あらう。 その 時に 霧 は 晴れる。 い や、 我々 自身が この 霧 を 晴らす ための 努力 をす る Q 

だ。 


日本に 於け る國粹 社會黨 


日本に 於け る 國粹 社鲁黨 の 可能性 問題 


I 

獨 逸に 於け る 總選擧 の 結 ra^ は、 社會 民主主義の 衰顔、 國粹 社會黨 (フ アシス ト m つ 及び 共產黨 

の 著し. S 進出と なって 現 はれ、 世界の 注意 を惹. S た。 中に も國 粹社會 黨の顯 著なる 進 3,1 は、 現 時 

の 世界的 情勢に 共通の 一 問題 を 提出した 觀が ある。 この 總選擧 Q 結果に よって 推測 せられる こと 

は、 社會 民主主義の 中間 主義が 民衆に より 次第に 無力の ものと 見られ、 極左 Q 共產 主義と 極右の 

フ ァ シズム とが 寧ろ 歡迎 せられて ゐる ことで ある。 翻って 我國の 情勢 を 顧る に、 一 般 民衆の 歸向 

はや はりこれ に 類似す ると ころが あり はしない か。 若しも 獨 逸に 於け ると 類似した 情勢が 日本に 

も 現に 存在す る ものなら ば、 日本に は 近い 將來に 國粹社 會黨が 組織せられ、 非常 Q 急速 力で 勢力 

を 得る とい ふ ことがあり はしない か。 これ は 確かに 重要な、 研究すべき 一問 題で あると 思 ふ。 

三 七 1 


三 七 二 

日本に 於いて 近い 將來 に國 粹社會 戴が 組織せられ はしない かと 考 へる やうになる 根據 は、 や は 

り 日本 Q 社會の 現實的 情勢に ある。 そ P 情勢の 第一 は、 マルキシズムの 共産主義 を 基礎と して 極 

左 運動が 政府の 彈壓 下にな ほ潛行 的に 活 澄な 活動 を 始めて ゐる けれども、 現在のところ この 共產 

主義に 反對 して 國家 主義 を 擁護し ようと 欲する 民衆の 要求 も 亦 一 半に は 甚だ 强烈 なること である 9 

この 民衆 暦 は、 現に 共産主義に 對抗 すべき 何等かの 組織 を 持って ゐる譯 ではな いが、 共産主義 運 

動が 旺盛に なれば なる 程、 その 極左 主義に 對 する 反感 を强 め、 何等か 國家を 本位と する 組織 を 持 

たなければ ならぬ と考 へる やうになる。 第二 は、 共産主義の 極左 主義に は反對 する が、 舊政黨 に 

は 勿論 依賴 しょうと 欲せす、 國 家の 政治 經濟 生活の すべてに 亙って 根本的に 現在の 行き詰まり を 

打開した、 新政 策 を 建設し なければ ならぬ こと を 痛感して、 その 根本的 打開 をな し 得る 强大 なる 

政治力 を 獲得し ようと 考 へる 民衆の 要求が、 また 甚だ 强烈 なること である。 (マルキシズムの 極 

左 主義 も 亦 等しく この 要求 を 持って ゐ る。) 以上 二つの 耍 求が 結合 すれば、 當然國 粹社會 黨の組 

織と ならなければ ならない が、 我國の 民衆の 中に 現に この ニ耍 求が 强烈 なる ものと すれば、 國粹 

社會薰 組織の 可能性 問題 は、 決して 單 なる 空想的 理論 問題で はない。 ただ 我國の 思想家 ゃジャ ー 

ナ リズム は、 體面を 取 繕ら ふこと にかな りに 敏感なる がた めに、 自ら 國粹 主義 を 取って 研究 問題 

となす こと を 甚だしく 怯惰に 避けようと 努める から、 この 問題 は 社會の 表面 へ あら はに 姿 を 見せ 

ないだ けの ことで ある。 S 際に 於いて は、 私の 知る 限りで は、 民衆 Q 中の かなりに 多くの ものが 


日常生活に 於いて フ ァ シズム を 問題と して ゐ るし、 極左 的の 勞！ i 組合 運動に 從 事して ゐる 所謂 鬪 

士 でさ へ もが、 結局の 勝利 は 極左 主義 か フ ァ シズム か を 口にする の を 私 は 幾度 も いた ことがあ 

る。 旣 にかう した 性質の 政黨を 組織し ようと 努めつつ ある ものが 存在す る こと を 聞く の も、 恐ら 

く は 虚報で ないで あらう。 國粹社 會黨の 可能性 問題 は、 今や 我々 の 現實の 問題と なった。 我 画の 

政治家、 擧者、 思想家が まだ あら はに その 問題 を 口にする こと を 避けて ゐる 今日に 於いて、 私 は 

直ちに これ を 論題と し、 一般 民衆の 前に 提出して、 それに 關 する 私見 を 述べて 見ようと 思 ふ。 

結論 を 先き に 述べるならば、 私 は我國 にファ シ ストの 意味 を 以ての 國粹社 會黨が 組織 せられる 

に 至る こと を歡迎 して ゐ ない。 併し フ ァ シズ ムと國 家社會 主義と が 一緒にな つ て もっと 批判的と 

なった やうな、 言 はば 國家 公衆 黨と でも 名 づけら るべき やうな、 活 澄な 新政 黨が 組織せられ なけ 

れ ばなら ぬ こと を 痛感す る ものである。 國粹社 會黨を 組織し ようと 欲する 現在の 民衆の 中の 耍望 

に應 へる もの は、 國粹 社會黨 ではなくて、 この 新 公衆 黨に 外なら ない。 然 らば 我々 は、 日 木の 現 

實 情勢 を 基礎と して、 何故かく の 如き 新政 黨を 組織し なければ ならぬ であらう か。 私 は 次に、 我 

が國 現在の 情勢 を 分析して、 この 新政 黨 組織の 必耍を 明確に して 見たい。 客觀 的： 勢の 分析 は IS 
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濟的 方面と 政治的 方面と Q 二つの 觀點 より 0 も Q に 分 たれる。 

第一 に 我が 國 現在の 經濟的 方面 を觀 察して 見よう。 直ちに 我々 に 深刻の 問題と なって 來るも Q 

は、 現在 Q 不景氣 を どうして 打開す るかの 方策で ある。 これに 就いて 先づ 民政 黨と政 友會と は、 

いかなる 政策 を 提起して ゐる であらう か。 種々 の宣 傳的签 辭を拔 きにして、 その 政策の 正味 を 見 

るなら ば、 要するに 民政 黨は、 緊縮 主義 を そのまま 徹底 させて 行き、 何れ かの 時に 財界が 自然に 

蘇生 力 を 得る の を 待た うとす る ものである。 次に 政友會 は、 公俊 政策な り 何なりに よって 產業を 

刺激し、 とにかく 中間 景氣 をつ くり 51 して 見ようと いふので ある。 この 二 政黨の 取る 方策 は、 耍 

する に 一種の 自然 放任主義 である。 民政 黨は、 財界の 恢復に ついて 自然 經過を まち、 自然力の 發 

現 を まつに 過ぎない し、 政 友會は 一時の 氣附け 藥を與 へる にしても、 その 氣附 け藥 Q 與 へられる 

産業 そのものの 組織に ついては 何の 顧慮 もな く、 要するに 病人 0 健康に ついては 顧慮せ す、 瀕死 

の 病人に カンフル 注射 をな す 必要 を 主張す るに とどまる。 平惯切 下げ 策 を 主張す る もの は、 見方 

として 確かに 經濟的 であり、 以上の 二 政黨の 取る ところより は 專門醫 的の 方策 を 取る も Q である 

とい へよう。 併し この 主張 も、 今のところ では 金解禁の 失敗 を 批評す るに 役立つ だけで、 現在 こ 

の 策 を 取る こと は 時期 すでにお そい。 それ は 金融 的 混亂を 再び 繰り返さう とする もので あり、 財 

界は 却って そ Q ために 萎 ii する であらう。 通貨政策 として は、 「安定」 策 以外に 何物 もない。 急 

激に デフ レ H ショ ンを なし、 または ィ ンフ レエ ショ ンを なすより 拙劣に して 危險 なる もの はない 0. 


一 且金を 解禁した 以上 は、 その 基歷の 上に 立って 極力 通貨の 安定 策 を 取らなければ ならない。 金 

解禁の 失敗が 事實 によ カ證 明せられ たと すれば、 その 直後 多くの 時期 を 置かす、 たと へば 伊太利 

がな したやう に、 舊平價 恢復 策 を 放棄す るが よかった Q であり、 私 は その 論に 無條件 的に 贊 成し 

たもので あるが、 今日に 於いて は 平價切 下げ 策 は旣に 手お くれであって、 我々 は 寧ろ 現狀を 以て 

の 通貨 安定 策に 努力し なければ なら なくなって ゐる。 平價切 下げ 策 そのもの 0 價値 はかく Q 如く 

であるが、 しばらく これ を 問題と せす、 とにかく その 策 を 取った とすれば どうで あるか。 財界に 

は 一時的に 中間 景氣 を現屮 I せしめる であらう が、 さて 或る時 期を經 過せ しめれば、 財界に はまた 

前と 同様の 沈滞が 起る であらう。 何故 なれば、 この 主張 も 亦 産業 そのものの 組織に ついては、 現 

狀 放任の 自然主義 以外に 何の 方策 を も 提起して はゐ ないから である。 私 は、 民政 黨、 政友會 その 

他の 政黨 人の 主張す る 自然主義 は、 最早 行き詰まり になって ゐ るので あって、 日 木を單 位と する 

諸 産業の 統制 政策が、 それよりも 根本の 問題で あると 考へ るので ある。 

然ら ば 他面 無 產勞働 者 の 圑體で あ ると ころの 11^ 民 組合 勞働 組合 は、 不景氣 Q 打開 策と し ていか 

なる 方策 を 取らう とする か。 理論的に も實際 的に も、 依然として 組合の 集 團カを 以てする 階級. 鬪 

^卽ち 所謂 勞働 爭議 以外に 何等かの 方策が 存 する 譯 ではない。 不景氣 の錢來 と共に、 勞倒 举議は 

頻發 しそ Q 鬪爭 方法 は 深刻 となって 來 たけれ ども、 然 らば この 階級 鬪 (サ によって 現在の 不景氣 は 

果して 打開せられ るで あらう か。 先づ 疑問と なること は、 例へば 農民 組合の 如き は 小作料 問題 を 
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以て 地主に 對抗 する けれども、 農民 組合の 主張 Q まま を 以てすれば 地主 は 根本的に 窮乏の 生活に 

陷ら なければ ならない もので あり、 要するに 小作料 が 問題と なる よりも 前に 現在の 農村 經濟な る 

ものが、 旣に 行き詰まり となって ゐ るので はない かと 考 へられる ので ある。 それ故に 農民 組合と 

して は、 地主と 小作人と を 併せての 農村の 經濟的 地位 を先づ 解決し なければ なるまい。 工場に 於 

ける 勞働 組合の 地位 も 亦 同様であって 現在の 如く 產業 自身が 行き詰まり となって ゐる 時代に は、 

事業主 は 事業 を縮少 する ために 勞働者 を 解雇し 賃銀 を 低下せ しめる は 自然の 勢 ひで あり、 現狀を 

公平に 觀取 する 限り、 勞働 組合 は その 傾向 を 根本的に 阻止す る譯 にいかない。 組合に よる 所謂 勞 

働爭議 は 現在の 不景氣 を 打開す るに は 何の 意味 を も 持ち 得ない もので あり、 この 解雇 や 赁銀値 下 

を 防止す るに は 先 づ景氣 を 恢復し なければ ならない ことであって、 この 點 では、 勞働者 は 事業主 

と共に 一 圑 となり、 その 利害 關係を 共通なら しめる ものである。 

次に 勞働 組合の 階級 鬪爭 は、 その 鬪爭 がいかなる 產 業の 中に 起る としても、 その 產 業が 我々 Q 

生活に いかな る 關係を 持つ もので あるか を 先 づ 吟味し な いから、 その 爭議の 全體的 意義 は、 寧 ろ 

勞働 階級 自身に さ へ 不利益の ものに なって ゐる 場合が 少なくない。 例へば 溃 劇の 劇場 組織. s: 部に 

勞 资の對 立が あれば、 勞働 組合 は 勿論 勞働 者が は を 支持して ゐる。 然るに 今日の 劇場で は 觀劇料 

は餘 りに 高價 であり、 演劇が 大衆の ものに なって ゐ ない こと は 一般の 舆 論であって、 このために 

劇場の 道具方 その他の 使用人 を 整理し なければ ならぬ こと は、 これ 亦演 剠を考 へ る ものの 間で © 


奧 41 であるが、 組合が 劇場に 於け る 解雇に 反對 するならば、 結局 はこ の 奥 論と 歸向 を異 らしめ る。 

同 樣の例 は、 學議に 於いて、 我々 が SA- 經驗 すると ころの ものである。 然 らば 勞働 階級の 露の 利 

签， を 計る ために も、 産業 全 體に對 して、 民衆の 實 生活 を 本位と した 整理 を 行 ふこと が、 寧ろ 先決 

要件で あると いはなければ ならない。 階級 鬪举 は、 産業 を國際 的に 見る ものである。 隨 つて 勞働 

組合 は、 その 階級 鬪 t- 的 見地より 產業 自身の 統制 政策 を 生み 屮 I す ことが 出来ない。 一 產業內 に 於 

いて は 我々 は 階級 鬪爭 を排棄 しょうと 欲する もので ない けれども、 それよりも 前に 我々 は 國家生 

活の見 地より 產業 自身 を 統制す る ことの 必要 を 痛感す る ので ある。 

今日 世界の 産業の 形勢 は、 國際 主義と ならす 寧ろ 次第に 國家 生活 本位と なりつつ ある。 それ は、 

輸出 貿易に 過度の 信賴を 置いた 一 國 の經濟 生活が、 結局 は s.-^ だし. S 危險 にさら されなければ 

ならぬ こと を、 何れの 國 でも 感じ 始めた からであった。 經濟 生活 は、 それぞれの 地域 を 以て 一 の 

獨 立した ブ 口 ック をつ くり、 その ブ 口 ック だけで 自足 自給し 得る 單位を 組織し なければ ならない。 

世界が 不景氣 となると 同時に、 この こと はー箭 痛切に 感じられる やうに なった。 それ故に 英國 Q 

勞働 組合 は、 最近の 大食に 於いて 英國の 組合 政策 が國際 的より 國； 1^ 的に 轉. f  - べき こと を. 3- 決して 
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ゐる。 耍 する-に 國際 的鬪^ を考 へる よりも 前に、 我 ，„< は 先 づ自國 の經濟 生活 を 整理す る 必要に 迫 

ら れてゐ るの だ。 そして この こと は 第二の 1: 際戰爭 を誘發 する 原因と なる もので はなく、 闽 際 平 

和 を 支持す るた めに は、 寧ろ 市場 爭奪戰 をな さす、 それぞれの 國 家が 自國を 以て 産業 を 自足 自給 

せしめる こと を、 基礎的に 必要なる ものと 考 へる やうに なった ので ある。 

、これと 同一 の 形勢 は、 最近の 日本に ついても 見られて ゐる。 我が 國從來 の產業 政策 は、 やはり 

餘り にも 輸出 貿易に 頼り 過ぎた。 輸出 貿易 を 目標に 置いて 一 國の 産業 を 組織 すれば、 その 輸出の 

對手國 に 同種 産業が 勃興す るか、 或は それの 輸入 阻止 策が 行 はれた 場合、 及び 對手國 が 不景氣 と 

なった 場合に は、 自 國の產 業の 組織 そのものが 危險 にさら されなければ ならない。 現に 日本 はも 

の危 險に當 面して ゐる。 それ故に 今後の 產業 政策と して は、 先づ 日本一 國の 民衆の 生活 を 本位と 

して、 自足 自給の 組織 を繁 固に 建設し なければ ならない。 任意の 產業を 任意に 生長せ しめる こと 

は、 國家 として 危險 だ。 產業 はすべ て 根本的に 國家本 伉の 統制 下に 立たなければ ならない。 こ 0 

統制 0 結 Br 產 業が 合理的と なり、 その 生産物の 價 格が 世界的に 見ても 低廉で あると すれば、 そ 

の 時 輸出 は 自然に 促進せられ るに 相違ない。 現在の 不景氣 を救濟 する に、 その 購買者 を 外 國に求 

めても 可能で はなく、 先 づ國內 購賈カ を 起す ことが 先決問題 なの だ。 かくして 私 は、 我國が 現に 

當 面しつつ ある 經濟的 困難 を救濟 する ために は、 我が 國ー國 の 民衆 生活 を 木 位と して、 ^^^業の分 

量、 方針、 關係等 を 根本的に 整理し 統制す る ことが 必要で あると 主張す る ものである。 それでな 


ければ、 我國 の經濟 政策 は斷 じて 救濟 せられない。 併しながら かくの-如き 根本的の 改革 策 を 行 ふ 

こと は旣 成政黨 のな し 得ない ところで あるし >  勞 働 組合 を母體 とする 無 產政黨 も 亦 その 主たる 着 

股 を 階級闘^ に 置 くが 故に、 旣成政 黨と 同じく こ の 改革 策 を 行 ふに は 適しない ものである とすれ 

ば、 我々 は それと は 全く^ 筒 Q 立場に 立つ 新政黨 を 組 II して、 强大 なる 政治力 を 自家の 手中に 牧 

め 、 こ の 改革 を赏 行し なければ なら ぬと 考へ るので ある。 

こ Q 主張に 對 して マ ルキシ スト は、 恐らく 直ちに 次の 如くに 批評し 反對 する であらう。 第一 に、 

そ Q 主張 は 國際的 で な く て 國家的 であるから、 結局 帝國 主義 的戰爭 の 原因 をつ くる ものであるし、 

第二に 階級闘^ 的で はな. S から 無産階級への 裹 切行爲 であり、 結局 は ブル ジ ョ ァ的 反動の 運動 を 

なすに 過ぎない と。 この 非難に 對 して、 私 は 直ちに 次の 如くに 答へ たい。 第一に、 一 國の 經濟生 

活が 自足 自給せ す 海外に 市場 爭奪戰 をな すが 故に、 帝國 主義 戰爭は 起る ものであって、 そ Q 爭奪 

戰を 現に 演じつつ ある 以上、 本 來國際 主義 的なる n シァ でさへ も 却って 帝國 主義 戰爭の 原因と な 

つて ゐる。 經濟 生活が 國家 本位で ある こと 自身 は、 ^界の 平和に 對し 何の 脅威 を も 加へ ない ばか 

りで はなく、 現在の 世界的 情勢 を 以てすれば、 それによ つて 初めて 世界平和 を 確保す る ことが 出 

來る。 また 各國が 漸次 さう した 自足 自給 策 を 取らう としつつ ある 現狀を 以て は、 日本 だけが 國際 

、王義 を 取る こと は 可能で なく、 とに かく 國家 本位 主義 を 取らない では ゐられ ない やうに なって ゐ 

る。 第二に、 我々 は 一産 業內に 於いて は 勿論 階級 鬪爭的 立場 を 拾て る もので はない けれども、 そ 
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れ よりも 前に 一 國內に 於け る產 業の 統制 を 必要と すると 主張して ゐ るので ある。 階級 鬪爭は 一 國 

的で なく 國際 的で あるから、 その 立場の みから はこの 画家 經濟 的の 經綸策 は 出て 来ない。 

我が 國 現在の 經濟的 方面に 就いての 驟察は 以上 を 以てと どめ、 第二に は その i 治 的 方 を 観察 

して 見よう。 今の 問題の 場合 は 主として 政 黨の觀 察で ある。 無產黨 も亦旣 成政黨 では あるが、 本 

論で は 民政 黨、 政 友會、 國民 同志 會の 如き を旣成 政黨と 呼び 無 產政黨 より 刖 する 事と する。 

旣 成政黨 は、 國家 生活の 重大 危機に 對 して 根本的の 改革 をな すに 堪 へない ものである こと は、 

今や 國民 一 般 にかたく 信じられよ うとして ゐる。 根本的の 改革 をな すに は、 或る 一 黨の 政治力が 

筢|.^に壓倒的でぁって、 いかなる 困難に も 對抗し 得る ことが 必要で ある けれども、 現狀を 以てす 

れば、 政黨は 樞密院 によって さ へ も 鼎の 輕重を 問 はれる 底の 微力の ものに なって ゐる。 民政 黨ゃ 

政友會 の黨是 が 一 國の 將來の 運命 を大膽 健全に 決定し 得る 遠望と 勇 氣とを 持つ もので ない こと を 

外にしても、 この 大膽 なる 政策 を 取る と共に 政 驚 員 は 離反 分裂して 舊狀を 支持し 難くなる ために、 

現政黨 はた だいかに して 議會に 於け る 勢力 Q やう やく 半數 以上 を 支持し 得べき か を 策す る ことに 

汲々 として ゐる。 旣成政 驚から は、 國家 生活の 根本的 改革に ついて 何の 方策 を も M くこと が出來 


十、 また それに 何の 勇氣を も 見る ことが 出来ない。 

然 らば 無 產政黨 は 、近い 將來に 於いて この 強大な る 政治力 を 自ら の 手中に 牧め 得る かと いふに、 

これ また 殆ど 不可能の ことで ある。 第一 に、 極左 的の 政黨は その 勢力 を 得る ことが ai 來 ない。 化 

故 なれば、 極左 主義 はジャ ー ナ リズムの 一部な ど を 見れば 殆ど 天下 を 取った かの やうな 形勢 を 示 

して ゐる けれども、 國 民の 大部分 は その 極左 主義の 非 國家的 態度に 對 して 先天的の 憎惡 をいだ い 

てゐ る。 客観的 情勢に 對 して 常に 具體 的の 政策 を 取るべき マ ルキシ ストと して は、 この 事寳 を^ 

過した 國際 主義 的 鬪爭を 緩け る こと は、 旣に マ ルキシ ズム的 觀點を さへ 失 ひ 理論の 遊戯に 墮 しつ 

つ ある ものと 言 はなければ ならない。 それ故に 極左 主義 は どんなに 優勢と なった にしても、 日 木 

の 全民衆の 過半数が その 極左 主義に より 左右 せられる 如き 場合 は 絶 對に考 へられな いこと であり、 

極左 主義 は 非常に 遠. S 將來 はい ざ 知らす、 この 十 年 一 一十 年の 問 は 依然として 今の 如き 少数 苦難の 

途を步 まなければ なるまい。 

次に 社 民黨、 大衆 黨の 如き 政黨 は、 現に 建設的の 黨是を 取って 居り 國 民の 信望 も相當 にあつ い 

から、 私が 主張す る やうな 政策 を 取り得な. S もので はなく、 私自身 は 現在 その 地位に 身 を 置いて 

ゐる もので は あるが、 こ の 政 黨も亦 近い 將來に 英國の 勞働黨 ほどの 勢力 を 得る とは考 へ 得ない。 

それに は 次の 如き 理由が ある。 第一 は、 無産 黨陣 營內に 於け る 不斷の 分裂で ある。 この 分裂 は、 

近い 將來に 無になる とは考 へられない。 無産 政黨の 統一 は、 理論的には 考 へられても 內情を 0- 
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れば 容易に 實 現せられ さう に はない。 第二 は、 この 政黨の 主張が たえ 卞 極左 主義の が はに ひきす 

られ てゐる ことで ある。 極左 主義 は 立派に マ ルキ シズム とい ふ 理論 體系を 持つ けれども、 社民黨 

や 大衆 黨は、 さう した 獨 立した 理論 を 持たない。 社會 理想主義 を 理！？ ，§ 體系 として 取るならば、 社 

民黨、 大衆 黨は 自立す る ことが 來 るので あるが、 彼等の主張するところは依然として階級鬪(1_^ 

であり 勞働 惯値說 である。 然 らば、 社 民黨、 大衆 黨が 純粹 になれば 極左 主義になる より 外 はない 

もので あり、 現在のところ ではた だ 客観的 情勢に 對應 して その 主張 を 緩慢に なすと いふ 程度の も 

のにと どまる。 それ故に 極左 主義より たえす 非難 せられる こと は 當然の ものであるし、 運動 を ど 

0 程度に 集中せ しめる かに 就いて 全く 目標 を 持ち 得ない ので ある。 第三 は、 無産 黨はー に無產 

階級の 社會 主義 的政黨 である こと を 標榜す るが ために、 阔民 一般の 同情 を 買 ひ 難い。 國 民の 大部 

分 は、 今な ほ 自ら を無產 階級の 一員と して 明確に 主張す る こと を嫌惡 して 居り、 社會 主義者で あ 

る こと を 標榜す るに はな ほ 一 層の 困難 を 感じて ゐる。 以上 諸般の 理由 あるが 故に 私 は、 社 民黨、 

大衆 黨の 如き 穏和 建設的の 政黨 でさへ も、 國家 生活の 根本的なる 改革 を 行 ふだけ の 强大な 政治力 

を 持つ た 大政 黨に發 達するな ど のこと は、 近い 將來に はあり 得な いと 考 へる ものである。 


我が 國 現在の 經濟 生活 は、 一 國家 としての 自足 自給 的 立場より 根本的に 産業 を 整理 統制す ベ き 

であるに 拘ら す、 旣成 政黨も 無産 政黨も 等しく これ を實 行すべき 政治力 を 持たない ものと すれば、 

我々 當 面の 努力と してな すべき こと は、 この 實行を なすこと を 目標と し、 その 實行 をな すに 十分 

な 政治力 を 持った 强大な 新政 黨を 組織す る ことで あらう。 その 政黨の 立場 は、 旣 成政黨 及び 無産 

政黨の それと 異 つて、 . ^の 如き も Q である。 

一 、 國際 的で なく、 圃家 的で ある。 

二、 階級 的で なく、 全 公衆 的で ある。 

三、 國 家の 産業 その他に 就いて、 國 家の 全 公衆の 立場から 根本 徹底的なる 改革 を實 行す る。 

こ Q 政黨の 立場 は、 それ故に 次の 諸點で 國粹社 會黨の 立場に 類似す るで あらう。 一、 強大なる 

政治力の 築 中 獲得。 二、 共産主義 反對。 三、 國』. M 主義。 四、 圃家 生活の 根本的 改革。 併しながら 

この 政黨 は、 次の 諸點に 於いて 國 粹社會 黨と異 るが 故に、 この 政黨を 目して 國粹社 會黨と 呼ぶ の 

は當を 得ない。 一 、 獨裁 的で なく、 批刺を 含む。 二- 專制 的で なく 敎育を 含む。 三、 ファシズム 

は 常に それ 以外の 所謂 圃粹 主義 的 要素 を (例へば ドイツに 於け る ユダヤ人 排 擎 の 如き) 含む が、 

この 政黨は 右に 述べた 以外の 要素 を 含まない。 また この 政黨の 立場 を圃 家社會 主義の それに 比蛟 

すれば、 一 、 國家 的で ある、 二、 根本 改革 的で ある、 とい ふ點 では 類似す る ものが ある けれども、 
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一 、 生産者 階 扱 だけ を 本位と しな 5、  二、 階級 對立 的で なく 全 公衆 的で ある 點に 於いて、 それと 

も異る ものである。 

新政 黨の 右の 如き 立場が、 旣 成政黨 及び 無 產政黨 以外に 獨 立に 建設せられ 得た とすれば、 我々 

は 旣に觀 察して 來 たこと に隨 ひ、 その 黨の 政策と して、 直ちに 次の 諸 件 を 主張し 得る であらう。 

一 、 國 家の 自足 自給 經濟を 本位と し、 國 際 主義 を 取らない。 

二、 國 家の 全 公衆の 衣食住の 生活 を 本 とし、 國 家の 全 産業 を 整理 統制す る。 

三、 全 公衆 的であって、 階級 鬪爭 的で ない。 

四、 工場に 於け る 階級 鬪爭的 解決 をな すよりも 前に、 金融 力 を 全 公衆の 統制 下に 置き、 金融 

政策の 簿記 的 方法 を 以て 產業內 に 於け る 利 5^^: 對立を 公正に 解決す る。 

五、 大膽 大規模なる 國家的 救貧 政策、 食糧 政策、 國民 保健 政策の 實行。 

六、 物 質的の 改革 方策 を實 行す ると 同時に、 圑體 訓練と 侗人 良心 確立との ために、 精神的な 

る 社 會敎育 を 大規模に 實 行す る 。 

个ゃ日 木に はかう した 獨 立の 立場に 立ち、 かう した 統一 的 政策 を 標榜す る 新政 黨が 組織せられ 

なければ ならない。 經濟的 にも 政治的に も國家 Q 生活の 客觀的 情勢 は 正に この 新 黨- を 組織す る に 

適當の ものと なって ゐ るし、 旣 成政熏 にも マ ルキ シズム の 極左 主義に も 共に 强ぃ 反感 を 持ちな が 


ら、 今や 日本 は 各方 面に 於いて 第二  維新 を實 行し 現狀を 打開し なければ ならぬ と考 へて ゐ るお 

衆の 數は 甚だ 多い から、 こ の 政 黨を組 緩 すれば 直ちに 壓倒 的に 多數 公衆の 支持 を 得る に 相 遠な い 0 

過般の 總選擧 に 中立 を 標榜し て 立 つ た 候補者 G 中には、 私の 右の 主張と 信念 を 共通なら しめて ゐ 

たもの はかなり に 多かった と 思 ふ。 ただ 中立と いふ 名義で は、 公衆 を 動かす ことが 35 來 ない。 .S 

た 過般の 總選擧 の 際に は、 この 立場 を 主張して 勝利 を 占める までに は、 社 客觀的 情勢 は 成熟 

して ゐ なかった。 今や はじめて それに 好適の 時期が 來 たので ある。 我々 の 主張す る政黨 は、 旣成 

政 黨と無 產政黨 との 間に、 折衷 的の 態度 を 取る も Q ではない。 國家的 公衆の 立場に 立って、 日本 

の 全產業 を、 全 生活 を大膽 大規模に、 整理 統制す る爲 に、 强大 なる 政治力 を 獲得しょう とする 唯 

一 統一的なる 目的 を 持ち、 その 目的に 隨 つた 獨自の 政策 を 持つ ところの、 積極的なる 政黨 であろ。 

かう した 政黨が 組織せられ たと すれば、 旣成 政黨と 無產黨 との 間に 立って、 間もなく 壓倒 的の 

勝利 を 占める ことが 出来よう。 勿論 公衆 は 直ちに こ Q 黨に對 し 壓倒的 Q 支持 をな すに は 相違ない 

が、 政黨 として 選擧に 勝利 を 占める； J と は、 直ちに 實 現せられ る もので ない。 併し 無產黨 ゃ國民 

同志 會が 現に 占めて ゐる 勢力より は、 遙 かに 有望なる 地位 を 議會に 於いて 獲得す る ことが 出來ょ 

う。 今 若し 直ちに 黧を 組綠 するならば、 恐らく は來 るべき 選擧に 於いて 十 名の 代議士 を 選出す る 

こと は 可能で あり、 更に 間もなく 議會が 解散せられ ると すれば、 次 囘には 三十 名 五十 名 Q 代議士 

を 得る こと は、 これ また 必す しも 困難の もので はない。 こ Q 時 初めて 新政 黨の 政策 は K 行 力 を 持 
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つ ことが m 來、 日本の 國家 生活の 內容は 全く 理想的に 改革せられ 始める であらう。 我々 は、 圃粹 

社 會黨を 現出せ しめて はならない。 圃粹 社會黨 の 組織 せられる 可能性 は 現在に 於いて 甚だ 强 いけ 

れ ども、 その 可能性 を も 導いて、 この 國家 公衆 黨の 組織に 向 はなければ ならない。 これ は 甚だ デ 

リケ H トな 問題で あり、 ー步 方策 を 誤れば、 我々 は ドイツに 於け る 如く、 國淬社 會黨と 極左 主義 

との 對立的 成 行 を 我々 の 前に 見なければ ならない ものである。 

日 木 は 第二の 維新に 當 面して ゐる。 眼前 0 深刻なる 不景氣 は、 我々 に それの 不可避 的なる こと 

を 益.. 强く 感ぜし めて ゐる。 歷 史を囘 顧す るに、 日本の かう した 根本的 改革に は、 常に 一 つの 型 

が 存在し たやう である。 そのこと は 明治維新に 於け る 尊皇攘夷 運動な る ものの 性質 を 分析し て も 

分かる。 我々 に 取って、 この 運動の 「尊皇」 に 匹敵す る もの は國家 主義で あるし、 「攘夷」 に 匹 

敵す る もの は 共産主義の 打破で ある。 こ 0 二つの 倾向 は、 日本の 民衆に 甚だ 根强ぃ 基礎. を 置く も 

ので ある。 極左 主義の 非國 家運 動 は、 絕對に 成功す る ことが 31 来ない。 また 次に 維新 前の 壤夷主 

義は、 尊皇 主義に 關聯 せしめて 開國 運動に 反對 し、 一見 頑强 なる 保守主義 を 取る ものの 如くに 見 

えて ゐ たけれ ども * 維新の 原動力と なって 社會を 動かし 始めた 時には、 西洋文明に 對 する 積極的 

な吸收 方針と なって 現 はれ、 實質 的に は開國 主義 を 包容す る ものに なった ので あるから、 共產主 

義の 打破 は實 質的に は 全然 その 主張 を 顧慮し ない こと を 意味し ない。 日本の 根本的 改革 は、 つね 

にさう した 性質 を 持つ ものであると、 私 は考へ てゐ る。 今や 第二の 維新に 當 面しつ つ、 眞に 局面 


を 打開し、 日本の 國家的 新 生活 を 開拓す る實 勢力 を 得る もの ほ、 私が 今 主張す ると ころの 國 (パぶ 公 

衆 糞で あるに 相違ない。 私 はこの 主張 を 提起して， 一般. 社會 特に ts? の 輿論 を 聞く こと を 切に „^ 

ふ も 0 である。 ( S 和 一九 年 十 一 月 _gs  > 
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農村 問題の 社 會學的 基礎 


改版 序 


農村 社會 問題の 考察に 於いて、 我々 は 一 と先づ 農村 問題 自體と 農村 勞働者 問題と を 15!: 別し なけ 

れ ばなら ない。 農村 問題 自體と は 農業 的 生産の 經濟的 可能、 權利、 限界 等に 關 する 問題で あるし、 

農村 勞働者 問題と は 小作 問題の 謂であって、 地主と 小作人との 利 S 分配、 小作 制度 Q 改廢 等に 關 

する 問題で ある。 これら 二つの 問题は 明らかに 問題の 性質 を異 らしめ てゐる 0 卽ち 前者 は 原生 產 

の 複生產 及び 商業に 對 する 關 係の 問題で ある けれども、 後者 は ml; 業 的生產 Q 一  經營內 に 於け る勞 

资對 立の 問題で ある。 純正の 農村 社會 問題 はこ Q 前者であって、 それ は 小作 問題が いかに 解決せ 

られ るに せよ、 本質的に そこに 殘 つて ゐる 問題で ある。 原生 產が 金融 社 會經濟 Q 中に 入り込んだ 

場合、 原本 的 生 產經濟 が關係 經濟の 中に 入り込んだ 場合、 それ は 如何なる 待遇 を受 くべき もので 

あるか。 私が 今 こ の 書に 於 S て 取扱 はう とする の は その 問題で ある。 
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現在の 社 會經濟 の木體 は、 最早 單 なる 生産ではなくて 一 の 社會關 係で ある やうに なった。 いか 

なる 生產 もこの 經濟 社會關 係の 中に 座 を 占めて その 意義 を 得、 關係 は經濟 生活の すべて を 支配す 

るので ある。 この 社 會經濟 關係を 象徴す る もの は 金融で ある。 それ だから 現在の 經濟 生活 は、 金 

融關 係經濟 であると いって 少しも 不當 ではない。 マルクスの 經濟學 は 商品に 屮 I 發 したが、 隨 つて 

そ れは 商品 の 生產經 濟を說 明す る もので あり、 十九 世紀末 の 世界 經濟 生活 を說 明す る も Q では あ 

つても、 現代 殊に 歐洲 大戰 後の 金融 關係 本位 Q 世界 經 Its 生活 を說 明す る もので はなくな つた。 商 

品ゃ勞 俲はァ ル チメェ トの ものではなくて、 今や 關 係と 信用と が アルチ メェ トの ものに なった の 

である。 生產 を經濟 の本體 とするならば、 資本主義 的生產 Q 中に 於け る勞资 の對立 は社會 問題の 

中柩を 構成す るで あらう けれども、 單 なる 關 係が すべて を 支配す る 社 會經濟 に 於いて は、 マ  <キ 

シズム と は 別箇の 經濟學 の 成立す る ことが 必要で ある。 具體 的の 社會 問題と しても、 勞働 者と 瓷 

本家との 對 立より は、 勞働 者と 企業家と を 併せた 生産者と 金融 家との 對 立が 重大の 問題に なった P 

工場 生 產卽ち 複生產 さ へこの 困難の 場合に 遭遇した ので あるから、 農業 生 產卽ち 原生 產の 如き 原 

始的 形式の 經營 形態 を 持つ ものの 勢力 は餘 りに も 微弱であって、 農村 問題 は 最近に 急速 度 を 以て 

重大化して 來 たので ある。 

かやう に 現代の 社 會經濟 は 一 箇の關 係經濟 となり、 單 なる 關係 を人爲 的に 創造す る ことによ つ 

て 無限に 多く 經濟價 値 を 創造し 得る ことと なった が、 この 關係は 我々 む 生活に 衣食の 资料を 供給 


し 得る もので はなく、 生活 資料 を 供給す る もの は 依然として 原始的なる 農業 生產 でなければ なら 

ない。 それ故に 關係 經濟と 原本 的 生 產經濟 とが 同一 の惯値 尺度の 上に 立って 同列に 取扱 はれる こ 

とが、 抑 5 現代の 大 いなる、 且つ 最も 危險 なる 誤謬な の だ。 その 問題 を 考察す る もの こそ は、 眞 

の 意味 の 農村 問題 を 考察す る ものと  一一-一 n はるべき であらう。 

私 はこの 意味の 農村 問題 を 解決す るに 當 つて、 依然として 原生 產を 本位と したい。 そして 原生 

産 經濟を 以て 金融 關係 經濟を 支配し、 統御し 得る ものたら しめたい ので ある。 この場合 私 は 二つ 

のこと をカ說 したい。 第一 は、 農業の 勞働 形式 をす ベての 勞働 形式の 本位と して 取り、 勞 働の 自 

然 主義 的 精神的 性質 を拋棄 しな い やうに す る ことで ある。 農民 こ そ は 人間 生活 の 3 典の 意義 を發揮 

しつつ ある ものと いふ ことが 3,1 來る。 工場 勞働 者の 勞働は 機械的で あり、 精神的の 意義 を 缺くか 

ら、 この 勞働を 本位と する 經濟學 は 精神的の 意義 を 失って 唯物主義 的と なる。 私 は それ を 救濟す 

る 理論と 方策と を考 へて 見たい。 第二 は、 原生 產を 以て 合. 融 市場 を 支配す る ことで ある。 このた 

めに は、 我々 は 先 づ都會 と 農村との 社 會經濟 的 關係を 嚴密に 公式 的に 求めなければ ならない。 本 

書の 第一章と 第二 章との 考察 は、 その 公式 を 得る ことに 努力した ものであるが、 それ はな ほ 未完 

成であって、 この 關係 公式の 全部 を盡 して ゐ ない。 以上の ニ點を 合して 言へば、 農村が 關 係經濟 

に 支配せられ たの は、 農村が 都會に 於いて 纏まった 購買力 を 見出した ことに 端緒 を發 した もので 

あるから、 今や 農村 は その 持つ 眞 信用 力の 上に 經濟的 信用 力 を 創造し、 この 信用 力 を購賈 力の 所 
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在と しなければ ならない。 かくすれば 都會の 經濟的 機能 は廢棄 せられ、 農村の この 經濟的 信用 力 

に相當 する ものが 以前の 都會 である ことと なる。 その 時な ほ 都 會が殘 おする とすれば、 それ は 技 

術 的の 機能 を營 むに 過ぎない。 換言すれば、 農村の 支配す る 事務所と 帳簿と 货物 自動車の 置き場 

であると ころ Q、 都會 となる ので ある。 私 は田舍 を都會 化する 經濟學 と 改造 運動と に贄 成す る こ 

と が 出 $r  、 隨 つて 工場 勞働者 が 農民 を 支 ^ す る 露西亜の 改造 方法に も贊 成す る もので はない。 

關係は 全く それの 逆と なり、 農村の 生 產が惯 値の 尺度に ならなければ ならない。 農村の 經濟的 信 

用 力が 物惯の 規制 者に ならなければ ならな 5。 都會と 農村との 關係 形式 を應 用して、 或る時 或る 

罩位 社き の 總生產 を 計量 し、 その 眞 信用 力 の 上に 人爲 的に 創造 せらるべき 經濟的 信用 力 を 計量 し 、 

この 信用 力 を 創造した とすれば、 物惯は 政府の 官僚 的 調節な くして おの づ から 經濟的 機能的に 公 

正と なる ので ある。 

現代の 經濟 は關係 經濟で あ るが 故に、 突然 Q 革命的 方法 によって 社會 組織 を改變 せしめる こと 

は、 この 關係を 根本的に 破壤 する 所以で あるし、 のみなら や 革命 者の 手に 物質的に は 何程の もの 

を も殘留 せしめない。 換言すれば、 この 革命に よって 得た ところの もの は、 旣に その 關 係が 慶滅 

せしめられ たため 內容の 空虚と なった 帳簿で あるに 過ぎない ので ある。 この こと は 革命 直後の 露 

西 亜が 最も 痛切に 經驗 したと ころの ものであった。 關係を ま 配す る もの はや はり 關係 でなければ 

ならない。 我々 は關係 公式 を 技術的に 適用す る ことによって、 社會 改造の 究極 目的 を 達しな けれ 


ばなら ない。 マルキシズムの 經濟 理論 は 自ら 科學 的で あると 稱 しつつ、 その 革命的 改造に 於いて 

は、 甚だ パ ッシ ヨネ H トな、 原始的 感情 を根據 とした ものと なる。 我々 は それと は 逆に、 漠業的 

原生 産の 最も 原始的 精神的なる 眞 信用 力 を 基礎と しながら、 その 方策に 於いて は 甚だな 靜に、 關 

係 公式 を應 用した 科學的 技術的の 行程 を 取る ので ある。 農村が かくの 如き 經濟的 信用 力 を 創造し 

て、 所謂 都 會_の 手を經 由せ すに、 生活必需品 を 交換す る こと は、 卽ち 消費 組合に 外なら ない が、 

かくして 私の 主張す ると ころ は 一 箇の 新ら しい 消費 組合 運動 理論と なった。 

農村 問題 を 解決す る もの は、 最早 單に 感情的な 詩 をうた ふ ものであって はならない。 土に！： おれ 

といっても、 土に 還る までに は 土と 都會 との 關係を 公式 化して、 この 公式 を 適用しつつ 都 會を支 

配す る 技術的 方策 を 講じなければ ならない。 現代の 經濟 は、 偉大なる 關 係の 積 成せられ た怪 建築 

である。 我々 は先づ この 怪 建築の 解剖 圖面を 作成し なければ ならぬ ので ある。 

本書の 各 意 は、 最近 十 年ば かりの 間に 諸種の 雜誌、 パ ン フレット 等に 私の 公表した ものである。 

さきに その 中の 幾分 を 纏めて 一 書と なした が、 今や その 全部の 稿に 改訂 を 加へ、 更に 四 意 を 妙" 補 

して、 全然 版 を 新たなら しめた。 舊 版の 發 行せられ たの は 昭和 三年 秋で あつたが、 雨來數 年の n 

に 經濟界 の變動 は、 驚くべき 加速度 を 以て 農村 を 疲弊せ しめ、 ij^ 村問题 はとに かく 何等かの 解決 

を與 へられなければ、 如何と もしが たい 狀 態に 立ち. S たって ゐる。 その 變化 の^だし さに 驚く も 

の は- 敢て私 だけで はなから う。 この 小 著が その 困難な 問題の 解決に 幾分で もの 寄與を なすこと 
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は、 著者の 眞摯 なる 希 願で ある- 

昭 和 六 年お 


一 都會と 農村と の 根本 關係ー 


解題 昭和 三年 四月 二十 六日 衆議院 本 會議、 椎尾 代議士の なした 農村 政策に 關 する 質問への 

山 本 曲  1 相の 答 辯、 「要するに 農村の 振興、 農民の 生活の 安定と いふ こと は、 i き ^いい 

て、 而 して 作った もの を 高く 賨れる やうに してやる とい ふこと が、 是が 第一 の耍 牛で. W け. - 

ばなら ぬ。 その 方法に 至って は 決い P  filif^m い.^^ i^^? い^ち^,^。 あなた 方 は 幾らお 

笑 ひに なっても、 それより 外 はない のであります o」 椎尾 代議士 再 質問に 曰く、 「耍領 を 得 

ませんで したから、 重ねてお 尋ね 致します o」 (四月 二十 七日 官報 號外 所載) 山 本 農相の この 農 

村 政策 所見に 對 して は、 椎尾 代議士なら すと も、 何人も 一 向 耍領を 得ないで あらう。 生產. g 

を 高く 賫れ ば、 例言 すれば、 米 を 高く 賣れ ば、 市場の 一般 物價が 高くなる。 一般 物價が W く 

なれば、 農村で 買 入れる 諸 商品 は、 米の 高値 位で は 追つつ けない 高價の ものと なる。 この 高 
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惯を 恢復す るた めに 更に 米儍を 高く しなければ ならない。 都會と 農村との 間に この 循環す る 

根本 關係 ある 以上 は、 農村 政策 は 農相の 答 辯した さう した 一 筋繩の もので は 用に 立たない の 

である。 私 はこの 根本 關 係の 中に 何等か 數學的 公式の 內在 する こと を考 へ、 それの 發 見に 努 

力して 来た。 その 成果の 一 部 は 『農業 經濟 研究』 大正 十五 年 十月 號 所載 拙稿 「物價 を 決定す 

る都會 農村の 關係 公式」 に 公表 せられて ゐる。 (S ち 本 蒈 の 第二 章) 左に 揭げる 考察 は、 右の 

論文 を 執筆す るよりも やや 以前に、 一 般 民衆に 對 する 評論 的 目的 を 以て これ を 執筆した もの 

である。 卽ち 私が この 公式の 一部 を發 見した 時の 第一 稿で ある。 その 直後に 右の 『農業 經濟 

硏究』 所載 0 論文 を 執筆した が、 その 方 は 數學的 公式の 記載に 細密で ある。 隨 つて 本書の 第 

一章と 第二 章と は、 その 內容に 於いて 全く 同一 の ものであるが、 この 意 は 一般の 社會 問題 文 

明 問題に 觸れる 部分に 詳しい し、 次耷は 法則 を科學 的に 取 极ふ點 に 於いて 詳しい ものである。 

それぞれ カ說 する 方面が 違って ゐ るから、 互 ひに 補足す る 目的 を 以て、 重複す ると ころ は あ 

るが、 第 一 章と 第一 一意と を 構成せ しめた。 

一 絕對 消耗 體學說 

現今の 農村 問題 を 解決す る 方 案 は 容易に 發 見せられない。 その 發 見の 困難 は 何處に 原因 を 持つ 


かと いふに、 都會 と田舍 と、 その 經濟 生活の 様式 を 根本的に 異ならし めて 居り、 且つ その 互 ひに 

違った 經濟 生活様式の 相互 關係 がまた 非常に 複雜 になる ことで ある。 ただ 漠然と 農村と 都會 との 

關係を 論じた としても、 そこから は 何 一 つ 確然と した 法則 的 關係は 見出されな. S であらう。 今 若 

し 相互の 關係 について 幾分で も客觀 的な 法則 を 求めようと 思へば、 第一 にこ Q 複雜な 相互 關 係に 

つ 5 て、 もっと 要素 的に 簡犟 な、 或る 典型的な 相互 關係を 分析し 發見 しなければ ならない。 そし 

て 第二に、 こ 0 典型的な 相互 關 係に つ い て 或る 形式 社 會學的 法 M を發 見し なければ ならない。 

だから 私の 考へ では、 農村 問題 を 解決す る 前に は、 第一 に、 都會 と田舍 との 經濟 社會舉 的關係 

を 明らかにする ことが 必要で ある。 第二に、 その 關係を 形式 社會學 的に 求める ことが 必要で ある。 

さう した 基本的 研究が S 來 上った 上で、 我々 は 初めて 幾分で も體系 的に 農村 問題 を 取扱 ふこと が 

出来る。 この 根本的 方法論の 考 へに 隨ひ、 私 は從來 かなりに 苦心して 都會と 農村との 根本 關係 を 

尋究 して 見た。 そして 今 は 幾分 かその 研究の 結論の 端緒へ 到達す る ことが S 來 たと 思 ふから、 そ 

れを 次に 公表して 見たい ので ある。 尤も かう した 研究に ついては、 外 國の社 會學者 や 經濟學 者 も 

一向！；： まった 法則 的 結論 を發 表して ゐ ない。 それ 程 この 問題 は 新ら しく、 隨 つて 前途に 多く 未 耕 

の 原野 を殘す ものに 露す る。 私 は 過去に 於け る 他の 學 者の-研究 を 得られる だけ はこれ を 得て 參照 

する につと めた が、 私の 得た 法則に 對 して は、 他に 何等の 類似した 研究 を も 見る ことが 出來 なか 

つた。 

三 九九 


woo 

私 は 都會の 生活に ついて、 或る 典型的な、 形式的な もの を 求める ために、 それに 單 純 都市と 複 

雜 都市と を區 別した。 單純 都市と いふの は、 何等の 生 產をも 行って ゐ ない 單 なる 都市 (卽 ち單な 

る 商業都市、 市場 都市) のこと である。 これに 反して 複雜 都市 は、 さう した 單 なる 都市で ある こ 

と 以上に、 何等かの 生產を 行って ゐる 都市で ある。 尤も 都會 では、 生產 と. S つても 田舍 における 

やうな 原生 產を行 ふこと が 中い 来す、 或る 複生 產、 換首 すれば、 工業 的 生 產を行 ふより 外 はない。 

都市に つ いて は、 どうしても 先づ これらの 一 一つの 形式 を 區 別し なければ ならない。 何故と いふに" 

都市が 幾分で も 工業 的 生產を 行って ゐる 場合に は、 都會 と田舍 との 關係 は、 その 中に 生産者と 生 

產者 と の 關係を 含ませ る ことと なり、 隨 つて そこで は 軍 純 都市と 田 合と の 關係 にお け る とは異 つ 

た、 或る^ 箇の 形式 社會 學的關 係を發 生せ しめる からで ある。 然るに 我々 が 今單純 都市と いふ 概 

念 を 創造した とすれば、 單 純都會 と田舍 との 關係 は、 何等の 生産 を も 行 はない 社 會壤圃 形式と、 

原生 產を 行 ふ 單 純生產 形式 との 關係 であり、 その 關係は 形式 社 會學的 に 或 る 典型 を 示す ことが W 

來 るので ある。 私が 今 ここに 取扱った もの は、 すべて その 單純 都市と 田舍 との 關係 だ。 それ 以外 

の複雜 な關係 は、 今の 研究 を 根基と して、 更に その上に 構成せられ なければ ならない。 

この 關係 について、 私 は 一 つの 法則に 達する ことが 出来た。 その 法則 は 更に 數學 的に 表現 せら 

れて、 或る 训の 外見 を 持った 法则 により 一 百ひ換 へられる。 元來 この 法則 を發 見す るまでに 私の 豫 

期した こと は、 都會 Q 生活と 田舍の 生活との 間に は、 何等かの 數 量的 關 係が あるに 相違ない とい 


ふこと であり、 私の 苦心 も、 要する ところ はこの 數 量的 關 係を發 見す る ことの 困難に あつたの だ 

が、 私 Q 今 到達す る ことの 出来た 法則で は、 その 豫期 がー と先づ 達せられて ゐる。 

私 は 最初に その 法則 を 掲げて 置かう。 


「一定 數の 人口 を 持つ 社 會的集 團が あれば、 それ 自身 は 何等の 生 產をも 行 はないで、 ^對的 

消費 をな す ことが 出 來る 。そして この 集圑 0 消費す る 生活 资料 の 原惯總 額た 完全に 支 i ふ も 

の は田舍 であり、 集圑 自身 は その 支拂 ひに 何等 關與 すると ころがない。 かくの 如き 人口： S 楚 

圑を、 私. は 對 消耗 體」 と 名付ける。 單純 都巿は その 結對 消耗 體の 一 つの 形式で ある。」 

この 法則 の 數學的 表現 は 、 最後 になって 明らかにせられる。 

右に 述べ た 法則 を 簡單に 言つ て 見れば、 都會は 何等の 生產を もしないで 十分に 生活す る ことが 

出來、 田舍は その 生活費 を 全部 負擔 して くれる とい ふこと になる。 一一 lic ひ換 へれば、 都會の 人間 だ 

け は 遊んで 暮らし、 その 生活費 は田舍 のん 間が せっせと 稼いで くれる とい ふので ある。 譬喩で 言 

つて 見る と、 この 關係は 非常に 恐ろしい も c だ。 ここに 花見の ー圑體 があって 飮 めゃ哏 への 大駿 

ぎ をして ゐる。 田舍の 人間 は 何等の 報酬 を も 貰 はすに、 その 人達へ 無制限に 馳走 费を 負擔 して ゐ 

る。 さう した 花昆の ー圑體 が、 我々 Q 都會 とい ふ もの だ。 そして 都會 が都會 自身 を 維持す るに は、 
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この 飮めゃ 喷 への 大騒ぎ をす る ことが 根本 條件 として 必耍 であり、 モの 大騷ぎ をし なければ、 田 

舍は 馳走 費 を負撸 して くれない。 或は また 都會 はこれ を、 周 園から 集まる 小川の 水 をす ベ て その 

中へ 吸 ひ 込んで しま ひ、 一 海 を も 他へ 漏らす こと Q ない 砂漠に 比較す る ことが 出来る。 

私が か やうに 斷 言し たと すれば、 或は 多く の 人達 は その 結論 の餘 りに 大膽 である こと を攻轚 し、 

都會 は本來 決して そんな 不屆 至極 Q もので ない と 辯 護せられ るか も 知れない。 併し 都會 が、 私の 

解剖した もので ないやう に 見えて ゐ るの は、 都會 と田舍 との 關 係が 外見 上 非常に 複雜 だからで あ 

つて、 その 實質を 形式 社會學 的に 分析して 見れば、 私の 達した 結論 は 決して 誤議を 含む もので な 

いこと を、 何人も 納得せられ るで あらう。 のみなら す、 私の 達した 法則 は、 旣に 文明 批評家に よ 

り 漠然と は 幾度と なく 主張 せられて ゐ たこと だ。 私 は その 批評家の 主張に 數 量的なる 論 據を與 へ 

たに 過ぎない。 かって 或る 詩人 は 「觸手 ある 都會」 と 叫んだ が、 私 は 都會の その 觸 手の 數を 護ん 

で 見た に過ぎない。 今では 田舍の 農： li^ は、 殆ど 例外な しとい つても よ. S ほどに、 その 體驗 から、 

私の 法則の 眞 である こと を 納得す る やうに なつ てゐ る。 

この 法則へ 私が 達した 機緣も 亦、 資際は 日常の 經驗 にあった。 私 は 今 都會の 邊緣に 住んで、 都 

會が日 J< どんな 工合に 膨脹して ゐ るか を觀 察する 好機 會を 持つ てゐ るが、 さて 注意して 見る と、 

都 會の周 緣には 小さな 店舗が 幾らでも 增 加して 行く。 然 らば それらの 店舗 はこの 都會に 不可 缺的 

の もの かと 見れば さう ではなく、 それらの 店舗が あれば あるで よく、 なければ 亦ないで 何の 差 支 


へ もない。 然 らば それの 店舖 がどうして 自らの 生活費 を 得る ことが 出来て， Q るかと. S へば、 それ 

らの 店舗が 出来て、 相互 的に その 商品 を購賈 し、 相互 的に 利益 を 得しめ てゐ ると いふ こと、 ただ 

それだけの 理由が そこに；！^ 在す るので ある。 換言すれば、 都會は 膨脹した から 膨脹した だけの 人 

達が 食って 行ける の だ。 併し、 さう した 人達に 費消 せられる 生活の 资料は 誰に より 供給 せられる 

であらう か 。彼等が 何等の 原生 產をも 行 はない 以上 は、 やはり その 負擔者 は 田舍の 外にな s。 —— 

私 は 自ら の 觀 察から こ んな 驚く ベ き 事實を 知り 得た。 さて その 觀察 を數學 的關係 に 引き直して 見 

ると、 その 結 は 右に 述べた やうな 法則と なって 結晶せられ たので ある。 この 結論 は、 我々 に 取 

り 確に 重大問題 だ。 それ は 我々 の 社會的 文明の 問題と して、 その 解決の 一 日も忽 がせに せられて 

ならない 危險な 意味 を 持った もの だ。 その 眞理の 暴露 せられた 結 はどうで あらう と、 私 は 探究 

者と しての 自らの 良心に 隨ひ、 この 公表 を忽 諸に 附 して ゐる ことが 出来な かった。 

この 法則の 說明 する 理論 を、 私 は 「絕對 消耗 體學 說」 と 名付けようと 思 ふ。 

二 絕對 消耗 體の 自己 支持 

絕對 消耗 體に關 する 法則 は、 二つの 部分 を 構成 せられる。 その 第一 部 は、 一定 數の 人口 を 持つ 

社會的 集團が あれば、 それ 自身 は佝 等の 生 產をも 行 はないで、 絕對的 消費 を なすこと が出來 ると 
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S ふこと でかり、 第二 部 は、 この 集團の 消費す る 生活 资 料の 原 慣總額 を 完全に 支拂ふ もの は E 舍 

であり、 集圑 自身 は その 支拂 ひに 何等 關與 すると ころがな いと S ふこと である。 私 は 次に 順序 を 

追うて、 その 法則の 構成 せられた 理由 を說 明して 見よう。 先づ 第一 部から 始める。 

我々 は 今、 單純 都市に おける 典型的の 一生 計單 位を考 へた。 その 生計 單位は 米屋であった。 一 

生計 單 位の 生活に 養 消す る 米 は、 毎戶 平均 一 圓 である。 然るに 米屋 は原價 八十 錢の米 を 一 圓で賣 

つて ゐる。 卽ち原 價に對 し 一 一割の 利益 を を さめて ゐ るの だ。 また 一 生計 單 位の 必要と する 一 日の 

生活費 は 平均 ニ圓 であった。 かう した 一生 計單位 を假定 すれば、 その 家 はどう. S ふ 仕方の 生活 を 

營む であらう か。 

この 米屋 は 毎 生計 單 位から 常に 一 一十 錢の 利益 を牧 める ことが 出来る。 この 一 一十 錢の 利に より 結 

n5 ニ圓の 生活費 を 消却 すれば、 その 米屋 は 立派に 生計 を 立てる ことが 出來 るので ある。 然る 時に 

は 米屋 は、 その 單純 都市の 中に どうしても 十 生計 單 位の 得意先き を 得なければ ならない。 そこで 

米屋 は、 それ 自身 何等の 原生 產叉は 複生產 を もしない に拘ら す、 ただ 十 生計 單位を 以て 成立す る 

社 會集圑 の 中に 所屬 しそ こで 生活 するとい ふだけ のこと で、 立派に その 生活 を やっての ける 事が 

S 來 るので ある。 私 は 今、 典型的に 米屋の 場合 を 見た。 併し それ におけると 全く 同じい 關 係が、 

米屋 以外の 他の 商舗、 卽ち藥 舗、 小間物 店、 魚 商 等の それぞれに 於いて 成り立つ。 それらの 店舗 

も 亦 或る 商品の 原價の 上に 若干の 利 を 取り、 その 利益が 積もって 生活費の 一 一圓に 達した 時に 完全 


に その 生計 を營 むこと が 來 るので ある。 かやう にして 或る 數の 生計 單 位より 成る 社き 壤圑が あ 

れば、 それらの 單位 相互の 間で その 商品 を 交換 するとい ふだけ のこと で、 彼等 は 十分に その 生計 

を營み 得る の だ。 卽 ちその 集圑 は、 それ 自身 何等の 生產を もな さないで、 絕對 的に 消費す ると こ 

ろの 所謂 絕對 消耗 體を 成立せ しめる。 

しかし 考へ 方に よって は、 これらの 店舗 は それぞれに その 商品 を 販寶し て 交換 を 助け ると いふ 

勞働 をな して ゐ るから、 その 勞 働の 報酬と して これ だけの 利益 を を さめ、 その 利益に より 十分に 

その 生計 を營 むの は當然 でない かと、 考 へられ もしょう。 けれども この 考へ方 は實は 逆で ある。 

その 集 圑に屬 する 各 生計 單位 は、 その 生計に 必要なる すべての 商品 を、 順次 他の 生計 軍 位 卽ち他 

の 店舗から 購入す る。 かく 自己の 生活に 必要な 商品 を購ふ 行爲は 自己 自身の 消費生活の 一 部分で 

あり、 何等かの 報酬 を 得べき 性質の 所謂 勞働 ではない。 田舍の 生計 軍 位 もな ほ 且つ 都市に 來て必 

要な 商品の 購入 をな すけれ ども、 その 購入から は 何等の 報酬 を も 得ようと 豫 期して ゐ ない。 ひと 

り 都市 の 各 生計 單伉 はこの 購入 を 相互 的 になす ことによって 自ら の 生計 を營む こ と がお 來る の で 

ある。 またし かし、 その 購買 は 消費生活の 一 部分であった にせよ、 その 販寶は 立派に 他の ために 

なす 勞働 であるから、 それにより 報酬 を 得る こと は當然 であると する 見方 もな り 立た うが、 他の 

ために 賣 る行爲 は、 常に 必 すし も勞 働と して 見られて はゐ ない。 田舍の 原生 產者、 卽ち C 投民 は、 

その 生產 した 商品 を 都 會へ資 る けれども、 この場合の 販賫 は、 販賣 自身と して 何等の 報酬 を も 像 
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期す る ことが 出來 す、 原生 產に對 する 勞 働への 支 彿ひを 受ける だけで ある。 都市に 屬 する それら 

の 各 生計 單 位が 互 ひに その 商品 を 交換す る ことにより 生活 を營 むこと は、 都 巿全體 として 見れば 

都市 以外の 何物 かへ 何等かの 勞働を した ことで はなく、 ただ 彼等 自身の 消赘 生活 を營ん だとい 

ふに 過ぎない ので あるから、 その 中には 報酬 を 受けるべき 性質の 勞働は 何 一 つ 含まれて ゐ ない。 

それ故に 彼等 は、 結局 何等の 生產を もしないで ただ 絕對 的に 消費 をす る。 卽ち そこに 絕對 消耗 體 

を 成立せ しめる ことにな つたので ある。 

絕對 消耗 體の 成立に は、 それ だから 二つの 條 件が 必要で ある。 第 一 は、 そこに 一 定數の 人口が 

存在す る こと だ。 この 人口 は、 相互 的に 購買力 をつ くる 主體 となる もので あり、 人口が 一定 救 ま 

で 大きくなければ、 或る 一 生計 „a 早 位 は そ Q 生活費 を支辨 する に 足る だけの 購買力 を 創造す る こと 

が m 来な. S 。第二に、 各 生計 位の 間で は、 販寶 する 商 口、 S について 分業が 成立して ゐ なければ か 

ら if い。 分業がなければ、 商品の 相互 購買 は 行 はれない からで ある。 絕對 消耗 體は、 生活に 必要 

な 商品 を 相互に 瞵買 する だけ Q ことで 存 綾す る社會 的集圑 である。 

以上の 事柄が 眞 とし て 許容せられ るなら ば、 我 々は それから 系 と 見られる 幾多 の 形式 社 會學的 

法則 を 推論し 得る であらう。 

「結 消耗 體の 自己 支持に は、 その か 員の 生活に 費消 せられる 商品の 原 價は關 係 を 持た な s„ 


前の 米屋の 例で 見れば、 米屋 は 一 圓の價 格から 八十 錢の 原價を 減じた 一 一十 錢の 利益で 生活 费 Q 

1 一圓 を 消却す る。 米屋に 必要な こと は その 一 一十 錢の 利で あつ て、 八十 錢の 原價 ではない。 若しも 

原價が 九十 錢 であれば、 米屋 は 米價を 一 圓 十何錢 にして 新ら たなる 生活費の ニ圓 何十 錢を 消却す 

れば、 原價 自身 は 米屋の 生活に 何の 關係を も 持ち はしない。 

「商品の 利益率 は、 人爲的に任意に絶^^消耗體の自己支持に必耍な仕方で定められ得る。 利 

益 率の 髙低 は、 絶 封 消耗 體の各 成員の 5- 活に 何等か 6 痛痒と して 意識せられ ことがない。 」 

各 成員が すべて 一律に その 利益率 を 或は 髙く 或は 低く したから と 言って、 相互の 消却に は 何の 

影響 を も 加へ はしない。 


「絡 對 消耗 體 は、 その 體積を 幾らでも 增大 せしめ る こ と が 3,1 來 る o」 

これに 制限 を 加 へ る も Q は、 生活 资料を ど Q 程度まで 田 舍が負 潜し 得る かとい ふこと である。 

隨 つて、 この 關係は 複雜の も Q となる が、 右の 法則の 完全なる 證明 は、 後に 至って 分明と なる で 
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あらう 0 

三 絕對 消耗 體の 生活 資料の 消却 方法 

以上 は絡對 消耗 體の 自己 支持に ついての 考察であった。 我々 は 更に 第一 一段に 進んで、 その 生活 

资 料の 消却が いかにして 行 はれる か を 考察し なければ ならない。 この場合の 考察 はまた 一 一部に 分- 

れる。  第一  は、  田 舍の大 いさが 都會に 比して 著しく 大きいた めに、 田舍の 生産物 は 僅かに それの 

一 掛分 だけ を都會 により 費消せ しめ、 田舍は 更に 何程で も都會 へその 生活 資料 を 供給し 得る 場合 

や 

この場合の 關係 は、 割合に 簡單 である。 今 その 關係 を簡單 ならしめ るた めに、 或る 典型的なる 

結對 消耗 體が 費消す る (日時 を 一 定 とし) 商品の 原惯を 百圓、 その 生活費 を 百 一 一十 圆 であった と 

假定 すれば、 消耗 體 はこの 原價の 上に 或る 利益 を 加へ て 自己の 生活費 を 支持す る 計りで はなく、 

更に その 利益に よって 田舍へ 支拂ふ 原價の 百圓を 消却し なければ ならない。 消耗 體の 自己 支持 だ 

けを考 へれば、 原 價百圓 の もの は 百 二十 圓 Q 生活費と なって 現 はれて ゐ るので あるから、 その 利 

益 率 は 一 一割で ある。 そこで この 一 一割の 利益率 を 以て 田舍へ 支拂ふ 原憒の 百圓を 消却し ようと 思へ 

ば、 消耗 體は 更に 田舍 から 五百圆 の原慣 に相當 する 資料 を 買 ひ 入れ、 これ を 六 百圓の 商品に し、 


その 全部 を 田 舍へ賣 つて 利益 百 M を敉 めれば よい。 結局 この 絕對 消耗 體は、 田舍 から 六 百 圓の原 

料 品 を 買 ひ、 二割の 利益 を 見、 自己の 生活費 百 二十 圓を 支持し、 その 原料 品が 七 百 二十 11 の惯格 

の 商品と なった 中の、 六 百圆の 商品 を田舍 へ寶れ ばよ いので ある。 今 若し この 消耗 體 がその 生活 

の 贅澤さ を 増大せ しめる か、 或は その 體積 を增大 せしめる かして、 費消す る 原料 品の 價格 を大な 

らしめ たと すれば、 隨 つて 田舍 から 買 ひ 人れ る 原料 品の 額を大 ならしめ、 同時に 田 舍へ寶 る 商品 

の 額を大 ならし めれば、 それでよ ぃ譯 である。 

結局 今の 關係 を以 つて、 結對 消耗 體は その 生活に 必要な 資料の 惯格を 全部 田 舍に轉 嫁し、 それ 

自身と して は 何等 それに 關與 すると ころがなかった ので ある。 ここに 私が 先き に 述べた 法則の 一 

半は證 明せられ た。 隨 つて 今の 場合に は 次の 系の 法則が 成立す る。 


「田 舍が 非常に 大きい 場合に は、 絕對 消耗 體は 幾らでも その 生活 を资澤 ならしめ、 叉 は その 

體積を in 大 せしめる ことが 出来る。 この場合、 利益率 は 動かないで ゐる ことが 出来る。」 

併し 我々 は 更に この 關係 をより 一般化せ しめて、 第二に、 田舍の 生産に 限度 ある 合の 田 合と 

絶對 消耗 體 との 關係を 考察し なければ ならない。 この 關 係の 最も 徹底 せられた 場合 を； 一!!? へれば、 

EE 舍は その 生產 品の 全部 を 都會に 委ね、 自己の 生活に 必要な もの は！ ^ び これ を都會 より 購 ふし、 
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且つ その 生産 全額 は 常に 同一 だとし なければ ならない。 さう した 關 係に ついて、 私 は 何等かの 法 

則 を 求めて 見たい。 

今 田舍の 生産 總額を 六百圆 であった と假定 する。 この 總額は 大體に 於いて 變 化しない もので あ 

るから、 今 それ を 何時に なっても 變ら ない と假定 すれば、 田舍 がその 總體を 都 會へ責 り、 その 結 

得た 田舍の 購買力 は 常に 六百圆 である。 この 原料 品に 就き、 都會は 百圓を 費消し、 田舍はそ^^ 

殘 りの 五 百圓を 費消す る。 都會は その 费消 する 百圓の 原料 品價格 を、 田舍へ 原價五 百圓の もの を 

六 百 圓に赍 る ことにより 消却し なければ ならない。 然る 時には、 都會は その 原料 品に つき 二割の 

利を收 めなければ ならない。 隨っ て 都會の 生活費 は 百 一 一十 圓、 田舍の それ は 六百圓 となって 現 は 

れ、 都會 における 商品の 總慣格 は 七 百 二十 圓 である。 

然るに 都會 の贅澤 さが 增 すか、 或は その 體 積が 增大せ しめられ たために、 都會は 前よりも 二倍 

の 生活 資料 を耍 する ことと なり、 二百 圓の 原料 品 を 費消した とする。 然る 時には 田舍の 費消す る 

分 は 減少して g: 百圓 になった 0 併し 田舍の 購買力 は 前と 同じく 六百圓 であるから、 都會 は田舍 へ、 

原價 四百 圓の もの を 價格六 百圆の 商品に して 費り、 以 つて 都會の 費消す る 分の 原價 一 一 百圓を 消却 

しなければ ならない。 これ をな すため に は、 都會 では 商品の 利益率 を 五 割にまで 髙 めなければ な 

ら ない。 隨 つて 都 會の 生活費 は 三百 圆、 田舍の それ は 依然として 六 百圓、 都會に 於け る 商品の 總 

價格は 九百圓 になった。 . 


は 

生 

こ 

て 》 

は、 

つ 

に、 

て， 

來、 

—I 

次 

活 

の 

行、 

田、 

低、 

田、 

る、 

絶 * 

の 

资 

關 

< » 

絕、 

舍、 

下、 

A、 

- 

對、 

や 

料 

係 

° 

對、 

の、 

せ、 

o、 

絕、 

消、 

ラ 

を 

者!^ 

消、 

見、 

し、 

物、 

對、 

耗、 

な 

原 

總 

會、 

耗、 

掛、 

め、 

資' 

消 * 

體、 

法 

價 

括 

は、 

體、 

け、 

る、 

を、 

耗、 

は、 

則 

の 

的 

の、 

の、 

時、 

tp、 

體、 

レ、、 

が 

す 

に 

生、 

購、 

ま、 

會、 

は * 

< » 

成 

ベ 

兄 

杂、 

？" &、 

買、 

で、 

^\、 

ら、 

て 

て 

え、 

が、 

力、 

繼、 

吸' 

人、 

で、 

を 

贅、 

は、 

き 

牧、 

爲、 

も、 

つ 

田 

け 

田、 

澤、 

不、 

せ、 

* 白 T 

て、 

て 

舍 

は 

舍、 

に、 

變、 

ら、 

る、 

に 

の、 

ゐ 

へ 

は、 

な、 

で、 

れ、 

こ、 

生、 

る 

轉 

田 

益、 

る、 

あ、 

て、 

と ' 

任、 

活、 

嫁 

舍 

力、、 

る、 

行、 

が、 

も、、 

を、 

せ 

の 

鼓、 

力い 

く  、 

出' 

い 

贅、 

し 

生 

へ、 

或、 

し 

來、 

澤、 

め 

產 

0  、 

は、 

£- a>、 

る、 

い 

に、 

る 

に 

し 

そ、 

際、 

° 

< » 

す、 

こ 

限 

o> 

(D* 

こ、 

ら、 

る、 

と 

體、 

購、 

の' 

で、 

±、、 

が 

あ 

積、 

買、 

傾， 

も 、 

出 

る 

が、 

力、 

向， 

そ、 

或、 

來 

場 

增、 

は、 

の、 

は、 

る 

合 

大、 

卽、 

生、 

、 

の 

に 

す、 

ち、 

田， 

活、 

の、 

で 

も 

る、 

實、 

舍、 

—教、 

體、 

あ 

に、 

際、 

の' 

を、 

積、 

る 

隨、 

に * 

生' 

髙、 

を、 

對 

ひ、 

購、 

<  口'' 

上、 

增、 

の 

消 

入、 

ビ， 

せ、 

八、 

み 

* や 

レ、、 

し、 

最， 

し、 

せ、 

な 

體 

つ、 

得、 

低' 

め、 

し、 

ら 

は 

ま、 

る、 

生' 

る、 

め、 

す 

依 

で、' 

商' 

活' 

し » 

る、 

然 

も、 

pa 

費， 

こ、 

こ 

遞、 

の、 

の' 

に、 

の 

し 

减、 

分、 

そ， 

> よ、 

が、 

て 

し、 

量、 

れ' 

つ、 

出、 

な 

そ 

の 

に 


四 都會 と田舍 との 關 係の 社 書 問題 


私 は 今や 全部 的に 私の 所謂 絕對 消耗 體の 自己 支持に 關 する 法則 を證 明す る ことが 出来た。 請 者 

は その 歸 結の 甚だ 奇なる ことに 一 驚 を. IK せられた でも あらう。 併しながら、 前に も 述べた 如く、 
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こ の 法則 は 漠然として は旣に 何人に よっても 氣 付かれて ゐた， ことで あり、 熟考 すれば^ 段に 不思 

議 でも 何でもない。 私 は その 法 M を 純粹に 典型的 形式の 關 係に 就いて 求めた。 隨 つて 今 得られた 

法則 は、 何の 例外 もな く、 客觀 的に、 確然と、 我々 の 典型的 形式の 關 係の 間に 實 現せられ て 行く。 

けれども、 それ は 何とい ふ 重大な 社會 問題 を 我々 の 前に 展開した もので あらう か。 私は敢 て都會 

の 樓住者 を 田 舍の痿 住 者よりも、 その 心意に 於いて 狡 滑で あると 呼ぶ 積り はない。 ただ そこに 右 

に 述べ たやうな 構成の 組綠 ある 以上 は、 この 法則 は 厳密に 實 現せられ るより 外 はない と 言った ま 

での ことで ある。 絕對 消耗 體 のこの 構成 は 我々 の 社會に 次の 如き 重大の 社會 問題 を 醸成せ しめる 

原動力と なった。 

第一 に、 都會は 普通に 工業 的 生産の 機 關と考 へられ、 また 商品 交換の 機 關と考 へられて ゐ るけ 

れ ども、 典型的 形式と して 分析して 見れば、 實際は その 機能 を 果たす 以上に 不必要に 大きい 存在 

物で あり、 また 同時に それ 以外の 不必要な、 甚だ 有害な 機能 を營 みっつ ある。 我々 の 考察で は、 

形式 を單純 都市に 選び、 工業 的 生產を 除外した が、 その 單純 都市に は 右の 法則が 行 はれて ゐた。 

なほ また さう した 單純 都市が その 生活費 を髙 上せし めたり、 或は その 體積 を增大 せしめた りする 

こと は、 都會 が田舍 のために 果たす 貨物 交換の 機能と は 全く 無關 係に 進行して ゐた。 今や 都會は 

絕對 消耗 體 となって 都會 自身の 存緩 のために 在り、 田舍を 助ける ために 在る もので はなくな つた。 

田舍を 助ける ことな ど は、 都會の 主たる 欲望で はない。 都會は 日夜い かにして その 結對 消耗 體 と 


しての 機能 を ra^ すべ きかに 肝 膽を碎 く。 今 若し 都會の 機能が 田舍を 助けて そ 0 貨物の 交換 を阆滑 

ならしめ るに あると したならば、 田 舍が都 會に資 り、 更に 都會 から 買 ふ 貨物の 分量 を大 ならしめ 

れ ば大 ならしめ る だけ、 都會は その 增大 せられた 仕事 を 菜た すため に そ の 體積 を增大 せしめる！^ 

であるが、 事實は 全く それの 逆であって、 田舍へ 〈さ 0 貨物の 分量が 少なく なれば 少なくなる だけ * 

實は都 會の體 積は增 大して ゐ るの だ。 卽 ち都會 は、 田舍 のためにな すその SI 有の 機能 を 少なく す 

れば 少なく する だけ、 都會 としての 存績性 をチ威 固なら しめて ゐ るの だ。 それ だから 都會は 社會全 

體 から 見て、 全く， 對的 消耗 をな す 不當ハ 存在 物な ので ある。 今 若し 都き をして 露に 田舍 のた め 

に盡 すと ころの 布 在 物で あらしめ ようと 欲したならば、 その 體積を 今 以上に 大いに 縮少 せしめな 

ければ ならない。 そして 都會 をして、 田舍 のために 計る 機能 だけ を ra^ たす 極^の 大 い さに 於いて 

あらしめ なければ ならな. so 

第二に、 都會は その 生活に 必要な 資料の 原價を 全部 田 舍へ轉 嫁せ しめ、 田舍は 自己の 生活 费以 

外に この 都會の 生活費の 原價を 全部 負擔 しなければ ならない とい ふこと は、 何としても 社會 生活 

の 公正 を缺 くもので ある。 前に 見て 來た 如く、 都會 は田舍 のために 計る よりも 以上の； 在 物 であ 

るから、 都會 のこの 生活費 原惯 の食擔 は、 田舍 が都會 に支拂 ふべき 當然の 報酬より は遙 かに 大き 

い。 寧ろ その 大部分 は、 何の 理由 もな く、 單に その 關 係の 然 らしめ ると ころから 不當に 負 課せし 

めら れ たもの だ。 田舍 自身 は 自己の 生活費の 原 慎 を食擔 し、 更に 都會が 利益率に よって 創造した 
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原廣 以上の 物價 を負擔 しなければ ならない が、 都會は その 生活費の 原 價を田 舍に轉 嫁し、 更に 原 

價 以上の 物價 は、 單に 相互 的に 商品 を 買 ふこと によって これ を人爲 的に 創造し、 以て その 生活費 

の 全額 を 極めて 安易に 支辨 する ので ある。 勿論 田舍の 生產は 原生 產 であって、 自己の 勞働 により 

根本的に 無より 有の 購買力 を 創造す るから、 それだけの 分量 づっ 田舍の 購買力 は增 大して 行く と 

も 見られる が、 都 會は單 に 一 の闢 係に よって、 人爲 的に、 任意に 購買力 を 創造す るから、 田舍の 

購買力の 增大は どんなにしても 都會の それと 角逐す る ことが 出来ない。 かくして、 田舍は どこ ま 

でも 蠶 食せられ て 行く。 併し 元 來都會 の 生活費 は、 田 舍と關 係す る ことにより 創造せられ たもの 

であるから、 田舍 との 關係 を已 めた とすれば、 最早 自滅す るより 外 はない。 隨 つて 都 會は、 自身 

の 存績を 計る ために 田 舍の存 糗をも 顧慮し なければ ならない。 田舍の 生活費が 最低の 極限に 達し， 

それ 以下に 下れば 最早 死滅す るより 外に 途 のない とき、 都會の 欲望 も 亦 その 最後の 極限に 達する 

理由 は、 右の 關 係の 觀 察に より 明らかにせられた であらう。 

第三に、 都會 は人爲 的に、 任意に、 その 生活費 を髙 上せし め、 或は その 體積 を增大 せしめる こ 

とがお 來、 また これが ために 特別の 犧牲 を支拂 はな. S とい ふこと は、 全體 の社會 生活に 取って 非 

常の 危險と 言 はなければ なるまい。 田舍 がそ Q 生活費 を髙 上せし める 方法 は、 更に 多くの 勞働を 

なして 以前よりも 多くの 分量の 原生 產を なすより 外にない。 併し このために は 田舍は 多大の 犧牲 

を支拂 はなければ ならぬ し、 また その 犠牲と 原生 產の 分量と にも 限度と いふ も Q が ある。 然るに 


都會 は、 その 生活費の 髙上 のために 何等の 犧牲を も支拂 はす、 且つ その 髙 上に は、 田舍を 死滅せ 

しめな. S 限り、 それに 限度と. S ふ ものがない。 だから 都會 では、 實に輕 佻に そ 0 生活 を贅澤 なら 

しめ、 それに 就いて 何等 悔 ゆると ころがな 5Q である。 併し 都會 がその 生活 を贊澤 ならしめ るの 

は、 實は 田舍の 生活 を 掠奪して ゐる 0 だ。 都會 がその 豪奢なる 料理店で 美味に 飽 いて ゐ ると き、 

田舍は それだけ 爐邊の 粗食に 飢ゑを 感じて ゐ るの だ。 その 社會 が全體 的に 生產 する 生活 資料の 分 

量に は 限度が ある。 その 有限なる 資料に ついて 一 が贅澤 であると き、 他は當 然粗贫 であるより 外 

はない。 信用 貨幣 を 含めての 貨幣 は、 一 の關係 表現で あるから 無限に 增大 する し、 隨 つて その 貨 

幣 により 表現 せられた 生活費 はいくら でも 增大 せられる であらう が、 生活 資料 自身 は そのままで 

は 少しも 增大 しない。 

第 四に、 その 社會の 物價が 都會の 生活費の 髙 下によ つ て 或は 高く 或は 低く 決定 せられる こと は、 

これ 亦全體 の社會 生活に 取って 非常の 危險 事と 言 はなければ なるまい。 田舍の 購買力 は 常に 一定 

して ゐる。 それ故に 物 慣の變 動に 隨ひ、 田舍は その 生活費 を動搖 せしめ、 或る時 は實 に慘愴 たる 

生活に さへ 堪 へなければ ならない。 然るに 都會 は、 この 物 惯の髙 低に よって 何等の 痛痒 を も 感ぜ 

や、 のみなら ゃ實は その 生活費の 任意の 變動 により、 この 物 價に動 搖を與 へて ゐる。 都會 が物價 

を 高める 仕方 は簡單 だ。 ただ その 生活 を贅澤 ならし めれば よい。 また 各 生計 軍 位の 個々 の 生活費 

が 一 定 である 場合に は、 都會は その 體積 を增大 せしめれば 隨 つて その 總 生活費 を增大 せしめる か 
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ら、 そ QlgEI^ として 物價を 高められる。 卽ち 都市の 體 積が 大きく なれば 大きくな るに 隨ひ、 そ Q 

社會の 物價は 高められる。 併し そのために 都會 自身 は. S ささ かも 苦します、 ひとり 田舍が 苦しむ 

ので ある。 田舍に 取って、 都會の 膨脹 は 自らの 生活 を 決する 最も 重大なる 吮詛 だ。 併し 田 舍の衰 

微 がその 極限に 達した 後 も 都會の 膨脹 は 依然として 巳まなかった とすれば、 都會と 田舍と を擧げ 

て、 その 社會 生活 は 根本より 覆滅す るの 外 はない から、 都會の 膨脹 はまた 全體 の社會 生活に 取り、 

最も 重大なる 呪，， 詛 でなくて 何で あらう。 然 らば 都會の 膨脹が 旣に 異常に 發 達した 場合 は、 何に よ 

り觀 測せられ るで あらう か。 私 は 先き に 都會に 比して 田舍が 非常に 大きい 場合 を 観察した。 この 

時には 絕對 消耗 體は その 生活 を贅澤 ならしめ るか、 或は その 體積 を增大 せしめた にしても、 その 

利益率に は變 動が 起らないで ゐた。 利益率が 變 化しない と は、 物 價が變 化しない とい ふこと だ。 

それ故に 物 價が髙 くなら ない 問 は、 都會に 比して 田舍 はま だ 非常に 大きく、 且つ その 生產 品の 全 

部 を 都會へ 委ねない こと を 示して ゐる。 然るに 一 旦物價 が 高められた とすれば、 都會と 田舍と Q 

關 係に は 旣に 重大なる 變 動が 起った ので ある。 物價の 動搖が 容易に 起る やうに なった 時 は、 田舍 

が 完全に 都會 に依屬 せしめられた 時で ある。 そして 物價の 動榣が 田舍に 取り 非常の 苦痛と して 意 

識 せられた とすれば、 その 時 都會の 生活 は贅澤 になり 過ぎた か、 或は その 體積は 不健全に 增大せ 

しめられた Q である。 我々 が都會 と田舍 との 關係を 重大の 問題と して 考察す る やうに なった 時、 

實は 都會は 田舍に 比し 異常の 膨脹 を 示した ものと 考 へなければ ならない。 また 物 慎が 下落した 時 


は、 何等かの 社き 的變 動から 都會 がそ 體積 を縮少 せしめた か、 或は その 生活費 を 低下せ しめる 

の 巳むな きに 至った 時で ある。 物價 は、 都會が 膨脹す る 限り、 次第に 高められる 木來的 傾向 を 持 

つ。 都 會の體 積が なほ 增大 しつつ ある 時、 物價を 下落せ しめたと すれば、 都會は その 生活 费を低 

下せし め、 その 下落が 或る 極限に 達すれば、 今度 は都會 自身 は その 最低生活費 以下への 生活費 Q 

沒落 により 脅かされる。 それ故に、 物價を 低下せ しめる ために は、 先づ 最初に 都 會{ ^膨脹に 何等 

か 0 阻害 を 加 へ る 方策 を 考慮し なければ ならない。 

^し 物慣を 決定す る係數 は、 これ 以上に 複雜な 構成 を 持って ゐる。 例へば ダグラス 氏が 分析し 

た 物惯の 構成の 如き も 決して 無視 せられて はならない。 物慣に は、 工業 的 生産から 來た係 數がゃ 

はり 重大な 關係を 持つ。 しかし 私の 分析した もの は 工業 的生產 をな さない 犟純 都市と 原生 產 をな 

す田舍 との 關 係より 發 生す る係數 として は飽對 的に 眞 であると 言 はなければ ならない。 

五 都 會と田  < 舌との 關 係の 文明 問題 

都會 と田舍 との かう した 關係 は、 文明 全體の 着色の 上に 何等かの 影響 を 加へ る こと は、 言 ふま 

でもない。 それ は旣に 述べた 社會 問題の それぞれの 傾向に よっても 推知 せられる。 それと 重複し 

ない 文明 問題と して は、 都會 と田舍 との 間の 關 係が つぎの 如き 重大な 問題 を 惹起す る こと を、 我 
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我 は 決して 忘却すべき ではない。 

都會の 生活 養 は、 全く 人爲 的に、 任意に、 都會ん 自身の 心意に 隨 つて 增大せ しめられ、 それに 

隨 つて 田舍の 生活 は 次第に 蝕 害せられた。 それならば 都會の 生活 養 は 何故 常に さう した 增大の 傾 

向 を 持つ ので あらう か。 これに は、 吾人の 欲望が 次第に 增 大して 行く と S ふ 心理的の 原因 は 勿論 

除外せられ てなら ない。 併し それ 以外に、 都會卽 ち絕封 消耗 體の 構成 自身が かう した 原因 をつ く 

る ことに も、 我々 は 十分の 注意 を 向けなければ ならない。 各人の 欲望の 增大 が都會 と田舍 との か 

うした 關係を 一層 危險に 進める こと は 言 ふまで もな. S が、 またよ く觀 察して 見れば、 かう した 關 

係が よく 人間の 欲望 を 複雜に 進行せ しめて ゐ るので ある。 

私 はこ Q 考察の はじめに、 結對 消耗 體の 構成 を 典型的に 描 5 て 見た。 そして 絕對 消耗 體の 自己 

ま 持が 行 はれ 得る ために は、 そこに は 一定の 人口が あり、 且つ それらの 人口の 間で 分業が 行 はれ 

ると いふ、 二つの 條 件が. 必要で あると 言って 置いた。 併し 人口 は 決して 常に 一 定数に 靜 止す る も 

ので はなく、 絕 えす 增大 する 傾向 を 持って ゐる。 今 若し 一 定数の 人口に より 或る 絕對 消耗 體が成 

立して ゐる 時に その 消耗 體 自身の 中で 人口が 增 大したと すれば、 その 消耗 體の 生活 はどうな るで 

あらう か。 この場合 その 生活が 些かの 傷害 もな く 進み 得る ために は、 二つの 方法が 考 へられる で 

あらう。 第一 の 方法 は、 その 增 大した だけの 人口が その 消耗 體の 外へ 出て 行く ことで あり、 これ 

によれば 關係は 前の 儘に 繼 綾して それに 少しの 變更も 加 へられ はしない。 第二の 方法 は 各 生計 單 


位が 一 様に その 生活費 を增大 せしめる ことで ある。 しかし この 第二の 方法が 行 はれ 得る ために は- 

各 生計 單 位の 含む 人員の 數が 一 様の 比率で 增大 しなければ ならない が、 さう した 場合 は 容易に 望 

まれない。 そこで 第三の 方法と して、 從來 在った 生計 單 位の 一 定數の 中から、 或る 新ら しい 生計 

單位を 分離し 成立せ しめる ことが 必要と なる。 然 らば その 新ら しい 生計 單 位の 成立 はどうして 可 

能と なる であらう か。 人口が 何れの 生計 單 位に 於いても 絡え す增 大して ゐる 時には、 その 增大し 

ただけ の 人口 は、 また それだけで 獨 立した 消耗 體の關 係 を 成立せ しめる から、 そ 0 消耗 體の 欲望 

は增大 しないで よい。 併し さう でなくて、 やはり 奮の 消耗 體の 中で 新たに それの 一 成員と なって 

加 はらう と 思った 時には、 その 新たに 獨 立し、 成立した 生計 單位 は、 何等か 從來 全く 見られな か 

つた 種類の 商品 を販寶 しなければ ならない。 絕對 消耗 體 では、 互 ひに 交換す る 商品の 種類が、 複 

雜 となれば なるほど、 それ を 組成して ゐる單 位の 數は增 加す る ことが 出來 るので ある。 商品の 種 

類が 複雑に なると は、 卽 ちその 消耗 體の 欲望が 複雜 になった こと を 意味す る。 絕對 消耗 體の 中で 

は、 それの 組成 者の 增加 する 必要から、 絕ぇす 新ら しい 欲望が 創造 せられる。 卽ち 新ら しい 欲望 

が 創造 せられて 都市 は 膨脹す るので はなく、 都市の 膨脹す る 必要から 新ら し. S 欲望 は 創造せられ 

て 行く ので ある。 

かう した 傾向 は、 今や 露骨に 我々 の 周 圍に實 現せられ てゐる こと を、 多くの 人達 は 旣に觀 察せ ， 

られ たこと であらう。 都 會には 商品の 洪水が 渦卷 いて ゐる。 それ は 我々 が 正しく 必要と した 種類 
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と數 だけ 0 もので はない。 商品 は 我々 の 註文に よって 造られた もので はなく、 我々 の 欲望に 選擇 

を强 ひて 無数に 吸に 觸れ ると ころの もの だ。 人 は 文明が 自分よりも 後れて ゐる こと を 感じ はしな 

い。 文明が 常に 自分 を 追 ひ 越し 自分の 欲望 を啓發 して ゐる こと を 感じて ゐる。 所謂 文明の 利器と 

いふ もの も、 我々 は それ を 使 ひ 慣らし、 最早 それ を 不便と したから、 更に 新ら し. S ものと 交替せ 

しめられ ると いふで はなしに、 絕ぇ. f 新ら しい ものが 我々 の 前に 押し寄せて 來る ために 我々 は 1 

1 それ を實 験す る ことが 出来す、 ただ その 新ら しい ものに 就く より 外 はない とい ふ狀 態に なって 

ゐる。 日本人 は 科學の 知識 を缺 いて ゐる ために、 一 々の 文明の 利器 を驅 使し 得ない。 それ は 確か 

に 一 つの M 理だ。 併し さう した 傾向 は、 敢て 日本人に 就いて だけ 言 はるべき もので はない。 今で 

はすべ て の 社會 が 他 より 增大 を强 ひら れた 欲望 の 處理に 自ら 苦しんで ゐ ると いふが 至當 である。 

新ら しい 欲望と して 絕對 消耗 體の屮 に その 存在 權を 認められる もの は、 なるべく 早く 人の^に 

つくも Q でない といけ ない。 その 欲 がま ことに その 消耗 體の 生活に 必要で あるか どうか は、 新 

たに參加する欲&^！として考へなぃでょぃことだ。 そこで、 我々 の都會 文明の 傾向と して、 人の 耳 

目に 入り 易く、 新奇なる 商品が 我々 の 店舗 を 飾る ことと なる。 また そのための 廣吿ゃ 宜傳が 次第 

に 猛烈と なって 來る。 それ だから かう した 廣吿戰 ゃ官： 傳戰が 社 食に 猛烈と なって 來た時 は、 都市 

の 膨腿は 次第に その 極度に 達した ものと 見なければ ならない。 生活の 原料 品の 生 產には 常に 一 定 

の 制限が ある。 然るに それらの 原料 品が これらの 廣吿ゃ 宣傳の 戰爭の 資料と して 消耗 せられれば 


消耗 せられる だけ、 その 社會の 中の 何人 かの 生活 は 粗 貧に ならなければ ならない の だ。 現代の 文 

明が いかに 多く 都 化せられ たか、 都市の 膨脹の ための 手段に せられて ねる か は、 以上の 理論と 

我々 の 日常の 觀 察と を 照し 合せて 明瞭に 理解し 得る ことで あらう。 都市の 文明が さう した 輕 佻な、 

奇矯な、 實 質の 乏し いものに 移って ゐる 時に、 田舍が これに 本能 的の 憎惡を 持つ Q はいかに も當 

然 である。 何故 なれば、 都市 Q さう した 空虚なる 浪費に よって、 その 生活 を  一 i? 粗 貧に せられる 

もの は實 に田舍 自身 だからで ある。 田 舍は必 すし も 新ら たなる 欲望 を ^11 みはしない。 原生 産の 分 

量が 不變 である 場合に は、 田舍は その 欲望 を增大 せしめて はならない。 文明の 欲 は 原生 產 0 分 

置の 增大に 正比例して 埒大 せしめられなければ ならない。 そして 若しも 文明の 欲 S お の 增大 率が 原 

生産の 分量の 增大率 を 超えた 場合に は、 この 比率の 均衡 を 恢復す るた めに 原生 産の 分量 を 增大 せ 

しめる 方策 を 文明 は 考慮し なければ ならない。 

六 絕對 淸耗體 法則の 數學的 表現 

絶對 消耗 體に關 する 法則 は、 最後に 何等か 數舉 的の 表現 を 持たなければ ならな いが、 私 は そ 0 

試みに 於いて 幾分 成功す る ことが 屮 Z 来た。 私が この 法則に つ S て 幾分で も オリ ヂナル だと 考 へて 

ゐる ものが あると すれば、 實 はこの 法則の 數學的 表現な 0 である。 私が 一 般的 法則で 主張した だ 
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けの ことならば、 從來の 文明 批評家が 旣に 漠然と は 主張して ゐた。 併し 私 は 更に 進んで その 文明 

批評に 客観的 表現 を與 へたので ある。 都會 と田舍 との 生活が 數學 的に 5 かなる 關係を 示して ゐる 

力 を 解 立 a する こと は、 仕事と して 決して 容易なる もので はなく、 從來 それに ついては 可 一 つ 法則 

らしい 法則と いふ もの が發 見せられ てゐ なかった。 私 は 自分の 發 見した 法則 を 以て 全く 十分 だと 

考 へる もので はない が、 この 基本的 法則 さへ 分明に なれば、 今後 それ を 基礎と して 雨 者の 更に 複 

雜な る 關係を 分解す る こと も 決し て 困難 ではな. S と 信す るので ある。 

絕對 消耗 體 法則の 數舉的 表現 を 簡單に 次に 記して 見よう。 

或る時 期に おける 都會と 田舍の 原料 消費 を a 及び b とし、 次の 時期に おける それ 等 を C 及び d 

とする。 次に それらの 各 時期に おける 利益率 を それぞれ ス 及び ァ とし、 それらの 各 時期に 於け る 

都會の 生活費 總額を それぞれ V 及び W とし、 原料 總價格 を 常に K とする。 この K は、 それ故に、 

常に 田 舍の總 購買力、 又は 總 生活費で も ある。 

然る 時て は、 

t>(l,M)  =  d(l  +  r)  =  K; 

a  ( 1 t-  )  =  V  c  ( 1 しつ r  )  iv 


V  _ し V 


次に 我々 は 


とし、 この 1=； を都會 の贅澤 率と 呼ぶ。 贅澤 率と は、 都市の 大 S さ を 同 一 と假定 した 時、 或る時 期 

に 於け る 都會の 原料 消費 總額を 以て 他の それより 後に 來る 時期に 於け る 都會の 原料 消養總 額を涂 

した もの を. S ふの である。 

a  TT  =  C 

この C に 前の 式 を當て 嵌めて、 


a  K 


1 +  r 

I  W  I 


我々 はな ほ 或る時 期に 於け る 都 會の總 商品 價格を X、 次の 時期に 於け る それ を Y を 以て 現 はす < 


Y  _  —  l  +  r 

TI I JJJI 
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ト ^ 1 —(IU- 

0,  *  I  x— 


これ を 前の 式に 常て 嵌めて、 

SI  a(lt)Y 

然るに 

a  (1 十；) = V 

であるから、 


V  Y 

wx 


; VY 

これが 我々 の 求めた ところの 法則であった。 それ を 言葉で 言 ひ 現 はせば、 

「都 會の大 いさを 不變 とすれば、 都會の 贅澤率 は、 都會に 於け る 後の 生活費 總額を 前の それ 


にて 凃 したる ものに、 都會に 於け る 前の 總 商品 慣格を 後の それにて 除した る もの を乘 じた 積 

である。」 

こ Q 公式 は、 都會と 農村の 生活の 相互 關係を 考察す る 時に、 常に 必要な 基礎 形式で あり、 我々 

はこれ に隨 ひ、 新たに いろいろの 關係を 知り、 且つ 計算す る ことが 3： 來 るので ある。 ここに 贅澤 

率と 呼ばれた もの は、 或は 都會の 原料 消費 率と 呼ばれても よい。 若しも 都會 の贅澤 率が 同一 に 止 

まって ゐた とすれば、 この 1" は 都會の 膨脹 率と なって ゐる。 

この 公式の 成功した 點は、 或る 商品の 原惯 とそれ の 利益率と を 知る ことなしに、 ただ 都き の 生 

活の 表面に 確然と 現 はれる 總 商品 惯 格と 生活 费總 額と を 知って その 贅澤率 或は 都會の 膨脹 率 を 知 

り 得る ことであった。 我々 はこの 公式 を さ へ 知れば 或る 都市の 生活が 從 前よりも 贅澤 になって ゐ 

るか どうか、 都會が 膨脹して ゐ るか どうか、 贅澤率 を 元の 儘に 止めて 置いた 場合の 公正なる 生活 

費 は 何程 かな ど を、 すべ て客觀 的に 計算し 得る ので ある。 

七 如何にし てこの 關係 を救濟 する か 

我々 の 公式に 於いて 利益率が 計算の 中に 加 へられて ゐな いのは 何 を 示す であらう か。 總 商品價 
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格は卽 ち物惯 である。 それ故に この 公式の 示す ところ は、 都會 Q 贅澤 さ、 又は 都會の 膨脹と 都會 

の 生活費と が 物價を 決定す ると 5 ふ事實 である。 然るに 都會の 賛澤さ 又は 都會の 膨脹と その 生活 

費の 增大 との 間に は、 當然因 Hi^ 關 係が 存在す る。 それ故に 我々 の 公式 は、 結局 物憒を 決定す る 要 

素 は都會 Q 生活費 自體 である こと を 示して ゐる ものであって、 私が 先に 分解した 法則 はこ こに 全 

く確實 に數學 的に 證 明せられ たので ある。 併し 我々 の 生活、 殊に 田舍の 生活に 取って は 最も 重大 

の關係 ある 物價 が、 單 に人爲 的に 變動 せしめられる 都會の 生活費に より 決定せられ ると は、 我々 

の社會 生活の 中に 於いて 何とい ふ大 いなる 危險 事で あらう。 

なほ また、 田舍 Q 生活に 取って は それほど 重大の 關係 ある 都會の 生活費が、 都會 自身に 取って 

は 何の 痛痒 も 感ぜられ すに、 任意に 高められ 得る と は、 何と S ふ大 いなる 危險 事で あらう。 最後 

に また、 田舍の 購買力、 卽ち 原生 產の價 格が、 物價の 騰貴と は 全く 無關 係に、 常に 同一 に 止まる 

と は、 これ 亦 何とい ふ大 いなる 危險 事で あらう。 いかにも 田舍 は、 一般 物價の 騰貴に 伴 ひ、 已む 

を 得な S 對抗 から、 その 原生 產の價 格 を も 騰貴せ しめ、 その 見掛け 上の 購買力 を 騰貴せ しめる で 

あらう が、 それに 正比例して 都會 の物慣 も騰赏 する であらう から、 田舍の 購買力 は 常に 同一 に 止 

まる。 しかも この 購買力 は、 實際は 見掛けの 上の ものに 過ぎない が 故に、 實 質的に は 田舍の 購買 

力 は 絡え す 低下し つつ あるの だ。 

然 らば 田 舍は 何故に これらの 大 いなる 危險を 冒しつつ、 都會 との 關係 を^ 然として 繼嘖 しつ つ 


あるかと 言へば、 その 理由 は 全く、 都會が 纏った 購買力 を 持ち、 田舍の 原生 產を 一纏めと して 購 

買し 得る ことに 歸 せられる。 然 らば 都會は 如何にし てこの 能力 を赢ち 得た かと 言へば、 人口の 奥 

圑が 特有な る 組織 の 絕對 消耗 體を 組織せ しめたから である。 

私 はこの 考察の 中で、 都會 と田舍 との 間に 存 する この 重大なる 關 係の 救濟策 をまで スケッチし 

て 見ようと は 思 はない。 併しい かなる 農村 問題 研究者 も、 最初に この 關 係の 救 濟策を 講じな けれ 

ばなら ない こと だけ は、 確實に 提示して 置きたい。 兩 者の 關 係は數 量的に 表現せられ たので ある 

から、 その 救濟 策を考 へる こと は 最早 大した 困難 事で はない。 私 は 今 さきの 法則に 暗示 せられた 

救濟 策の 方向 だけ を 言って 置く とすれば、 それ は 次の 如き もので あらう。 社會 政策 的の 行き方と 

して は、 都會の 膨脹と その 贅澤と を 警戒す る こと は、 確に 必要 だ。 何故 なれば それにより 物 慎の 

騰貴 を 防ぎ 得る からで ある。 併し 一層 徹底的な 方策と して は、 都會 からこの 絕對 消耗 體 としての 

機能 を 奪 ひ 去る ことが 必要で あらう。 その 機能 を 奪った 殘り は、 田 舍の生 產品を 彼此 交換 流通せ 

しめる ための 事務的 機能 を果す 部分と 純粹 の 工業都市 的 部分と である。 ここに 我々 は はじめて ェ 

業 都市 と田舍 との 關係 を尋究 すべき 場所に 到達した。 私 は その 關係を も 形式 經濟社 會學的 に 法則 

化し 得る と 信じて ゐ る。 現在の 都會 から 絕對 消耗 體 としての 機能 を 奪 ふこと は S かにして 達せら 

れ るか。 第一に、 田舍 が都會 に隸屬 した 根本の 理. E をな くす るた めに、 田舍は 自分の 力で 纏った 

購買力 をつ くらなければ ならない。 さう すれば 田舍は その 原生 產を 絕對 消耗 體の 手へ 委ねる 必要 
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を 持たない。 そして こ 0 購買力 Q 代表者と なった 現在の 結對 消耗 體を、 實體 的なる 人口の 壤圑で 

はない 軍なる 經濟 的第圑 にしなければ ならない。 卽ち 消耗 體の 機能 を實體 的の もの 物理的の もの 

から 經濟 的の もの 事務的の もの へ 移す ので ある。 第二に、 物惯の 決定 者 を、 都會の 生活 養と いふ 

如き 實 t: 的の もの 物理的の もので はなく して、 經濟的 の もの 事務的 の もの 卽ち 用 力に しな けれ 

ばなら ない。 その 信用 力の 機能に より、 田舍の 購買力、 卽ち 原生 產慣格 は、 物 價の變 動に 伴 ひ、 

これ を 公正に 變 化する ことが 出来る であらう。 卽 ち田舍 は、 現在の 物理的なる 絕對 消耗 體の 機能 

を、 經濟的 事務的なる 「組合の 信用 力」 に變 13- しなければ ならな いので ある。 そのための 細かい 

公式 を 述べる こと は 更に 私の 今後の 考察に 讓 りたい。 ここに 我々 は 一 と先づ 都き を 流動 化し 機能 

化する ことに 成功した。 我々 は 更に 前の 公式 を 某. 礎と して、 工業都市と E 舍 との 關係を 公正に 流 

動 化し 機能 化す るた めの 公式 を發 見す る 思索に 沈潜し なければ ならない。 

後記 私の 右の 論 は、 都會 と田舍 との 關係を 機能的に、 純粹 抽象的に 取扱った も 0 であるか 

ら、 ー讀 せられた だけで は その 意味 は 理解せられ 難く はない かと 思 ふ。 私が 數曰 M 的に 言って 

ある 箇所 は、 讀者 諸君 もこれ を 自己 自身の 問題と して 必ゃ 紙片の 上に 書き、 運算しつつ 熟考 

して 通讀を 進めて 貰 ひた. s。 そして 共同して、 この 法則よりも 先方の 考察 を 完成した. S も Q 

である。 農村 問題解決の 曙光 はさう した 關係 法則 を發 見す る こと 以外に 見出されな いこと を 


私は斷 言し て 憚らな 5- 。 また 私が 現今 社會 問題解決の 着手 點 とし て 消費 組合 運動 を カ說す る 

意味 を、 (後の 耷に 論す る 如く) この 論文 e 歸結 によって 知られた ことで あらう。 m 舍 がそ 

の 生産物 を 都 會に寶 り 渡さないで、 自己 自身で それ を瞵 買し 得る 購買力 を、 田舍は 創造し な 

ければ ならない。 換言すれば、 この 購買力 を 支配し 得る 信用 力 を 田舍の 支配 下に m はかな けれ 

ばなら ない。 この 時 今日の 都會は 消滅して、 S 举 なる I れ濟的 組合と なる ので ある。 カツ フ H 1 

ゃショ 1 'ウイ ンド ー は その 姿を消して、 そこに は 組合の 事務所が 殘 るので ある。 都會は 人類 

の 良心 を痲 1^ せしめる 享樂 地ではなくて、 田舍が これ を 支配す る 組合の、 事務所と 含 庫と 帳 

0 と货物 自動 草と の 澄 場 になる ので ある。 
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一 一 物價を 決定す る都會 農村の 關係 公式 

一 本質的 關 係の 典型的 形式 

農村の 原生 產 物が 農村 自身の 手に より 各自の 間に 分配 せられる 場合と、 それが 一 旦都會 を 通じ- 

或は そこの 工場で 複生產 の 經過を 通過し、 或は その 原生 產物 のままで、 再び 農村 人の 間に 分配せ 

られる 場合と では、 そ Q 商品の 價 格に 著しい 相違の 存 する こと は 言 ふまで もない。 現在の 社會に 

あって は、 これら Q 形式 は 甚だ 複雜の 關係を 以て 互に 入り組んで ゐ るから、 それの 單純 形式が い 

かなる 法則の 下に 經 過して ゐ るか を 知る は 容易 のこと でない。 併し 眞 に 農村 の 諸問題 を 解決 し よ 

うと 思へば、 何としても 最初に 都會と 農村との この 關係、 社 會學的 根本 關係を 明らかにし なけれ 

ばなら ない ので ある。  . 

かやう の 問題 は、 一面で は 確かに 統計 學 的に、 現賁 の社會 現象の 經 過に 就き 探究せられ 得る で 


あらう。 私 は、 今後 多くの 學者 がさう した 方面に 於いて 有力なる 成績 を擧 げられ る こと を 期待し 

て 巳まない。 併し その 統計 學的 事實の 根據に は、 一 の 本質的 關 係の 法則が 支配して ゐる笞 である。 

本質的 關 係と いったの は、 或る 典型的なる 都會 形式と、 同樣 農村 形式と を對 せしめ、 それによ 

つて 一 つの 自己 完了 的 封鎖 體を 成立せ しめ、 これ を 一 つの 社 會と考 へた 場合に、 必然的に 雨 形式 

の 間に 成立し なければ ならない 關係を 言った ので ある。 この 關係は 一 つの 本質的 關係 であるから、 

その 法則の 必然性 は單 なる 經驗 法則 的の 必然性 を 持った もので はなく、 絕對の 意味に 於いての 必 

然性を 持った ものである。 現實 の事實 は、 さう した 本質的 關 係が 非常に 複雜に 結合した 上に 成立 

した もので あり、 それら 諸種の 關 係が. S かなる 仕方で 相互 結合せ しめられて ゐ るか は、 全く 現 賞 

的歷 史的に 決定 せられる ことであって、 本質的 關係は それまで を 決定す る 力 を 持たない。 卽ち本 

質的 諸關係 の 相互 結合 に 於いて 歷 史的 諸關係 が 生す るので ある 。併し そこに もな ほ 何等か の 典型 

的 法則 は 支配す るで あらう。 その 法則 Q 持つ 必然性 は 全く 經驗 法則 的の ものである。 現實の 現象 

の 上に 試みた 統計 學的 方法の 成果 は、 この 二重の 結合 形式の 成果 を 示して ゐ るから、 隨 つて 統計 

學的 成果 は 直ちに 本來の 本質的 關 係の 成果 を 示す 譯 にいかない。 併し それ は、 その上に 適 當の條 

件 的 還元 を さ へ 加へ るなら ば、 かなりに 近く 本來の 本質的 關係を 示す こと も as 來る であらう。 統 

計學的 方法 は、 本來の 本質的 關 係の 成果 を實驗 的に 確認す る 場合に 甚だ 重要の ものと なる。 

私 はい ま 次に、 都會と 農村との 間に 成立す る さう した 本質的 根本 關係を 考察して 見たい。 村 
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に 於いて 成立せ しめられた 原生 產 物が、 一 旦都會 の 形式 を 通過して 再び 自らの 手許へ 還って 來た 

場合に、 その 生産物の 分量 は 如何なる 變化を 受けた か、 また その 價格は 如何なる 變化を 受けた か。 

それ を 純粹の 本質的 關 係に 於いて 認識して 見たい。 

併し 先に も 首った やうに、 私 は それ を 純粹の 本質的 關 係に 於いて、 換言すれば それ を 純 粹の典 

型的關 係に 於いて 認識す るので ある。 それ故に 私 は 最初に、 さう した 典型的 關 係の 條件を 決定し 

なければ ならない。 s 豊 村は必 すし も 原生 產 だけ をな す もので はなく、 それ は 複生產 を も 行つ 

てゐ る。 併しながら 我々 の 典型的なる 農村 は、 複生產 をな さ. f 原生 產 だけ をな す ものと する。 こ 

れは 我々 の 考察 を純粹 にさせる だけで はなしに、 なほ 現實 的に 観察しても、 かく 條件 づける 方が 

農村の 實 情に 近いから である。 し 農村 Q なしつつ ある 複生產 が、 金融 機 關の中 を 通過せ すに 行 

はれて ゐる間 は、 その 複生產 は、 言 はば 原生 産が 技術的 見地から 見て その 實質 を複雜 ならしめ た 

と 言 ふだけ のこと であり、 經濟學 的 見地から はや はり 原生 產 として 見られ 得る からで ある。 卽ち 

我々 の 着^ は 何時でも 經濟學 的の ものであって 技術的の ものであって はならない ので ある。 その 

複生產 が 金融 機 關の中 を 通過して ゐる 場合に は、 それの 經營者 は 農村 人で あっても、 それの 經濟 

的 性質 は都會 的の ものと なる。 蓋し 金融 機 關は藥 中 的、 體系的 傾向 を 持ち、 その 集中 その 體 系の 

中心 は 常に 都會 なる が 故で ある。 g 都會は 二種の 形式に 於いて 觀 察せられる。 それ は 工業都市 

と 商業都市と である。 我々 は それら 雨 者に ついて^々 の 考察 を 加へ なければ ならない。 併し 私の 


今 Q 考察に 於 S て は、 單 なる 商業都市 だけ を 取る。 換言すれば、 そこで は 何等の 工業 的 複生產 も 

行 はれす、 2 卓なる 商業 的 交換の みが 行 はれて ゐる とする ので ある。 2： かくの 如き 場合の 交換 は、 

それ だから 原生 產物 のみの 交換で ある。 それに は 二つ Q 形式が ある。 農村の 原生 產物は 都 會を逋 

じて 再び 農村に 還って 來る。 卽ち 農村 は、 都會を 通じて 自らの 間に 交換 をな す。 次に は 都 會は農 

村より！？ らした 原生 產物 を、 都會 自身の 生活の ために 費消し ようとし、 都會 自身の 內 部に 於いて 

交換 を 行 ふ。 こ 場合の 原生 產は 農村へ 還らない。 我々 の 典型的なる 關 係に 於いて は、 これら 二 

つの 交換 形式 は 共に 行 はれる ものと しなければ ならない。 ^ 最後に 右の 如く 條件づ けられた 都 

會と 農村と は、 相關 係して 一 の 共同 社會を 成立せ しめ、 その 社會は 自己 完了 的 封鎖 體 として 自存 

し 得る ものと する。 換言すれば、 その 社會は 他の 單位 社會 より 商品 を 輸入し、 或は それへ 商品 を 

輸屮 I する 何等の 必要 を も 持たない ので ある。 我々 の 典型的 關係 形式 は、 右の 如き 諸 條件を 併せ持 

たなければ ならない。 約言 すれば、 我々 の 今 取扱 ふ 典型的 一 形式に あって は、 農村 は 原生 產 をな 

し、 その 生産物の 一 部 は 都 會の手 を經て 再び 農村へ 還り 來り、 他の- 一 部 は 都會で 費消せられ、 か 

くして 都會と と は 相 依って 一 の 自己 完了 的 封鎖 體を 成立せ しめる ので ある。 かくの 如き 典型 

的 一 形式 は、 都會と 農村との 間の 關 係の 最も 簡單 なる ものであるが、 それ は 叉 同時に 兩 者の 問の 

關 係の 何れに も 必ゃ 含められ てゐ なければ ならな S 基礎 形式で ある。 我々 はこの 關 係に 於け る 法 

則 的 認識 を 基礎と し、 更に それ以上の 複雜 なる 本質的 關係 の 考察 に 進まなければ ならない。 
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農村と 都會と Q 間の 右の 如き 本質的 關 係の 中には、 なほ 幾つかの 典型的 形式が 含められる。 そ 

れ故 我々 の 考察 は 次の 如き 順序 を 以てな されなければ ならぬ。 S 右の 如き 都會 は、 本來. S かな 

る 典型的 形式の 經濟 生活 をな して ゐ るか。 なほ 進んで 首へば、 かくの 如き 都會 はいかに して 自己 

の 生活 を 支持し 得て ゐ るか。 g 右の 如き 都會 は. S かなる 仕方 を 以て その 生活资 料 を 農村から 得- 

且つ 農村の 原生 產 物の 相互 的 交換の 仲介者と なって ゐ るか。 この 第二の 考察 はまた 次の 二つの 考 

察に 分 たれなければ ならぬ。 (ィ) 都會に 比較して 農村の 大 いさが 遙 かに 大きく、 隨 つて 農村 は 

その 間に 都會を 仲介と しない 相互 的 交換 を 行って 居り、 その 原生 産物の 一部分が 都會を 通過す る 

場合、 (口) 都 會の大 いさ は 前よりも 擴大 し、 その 機能が 一 暦 生長せ しめられ たために、 農村の 

原生 產物は 一 且 悉く 都會に 集められ、 その 都會の 仲介の 下に、 その 生産物の 一 部分が 農村へ 還つ 

て來る 場合、 これで ある。 これら 二つの 關 係の 中、 後者 はより 一般的の 形式で あり、 現在 Q 社き 

的 狀態は 次第に その 前者より 後者に 向つ て 移行して ゐ るので ある。 それ故に 私 は 都會と 農村との 

本質的 關 係に ついて、 その 前者 を 特殊 的關 係、 後者 を 一般的 ■ 係 として 見て 行きたい。 

二 典型的 都會 形式の 生活 樣式 

我々 が 今 限定した 如き 典型的 都會 形式 は、 常に 如何なる 方法 を もつ て その 生活 を 支持して ゐる 


であらう か。 

参 

私 は 今 典型的なる 一都 會單 伉の 中に 於け る 米屋の 生活 を考 へて 見る。 こ Q 都會に 於け る 一生 計 

單位 一日の 生活費 はニ圓 であり、 その 中米 代 は 一圓で あつたと 假定 する。 なほこの 米屋 は、 原價 

八十 錢の米 を 一圓で 販賫 する こと， が 出 來 ると 假定 する。 卽 ちその 利益率 は 二十 錢 である。 米屋 は 

この 利益 を 以て その 生活費 を 支 償す る ことが 出来る。 卽ち この 米屋の 場合に は、 米屋 以外に 一 〇 

生計 單 位の 顧客 を 持ち さ へ すれば、 それで 毎日の 生活費 を 支 償す る ことが 出来る の で あ る。 

私 は 一例と して 米屋の 場合 を考 へたので あるが、 それと 同じ こと は、 すべての 生計 單 位に 就い 

て 一一 一一 II はれ 得る。 卽ち 我々 は、 その 都會の 中にはた だ 一軒 だけ 0 米屋が あり、 そ 0 都會 のす ベての 

生計 單位 はこの 米屋から 必要の 米 を 購入す る ものと 假定 する ことが 出来る。 なほ 進んで は、 その 

都會 Q 各 生計 單位 は、 互に 他 を 自らの 顧客と して 持ち、 それだけの 數の 生計 單 位さへ あれば、 そ 

れを以 て 丁度 自己の 生活費 を 支 償す る だけの 利益 を擧げ 得る と假定 する ことが 出来る。 然る 場合 

に は、 それらの 生計 單 位の 一 つ 一 っは必 すすべ ての 一 つ 一 つの 生計 單 位と 關 係して、 それの 消費 

生活に 於いて は 全く それだけの 數の 生計 單位を 以て 完了す る。 我々 は 最初に 右の 如き 典型的の 一 

都會單 位を考 へ なければ ならない。 然る 場合に はこ の 典型的 都會は それ 自身 何等の 生 產をも 行 は 

十して、 しかもな ほ 立派に 自己の 消費生活 を 支持す る ことが 出来る Q である。 然 らば それ は 如何 

なる 方法 を 以て 生活費 を支辨 した かと 首 へ ば、 彼等 は單に 自己 Q 生活に 必要で あると ころの 貨物 
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を 相互 的に 交換した だけであった。 相互 的に 商品の 交換せられ ると 5 ふ、 ただ それだけの 機構が、 

彼等 都會 人の 生活 を保證 したので あった。 この場合に、 都 會人は 生活に 必耍 なる 貨物 を 交換す る 

とい ふその 勞働 をな したから、 その 勞働 報酬と して この 利益 を を さめ、 その 利益に より 生活費 を 

支辨 したと 考 へる ことが 普通の： U 方で は ある けれども、 都會と 農村との 關係を 着服 點 とした 場合 

に は、 今の 考へ 方は必 すし も正當 ではない。 何故 なれば、 都 會と田 舍とを それぞれ 一 單 位と して 

考 へた 場合に は、 今 言った やうな 交換 は、 單に 消費の み をな す 都 會の內 部に 於. S て 行 はれる こと 

であり、 その 交換の 有無 は 農村に は 何 Q 關係 もな く、 農村 自身の 見地から は、 都會が 自己 Q 消費 

物を單 にかく 相互 交換 をな すと い ふだけ の 機構 を 以て 生活し 得る こと は、 甚だ 奇怪なる も の なる 

が 故で ある。 我々 通常の 見方 は、 都會 人が すべて 商人と なり、 その 商品 を 他へ寶 り 捌く とい ふ 

ことであった。 それ故に この 商人の 勞働 報酬が 考 へられた ので ある。 併し その 意味の 賣り 捌きな 

ら ば 、 農村 人 がその 原生 產物を 都會人 へ 賫る時 に も 成立 して ゐる と 言 は なけれ ば ならぬ。 然 る に 

こ G5_.Mn に は、 寶る こと 自身に は 報酬が なく、 原生 産の- 勞働 だけに 報酬が あった。 それ故に 先き 

の都會 人の 商品の 相互 交換の 場合 は、 各人 は 自己の 生活に 必耍 なる 貸 物 を 他の 都會 人より 互に 購 

入しつつ ある 一 の 購買 關 係の 相 ！：；！ 複合した ものと しても 見られ 得る ので ある。 都 會人を 個々 的に 

考 へす 都會 人全體 として 纏った 形の ものにし これ を 田 舍に對 せしめた とすれば、 都會 人と E 舍人 

とそれ の 生活様式の 相違 は對摭 的に 示される。 何れにせよ、 農村 人と 都會 人と Q 生活様式に は 著 


し. s 相違の ある， こと が 分明 である。 農村 人 は 原生 產に よ る 純 粹の勞 働 報酬 を以 て 生活費 を支辩 し 

なければ ならない が、 都 會人は 自己 自身 の 生活に 必耍な 貨物 を 自身 の 內 部で 相互 的に 交換す る と 

い ふ 機構 をつ くる ことによって、 そ 0 生活 费を 支辨し 得る ので ある。 それ故に 都會 人の 生活の こ 

の 機構が 極めて 秩序 的に 組織 立てられ た 場合 に は 、 都會人 G 外見 的なる 勞働 特質 は 極めて 意味の 

乏しい ものと なり、 都會 と田舍 との 生活様式の 相違 は 甚だ 露 <n に 暴露 せられる ことで あらう。 

右の 如き 都會 形式の 成立した 場合、 それに 就き 次の 社き 的 特質が 注意せられ なければ ならない。 

かく 條件づ けられた 都會 形式が 成立し 得る ために は、 或る 數の 生計 單 位が 存在し、 それらの^ 

に 商品 を賣る ことに 就いての 分業が 成立して ゐ なければ ならない。 何故 なれば かくして 或る 數の 

生計 單伉 がその 持つ ところの 商品 を 相互 的に 交換す る こと は、 都會 とい ふ 一 つの 機構の 動き 出す 

根本の 條件 であり、 それにより 農村の 原生 產が 都會を 通過す る やうになる からで ある。 若しも 生 

計 軍 位の 数が 餘 りに 少なかった とすれば、 各 生計 sah:^ は その 生活費 を支辨 する ための 利益 を舉げ 

るに 困難と なる。 

都會 形式の 含む 生計 單 位の 數が 少ない 時には、 その 生活費 を支辨 する ために 寶る 商品の 利益率 

を大 にしなければ ならぬ。 換言すれば 小なる 都會に 於け る 物 價は髙 くなら なければ ならぬ。 これ 

に反して、 その 含む 生計 單 伉の 數が 大きい 時には、 物惯は 低くなる ことが £ 來る。 併し この 關係 

は必す しも 常に そ Q ままに は 行 はれ 難い。 それ は 後に 詳しく述べ る資澤 率の 高低が 物慣を 決定す 
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る 要素と なり、 且つ 都 會が大 になれば なる 程、 それの 贅澤率 も亦大 となる からで ある。 また 小な 

る 都會に 於いて 多くの 顧客の 得られない 場合に は、 その 都會の 各人 は隨 つて その 生活費 を も 低下 

せしめて 滿 足す るから、 そこでの 物慣は 高くなら ない。 なほ また 都會は 一定 度 以上に 大きく なれ 

ば、 複合 的の 都會 形式 をつ くり、 そこで は 或る 一種の 商品 を寶る ものが 二 軒 以上 出来る やうに な 

るから、 右に 述べた だけの 理由 を 以て は、 都 會の大 いさ は 直ちに 物價の 決定 原因と なること が 出 

来ない。 

最初に 或る 数量の 貨物 を 生活 资料 として 消費し、 後 それと は異 つた 數 量の それ を 消費した とす 

れ ば 、 前者 の 數量 を 以 て 後者 の それ を 除した もの を 後 の 場合の 贅澤率 と 呼ぶ ことが 51 來 る。 その 

數 量の 代りに は、 全く 同一 の 事情の 下に 於いて 兩 者の 場合の 費消す る 原價を 以てする ことが 3^ 來 

る。 都會の 生活 は、 その 贅澤率 を どれ 程變 化せし めても、 都會人 自身と して 何程の 痛痒 を も 感じ 

はしない。 何故 なれば かく 贅澤 率が 變化 せしめられた 場合に は、 それに 釣合 ふやう に、 各 生計 單 

位 は その 利益率 を變 化せし めれば よい。 t 叶し その 利益率の 變動 は、 都會 人の 間に 一 律に 行 はれる 

ので あるから、 都會人 自身と して は それに 何等の 痛痒 を も感す る ことが な 5 ので あ る 。 

かくして 都會人 は、 全く 任意に その 贅澤 率を髙 上せし める ことが 出来る。 その 贊澤 率の 髙上 は- 

都會 としての 镄構 及び その 機能に 何等 Q 變化を も 生ぜし めはしな. S  。この こと は都會 と 農村 と の 

關係を 規定す るに 非常に 重大の 事柄で ある。  . 


三 都會と 農村との 特殊 的關係 

我々 は旣に 都會の 機構が. S かにして 成立し、 それが 如何にして 運用 せられて ゐ るか を 見る こと 

が 35 來た。 併し この場合に は それの 原料が 如何にして 都會へ 提供せられ るか を まだ 見て ゐ なかつ 

た。 それ 故 次に は、 都會は 右の 如き 機構 を 以てい かにして その 費消す る 生活 資料の 原惯を 支辨し 

得る か を 見て 行きたい。 生活 資料 を 都會へ 供給す る もの は、 我々 の 考察の 場合に は 全く 農村で あ 

る。 何故 なれば、 令の 考察の 中にはす ベての 形式の 工業 的 複生產 を 含めなかった が 故であった => 

さて かくして 都會が 農村と 關係 する 場合に は、 先き に 述べた 如く、 特殊 的關 係と 一般的 關 係と 二 

つ の 場合が あつたから、 その 順序 を 以て 我々 の 考察 を 進めて 見たい。 

(第一) 都會と 農村との 特殊 的關係 我々 が 今 特殊 的 園 係と 呼んだ の は、 都會に 比較して 農村 

が 大きく、 農村の 原生 產 物の 僅かに 一 部 だけが 都會を 通過す る關 係の ことで ある。 

私 は 今一 定時 期に 於け る 或る 都會 0 生活費の 全部 を  一 二 〇 圓 であった と 假定 する。 それの 原料 

は 一 〇〇 圓 であった。 隨 つて 都會は 農村に 對 して 一 〇〇51 の支拂 をな さなければ ならぬ。 都會は 

一 〇〇 圓の原 價のも 0 を 一 一 一〇 圓の 生活 養卽 ちそれ だけの 全物價 にした ので あるから、 その 利益 

率 は 二割であった。 然る 時には、 都會 はこの 利益率の 二割 を 以て、 農村の 生産物 を 農村へ 寶るこ 
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とに より、 への 支拂を 償却し なければ ならない。 卽ち 農村から 五 〇〇圈 の 原料 を 仕入れ、 こ 

れを六 〇〇圆 として 再び 農村へ 賣れ ば、 差 引 一 〇〇 圆を 以て 自らの 支拂を 償却す る ことが 出来る。 

然る 時には、 都會の 機構の 中 を 通過す る 貨物の 全 原 惯は六 〇〇圓 であり、 それが 七 二 〇 圓 の都會 

に 於け る總 商品 價格 となつ て 現 はれた ことになるの である。 都會 はか かる 仕方 を 以て、 自らの 費 

消す る 生活 资 料の 原 價を辨 俊す る ことが 來る。 併し 都會 は、 自らの 生活 を 支持す るた めに、 そ 

の 生活 資料 Q 原價に 比較して は 甚だ E 額の 商品 を 造った ものと 一一 一一 n はなければ ならぬ。 今 場合に 

あって は、 一 〇〇圓 の原惯 を支拂 ふために 七 一 一 〇^ の總 商品 價 格が 造られた のであった。 なほ ま 

た 今の 場合に 於いて は、 都會に 比較して 農村の 大 いさ は大で あつたから、 都會が 農村へ 轉嫁 する 

商品 を 何程 多く 造った にしても、 農村 は それ を 吸收し 得る とせられた のであった。 

今の 場合 を 公式 的に 表 はして 見れば、 次の やうになる。 V は 都 會の總 生活費、 P は 農村より 得 

て 再び 農村へ 賣り 還す 商品の 總價 格と する。 これら 雨 者 は 何れも 原 便でなくて、 寶價 である。 今 

都會 によつ て 造られる 總 商品 價格を X とすれば 

X  =  V  + 1^ 

である。 a を 都會の 生活 资料 原惯、 スを 利益率と すれば、 


v.-a( 1 i) 

これより して、 

... X  = ズ； +-)  5 

ここに 一 つの 公式が 得られた。 この 公式に よって 見れば、 都會と 農村との 特殊 的關 係の 場合に は、 

都會 に 於け る 總 商品 慣格卽 ち 物慣を 決定す る 要素 は、 都會に 於け る總 生活費と 商品 の 利益率 と で 

ある。 かくして 物價が 右の 二つの 要素に より 決定 せられる こと は 甚だ 重要で あり、 殊に 都 會の生 

活 費が 商品 の 利益率と 別 々に 動く ことの 可能なる こと は、 最も 重要で あ る と 言 はなければ ならな 

い。 換言すれば、 都會に 比較して 農村の 犬なる 場合に は、 都會の 生活費 は 直ちに 物债 決定の 唯一 

的耍 素で はない。 

併し 今 述べた やうな 让方を 以て、 都會 自身 は 何等の 原生 產 又は 複生產 を も 行 はない に拘ら す、 

農村より 生活 資料 を吸收 し、 それによ つて 自己の 生活 を 支持し 得る こと は 明らかにせられた。 換 

言 すれば、 都會は 或る 機構 を 持って ゐる ために、 ただ その 機構 を 動かす ことにより 自らの 生活 を 
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支持し 得る ので ある。 この場合 にも、 都會 自身 は その 利益率 及び 贅澤率 を 任意に、 自ら は 何等の 

痛痒 をも感 する ことなしに、 變 化せし める ことが 出来る。 た * たかくして その 贅澤率 を增大 せしめ 

た 場合に も、 農村 は殘 りなく、 都會の 生活 養の すべて を支辨 する ので ある。 換言すれば 都 會の生 

活资 料の 原價 a は、 都會が 農村に 支拂ふ もので はなく、  t-=—f として、 農村が 農村 自身に 支 

拂っ たもので ある。 平易に 言へば、 都會は 如何に 贅澤 なる 生活 をな さう と、 その 生活の 贅澤 なる 

こと は都會 自身に 何等の 痛痒 をも與 へす、 その 生活 資料 は 全部 曲お 村から 與 へられて ゐ るので ある 

それ故に 都會が 存在す る こと は、 農村に 取って は その 都 會が费 消す る 生活 资料 だけ を 自らの 中よ 

り 奪 ひ 去られる ことで あり、 自身に は 何程の 利 もない。 都會 がなければ 農村 人 は 自己の 生活に 必 

要な 貨物 を 得る ことが 出来な いやう に 我々 は考 へて ゐる けれども、 若し 都會を 以て かくの 如き 機 

能 を 果たす ために 我々 が これ を 成立せ しめた もの だと 考 へ たと すれば、 我々 の 都會は そのために 

甚だ 損失の 多い 形式で あると 一 百 はなければ ならぬ。 何故 なれば、 都會は 第一 に、 その 機能に は不 

相 應な大 いさの ものと なり、 隨 つて そこで は 甚だ 多くの 生活 資料 を费 消して ゐ るし、 第二に、 そ 

こでの 生活の 贅澤 さは 全く 都會人 自身に よつ て 任意に 定められ るが 故で ある。 隨っ て 農村 はこ の 

機能の ために、 甚だ 巨額の 代償 を都會 へ 支拂は なければ ならない。 

私 は 約言して 次の 如くに 言 はう。 一定 數の 人口 を 持つ 社會的 集圑が あれば、 それ 自身 は 何等の- 

生 產をも 行 はすして 絕對的 消費 を なすこと が 出来る。 そして この 集圑 自身の 費消す る货 物の 原價 


全額 を 完全に 支拂ふ もの は 農村で あり、 その 集團 自身 は 何等 これに 關 すると ころがない。 かくの 

如き 社會 的 集 圑を私 は絶對 消耗 體 と 呼ぶ。 都會 はさう し た絡對 消耗 體 である。 

四 都會と 農村との 一般的 關係 

(第二) 都 4,1」」 農村との 一般的 關係 都 會の大 いさが 農村の それに 比較して かなり 大きく、 隨 

つて 都會 は經濟 的に 完全に 農村 を 征服し、 農村の 原生 産物の 全量 は 一 旦 都，. ぽを逋 過した 後 それ Q 

一 部分が 再び 農村へ 還り 來る 場合で ある。 何故 農村 は その 生産物の 全部 を 都 會へ賫 り 渡す かと 言 

へば、 その 原因 は 種々 ある けれども、 主として 都會は その 組織の 上から 信用 力 を 集中せ しめる こ 

とが 出來、 隨 つて 農村 はこの 場所に 於いて 纏まった 購買力 を 見出す ことが m 來 るからで ある。 生 

產物 を賣る ものの 立場と して は、 それに 對抗 する 購買力が 幾つかに 分散せ しめられて ゐ るより は- 

一 つに 集中 せられて ゐる 方が 都合よ い。 農村が かやうな 購買力 を 求めて ゐる 間に、 その 生産物の 

全量 はすべ て 一 旦都會 へ 集められ、 都會の 手に よって その 一部分が 再び 農村の 消費者へ 還り 來る 

ことと なった ので ある。  . 

この 一般的 場合に 於いて 重要な こと は、 前 式に 於いて 示された P 卽 ち田舍 へ轉寶 せられる 商品 

の價 格が 無限に は增大 せしめられ 得ない とい ふこと である。 農村での 原生 產 物の 全量 は、 すべ て 
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一 且都會 へ 集中せ しめられる Q であるが、 この 全量 は 常に 一 定 である。 農村の 生產 様式が 特殊の 

方法で 改造 せられな S 限り は、 この 全量 だけ は 何時に なっても 平均 的に 一定し、 それより 增 減す 

る を 得ない。 今 若し その 全 分量 を 原 债で現 はした とすれば K である。 さて この K の 全 分量に 就き、 

それ を 都會と 農村と へ 配分す る Q であるから、 都會 がより 多く 消費 すれば 農村 はより 少なく 消費 

する こ ととなる 0 

我々 は 今 二つの 場合の 例 を 想像して 見る。 これら 二つの 場合に 就き、 農村の 原生 產 物の 全量 は 

原愤六 〇〇圆 であった。 前の 場合に は、 都會は その 中の 一 〇〇51 を 消費した。 然る 時には 都會は 

田 舍へ寶 り 返す 笞の五 〇〇 圆 の原憒 0 商品 を もっと 高. S 惯 格の 商品に なし、 その ャ 額卽ち 利益 を 

以て 丁度 この 一 〇〇li の 生活 養 原價を 償却し なければ ならない。 今の 場合に は その 利益率 は 二割 

である。 その 結 都 會の總 生活費 は 二 一〇 圓、 農村の 總 生活費 は 六 〇〇 圆、 これらす ベて を 合 

せた その 共同 社會の 商品 總惯格 は 七 二 〇 圆で ある。 次に 後の 場合に は 都會の 生活費 原價は 1 1〇〇 

K、 農村の それ を g:〇〇5I であった とする。 然る 時には 都 會は五 割の 利益率 を 以て 丁度 その 生活 

費 原 憤を惯 却す る ことが 出來 る。 その 結 * 都 會の總 生活費 は 三 〇〇 圆、 農村の それ は 六 〇〇 圆で 

あり、 この 共同 社會の 商品 總惯格 は 九 〇〇圓 である。 これらの 例によって 示される 如くに、 利益 

率 は 今 は 任意に 定められる こと. が £來 す、 都會 がその 生活費 原價を 定める ことにより、 それに 伴 

隨 して 或る 比率 を 以て 定められる ことと なる ので ある。 そして 都會が i& だ 大きい 場合に は、 都會 


がその 生活費 原 價を髙 上せし める 比率に 比較して、 商品の 總價格 卽ち物 價の髙 上す る 比率 は 極め 

て 大きい 0 である。 

これ を 公式に よって 現 はして 見る。 初め Q 場合に 於け る 都會の 生活 费原價 を a、 農村の それ を 

b、 利ハま 率をス とする。 同様にして 後の 場合の それら を 順次 c、  d、  r とする。 また 都 < ^に 於け 

る 生活 養總額 を、 初めの 場合 V、 後の 場合 W とし、 この 共同 社會に 於け る總 商品 惯格を X、  Y と 

する。 然る 時には、 

a  +  b  ヌ 

C  +  d  = ヌ 

また 農村が 都會 より 支拂 はれる 金額 は 常に その 原價に 外ならぬから、 すべての 場合 を 通じて それ 

を 一定して K であり、 都會 はこの K を b>(l  +  /o 又は d(l  +  r) によって 支拂 ふこと が出來 

る。 それ故に、 

び ( 1 +  =  k;  . 

である。 次に 

a(li)  =  v 

c  ( 1 +  r  )  =  W 
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V 


+  r 

今 もし この 都 會の大 いさを 一 定 であると し、 ただ そ Q 贅澤 さの み變 動す る ものと 假定 すれば、 

に 言った 如く、  CI  a はこの 都會 の贅澤 率で ある。 この 贅澤率 を 1- で 現 はす。 

C 

a 

aTr  ="  c 

この c に 

—w  , 

を當て 嵌めれば、 


a  Tt 


+  r 

一 V 


？  a  ( 1 +  r) 

前に 言った 如く X、  Y を 


先 


と 置く。 然る 時には、 

X  l—li, 

—Y—  I TTT' 

これ を 前の 式の 中の i+r に 代用 させれば、 

X 

然るに 

a(l ±  )  =  V 

であるから、 
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、。ノ 

a  =  — ミ  (2} 

これが 我々 の 得る ことの 出来た、 都會と 農村との 一般的 關 係の 場合の 關係 公式であった。 これ 

を 言葉で 一 百 へば 次の 如くになる。 

「都 會の大 いさを 不變 とすれば、 都會の 贅澤率 は、 後の 都會總 生活費に 前の 總 商品 價 格を乘 

じた 積 を、 前の 都會總 生活費に 後の i 商品 價格 を乘 じた 積 を 以て ^ した 商で ある。」 

この 公式 を 採用す る 時には、 我々 は 今後 或る 典型的なる 都會 Q 生活の 贅澤率 を 計算す る ことが 

出来る。 由來 或る 生活が 前よりも 贅澤 になった かなら ないか を 計算す る は 甚だ 困難の もので あつ 

た。 何故 なれば、 その 社 會の物 價は不 斷に變 動して ゐ るから、 その 變 動して ゐる 物價を 以て 言 ひ 

現 はした 生活費の 比較 は、 少しも 正しい 比較に はなって ゐ ないし、 また その物 價を 一定 0 標準の 

上へ 換算 整理しょう としても、 物 價の變 動と 生活費の 變 動との 關 係が， 明らかにせられて ゐ ないか 

ら、 その 換算 整理 も 亦 可能ではなかった ので ある。 然るに 我々 0 場合で は、 生活 資料の 原 價の上 

でさへ 一定 基準への 整理 をな せば、 その後 は單に その 時の 物價を 以て 計算して、 都會の 生活の 贅 

澤率を 計算す る ことが 3： 來 るので ある。 それが 今の 公式の 特色と いふべき である。 


今の 公式 を 特殊 的關 係の 場合の 公式に 比較して 重要なる こと は、 利益率が 公式の 中に 出て 來な 

力った ことで ある。 そして X と Y と は v と W とに 全く 無關 係なる もので はなく、 全くのと ころ V 

と W とに よって 決定せられ たもので あるから、 この 公式に 於け る 唯一 の 決定的 要素 は v と W とで 

ある。 また 次に 贅澤率 は 直ちに V と W との 生活費 總額 となって 現 はれる もので あり、 兩 者の 間に 

も 相 依的關 係が ある。 それ故に この 社會に 於け る 商品の 物價を 決定す るに ぁづ かる 唯一 の 要素 は 

都會 自身の 生活費な ので ある。 

を 我々 は贅澤 率と して 言 ひ 現 はした。 併し それに は、 都 會の大 いさが 變動 しない ことの 條件 

が 必要であった。 實際 は、 は贅澤 率に 都き の大 いさの 增加率 を 乘 じた ものである。 それ故に 

は 眞實は これ を 都會の 消費 增加 率と 呼ん で、 その 中に 都 會の大 いさの 增加率 を も 含める がよ いの 

である。 我々 は 都 會の總 生活費と その 共同 社 會の總 商品 價 格との 變化を 知れば、 それにより、 都 

食が どれ だけの 比率で その 生活の すべて を增大 せしめて 來 たか を 知り 得る ので ある。 

かくして 我々 が 知り 得た こと は、 我々 の 考察した やうな 典型的の 共同 社會 にあって は、 物惯の 

騰貴 について は 全く 次 のこと が 言 ひ 得ら れる ことで ある。 

「我々 の 典型的 社會に 於け る 物慣の 騰貴 は、 全く その 社會の 中の 都會 がその 消 養 率. 增.^ せ 

しめた こと、 換言すれば、 都會 がその 大 いさを 增大 せしめた か、 或は その 生活費 を 高 上せし 
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めた か、 又は その 兩 者に 起因す る。」 

五 都鄙 關 係の 根本 法則 

都會は その 大 いさを 增大 せしめ、 或は その 生活費 を 高 上せ しめたに せよ。 それにより 都會 自身 

は 何等の 痛痒 を も 感じない こと は、 この場合 にも 同様に 行 はれて ゐる。 正しい 見方 は 寧ろ それの 

逆で あり、 都 會はそ 0 大 いさを 增大 せしめ、 叉 は その 生活費 を 高 上せし める 必要 上、 その 共同 社 

會 の物價 を騰贵 せしめた のであった。 物 債が 騰责 したから 都會の 生活費 は 貧弱と なる のでな く、 

若しも 都 會の大 いさ さへ 增大 しなかった ものと すれば、 物慣 の騰贵 する ことによって 都會の 生活 

费は高 上し 得た ので ある。 併し 若しも その 贅澤 率よりも もっと 高い 程度で 都 會の大 いさが 膨脹し 

たものと すれば、 都會の 生活 餐は 前よりも 低下す るより 外 はない。 更に また、 前の 公式に よって 

敎 へられる 如く、 都會の 消費す る を 得る 生活 资 料の 總額 は、 或る 物 價に對 し 決定 せられて ゐ るか 

ら、 その 都會の 一 部の 人達 Q 生活が 極度に 贅澤の ものに なった とすれば、 隨 つて 他の 部分の 人達 

の 生活 程度 は 極度に 低下し なければ ならない。 これらの 事柄 はすべ て 現在の 都會 生活に 見られる 

傾向で ある。  • 

然 らば 農村の 生活 は、 この 物惯の 騰貴に より 如何なる 彩 響 を 受ける であらう か。 換言すれば、 


物價 の騰責 する ことによって 農村の 生活 程度に はいかなる 變 化が 加 へられる であらう か。 それ は 

一見しても 知られ 得る ことで あるが、 なほ 精確に 計算して 見れば、 次の 如くになる。 

我々 は 都會の 消費 率 k に對 し、 d 一 b を 農村の 消費 率と し、 これ を r レ. にて 現 はす。 然る 時には、 
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また この を 除去す るた めに、 公式 ， 力 を それに 當て 嵌めた とすれば、 
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V  く  WX 

や ff-  (4) 

これ を 言葉で 言 ひ 現 はせば、 次の やうになる。 

「農村の 消 養 率 は、 前の 總 商品 惯格を 後の それにて 除した 商で ある。 或は 農村 Q 消費 率 は歡. 

會の消 に 前後の 場合に 於け る 都 會の總 生活 あの 逆比 を乘 じた 積で ある。」 

最も 簡單 に 言 ひ 現 はせば、 


「農村の 消費 率 は、 その 共同 社會に 於け る 物 慣の變 化に 逆比例す る。」 

卽 ちその 社會に 於け る 或る時の 物價が 前の 時^ それの 二倍に なった とすれば、 農村の 生活 程度 

は 前の 時の それの 一 一分の 一 になった ので ある。 併し この ことに は 一 定の 限度が 存 する ものと 言 は 

なければ ならない。 それ は 農村 人が 生理的に また 經濟 的に、 かく 限定 せられた 生活 程度に 對し、 


果してよ くそれ に堪へ 得る や 否やと いふ ことで ある。 その 堪へ 得べき 限度 を 超過 すれば、 豊村は 

生理的 及び 經濟 的の 原因に よって 滅亡し なければ ならない。 し 農村が 滅亡した 時 は 同時に 都會 

の 滅亡す る 時で ある。 何故 なれば、 都會の 生活 は 右に 述べた 關係 により、 全く 農村の 原生 產 生活 

の 上に 立って ゐ るが 故で ある。 

右の 公式 は、 勿論 我々 が 最初に 條件 づけた 限りの 典型的なる 社會に 於いて 本質的に 考究せられ 

たもので あった。 それ故に この 公式 は、 直ちに 現實 的なる 何れ か Q 都會と 農村との 關 係に その 儘 

適用せられ 得る とい ふので はない。 併しながら 叉 他面で は、 苟し くも 何れ かに 都會と 農村と が存 

する 限り、 この 公式に よって 示された 法則 は、 兩者 C 一 關係を 嚴密に その 通り 規定して ゐる ものと 

言 はなければ ならない。 我々 は兩 者の 關係を 本質的に 考究す る こと を 目的と して 来たから、 すべ 

ての 場合に a +  t-  =  K,  c  +  d  =  lC と 規定して 來 たが、 K の實 際の 數字は 一定 しないに 相違な 

い。 何故 なれば 一般 物 價の變 動に 伴隨 して K の實 際の 數字も hK とい ふやう に變 動す るに 相違な 

いからで ある。 併し その 場合に も、 我々 の 公式に よって 示された 本質的 關係は 決して 變 化しない。 

ただ V、  數字 だけが 變 化する。 それ故に 實際 Q 計算に 當 つて は、 V、  Y は 常に vlh、  Y¥ 

として 計算せられ なければ ならない。 こ^^卜 の 値 を實際 の社會 現象に ついて 知ろ こと は 大して 困 

難の ことで な so 
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六 農衬 問題解決 へ の 方向 

^は 今や、 規定 せられた 典型的 社會の 中に 於け る 典型的の 都會と 農村との 關係を 公式で 示す こ 

とが 出來 た。 これによ つて 示された 實際 的の 社會 問題 は、 都會が 膨脹す る こと、 都會の 生活費の 

高 上す る こと は、 農村 自身の 存立に 甚大なる 脅威と なること であった。 然 らば 都會は 何故かく 膨 

脹 して 巳まぬ ので あるか、 また その 生活費 はかく 高 上して 已ま ぬので あるか。 その 原因 は 他の 方 

法の 考察に より 全般的に 研究せられ なければ ならぬ。 併し 少なくも 我々 の 公式に 關聯 して 考へ得 

られる こと は、 絕對 消耗 體と して 互に その 商品 を 交換す る ことに よりその 生 活 * を 支持し てゐる 

一 つの 罩 位が、 それ を 組成せ しめて ゐる 生計 單位 0 數を增 加せ しめる やうの 事情 を 成立せ しめた 

とすれば、 その 時に 都會は 膨脹し、 隨 つて 同時に その 生活費 も 高 上す る ことと なる 關係 である。 

然 らば その 組成 員の 增加 する 事情 は 何かと 言へば、 新ら し. S 種類の 商品が 3!1 來、 何人 かが その 新 

商品 を以 て そ の 絕對 消耗 體の 組成 員の 欲望 を 刺激した 場合で ある。 その 人が この 商品 を寶 る こと 

を 以て その 消耗 體の單 位へ 加入す る こと を 許された 時に、 その 單 位の 大 S さは 增し、 且つ 各 組成 

員 はこ 0 商品 を 買 ふこと によって その 生活費 を髙 上せし める。 併し その 膨脹と 生活費の 髙 上と は、 

組成 員 自身に 取って は 何等の 苦痛で はない。 かくして 都會の 膨脹，， -」 生活費の 高 上と は、 それの 欲 


望が 增 加した 結果で あると いふよりも、 寧ろ 逆に そこ へ 供給 せられる 商品の 種類と 分量と が豐富 

になつ た 結 ra^ であ る と S はなければ なら な い 。 文明 的に 見れば 實 際に 社 會 に は その 通り のこと が 

行 はれて ゐる。 卽ちその社會人の欲は！^！は心理的に作られたもの ではなく、 多くの場合 は そこ へ 供 

給せられ る 商品に よって 作られた ものである。 また 同時に、 その 社 會へ參 加す る ことの 許される 

商品 は、 出来るだけ よく 他の 注意 を惹 くもので なければ ならぬ から、 新ら しく 供給 せられる 商品 

は 常に 感覺的 刺激的なる 特性 を 持って ゐる。 それら 0 こと は、 我々 の 文明に 種々 の 特質 を與 へる 

原因に なって ゐ るので ある。 

この 公式 は 我々 に、 農村 問題 を救濟 する ことに 對 して 一 つの 暗示 を與へ 得る。 併し その 方法の 

研究 は、 今後 この 公式 を 基礎と して そ Q 上に 綿密に 建設せられ ねばならない。 ただ 僅かに その 方 

向 だけ を 述べる とすれば、 農村が かく その 原生 產の 全部 を 都人 SI に 委ねた 所以 Q もの は、 農村が そ 

の 原生 産物に 對 して Q 纏った 購買力 都會に 於いて 得た がた めで あつたが、 都會と 農村との 關係 

について のこの 機構の 全部が 明らかにせられた 以上 は、 農村 は 農村 自身の 手に より、 その M 信用 

力 を 基礎と して 經濟的 信用 力 を 創造し、 それ を 自らの 生產 する 原生 產 物に 對 する 纏った 購買力と 

する ことが 出来る であらう。 かくする ことによって 我々 は絕對 消耗 體 なる も を 我々 の 社き から 

省略す る ことが 出來 るので ある。 また 我々 の 社會で G 物價 は、 都會の 生活費に よって 定められる 

とい ふやうな、 甚だ 奇怪な 性質 を 持った もので あつたが、 その 公式 さへ 明らかにせられた 以上 は 
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我ん の 經濟： ^信用 力 Q 創造 額 を 種々 に 動かす ことによって、 農村の 生活に 公正なる 物價を る こ 

螫 9，， 着 99,99  9999 

とが 出来る やうになる であらう。 

倂 しこの こと を 決定す るに は、 我 々はな ほ 我々 の 前に 他の 多くの 重要な 研究 を殘 して ゐる。 我 

我の 規定した 典型から 更に 進んで、 S 農村と 純粹の 工業都市と は 本質的に 如何なる 關係を 持つ 

か、 g 純粹 €} 工業都市と 純粹の 商業都市と は 本質的に 如何なる 關係を 持つ か、 g 信用 力 はこ 

れら すべての 關 係の 上に 本質的に 如何なる 關係を 持つ か、 それらの 點を 綿密に 考察し、 それらの 

場合に 得られた 諸種の 公式 を 以て、 我々 Q 公式の 上に 修正 を 加へ なければ ならな い。 殊に 物價と 

信用 力との 關 係に ついては 最近に ダグラス 氏の 新法 則の 提案が あるが、 私の 今の 公式 も 主として 

ダグラス 氏の 研究方法に 刺激 せられた 結果 求められ たもので あり、 隨 つて ダグラス 氏 提案と 我々 

の 現に 求めつつ 進まう とする 諸 公式との 關係は 最も 深いと 言 はなければ ならない。 私 は 今 その 研 

究の 第一歩、 卽 ちその 事情の 最も 簡單 な、 併しながら 最も 基礎的な 場合 Q 公式 を 求めた こと を以 

て、 この 考察の 叙述 を 終り、 他日 考察の 進む 毎に 順次 第二 段 以後の 法則 を 叙して 見ようと 思 ふ。 


三 文明 問題と しての 農村 問題 を 解決 る  . 

根本原理 及び 方策 

一 文明に 於け る 農村と 都會と の關係 

農村 は 今や 都 會と鬪 つて ゐる。 農村の 生活様式と 都會の それ、 農村の 文明 樣 式と 都會の それと 

の 間に は、 現在のところ その 根本原理に 於いて 相容れな いものが ある。 二三の 方策の 枝葉に 於い 

て 互に 衝擊 するとい ふので はなく、 そ 0 衝撃の あるの は 勿論 だが、 それ 以上 それの 根本原理に 於 

(て 互 ひに 衝擊 する もの を 持つ とい ふので ある。 今 0 ところ、 その 戰ひ は、 農村が 生きて 者會を 

殺す か、 或は 都會が 生きて 農村 を 殺す か、 とい ふ 性質の それ だ。 我々 の 生活 は、 よし その 中に ど 

んな 大きな 矛盾 を 含んで ゐ たにせ よ、 それが 或る 統一 原理に よって 究極 的に 克服せられ ない とい 

ふこと はない 害 だから、 農村と 都會 との 間の この 相互 衝撃 も、 究極に 於いて は 克服せられ なけれ 
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ばなら ぬし、 また 實際 克服せられ るに 相違な いもので あるが、 その 衝撃の 關係は 非常に 複雜 にな 

つて 居り、 また その 大部分 は 機械化せられ、 技術 化せられて ゐ るから、 動機 的、 心理的に 止まる 

ものの 場合の やうに、 容易に その 關係を 尋ね、 その 調整 を 計る こと は 出来ない ので ある。 豊村問 

題 は、 現在で も旣に 重要な 問題と なって ゐ るが、 今後 その 重大 さは 今日 それと 到底 比較 0 出來 

な， S ものになる であらう。 

現在の 趨勢で は、 この 戰に 於いて 勿論、 都會は 田舍に 勝って ゐる。 今後 益 その 勝利 は 確實と 

なって 行く であらう。 それ だから、 文明 問題と しての 農村 問題 は、 實は 都會と 農村と が 相互の 力 

で戰 つて ゐる それではなくて、 都會が 漸次 農村 を蠶 食し、 農村 は 悲鳴 を擧げ つっこれ に 反抗して 

ゐる 意味の それで ある。 若しも こ の 趨勢が 必然的に 避け る ことの 出來な い も の 若しくは 全く 當然 

の ものである とすれば、 農村 問題 も 究極 的に は 無意義 Q ものと なる であらう。 何故 なれば、 たと 

ひこれ を 問題に して 見たところで、 それ は 何の 效果を も 持ち 得ない からで ある。 農村 問題が 一 つ 

の 文明 問題と して 起きて 來る 根本 理由 は、 それ だから この 趨勢 は敢 へて 必然的の ものではなくて 

何等かの 方法で 避け 得る もので あり、 同時に 農村に は、 滅亡せ しめられて はならない 理由の 存す 

る ものである こと を、 豫定 して ゐ ると 首 はなければ ならな. so 

農村が 都 會と戰 ひ、 都會 から 壓 迫せられ てゐる 根本の 理由 は、 經濟 生活の 根本 條 件が 農村と 都 

< ^とに 於 S て異 り、 且つ その 條件は 都 會に對 して 有利なる がた めで ある。 そして その 條^ は、 最 


近に 至る に隨 ひ、 加速度 的に 增 進して 來 たから、 農村 問題 は  一 i? 顯 著に、 さし 當 つて 解決 を 要す 

る 問題と さへ なって 來 たので ある。 けれども この 條 件の 增進 は、 今後 一層 加速 虔的 であるに 相 遠 

ない。 その 條 件の 第一 は、 誰でも 言って ゐる ことで あるが、 經濟價 値 Q 創造せられ る 行程の 速度 

に 於け る 相違で ある。 都會 では、 その 速度 は 或る 程度まで 無制限に 增大 せしめられる ことが w 來 

る けれども、 農村で は 著しく 限定 せられて ゐて、 これ を 任意に 左右す る ことの 出来る 自由の 範園 

が 狭められて ゐる ことで ある。 農村に 於け る 經濟價 値の 創造 は、 結局に 於. S て 農産物の 生育に ま 

たなければ ならな い 。卽 ちそ の慣値 創造 の 經過 の 全部が 人爲的 の 努力 を 反映 す る も のではなくて、 

その 過程の 中には 或る 自然 過程の 介在す る こと を 如何と もし 難い。 のみなら す、 その 自然 過程 は、 

天候 土地な どの 極めて 僅かな 變化 によって さへ、 それより 偉大なる 影響 を 受ける もので あり、 そ 

の 影響 を 避ける こと も、 或る 程度 以上 は 全く 不可能で ある。 これに 反して、 都會に 於け る價 直の 

創造 は、 工業 叉 は 商業に よる それで あり、 方法 を さへ 盡 せば 自然 過程の 影響から、 殆ど 完全と い 

つても よい 程度に 解放 せられる。 工業に よる 價 値の 創造と は、 卽ち產 業 主義の 機械と 工場と によ 

る それで あるが、 それらの 設備 を 改造す る ことにより、 殆ど 無制限に その 創造の 速度 は增大 せし 

めら れる。 速度 は單 に增大 せしめられる だけで はなく、 これ を 急； 逨に 停止し、 或は 調節し、 經營 

者の 任意 を 以て 左右す る こと も 可能で ある。 工業 經營者 はこれ により、 或る 場合の 損失より 免れ 

る。 然るに 農村で は、 その 創造 行程 を 途中から 調節す る こと は 殆ど 不可能で あり、 この 點 でも 非. 
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常の 不利益 を镥 はされ てゐ る。 商業に よる 價 値の 創造 は、 常に 契約 0 中に 成立す るので あるから、 

隨 つて その 行程の 大部分 は觀念 的で あり、 我々 が 任意に 左右す る ことの 出 來る 領域 は、 工業の そ 

れ よりもす つと 廣く、 且つ 自由なる も Q だ。 或る人 は、 經濟 行程の 始點と 終 點とを 生産と 消費で 

あると し、 消費 は生產 及び その 途中の すべての 行程 を 支配し、 制限し 得る と 言 ふで も あらう が、 

それ は 物々 交換 時代の 經濟に 於いての ことで あり、 現在に 於け る それ は、 決して さう した もので 

ない。 工業と 契約と は、 究極 的の 消費の ない ところに いくらでも 起って ゐる。 寧ろ 現在で は その 

究極 的 消費で ない 部分の 工業と 契約と は、 非常に 大きい 部分 を 占めて ゐ ると 言っても よい。 都會 

に 見る 大 建築、 大 設備 は、 卽ち 大部分、 究極 的 消費で ない 部分の 表現せられ たもの だ。 

今日 都會が 美しく、 あらゆる 設備 を 不當に 整頓せ しめて ゐ ると いふの は、 都會は 農村より もよ 

り 有意義の こと をして ゐ るから と. S ふので はなくて、 都會に 於け る 工業と 商業と による 價値 創造 

の 速度が 餘 りに 大 であり、 農村の それと 均衡が 取れな いため、 その 餘剩 だけが 設備と なって、 表 

現せられ たといって よいの だ。 かくして 農村と 都會 とに 於け る、 價値 創造の 速度 は 互に 全く 比較 

の 出来ない 比率の ものと なる。 農村に 於け る それが 一 の 時に、 都會の それ は 五から 十に もの ぼる。 

或は それ 以上に さ へ のぼる こと は 珍ら しくない。 だから これら 兩 者が 併行して 進まう とする こと 

が 本来 無理な の だ。 

第二に、 都會の 經濟を 動かす 棋杆 であると ころの 信用 は、 殆ど 無制限に 擴大 せしめられる こと 


が出來 る。 これに 反して、 農村の それ は 著しく 限定せられ てゐ る。 その 理由の 一 は 先き に 述べた 

價値 創造の 速度に 關 係して < ^るが、 これ は說明 十る まで もない。 理由の 二 は、 都會の それ は壤中 

せられて ゐ るし、 また 集中せられ 易い けれども、 農村の それ は 分離 せられて ゐる こと だ。 然るに 

信用の 機能 として 重要な こと は その 集中 であり、 集中と 分散と では その 力の 比率 は 等差 的で はな 

くて 等比 的な ので ある。 農村の 信用 は、 本來 分散 的で ある 土地と 農夫と を 基礎と する ので あるか 

ら、 どうしても 分散 的と なる。 若し それが 集中せられ たと すれば、 それ は旣に 農業 的 興味 を 失つ 

て 商業 的 興味 を 持った ものであるに 相違ない。 理由の 三 は、 都會 Q 經濟は 観念的で あるから その 

分量の 推測に 困難で あり、 隨 つて 信用の 基礎と して 過大に 計算せられ 易. S こと だ。 農村の 經濟は 

實 質的で あり、 眼 を 以て 明らかに 觀 察し 計测 する ことが 來 るから、 信用の 基礎と して 無限に 大 

きく 計量 せられる 機會を 殆ど 持たない。 かくして 都會の 信用 は、 農村の それと 比較の 出来ない 大 

いさに 增 加し、 その 比率 はこれ 亦 十と 一 どころ の 差ではなくなる ので ある。 兩 者の 信用の 性質 は 

本質的に 異るも 0 であるが 故に、 將來 はもの 區別を 經濟的 及び 法律 的に 確定す る ことが 重要の 問 

題と なる であらう と 思 ふが、 今日 G ところで も、 少なくも 兩 者が 同一 水準に 立って 活動す る こと 

は正當 ではない。 信用と 言へば、 殆ど 都 會の獨 占 物に なって ゐ るから、 その 信用の ために 農村 は 

漸次 都會 によって 支配 せられる やうに なった。 歐 米の 銀行の 倾向 として、 次第に 農村 を 支配し つ 

つ ある ことが、 今 重大な 問題に なって ゐ るの は至當 のこと である。 我國 でも 銀行に よる 農村へ の 
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蠶食 は、 今後 多くの 人に よつ て 注目 せられる 問題になる であらう と 思 ふ。 

一一 農村 固有の 文明 的 意義 

以上の 如くに して、 農村 は都會 より 次第に 征服せられ、 一 つの 經營 として 見れば、 農村 經營は 

都會 の 商工業 經營と 到底 併行す る こ とが 出来す、 若し 投資す るなら ば 前者 は 著しく 不利益の も © 

になった から、 農村 生活 者 は 漸次に 農村より 離れよう として ゐる。 それ は 資本家と 勞働 者と 雙方 

の 側に 於いて 起って ゐ るので ある。 先 づ勞働 者の 側 を 見れば、 最近 十 年間に 農村から 都會へ 移動 

した 人口 數は 互大の ものと なって ゐる。 それ は 改めて 述べる まで もない。 次に 資本家の 側 を 見れ 

ば、 大小の 地主 は 好景氣 時代に Inn 八なる 額 を 以て 都會の 商工業の 株式に 應 募し、 その 純然たる 農 

業 資本家た る 地位 を 捨てた が、 經濟界 の沈滯 期に 際しても この 傾向 は 全く 止んだ ので はなく、 殆 

んど すべてと 言っても よい 程に、 それらの， 人達 は 農業 資本 を 抛棄して、 これ を 確實な 商工業 资本 

に轉 移せし めたい と 欲して ゐる。 この 资本 形態の 轉移 は、 決して 容易な もので ない けれども、 併 

し 何れ かの 棱會に は漸々 的に 實現 せられて 行く ことで あらう。 然 らば 右の やうに して、 現在の 農 

村 居住者が 都會 生活 者の 中へ 割り込んだ とすれば、 それで 農村 問題 は 解決せられ たので あらう か * 

決して さう ではない。 それ は 農村の 居住者の 問題 を 一時的に は 解決した としても、 農村の 經濟、 


若しくは 農村 Q 文明、 農村の 生活、 そのものの 問題 を、 いささか でも 解決した ので はない。 佝故 

なれば、 先き の 解決に よっても 農村 そのもの は 必然的に 存镜 しなければ ならぬ 文明 上の 意義 を 固 

有する からで ある。 農村 はどうしても 廢滅 せしめられる ことが W 來 ない。 農村 そのもの は、 その 

如何なる 不利益に も拘ら す、 永久に 存複 しなければ ならない。 然る 時には、 農村 問題と は 結局 文 

明に 於け る 農村の この 存在意義 を 十分に 容認して おいて、 それが 從來 必然的に 含まなければ なら 

なかった 不利益 を 除去す る 方策 を講 する ことと なる であらう。 

農村が 本質的に 廢滅 せられる ことの 出来ない 文明 的 意義 は 次の 如き ものである。 第一に、 豊村 

こそ は眞 の生產 主義の 上に 立って ゐる。 現在の 资本 主義 社會 にあって は、 經濟 生活 は 二重の 意味 

で考 へられて ゐる。 卽ち眞 に 無より 有の 貨物 を生產 する 意味の 經濟 生活と、 單に 利潤 を生產 する 

意味の それと である。 經濟憒 値の 創造に 於いて は、 兩者 とも 同一 の 水準に 立って 考 へられて はゐ 

るが、 露實は その 意義の 全く 異る ものと 言 はなければ ならな 5-C そして 農村の なす 生產 こそ は眞 

の 意味での 生產 だ。 利潤の 經濟 生活 は 滅亡した にせよ、 農村の 生產 主義 は 決して 滅亡して ゐ ない。 

のみなら す、 世界 を 擧げて 利潤 を 目標と する 商人と なる は 不可能で ある。 この 意味に 於いて 農村 

の生產 主義 こそ は 純生產 主義で あり、 利潤の 經濟 生活で さへ もこの 純生產 主義の 基礎な くして は 

成立 出来な い。 

第二に、 農村 は 機械 主義に 反抗して 自然 本位 主義で ある。 將來の 文明 問題 は资本 主義で はなく 
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て 寧ろ 産業 主義 機械 主義で あると なす ものが ある やうに、 機械 主義 は 現代人の 生活に 最も 大 いな 

る 影響 を與へ つつ ある。 勿論 私 は、 生活の この 機械化 を 根本的に 棑斥 する もので はない。 人閒が 

科學的 探求 心 を 持つ こと、 その 勞 働の 經過を 經濟 化しよう とする こと は、 共に 人類の 本能 的 要求 

であるから、 この 耍 求に 根據を 置いた 我々 の 活動が 機械 主義 的と なる の は 止む を 得ない。 ただ そ 

の 機械 主義 は、 終局に 於いて 我々 自身が それ を 役す る もので なければ ならぬ に拘ら す、 現在に 於 

いて は そ 0 關係は 全く 逆と なり、 我々 は 却って 機械 主義に より 役せられ る やうに なった。 然るに 

農村の 生活 だけ は、 どんなに 機械化せられ ようとしても 終局に 於いて その 機械 主義の 外に 殘 され 

る 或る 物 を 保持して ゐる。 それ は 農村の 自然 本位 主義で ある。 都會の 生活 は 徹頭徹尾 機械 主義 化 

せられ、 自然主義 を 忘れよう として ゐる けれども、 農村 あるが 故に 自然 本位 主義 は 永遠に 滅ぼさ 

れ ないで ねる ことが 出 东る。  - 

第三に、 農村の 生活 は 本質的に 地方 主義で ある。 これに 反して 都會の それ は 集中 主義で ある。 

集中 主義 は、 すべての 生活 過程 を經濟 化する 點に 於いて 大 いなる 特色 を 持つ けれども、 併し 昔 か 

ら現 はれた 集中 主義に して かって 理想的に 成功した とい ふ 場合 を、 我々 は 一 つで も 知って はゐな 

い。 それ は經濟 的に も、 政治的に も、 いつでも 專制 主義 獨 い：： 主義の 伴侶と なって ゐた。 農村 は、 

それぞれに 異なる 自然 を 基礎と して ゐ るから、 交通 ゃ觀念 やにより、 どれ だけ 集中 主義 的に 統一 

せられよう としても、 それに は 限界が 存す るので ある。 


最後に、 殆ど 同じ ことに 歸 着す るが、 農村 Q 生活 は眞 Q 侗性 主義 を育釀 する 源泉で ある。 都會 

の 生活 は 集中 主義 的で あるから、 同時に 沒 個性的、 普遍的で ある。 人間の 生活 は、 それ 自身の 中 

に 個性 Q 原動力 を 持つ ものであるから、 S かなる 場合に も その 個性 主義 を 失 ふこと はない 害で あ 

るが、 併し その 環境が 沒 個性的で あれば、 生活の 個性 も亦隨 つて 次第に 沒 却せられ る ことと なる * 

然るに 農村の 生活 は 永遠に 個性 主義の 母 だ。 「土に 還れ」 とい ふ 要求 は、 結局 個性 主義に 對 する 

人間 の 本能 的 要求で あ る と 言 はなければ なるまい。 

かくして 純生產 主義、 自然 本位 主義、 地方 主義、 及び 個性 主義なる ものが、 人間の 生活の 全 體 

的 意義の 上より 見て、 永遠に 廢滅 せらるべき もので ない とすれば、 農村の 生活 も 亦 永遠に その 存 

在權を 主張す る ことが 3! 来る。 のみなら す、 これらの 生活 基本 形式の 究極 的 源泉 は 唯一 農村で あ 

り、 農村 以外の 何物で もな S とすれば、 農村の 存在 權は、 全く 絕對的 意義の それ だと 我々 は斷言 

すべきで ある。 隨 つて 我々 が 農村 生活 を 永遠に ま 持しょう とする ことの 努力 も 亦、 結 封 的の もの 

だ と斷言 し 得る ので あ る 。 

三 農村 問題解決の 根本原理 

文明に 於け る is? の 地位 及び 意義 を、 我々 は旣に 見て 來た。 今や 進んで、 かく Q 如き 農村 生活 
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を 今後 永遠に 支持す るた めの 方策の 根本原理 を尋究 しなければ ならな い。 併し 私 は 今 この 考察 Q 

中で は、 小作 問題 を ひとま づ 除外す る ことと する。 小作 問題の 意義 は 勿論 重大 だし、 その 解決の 

方策 を 建設す る こと も 亦 甚だ 困難で ある。 併しながら 文明 問題と して は、 農村 對都會 の 問題の 方 

が 先決 的で あり、 小作 問題の 解決 如何に 拘ら す、 この 問題 は殘 つて ゐる。 藍し それ は 農村の 經營 

狀 態の 問題ではなくて、 農村 そのもの 0 本質に 關 する 問題 だからで ある。 この 本質 問題が 決定せ 

られた 後に、 この 本質 問題の 解 案に 隨 つて、 農業 經營の 形態の 問題が 討議せられ なければ ならな 

い。 それで あるから、 私の 今の 考察の 中から は ひとま づ 小作 問題 を 除外し、 これ を 第二 段の 考察 

の 中へ 移す こと を至當 とす る。 

農村と 都會 との 關係 は、 旣に對 立ではなくて 一 つの 戰ひ である こと は、 前に 述べた。 そして ま 

た その 戰ひ は、 現に 都會に 有利であって 農村に 不利益と なりつつ ある こと も、 前に 述べた 通りで 

ある。 然る 時には 農村 問題の 根本的 解決と は、 結局 は、 農村が 旣に 開始せられ 旣に 自己の 不利に 

向 ひっつ ある 戰 ひに 於いて、 如何にして 都 會に對 杭し、 よく その 地位と 意義と を 失墜し ないで 居 

られ るかの 問題で あると、 言 はなければ なるまい。 私 は 農村 問題の 解決の 根本原理 として は、 次 

の 二つの 條項を 主張した. S と 思 ふ。 

第一 は、 農村 生活 者 自身が、 農村 自身に 生活の 意義 を 見 す ことで ある。 私 はこの こと を 以て 

農村 問題解決の 抑 の 基礎 だと 考 へて ゐる。 現に 農村と 都會 との 戰 ひに 於いて、 農村 軍の 旗色が 


惡く なって ゐる 抑./ の 原因 は 何かとい ふに、 農村 軍の 戰士 自身の 士氣 がー 向揚ら す、 戰士 自身が 

內々 では 都會 軍と 策應 した. S やうに なって ゐ るから だと 思 ふ。 こ C 狀態 では、 農村 軍が 凝  一 肷 

戰す るの は 知れ 切った こと だ。 何故かく Q 如く 士氣 がー 向に 揚ら ないかと 言へば、 農村 軍の 戰士 

自身が、 農村 軍 自身の 戰ふ 意義 を眞 に自覺 して ゐ ないから である。 言 はば 彼等 は、 都會 から 挑戰 

せられた ために、 巳む を 得す 劍を 取った のであって、 戰 ふことの 正義感、 惯値感 から 出た ので は 

な S としなければ ならない。 それ故に 農村 軍 は、 その 戰ひを 有利に 導く ために は、 何 を 措いても 

農村 軍の 意義 を自覺 し、 それに 鞏固なる 信念 を 持つ ことが 必要 だ。 卽ち 農村 生活 者 は、 農村 自身 

に 生活の 意義 を 見出さなければ ならぬ 0 だ。 かく 言っても 私 は、 敢 へて 所謂 善導 思想家の 口吻 を 

學ん で、 微溫 的に、 農村 生活 者に 困苦 を 忍べと 言 ひ、 その 鬪 t- 心 を 鈍く させようと 努める もので 

はない。 寧ろ 反對に 鬪爭に 自信 を 持つ ことの 來る ために、 その 自信の 根據 である 農村 自身の 意 

義 に自覺 せよ と 言って ゐ るので ある。 

第二 は、 經濟 的に 或る 組織 立てられた 方法で、 農村 は 都 會と戰 はなければ ならない。 換言 すれ 

ば、 農村 軍の 戰 術に はもつ と科學 的に 改良し なければ ならない 餘 地が あると いふので ある。 これ 

は戰 ひの 方法に 關 する 現 實の 問題で ある。 併し 勿論 私 は、 第 一條 項 を 主と したい。 第一 の條 が 

確立 せられた 後でなければ、 第二の 條項は 正しく 採用せられ はしない。 併し 敢 へて 第 一 の條 項に 

のみ 止まる こと も至當 ではない。 更に 第一 の 條項を 理解した もの は、 當然 第二の 條 項へ 進出し な 
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ければ ならない。 戰ひは 依然として 戰ひ である。 信念 は戰 ひの S 接 的 Q 武器で はない。 

以上 は 主として、 農村 自身の 取り得る 態度 を 基礎と して 述べた。 こ Q 他に は、 勿論 都 < ^側に 對 

して 要求し 得る 條項も あれば、 都會と 農村と を 1 括した 共同 社會の 立場に 立って 策し 得る 條項も 

ある。 

四 農村 問題解決の 根本 方策 

先き に 述べた 根本原理 は、 如何なる 根本 方策と なつ て 表現 せられる ことが m 來 るか。 私 は 次に 

それらの 根本 方策 を 考察して 見よう。 この 根本 方策 を 述べる ことによって、 私が 旣に 述べた 根本 

原理の 意味 は、 より 明らかにせられ るかと 思 ふ。 

私 は先づ 第一 の 原理に 隨 つた 根本的 方策 を 考察して 見たい。 私は旣 に、 農村 生活 者 は 農村 自身 

に 意義 を 認めよ と 言った。 その 意味 は、 結局 は 私が 先き に擧 げた 農村の 文明 的 意義 を自覺 する こ 

とで あると も 言へ る。 先き に擧 げた 農村の 文明 的 意義 を 失った 時、 農村 自身 は沒 落す るの 外 はな 

い。 然 らば 農村 軍が 都會 軍に 對 して、 それの 自覺を 失し 始めた と は、 何 を 意味す るかと 言へば、 

農村 生活 者が 眞に 生活の 目的と なる も Q の 何で あるか を 忘却して、 都會 生活 者の 現に 陷 つて ゐる 

弊害 を 襲 ひ、 利潤の 生活 を 生活の 本義と 考へ るに 至った/ J とだ。 勿論 現在の 社會に 於いて は、 全. 


く 利潤の 立場 か ら 離れた 經濟生 活と 5- ふ もの は 存在せ す、 利潤の 生活 卽ち 經濟 生活と な つて ゐる 

ので あるから、 社會 生活 をな す 限り、 何人も それより 離れる こと は 可能で ない。 のみなら す 農村 

が都會 に 壓 迫せられ た 根本 原因 も 亦 こ の 利潤に あるの だから、 農村 生活 者が これに 憧憬れ る こと 

に は、 已むを得ない 理由 も存 するとし なければ ならない。 私 は 勿論 それら G 事情 を 十分に 容認す 

る。 併しながら 裹村は 從來、 かなり 0 程度に 於いて この 利潤の 觀點 から 離れて 生活す る ことが 出 

来たので ある。 それ は敢 へて 時代が 封建的であった からで はない。 農村 自身が 本質的に かかる 耍 

素 を 持って ゐ たから、 その 要求に よって 封建主義 を 迎 へたので ある。 それ故に 農村の この 生活 樣 

式 を 以て、 私 は 今後 も 可能の も Q だと 信じて ゐる。 村 は、 今後 も斷 じて、 それに 本質的で ある 

ところの 生活 意義 を 失って はならない。 全く それ を 失った 時 は、 農村が 全く 都會に 降服し、 自己 

の 存在意義 を 失った 時な 0 である。 

然 らば 人間の 生活 意義 はこれ を どこに 求むべき であらう か。 私 は 從來 幾度 となく そ れ を 論 じ て 

ゐ るが、 今の 場合に は、 「自ら 勞 働しつつ 自己の 敎養を 得る」 ことが それで あると 言って 置きた 

い。 實 にも 我々 の 生活の 目標に して、 これより 正しく、 これより 美し. S もつ-は 他に ある ま. S  。利 

潤は斷 じて 我々 の 目標で はない。 同時に 快 樂も斷 じて 我々 の 生活 目標で はない。 その 點に 於いて 

我々 は 別離す ベ きもの より いさぎよく 別離す る 自信と 男 氣とを 持つ の でなければ、 農村 問題 はつ 

ひに それの 歸趨を 得る こ と が 5^ 來な い 。 
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我々 の 生活 目標 は、 最早 個人的の それで あるべき ではな .s。 共同 社會的 理念 を侗 人の 天分に 於 

いて 完成す る 意味の それでなければ ならな. S 。我々 は 共同 社會の 一員と して、 瞬時 も それから 離 

れ 去る ことが 出来ない。 それ故に、 我々 は先づ 第一 に、 共同 社 會の生 產的勞 働 を 自分の 天分に 隨 

つて 必. f 負 嬉しなければ ならない。 AJQ 勞 働を囘 避し、 それ 以外の ことに 從事 する もの は、 人間 

の 生活と して 最も 低劣なる 部分に その 地位 を 占める ものである。 かく 言っても、 その 勞 働の 種目 

は その 共同 社會 の複雜 なる 組織に 順應 する し、 各侗 人の 食擔は その 異なる 天分に 順應 する から、 

勞 働の 種目と 分量と が、 各人に 全く 同一 である こと を 私 は 勿論 勞働分 撥の 理想 態とす る もので は 

ない。 併し 現在の 社會に 於け る 各人の 活動 は、 利潤 を 目標と し、 必ゃ しも 共同 社 會の勞 働 を 目標 

としない やうな 組織に 出來 上って ゐる。 隨 つて 何等の 勞働を も分擔 しないで、 單に 利潤 的關 係の 

變 化の 中に 住んで その 生活 を營ん でゐる もの も ある。 投機 業者の 如き は それで ある。 これ は 現 社 

會が 生んだ 一 の 畸形 的 形態 だ。 人間の 眞の 生活の 目標 は、 これに 反して 實に 共同 社 會の勞 働 を 分 

撸 する ことで なければ ならない。 

併し その 勞 働の 分 撥に よって、 各個 人 は 同時に 自己 を敎费 し、 同時に 他人の 敎養を 助けな けれ 

ばなら ない。 敎養を 得る は、 何等かの 目的の 手段と してで はない。 實に敎 養 自身が 生活の 目的で 

ある。 のみなら す敎養 は、 生涯 を 通じてな される の だ。 敎 養に は、 個人的に も社會 的に も 完成と 

いふ ものがない。 然るに 現在の 社會 では、 敎養 自身 を眞の 生活の 目的と し、 眞の 生活の 悅び とし 


てゐる ものの 數は、 その 然ら ざる ものに 比較して 甚だ 少ない し、 また 大多數 人 は、 よし 敎養を 目 

的と しょうと 思っても、 その 時間と 經 費と を 得る ことが 來 ないやう にせられて ゐ るの だ。 敎養 

は 手段と 見られて ゐ るし、 また 享樂と 見られて ゐる。 この 二つの 謹 見 は 現 社會に 最も 廣く、 

且つ 最も 深く 行き 亙って ゐる。 敎養自 體を眞 の 生活の 悅び として ゐる人 は、 社會 一般の 理解 を 得 

な. S ので ある。 併し 私の 考 へる ところでは、 現在の 人 閒の悅 び を 得る 人生の 諸 面 は、 甚だしく 歪 

めら れてゐ るので あって、 これが ために、 大多数の 人間 は、 物質的 快樂を 得る こと、 他人 を 征服 

する 英雄主義に 輿 味 を 見出す ことな ど を 生活の 目標と して ゐる けれども、 それらの 人達 も、 一旦 

敎 養の 悅びを 見出した とすれば、 最早 他の すべ て を拋棄 しても 專心 この 悅びを 追求し ようと 努め 

るに 相違ない。 

かくして 私 は、 終生 勞 働しつつ 終生 敎養を 得る 生活 を、 個人的に も社會 的に も 人間の 生活の 目 

標 だと 考 へて ゐる。 現在の 社會に 於け る 人間の 活動 を この 理想的なる ものと 比較 すれば、 人 問の 

活動 は餘 りに も 甚だしく 濫費 せられて ゐ るので あって、 現に 人間 は、 その 大半の 活動 を 全く 汚泥 

に 委して ゐる。 然るに 農村の 生活 は、 この 生活の 目標に 最も 近く 坐す る ものである。 現今の 農村 

は、 まだ 救濟 せられる に は 十分の 基礎 を 持って ゐる。 私 は 農村 生活 者が、 先づ 農村 自身の 本贫的 

意義に 自覺 する こと を 切望 せざるを得ない。 農村 自身の 本質的 意義 を自覺 すると は、 現に 農村に 

在る ところの、 勞 働しつつ 敎養 する 生活 を、 今 以上に 擴充 する ことで ある。 
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五 I 般的敎 養の 設備 及び 二三の 時論 

今や 私 は、 農村 問題解決の 根本 方策と して、 農村の 敎養 方法 を 考察し なければ ならぬ 時に なつ 

た。 私 はこの 敎 養の 方：.； 11 を實際 C- 施設. に卽 して 三つに 區別 する。 第一 は、 一般 知識 的敎 養で あり、 

第一 一は 專鬥實 業的敎 養で あり、 第三 は 情操 的敎 養で ある。 

第一 の 一般的 知識 的敎養 は、 卽ち 我々 が これまで 行って 来た 自由 大學の 運動が これに 相當 する。 

農村の 敎養を 論す る もの は、 殆ど 何等の 疑惑 を も 置かな. S やうに して、 それと 專鬥實 業的敎 育と 

を 結びつける けれども、 これ は 最も 大 いなる 誤謬で ある。 實業敎 育 は 農村 敎 育の 第一 步 では 斷じ 

てない。 事態 は 寧ろ それの 逆であって、 農村に 生活す る ものに こそ、 一般 知識 的敎 養を與 へ、 農 

村に 生活し ない も Q にこ そ、 専門的な 實業 的 勞働的 敎養を 與 へなければ ならぬ の だ。 それが 眞に 

文明 を 正しく 進める 方法で ある。 また 事實の 問題と して 見ても、 農村に 行つ て 實業敎 育 若しくは 

實業 補習 敎 育なる もの を實 施して 見る がよ い。 これより 不評なる もの は 恐らく あるまい。 私自身 

農家の 青年であった から、 少年 時の さう した 經驗を 幾つ も 持つ てゐ る。 私 は 農業 補習 敎育 をも受 

けたし、 農業 Q やや 高 S 知識の 講習 を も 幾度と なく 聞いた。 けれども それ は、 農村に 於いて 聞く 

ことの £來 る 髙 -S 程度 0 敎 育機關 がなかった から、 已むを 得， f それに 就いた とい ふ までの ことで 


あって、 私が それよりも 渴望 してな たもの は、 高い 程度 G 一般 知識 的敎 養であった。 現に 地方 0 

農村 青年に ついて 聞いて 見れば、 到る ところ 同じい 事 實が存 する ので ある。 それ故に 私 は、 農 讨 

の敎養 設備， -」 して、 第一 に 考慮すべき もの は、 我々 Q 自由 大學 であると 考 へる。 

自由 大學 Q 設備に ついては、 な マ は 幾分 世に 知られて ゐる であらう と 思 ふから、 ここに 詳記し な 

い。 ただこれ に關 11 して、 最近に 輿論と なって ゐる もので、 謬論 だと 思 ふ も Q が 二三 あるから、 

それに 就き 一言して 置きたい。  ， 

第一 に、 義務 敎育 年限の 延長 Q 問題が ある。 私 は 一般 Q 舆 論に も拘ら す、 義務 年限 は 延長 せら 

る やからす となす ものである。 義務 年限 は旣 に六箇 年で 十分で ある。 それ 以上 は旣に 成人 敎 育の 

範圍 だ。 我國 農村の 現狀 として 義務 年限の 延長 は 到底 許されな いし、 且つ 旣に 成人 敎育 0 範圍に 

靄せ しめらるべき もの を、 普通教育の 水準 Q 上で 取扱 ふこと は至當 でない。 年限 延長 論者 は、 要 

する に 敎養を 生活の 手段と 見、 隨 つて その 年限 を 可及的 最高 度に さへ 達せし めて S けば、 その後 

Q 敎養は 杜撰で よいと 考 へて ゐる。 これに 反して 我々 は 敎養を 以て 生涯の ものと 考へ、 普通 敎育 

Q 上に、 直ちに 別の 組綠 による 成人 敎育 を考 へて ゐ るから、 義務 年限の 延長の 二 年 や 三年 や は、 

全く 最初より 問題に ならない。 

第二に、 文部省が 常に 成人 敎育費 Q 豫算を 計上し ようと 努力して ゐる ことに 就いて 一 言したい。 

私 は、 文部省が 計畫 して ゐる 方法で 0 成人 敎肓 ならば、 その 經費 G 計上せられ ない こと を 望む。 
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また 若し 議會 へ豫算 案と して 現 はれた とすれば、 それ 否決 せられる こと を 望んで ゐる。 何故な 

らば 文部省の 計畫 では、 我々 の 自由 大學の 如き もの を 文部省 自身の 手で 全 國へ數 十 箇所 設立し よ 

うとい ふので あるが、 自由 大學 は旣に 成人 敎 育の 範 園に 屬 する ものであるから、 文部省 自身が こ 

れ を經營 する の は適當 でない。 それ は須 らく 民衆 自身の 手で 興されなければ ならない。 何故 なれ 

ば、 第一 に 成人 敎 育に 必要な こと は 自學の 習慣であって、 必す しも その 敎 育の 內容 ではない。 そ 

れ 故に、 文部省 自身が 世話 を燒 くやう の もので は、 何時に なっても Si; の 意味の 成人 敎育を 勃興せ 

しめる ことが 出来ない。 官吏 はいつ でも 敎育を 生活 Q 手段と 見、 敎 育は與 ふべき もので はなく 興 

すべ きもので ある こと を考 へない から、 かう した 誤謬に 陷 るので ある。 例へば 今 成人 敎育 論が 政 

治 家の 間に さ へ 問題と なった の は、 普選 を 前に ひか へた 時からで あり、 成人 敎育 はさ しづめ それ 

への 應急 手當 になった。 然るに 我々 は敎養 自身に 意義 を 見、 隨 つて 自己 敎 養の 習慣 を 起す こと を 

第一義と する から、 文部省自身にょる成人敎育を有益な^<5ものとは考へなぃ。 第二に、 その 敎育 

の 內容も 亦 御用 本位の ものと なり、 民衆 本位の ものと はならない。 我々 は 最早 萬 事 官僚 づ くめの 

遣り方に 飽 いた。 のみなら すその 遺り 方が、 ー體 何時まで 綾く とい ふので あらう か。 民衆の 中に 

は、 それに 對 して、 靜 かな、 併し 底强ぃ 反感が 現に 釀育 せられて ゐる ではない か。 現在の 靑年 国- 

現在の 軍事 敎育、 それらの 如くに 今後の 成人 敎育も 亦 官僚化せられ なければ ならない か。 

第三に、 文部省の 官吏の なす 仕事で は、 到底 その 地方の 眞の 要求と 親密に 結びつく こと は 出来 


まい。 講座の 種目、 講師の 選定に ついて、 成人 は旣に 或る 要求 を 持って ゐる。 文部省の 官吏 は、 

どうして それ を 一 々調査す るので あるか。 講座と 講師の 選定が、 眞に その 地方の 中堅 靑 年の 要求 

に 適合して ゐ なかったなら ぼ、 よし 講座 はあった にせよ、 彼等 は それ を聽講 しないで あらう。 ま 

たよし 數の 上で は 幾許 Q 聽講 者が あつたと 言って、 文部省 は 報告し 得た にせよ、 その 聽講 者に は 

眞に その 地方の 現實 問題 を 動かして ゐる 中堅 靑年を 含んで ゐ ない ので あるから、 文部省 は 結局 多 

額の 經費を 使って、 そ • の實 効果 0 乏し S 敎 育に 骨 を 折った とい ふこと になる ので ある。 これらの 

諸 條件を 顧慮した ところで、 私 は 文部省の 成人 敎育 費なる もの は、 文部省 自身の 設備に は 使用せ 

られ ないで、 民衆 自身が 興した 成人 敎育機 闘 へ の 補助 費に 使用 せらるべき も Q であると 考 へ る。 

文部省の 成人 敎 育なる もの は、 元 來外國 Q それ を模 した ものであるが、 何故 この 設備の 點に 於い 

て だけ、 例の 官僚主義 を發 揮す るので あるか。 現に 外國 での 成人 敎育费 は、 民間 的 設備への 補助 

に 使用 せられて ゐる ではない か。 

最後に、 近來 各所に 實 現の 可能性の 傳 へられて ゐる 國民學 校の 設立に ついて 所感 を 述べ て 置き 

たい。 國民學 校 は、 恐らく は 成人 敎 育の よく 行き 亙って ゐる 丁抹の それの 模倣で あらう。 私は敢 

へて これ を 不用 だとい ふ もので はない。 仕方に よって は、 餘程 重要な 敎育 機關 になる であらう と 

考へ てゐ る。 けれども 私 は、 新聞紙が 傳 へ てゐる やうな 內容の ものなら ば、 その 効果 を擧げ るに 

困難で はない かと 思 ふ。 何故 なれば、 新聞紙の 傳 へる 如き 內容の ものなら ば、 結局 普通の 髙等學 
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校、 高等 農林 學校を もっと 實業 的に したやうな ものた るに 過ぎない からで ある。 かう した 學 校が 

gl^ 立せられ たと すれば、 それ は 第一 に、 結局 は 往年の 乙種 農舉 校の 被った やうな、 叉 手近かで は 

實 科女學 校が 持った やうな 不評 を 繰り返し はしない か。 何故 なれば、 實 業に 卽 する こと は、 必す 

しも 入學 する ものの 切望す る ことで はない からで ある。 入畢 者が すべ て 國士の 態度で 這 入って く 

れれ ば、 それ は 結構な ことで あるが、 結果 はさう はならないで、 要するに 多少 卑屈の 念 を 持って、 

入 學者は その 實業 本位の 舉校を 選ぶ ことで あらう と 思 ふ。 第二に、 かくして 將來 Q 理想的 農民が 

卒業後 歸 農した ところで、 その 一 人の 努力が 何程の 活動 をな し 得る であらう か。 蓋し その 個人の 

入學 が、 何等 その 地方の 集圑的 活動と 無關 係なる が 故で ある。 それ故に 我々 自身 國民學 校の 如き 

もの を 設立した いと 考へ てはゐ るが、 その 順序 は 右の ものと 全く 逆で ある。 我々 は先づ 自由 大學 

を 到る 處の 土地に 設立し ようと 思 ふ。 そして そこでの 學 生が、 多少で も 時間と 財力との 餘裕を 得、 

もっと 專 心して 研究した いと 考 へる 場合に 自由に 入學 の 來る 、 中央 自由 大學と いふ やうな もの 

を 設立した いと 思 ふ。 中央 自由 大舉 は、 要するに 地方 自由 大學 そのものに 基礎 を 置き、 それの 中 

の 俊逸 者の 自舉 すると ころと なる Q である。 

六 他の 二種の 教養 及び 經濟的 方策 


一 般 知識 的敎 養の-方法に 就いて 略言した から、 次に は 專門實 業 的敎養 及び 情操 的敎 養の 方法 を 

簡罩 に敍說 しょう。 

專門實 業 的敎養 は、 一般 知識 的敎 養の 初めに 來る もので はなく、 それの 後に 来る もの だ。 この 

點に 於いて 從來の 經營は 全く 誤って ゐた。 一 般 知識 的 敎養は 決して 單 純なる 手段であって はなら 

ない。 知識 は 何時でも 單 なる 乎 段と なった 時に 隨 落す る。 例へば 實 業に 於け る 能率 Q 增進を 科學 

的に 敎 へたに しても、 何故 能率的で なければ ならない かに 就いて 基礎的の 信念がなければ、 決し 

て その 知識 を實 行へ 移す も Q ではない。 今 若し 日本の 經濟的 地位に 就いて 詳し. S 知識 を 得たり、 

他の 一 般的敎 養へ の 舆味を 持ったり したと すれば、 それにより 發憤 させられて、 或は 日本の 經濟 

的 地位 を 高めよう との 信念 を 持ったり、 或は 自己の 生活 を 出来るだけ 能率的に 働かす ことに 痛切 

の 利害 を 感じたり して、 自律 的に 農民 は 能率的と なる であらう。 單に 利潤が 大 になる からと いふ 

理由で は、 農民 は 決して 能率的と なる もので はない。 蓋し 農村 生活 者の 全 生活が、 一般 知識 的敎 

養を缺 き、 隨 つて 自己 反省 を缺 いて ゐ るから、 全體的 能率 を考 へる 程 批評 的に なり 得ない ので あ 

る。 だから 私 は、 現に 行 はれて ゐる 成人 實業敎 育 は その 効 菜 を 十分に 擧げ 得ないで ゐ ると 考 へて 

ゐる。 私 は 地方の 實 情を觀 察して、 これ を 言 ふので ある。 實業的 敎養は 一 般的敎 養の 前提の 上に 

立つ もので なければ ならない。 然る 時には 實業 的敎養 自身が、 一 つの 敎養 として、 自律 的に 一 つ 

の悅 びの 感じられる ものになる。 
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第三に、 情操 的敎養 は、 現在のところ 農村に は 皆無と いっても よい 狀態 である。 農民 美術 は、 

從來實 行せられ たも のとして、 最も 成功した 運動の 一 つに 屬 する。 我々 は 將來、 眞に 農村 靑 年の 

讀 むことの 出来る パンフレット 形の、 價の 極めて 低廉な 文藝 叢書 を 出したい。 もう 一 つ、 美術展 

寶會を 到る ところの 農村へ 持って行って 開催す る 計 S を も 立てたい。 經费を さへ 得れば、 我々 は 

何時から でも その 計 畫を實 行す る ことが 32 來 るので ある。 

以上 私 は、 論旨 を 追うて、 全體の 主張の 構造 を 明らかにす るに 努めて 來 たが、 今 は 農村 問題 解 

決の 根本 方策の 第二 部 を 論すべき 場所に 達した が、 これに 就. S て は 旣に揭 げた 前 二 章に 略. Z 考察 

して ゐる。 今 考察の 順序と して、 概略の 趣 3 曰 だけ を 言 ふなら ば、 農村 は 都 會と戰 ふための 根本 方 

策と して、 第一 に は、 或る 程度までの 加工 的 工業 を 農村 自身の 經營に 移し、 工業 經營の 全部 を 都 

會の ものと しな， S やうな 設備 を 講じなければ ならない。 第二に は、 生產 及び 消費の 兩 方面に 於い 

て、 從來 以上に 堅固な 組合 を 組織し なければ ならない。 この場合、 我國の 所謂 家族 主義で は、 農 

村 は 旣に都 會と戰 ふこと が なくなって ゐ るので あるから、 家族 主義よ.^ も髙 度の、 新しい 意 

味の 組合主義が 土 を 基礎と して その上に 建設せられ るで あらう。 第三に は、 農村 は 信用 を 都會に 

よって 獨 占せられ ないた めに、 それ 自身の 眞 信用 を 基礎と して 銀行 を 興さなければ ならない。 勞 

働 者 銀行と 農民 銀行と は、 將來 興るべき 銀行の 二 新形 態で ある。 併し かく 信用の 形態 を 論. f ると 

すれば、 我々 は 最後に 農村と 都會と を擧げ ての 信用の 形態 問題 を 考察し なければ ならなくなる。 


恐らく は、 これ は 最も 困難で は あるが、 同時に 最も 徹底的な II 村 經濟問 解決 案の 基礎 をな す 

もの であらう。 
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四 農村 爭議と 將來の 農村 學校 

一 小學學 童の 盟休 

新 潟 縣木崎 村の 小作 爭議 が、 ひいては 小學學 童の 盟休 となり、 無產 農民 學 校の 設立とまで 展開 

した こと は、 我々 に對し 重大な 問題 を 提供した ものである。 從來 とても ブル ジ 3 ァ敎窗 に對 する 

或る 對抗 的の 敎育は 皆無で あつたと は 首 へない し、 ま た小學 普通 敎育 の 中に も敎 育の 階級 性に 對 

する 反感 は 全く 見られない 譯 でなかった が、 無 產者學 校 を 設立 し て 普通 敎育 に 於け る 教育 の 階級 

性に 公然と 對抗 する 計畫の 展開せられ たとい ふこと は、 我國の 敎 育史と し て 全然 新ら し い 事實 で 

あり、 我々 に は 深刻なる 熟慮の 問題 を 提供した ものである。 我々 はかう した 問題 を、 單 なる 感情 

を 以て 處理 すべきで はない。 社會 問題 は 常に 一 の戰鬪 であるが、 木 崎 村 事件の 如き も 亦 さう した 

1 つの 戰鬪 であると して 見れば、 我々 はこれ を處理 する に、 實現 性の 十分 大 なる もの を、 殊に 


有利 正當 にして 實現 性の 十分な る も の を 選擇す る ことに 誤 まると ころあって はならない。 

敎 育に 階級 性の ある こと は、 今更 論す るまで もない。 普通 敎育 者の 中には さう した 階級 性 を 全 

く 意識せ や、 自分の 良心から 純 粹の敎 育 をして ゐ ると 考 へて ゐる もの は 甚だ 多から う。 いや、 普 

通敎育 者の 中の 常識 は 確かに これに 相違ない。 併し さう した 良心的の、 純 粹の敎 育が、 實は 長い 

間に 養 はれた 社會 意識の 良心 を 反映した もので あり、 この 社會 意識が 十分の 階級 性 を 含んで ゐる 

ので ある。 普通 敎育者 は、 この 階級 的なる 社會 意識の 代辨 者と なって 次代 Q 民衆 を敎 育して 行く 

より 外 はない。 普通 敎 育に 於け る この 階級 性 は、 形式的と 實 質的と 二重の ものに なって ゐる。 形 

式 的と は、 國 民の 普通 敎 育が 全然 政治の 下に 隸屬 し、 敎 育は敎 育と しての 自治 活動 をな し 得ない 

こと だ。 現在の 初等教育 者が 見る も 憐れな 無氣 力な 狀態 にある とい ふこと は、 一 に敎 育の この 形 

式 的なる 關係を 反映せ しめた もので あり、 初等 敎育者 自身が 本質的に 無氣 力で ある こと を 現 示せ 

しめた もので はない。 所訟 はこの 形式の 中に 入る もの は 何人で も、 その 無 氣カを 示す より 外に 方 

法がない の だ。 實 質的と は、 普逋敎 育に 於け る敎 育の 實質、 卽ち敎 材の選 採、 指定 せられた それ 

の 取扱な どが 階級 的なる こと を 意味す る。 例へば、 勤儉 についての 考へ、 各人の 職業的 本分に 就 

いての 考へ などに は、 明らかに 現在の 社會 階級 を 支持して それの 擾亂者 を 排斥し ようと 欲する 趣 

向が 見える し、 國家 ゃ國家 間の 戰爭 などに つ 5 ての 考 へに は 偏狭なる 國家 主義 ゃ軍國 主義の！！ 歌 

が 見えて ゐる。 
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W しさう した 階級 性 は、 敢 へて 特に 小學敎 育の 形式と 實質 とに 就いて だけ 見られる も 0 ではな 

い。 それ は 小舉敎 育から 大學敎 育に 至る まで を 一貫しての 敎育 Q 一  つの 特質な ので ある。 けれど 

も敎 育が さう した 階級 性 を 持つ こと を 理由と して 現代 敎 育の 全部 を 否定し、 それ だから 階級 性 を 

持った これらの 學 校に 學 ぶこと は 自己 冒瀆 でも あれば、 次代の 子女に 對し 寧ろ 大いに 有害なる こ 

とで も あると して、 自ら その 學校を 退き、 或は その子 女を學 校から 退かす やうな ものが あると す 

れば、 私 は その 人の 爲す ところに 反對 せざるを得ない。 階級 的なる 學 校に 擧ん だものの 意識 は 全 

く 階級 的と なると 考へ るの は、 根本的に 人間の ィ  一丁 ンァ ティ ヴを沒 却した ものと 言 はなければ な 

らぬ。 換言すれば、 人間 は學 校で 敎 へた 通りの ものに 間逮 ひなく 1^ る こと を豫 想して ゐる ものと 

一一： 一 1： はなければ ならぬ。 私 は 常に 主張す る ことで あるが、 小學 から 大學に 至る までの 敎育 位の もの 

は、 その 資質 はよ し 階級 的であった にせよ、 少なくも それが 現在 程度の ものであった とすれば、 

事情の 許す 限り 誰でも そこで 學んで 置いた 方が よい。 まことに 敎育 は、 よし それが 階級 的敎 育で 

あつたに せよ、 それ は無敎 育より は 優って ゐ るので ある。 敎 育に 於いて、 敎材 やそれ の 說明ゃ は _ 

結局 そこに 學ぶ ものに 取り 思索の 一 の 資料に しか 過ぎない。 どんなに 宣傳 的に 敎 育せられ たにせ 

よ、 S つか は 我々 の 精神の 中に も それの 批評 意識が 生長して 來 るから、 我- は その 资料を 逆に 利 

用して、 我々 に 正當な 意識 をつ くる こと も 出 來 るので ある。 それが 否定せられ ると すれば、 今日 

少なくも 少数の 人々 が 無産者 的 理想 意識 を 持つ こと さへ 說 明の 出来ない こと だ。 また これまで 敎 


育に 對 して 熱烈な 改造 意見 を 持った ものが、 屢 極めて 惡ぃ條 件の 下に 敎育を 受けた もので あつ 

たこと も、 注意せられ なければ ならぬ。 或る 一 つの 擧 校に 學んだ もの は その 學ぶ ところの すべて 

を そのままに 受取ら な. S でよ いこと であるし、 また 事實に 於いて さう した 受取り 方 をして はゐな 

い。 自習 は 學校敎 育に 於いて さへ それの 服 目 本旨で あり、 自習な きと ころ 敎育は 全く あり 得ない 

が、 併し 自習 は 全然の 自習で あ る より は 何等かの 擧校敎 育 を 持った 自習で ある 方が 有效な Q であ 

る。 殊に 初等 敎育 にあって は、 全然の 自習 は 殆ど 不可能 事で あると 言って よい。 

二 初等教育の 階級 性 

それ故に 私 は、 他に それに 代 はる 敎育 のない 時に、 自己 又は その子 女を學 校より 退かしめ る こ 

とに 赞 成しな いし、 また 他の 政治的 經濟 的紛爭 の 結果と して、 たと ひ 一時的に もせよ、 その子 女 

を學校 の 敎育か ら 退かしめ る こと に贊 成す る譯に はいかな- S 。例へ ば 今後 屡 こ さう し た 問題 は 起 

るで あらう と 思 ふが、 小作 爭議の 結 菜と して、 その子 女 を その 父兄が 小學 校から 盟休 せしめる 如 

きこと は、 31 來る， ^ 避ける やうに したい。 子女の 敎育は それと は 別に、 それに 固有の 價値を 持 

つたこと だ。 

併し さう した 盟休 をな す やうの 場合が 起 つたと すれば、 その 盟休 をな さしめ る 父兄の 側に も、 
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實は 誠に 已むを得ない 事情が 存す るに 相違ない。 否 寧ろ 父兄 は そ Q 子女の 盟 休を已 むな くす る や 

うに 强 ひられた に 相違ない。 蓋し 敎 育の 階級 性 は、 普通の 場合に は舉 校に 學ぶ もの やその 父兄 や 

に は强く 意識 せられて ゐ ない。 寧ろ 他から その 階級 性に 自覺 させる 事に 困難な ほど だ。 然るに 一 

旦 他の 社會 問題が 紛糾して 來、 その 問題に 於け る 階級 的對立 性が 露骨に なって 來 ると、 同時に そ 

の對 立は敎 育の 方面に 現 はれ、 そこに 舉ぶ もの 及び その子 女 は、 形式的に その 對立 による 露骨な 

壓迫を 受ける ことと なる。 この 時敎 育の 階級 性 は 外面 的の 表現 を 得て、 何人に もよ く 意識せられ 

る も Q となる。 換言すれば、 その 敎 育の 表面に 政治の 實 質が 現 はれて 來 るの だ。 例へば 髙等學 校 

擧生 は 社 會科學 を 研究し てなら ない と 公然と 命令せられ、 舉問 研究 の 自由 が 政治に より 束縛 せら 

れ たり、 大舉の 不良 敎授 は驅逐 せられなければ ならない と 議會の 問題に なって、 大舉 教授の 官吏 

的 特質が  一 i? 露骨に 髙 調せられ たりす るの は それで あると 言へ る。 木 崎 村盟休 事件 も、 さう した 

外部 的 事情に 强 ひられた ものである こと を 私 は 局外 的の 調査 者から 聞いて ゐる。 かう した 場合に 

は- 父兄が その子 女を盟 休せ しめた こと は、 敎育 神聖の 理由 を 以て 一 概に 否定 せらる ベ きもので 

はない。 何故 なれば この場合に は、 敎 育の 假面を 装うて 賞 は 政治の 資質が 極めて 露骨に その 全 姿 

を 現 はした ものなる が 故であった。 そこに は 政治的 戰爭の 一 般 形式が 現 はれて 来る。 

敎 育の 階級 性が 一 般の 人々 の腦襄 に强く 意識 せられる 場合 は、 敎 育の 階級 性が さう した 政治的 

外装 を 取る 時まで 不可能の ことで あらう。 百の 說敎は 一 の 體驗に 劣る。 この場合の 體驗 は、 一般 


人に 實に 深刻なる 階級 的 壓迫を 意識せ しめす に はおかない。 一 般 人が 無産者 的 理想へ 向って 訓練 

せられる の は、 實 にかう した 場合 だ。 彼等の 眼 は、 社會的 事象の すべてに 對 して、 敎 育の 形式と 

實 質と に對 して、 一時に 正しく 開かせられる。 從來は それ 程 階級 的に 見えなかった 初等 敎 育の 敎 

村 やそれ の 取扱 ひ 方 やの 階級 的であった ことで さへ、 今 は 明らかになる 姿 を 以て 意； i せられて 來 

る 0 

三 敎 育の 階級 性 へ の對抗 

然 らば 一般 社會人 は、 かく 新たに 示現 せられた 敎 育の 階級 性に 對し、 5 かなる 方法 を 以て 對抗 

する ことが 31 來る であらう か。 換言すれば、 —— 我々 の 場合に は 農民 を考 へて ゐ るので あるが、 

11 農民 はいかなる 方法 を 以て 現代 敎 育の 階級 性に 對抗 し、 その 無 產者的 理想 を實 現す る ことが 

出 來 るで あらう か。 

一 つの 方法 は、 確かに 農民 自身の 手に よる 無產者 初等 敎育 機關の 設置で ある。 從來 の小舉 校と 

いへ ども 農民 自身の 負擔を 以て 設立した ものであるが、 今や 新たに、 そ Q 小學 校と 農民 組合との 

關係を 濃厚なら しめ、 且つ その 小 學校を 私設す るので ある。 そして そこで 敎粳を 執る 敎員 は、 無 

產者的 理想に より 十分に 洗禮 せられた ものである やうに するがよい。 理想的なる 方法 は 確かに そ 
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れ である。 併し、 この ことに は 重大なる 困難が 伴 ふ。 それ は 我が 國 現在の 法制 狀 態として は、 そ 

の 方法の 實現 性が 甚だ 乏しい とい ふこと だ。 我國 では、 初等 敎育は 同時に 義務 敎育 であるから、 

それに は 厳格なる 國家的 監督が 伴 ふ。 その 施設に つ. S て も、 敎材 やそれ Q 取扱 ひ 方に つ. S て も、 

國家は 一 々その 實 質を嚴 格に 規定し、 苟し くも 初等 敎 育に 携 はる もの は學 校の 公立で あると 私立 

であると を 問 はす、 この 規定から 寸 毫も 他へ 逸れて はならない。 

それ故に 現在のところ では、 小學 校の 所謂 自由 敎育は 甚だ 狹く 制限 せられた 範圍 での 自由 敎育 

であり、 全く 自由に 活動の 許された 自由 敎育 ではない。 現在の 所謂 自由 敎育 は、 この 國家的 規定 

と 自らの 敎育 理想との に 挾み 打ちと なり、 少しも 體系 的の もので はない し、 同時に また その 到 

ると ころに 甚だ 多くの 無理 を藏 して ゐる。 殊にい かなる 初等教育 も、 それの 階級 性から 脫 却して 

無産者 的 理想 を 標榜す る こと を斷 じて 許されて はゐ ない。 それ故に 現在 Q ところでは、 初等 敎育 

に 於け る 所謂 自由 敎育を 中心として 現代 敎育 Q 改造 を 達しようと 思っても、 それ は 全然 不可能の 

ことで あり、 現代 敎 育の 組！！ 的 改造 は、 それと は 違った 原 泉から 出て 来なければ ならない。 

それ だか、，： 今 若し 農民 組合な どが 中心と なつ て、 自ら 無 產小學 校 を經營 しょうと 力めた として 

も 、 さう した 學校 は國家 の 手に より 直ちに 閉鎖 を 命ぜ られ、 國家は そこでの 敎育を 義務教育 と は 

見做さぬ であらう。 所謂 義務 敎 育の 性質 上、 それ はいかに も當然 のこと だ。 然るにな ほ强 ひて 無 

產小學 校 經營の 目的 を 達しよう とし 種々 努力した とすれば、 それ は 最初から 結果の 知れ 切った、 


單 なる 勢力の 濫費で あると 言 はなければ ならぬ。 小學 校の 設立が 不可能で ある は 勿論 Q ことと し 

て、 農民 組合が 自己の 名義 を 以て 小學 校の 敎 育の 監視 を計靈 したと しても、 それさへ 公然と は 許 

容 せられない。 凡そい かなる 手段 を 以てしても、 小學敎 育の 實質 だけ は、 規定の 篛務敎 育の それ 

に對し 全然 的に 盲從す るより 外 はない。 ここに 於いて か 何人 かが 幾分で も 無産者 的 精神 を 持 つ た 

小 學校を 私的に 經營 しょうと 思へば、 そこで は勞 働の 自己 滿足 とか それの 協同 性と かに 就 いての 

經 驗を兒 童に なさし める 位の； J とで 滿足 しなければ ならぬ。 しかも それで さへ、 設立者が 本來無 

産 運動と 關係 の ある 人々 であると か、 或は その 小舉 校での 敎 育が 幾分で も 無産者 的 色彩 を帶び て 

ゐる とか、 假り にも 風評に 立つ 位であって さへ、 その 小 學校は 閉鎖 を 命ぜられ るに 相違ない。 そ 

れ故 今日の 事情の 下で は、 無 產小學 校の 設立 或は 多少で も それに 類似した こと は、 全然 的の 不可 

能事 だと 私 は斷言 せざるを得ない。 そして 同時に、 小 學敎育 を 中心に して 今日の 敎育を それの 階 

級 性から 解放せ しめる 運動 は、 實現性 を 持たない と 言 はなければ ならぬ。 その 敎育 及び その 運動 

は 意義 を 持たない と fB ふので はない、 今日の 事情の 下で は、 それ は 實現性 を 持たない と 私 はいつ 

たので ある。 

四 階級 性より 離臉 する 敎育 の蘑 手點 
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然 らば 今日の 敎育を して それの 階級 性から 離脫 せしめ、 敎 育を眞 の 自由 敎育 たらしめ る 根本 Q 

着手 點は 何處 であるか。 私 は それ を 成人 敎育 であると へて ゐる。 成人の 敎育 自身が それの 階級 

性から 解放せ しめられる 着手 點は、 成人 敎育 自身の 外にない だけで はなく、 初等 敎_«： でさへ も 成 

人敎 育の 方面からの 壓 力なし に は それの 階級 性から 脫却 する ことが 出来ない。 私 は そのこと を 次 

に 論じて 見たい。 

今後に 於け る敎育 改造の 本 幹と して 成人教育が 最も 重要の 地位 を 占める 所以の 理由 は 抑. -何處 

にある かとい ふに、 それ は敎 育に 於いて 成人 敎育 Q 占める 理論的 地位が それ 程 重要の もの だから 

である。 私 は敎育 を體系 的に 考 へて、 成人 敎育 を敎 育の 本轮 的の もの だと 考 へて ゐる。 それ は敎 

育の 方法に 於いて、 すべての 方法の 學 習に 對し 自習が それの 本 幹 的 地位 を 占める と 全く 同一 の 根 

據 から 来る。 敎 育の 本 幹 は小學 から 大擧 までの 所謂 擧校敎 育で は 決してない。 人間が 存在す ると 

は、 人間が 生長す る ことで あるが、 人間が 生長す る こと は、 結局 人間が 自己 を敎 育す る ことで な 

ければ ならぬ。 それ故に、 私が これまで も屢. - 論じて 來 たやう に、 生活す る こと は 自己 を敎 育す 

る こと を 外に して その 意義 を 求め る こと が 出来す、 自己 を敎 育す る こと は卽ち 生活す る こ と を 意 

味して ゐ るので ある。 敎育 はかくして 自己の 生涯 を盡 くして それの 目的 を 達しなければ ならぬ。 

一 定の 時期 を 限り、 その 時 を 以て 終りと する もの は、 a- の敎 育で はない。 また 何等か 他の もの へ 

の 手段と してな される 敎育 も、 眞の 意味の 敎育 ではない。 敎育は 自己 目的 的 だ。 それ故に 私 は、 


眞 0 敎育は 生涯 勞働 をな しつつ それと 平行して なされる 自己 敎養 であり、 その 目的 は 自己の 生長 

自身で あると 考 へて ゐ るが、 隨 つて 我々 の敎育 機關の 組織 も亦敎 育の 右の 意義と 平行 的 關係を 持 

つもので なければ ならぬ。 敎 育機關 のか かる 組織と は、 それ故に 成人 敎育を 木 幹と する もの だ。 

小學 から 大學 まで Q 所謂 學校敎 育 は、 僅かに それの 部分的 目的 を 達する ものである に過ぎない。 

敎育 についての 最も 誤った 考へ方 は、 かくの 如き 學校敎 育を敎 育の 本 幹 的の ものと 見、 成人 敎有 

を 以て 單に 前者の 不完全な もので あるか、 或は前者の補|^1に過ぎなぃと見る仕方だ。 正し- S 考へ 

方 は、 全く それの 逆で なければ ならぬ。 學校敎 育 こそ は 寧ろ 成人 敎 育の ための 準備 的 階段で あり、 

勞 働と 平行し な. S 意味に 於い て 寧ろ 不完全なる 敎育 であると 言 はなければ ならない。 敎 育の 意義 

及び それの 方法に 就いて、 體系 的なる かう した 見方の 革命が 起り、 私の 今 主張した やうな 體 系が 

基礎と なる のでなければ、 敎 育の いかなる 改造 も その 完全なる 意義 を發 揮す る ことが 出来ない。 

今日の 敎育 は、 その 意義に 於いて こそ 重大なる 誤謬 を 含んで ゐ るが、 併し それ は 十分に 體系立 

てられて ゐる ために 十分の 效 果を發 揮して ゐる。 現在の 體系 に隨 へば、 小學 から 大學 までの 學校 

敎 育が 敎 育の 本 幹と なり、 完全なる 敎育は それ を 以て 終止す る。 併し その 周 緣には 多くの 不完全 

なる 敎 育が ある。 右の 一線と 平行して 多くの 專 修的敎 育の 線が ある。 また これらす ベての 線の 延 

長に は、 補習教育が あり、 全 體の周 圍には 甚だ 微弱なる 效カ をし か 持たない 所謂 社會敎 育が ある。 

右の 如き 考へ方 も 亦 確に 一 つの 考へ 方で あり、 或る 程度の 體系カ を 持って ゐ るから、 (それ は愼 

四 八 九 


四 九 o 

重に 考 へ て 見れば 自己矛盾 を 含む ものであるが) その他す ベ ての 敎養 機關は 悉く この 體 系の 中に 

吸收 せられ、 體系 立てられて 行く。 例へば 最近に は 義務 敎 育の 延長と. S ふ 主張が 有力と なって、 

從來 補習 敎育 とせられた 部分 は 義務 敎 育の 領域へ 移行しょう として ゐる。 更に また 青年 訓練が 始 

まり、 靑 年の 敎 育の 義務 化 は 一 層 高い 程度に 進められた。 靑年圑 處女會 も 亦 今や 右の 體 系の 中に 

殆ど 完全に 吸牧 せられて しまった。 成人 敎育 でさへ もやが て は その 體 系の 中に 吸牧 せられねば 已 

まない 大勢の 萌芽が、 現につ くられ かけて ゐる。 

然るに この 體 系の 敎 育の 目的が、 階級 的の ものである こと は 言 ふを俟 たない。 この 體系 にあつ 

て は、 舉校敎 育は實 生活の ための 手段で あり、 それ は 或る 點に 達して 終止す る。 しかし この場合 

の實 生活 は、 生活^ 自身の 實 生活で は 決してない。 例へば 大擧 卒業 者 は 自身の 生活の ために その 

敎育を 受けた Q ではなく、 何等かの 會社ゃ 銀行 へ 行 つ て傣給 生活 者と なるこ と を 大部分の 目的と 

し、 そこに 舉ん だのであった。 學 校での 敎育 は、 必す そこで 學んだ 自身 以外の 何物 かにより 利用 

せられて ゐる。 のみなら す、 この 體系 では、 學ぶ ものの 资 産が それの 決定的 要素と なり、 有産 者 

は 多くの 敎育 を、 無産者 は 僅かの 敎育を 受ける ことが それの 本旨と なって ゐる。 かくの 如き 體系 

は、 完全に 階級 性 を 表現した ものと 言 はなければ ならない。 それ故に 今 現代 敎育を それの 階級 性 

の 中から 救濟 しょうと 思へば、 第一 に 右の 如き 敎 育の 體 系に 對 する 何等かの 對抗策 を 講じな けれ 

ばなら ない。 換言すれば、 我々 は 我々 の 敎育體 系 を もって 右の 敎育體 系に 對抗 しなければ ならな 


い c 我々 の敎育 體系と は、 私が 先き に 主張した ところの、 成人 敎育を 本 幹と する 敎育體 系 以外の 

何もので もな ぃ0 

五 農村に 於け る 詩 來の學 校 

それ故に 私 は、 今後 頻繁に 起る に 相違ない 幾多の 木 崎 村 事件に 處置 する ために、 我々 Q 成人 敎 

育 を 一 日 も 早く 體系 づける 必要が あると 考 へて ゐる。 我々 0 敎 育に 我々 に 岡 有の 體 系が なく、 單 

に從 來の體 系に 隨っ てのもの を 部分的に 改造し て 行く とい ふ のであって は、 そ Q 意義 は 根本的の 

ものである ことが 出来ない。 それ はいかに も 抽象的で あり、 部分的で ある。 若し それが  一 ^具體 

化せられ、 一層 全體 化せられよう とすれば、 その 時折 角の 改遣 計靈 は、 依然として 從來 Q 體 系の 

中に； ぉ沒 せしめられ るより 外 はない。 例へば 先き に 述べた 無 產小學 校が 眞に その 計畫 を具體 化せ 

しめよう とする 時、 國家 により 閉鎖せ しめられる こと は それの 一 つの 實例 である。 また 無產者 Q 

ための 農學 校、 或は 高等 國民學 校の 如き ものが 設立せられ たと しても、 その 所屬が 依然として 從 

來の體 系の 中に あった 場合に は、 その赏 現の 可能性 は 最も 乏しく、 且つよ し實 現せられ たと して 

も 、 そ れは從 來の體 系 か ら 甚だ 多く 干涉を 受ける ことで あ らう。 

かくして 私 は、 農村に 於け る將來 の學校 は、 成人 敎育を 本 幹と した 我々 の 敎育體 系 を 以て 十分 
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に體系 立てられなければ ならぬ と考 へて ゐる 。その 敎育機 關は言 ふまで もな く 自由 大學的 組織で 

ある。 それ は 成. 入敎 育で あるた めに、 從來 0 體 系から 多くの 干涉を 受けない。 その 組織 は 農民の 

それぞれの 知識 程度に 隨ひ、 種々 の舉習 程度の もの を 含まなければ ならぬ。 そして それらの 組 II 

は、 單に 一 つの 場所に だけ 建設せられ ると. S ふので はなしに、 一 地方に 始まり 次第に 全國の 各地 

に 波及し、 それら は全體 的に 聯絡せ しめられ、 組織化せられ なければ ならぬ。 然る 時には 從來の 

靑年圑 や 處女會 や は、 ， ^第に 從 來の體 系を脫 して この 新ら しい 體 系の 中に 吸牧 せられて 行く であ 

らう。 それが 十分なる 體系カ を 持った 時に、 それ は 始めて 初等 敎 育の 實 質の 上へ さへ 働ら きかけ 

るで あらう。 例へば 或る 一 地方の 敎 育が、 私の 今 主張した やうな 成人教育への 體系化 を 或る 程度 

にまで 達した 時には、 その 地方の 農民が すべて そ Q 理想 を 持ち、 兒童は 小學校 以外に 於いて 常に 

そ の 環境の 中に あ るから、 小學校 自身 の 敎育 も亦實 質的に は 自然に その 環境の 影響力の 中に ある 

より 外はなくなる ので ある。 
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現今 世相の 特性 

朝来た 新聞の 一 枚 を 開いて 見る。 

誰もが 近 來感す る ことで せう が、 何となく 世相の 安定 して. Q る 感じが しない。 何 か 知ら 社^に 

事件が 起って ゐる。 唯今、 私が かう して ゐる 間に も、 どんな 事件が 社會に 起って ゐ るか 分らない- 

餘 りに 頻々 と 事件が 起って 來 ると、 毎朝の 新聞 を 開いても、 後に は その 事件に 大して 驚かない や 

うにな つ てし まふ。 事件の あるの が 普通の 世相で、 世相と S へば かう した 事件の 頻々 として 起る 

ものと、 考 へる やうに なって ゐる。 何 處か變 態 的な、 落ちつかない * 取り 亂 した ものが 現今の 世 

相で ある ことにな つて ゐ ます。 

新聞の 項目に 一 渡り 目を通します。 國際 S 盟の 議事が 電報で 報 導せられ てゐ る。 日本 はいつ も 
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不利の 立場に 置かれて、 列國 より 不公平の 取 极ひを 受けて ねる やうに 見える。 そこで 私 は、 すつ 

かり 世界人に なった 積もりで その 覚報 を讀み 直します。 「我々 は 日本人 だから 日本の 立場 を 主我 

的に 考へ 過ぎて ゐ るので はない か。 列國の 立場が 實は 世界人と しての 公平の 立場で あり、 事件の 

上に 正しい 制定 を 下して ゐ るので はな. S か。」 靜か にかう も 反省して 見る のです。 が、 その 列國 

の 態度と いふ もの も、 やはり 眉唾物で あると しか 考 へられない。 そこに は銘々 の國の 主我 的な 立 

場が 現 はれて ねる。 事件の 公平な {ォ ォ 判者 で あ る よりも 銘 々自國 の 利益 を この 機會に 擁護し、 仲 長 

しょうとして ゐる とより 外 は 見られない 點が ある。 が、 それにしても 日本 はー體 何故 こんな 風に 

列國 によって 塞 判せられ る 立場 をつ くった ので あるか。 今日， 牝界の 他の 國家 は、 國際 聯盟に よつ 

て 審判 せられる やうな 事件 を 起して ゐな いのに、 日本 だけが 何故 こんな 事件 を 起した ので ある か- 

そ  こ で 滿蒙 上海 事件 とい ふ もの を 私 は 振り返って 見ます。 ここで も外國 電報 欄 はいろ いろの 事 

件 を 報 導して 來る。 日本の 軍隊 は、 今 外國へ 出征して ゐ るので す。 そして、 そこで は 我々 の 同胞 

が、 生命 を危險 にさら して、 祖國 のために 戰爭 をして ゐ るので ある。 かう して ゐる 間に も、 同胞 

の 誰かが 敵 彈に打 たれて、 生命 を 祖國に 捧げた かも 知れない。 この 軍隊 を屮 I 征 せしめ、 戰鬪歌 態 

をつ づけて ゐる國 家の 經费 は、 どうなる ので あるか。 日本 はどう S ふ 理由で、 あらゆる 危險を H 

しつつ、 こんな in マ 『態 をつ くった ので あるか 。勿論 誰も 悅ん で、 こ 0 事態 をつ くった 0 では ありま 

すまい。 一圃に は 一 國の、 進む 必然の 途が あるの だ。 この 事態 は、 これ を 軍部が つくった ので も 


なければ、 外交が 招き 寄せた ので もない。 要するに 今 國家は 甚だ 複雜な 地位に 置かれて ゐ るので 

すが、 近代 日本の 國家 的發達 は、 この 地位に 置かれなければ ならない やうに、 必然の 途を 進んで 

來 たのです。 その 複雜な 理由 を、 我々 は 先 づ簡單 な 理由の 幾つかに 分解して 見なければ ならない。 

國內の 諸問題 を 見て 行きます。 

政黨に 何等かの 動榣の 起って ゐる こと は爭 はれない。 そ Q 適例 は 無產黨 であります。 ここで は 

國 家社會 主義への 轉 向が 起り、 無 產黨が 新たに 集合 離散の 再組織 運動 を やって ゐ るので す。 が、 

旣成 ブル ジョ ァ政黨 の 中に も、 勿論 動搖の 起って ゐる こと は爭 はれない。 その 中から ファ ッ シ ョ 

的な 政黨へ 志す もの さへ 現 はれて ゐる。 これ はほんの 前衞的 運動で ある けれども、 我々 は 一葉 落 

ちて 天下の 秋 を 知る ことが 出來 ると いふ ものです。 今後 そ Q 旣成 ブル ジョ ァ政黨 の 中には、 どん 

な 動搖が 起る でせ うか。 何人も その 暴風雨 を豫感 して ゐる こと だけ は、 爭 はれない 事實 です。 

さて 財界の 現狀を 見る に、 これ は 何とい ふ 痛まし S 落ち込み でせ うか。 金 輸出 再禁止の 結 £ポ は、 

直ぐに も 好景氣 が來る ものの やうに 思 はれまし たが、 財界の 落ち込み は 意外に その 基礎 深刻で、 

この 注射 も 速 效を現 はし さう に は 見えません。 折角 騰貴した 物價は 下落して、 生 產者は 以前に も 
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增 した 痛手 を經驗 しなければ ならない ことにな つた。 農村の 窮狀 にいた つて は、 全く 一一 一一 口語 道斷 で. 

あります。 この 窮狀を 何とか 恢復せ しめ 得る 裂 者が あるならば、 それ こそ 古今 を 絡した 名醫 であ 

り ませう が、 これ を 恢復せ よと いふの は、 殆ど 死者 を 再生せ しめよ とい ふ 註文に も 等し. S ものに 

なって ゐる。 八方塞がりの、 この 財界の 窮狀は 日々 の 新聞の 上に 實 情の 十の 一 も 現 はわて はゐな 

いが、 それでも なほ 窮狀の 面貌 だけ は 分かる でせ う。 

この 經濟狀 態 を 背景と した 社會 生活の 窮乏 は、 今更い ふまで もありません。 新聞の 社會 面に 現 

はれる 生活苦の 記事に いたって は、 蜃. - 目を蔽 はなければ ならない ものが ある。 失業者 大衆の 增 

加 は 一 々新聞の 上に 現 はれて ゐ ません が、 その 窮狀 はこれ 亦霄語 道斷の ものが あります。 私 は 今 

ここに 一 々それらの 內容を 記しません。 

實 生活 —— 經濟 —— 政治 11 國際關 係。 と 見て 来た 日本 b 生活 は、 41 何としても ゆったり と 安 

定 した、 太平 樂を謠 つて 行ける ものと は 見えない のです。 生活 は 苦しい。 その 中から 同胞 は戰爭 

に W かける。 この 苦しい 生活費の 一 部 を 割いて 軍費 を默納 する。 今にも 外國 より 飛行 梭が 攻め 寄 

せる ものの やうに、 大都市 は それの 防禦の 方策 を 講じ、 高射砲 備附け Q 獻金を やって ゐる。 これ 


はー體 何とい ふ 生活で ありませ うか。 いつの 間に 日本 は、 かう した 危機、 かう した is 乏に 営：. a し 

たので ありませ うか。 

勿論 生活の 不安定、 財界の 落ち込み は、 あへ て 日本 だけの 特殊 現象で はない。 これ は 確かに、 

^界 共通の 事情であります。 隨っ てこの 困難より 恢復す るに は、 世界 共通の 努力が 必要で あるに 

は 相違ない。 併し 世界 近来の 様子 を 見て ゐ ると、 各國は それぞれ 自國の 安定 を 第一 C- 目標と して 

活動して ゐる やうで ある。 そして 他の 國の 安定な ど を、 目安の 中に 入れて ゐる ことが 屮： 来ない。 

勿論 事情 は 相 1^:1 連鎖して ゐ ますから、 他の 國の 事情 を 目標の 中に 全く 入れない ので はなく、 大ぃ 

にこれ を も 顧慮す るが、 ただ その 顧慮 は自國 本-化、 自國を 生かす ことの 上に 全く 堪中 せられて ゐ 

ると いふので ある。 國際 聯盟の 活動 だと か 軍縮 會議 だと かいふ もの を 見て 行く と、 今日 ほど^ 界 

が 共同し て 批界の 問題 を 解決し ようと 骨 を 折って ゐる時 はない やうに 見えます が、 その 赏今 日 ほ 

ど 世界が 着眼 を せ ま く自國 の 利益の 上に 置き、 とに か く自國 の 生活 だけ は 恢復し なければ なら な 

S, とにかく 自國 家の 生命 だけ は 取りと めなければ ならない と、 主我 的に 活動して ゐる時 はない 

と 思 ふ。 

これらの I 相を觀 察して、 我々 は 現下 社會の 特性 を どうい ふ 風に 認識す る ことが 屮ぃ來 るか。 私 

は先づ 次の 諸 項 を擧げ ようと 思 ひます。 

第一 に、 社會 生活 を 何とか 根本的に 改革し なければ どうに もなら ない、 とい ふ氣 持ち、 耍 求が- 
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何人の 頭の 中に も 底 深く 養 はれて 來 たとい ふこと です。 少し 位の 改善で は、 どうに もなる も ので 

ない。 應急手 営で は、 病氣 はな ほらない。 この 病氣の 原因 は、 もっとす つと 深いと ころから 來て 

ゐ るので あるから、 それに 大手 術 を 施さなければ ならない。 その 大手 術を囘 避して ゐ ると、 却つ 

て どう. S ふ 事態 を 醸す か 分らない。 今 は 生きる か 死ぬ かの 瀨戶 際に 立って ゐ るの だ。 この 大 改造 

は、 今と なって は 避けられな. S 勢 ひだ。 11 かう した 考 へが、 社會 大衆の すべての 人の 腦襄 にぶ 

すぶ すと いぶって ゐ ると 思 ひます。 

人間 は 一 體 平和 を 好む 動物です。 大手 術 を 好む もので は 決してない。 出来れば 妥協して 行きた 

い。 漸進で 行きたい。 それが 人間の 本能 的な 要求です。 然るに 現在のところ では、 その 要求 を も 

放棄し なければ なら なくなった。 これほどの 苦惱の 中に いつまで 沈淪 して ゐる ことが 3^ 來 るか。 

やはり 何とか 根本的に 病 源 を 退治して 貰 はなければ ならない。 その 手術の ために は、 相當に 苦し 

い 目 を 見た としても、 これ は 致し方の ない こと だ。 その 手術に より 我々 の 生命が 取り とめられ、 

結局 その 病苦が 除かれる ものなら、 その 手術の 苦し さも 避ける わけに いかない。 が、 我々 は果し 

て その 名醫の 手術 を 期待し 得る かどう か。 これ も 亦隨分 怪しい ことで は あるが、 とにかく その 名 

醫の 存在に 拘ら す、 大手 術 をし なげれば ならない ことの 決心 だけ は、 次第に はっきり とついて 來 

たやう です。  . 


第二に、 政治 殊に 政黨 政治に 對 する 失 tiW の 現 はれて 來てゐ る こと は、 これ また 蔽 ふことの 出來 

な. S 事實 です。 

社會の 不安 を どうす る。 不景氣 を どうす る。 生活難 を どうす る。 それらの 問題の 解決に あたり、 

人々 は從來 すべ て を 政治的に 解決し ようと 思った。 その 改革 を 政治家の 所謂 政治に 俟 たうと 思つ 

た。 そこで この 政黨政 治の 表現 せられる 場所へ 代議士 を 送る 所謂 選擧 は、 社會 人に よって 相當に 

重視 せられて ゐた。 然るに 近來頓 みに その 政黨 政治が 社會 人の 間に 信賴を 失った 事實 は、 否定せ 

られ ない ものであります。 その 理由 は 幾つ も ある。 

1 つ は 政治家 自身の 墮 落であります。 代議士に なって 出ようと いふ やうな もの は、 次第に 一種 

の 職業 人に なった。 然 らば その 職業 政治家 は、 我々 の 政治 を 托する に 足る ほどの 人格 や 識見 を 持 

つ てゐ るかと 見る と、 どうも さう ではない。 本當に 政治家と して 出て 貰 ひたい 人格 識見 を 持った 

もの は、 選擧 費がない から 代議士な どに は 出て くれない。 勿論 職業 政治家と. S へど も、 十分の 軍 

資金な ど を 持って ゐる 害はありません から、 自分で 一 々選 擧費を 調達して 出る となると 選 舉戰へ 

は 出馬 來な いのであります が、 その 軍资金 を 調達す るに ついては、 いろいろの 因鎵を あちこち 
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へ 結んで しま ふ。 そこで、 いよいよ 代議士に なった とすると、 自分で 何 か 利權を 得る ことにつ と 

めたり、 財閥の 走狗に なったり する ので ある。 これ は あへ て 代議士 侗人を 攻める 譯 に參ら ない。 

選擧に 打って出 るに は、 必す 巨額の 軍資金が いるので すから、 自分が 無 際限の 遊资を 持つ 大實業 

家で ない 限り は、 いつまでも 政治家に なって ゐる だけの 軍資金の 所 を 何とか 見つけなければ な 

ら ない。 その 軍资 金の 9； 所がなくて は、 政治家 商寶 はっと まらない。 そこへ 目 をつ けて、 政治家 

へ 種々 の 財閥が わたり をつ ける。 財閥 は 軍 资金を 提供す る、 その か はりに 自分のと ころの 事業の 

有利になる やうに、 政黨 政治家と して 一 肌ぬ いで 貰 ふやう にす る。 これ は餘 りに 當然な 順序です Q 

政治家 はつひに if 落した。 政黨 も. S ろい ろと 大きな 理想 はいふが、 實 質的に は墮 落した。 その 資 

例が 幾多の 疑獄と なって 世上の さらしものになる。 かうな ると、 現今の 政治家 及び 政 黨に對 し 世 

の； 一;s 賴が 薄らいで 行く の は、 全く 已むを得ない 形勢で ありませ う。 

次に、 政治家 や 政黨は 純潔な ものであった としても、 ー體 その 政治家の 所謂 政黨 政治が 今日の 

時局 を 解決し 得る ものである かどう か、 これが 大體 疑問に なって 來た。 例へば、 今日の 財界の 不 

景氣 である。 この 問題 を政黨 政治 は して 解決し 得る であらう か。 不景氣 は、 一 つ は 世界的の 現 

象であって 我國 だけでの 現象で はない。 この 大きな 問題 を、 今日の 政黨 政治家の 眼識で は 解決し 

得さう にもない。 また 不景氣 とい ふやうな 經濟的 現象が、 政治に よって 何とか 解決せられ 得る も 

ので あるか。 寧ろ 或る 場合に は、 この 政黨 政治 あるが 故に 財界の 不景氣 を 一 層 深刻なら しめる こ 


とさ へ あり はしな いか。 例へば、 民政 黨內閣 から 政 友會內 閣へ轉 じた 場合に 起った 余 輸屮 I 再禁止 

は、 政 友 會の豫 めな した 宣言に より 弗 買の 現象と なって 現 はれて、 それ は 今日の 財界に 創痍 を與 

へろ， iail 大な原 ra になって ゐた。 また 政 友 會內閣 は その 組閣の 初めに 好景 氣を豫 約した が、 資際は 

一向 好景氣 になって 來 ないで はない か。 寧ろ その 好 景氣來 を 信用し たがために 思惑 を 起し、 その 

思惑の 失敗と 共に 不景氣 をな ほ 一 勝 深刻なら しめ 財界 を 不安なら しめたで はない か。 かうな ると 

政黨 政治に 何程 かの 期待 を 持 つたこと が、 却つ て 環境 を惡 化せし め る 所以の もの と なった の で あ 

る。 その 時 政治家 及び 政黨 政治に 對 して 失 Slil の聲が 一 般に 起る やうになる の は、 已むを得ない こ 

とでせ う。 一 體政黨 政治と か議會 政治と かいふ ものの 組 I ぼの 根本に、 問 違 ひが あるので はない か。 

そこまで 考 へる こと も、 I の 常識に なって 來る。 ここに 議會 主義 一般に 對 する 信 賴の 薄らいだ こ 

と は、 否定す る ことの m 來な 5- 現在 世相の 特質で あると 思 ひます。 

第三に、 以上 二つの 特質と は 少しく 性^の 違った 特質が 世相の 上に 現 はれて ゐる。 それ は圃民 

主義 的 又は 國家 主義 的の 着服が 世上 一 般 强く 起って 来たと. S ふこと である。 この 近い 原因 は、 

いふまで もな く滿蒙 上海 事件の 發 生であります。 一 圃 家が 軍事的に 他！： 家と こと を 構 へ た 場合に 
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は、 國內に は國民 的圃家 的の 衝動が 起きて 來る。 これ は 極めて 普通の 社會 心理の 動きで あり、 あ 

へ て 我が 國 固有の 現象ではありません。 併し それ は 近因 又は 機鎵 であつ て、 その 原因で はない。 

M 因と して は、 戰爭 がなくても かう した 空氣が 起らなければ ならない やうに、 世界の 形勢 は 動い 

てゐ たのです。 1 體 この 國民 主義 的 傾向が、 あへ て我國 だけの 特性ではなくて、 世界 共通の 特性 

になって ゐ たのです。 

その 深い 理由 は、 後に 考察いた します が、 今 現象の 上に 現 はれた こと だけ を. S ふなら ば不 景氣、 

失業、 生活 不安、 金融の 危機と. S ふやうな 經濟 的の 困難が、 世界 共通の 現象に なって 現 はれて 來 

ると、 各國は 他の 國 家の 生存な どに 構って ゐられ ない、 とにかく 自國の 生存 を 第一 の 問題に しな 

ければ なら なくなった。 それ も 必死の 努力で やる のでなければ、 國家的 危機 を 切り 拔 ける わけに 

いかない。 かくして 何 處の國 にも 國民 主義 的 傾向が 起って 來 たのです。 これ 程 世界の 諸 國の關 係 

は 密接で あるが、 その 根に は國民 主義が 強い 潜勢力と なって 宿って ゐ るので ある。 かう した 情勢 

の 下で は、 我國 だけが 國際 主義 的 態度 を 取って ゐられ る 道理 はない。 やはり 自然の 形勢と して、 

我國 もまた 國民 主義 的 態度 を 取らなければ ならなくなります。 その 深い 原因が、 今滿蒙 上海 事件 

を機緣 として、 國 民に 强く 意識 せられて ゐ るので す。 

例へば 國際 聯盟の 態度 を 見て 行きます。 世界が 平和で あり、 各國の 生活が 何の 不安 を も 持た な 

い 場合に は、 この 東洋の 問題に 對 して 各 國は それ 程神經 過敏で なくても 宜しい。 事件に 對し、 公 


明 正大な 判 斷をも 下して 行く でせ う。 然るに 今の やうに 各自 自國の 生活が 不安定の 場合に は、 東 

洋の 一 問題 は敢て それだけの 問題と して は濟 まされなくなる。 それが 直ぐに、 他の 事件の 上へ 響 

いて 来る 問題で ある。 そ 上 各 國の判 斷が狹 く自國 本位と なり 狭量な 嫉妬 的な ものに なって 來 る" 

この 刹斷を 見て は、 何としても 規模の 雄大 さ、 廣濶 さを感 する ことが ぉ來 ない。 世界の 大 政治家 

の氣 宇と. S ふ もの も、 案外 小さな もの だとい ふ氣が 我々 に はして 來 ます。 併し 飜 つ て考 へる と、 

これ も 事情 上 已むを得ない もので せう。 

一例 を あげれば、 英國の マクドナルド 氏の 如き 位界の 大人物に は 相違な. S が、 今日で は 昔の 勞 

働黨 より 訣^し、 國際 問題で は 米國の 指圖を 堂々 と 排斥す る ことが 來ナ、 その 首 ふところに 隨 

はなければ ならない 狀 態とな つて ゐ るが、 それ 程 事情の 拘束 を 受けて 一身の 自主的 態度 を 殺さな 

ければ ならない やうに、 英國の 國際的 地位が なつ てゐ るので ある。 我國 として 見る と、 今日 この 

國際 聯盟の 態度 を 見た とこ ろ で 、 國際 問題 の 解決に 處す る に は 我 國は他 のどの 國 どの 世界的 政治 

家に 依頼し 提携すべき もので もな く、 我國 は我國 として 孤立して 進まなければ ならない こと を 意 

識 したでせ う。 が、 國際 聯盟の 態度 を 見た 後に、 我國の 政策が 國民 主義へ 轉 向した も Q ではな. S- 

實際は 世界 各國 の經濟 政策が 國民 主義 的に なって 行く、 ならざる を 得 なくなった 時に、 我 國の經 

^政策 も 亦 同様に 國民 主義 的に ならなければ なら なくなった のであって、 國民は それ を 種々 の 政 

治 面 、 經濟面 に 於いて 意識す る やうに なった のであります。 
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現今^ 相に 著しくな つて 來た 特質 を 数へ て、 私 は 以上 三つ だけ を擧げ ました。 第 一 は、 圃： li^ 生 

活 の窮狀 がその 極に 達し、 何等か これ を 根本的に 改革し なければ どうに もなら ない とい ふ 意識が、 

一般に 起って ゐる ことで ある。 第二 は、 政治家 ゃ政黨 に信賴 をな くし、 議會 主義に 失望 を 感じた 

ゆ 5raK は、 議會 主義 以外に 何等か 社 會現狀 を救濟 する 方策 はない もの かと 努 へる やうに さへ なって 

ゐる ことであります。 第三 は、 國民 主義 的國家 主義 的の 傾向が、 社會 人の 中に 濃厚に なって 來た 

こ とであります。 

さて これらの 社，^ 意識 を 見て 行く と、 これ は、 單 に主觀 的に 激職せられ たから 起った とか、 流 

行す る 思想 だ から そこらへ 流布せられ たと か、 いふ もので はない。 何れ も 嚴然た る 客観的 事實 の 

上に 基いて 發 生した 意識で あるから 、主観的に 我々 がどうす る こと も 出来ない ものであります。 

そこで 政治家な どが こ の 意識 だけ を 取締って、 さう した 意識 を 持つ こと は 不健全で あると か、 危 

險 であると かいって 見た と ころで、 肝 ic の 事實が 動かない 問 は、 どうに もなる もので ない。 

その 第一 の 特性 を 見る。 圃民が ここまで 思 ひ 詰めて 來 たの は 容易なら な. S 事態で ある。 出来る 

ならば 何事 をも考 へない、 安閑た る 生活 を 送りたい のであります が、 實 生活が これ 8^ 窮迫した も 


のにな つて 來 ると、 その 窮迫した 生活の 苦し さから、 何としても 社會 生活の 缺陷の 根本 原 R を 求 

め、 社會は 何とか 打開 せられる 譯に はいかな いか、 と 求める の は、 自然の 形勢と いふ も Q でせ う。 

また 旣成 ブル ジョ ァ政黨 は、 近來 になって から 殊更に 議會 主義 を髙 調し、 この 點 では 政 民 兩黨提 

携 して 非議 會 主義 的 傾向の 打破に 努力し、 その 非議 會 主義 を 過激 危險 なる 思想の やうに いって 攻 

擊し 取締ら うと 欲して ゐる やうであります が、 どんなに 努力して 見ても、 その 政黨 主義 その 議會 

主義が 現狀の 困難 を 打開し 得な. S 以上、 その 社會 意識の 發生は 如何と も 致し方がない。 最後の 國 

民 主義、 また 同様であって、 國際 共同 主義の 理想的で ある こと は. S ふまで もありません が、 今日 

の 情勢 を 以て は、 空漠た る國際 共同 主義 は單 なる 空言に 墮し、 國民 主義 こそ は 寧ろ 現實 主義と な 

るので あって、 これ また 如何と もしが たい ものであります。 すべて は現實 の事實 であって、 S 単な 

る 意識で はない。 またき 識が 一 つの 事實 なの だ。 事實 はこれ を 取締る こと も 出来なければ、 禁遏 

する こと も 出来ない。 ただこれ を救濟 する のみです。 それの 原因 を 解消せ しめる のみです。 

かって は マルキシズムが 社會の 流行 意識であった。 いや、 現在のところ 表面的に は マル キシズ 

ム は 幾分 か 社會 の 流行 意識より 遠 ざかった やうに は 見えます が、 實 際の 潛 勢力 は 以前と 大 した 差 
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違の な s ものであるし、 今後 も それの 絶滅せ しめられる 時 はないで せう。 マルキシズム は 絕對に 

消滅せ しめられす、 ただ 歷^ 的に 新ら しく 生長せ しめられて 行く でせ う。 マルキシズム は それと 

して、 近來 はファ ッ シ ョ の 藤が 聞え て來 た。 表面的に はフ アツ ショ こそ は 社會の 新ら しい 流行 意 

識 であり、 マルキシズム 以上に 强ぃ 勢力 を 持って来た やうに a えて ゐ ます。 然 らば 社會の 流行 意 

識 として、 1 體 どうい ふ 理由で マ ルキ シズム より ファ ッショ へ の轉 向が 起った ので あるか。 その 

轉向 Q 理由 は、 やはり 單に 主觀的 意識的の ものではなくて、 容觀 的事實 的の ものであると 思 ふ。 

この 二つの 傾向 を發生 せしめる 社會 的 事 實 に は 元來大 した 相違が なく、 また 相違が あると しても、 

雙 方の 事實の 問に は歷 史的の 發 辰が 考 へられる ひです。 然 らば マルキシズム 運動と フ アツ ショ的 

運動との 起る に 至った 客觀 的な 社會 理由 は 何で あるか。 

マルキシズム は、 立派な 思想 體系を 持って ゐ ます。 經濟學 的 社會學 的に はっきりした 理論 を 持 

つ だけではなくて、 學的 にも 深い 理論 基礎 を 持って ゐ ます。 隨 つて マルキシズム 征伐 は 現に 政 

治 家 や 思想 善導 家が 考へ て ゐる程 容易な もので はない。 然 らば 現に マ ルキシ ストと 稱 して ゐる人 

達 は、 すっかり 立派に この 主張 を 理解して ゐ るの かとい へば、 決して さう ではない。 十 人の 屮九 

人まで はよ い 加滅の 程度で マ ルキシ ズムを 理解して ゐ るので ある。 併し マ ルキ シズム 運動と いふ 

容觀 的な 形態 を 取る 場合に は、 必 すし もこの 完全 理解 者 だけで 運動 をす るので はありません から、 

その 不完全 理解 者に よって 醸される マ ルキシ ズム的 雰圍氣 は 重要視 せらるべき ものであります。 


この マルキシズム 的 雰圍氣 は、 どうして 發 生した か。 と 申します と、 日本の 社會 生活が 物質的 

に大 いなる 困難に ぶっかって、 社會 人の 日常生活、 11 食 ひ、 着、 住む ところの 基本的な 物質 生 

活が 脅威 を 被った 結 *、 何とかし てこの 狀態 を脫 しなければ ならない、 と考 へる やうに なった と 

ころから 發 生した ものである こと は、 何人も これ を 否定し ないで ありませ う。 その 狀 態を脫 する 

に は なまやさし いこと では a: 來 ません。 社 會の組 if は、 或る 必然的の 經 過を逐 うて 發展 して ゐる 

ものであります から、 一人 や 二人の 精神的な 努力な ど を 以て は、 どうに もなる もので ない、 組織 

的に 或る 集圑 運動 を 起さなければ ならない、 それ も 極く 根本的に やる のでなければ、 成功す る こ 

とが 来ない。 かやう に考 へたので あります。 所謂 マル キ シス トの懷 抱す る 思想 は、 必す しも 一 

定し たもので なく、 中には マ ルクス のい つた 趣旨 をす つかり 取り 違へ て 理解して ゐる人 さ へ 少な 

く はない G です が、 少なくも 右の 意識 だけ は、 所謂 マルキシスト により 共通 的に 懐抱せられ てね 

ると いつ て 宜しいで せう。 

次に マルキシスト は、 大體に 於. S て議會 主義者で はない。 選擧の 場合、 代議士 候補に 立つ 人 は 

あります が 、 それ も 議會の 決議 を 通し て 自分 達 の 主張す る 政策 を實行 しょうと いふので はない。 

ただ 議會を 通して 自分 達の 主張 を 民衆に 訴 へようと か、 選 擧戰の 機會に その 主張 を浪說 しょうと 

か、 選擧を 通じて 民衆の 間に 於け る 自分 達の 勢力 を 示威しょう とか、 さう いふ こと を考 へる に 過 

ぎない。 そして 社會を 根本的に 改造して 行く に は、 議會 主義 以外の 乎 段に よるより 外 はない と考 
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へ てゐ るので す。 

マル キシ ストの へ る社會 改造 意 ii の 根柢に は、 右の やうに して 少なくも 二つの 意識が 存在し 

てゐ ますが、 この 意識 は必 すし も マ ルキシ ストに 岡 有の もの だと はい へない。 それ は 前述の 如く- 

直ちに 現在の 社會 大衆が、 それの 程度に 差違 こそ あれ、 また そのままに 懐抱して ゐる ところの 意 

識 である Q です。 卽ち 現在の 社會 大衆 は、 第一 に、 現今の 社會的 困難 は 何等か 根本的に 改造 せら 

れる のでなければ どうに もなる もので はな い、 なまやさしい ことで はこの 困難 を 除去す る こと は 

ぉ來 ない と考 へて ゐ ますし、 第二に、 政黨の 所謂 議會 政治に よって は 百年 河淸を 待つ やうな もの 

だと、 大 なり 小な り議 會に對 する 絕對の 信頼なる もの を 失 ひかけ てゐる こと は、 どんなに 壓 迫し 

て も 否定の 出來な S 社會 的事實 であり ますから、 致し方がない。 マルキシスト は、 その 社 ズ％ 意識 

を いくらか 他の 人よりも 明確に、 旦っ强 い 程度で、 持って ゐ るに 過ぎない。 つまり マルキシスト 

である ことと さう でない こととの 間に は、 社會 意識的に 性質に 全然 的な 相違が なく、 單に その 信 

する 內 容の强 度に 幾許 かの 差違 を 持つ に過ぎない Q です。 

さて 次に、 マル キ シス ト である ことより フ アシス ト である こと へ 移る ときに も、 社會 意識 基礎 


として は大 いなる 飛躍がなかった。 旣に 見て きた 一 一つの 意識 は、 やはり そのままに 存 して ゐる。 

ただ 一 っ增 加した の は、 國民 主義 的國家 主義 的 意識です。 マルキシズム は、 國際 主義 的 立場 を 取 

つて、 國家 主赣的 立場 を 取らない。 マルキシズムが 我國に 生長して 行く 歐洲 大戰 前後に は、 我國 

の社會 事情に、 特に 國 民意 識を髙 調し なければ ならぬ とい ふやうな ものが 存 しなかった。 隨っ て 

マルキシズム は、 發 生して 行く に 都合の よい 社會 基礎 を 持って ゐ たのです。 然るに #• 近に なって 

世界の 經濟 事情に 幾多の 變 化が 起り、 各國が 競って 國： IJ^ 主義 的 傾向 を 取る やうに なって 來 ると、 

我國 でも 同 樣の國 民 主義 を 取らない では ゐられ な S ことにな つて 來た。 ここに 前 二つの 意識に 加 

へる に、 國民 主義 的 意識が 社會 的に 濃厚に なって 来たので すが、 この 意識 を も 併せた 三つの 特質 

ある 社會 意識 を 基礎と して 新たに 發 生した ものが、 ファッショ 的 傾向で ありました。 それ故に、 

こ の 意識 を も 不健全で あると か危險 であると かいって 簡單に 非難す る こと は S, い 來 ないし、 また こ 

の 意識 を 一般の 社會 意識と は 全然 性質の 違った もの だと も. S へない ことで あり、 社 會人は 現に 一 

般に 何程 かの 程度で フ アツ シ ョ 的 傾向 を 持つ やうに なって ゐ るので す。 

マルキシズム は 左翼、 ファッショ は 右翼で あると 呼ばれて ゐる。 いかにも それぞれ 主張す る理 

論 的 内容 はさう した 對立 的の ものに なって ゐ るで せう。 併し それぞれの 立つ 社會 意識と して は , 

相互 甚だしく 違った もので なく、 違ふ點 とい へば 阈際 主義 を 取る か國 主義 を 取る かの 一 點に過 

ぎ なくなって ゐる。 それ故に 近來 最左翼の マル キ シス ト より 最右翼の ファッショ へ轉 向す る 主義 
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者の頻3^する0も、 不 0^: 議な 現象 だと はい はれな. S  。要するに これらの 主義者 は、 理論的に 甚だ 

精密な 思想 體系を 信奉して ゐる譯 ではなく、 大體 に旣に 述べた やうな 一 般社會 意識 を 幾分 か 程度 

を强 めて 懐抱して ゐる だけの ことです から、 かう した 轉向 をな すの は 容易の ことで せう。 

一 體社會 の 中には、 全然 突飛な もの は；！^ 在し ない。 これ だけ 一 つ は、 すっかり わきの ものと は 

遠った、 一 粒 種の 變り種 だとい ふ もの は、 先 づ：！ しない。 變り種 だとい ふ もの も その もと を 零 

ねて 見る と、 やはり その やうな もの を 生まなければ ならない 理由 を 社會の 中に 持つ ものである。 

これ は 一般の 社會 現象の 見方と して、 重要の ことであります。 そこで 社會の 中に 共產 主義が 存在 

しょうと、 ファッショ が 存在し ようと、 それだけが 他と 緣故 なく 飛び離れて 存在す る もので はな 

い。 すべて は社會 的に 現象と して 連 續 した ものであります。 「これ は外來 思想 だ、 單に外 國の思 

想 を 模倣した だけの もの だ。」 といって 片 づける ものが あります が、 決して それだけ では 片 づけ 

られる も Q でない。 いかに 輸入 せられた 植木で も、 地味 ゃ氣 候が それに ふさ はなければ、 その 植 

木の 育つ て 行く 道理 はない。 また 「これ は單 なる 流行 だ。」 といって 片 づけようと 致しましても、 

社會の 中に 流行す る もの は、 やはり 流行し なければ ならない だけの 理由 を 持つ のであって、 一 つ 

の傳染 病が 流行す る 場合で さへ も、 それが 流行す るに は 流行す る だけの 理由が 社會 に在存 したの 

です。 なほ また 一 つの 社會の 中に 同時に 勢力 を 得て 成立して ゐる 思想で あると すれば、 共産主義 

とファ シズム との 間に も 何等かの 緣故を 見なければ なりますまい。 


ファッショ と は 何で あるか。 

これ は 簡單の 問 ひの やうであって、 そ 0 實簡單 0 も Q ではな. so イタ リイ Q ファッショ、. ドイツ 

のヒッ トラ ァ黨の 內容を 語る だけなら ば 何でもない 問題で あるが、 現に 我國 でい つて ゐるフ ァ ッ 

シ ョ の內容 は、 必す しも 1 定し たもので はない。 然るに、 そ Q ファ ッショ とい ふ 語 を 人々 は 容易 

に 使用して、 しかも 何等か 特定の 內容 を、 言 ふ もの も閱 くもの も 指し示し 得る の は 面白い ことで 

す 0 

最左翼の マルキシストに 聞く と 致し ませう。 ファッショと は、 マルキシズムに 反對 する 主張の 

すべてで ある。 共產 主義 的な 政黨 でない 限り は、 他の あらゆる 無產黨 がファ ッショ であるし、 旣 

成 ブル ジ ョ ァ政黨 は 最近に 於いて 著しく フ ァ ッ シ ョ 化した ので ある。 然 らば その 最左^ 黨 でない 

他 の 無 產黨は 何と い つて ゐ るか。 その 政 黨の中 か ら國 家社會 主義 を 信奉す る 人達 が 分れ て 出る と、 

あとに 殘 つた 人達 は、 この 國家 社會 主義 S 信奉者 をファ ッ シ ョ と 呼んで ゐる。 然 らばな ほ 次に、 

その 國家 社會 主義者 は 何と 5 つて ゐ るか。 彼等 はファ ッ シ ョ に は反對 だと 申します。 

然 らば 一 體 何が 眞 正の フ アツ ショ であるか。 また 何故 どれに もこれ にも フ アツ ショ の 名 を與へ 


るので あるか。 よく 考へ て 見れば、 その 理由 は 分らない もので はない。 最左翼の マルキシスト は 

國際 主義 的であって、 國民 主義 的國家 主義 的で はない。 それ故に 彼等 は、 何等か 國民 主義 的な 倾 

向 を 取る 人達 を 呼んで フ アツ ショ といった のです。 國 家社會 主義者が フ アツ ショ と 呼ばれた の も 

そのため である 。要するに 社會人 は、 一 つの 主張 を 見る 場合に その 理論が こまかく どんな もの だ 

かとい ふやうな こと を 吟味し ない。 それより もこの 主張が いかなる 社 <i 生活 意識 を 持ち、 4. 勢に 

對 して 5 かなる 態度 を 取らう とする か を eK る。 さう すると、 ファ ッショ と 乎 ばれる もの は、 ？ 等 

か 共通 的な 社會 生活 意識 を 持ち、 社會的 能. 薬 を 取って ゐ るの を 見る のです。 それ は 先き に 述べた 

社會 生活 意識の 三つの 特性で ある。 併し かやう に觀 察して 來 るなら ば、 ファッショ は あ へ て無產 

黨叉は それに 近い ものの 中に だけ 存在す る 0 ではない。 社會 生活 意識 全體 が、 現に ファッショ. 

特性 を 少なから 十 含んで ゐ るの だとい つてよ い。 眞實の 根 は- その 社會 生活 意識に 根抵 となると 

ころの 社會 生活 自體 であります。 我國 の社會 生活 は、 種々 の 事情の 下に 今や， の 所謂 フ アツ ショ 

的な 倾向を 生む やうな ものに なって ゐ るので す。 


日本 は何處 へ 行く 
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一 日本 は 存立 出來 るか 

日本 は 何處へ 行く か。 とい ふ 問 ひの 中には、 日 木 は どんな 形態 ゃ賁贯 ものに 遷移して 行く か、 

とい ふ 問題が 含まれて ゐる だけで はなく、 それの 前提 的な、 もっと 根本的な 問題と して、 日本 は 

獨 立！： 家と して 存立し 得る か、 或は 滅亡し なければ ならない 必然的 形勢に 於いて あるか、 の 問題 

が 含まれて ゐる。 考察の 當然の 順序と して、 私 は 先づそ Q 問題 を考 へて 行かう と 思 ふ。 

日本 は 存立 m 來 るか。 それに はニ條 件の 考察が 必要で ある。 第一 に、 日本 は 今後 物質 生活 を 遺 

憾 なく 支持し 得る か。 第二に、 日本 は 近い 將來に 於いて、 ^界の 最大 强國と 國運を 賭しての 戰爭 

を 開始し ないで 行く ことが 出來 るか。 

私は國 運の 將來を 濫りに 悲觀 したく はない。 併し 日本 國： IJ^ とい へど も、 精神 だけで は 生 布して 
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行く ことが m 來ゃ、 必 す 確實に 物質 生活 を 營んで 行かなければ ならない。 然るに、 その物 質 生活 

が 今後 安 全に 保障 せられる やうな 情勢が つくられて ゐな いと す れ ば、 科舉 的に な靜に は、 何人と 

雖も國 運の 將來を 悲観し ない 譯 にいくまい。 隨 つて 今後に 於け る 物質 生活 支持の 可能性 如何 は、 

日本 存立の 可能性 如何 を 決定す る 第一 の條 件と なる。 

次に、 國 家の 物質 生活 はよ く 必然的に 支持せられ 得た としても、 世界 何れ かの 最大 國と戰 爭 

を 開始し なけれ ばなら ない 危險 性が 近い 將來に 迫って ゐる とすれば、 これ もまた 國家 存立 C- 可能 

性 如何 を 決定す る 蔑 要な 條件 と な るで あらう。 その 戰爭 に 勝利 を 占める ことが、 確實 に 科舉 的に 

論證 せられる とすれば、 存立の 可能性 は 保障 せられる。 併し 交戰 する 敵國が 世界の 最大 强國の 一 

つであった 場合に、 その 戰 に 勝利 を ト： L め 得る かどう か を確實 に 決定す る こと は 困難で あるし、 

またよ くその 戰^ に 勝利 を 得た としても、 國カを 疲弊せ しめる こと 甚だしく、 その 創痍 を 恢復せ 

しめる に 多くの 年月 を 要する であらう。 戰爭に勝利を占めることがf^^はしければ、 その 結果 は 論 

す るまで もな い。 何れにせよ、 近い 將來に 於け る 戰举の 可能性 如何 は、 日本の 國家的 存立 を 決定 

する 重要な 條件 であらう。 これ は 第二の 問題で ある。 


一 一 日本 存立の 物質的 基礎 はどうなる 

私 は先づ その 第一 の 問題 を考 へよう。 日本の 物質 生活 は 確實に 保障 せられて ゐ るか。 將來を 語 

るに は、 先づ 過去 を淸算 する ことが 必要で あるが、 日本の 物質 生活 は 誰もが 見る 如く 自足 自給 的 

に は 保障 せられて ゐ なかった。 日本 は その 衣食住の 基礎 生活 を營 むに、 物資 を 外國に 仰がな けれ 

ばなら なかった。 小麥、 豆類、 木材の 如き は國內 的に も絕對 的に 得られな いもので はない から、 

それらの 輸入 を 除外 するとしても、 綿 類、 羊 鐵、 石炭、 諸種の 肥料 類の 如き は、 現在の 事情 

を 以て その 供給 を 外國に 仰ぐ より 外 はない。 これ を國內 的に 供給し ようと 思っても、 その 供給に 

は 限界が ある。 かやう に 衣食住に は 最大 關係を 持った 物资 を外國 よりの 輸入に 仰ぐ とすれば、 そ 

の 他面に 於いて、 日本 は確實 に將來 への 權緩を 保障 せられた 輪 出品 を 持たなければ なるまい。 現 

在の ところでは 生絲、 絹織物、 綿織物の 如き もの は、 先づ 安全に 將來 への 糠. 續を豫 想して よい 輸 

出品に なって ゐる。 綿織物 は、 輸入 せられた 綿の 一 部の 再生 產品 である。 さて かやう に、 日本の 

物質 生活 は 衣食住 に 根本的 に 必要の もの を 輸入せ しめる ために、 何等かの 商品 を 必然的 に 輸中 はし 

なければ ならない 建前と なって ゐ るが、 かやう の狀態 は國家 存立の 物質 基礎と して 安全の もので 

あらう か 0 
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この 狀態 は、 歐 洲大戰 前の 英國 Q 生活に 類似す る も Q である。 英國の 輸入した も G は 食料品で 

あり、 その 輸入な き 限り、 英國人 は 餓死し なければ ならなかった。 また 英國の 輸出す る もの は、 

再生 產 品であった。 つまり 英國 は、 外國 より 原料 品 を 輪 入して 之に 加工し、 之 を 再輸出す る こと 

により、 食料と いふ、 衣食住の 生活に は 根本的に 必要な 物资を 得、 英國の 物質 生活 を 支持し 得た 

ので ある。 この 政策の 危險性 は、 歐 洲大戰 まで は自覺 せられなかった が、 大戰 の經驗 並びに 大戰 

後の 經濟 恢復の 困難に より 痛切に 體驗 せしめられ たがために、 その 政策の 變更 は英國 人に 取って 

國家 存立の 根本 問題と 考 へられる やうに なった。 

いま 日本の 場合 を 顧みる に、 日本 現在の 主要 輸出品 は、 果して 將來 安全に その 緩の 保障 せら 

れ たもので あらう か。 綿織物の 輸中 I は 支那の 工業の 勃興に よって 脅かされ るし、 生絲、 絹織物の 

輸屮 Z は、 他の 諸國に 於け る 養蠶の 勃興と 人造 賴 絲の發 達に より、 危險を 感ぜ しめられて ゐる。 生 

絲の 輸出 は、 實に 日本の 物質 生活 を 保障す る 根本 條件 といっても よい ものであるが、 その 出 は 

近年 漸々 に 困難の 度 を 加 へ て 來てゐ る こと は爭 へない 事實 である。 また これらの 輸出品と 交代し 

て將來 有^で あると 見られる 商品が あるかと い へば、 現在の ところでは 全く 豫 せられな. S やう 

な狀 態で ある。 然 らば 日本 は 今後 ー體. S かなる 方法 を 以て、 根本的に その物 资 生活 を 支持す るの 

であるか 0 

日本の 資本主義 的 發達を 現狀の 儘に 放任して 置くならば、 日本 存立の 將來は 何としても 悲觀的 


の ものになる。 ここに 政 友會の 如くに 產 業立國 を. S つて、 輸 M 品の 工業 的 生產を 盛んに 興隆せ し 

める ことにより、 國家 生活 を 支持し ようと 考 へる ものが ある けれども、 かく 生產 せられた 商品 は. 

1 體何處 へ寶り 向けられ ると. S ふので あるか。 輸出の 市場 を爭 奪す る こと は、 *1 界の 諸國が これ 

まで 熱心に 實 行して 來 たこと であり、 この 市場 爭褒戰 は當然 その 國家 を帝國 主義 化せし めて、 前 

方に 戰爭の 危險性 を のぞまし めた。 日本が 工業 立國 をな すなら ば、 その他 面に 於 S て は必. f 軍備 

を擴 張せ しめ， 大戰 への 準備 を 怠って はならない。 軍事費の 節約 をい ひっつ 他面、 工業 立 國を主 

張す る ことほ ど 矛盾した 態度 はないで あらう。 

三 國民的 統制 經濟と は 何 か 

ここに 我々 は、 日本の 如くに 國家 としての 面積が 狹く、 自然に 產 せられる 物 资を缺 S てな な 

がら、 徒らに 人口 だけ 著しい 率で 膨脹して 行く 國 家の 悲哀 を 味 ははなければ ならない。 今後 國家 

として 優勢の 地位 を 支持す るた めに は、 必十 土地の 廣大 なる ブ n ック と、 豐 富なる 天然 资 源と を 

持たなければ ならない。 海戰に 於いて 大戰艦 主義が 取られる と 同様に、 國 家の 競 爭 としても 大國 

主義が 取られなければ ならない。 ここに ラ ッ セルが かって 豫 言し、 ^が旣 に 幾度と なく そ Q 論 を 

紹介して 我が 國 民に 吿 した 如くに、 世界が 三大ブ n ックに 分立 するとい ふ 形勢 は科學 的に 必至 
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の も Q であると 思 ふ 。世界 全體の 物質 生活 を 斯樣に 大きく 考 へた 時に、 日本 は 果して 何れの ブ a  y 

クを 構成せ しめる ので あるか。 日本 だけが 現在の 國家 生活 を 以て、 これらの 三 大ブロ ック に對抗 

する こと は、 いふまで もな く 甚だ 困難なる ものである。 

併し その 構成 はどうなる にせよ、 日本の 物質 生活が、 先づ 根本的に 自足 自給 的に 建て直される 

こと は、 避けが たい 形勢であって、 そ Q 自足 自給に 着手せ すに 國家 生活の 支持 せられる 方策 は斷 

じて 存在し な. S こと を、 私 はこ こに 確言したい。 輸出に よって 輸入 を 支へ る 建前 は、 1 擧 には廢 

しがた いが、 漸次に これ を廢 止しなければ ならない。 生絲 輸出 は、 國家 存立の 前提と して 最も 危 

險 なる もの だ。 何故 なれば、 生絲、 緝綠物 は、 生活の 贅澤 品であって 必需品で はない からで ある。 

我々 は 農業 的 生産 を 根本的に 建て直して、 生絲の 生產を 彼の 貨物の 生產に 振り向けて 行かな けれ 

ばなら ない。 そして かやう に 自足 自給の 國家 政策 を 立てる ために は、 生產 事業の 方向 を 事業家 や 

金融 家 やの 任意 發 案に ゆだねて ゐて はならない。 如何なる 生產を どれ だけの 分量で おこす か は、 

國 家の 物質 生活 支持の 見地、 換言すれば 自足 自給 的の 見地より これ を 決定す ると ころの もので あ 

つて、 私 は その 經濟 方策 を 國民的 統制 經濟と 呼ぶ ので ある。 日本の 物質 生活 は、 國民的 統制 經濟 

を 行す る ことより 外の もの を 以て は、 確實に 保障せられ ない。 なほ 一 步を 進めて は、 日本の 存 

立 は 結局 その 根本 方策 以外の も Q を 以て は 支持せられ ない ので ある。 

かやう に. S へば、 人 は 私の 主張 を 以て 國家 社會 主義、 或は 社 會國民 主義で あると いふで あらう。 


けれども、 この 主張 は斷 じて 國 家社會 主義で はない。 近來國 家社會 主義が かなりに 强ぃ聲 で癢頭 

して 来たが、 國 家社會 主義 は 誤 の 方策であって、 現代の 國』 的 乃至 社會的 情勢に は 適合し ない 

ものである。 私 は- S ま 次に その 理由 を 明らかにして 置かう と 思 ふ。 

四 圍 家社會 主義の 誤謬 

國 家社會 主義と は 何で あるか。 それ はたし かに 社會 主義の 一種で ある。 然 らば 社會 主義の 基礎 

思想 は 何で あるか。 先づ マ ルキ シズム であると いふべき であらう。 然らぱ マ ルキシ ズムの 主張す 

る經濟 理論の 根本 は 何で あるか。 それ は勞働 價値說 0 上に 立った 拷取說 であらう。 そこに は必す 

資本と 勞働 とが 存在し、 資本家と 勞働 者と が對 立す る 利害 を 以て 存在し なければ ならない。 资本 

家 は勞働 者の 上に 搾取 をな すが、 そこに は 資本が 必要で あり、 こ Qt; 取 行程 は 勞働を 以てする 生 

產の 中に 於いて 行 はれる ので ある。 一一 一一 L 葉 は簡單 であり、 また 必す しも マ ルク ス の 論述して ゐる理 

論の 筋道 を 追 はない けれども、 マルキシズムの 主張す る 社 會經濟 理論 は、 結局 以上の ものである 

といって よい。 

併しながら 金融 行程 0 高度に 發 達した 現代の 社 會經濟 生活に、 この 見方 はも はや 適用の 困難な 

ものに なった。 何故 なれば 金融 家 或は 銀行 は 所謂 生産者で なく、 生產 行程の 外に 立って ゐ るに 拘 
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らす、 生產者 以上に 大 いなる 利益 を 得る ところ 0 ものに なって ゐ るからで ある。 マルキシストに 

よれば、 金融 家 は 金融資本 家であって、 諸方に 眠って ゐる 小額の 資本 を 寄せ集めた 上、 これに 活 

動 性 を付與 して 事業家の 使用に 提供した もの だと. S ふので ある。 いかにも この 考 へに 隨 へば、 金 

融 家の 運轉 する 貨裕は 資本で あらう。 併し 金融 家に 對 する マル キシ ストの この 觀察は 誤 まって ゐ 

る。 銀行 は 預金 を その 儘貸附 ける ので はなく、 この 預金 を 見せ金と して 思 ひの 俊に 信用 を發 行し、 

その 信用 貨幣 を貸附 けて 事業家より 利益 を牧 める ものである。 金融 家 は 事業家 以上に 儲ける が、 

それ は勞 働の 上に 摔取 する 生産の 行程に 於いてな された ので はない。 また 勞 働の 上に 搾取した の 

でもなければ、 生產を 以て 儲けた ので もない。 金融 家の 運用す る 貨幣 は、 資本の 名目 を 以て 呼ば 

るべき もので はない。 今や 大 いなる 儲け を牧 める 者 は、 生産に 於け る 資本家ではなくて、 金融 家 

だ。 そして 現代の 社 會經濟 は、 こ Q 金融 家が 生産者 を 支配す る 處の社 會經濟 制度の 上に 立つ もの 

であり、 語の 嚴密 なる 意味 を 以て は その 社會 制度 は 資本 主 義 制度 と 呼ばるべき もので もない。 

然るに マル キ シス トは 金融資本と いふ 語 を 使用し、 资本 主義 高度の 發達を 金融 资本 主義と 呼ん 

でゐ るの は、 大 いなる 誤謬と いふべき である。 金融 は、 斷 じて 資本で はない。 もしも それが 資本 

であるならば、 勞 働に 對 しなければ ならな. S し- それの 儲けに は生產 行程の 進行す る 時間が 考へ 

られ なければ ならな いが、 金融に はかくの 如き 性質 は付與 せられな いの だ。 我々 は、 金融資本 或 

は 金融資本 主義と いふ 語 を 先 づ廢棄 しなければ ならない。 私 はこれ まで 幾度 繰り返し てこの こと 


をい つた か 分らない が、 コ ンミュ 一一 ズム に反對 する 人達まで がその 語 を 使って ゐて 憚る ところの 

な いのは 心外で ある。 金融 资本 をい ふなら ば、 その 時旣に マルキシズム を 容認し、 身 を マル キシ 

ス トに轉 身せ しめて ゐ るの だ。 

さて 國家 社會 主義に か へる。 國 家社會 主義 は 資本主義に 反對 する ものであると いふ。 現に 無產 

黨ゃ無 產黨に 近 S 新政 黨は、 資本主義への 反對を 高調して ゐ るが、 資本 を 以て 拷取 する 事業家 は 

現に それ 程强 力な 敵と なって ゐ るか。 斷 じて さう ではない。 最大の 儲け を牧 める もの は 金融 { 水で 

あって、 事業家 は勞働 者と 共に この 金融 家の 膝下に 身 を 屈して ゐ るので ある。 然 らば 反 資本主義 

をい ふこと に 何程の 意味が あらう か。 反资本 主義 をい ふ 限り は、 勞働 者の 立場に 立ち、 生產 行程 

の 中に あって、 资 本家 卽ち 事業家に 對立 しなければ ならない。 この 時最强 究極の 敵卽ち 金融 家 は、 

その 攻擎 せられて ゐる 事業家の 榍の 影に 退いて ゐる。 勿論 生產 行程 內に 於. S て、 勞働者 は 資本家 

に對立 しないので はない。 私 は その 厳然たる 事 實をも 否定し ようと. S ふので はない。 ただ 現在の 

社會 では、 生産 行程 內に 於け る 勞働對 資本の 對立 的抗爭 を 以て は、 社會 問題 は 根本的に 解決 せら 

れな いと S ふので ある。 

また あへ て それだけ ではな S  。勞働 者と 資本家と は、 階級 的に 對 立し、 そこに 階級 鬪爭が 起る。 

併し 勞働者 及び 资 本家の 社會 階級 は、 元 來は國 境 を 以て 制限 を 受ける も Q ではない。 階級 は國際 

的で ある こと を それの 本義と する。 然 らば 階級 鬪爭の 主たる 手段と する 社會 主義 は、 國際 主義に 
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向 ふが 當然 であって、 國 家社會 主義 は 一 の 矛盾した 概念で ある。 社會 階級 は 何故 國家 的に 制限せ 

られ なければ ならない か。 社會 階級の 見方から は、 國家的 制限と いふ 見方 は 生み出されない。 階 

級 鬪爭の 上に 立脚す る 反资本 主義の 旗印 は、 つ ひに 一 の 現代的 迷信で あるに 過ぎない の だ。 私の 

主張す ると ころ は、 その 國 家社會 主義ではなくて、 國民的 統制で ある。 共同 社會 としての 全國民 

生活の 立場に 立ち、 金融 を少數 者の 支配に ゆだねる こと を廢 して 金融の 國民 化を斷 行し、 その 金 

融 支配 を 通 じ て 國家內 の 生產 の 方向 分量 等 を 自足 自給 的なら しめる やうに 統制す る ことで ある。 

^の 立場 は生產 行程 內に 於け る社會 階級ではなくて 全國 民で あり、 私の 支配 を 欲する 對象 は、 资 

本ではなくて 金融で ある。 そして このま 配に よって 全 生產を 自主 自雜 的なら しめようと. S ふので 

ある。  . 

風 はかう した 立場 を 統制 國ぉ 主義と 呼ばう と 思 ふ。 現代 日本 改造の 旗印 は、 國 家社會 主義 や 社 

會國民 主義 やまた 單 たる 日本 主義 ゃファ シズム やではなくて、 統制 國民 主義で なければ ならない。 

それ は 資本主義、 社會 主義の 何れから も絕鎵 した 統制 國民 主義で なければ ならない。 

統制 國民 主義の 立場に 立つならば、 日本の 存立 は 確實に 保障 せられる。 また それ 以外の も 0 を 

以て は >  日本の 存立 は 必すゃ 危險に 瀕しなければ ならない から、 結局に 於いて、 近い 將來に 日本 

は 統制 國民 主義の 日本になる であらう。 


五 戰爭は 避け 得られる か 

さて 次に 我々 は國家 存立の 第二の 前提で ある 戰爭の 可 避 如何 を 考察して 見よう。 一 國 家が 自足 

自給 的に なった とすれば、 他の 國 家と 戰爭を 交へ る こと は 必要でなくなる。 輸出 を 必然と する 國 

民經濟 Q 建前に 於いて は、 市場 爭 奪の ための 戰爭を も 決行し なければ ならない が、 自足 自給の 國 

家に 對 して 何れの 國 家が 積極的に 侵略 戰を 開始す るで あらう か。 私 は 日本が 將來 に はらんで ゐる 

日 米戰爭 の 危機 を も、 日本 が 自給自足 的 になる こ とに よってお のづか ら 解消 せしめる もの だ と 信 

じて ゐる 0 

滿洲國 が 建設せられ てから、 日本の 自給自足 主義 は實 行に 容易の ものと なった。 滿洲國 は 勿論 

獨立國 家であって 日本の 屬國 ではない。 滿洲國 を 健全に 發 達せし める ために は、 第 一 にこの 圃家 

自體の 利害 的 立場に 立ち 敢て 日本の 利害 的 立場 を 以て これ を蹂躅 しない こと を 念 慮に しなければ 

ならない。 この 點に關 して、 私 は 今に 於いて 日本の 民衆に 接戒 して 置きた. S 。併しながら、 ラッ 

セルが いった 意味の ブ ロックと して は、 日本 は 滿洲國 と 相 結んで  一 S- ブ 口 ッ クを つくり、 ^界に 

その存立を確保することが3^來ょぅ。 そして この 滿. 浏國 との 間に は 輸出入 を 以てする 相補の 物質 

生活が 確保せられ なければ ならない。 我々 が これまで 他の 國 より 輸入 を 仰いで ゐ たやうな 物資 は 
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出來る だけ この 滿洲國 に 於いて 生產 する やうに し、 また 日本 は その 滿洲國 へ 多種 類の 商品 を输出 

する ので ある。 支那 は 日本の 商品の 輸出 せられる 主要 市場で あるし、 また 支那 は當 分のと ころ 日 

本より 商品 を 輸入し ないで は ゐられ ない 國 であるが、 この 貿易の ために は 滿洲國 を 緩衝 地帶 とな 

す ことが 出来る。 勿論 滿洲國 は、 世界の 各 國に對 し機會 均等 を 以て 門戶を 開放して ゐる けれども、 

日本 は 地勢 上 この 競 爭には 優越 を 占める ことが 出来る。 また 滿洲國 自身の 存在と しても、 日本と 

の 間に ブ 口 ックを 組成せ しめる こと は 不可避の ものであると いってよ い。 

日本 は 存立 35 來 るか。 私 は 答へ る。 統制 國民 主義 を 以て は、 日本 は 世界の 諸 情勢に 處 して 立派 

に 存立 來る、 また 新 建設の 滿洲國 と 日本と は、 當然ー のブ a ックを 組成せ しめて、 世界に その 

存立を確保することが出來^<y• と。 

六コン ミ ュ 二 ズ ム と 非 統制 資本主義 

統制 國民 主義の 主張 をな ほ 一 層 明確なら しめる ために、 私 は 他の 雨 端で あると ころの コ ンミュ 

一一 ズムと 非 統制 的なる 资本 主義 を 以て は、 日本 Q 改造 ほ斷 じて 達せられ 得な 5 こと を 論じて 置か 

うと 思 ふ。 

いかなる 主張 も、 歷 史的に 或る 情勢の 上に 主張 せられる もので なければ ならない。 すべての 時 


代 を 通じ、 すべ て 情勢に 適當 すると. S ふやうな 政治的 主張 は、 存在す る 害がない。 現に マル キ 

シズム を 主張す る もの は、 現代 日本の 改造 を 指導す る 原理と して、 マルキシズムが 最適 だと 考へ 

てゐる Q であらう。 然 らば マルキシズム を 糠 承した と稱 する 我が 圃 最左翼の コ ンミュ 一一 ズム 運動 

は、 して 現代 日本の 困難 を救濟 する ものである か。 私 は 今の 場合 最左翼の 理論が 理論的に 正し 

いかと か辨證 法的 唯物論の 哲學 がどう だと かいふ さ 問題 を考 へようと は 思 はない。 最左翼に 屬す 

る もの は 結局 一個の 觀念 論者であって、 それらの 閑 問題に 精力 を 消耗せ しめ はする も QQ、 この 

理論 を實 行した 結果、 日本の 民衆 生活 は 何處へ 行く かの 具體 問題 を考 へて ゐ ない。 

私 は敢て 批評し ようと 思 ふ.。 コン ミュ 一一 ズムの 理想 は どれ だけ 結構な もので あっても 我々 の 顧 

盧 すると ころで はない。 我々 の 語る の は、 百 萬 年後の 遠い 將來 のこと ではなくて、 半世紀 乃至 一 

二 世紀 後の 日本の 生活の こと だ。 三 四 世紀 もさき のこと だとい ふなら ば、 我々 はも はや その 主張 

に 耳 を 傾けないで よい ことで ある。 さて 日本 を コン、 、、ュ 1 一 ズム 化する とはい かなる ことで あるか。 

日本と ロシアと を 連結して 一 の ブロック をつ くり、 そこに 共同 支配の 物質 生活 を營 むこと である。 

然るに その ブ B ックの 主と なるべき 口 シァの 物質 生活 はいかなる もので あるか。 五箇 年計靈 が 成 

功した にしても ロシアの 物質 生活 はな ほ 根本的に 救濟 せられす、 金融 も 恢復せられ ないから、 ^ 

界經濟 生活の 上に 依然として 貧困の 地位 を 守らなければ ならない。 これに 比較 すれば、 日本の 資 

本 主義 は 高い 發達を 示して ゐ るし、 その物 質 生活 もまた 大いに 幸福で ある。 然 らば II シ ァのブ n ッ 
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クに 投じて 兩 者の 間に 共通の 物質 生活 を營 むこと は、 日本 を 貧窮 化せし め、 日本 Q 生活 困難 を 一 

曆 深化せ しめる ことに 外なら ない。 一の 失業 問題 を 解決す るに しても、 a シァと 連結す るより は 

滿洲國 と 連結す る 方が 遙 かに 有利で あらう。 かくして 最左翼 Q コ ンミュ 一一 ズム 運動 は、 觀念 論者 

の 妄動であって、 日本 改造の 歷 史的 觀點 より すれば、 何の 價値を も 持つ ことの 出来ない もの だ。 

日本の 民衆 は、 最左翼 運動が 全然 無憒 値で あ る ことに 就い て 徹底 窮極 的 0 確信 を 持たなければ な 

ら ない。 これに 反對 する コン ミュ 一一 ストが あると すれば、 ^は その 人と 何程で も 徹底的に 論爭す 

る こと を 避ける もので はない。 

理想 は n ンミュ 一一 ズムに 置く が、 官權 による 抑壓 の苛嚴 である 日本の 現段階と して は、 この 裎 

度の カム フラ アジ ュ せられた マ ルキシ ズムを 主張す るより 外 はない として ゐる舊 勞農黨 的 (現在 

の 大衆 黨の 一 都) 見解 もまた、 我々 の 理解し 得ない ものである。 コ ンミュ 一一 ズム に對 する 抑 壓の苛 

嚴 である こと は、 日本の 特殊事情 ではなく、  n ンミュ 一一 ズム 理論より 必至の 情勢で あらう。 そ 

して コ ンミ ュ 一一 ズム 運動 は、 その 背嚴 なる 抑壓の 原因と なる 制度 を 突破す る 運動で ある 普 だ。 然ら 

ばいかなる 彈壓が あるに せよ、 その 彈壓 に抗 して 最左翼 的に 運動す る ことこ そは眞 正の n ンミュ 

一一 ズム 運動で あらう。 抑 壓に對 し カム フラ アジ ュ した 運動と は、 結局 は 緩慢なる 運動、 勢力の 微 

弱なる 運動 を 意味す る。 かう した 安全 地 帶に身 を 置きつつ、 內心 では n ンミュ 一一 ズムを 信奉して 

ねる やうな こと をい ふ强 がり 屋の 卑怯 極まる 態度 を 私 は 唾棄し ようと 思 ふ。 中間 主義 は 成立し な 


い。 車 は、 車の 上に のって ゐて 押しても 進まない。 車 を 進まし める もの は、 先づ 地上に 降り、 然 

る 後に 車を柙 せ。 中間 主義者 は、 最左翼に 赴く ことによって 自ら を淸算 すべきで ある 0 

以上の 如くに して、 最左翼 主義 や 中間 主義の n ンミュ 一一 ズムは 現在の 日本 を救濟 する 道で はな 

かった が、 私 はまた 次に 非 統制 の 資本主義 もまた 日本 0 生活 を 進展せ しめる 所以で な. S こ と を 高 

調しょう と 思 ふ。 非 統制の 資本主義と は、 現在の 日本の 資本主義の 如くに、 資本家 は その 企業の 

方向 分量に 關し 自己の 欲する ところに 隨 つて 活動す ると ころの それ を 意味す る。 この 资本 主義 Q 

將來 もまた 甚だ 危險 なる ものであると 思 ふ。 日本の 資本力 は 米國の 資本力に 及ばない。 日本の 大 

計靈 事業 を 遂行し ようと 思へば、 外 资卽ち 主 として 米國 0 资本 を 輸入せ しめなければ ならない。 

またよ くその 出资を 日本の 銀行に 仰いだ としても、 その 事業 計畫が 大規模と なる に隨 ひ、 事實上 

日本の 銀行 は 米國の 銀行に 再 保證を 求める やうな 狀 態となる であらう。 その 結 菜と して、 日本の 

經濟 生活 は、 今度 は 口 シ ァのブ 口 ックに 所 露す る 代りに 米 國のブ 口 ックに 所^す る ことと なる。 

資本主義の 高度に 發 達した 米 國のブ a ック に所霸 して、 徹頭徹尾 米國の 金融 家に 支配 せられる 日 

本の 國民 生活 を考 へて 見よ。 我々 はこの 生活 を 幸 幅で あると は 言 ふこと が 出来ない。 一 體ん々 は、 

一 國が 一 國を 支配す る こと を 政治的に だけ 考 へて ゐて、 經濟 的に 考 へて ゐ ない。 8： し 經濟的 支 

配 こそ は、 政治的の 支配に も 超えて 優勢で あり、 また 決定的なる もので も ある。 現在の 如き 非統 

制 的なる 資本主義の 將來 は、 米國ブ a ック への 所霉 以外の 結 某 を 齎らす もので はない。 
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かくして 私は斷 じてい ふ、 最左翼の コ ンミュ 一一 ズム 運動 も、 最右翼の 非 統制 資本主義 卽ち 自由 

競 (伞 資本主義 も、 共に 將來 日本の 生活 を 幸福なら しめる もので はなく、 一は 日本 を 貧窮 化する し、 

他 は 日本 を 金融 奴隸 化す る ものである。 日本 は 必す 統制 國民 主義の 根本 態度 を 取ら なけれ ば なら 

な い。 

七日 本の 經濟 は何處 へ 行く 

日本 は どこ へ 行く か、 日本 は 存立 出來 るか を 前提と すると ころ Q この 問題 を 解決しょう として、 

その日本の民衆でぁるところの^4は、 また 自然に 日本 を どこ へ 行かし めなければ ならな. S か を 論 

じて ゐた。 日本 をして 行かし めなければ ならない ところ こそ は、 日本が 行く ところの ものである。 

私 はな ほ 次に その 將來 日本の 生活 Q 經濟 的、 政治的、 敎育的 部面 を 細論し ようと 思 ふ。 ここで も 

また、 それらの 部面が ど JU へ 行く か は、 それらの 部面 を どこへ 行かし める か、 の 問題に なって ゐ 

る 0 

第一 に、 日本の 經濟は どこへ 行く か。 經濟 について 私は旣 にや や 詳しく 論じて おいた。 要する 

に、 それ は 國民的 統制の 經濟 でなければ ならない し、 また 國家 存立の 必要 上、 將來必 すそれ にな 

ると 私 は 信す るので ある。 内容 は旣に 書いた から 單に 項目 的に 列擧 するならば、 第一 に は、 自足 


自給 0 方針 を 以て 產業 各部 面の 發達 0 方向と 分量と を 統制す る ことで ある。 第二に は、 銀行の 運 

用 を少數 金融 家の 手に ゆだねす、 これ を國民 化する ことで ある。 第三に は、 生活に 於け る资 本家 

と勞働 者の 階級 的對 立に 社會 改造 運動の 主力 を 置かす、 雨 者 は 寧ろ 生産者と して その 利害 を 共通 

的なら しめ、 その上に 全 支配力 を ふる ふ 金融 家に、 共同 對抗 する ことで ある。 ー產業 部門 內の階 

級的對 立の 問題 は、 右 Q 如き 共同 戰 線が 成立した 後、 勞資雙 方 側より 選出 組 ii せられた 產業 委員 

會 により 解決せられ なければ ならない。 生產 者が 金融 を 支配し 得た 場合に は、 國 民への 分配 は簿 

記 的に^ たされ 得る が 故に、 戰鬪 的な 所謂 勞働 爭議は 必要でなくなる。 勞 働爭議 は、 生產 者の 共 

同 戰総內 に 於け る 勢力 Q 濫費で も あれば、 また 生産が 未組織 的で ある ことの 表現で も あるの だ。 

私 はな ほ 第 四と して、 人口  0 制限 を 主張したい。 非 統制 的な 人口 增殖 は國 民の 力 を增大 せしめ 

る 所以の もので はない。 第五に、 國 民の 食糧に 對 して 統制 方策 を 建てなければ ならない。 國 民の 

榮養 政策 は、 今日まで 少しも 顧みられて ゐ なかった も Q に屬 する。 第 六に、 都市 lEil 域 Q 無制限な 

膨脹 を 制限し なければ ならない。 日本の 都會は 甚だ 不經 濟に橫 にだけ 膨脹し、 縦に 膨脹して ゐな 

い。 かくして 農業 地域 を 益 A /減少せ しめる し、 また 原生 產 的な 農民 精神 を額廢 せしめて 徒らに 投 

機 的空氣 を 醸成せ しめて ゐ る。 第 七に、 之に 關聯 して、 消费 生產 組合 を發 達せし めなければ なら 

ない。 商品が 屮 I 來る だけ 仲買人の 手を經 な. S やうに なれば、 都會 は縮少 せられる し、 農民 もまた 

救濟 せられる。 
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八 日本の 政治 は 何處へ 行く 

次に、 日本の 政治 は どこ へ 行く か。 

政 友會と 民政 黨 とが 互に 交替して 政治 を 運用す る 現在の 狀態 は、 日 木の 生活 を 幸 li ならしめ な 

いだけ ではなく、 寧ろ これ を 不幸の も Q にして ゐる。 經濟を 離れた 政治 はない。 政治 は 經濟の 上 

に 何等か の 統制 を 加 へ , そ の 統制 せられた 經濟を 通 じて 國民の 物質 生活 の 上 に 寄與す ると ころ Q 

ものである。 併し 今日の 經濟界 は、 經濟 自體を 以て 一 の繁 岡な 組織 をつ くって ゐる もので あるか 

ら、 好沉 となる も 不況と なる も、 その 原因 は經濟 自體が 固有す る もので あり、 內閣 がか はった 位 

のこと で 左右 せられる もので はない。 然 らば 內閣の 更迭 は 財界に 全く 無 影響で あるかと い へ ば、 

さう ではない。 經濟の 外的 表現 は 金融で あり、 その 金融の 動搖は 財界に 最も 大 いなる 影響 を與へ 

るの だ。 それ故に 國民 經濟を 幸福なら しめる ために は、 第一 に 金融 を 安定化せ しめなければ なら 

ない。 金融の 安定 は國民 生活の 安定で ある。 然るに、 政 友 民政の 交替 は事實 的に. S かなる 現象 を 

生ぜし める かと. S へば、 通貨の 膨脹と 牧縮 とであって、 今收 縮せ しめられた ばかりの 通货 が內閣 

の 更迭と 共に、 膨脹せ しめられ、 また その 內閣 の瓦壞 と共に 牧縮 せしめられる とい ふやう のこと 

であって は、 內閣の 更迭 ほど 金融の 安定 を攪亂 する もの はなく、 隨 つて 國民 生活 を 不幸に する も 


の はた いので ある。 勿論 金融 は 金融 自身の 組 凝 を 持つ から、 內閣が 通貨 膨脹 政策 を 取らう と 思つ 

て も、 その 事情 0 備ら な. S 限り、 容易に は 膨脹せ しめられる もので ない。 併し 少なくも- 2： 閣の更 

迭 はこの 方向 へ の景氣 をつ くり、 結局に 於いて は險脹 せしめられる やうの ことになるの である。 

政 民兩黨 の對立 こそ は、 現に 國民 生活 を  一 &? 不幸なら しめて ゐる 有力な 障害物な の だ。 

然 らば 無 產黨は 如何。 無 產黨は 普選 當初こ そ 進歩的な 國 民より 期待せられ たが、 そ G 後の 行動 

は これらの 進歩 分子に さへ 倦怠と 失望と を與 へる ものに 墮 落して しまった。 無 產黨の 分裂 病 は、 

勞働 組合の 對立 以来 不治の病 氣 にまで 生長した。 何人 かが その 合同 を 策した としても、 現在の 無 

產黨の 後 身 を 以て は 合同 は 結對に 不可能で あるし、 またよ しその 合同 を 菜した としても、 勢力 は 

すでに 消耗 せられて 居り、 果敢な 戰鬪カ を 持たない。 また 無 產黨の 左翼 は マルキシズムと いふ 理 

論 を 持つ が、 その 右翼 は 全く 無理 論の も Q になって ゐる。 偶. - 右翼が 理論 を 持った とすれば、 國 

家社會 主義と いふ 如き 中途半端の も Q であって、 根本的に は マルキシズムより 離れて ゐ ない。 結 

局 右翼 は 生ぬるい マルキシストで あり、 rvc- 取る 反コ ンミュ 一一 ズムの 旗印 を 完全に 說 明し 得な. SO 

大衆 黨 Q 各 分子が 社 會黨を 嘲笑 するとしても、 結局 は 目糞、 鼻奠を わら ふ C 類であって、 我々 は 

兩 者の 間に 何の lEll 別 を も 見る ことが 出来ない。 無產黨 は、 どれ だけ 勇敢に なっても、 反 資本主義 

の 旗印 だけ はおろ せな い やうな 運命に 置か れてゐ るが、 この ことこ そ は 無產黨 を壞滅 せしめる 癌 

なの だ。 反 資本主義 は、 もはや 現在の 社 會的國 民 的の 情勢に 適しない 標榜と なって ゐる。 ^界は 
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それ 程變轉 して ゐ るので あるが、 名目 主義に 捕 はれた 無產黨 は、 依然た る 舊夢を 貪って ゐ るの だ。 

三 反 主義 を 取る 新黨 は、 そ の 三 反 主義 を 以て 實 質的に は 如何なる 立場 を 取らう と い ふので ある 

か。 これ もまた 资本 主義に 反對 して 國家 社會 主義 を 取らう とい ふ ものの 如くに 見える が、 反 資本 

主義と 國 家社會 主義との 誤謬で ある こと は、 旣に 論じた 通りで ある。 その他、 新たに 組織せられ 

た 無產黨 類似の 諸小黨 は、 みな 國家 社き 主義 的の 誤謬に 陷 つて ゐ るの だ。 日本 主義 を 標榜す る 諸 

圑 體は澤 山に あるが、 これら はまた 空漠た る 精神主義 を 標榜す る だけで、 國 民の 物質 生活 を 幸， 幅 

にす るた めに 基礎 原理 を 持た す、 また それ を考 へようと さ へして ゐ ない。 

九 統制 國民 主義 へ 

フ アツ シ ョ は 現下の 問題 だ。 日 木に も その フ マ ッ シ ョ の空氣 の 興隆した こと だけ は爭 はれない。 

併し 特に ファ ッショ を 標榜して 立った 政黨 とい ふ もの はない。 然 らば 今後 フ アツ ショ は、 獨立 Q 

政黨 とし て 組織 せ ら れ る であらう か。 何人も さう し た 政黨が 組織せ られ ない と は斷 言す る ことが 

出来まい。 滿蒙 事變が 或る 程廣 0 解決 を 得た 時には、 我國 にも フ ァ ッ シ ョ 的政黨 運動 は 相 當の勢 

力 を 以て 輿隆 して 來 るので はない かとさへ 私は豫 想し ないでも ない。 その 政黨 運動 はとに かくと 

して、 現に XXX に 於け る ファッショ 的 情熱の 盛で ある こと は、 最も 注目 せらる ベ き 現象で あ 


らう。 私 は 日本 今後の 情勢 を觀 測す る 場合、 こ Q 部面の 過去 現在 を 論す る ことに 最も 多く G 關心 

を 置いて ゐ るので あるが、 遺憾ながら 今 はこれ を 語る ことの 自由 を 持つ て&な いもので ある。 

併し 少なくも 情勢 は變 化した。 舊 自由主義 も舊 マルキシズム も 現下の 情勢 を 論す るに は、 全く 

無力 の 骨董品に な つて ゐる。 ジャ ー ナ リズムが 依然として その 舊堡砦 を 守 つて ゐる こと は、 ジャ 

.1 ナ リズムに も 似合 はしからぬ 保守的 態度であって、 現下の 情勢に 對應 する 感覺 を痲萍 せしめて 

ゐる ものと いはなければ ならない。 現に 國情 は、 古い 知識の 定石 を 以て は觀 測せられ がた いも Q 

となった。 併しい かなる 現象に も、 法則 は 絶 對に缺 除して ゐ るので はない。 古い 見方の 定石 は 無 

力で あっても、 新ら し 5 見方の 定石 を 以て は、 社會 現象 はや はり 一 の 必然的な 法則 的 進展 をな し 

てゐ るの だ。 私 は、 今後 興る 政黨 は、 旣成政 黨ゃ無 產黨の 立場より 完全に 解放せられ、 舊 自由 主 

義と舊 マルキシズム、 及び それの 變 歪せられ た 形式の もの を 基礎 理解と せ？ に、 統制 國民 主義の 

銃 一 的 理論の 上に 立脚した 政黨 である こと を 信じて ゐる。 それ は 日本の 存立 を 目標と した 政黨で 

あり、 日本の 物質 生活 を 安定 幸福 ならしめ ると 同時に その 民族の 歷 史的 精神 を 恢復す ると ころの 

政黨 なの だ。 マルキシズム は 唯物論の 上に 立脚した が、 社會 の辨證 法的 進展 を 信す るなら ば、 誰 

か 近い 將來に 於 5 て、 觀念論 的 傾向が これに 對 立して 興る こと を 否定し 得よう。 併し、 眞の 立場 

は兩 者の 止揚に ある。 物質 を救濟 すると 同時に 精神 を 見失 はない 立場 こそ は、 國 民の 眞に 求める 

ところの ものな の だ 0 
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ー〇 日本の 教育 は何處 へ 行く 

最後に、 日本の 敎育は どこへ 行く か。 

日本 Q 敎育 は、 今や  一 0 行き詰まりに 際會 しつつ ある。 入學を 希望す る ものに 全く 異常と いつ 

てよ ぃ入學 難があり、 卒業した ものに 全く 絕？ 5HI 的な 就職難が ある。 その 入學に 勝利 を 占める ため 

に、 學 校の 敎肓 はた だ人學 準備 を 目標と した 敎育 となって 墮 落す るし、 就職難 あるが 故に 學生 は 

何のた めに そ Q 舉 校に 入 學し たか 分らない ことにな つてし まふの だ。 その 入 舉難. ，ゲ 緩和し ようと 

思へば 學校 を增設 する より 外 はない が、 今で さ へ これ 程の 就職難 を 前にして ゐる學 校 を增設 した 

結果 は、 一 體 どうなる と. S ふので あるか。 日本の 敎育は 現に 行き詰まり になって ゐ ると 私が. S ふ 

の は それな の だ。 

敎育 制度に は、 今や 根本的の 改造が 加 へられなければ ならない。 この 行き詰まり は、 日本 0 敎 

育が 學校敎 育の 或る 體系を 本 幹と して 取り、 成人 敎 育の 廣、 仉 なる 部面 を 閑却した ところより 來た 

ものである。 敎育 は、 この 體系 立てられた 學校 制度の 中で だけ 行 はれる もので はない し、 また 職 

業 を 得る ために は、 その 學校敎 育が 基準と せられ、 これに 或る 特權 が付與 せられる とい ふ もので 

あって はならない。 敎 育の 本 幹 は 所謂 成人 敎育 であって、 舉校敎 育で はない。 そして 敎肓 は必す 


しも 職業 の 準備と な る もので はなく， すで に 職業 を 持つ たも の が 自己 の 生活 を 完成せ し める ため 

の ものな の だ。 この 見方に 立って 改造せられ るので なければ、 就職難 を举備 せしめる 敎育 は、 結 

局社會 にと つて 無用の長物に 墮し 去る に E 違ない。 (昭和 七、 S) 『ほ 想-人 g .ass^』 ょリ 
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